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1 、 本 卷は八 代 集上卷 として、 古今 和歌 集、 後 撰 和歌 集、 拾遺 和歌 集、 後 拾遺 和歌 集 を收め まし 

た 0 

1 、 本^ は祯松 安が 擔當 しました。 

一 、 本文 は 正 保 四 年 版の 八 代 集 を もとと し、 左記の 諸 註 釋書を 參考 して 校訂し ました。 

1 、 古今 和歌 集 は 顯註密 勘、 古今 集 童 蒙抄、 古今 餘材 集、 古今 和歌 集 打聽、 古今 集 遠 鏡、 古， 今 集 

正義 等 を 參考 して 註釋 しました。 

1 、 後 撰 和歌 集の 註 釋は後 撰抄、 後 撰 和歌 集 新抄、 後 撰 和歌 集 標註 等を參 照し ました。 

1 、 拾 遣 和歌 集 は 拾 遣抄註 及び 拾 遣 和歌 集 標註 を、 後 拾 遣 和歌 集 は 後 拾 遣抄註 を參考 して 註釋を 

施しました。 
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古今 和歌 集 

こと 夏よ いか ^鳴きけ む ほ と  ぎす 今.. W ばか リは あら じと ぞ 聞く 

^^殿の まの^で、 歌 を 選びつ、 候 ふ 歌人 達が ある。 四月 六日の 夜 はやう くに 更けて 行く。 と仁壽 殿の 櫻の 

ほとりで、 杜宇が-仄か に 鳴き 渡る。 五月 前の 杜宇の It は 珍ら しい ものである 。「あれ を詠ぜ よ。」 とい ふ 勅が 下る。 

趺人逹 は^ 御前に 參 つた。 

夏に は 幾度 も 逢った。 杜宇の 萆も屢 聞いた。 しかし、 今宵 ほど、 光榮に H: 愉快に 聞いた 夏 はな い。 まことに、 

今までの 裒は どんなに 啼 いたで あらう か。 明らかな 記憶 はもと よりない が、 今^ ほど 淸ぃ、 さやかな 萆 ではな か 

つた a- うで ある。 杜宇 は、 自分ら と 同じ 心 を もって ゐ るので あらう 力。 

欲 人達の 一人の 紀貫 之の、 かく 歌った の は、 たピ、 御前に 召された 喜びの みではなかった。 從來の 漢詩 集 勅撰 

の 例 を 破って、 和歜集 勅撰の 仰せ を 蒙って ゐ たからで ある。 .  . 

まことに、 從來 勅撰と いふ 光輝 ある 文學的 編纂 事業 は、 漢詩に 限られて ゐた e 邦人が 漢詩 を 作った 始めは、 分 

明で ない が、 大友 皇子 $ 御作が、 今日で は、 その 最初の ものと して 傳へ、 しれて ゐる。 邦人が 支那の 律 格に よって 
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作爲 するとい ふこと は、 邦人の 思想 感情の 發 露の 方法と して は、 不^然 千 萬で ある。 が、 優哀な 文化の 前に 頭 を 

擡げ 得なかった のみならず、 一意 專心、 その 摸 做に 腐心して、 早く 同一 程度までに 上らう とした 邦人と して は、 

正當な 努力であった。 その 故に、 天皇 に 次いだ 作家 は數多 あら はれて、 時に 應じ 事に 就いて 吟詠した。 懊風^ の 

序の、 「お 翰垂 文、 ^臣^ 頌、 彫 章 麗筆、 非 唯 百 篇。」 とい ふの は、 誇張の 辭 であらう が、 一斑 は 想像せ、 りれ る。 そ 

の 後、 ^申の 戰亂 があって、 悉く 灰燼に 歸 したが、 また 起って 詞 人が 輩出した 。「騰 茂 赏於前 朝、 飛 英蘼於 後代。」 

も 誇張で あるが、 盛んであった 事 は 事. K である。 これが 懷風 藻の 一 篇 となった ので あるが、 その 閒に、 石 上 乙 麿 

の 锊悲荡 の 如き、 個人の 集 さへ も 現 はれた。 

かくして 平安朝に 入って、 ^室の 御獎勵 があった ので、 詩 賦の道 は 愈旺ん とな リ、 弘仁 年中に、 嵯峨 天皇の 命 

によって、 小野岑 守が 主で、 苷原^ 公、 勇 山 文 繼と議 し、 更に 賀 £1 鳌年 にも 相談して、 選 進した ものに 凌雲 集が 

ある。 これが 勅に よっての 選 進の はじめで ある。 次いで、 同じ 弘仁屮 に、 藤 原 冬 嗣が勅 を 奉じ、 仲 雄" 土、  ^1 

公、 ^山 文繼、 滋野^ 主、 桑原 腹 赤 等が 選^した ものに 文 華 秀麗 集が ある C 更に また、 淳和 天皇の 天 長 中に、 勅 

によって、 一 A 岑安 世を總 裁と して、 滋野貞 主が 菅原淸 公、 安野 文繼、 南 淵弘良 >  安倍 吉人 等と 相議 して 選 進した 

ものに 經國 築が ある 。個人の 笾は、 この 時代に はすで に 多くあった ので あらう。 而 して、 それらが、 この 資料と 

なった に 相^ない。 

以上の 如き 有様で、 畏 からざる 年 序の 屮に、 三度まで 光輝 ある 勅撰集が 出来た。 しかも、 それが 詩賦の 集に 限 

ら れてゐ たので ある。 そして、 正常の 事粱 として、 萬 民に 認められて、 少しも 非難の 聲 がなかった ので ある。 時 


勢の 趨く ところ 思 ふべ しで ある。 

然るに、 何時しか^ 勢 は逆韓 した。 萬 民 は覺醒 した。 邦人の 思想 感情 は、 邦人の 言語で 攄 ぶべき であり、 固有 

の 化 格に よって^ ふべき であると いふ 傾向が 起った。 乃ち、 彼 は 彼と して 摸 做す るが、 眞は 上代、 奈茛 朝の、 記 

紀、 ^葉の 逍 1： を繼 r のが、 邦人と しての 道で あり、 務めで あると いふ 觀 念が 生じた。 その 故に、 詩賦 9 試作 は 

^引續 くが、 和歌の^ が、 漸次 盛んと なった。 遂に、 延喜五 年に、 醍醐 天皇の 勅に よって、 紀貫之 等 w 人が、 承 

香 殿 の^の 閒に机 を竝べ て、 和歌の 選 述に從 事す るまでに 到った。 貫 之が、 序文に 記した 如く、  g: 人 は、 「 今 もみ 

そな はし、 後の世に も傳」 へて、 「大空の 月 を 見る が 如く」、 一 世の みならず、 後世の 仰望の 的と し、 人 麻 =c はなく 

なっても- 歌の 事 はこ、 にと^ まれ」 る 如くなら しめようと いふ 意氣で 進んだ。 この 時の 夜啼 いたのが 杜宇で あ 

り、 それが 夭聽に 達して、 人々 は 召されて、 御前に 參リ、 而 して 歌 を 奉った ので ある。 その 巾に、 H 之が^-つた 

のが、 前の 歌であった ので ある。 

貫 之 以外の 三人 は、 大內 記紀 友， 則、 前 甲斐 椽凡 河內 躬恆、 右 衞門府 生 壬 生忠岑 であった。 これら は、 筲 之と 共 

に 何れも 微 せであった。 併し、 歌 名が あつたので. 共に 任命 せられて、 選 述に從 事した ので ある。 友 则は貫 之の 

姻 成で、 この 選錄の 筆頭で あつたと 見えて、 序に 最初に 書され てゐ る。 併し、 奏上に 及ばぬ 巾-に 卒去して ゐる。 

躬 恆は寬 平の 頃に 甲斐 櫂少 = とな リ、 延 喜の 頃に 御 書 所に 候し、 御蔚 子所預 にな リ、 また 和 泉大掾 とも， なって、 

耿に 巧みで、 後に は、 貫 之と 優劣 如何 を 論ぜられて 決しなかった ほどで あり、 更に 後に は、 その上に 立つ とも 云 

はれた。 忠岑 は、 貫 之の 門下と いはれ る。 左近衞 番長、 右 衞門府 生、 御廚子 所預、 攝津 大目に 歴伃 した。 貫 之 そ 

解題 古今 和^ 集  三 


解題 古今 和歌 集  四 

の 人 は、 御 書 所^、 少內 記、 大內記 等を轾 て、 延長 中、 土 佐 守、 天慶 中、 玄蕃 頭、 木工 權 頭と なった。 選者 中の 

棟梁と して U 重せられ て 後に 及んで ゐる。 こ の 人々 の 以外に、 一野 邊に生 ふる 葛」、 「林に しげき 木の葉」 の 如く 多數 

の 欲 人達が 居り、 「歌との み 思 ひて その 樣 しらぬ」 もの も あるが、 「歌の さま を も 知り、 事の 心 を 得た」 の も 多く あ 

つて、 この 集の 資料 を豐 かに 提供した のであった。 

以上の 四 人の 選者が 選錄 して、 古今 和歌 集 を作リ 上げた 和歌 を 見る と、 三つの 體に 分れて ゐる。 乃ち いは ゆる 

長耿、 旋頭 歌、 短 欲が それで ある。 この 三體 は、 上代の 樣々 の體 が、 おの づ から 凝集した ものである。 上代の 人 

人 は、 事に 赏リ、 物に 觸れ て、 隨 意に 吟詠した。 仝 體の長 短 も 極まらず、 一句の 一昔 數も おまつて ゐ ない。 併し、 

自ら、 一句 は 五一 昔と なリ、 七 音と なり、 それが 重なって、 五 句 以上の もの、 六 句の もの、 五 句の ものと なった。 

五句以 1 の ものが 長歌、 六 句の ものが 旋頭歌 、冗句の ものが 短歌で ある。 奈 S 朝の 萬 萊柒は これら を 載す る こと、 

四千 五 百 餘 首に 及んだ。 而 して、 長歌と 短歌と が、 心境に 融合す る ものが あって、 多く 吟誦の W に 供せられ た。 

その 巾で 短歌 は 咄唼の 用に 適する ところから、 ことに 多く 諷 詠せ、 りれ た。 

併し、 この 勢 ひ は 平安朝 初期の 詩賦の 流行の 爲に壓 倒せられ た。^ 椠の遗 纏 は繼ぐ もの 少なく、 いは ゆる、 「こ 

こに、 いにしへ の 事 を も、 欲の 心 を も 知れる 人、 僅か に 一 人 二人」 の有樣 となった。 詩 賦の應 制 は 盛んでも、 耿 

の 唱和 はすで に 少なかった。 仁 明 天皇の 四十 賀に 奉った 興 福 寺 の^の 作の 長歌の 拙劣な もの さへ、 國史に 記載せ 

ちれて 赏揚 にあ づ かった。 然るに、 この 形勢 は 長く 續 かず、 國 民の 自覺が 起り 來 ると、 和歌の 述作 は 漸次 多くな 

り、 光孝 天皇 の 朝に は、 讅飮の 際で も、 羣臣に 和^ を 奉ら しめられ るに 及んだ • 


すぐ K た 作家 は、 道の 盛んな のに 逑れて 起らざる を 得ない。 小 野 篁 は その 前た る もので あり、 古今 和歌 集の 序 

に揭 げた 佾正 遍眧、 在 原 業 平、 小 野 小町、 大伴黑 主、 文屋 康秀、 喜 撰、 後に いは ゆる 六 歌仙 は、 それに 繼 いだ も 

ので ある。 この 外に、 在 原 行 平、 元方、 藤 1- 敏行、 興 風、 淸原深 養父、 坂上是 則、 伊勢 等が あった。 詩賦 を專ら 

とした 名家の 菅原 氏から 逍眞も 出で、 大江 氏から 千里 も あら はれて、 いづれ も 和歌 を 巧みに した。 ことに、 千里 

の 如き は、 歌に 聞え て 詩に 聞えなかった。 かくの 如くして、 歌人 は 漸次 數を 加へ た。 

試作の 數が 多くなる と、 それに 就いての 興味 ある 遊戲も 起った。 詩の 鬪 詩に 凝した 歌合 は、 在 原 行 平の 家で 催 

した 缺合 がお 初の 一として 殘 つて ゐる。 是貪 親玉の 家で も 催された C 「是貞 の 親王の 家の 歌合」 とい ふの が、 古今 

集の^ 料と なって ゐる。 宇多 天皇 の 后宮 温 子 も 好ませられて >  寬平御 時 后 歌合が 殘 つて ゐる のみならず、 や は 

りこの 集のお 料と なって ゐる。 これに 過ぎて、 宇多 天皇 は 御 執心で、 屢 廷臣に、 事に 就いて 歌 を 奉ら しめられ、 

また 宽； 牛 歌合の 名で 傳 はって ゐる 歌合 を も 催さ しめられた。 醍醐 天皇の 御代に、 貫 之 等に 勅して 和歌 集の 選 進に 

從事 せしめ、 りれ たの は、 この 天皇の 御 指揮で はなから うかと 云 ふ說も ある。 蓋し 眞に 近い もので あらう。 

赏之等 は、 杜宇が 櫻樹の 上に なくまで、 日 を 以て 夜に 繼 いで、 選述に 努力した。 而 して、 遂に 延 喜艽ギ raw 十 

八 = に 選 進した C 初め、 奈良 朝の 萬 葉 集の 後 を 襲って、 續萬葉 集と 云った。 ところが、 勅が あって、 奉る ところ 

の^を 部類せ しめ、 りれ た。 而 して 二十 卷 として、 改めて 古今 和歌 集と 云った のであった。  - 

延苕五 年 四お 十八 n とい ュ選 進の 時日に 就いては、 異論が ある。 それ は、 この 集の 和文 序に. 一， 延喜五 年 四月 十 

八日に、 萬槳 雄に 入らぬ 古き 歌、 自らの を 奉らし めた まひて なむ 。しと ある。 乃ち、 四= ^十八 日 は、 ^之 等が 奉 勅 
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の：：： である。 從 つて 撰述し 終った の は、 その後の 何日 かで あらねば な、 りぬ。 それ は、 今日 知る ことが 出來 ぬ。 更 

に 集中に、 延喜七 年の 大堰川 行幸の 時の 貫 之、 躬恆の 歌が ぁリ、 また 延喜七 年 六月に 逝去せ、 りれ た 七 條の后 を 悼 

み 奉る 伊勢の 欲が ある。 これら を 以て 見れば、 此の 集の 選 進の 時 n は 不明で は あるが、 延喜七 年 以後で ある 事 は 

叨ら かで ある、 とい ふので ある。 これに 立脚した と^え、 拾 芥抄に は、 すでに、 「延喜 五 年 奉 仰、 延喜末 奏聞 之。」 

と 書いて ある。 

和文 序に よれば、 以上の 如 くもいへ るが、 漢文 序に よれば、 聊か 異なった 見解が 下される。 漢文 序に は、 選述 

の 由 を 書いた 次に、 「延喜 五 年 歳次 乙 丑 四月 十八 日、 臣貫之 等 謹 序。」 としる して ある。 乃ち この 日に 選 進した と 云 

はれる。 が、 序文に は、 奉 勅の H を 一方に 書けば、 選迎の n を 他方に 書くべき である。 た^ 奉 勅の 曰 を 書いて、 

他 を 省く ので は體 をな さない。 また 和文 序の 十五 日 を 奉 勅の 日と し、 十八 日 を 選 進の 口と して は、 出來 方が 餘リ 

に 速^で ある。 この 十八 口 は、 恐、 りく は 誤りで、 .K は 十五 日であって、 和文 序のと 合すべき であらう。 從 つて 選 

進の：：： は、 延さ 七^ 以後で なくして、 猶五年 四月 十五 日と 解すべき であ、 りう。 大堰川 行幸の 時の 歌、 伊勢の 奉 悼 

の^け >  ^蓝^ ^輔が 袋 草子に 云った 如く、 後から 插 入した ものと 見る のが 穩當 であ、 りう。 

和文 序、 漢文 序、 古今 集に は 二様の 序文が ある。 一書に 兩序 あるの は、 不^し い 次第で ある。 普通 用 もられて 

ゐる 贞應 本に は、 和文 序が 卷 頭に ぁリ、 漢文 序が 卷末 にある。 卷 末に 序文が あるの は、 仝く 體を なさない。 これ 

は、 何れ か I つ 原本に はあった に 相違ない。 原本 は今傳 は、 りない から、 見る 譯には 行かない が、 それに 比較的 近 

い 元 永 三年の 古寫 本に は、 卷 頭に 和文^ がー つ あるの みで ある。 これが 正當 かと 思 ふと、 それと 袷ん ど 時日の 相 


^なくして^ 寫 せられた と 思 はれる 筋 切に は、 兩 序が 卷 頭に 出て、 漢文 序が 先に、 和文 序が 後に あると 思 ふと、 

また それと 同筆と 考 へられる 卷子 本に は、 和文 序の みが 遊離して 傳 へられて ゐる。 まことに、 何れが 主と なろ ベ 

きか、 ^はざる を^ない ので ある。 . 

これに 就いて、 おの づ から 樣々 の 議論が 生じた。 乃ち 從來の 書の 序 は、 皆 漢文で ある。 和文で はない。 和歌の 

番 とい へど も、 この 不言の 規約に 從 はねば な、 りぬ。 漢文なら ずして 突如と して 和文 を用ゐ るの は、 餘 りに 習慣に 

反し 過ぎて 居る。 故に 紀淑 望が 漢文の 序 をまづ 作った。 これ を 摸倣して 貫 之が 和文の 序 を 書いた。 であるから、 

その 文が^ しく 漢文 的で、 和文 的 e はない。 四六駢 儷の 體を 守って、 雙々 相對 して 華麗に 過ぎ、 修钸 に^ちて 居 

る。 かかる！： 文が あるべき ではない。 故に 漢文の 序 を正當 とすべき で、 和文の 序 は 貫 之の 詞藻 を 愛する 人が、 故 

意に 後に 添加した ものである とする 論が 成リ 立つ。 更に、 これに 现 由を附 して、 まづ淑 望が 漢文の 序 を 作った。 

これ は、 .ra 覺的 態度 を 有した 人々 の 飽かぬ ところであった らしい。 敕命 はこれ によって 下って、 貫 之 はこれ を 和 

文に 書き改めた。 從 つて、 漢文の 规格 によって 成り、 純 乎た る 和文で はなくな つて ゐ るとの 說も 生じた。 

以上に 反して、 從來の 書の 序は昝 漢文で ある。 かくの 如き ものが 和歌 巢の 最初に あるの は、 ^しく 內^ に 反す 

る。 この 故に、 ^之 は 和文 序 を 書いた。 而 して 漢文の 法則に I つた。 それ は、 從來 和文で かかる 場合に 川ゐ るべ 

き體 裁が なく、 卻 つて 漢文に 多くあった から、 それ を 基礎と したので ある。 從 つて 和文と して は、 貫 之の 創始し 

た 1 體 である。 こ  >- に、 i 之の 技倆の 認めら るべ きがある のみならず、 その 自覺的 態度の 徹底的な のに 驚^す ベ 

きものが あるので ある。 こみ 文辭の 絢爛な の を 見て、 淑 望が 試に 漢文に 譯 出した のが、 漢文の 序で あると いふ 論 
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も 生じた。 疋に また、 赏之 は、 この 前例の ない 和文の 序の 執筆に は 苦しんだ。 故に まづ淑 望に 託して、 漢文で 書 

いて K つた。 勿論 これ は 貫 之が 指導した に 相違ない が、 長& 雄の 子た る淑望 は、 立淤に 書き 了った。 これ を极據 

として、 ^之 は、 1" んど逐 字 的に 譯し 出した。 しかし、 和漢 勢 ひ を 一 にしない から、 處 によって は 添加し、 或は 

省^して ゐる。 こ、 に、 飜譯の 妙 を 見る とともに、 創意の 新し さも 知られて、 與 趣が 極めて^い ので ある、 とい 

ふ說も ある。 

上掲の 諸說 は、 何れが 正しいで あらう か。 現存の 古寫 本に 就いて 见 ると 前述の 如く 種々 であるが、 袋 草子に 「陽 

明 門院 御 本 ^ は …… 「於 故 公信 朝 E 許燒失 之、 此本無 序 也。」 とい ふの も あるが、 他 は、 「小 野 皇太后 宮御本 | ぬ no 

と ぁリ、 乂、 「花園 左 府御本 |ぉ 滅 | 是閑院 贈 太 政. K 臣轉來 云々。」 と あ つて、 呰 和文 序 を 有して ゐる。 後に、 藤 

原お^ のお 本と した 贞應年 校訂の 本に は 兩序を 載せて ゐ るが、 嘉祥年 問の 本に は 和文 序の み を 載せて ある。 こ 

れを 以て 见れ ば、 人體に 於て、 和文 序 は 作者の 貫 之 その 人が、 後世に 尊重 せられた 結果と して 載せた のみで はな 

くして、 その -Is 本に 近いと 思 はれる 本に は卷の 始めに 揭げて あるので ある。 榮花 物語 は 後の 物で は あるが、 後 操 

集の 事 を 書いて、 「古今に は、 i 之 序い と を かしう 作リて 仕う 奉れり。 後 撰 集に も、 さやう にやと 思 召し けれど、 

今 はさ やうの 事に 堪 へたる 人な く 云々。 」 と 一記して ある。 これ も 云傳へ の 儘に 書いた ので あらう から、 天曆赏 時の 

本に は旣に 和文 序 は 初めに 揭 げられ てゐ たに 相違ない。 しか すれば、 その 原稿 を淑 望が 作った か、 或は 後に 漢譯 

し たかは 詳 かにし 難いが、 贯之 は、 撰述の 了る と共に、 和文 序 を 以て 卷頭を 飾り、 この 本が 一 たび 出て、 後人 は 

古 を 思 ひ、 延 喜の 今を戀 ふるに 相違ない との 氣炤を 上げた ので あらう。 しかし、 眞の斷 案 は、 原本に 最も 近い 古 


寫 本が 現 はれる によって、 下される べきで、 それまで は 問題 は 保留 せらる >- が； 止赏 である。 

和^^ 序の 意 を 前述の 如く 解す ると、 古今 集 は、 延喜五 年 四月 十八 日 選 進と なる ので あるが、 その 原本 は 今日 

に 残存し ない. - 皇室に は 勿論 ぁリ、 それ を傳寫 した ものが、 民閒 にも 多數 存在すべき であるが、 その 事がない。 

古今 集 は、 甚 しく 尊赏 せられて、 枕 草子に も あるが 如く、 高貴の 人 は、 兒 女に 讀 誦せし めて、 敎科 書の 樣 にもし 

てゐ たので あるから、 立 淤な寫 本の あつたの は 事. 貨 であった。 乃ち 貫 之、 道 風の. c 箏と いふ もの もあった。 しか 

るに、 これら は 一 も 残存 しないの は 遺憾の 秘み である。 世に 貫 之の 筆と して 高 野 切、 ^風の-として 本阿彌 切、 佐 

瑰 のとして 筋 切、 迎切、 紫 式部のと して 久海 切、 乂、 公任、 行成、 少し 下って は俊賴 のとしての 古今 集 切が ある 

が、 皆^ 者 は 信憑す るに 足る 證を 有しない。 た t 昝、 藤 原 氏 全盛 以後、 平家 覆滅 顷 までの 寫 本の 斷片 とのみ^ る 

べきで ある C 仉 しこれら の 巾で、 元 永 三年 八月 二十四日に 書寫 したと いふ 奧 書の ある 一本 は、 少しの 缺字は ある 

が、 缺行 など はなく、 首尾 完全して 渾然たる 美 玉の 有樣 で、 三 井 男^ 家に 現存して ゐる。 今 g この 集の 古寫 本で 

最も 古く、 は 最も 完全な もの はこれ を 措いて 他に ない。 

傳說 によると、 榮花 物語に、 御 裳 著の 卷に、 ま、 子內 親王の 御 事 を 書いて、 「二日の 夜 さり か へらせた ま へば、 1 

品宮 (禎 子，) の 御 贈物に、 貫 之が 手づ から 書きた る 古今 二十 卷、 御子 左 (兼 明 親王) の 書きた まへ る 後 撰 二十 卷、 逍 

風が 書きた るず r 葉 集な どをぞ 奉らせた まひけ る。 世に めでたき もの どもな り。 圆融 院ょリ 一 條院 にわた リ ける 物 

どもなる べし C 世に たぐ ひ あるべき 物に も あらず なむ。」 と ある。 また 袋 草子に 擧 げた、 陽 明 門院 御 本 は、 「是延 喜 

御 本扣傳 也。 後、 顯^ 朝臣 賜、 其 後轉々 して/公信 朝臣の 許に 燒 失した。 又、 小野蛊 太后き 御 本 は 「於 宮燒 失， 
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した。 又、 「花園 左 府の御 本 もあった が 行方不明 である。 これら は、 貫 之の 自筆、 及び 貫 之 妹 自筆と 傳 へられる も 

のであった e しかし、 大牴燒 失して、 現存 しないの は、 極めて 遣憾 である C た V これらの 中で、 小 野 皇太后 宮の 

御 本と いふの を 通 宗が燒 失 前に 寫 し- 更に また 藤 原^ 輔が、 これ を傳寫 したと いふ ものが、 前 E 侯爵 家に ある。 

これ は、 ^めて 珍と すべき ものである。 しかし、 この 洁輔 は、 承 安二 年、 白 河 佝齒會 の 時 六十 九であった から、 

それよ リ 遡る こと 五十二 年 前の 元 永 三年に は、 まだ 二十に 達して ゐ ない。 この 年に 書寫 せられた 元 永 本 は、 その 

傳 來は詳 かならぬ が、 洁輔の それよりも、 層 一層、 古い ものであるから、 これ は甚 しく 尊敬 を價 すべき もので あ 

る。 而も、 これ を 傳佐理 筆、 傳 行成 筆、 又俊賴 筆の それらと 對 校して 兌る と、 大體 同様で、 後の 本にたい 歌 も 合 

まれて ゐ るので あるか、 り、 延喜當 初の 面目 は、 多くの 誤りな く傳 へられて ゐる ことと 思 ふ。 吾人 は、 この 書を以 

て、 今：：： 滿 足す るよ リ 仕方がな いので ある。 

從來、 世閒に +11 今 集と して 流布して ゐる もの は、 前述の^ 種の 系統 を 受けた もので は あるが、 處々 相違の 點の 

ある ものである。 それが 大體 二種 ある。 その 一は 貞應 本と いはれ て、 (藤 原定 家が 負 應ニ年 七月に 校定した の をい 

ひ、 ，. その 二 は嘉祿 本と いはれ て、 同じく 定 家が、 嘉 祿ニ华 四月に 校定した ので ある。 この 前者 をニ條 家が 傳へ、 

後者 を 冷泉 家が 傳 へた。 兩 家の 屮、 ニ條 家の 一流が ことに 榮 えたので、 貞應本 は 盛んに 流布して、 嘉祿本 を懕し 

たのみなら ず、 その 以前の 諸 本 をも壓 してし まった。 遂に i 之 筆と いふ ものが あっても、 定 家が 一 度 定めて 將來 

の 證.！ 4- とした もの を 捨てて、 それ を 採る こと は出來 ぬと 云った 古人 も ぁリ、 また それと 同 樣の意 を 述べる 今人 も 

あり、 貞應本 は 古今 第、 古今 集 は贞應 本と 云ふ觀 念が 現に 猶 動かずに ゐる。 


定家は 古今 集 の 校定 はした が、 必ずしも それ を完 仝の 物と して、 何人 を もこれ に從 はしめ ようとし たので はな 

かった。 贞 應、 ^^兩 本の 奧書 に、 「伹 如此 用捨、 只 可 隨其路 之 所 好、 不可 存 自他 之 差別、 志！ I 者可隨 之。」 と 記し 

て しる。 であるから、 必ず それに 據ら なければ とて、 定 家の 意思に 背く ので もない。 これより 以前の^: 寫本を 用 

ゐても 差 支ない ので ある。 然るに、 專ら これに 據 つて、 今 口に 到って ゐ るの は、 あまりに 偏して ゐ る。 

上述の^ 應本も 、嘉^ 本 も、 その 以前の 古寫 本と 甚 しい 差異 はない が、 小異 は數多 ある。 仝 體 古今 集 そのもの 

が 歌の 本で あるから、 歌が 主で、 他は從 である。 從 つて 作者 名、 端 書の 書 方 でも、 意が 通じれば それで 足れ リと 

した 有^で ある。 元 永 本 を 見る と、 「木 貫 之」 とも ぁリ、 「河內 躬恆」 とも ぁリ、 「典侍 因 香」 とも ある。 これ は lis 

で、 他の 筋切傳 行成 本 等で は、 これがない、 これ は 貞應、 嘉祿兩 本 も 一致して、 か、 る 事が なく、 其の 他 もよ く 

整^して &る。 併し 作者と 歌との 關係を 見る と、 高 野 切で、 「吹く からに」 の 歌が、 文屋朝 m の 作で ぁリ、 他 は^ 

^秀の 作であって、 二つに 分れて & るの を、 ^應、 嘉祿兩 本 共に、 康 秀に隨 つてお くが 如き 差異が ある。 この 作 

^の 差 興 は、 ことに 元 永 本に 见 える。 これによ， れば 作者 部類の 如き は、 餘程 改めねば ならぬ 結果 を 惹起す。 

端 書 も 諸 本に おいて、 差異が ある。 簡単な もの は、 大體 一 致して ゐ るが、 すこし 長い ものに なると、 よほどち 

がふ。 例へば、 「人 は いさこ  >- ろ もしらず」 の 歌の 端 書 は、 元 永 本で は、 「初瀨 に 詣づる ごとに、 例宿リ ける 人の 家 

に、 久しう やどらで、 程經 て罷リ ける に、 かくさ だかに なむ やどり は ある、 と 主い ひ 出し たれば、 そ-こなる 柏 を 

折りて。」 と ある。 筋 切に は、 「長 谷 寺に 詣づる 毎に、 例 宿る 人の 家に 久しう 宿らで、 程經 て罷リ たるに、 かくさ だ 

かにな む沾は ある、 と 主い ひ 出し たれば、 そこなる 梅 を折リ て。」 と ある。 然るに、 貞應、 嘉祿兩 本で は、 「初^に 
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詣づる 毎に^ リ ける 入の 家に、 久しく 宿らで、 程經て 後に 到れ リ ければ >  彼の 家の 主、 かくさ だかに なむ やど リ 

は あると いひ 出して 侍リ ければ、 そこに 立てり ける 梅の 花 ををリ てよ める c」 と ある。 前 二者 は 字句の 不足した と 

ころが あるが、 後者 はよ ほど 完備して ゐる。 恐らく、 後者 は、 前 二者の 宜しき を 取リ、 足らざる を 補うて、 作リ 

上げた ので あらう。 その 作った 人 は、 定家 以前の 何人で あらう か G 或は 定家 その 人で あらう か。 

以上の 訂正 は 巧みで は あるが、 時には 反對 に、 意義が 徹底し なくなつ たと 思 はれる 物 も ある。 例へば、 雜馱の 

「わび ぬれば 身 を 浮^の」 の 歌の 端 書が、 元 永 本で は、 「文 屋^ 秀、 小町 を 年来い ひ侍リ けれど、 聞かず たリ にけ る 

を、 漸く わるくな リに ける 時に、 康秀三 河の 椽に なりて、 驟兑に はえいで たた じ やとい ひた リ ける 返：^ に c」 と あ 

る. - 贞應、 嘉錄兩 本に は、 た^、 「文 屋康秀 が 三 河の 椽 にな リて、 縣 見に はえいで たた じ やとい ひやれ リ ける 返事 

によめ る。」 とのみ ある。 前者 は wiii で、 小町の 思 ひ 迷った 掾 がよく 現 はれて ゐ るが、 後者 は單 純で あるので、 前 

者の 意が 餘 程なくな つて ゐる。 又； M じ 部の、 「憂世に は 門 させ リ ともみえ なくに」 の 歌の 端 書が、 元 永 本で は、 「官 

解けて 侍りけ る 時、 人の 國へ 罷りな むと いでたち ける を、 親の 切に §S め侍リ ければ と^ま リ てよ める。」 と ある。 

貞應、 嘉綠兩 本で はた^、 「官の 解けて 侍リ ける 時よ める。」 とのみ ある。 前者で、 「出る」 は、 家 を 出る 事た る こと 

が 明らかで あるが、 後者で は 家 を 出る とも、 世に出る とも、 いづれ にも 取れる。 かやうな 事 は 外に も ある。 從っ 

て 訂正 は 必ずしもお 意味の 1 訂正と なって ゐ ない ゥ 

以上 は、 作者 や、 端 書に 就いて 云った ので あるが、 更に、 欲 そのものに 就いて 兑 ると、 い M 應、 嘉^ 兩本 にある 

墨滅歌 は、 お 家が、 諸 本に 書いて 墨で 消して あつたの を その 儘に 載せた ので あるが、 元 永 本で 見る と、 皆 また 本 


文屮 にある のみならず、 この 欤 以外に、 i, 嘉祿兩 本に 存布 しない 歌が 十四 首 も 書かれて ある。 それ を 舉げて 

見る と、 

#  行く 水に 風の 吹き 入る、 櫻 花 消えず 流る k 雪 かと ぞ 見る 

影 も 花 も 一 つに 見 ゆる 夜 は 大空 を さ へ 折らむ とぞ する 

秋 をみ なへ しなき 名 やた ちし 白露 を ぬれ 衣に のみき てわた るら む 

旅 しなが ど リ猪名 野 を ゆけば 有 馬 山 夕霧た ちぬ 明けぬ このお は 

0  おちた ぎつ 川瀬に 靡く うたかた の 思 は ざらめ や こ ひしき もの を 

須 磨の あまの 汐燒衣 馴れ ぬればう とくの みこ そ 思 ふべ ら な れ 

ことで し は 誰なら なくに 小山 田の 苗代 水の 屮 よどみす る 

とこし へに^ に逄 へむ や いそな どり おきの 王 藻の よる 時々 に 

雜  柏 水の 森の わた リを うち 過ぎて 三 笠の 山に われ は來 にけ リ 

おきつ 波う ちょす る 藻に いほりして ゆく へさ だめぬ われから H 、と は 

^鋅 底なる 影に むか ひ ゐて兑 る 時に こそ 知らぬ 翁に あ ふ こ  >- ち すれ 

わが 乘リ しこと をう しと や 消えに けむ 草葉に か  >- る 露の命 を  ， 

いかにして これ を隱 さむ 紅の やし ほの 衣 まく リで にして 

てる：^ を 弓 張と しも 云 ふ こと は 山の端 さして 入れば なりけ り 
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は それで ある。 これらの 中には、 「しなが どり」 の欤の 如き は、 「しなが どり 猪 名 野 を くれば 有 馬 山 夕霧た ちぬ 宿 は 

なくして」 と、 「近 江より 朝た ちくれば うねの 野に 鶴ぞ なくなる あけぬ この 夜 は」 と 二つ の^を 一 つに した 樣で、 

の 徹 S しな いやうな のが あるから、 おの づか ら^ 3* せ られ たの も あらう が、 さう でな いのも ある に拘ら ず、 

何 の 閒 にか 抹殺せられ たの は、 どうい ふ もので あらう か、 訝しい 限りで ある。 

更に、 歌 中の 語句の、 元 永 本と、 貞應、 嘉^ 兩 本と ffl 違した ところ は 甚だ 多い。 勿論 後者の 方に 取るべき も あ 

るが、 前者の 方に も據 るべき が 多い。 前者に は、 「徒らに 過ぐ る 口 は 多 かれ ど 花み て くらす 春ぞ すくなき」 と あ 

るの が、 後者に は、 笫三 句、 「おも ほえで」 と ある。 後者の 方 も 含蓄が あるが、 當時 では、 「多」 「少」 の 對照に 興味 

を 有する 事、 前者の 如くあった ので も あらう。 又 前者に は、 「朝 ぼらけ 有 明の 月と みるまでに よしのの 山に ふれる 

白雪」 と ある その^ M 句が、 後者で は、 「よしのの 里」 となって ゐる。 これ も 山に 降る 方が 自然 かと 思 はれる が、 ど 

うで あらう か。 前者に は、 「わが 君 は 千代に まし ませ さビれ 石の 巌 となりて 苔の むすまで」 と あるが、 後者に は、 

笫ニ 句が、 「千代に 八千代に」 に變 つて ゐる。 後者に も餘 韻が あるが、 前者に は 整頓が あると 思 ふ。 

猶云 ふべき ところが 多い が、 大體 古今 集が 延 喜に 作られた ので あるから、 その^ 時に 近い ものに 據れ ば、 その 

as 相と は 行かな くと も、 それに 近似した ものぶ 窺へ る譯 である。 故に 研究者 は、 古 寫本を 重んぜねば ならぬ" し 

かし 整頓し てんて、 缺陷の 特に 指示すべき ものの な いのは、 後の 校訂 本、 乃ち 良應、 嘉祿ニ 本で あるから、 それ 

も輕ん ずべき ではない。 

以上 は、 證 本に 就いて 云 爲 したので あるが、 飜っ てこの 集の 歌の 特質に 就いて、 簡 短に 述べた ければ ならぬ y 


平安朝^ 代の 人々 は 感^ を 主と した 生活 をした。 この 事 は、 この 時代の みで はない。 上代から 奈^ 朝に 綾いて 

^さう であった。 たぐ この 時代 は、 文献の 徵 すべき ものが 多々 あると ころから、 この 傾向が 甚 しく H に觸れ るの 

である C しかし、 感^の 動き は 過去の 時代よりも 極めて 微妙で、 細緻で、 今まで 想到し なかった ところにまで 及 

んでゐ る。 それ は、^ 文學 や、 佛敎 や、 その他の 外國 文化の 影響が 甚 しかった 爲 であるが、 また 時代の 進 步に伴 

つた、 おの づか、 りの 發達も ある。 この 感情の 昂 まるに 連れて、 觀 察の 眼 も銳く 光った。 纖 細の 事で も见 逃さぬ や 

うにな つた。 「霞 を憐 み、 露 を 悲しみ」、 「年毎に 鏡の かげに 見 ゆる 雪と 泡と を 歎き.」、 「秋 萩の 下葉 を 眺め、 嗪の嗨 

の 羽 搔を數 へ」 る 等 は、 それの 一 端で ある。 

,1: 然の 美に？ お 時の 人 は^しく 愛 著した。 花の^く を 待ち、 散る を 惜しみ、 H の遲 いの を 佗び、 入る の を 歎く。 

これ は 何時も ある 事で あるが、 當 時の 如く、 昔 も 今も甚 しく はない。 從 つて 人々 は 花れ 盛り を樂 しむ 餘裕 はな 

い。 ^く は 散る の前投 で、 滞つ るは缺 くるの 準備で ある。 遂に 花に は、 「絕 えて 櫻の なかり せば」 と 歌 はなければ 

ならぬ。 =J に は、 「ち^に 物 こそ 悲し けれ」 と 歎ぜざる を 得ない。 從 つて、 風 を 恨み、 雲 を 憎み、 世 を はかなみ、 

身 を 佗びる 心の みが 先に 立つ。 人に 就いても 同樣 である。 戀の 成らむ こと を 祈る。 早く 逢 はむ こと を 願 ふ。 しか 

し、 成った 樂 しみ、 逢った 喜び は旣に 述べない。 成れば 破れる を愁 へ、 逢へば 別れる を 悲しむ 。「逢 ふといへば こ 

とぞ とも 叨け ぬる」 夜 は 恨めしい 。「鸫 より 前に 位き 始め」 ねばならぬ。 かくして 焦燥、 破綻、 悔恨、 . 近 懷等が 主材 

となる に 及んだ。 この 故に、 宾びは 少なく、 悲しみ は 多い。 「嬉し さ を 何に つ 、まむ」 と いったの は、 僅かに 一 つ 

である。 「ふリ にし 里に 花 も 咲」 いた 類 は、 数 ふる に足リ ない。 「^きて とくち る 物 思 ひ」 のない、 「光な き 谷」 に 
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^るの を 安易に 思 ふ結采 は、 おの づ から 生じる。 この 爲に、 露骨で なく、 餘 情が ぁリ、 W 淺で なく 舍蓄が ぁリ、 

ゆかしい 匀ひ、 尾 を 9? く^は、 また 自ら 生じて ゐる。 

かく 消^的で あるか、 りして、 欲 は、 すべて 自然の 影を樂 しみ、 愦、 特に 戀の勻 ひ を 喜ぶ 態度 を 持して ゐる 。「色 

ょリ も^こ そ あはれ と 思 ほ ゆれ」 は、 たぐに 梅 そのもの のみで はない。 赏 時の 仝體に 及んで ゐる。 

以上の 感情 を、 ？ぉ 時の 人 は、 率直に 現 はした もの も 少なくな いが、 现智の 分子 を^し くそれ に 混じて、 屈曲 的 

にした ものが 殊に 多い p 「^ける^ かざる 花の 見」 える の を、 「春の 色の いた リ いたらぬ 里 は」 な いのに、 何故かと 

難詰し、 「山の 木の^の 千ぐ さ」 なの を 秋の 露が、 「色々 ごとに 置く」 からだと 解釋し 、「年」 は 「速し」 であるが 故に、 

「今^はい たく 老い」 たとい ひ、 露のお ほい 山邊 にす むから、 「衣の 袖 は ひる 時 もな」 いとい ふ。 何等か 理知；：： の 影が 

ない もの はめん どない。 この 影の あるが 故に、 歌に 潤 ひが 乏しく、 勻 ひがな くな リ、 前代の それらと 比して 甚し 

く 下る 感じが ある ので ある。 

この f 知；： の 影 は、 語にまで 及んで ゐる。 常時の 歌に 殊に 多 いのは 懸詞 である。 上代 は 譬喩に 富んで ゐる。 譬喩 

の^代と も 云 はれる。 奈臾朝 は 枕詞が 最も 多い。 枕詞の ゆ 代と も 云 はれる。 常時 は 懸詞が 全然 他 を 凌いで ゐる。 

膙詞の 時代と 云 ふべき である。 ！2 音 異義 を 利用して、 一語に して 二 語 を 兼ねし める この 修飾 は、 すでに 有った の 

では あるが、 大體 枕詞の 本義と 逑關 する 場合に のみ 用ゐら れてゐ た。 これ を 單獨に 文中に 使用し、 丑 その 度の 多 

きに 及んだ の は、 この 時代で ある。 一^の 形の 二 語 兼有 は、 氣の 利いた 韓換の 法で、 極めて 面白く、 對 者の 放 笑 

とまで は 行かな くと も、 ^知：： の 閃きに 微笑、 時には 輕 快の 驚き を も 感ぜ しめたのに 相違ない。 然る にこの 時代 


になる と、 それら も あるが、 逸んで、 斷片 的の 多くの 思想 を 短い 形式の 閒に表 はれし める 唯一 の 方法と して 採用 

したと 思 はれる。 人 を 祝 ふ にも、 「萬 世 を 待つ に ぞ君を 祝 ひつる」 と 云って、 「待つ」 に 「松」、 「つる」 に 「鶴」 を かけた 

如き 、「^をう みべ たにみ るめ すくなし」 と 云って、 「海 ％!2 「憂」、 「見る目」 に 「海松 海 布」 を かけた 如き、 二つの 

思想 を、 順を趁 うて 率 K に 云 はず、 同 樣の結 栗を脔 せようと しつ、、 同時に 云 はう としたの であるが、 ^しく 理 

智的 である。 從 つて、 懸詞に は、 韓换の 妙から 催さるべき 與味は 伴 はず、 狭い 範圍 では、 かくの 如く 云 はねば、 

他に 方法がない とい ふ修 辭 的 敎訓が 生じた。 「物 名」 の ー體 もこれ で 出來た e これが 後世に 偉 はって、 懸詞の 本 貧 

的 意義 はなくな つてし まった。 しかし、 これ を 烈しく 用ゐ ると、 滑稽の 意義 を 起す とい ふ觀念 は、 轉換で 笑 ひ を 

催さ しめたと いふ 觀念の 延長と して 猶 存在した。 誹諧の 一 部の 立てられ たの は、 內容上 失笑に た へ ぬ もの も ある 

に よるが、 多く は それに 基いて ゐる。 「鶯の 去年の やど リの ふるすと や」 とい ひ、 「胸 走り 火に 心燒け をり」 と い シ 

の 類、 舉 げ來れ ば^だ 多い。 

懸詞の 構成の 因と なって ゐる 二つ の 思想 は、 おの づ から 一 が 主で、 他 は 從の關 係 を 有つ てゐ る。 その 主が 表に 

立ち、 從が^ に-おる。 その 從な ものが 短く あれば、 懸詞は 一 處 です むが、 比較的 長い 場合に は、 ー處 のみで は 表 

はれ 盡 さず、 他處に 到って 始めて 完 くなる。 この ー處、 時に ニ處 は、 懸詞 によって 表 はし 得る も、 他 虎に 及びえ 

ぬ 事 も ある。 こ の餘 された ものが、 いは ゆろ 緣： f.g となって 出て 來る ので ある。 「山川の 音に のみ 聞く も \ しき をみ 

を はやながら 見る よし もがな」 の、 物の 「音」 と、 「嚼」 の 「一昔」 と、 「水脈 早」 と 自分の 「身 を；： 十」 と懸詞 をな して ゐる。 

この 「音」 及び 「水脈 早」 は 山川に 限る が 故に、 こ、 に懸詞 によらず して、 その 語 を點 出した。 而 して、 他と 不可分 

解題 古今 和歌 集  一七 


解題 古今 和 敬 集  一八 

の 關係を 保た しめて ゐる C かくして、 袷ん ど 從來表 はれなかった 緣語が 出て 来て、 懸詞 と連關 して 作 川す る こと 

となった。 かくの 如き は、 现智の 影の 甚だ 濃い もので は あるまい か。 常時の 歜の % く は、 感情の 體を 包む に、 M. 

知：： の 衣 を 以てした ものと 云って、 可な りで あらう。 

しかし 時と 共に 洗煉され て、 優美と なリ 明快と なった 感情 は、 從 來の聲 調に よって 欲 ひ 出され 難くな つた" 必 

ず それ を 適合し. 一致した 形式 を 取らねば なら なくなった。 前代で、 「つき 草に 衣 はすら む 朝露に ぬれて 後に はう 

つろ ひぬ とも」 と 云った 第 四 五 句 を、 「ぬれての 後 は、 うつろ ひぬ とも CJ と 云つ て、 第 四 句の 「三 四」 の 重い の を、 

「四 三」 の輕 いのに せねば 十分で なくなった。 すべて 輕 快に なリ、 流 滑宛轉 になって 行った。 これと ともに、 仝體 

の 聲調も 问樣 になった の は 云 ふまで もない。 抑、 上代から、 先 づ五音 が 來リ、 次に 七 音が 來リ、 それで ー迚 をな 

して、 次の 五 音 七 音の 一連に 及んで 行く。 かく 五 七が 縯々 一連 づ 、となって、 最後に 七 音の 獨 立した のが 來て終 

結す るの が、 普通の 形であった。 この 體裁 は、 奈茛 朝に 於ても 櫞 承せ、 りれ たが、 時に 短歌に 於て、 第 n 一句で 巾斷 

せられた 體が あら はれた。 乃ち ^ 七の 一連が 變 じて、 七 五の 一連と なった のが 見えた。 しかし これ は 少数で あつ 

たが、 この 時^に 於て は、 この 形勢が 大いに 進んで、 七 五の 一連が 基調と なって、 前 長 後 短が、 仝 體の聲 調 を 形 

，f  I 

成す るに 到った。 故に、 「あれに けリ あはれ いくよの. S なれ や 住みけ む 人のお とづれ もせぬ - の 如き、 第一 句 又 第 

三 句で 切斷 せられた 形 も出來 た。 また 七 五、 七 五と 調べ 下して、 「おきつな み、 あれのみ まさる 宮の屮 は。」 の 如き 

長歌 も 表 はれた。 かくの 如き は、 前代で は 思 ひ 及ばなかった ところで あらう。 

この 推移 は、 古今 ％屮 でも 見える。 集中に は、 萬 葉 集に 人らぬ 歌 を 取る と 云 ひつ &、 それに 反して 重複した も 


の も ぁリ、 また 3 おに それに 入らぬ 古い もの も あり、 また 平安朝 初期 乃ち 延 ず；： 以前の 仆と考 へられる もの も ある。 

請 人 不知と いふ もの は、 多く これに 隨す るので ある。 その 巾で、 おの づから 新 體古體 の 別が^ える。 乃ち、 「立 田 

川 紅^ 流る 神な びの みむろの 山に 時雨 降る、 りし」 は古體 であって、 「み 山より おちく る 水の 色み てギ秋 はかざり と 

思 ひし リ ぬる」 は今體 である。 意から 云へば 问樣 であっても、 著 眼に 於て 後者が ことに 細かに なって をリ、 形 か 

ら^へば 前者 は：.^ 七、 後者 は 七 W: を 合んで ゐて、 前の 沉 重に 對 して 後者 は 甚だ 輕快 である。 かくの 如き もの は隨 

處に發 せられる。 

以上の 事 は、 同 一 の 歌のう へ にも 見える。 古今 集の 選者 は、 資料 を 得る とともに、 それが 古體 であれば、 ^s- 

の 風體に 合致す ベ く 添削 をした。 「夏の 夜 はま だよ ひながら あけ にけ リ雲の いづ こ に W かく るら む」 の 第三 句 以下 

を、 「あけぬ る を 雲の いづ こ に 月 かく るら む」 と變 へ、 「お ほ 空に 莖 なき 花 ぞちリ まが ふ 雪の あなた は 春 にゃあ るら 

む。」 の 第一 二三 句 を、 「冬ながら 空の 花の ちリ くる は」 と 改めて、 仝 體を輕 妙で ぁリ、 流麗で あり、 宛 轉滑脫 たる 

ベく した。 その 努力 は 注意すべき であらう。 從っ てこの 萆調 は、 古今 集 仝體を 被って ゐる。 これが 後^の 動かす 

ベから ざる 模^と なった ので、 歌 はおの づ から、 千篇一律 となって 殆んど 今 口まで 及んで ゐる。 

、 後 撰 和歌 集  - 

堯の子 丹朱 は不 であった が、 延 喜の 聖 主の 御子の 天曆の 御門 は、 御 心ば へ 雄々 しく、 氣 高く、 賢く、 御才も 

限" なく、 おに^^く、 父の 御！： さながらで おはしました。 數 多の 女御、 御 息 所の、 御 志の すぐれたの も、 さな 
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ら ぬの も、 一 拔に御 もてなし になった。 それで 人々 も^ を 交して 居られた ので、 宮の屮 は 極めて 平和であった。 

その 人々 の 巾で 廣峤の 御 息 所 は、 ことに、 心ば せ ある 方であった。 ある 時 御門から、 「逢坂 も はて は 行き 來の關 も 

もず 尋ねて とひて 來な ばか へ さじ」 との. 御 歌 を 人々 に 賜 は つたが、 思 ひ 惑 ふ のが 多かった。 御 ま 所 一 人 は、 直に 

薰敉を 奉られた。 これ は、 「あはせ たきもの すこし」 と いふ 詰 を 水：： 冠に して、 御 欲に 入れて あつたから であった。 

この 御 息 所 はかく 聰 叨でゐ させられた。 

この 御 あ 所 は、 お葉 第 を^ まう とせられ たが、 漢字の 音訓 を 借リて 書いた、 いは ゆる 萬 葉 假名が めて 讀 みに 

くい、 前代の 齊典も 捨てられねば ならなかった。 そこで、 御門に これに 假名 をつ けて 誰に も讀 める やうに したい 

と 巾し 上げ、 りれ た。 御門 は、 これによ つて 源 順 等の 五 人 を 御召しに なって、 萬 葉 集の 讀方を 研究せ しめられた。 

これから 萬檠 集訓點 の大寧 梁が 始まった と 云 ひ傳 へられて ゐる。 

御門 は^めて 和歌 を 御 好みで ぁリ、 =;• 到り 深う おはしました。 當 時の 名人の 小野宮 大臣 實賴と 贈答 を も 遊ばさ 

れた。 であるから 女御の 御勸 めの 如何に 拘ら ず、 萬 葉 集 訓點の 事 樂は御 企てに なった であらう。 この 御 時の 天曆 

五 年 十月に 初めて 和歌 所 を 昭^ 舍 乃ち 梨壺に 置かせられた。 その 別 (おとして 蔵人 少將 藤^ 伊 尹 を 任ぜ、 しれた。 そ 

の 任 川の 文 は 常時^ ォ人 ^順が 起草した が、 その 中の、 「雄劎 在 腰、 拔則 秋霜 三尺、 雌黄自 口、 吟亦寒 玉 一 萆。」 は 

名句と して、 朗詠 集に 載せられて." 今に 傳 はって ゐる。 

狱 御門 は 無 川 人の、 この 和歌 所に 入る の を 禁ぜられた。 その 文 も 順が 作った。 この 役所へ 出た 人 は、 讚 岐大掾 

大中臣 能宣、 河內掾 能^ 元輔、 學生源 順、 近 江 少掾紀 時文、 御 書 所^ 坂 上 望 城い は ゆる 梨 壶の五 人であった。 而 


して^ 槊 第の^ 點に從 寧した ので あつたが、 難解の 個虔が 多い ので 讀誦の 歩み はしば く^った。 順が 「左右 手」 

に、 訓を附 し M じて、 石山の 觀音 に參 籠して 祈った が、 その 意 を 得ず、 卻 つて 録^に つく 朝、 ：： 十發の 旅人から、 

偶然に 「まで」 の 語 を 聞いて >  初めて 讀 法を恬 つたと いふが 如き、 その 爲僞 はおくが、 かかる 苦心の 一再ならず あ 

つたと いふ こと は 51 像す るに 難くない。 しかし、 この 五 人の 焦慮が^ リ^って いは ゆる +!1 點 が出來 上った。 

お^^ ■ おの 次に、 御門 は、 別に： ム人 をして 古今 集に 入らない 古い 歌、 また 新しい 欲 を 選 び 整へ しめられた。 

これが 铙 つて 二十 卷 になった 事 古今 集の； 迎リ である。 これ を 後 撰 集と なづけられた。 古今 集に 後れ 選ぶ 意で ある 

の は 云 ふまで もない。 

古今 集が 延喜に 出て、 從 来の 詩集 勅撰の 慣例 を 破って、 和歌 勅撰 9 新 例を扣 いた。 これに 次いだ 此の 集 は、 そ 

れを 一意 專心換 做した。 從 つて、 その 部 立 も大體 古今 集と 同 一 であるが、 古今 集の 养秋 ニ册と 違って 三册 ぁリ、 

戀五册 は玆に 一 冊 を 加へ、 雜 のニ册 は四册 となって ゐる。 この 以外に 古今 集に 物 名、 雜體、 短 (長) 歌、 誹諧、 旋 

顼歌、 大缺 所の 別が あつたが、 この 時には なくなって ゐる。 殊に 當時 は、 短歌 以外の 體が 仝くな くな リ、 長歌 旋 

頭缺は 製作せられ なか つた、 或は 残って ゐ なかった 事 を 示して ゐる。 

この 集 は、 何年に 著 手せられ たか 明らかにしえない。 ；大曆 五 年 十 g は 和 欲 所 を 置かれた ギ であって、 著 手の 年 

でない。 選 逸の 年 も 何時で あるか、 記載がない。 この 兩者 ことに 後者の 記載の な いのは、 何故で あらう か。 集の 

^裁か、 り见 て、 この 事はなかった ので はなから うかと いふ 議論 も 生ずべき である。 この 雨^、 ことに 後者の 記載 

のな いのは、 何故 であらう か。 或は 選 進 そ の 事が あるに 及ばず して 止んだ ので はなから うか。 
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從來後 撰^に 對 する 議論 は 少なからず ある。 袋 草子に、 「此集 未お にて 止 之 云云 仍 本お 四 度 計。」 と あるの が 初め 

であって、 以後 それの 布衍 ゃ總 合が 相次いで ゐる。 それ は 主として-！!:^: の不完 仝、 組織の 不十分に 端を發 して ゐ 

る。 乃ち この 蕖 にある 所の 歌 は、 四季 戀雜 の區 別が ぁリ なが、 り、 相雜^ して 載せられて ある こと、 詠 者の 名の 書 

方 も 整 はず 或は 誤り 記した の も 見える。 义端書 も 云 ひ 足らず、 歌の 意 を 解す るに 苦しむ もの も ある。 更に 歌 その 

ものに も、 ^寫 も. あらう が、 幼稚な もの 拙劣な もの も ある。 すべてに 於て、 せ 今 集に 做った もので ありながら、 

甚 しく 蕪雜 であるから、 未お 稿に © する もので あらう と 云 ふ ので ある。 

前者と 少しく 變 つて、 この 內容の 不完全 組織の 不十分 は、 事 選者の 技倆の 古今 集赏 時の 選者よりも 劣った のに 

歸 するとす るの も ある。 八尝 御抄 の、 「梨壺 の. 五 人 めでたし といへ ども、 彼の 古今の W 人に 及ぶべからず。 能宣、 

元輔 け^ 代の 上、 尤も W 然の 歌人な リ。 順 又 待 古の 者 也。 望狨、 時文 は 父が 子と いふ 許リな リ。」 がそれ である。 

おに この 集 は 形式的に 不完仝 である。 內. おの 交 雜 して 戀、 雑が 四季に 入った 如き は、 今から 考 へれば 滑稽で あ 

るが、 古今^に もす でに ある。 讀 者の 名前の 書 方の 整 はぬ の も.、 古今 集の いお 應、 嘉祥ニ 本に は殆ん どない が、 そ 

の 以前の 寫 本に は ある。 端 書 も 同様で、 定家 校訂 以前の 古書に は叨 、りかに 不整 顿の點 が ある。 袋 草子 常^-よ リ以 

前 元 永^ 書- H の 古今 集 は、 必ずしも 整顿 完備した とけ^へ ない。 況ん や、 その後 流布の 古今 第と 比較して は、 不 

十分の^が 少なからず ある。 であるから、 今の 古今 あ を 本と して、 後 撰 集 を それに 倣った もの、 しかも 仝く 做 ひ 

^なか つた も の と は 云 ひ 得られな いで あらう。 

後 撰 第 は^か に 古今 第に 做った ので あるが、 その 手本が すでに 不完^ 不十分で あるの を その^に 承け た のみな 


らず、 更に それよ リ^し い 傾の あるの は 否み 難い。 それ は 選者の 技倆 等の 到らなかった 爲か、 他の 事情で 整頓に 

到らなかった かほ； に 明、 りかに し 難いが、 序文の 現存して ゐ ない ハは、 後者の 方に 理由の ある こと を 示して ゐ るで 

はなから うか。 

この 集に は 序文がない。 お 今维を 模範と し、 一意 それに 據ら むとしつ、、 しかも、 その 最前 頭に 立った 序文の 

あるの に 做はなかった の はどう 云ふ譯 であらう か。 榮花 物語に は それ を 解して、 「古今に は、 U 之 序 いと を かしう 

つくりてつ かう まつれ リ C 後 撰 集に も、 さやう にやと おぼしめし けれど、 かれは、 その 時の 茛之、 このかたの 上 

乎に て、 古 を ひき" 今 を 思 ひ、 行末 を かねて、 おもしろ くつく リ たるに、 今 はさ やうの 事に 堪 へたる 人なくて、 

くち をし く 思 召しけ り。」 と 云って ある。 乃ち、 貫 之 ほどの 才學の ある 人がない から、 御門 は 遣憾 ながら、 御 書か 

せに なり^なかった とい ふので あって、 無い の を、 選者の 不才に 歸 して ゐる。 併し 北 村季吟 は、 「此の 時に も、 源 

順な どぁリ て、 野せ：： の 歌合の 判詞、 當座 にいみ じく 書きたり し 事な ど あれ ど、 猶貫 之に は 及ぶ まじく 思 召しけ る 

にや。 又、 此の 鬼 未定に て、 これ を 止む、 と 袋 草子に も 侍れば、 序 を 書かし め 給 ふまでに も 及ばざる にや。 計り 

難き 事なる べし。」 と 訝って 居る。. K に 順の 如き 才人 は、 序 を 書く のは^ 易であった であらう。 それが 無 いのは、 

御門の 御 思 召がなかった のか も 知れない。 しかし、 模範と した 書に あって、 これに 無い のを考 へる と、 或は 季吟 

の^の 說の 如く ゝ こつ 集が 未定稿で あるので、 從 つて 完成の 後附 すべき 序 も、 書か しめられなかった ので はな か 

らう か。 

：史 に、 後 撰^の 欤に 就いて 考 へて 見る と、 古今 集と 違って、 この 集 は、 選者の 歌 を 一首 も 合んで ゐ ない。 これ 
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は 何故で あらう か。 甚し ぃ自卑 心から 出で た 事で あらう か。 或は 他の 21 が あるので あらう か。 古今に 筘を 取りな 

がら、 何故に、 これの みは 背いた ので あらう。 傳 によると、 古今 集 初^の 進奏の 本に は、 貫 之の 歌 は 一 も 加 は つ 

てゐ たかった。 それ を 勅に よって 後に 加 へ たと、 通宗の 古今 集の 書 入に あると いふ。 莨 之の がなければ、 勿論、 

他の 選者の もなかつ たに 相， M ない。 勅が あって 後 加へ て、 今の 如きに 到った の だとい ふ。 序文に、 「萬 葉 集に 入ら 

ぬ 古き 欲、 みづ からの を も 奉らし め 給 ひて なむ。」 と あるから、 この 事 は 信じ 難いと も 云 はれる が、 序文 は、 精選 

の 後に 書いた と考 へれば、 この 疑問 は 忽ちに 冰 解せられ る。 選者ら が、 かく 自分の 欲 を 加へ なかった の は、 謙遜 

の 意から 出た 事で あ、 りう。 それによ つて 勅 を 受けた ので あるから、 こ， - におの づ から 二 段の 順序が あって、 古今 

集 は出來 上った ので ある。 これ を筘 としたと すると、 後 撰の 此の度 は 選者 は、 又 この 轍 を 履んで、 自己の 詠 は 加 

へなかった の e あらう。 しかし、 稿 成らず、 奉る に 及ばなかった ので、 選者の 歌 を 加へ よとの 勅 も 蒙る にいたら 

なか つたので あらう。 而 して その 結果と して、 永久に 選者の 詠 は、 集 巾に 一 も 見る ところがな いので はなから う 

か。 しか 考 へて 來 ると、 この 一事 も、 また 後 撰 第が 未定稿で あるとの 證 とすべき に似て ゐる C 

後 撰^ は、 かくの 如く 未定稿で あるた めに、 不完 のこと が 多い C 端 書の 如き は、 主客 錯雑して、 意の 通らぬ の 

まで ある。 これ を宜長 は 「後 撰 集 診の 朿緖」 によって、 丁寧に 訂正して ゐる。 しかし、 端 書の 不完全な の は、 すで 

に W お 本 の 古今 集で も 同様であって、 暧昧の 個 處も出 來てゐ るから 特に 此の 集に 限った やうに いふに 及ばぬ ので 

ある。 た^、 その 程度の 甚 しいの は、 注意すべき e あらう。 

端^の 不完 仝な の は、 また 所載の 歌の 不完全な のに 連なる。 難解の 歌の 少なくな いのは、 その 語句の、 「さく さ 


めのと じ」 、「はちす ばの は ひ b の、 こ、 に 初めて 見える ものが あるに もよ るが、 それよ リも、 仝體 の紐綠 構成 

に、 十分なら ぬ 個 處が存 する ためが 多い。 「夏の 夜のお は ほどた く あけ ぬれば 朝の ii をぞか こちよせ つる」 「よ ひ 

ながら 畫 にも あ 、りなむ 夏 なれば まちくら すまの ほどな かるべく」 绦 前者 は强 ひて も 解 せ ら れ るが、 後者 は 遂 に、 

その 意 を^が たい。 また、 欤と 歌との 順序 排列に 於て、 不備の 點が ぁリ、 附 歌と^ 歌と、 意氣相 合せぬ の も 見え 

る。 前者 は、 多少の 語句の 據足 によって 解し えられる が、 後者 は、 他の 欲 集、 或は 家集 等から、 不足した 歌を發 

见 して 捕 允す る ことによって のみ 意 を 知る ことが 出 來る。 これ は甚 しく 煩雜な 事で ある。 宇多 法皇と 勢との 贈 

おの 如き はこれ である。 これ も、 未定 椅 たる ー證 であらう か。 

欲の 作者 題！：：： 等に 就いても、 疑義が ある。 後 撰 集 選述 のた め、 常時 资料 として 徴 した 家集 は、 少なから * 十 あつ 

たで あらう。 それの 资 料の 馱の 作者 は、 變換 せられずに、 集中に 記載せられ るべき である。 然るに、 それが 他人 

のとな リ、 また^ 人 不知 ともなって ゐ ると ころも ある。 又、 古今 集を範 とした 位で あるから、 その 中の 歌 は、 選 

者の 何人も 知悉した 事で あらう。 それ を、 些 しの 變換も 施さず、 さながら 登載せられ たの も ある。 更に、 资 料の 

欲の 製作の 囚由 は 重んぜ、 りるべき であらう。 それ も、 變換 せられた らし いのも ある。 煩 を 厭うて、 この 例の み を 

一 つ a- げ ると、 「神 さびて ふリ にし (ぬる) 里に すむ 人 は 都に 勻ふ花 を だに 見ず」 は、 大江 千里の 句 題 和歌に は、 「不 

兑-济^ 華」 を譯 した ものと なって ゐる。 然るに、 後 撰 集で は、 「宮 仕し 侍リ ける もの、 石の 上と いふと ころに 住み 

て、 京の 友 だち の もとに 造 はしける。」 となって ゐる C 句 題 和歌 は、 その 序 表に あるが 如く、 寬平六 年 四月 二十 五 

日に 上った もので あらう。 さう すると、 天 暦より 遙か 以前に 出 來てゐ る。 これ を 詠 者の 知られぬ ものと し、 0.S 
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を も 異にせ しめたの は、 後の 誤傳 によった ので あらう か。 或は 選者が 故意に 變換 したので あらう か。 これ は 明ら 

かにし 難いが、 恐らく は 前者で あらう。 これらの 不 穿鑿と 思 はれる の も、 亦 この 集の 未定稿た る こと を 誇す る 一 

例で はなから うが。 

柊^ 雄の 選 進の 時日 は、 今日、 到底 審 にし 難いが、 古今 集 選 進の 延喜五 年から、 四十 餘 年後に 成った の は 一； ムふ 

まで もない。 この n に 幾何の^ 作が 出来た であらう か。 古今 集の 歌風の 傳播は 盛んであって、 新 意 新調 は、 夭 下 

に滿 された であらう。 しかし、 ^之， 躬恆の 上に たつ 程の 歌人 は、 現 はれなかった。 元輔 や、 順 や、 能宣 や、 父 

の 後 を 襲った のみと 云 はれる^ 城、 時文 を^いても、 巧慧 さは 見える が、 延 喜の 盛 を 承くべき 力お： はない。 況ん 

や、 赵 ゆべき ではない。 この 時に、 勅攒の 大命 を 奉じて、 ^勵 努力しても、 古今 集 を 凌ぐ ものが 出來 はしない。 

故に、 選者 は、 古今^に 後れて 撰び、 その 玆屑を 拾 ふの 意で、 事^に 鞅掌して、 大體 編輯し、 遂に それに、 その 

意を顯 はすべ き 「後 撰」 の 二字 を附 したので あ、 りう。 古今 集の、 「大空 の 月 を 見る が 如く」 1 世 をして 仰望せ しめる 

等の 大 理想 は、 更に 存 せなかつ たに 相違ない。 

以上の 故に、 後 撰 集に は、 意外に、 古體の 什が 多い。 a 中、 前代の 伊勢、 貫 之の が 最も 多く、 兼輔、 躬恆 のが 

これに 次いで 多く、 赏時 では：： ハ. K 賴、 師輔 のが ゃ&多 いのみで ある。 かく 佥體 が殆ん ど、 前代の 集の 觀 をも呈 し 

てゐ るので あるから、 延喜 常時 を も、 これによ つて 、再び 廻 想す る 事が 出來 る。. 更に 又、 これらの 閒 にあって、 

しかも 多 いのは 「^人 不知」 の 欲 e ある。 これらの 巾の ある もの は、 古今 築 巾の 同じ 「讀人 不知」 のと、 相對 すべき 

單純 さと、 率^さ を 有って、 古朴の 趣 を强く 出して ゐる。 これ は 選者が、 延喜 以前に 出て、 古今 集に 採錄 せられ 


なかった もの を發 見して、 多く 加へ た爲 であらう。 故に 吾人 は、 これと 古今 集のと あはせ て、 平安朝 初期の 趨勢 

にも ほ 到す る ことが 出來 る。 しかし これと ともに、 天曆當 時の 空氣 は、 極めて 稀薄に のみ 現 はされ るの を 知る で 

あらう C 

以上の 故に、 仝體を 通じて、 ^の 趣 致 は 古今 集と 多く 異ならない。 古今 集の 主情的 傾向、 それに 纏繞 して ゐる 

理 |リ リ彻向 も、 袷ん ど 同 一 である。 併し、 些か 異なって ゐ るの は、 懸 詞と緣 語との 增加 e ある。 驟詞は 多い が 

1 なを 多く 超えない。 緣^ は 出づる ことい よく 夥しく、 才藻の 現 はれ は 否む こと は出來 ない が、 煩 縟の感 はま 

すます^ I しい。 而 して、 その 數は、 實に 古今 集に ある ものの 二倍に も 上って ゐる。 この 情勢 は、 多少の 變 化を以 

て、 次々 に 及ぶ ので ある。  .  • 

袋萆 紙に * 後 撰 集の 證 本に 就いて、 「朱 雀 院塗籠 本、 又靑 表紙、 是範永 本 也。」 と 云って ある。 これら は、 传 いつ 

しか 散 a; したら しい。 藤原定 家が、 「負 應ニ年 九お 二 口 爲 後代 之 證本」 とい ふ奧 書した 本、 乂、 「天福 二 年 三月 二日 

重 以家本 終 書 功畢」 と、 同じく 奧 書した 本、 又 藤 原 行成 自筆の 本と 校合して、 「天福 二 年 四月 六日 校 之」 とい ふ 本 

があった。 北 村季吟 が、 これらに よって 印行した 八 代 集 抄本が、 世に 流布した。 吾人 は、 これによ つて 後 撰 集に 

^したので ある。 而 して、 數次 反覆して、 以上 の 言 をした ので あるが、 赏を 得て ゐ るか 居な いか、 あ へ て 識者の 

敎へを 待つ ので ある • 

拾遺 和歌 集 
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古今 和鴃 集が 延喜 中に 出来てから、 四十 餘年 過ぎて、 天 曆の閒 に 後 撰 和歌 集が 現 はれ、 また 五十 餘年 を經 て、 

寬弘 附近に 拾遺 和^ 集が 成った。 四 五十 年 を 隔てて 勅撰 歌集が 編せられ るの は、 偶然で は あるが、 息み なく 變韓 

して、 極まる ところ を しらぬ 時勢の 流れが、 四-五十 年を經 ると、 暫く 停 屯の 狀を なして、 そこに 一時期が 劃 せら 

れ るからで は あるまい か。 抑 勅撰 歌集 は、 上に 好 文の 君が 出で まし、 下に ォ藻 ある 臣下が あら はれる と、 「君 も臣 

も 身 を あはせ- て、 こ、 に、 「今 もみ そな はし、 後の世に も傳 はれ」 とて 出來る ものである。 古今 集が さう であつ 

た。 後 撰 集 もまた さう であった。 拾遣巢 もさう であるべき であ、 り， つ。 併し 拾遺 集の みは、 君の みの 選述 で、 臣下 

は 袷ん ど 加 はらず。 K それと 不離の 關係 ある 拾遗抄 は、 君臣の 意志の 合致せ ず、 卻 つて、 忤 離した ところから 選 

述の 事が 生じた とい ふ 傳說が ある。 集、 抄合 はせ 說く ために 云 ふと、 それ は、 君の 花 山院、 臣の藤 原 公任に 關し 

てゐる o 

藤 原 道 長が 一代の 英资を 以て、 反 對者を 倒し、 政權を 確實に 掌握して、 「望月の かけた る 事の ない」 榮華を 極め 

てゐ た^、 大堰 川に 詩 欲^ 絃の舟 を 浮べた。 藤 原 賴忠の 子 公任 は 何事に も 才幹が あった。 道 長の 父 兼 家が 嘗て、 

自分の 子に は、 公任の 影 を も ふめない と 歎息した が、 道 長 一人 は、 影よりも その 頭 を ふまう と 傲 語した。 この 言 

にたが はず、 道 長 は 遂に 公任の 上に 立った。 公任 は その 眷顚 に逄 ふこと を榮譽 とする に 到った。 この 日、 道 長 は 

公任 を 顆 みて、 「卿の 多才 何れの 舟 を 選び 給 ふか。」 と 問-つた。 公任 は、 ために 大いに 面目 を 施した が、 遂に 歌の 舟 

に乘 つて、 「朝 まだき 嵐の 山の 寒ければ ちる 紅葉 を 著ぬ 人ぞ なき」 と 歌った。 當 時の 人 皆 秀逸と して、 賞 讚した。 

公任 また 榮譽 としたが、 「詩の 舟に 乘 つて、 かほ どの 什 を 作ったならば =」 とも 後悔した。 しかし、 この 缺は 喧傳せ 


られ て、 花 山院の 御^に も 達して ゐた。 院は拾 遣 集 二十 卷を御 選びに なった。 この 時、 この 缺を選 入しょう とし 

て、 その 語句の 散る 紅葉 は穩赏 でない。 「寒ければ」 に對 して は 「紅葉の 錦」 でなくて はならぬ と 思 召して、 改作し 

て 一 繭 入せられ た。 得意の 公任 は、 これに 承伏し なかった。 歌の あしく ば 除かれる のが 例で ある。 改删 せられる に 

は 及ばない として、 遂に 集から 拾遺 集 を 抄出して 拾遗抄 十卷を 編し、 自己の 歌 を、 原の 儘で 入れて しまった。 こ 

の 故に、 一方に 拾 tMa が ぁリ、 他方に 拾遣抄 があった。 世人 は 後者 を 尊んで、 前者の 二十 卷を 顧みず、 後者の 十 

卷を 模範と して、 次の 後 拾遺 集、 更に その 次の 金 葉 集、 詞華集、 昝十卷 に編述 した。 恰も、 勅撰 和歌 集 は、 十卷 

でなければ ならぬ 有様と なった。 

かくの 如くして、 ^遗集 は 花 山 院の御 選、 拾 遣抄は 公任の 選と 云 はれた ので あるが、 以上 はた^の 傳說 で、 根 

據 は^^で あるが、 八 雲 御抄、 三代 集閒之 事、 井蛙 抄、 その他に 於ても、 院御 選の 事が 見えて ゐる。 三代 集閒之 

事に は、 公任の 拾 遗抄を 選んだ の は、 院御 歿後の 事で、 院の知 召さぬ ことで あると も 書いて ある。 

しかし、 これと 違って、 拾逍蕖 も 拾遣抄 も、 共に 院の御 選で 出來 たもので ある、 との 說が ある。 しかし 集の 選 

は 大事 業で あるから、 御 一 人に は あま リ煩雜 である。 必ず 臣下で、 仰せ を 承った 者が あつたで あらう。 それ は、 

な もの 欲 人の 長 能、 道濟 等で あらう かと も 想像した。 更に 又、 院は藤 原 氏の ために 誑かれ て、 御袼钸 になった。 

そして、 諸國 を修， 行して 御 めぐりに なった。 その 時、 笈に 人れ るべ く あまりに 大冊な ので、 分量 を 少なく せ、 りれ 

たのが、 拾造抄 であると も 推量した。 しかし、 これ は 誤って ゐる。 何と なれば、 以上に よれば、 集 は 御 在位 中の 

御 選と なって ゐる。 が、 第 中には、 御 出家 後に 於け る 人々 の 歌 を あまた 載せて あるから 御 出家 後の 選 e あると、 
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和 田英松 博士 はい はれて ゐる。 

集、 抄 共に 院の御 選と いふ 事 を 碗. おに 證叨 して ゐ るの は、 羣 書類 從の 拾遺 抄に奧 書した 堉保已 一 の說 である。 

それ は 集中の 作者せ 位から 考へ たもので ある。 乃ち、 「玩 讀兩 書、 其 題 書 之辭、 佤似不 出 人臣 之 手 也。 爲花山 法皇 

製作者、 得 其赏歟 C 姑書俟 識者 點竄 爾。」 とい ふの がそれ である。 この 端 書の 人 E の 手に 出て ゐな いとい ふの は、 

藤 原定家 が 引用した、 「はじめて 平 野 祭 に 男 使た てし 時 歌 ふべき 歌よ ませし に。」 の ごときで ある。 宅 家 は、 「平野 臨 

時 祭、 殿上-五位 使 ^遊 等自寬 和始、 凡人 寧 注此旨 哉。」 といって をる。 又， 「冷泉 院の 五六の みこ 袴 著 侍りけ る顷、 

いひお こせて 侍リ ける。 左大 E。」 とい ふの も、 それで ある。 乃ち、 五六の 宫は、 昭弪、 ^仁 兩 親王で、 花 山院の 

御子で あるの を、 冷泉 院の 御子と せられた ので ある。 御自身の 御子で あるから、 かくの 如き 書 方 をな された ので 

あると 云って をる。 これによ つても、 院の御 選 e ある ことの 證 明と せられる であらう。 從 つて 义、 これの 平野 祭 

のと 同様の 端 書が、 抄 にも あるの を みれば、 - これ も 御 選 である 一 證 とすべ きで あらう と、 和 S 英松^ 士は云 はれ 

てゐる o 

0t 抄に 就いては、 先師 藤 岡 作太郎 博士が >  精細に 考究せられ たが、 和 E 博士が、 又 明確に 硏究 せられた。 和 

E 博士 は、 更に 藤 S 行成の 權記を ひいて、 その畏 保 元： キ 十二月 十四日の 條に 、一：^^ 院、 奉 返 先日 所 借 給 拾 遗抄、 

録 宅。」 と あるの を舉げ て、 is-K は 行成の 祖父 伊 尹の 室惠 子女 王の 第で ぁリ、 花 山 院の御 母 は 伊 尹の 女で、 女王 は 

御 外！ i 母 e いらせられる。 常時 院は、 朿院 にいら せられた から、 この 拾遣抄 は、 法皇に 御 かへ し. S- し 上げた もの 

と 思 はれる。 乃ち これ も 院の御 撰で ある 1 證 とする に 足りる と 云って ゐられ る。 これに は、 必然性 はない やう e 


あるが、 參考 とする に は 十分 である。 かくして、 集 は 御 撰で あらう。 而 して 「朝 まだき」 の 歌の 逸話 は、 た^ 傅說 

に 止まって、 抄も 或は また 御 撰 e あらう。 しかし、 猶 研究 を 要すべき こと、 鹧 II 先生の 言の 如く e あらう。 

集、 抄兩著 選 了の 時： W はどう e あらう か。 墒保已 一 は、 拾 遣 抄の奧 書に、 「今 試以 集中 所載 作者 官位 推 其 時、 此 

書 之馔、 卽在 長德ニ 年、 後 数年、 經 刊修、 且稍有 所^ 加、 至 長 保 二 年、 乃改 爲拾遗 集 二十 卷也 ごと 云って、 抄を 

長 德ニギ の 選と し、 集 を 長 保 二 年と してなる。 藤 岡 先生 は、 雨 書中 公任 を 右 衞門督 として ある。 公任の この 官に 

ゐ たの は、 長 德ニ年 か、 り 長 保 三年まで である。 又 藤 原 道 綱 を 春 宮大 夫と して ある。 道綢 がその 職に 任ぜられ たの 

は 長德 三^で ある。 乂集に は 藤 原 實資を 右大將 として ある。 實资が この 職に 任ぜられ たの は、 長 保 三年で ある。 

しか すれば、 集 は 長 保 三年に 出來 たので ある。 併し 抄に は、 實資の 右大將 がない。 故に 抄は 長德 三年 以後、 集の 

成った 長 保 三年までに 成った。 乃ち 抄が 先づ 成リ、 集 はこれ を增 捕して 後れて 成った ものと 云 はれて ゐる。 和 W 

博士 は、 抄に は、 藤 原 高遠 を 左 兵 衞督、 My 年)， 公任 を 右 衞門督 (？き 一一 一 特？？ )、 藤 原 道 綱 を 右大將 (錳 に sttjs 

は 11) とも、 春 宫大夫 (！！ おおと も 記して ある。 これに よれば、 いづれ も 長 保 三年 七月が 最後であって その 

後の はない。 しかして、 行成が 抄を 返上した のが 長 保 元年 十二月で ある。 しか すれば、 抄 は長德 三年から 長 保： 兀 

年までの 閒 に出來 たもので ある。 これに 反して、 集に は、 また 長 保 以後の 現官を 記して ぁリ、 また 公任の 籠居の 

如き、 寬弘 元年 九月 以後の 事 さへ 載せて あり、 藤 原 行成 を 左大辦 (！！ ^flK 月) とも 云って ある。 而 して、 寬弘五 

年 二月に 院の 崩御が あつたので あるから、 集 は 寬弘ニ 年から 五 年までに 成った もので あらう と說 かれて ゐる。 こ 

れは碓 乎と して 動かすべからざる もので あらう。 從來 不明瞭であった 集 • 抄の 疑義 は、 これによ つて 倂 決せられ 
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てゐる o 

四^ 十 年に して 時勢が 一 小 時期 を 示す とすれば、 百年 は、 更に 一 大 時期 を 劃せ ねばならぬ。 古今 集から 四十 は 

年後の 後 撰 集 は、 常時の 人士が、 一意 占 今 集 を 摸 做して、 その 範疇から 脫 しない やうに と 心がけて ゐた。 乃ち、 

一新 風を拓 いた 延 喜の 欲 風を繼 承して、 H<. きの 今に 於ても、 失墜せ しめ ざら むとした。 その 故に、 梨 壺の五 人に 

は 守成の 才は 見える が、 獨创の 力 は 認められなかった。 しかも、 時勢の 流れ は 如何なる もの を も 現 位置に 止まら 

しめない ものであるから、 後 撰集當 時の 歌 は、 今 集の 通リに はならなかった。 かな リ變 化の ある もの、 推移の 

見える ものであった。 これ は >  ^時の 人々 の 家集に 於て 著しい 現象で ある。 しかし、 舊ぉ を舊習 をと 志して、 當 

時の 風體 は、 悉く 表面に 表 はれなかった ために、 後 撰 集に は、 古體の 歌の 多く さへ あった。 

夭曆 からして 五十^ 許り、 延 喜から 百年 許リ にして 寬 弘が來 た。 古今 集の 繼承 は、 後 撰 集 を 限度と して、 當時 

の 新 傾向の、 裏面に あった ものが、 表面に 立ち、 その 勢 ひ を 盛んにして、 拾 遣 集に 來た。 拾 遣 集に は、 天曆 時代 

の 歌人の 能宣、 元輔、 兼 盛、 順 等 は， 皆 二十 首 以上 も 載せられて ゐる。 拾 遣 集の 選者 は 後 撰 集の 作者 及び その 以 

外の 人々 の は、 ことに カを盡 して 蒐集して ゐ るかの 如く 見える。 天 曆に 埋. れた 人々 は、 寬弘に 復活した 觀を呈 し 

てゐ る。 後 撰集赏 時の 歌風 は、 これらに よりて、 勅撰集に 初めて 見る ことが 出來 るので ある。 

- 以上に 加 ふるに ゝ 當 時の 欲 人達の 什が ある。 公任の 十餘 首の 如き は、 その 首た る もので、 畏能、 好忠、 實方、 

遒濟、 輔 親等の が ぁリ、 ことに、 女流の 齋宫 女御、 赤染衞 門、 和 泉 式部、 馬內 侍、 伊勢大輔 等の が、 少数ながら 

這 入って ゐる。 而 して. 當 時には 當 時の 風 體が ある。 必 * すし も 古人 を宗 としない とい ふ 意 氣を現 はして ゐる。 こ 


れは、 古今 集と 相 通ず ると ころで ある。 

前期より して 起って、 此の 期に つらなって 新風 體を なした もの は、 第一、 語句の 變化 である。 古今 集から 起つ 

て 筏 撰 集まであった 「ベら なリ」 は、 すでに なくなって しまって ゐる。 今日から 見ても、 耳遠い 語 は 殆んど 跡を絕 

つて ゐる。 この 故に、 難解の 個處が 極めて 少なくな つた。 第二、 萆 調の 變化 である。 從來 も、 流暢 宛轉 たる こと 

を 希^して ゐ たの は 明らかで あるが、 これが 更に こ & に步を 進めた。 「春 は籽 われに て 知 リぬ花 ざかリ 心の どけき 

入 は あら じな。」 の 如き は、 語々 句々、 さながら 舞踏し つ X あるので ある。 第三、 主觀 から 客觀 への 變化 である。 

從來の 欲 は、 大 體主觀 のみであった。 これ は、 上代から しかあって、 奈茛 朝に 傳は リ、 更に この 時代に 連なった 

ものである。 感情 中心の 生活 をす る この 時代に あって、 感情の さながらの 流露が 歌 をな すの は、 當然、 過ぎる 當 

然 である。 この 故に、 歌 は殆ん ど主觀 であって、 他ではなかった。 しかし、 自然の 美 は、 いかにしても 看過す る 

事 は出來 ない。 私 己の 感情 を 交へ る こと 多から ずして、 この美 を さながら 詠 出しようと いふ 倾 向が、 おの づ から 

生じた。 この 傾向 も、 すでに ある こと はあった が、 美な 自然 物に 寄託して、 自己の 感情 を 現 はさう とする に 急で 

あつたので、 閑卻 せられ 來 つた。 しかるに、 こ に 到って は、 反對 に、 自然の 美 を 表現すべく、 更に 他の 自然 物 

に 寄託す るに 及んだ。 主 は 自然で ぁリ、 人 は 遂に 客と なった。 更に 進んで、 * た V 自然の 美 を、 直接に 如實 に描寫 

すべ く、 「あさみ ど" 野 邊の霞 はつ \ め ども こぼれて 勻ふ花 櫻 かな。」 の 如き を も採錄 する に 及んだ。 當時 鬼神 もこ 

れを 詠歌した とさへ 傳 へて ゐた。 これからして、 歌 を 作る の は、 さながら 繪を 作る が 如くな リ、 淡粧 濃抹、 美 は 

ますく 美、 翳 はいよ く變 なる に 及んだ。 この 語句の 明晰、 聲 調の 宛轉、 客觀的 傾向の 發展 は、 前期 前々 期と 
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著しく 異なった 狀 態を呈 せしめた。 この 故に、 幽奧の 致が 乏しく 膚淺 とな リ、 森 遠の 趣が 減じて、 at 近の 觀を呈 

した。 無名 抄に、 「拾遺の 比よ リ、 その 體 殊の外 もの 近くな リて、 ことわり 隈なく あら はれ、 姿すな ほなる を 宜し 

とす。」 と 云って あるの は、 これ を 指した ので あらう。 延 喜から 約 百年に して、 かかる 變 化が 現 はれた ので ある。 

以上の 如き 狀態 は、 今樣 とい ふ 1 語に 盡き るで あらう。 明快、 流暢 淸新は 實に當 時の 風で、 古今、 後 撰 二 集と 

は、 甚 しく 異なって ゐる ところで ある。 しかし、 後 撰に 續 いた 拾 遣の 名 は、 遣れる を 拾 ふの 意に 外なら ない。 古 

今、 後 撰 二 集に 選び 遣した もの を 拾 ひ 集めて 大成す る 意に 相違ない。 今樣の 境地に ぁリ ながら、 當 時の 人 は、 よ 

く此 くの 如くし 得た であらう か。 

拾^ 蕖を撿 すると、 驚くべき こと は、 奈茛朝 時代の 歌人の、 安 貴 王、 湯 原 王、 赤 人、 家 持、 百世 等の 缺が現 は 

れ、 人 麻呂に 及んで 更に 多く、 遂に 百餘 首に も 及んで ゐる ことで ある。 人 麻 呂の名 は、 すでに 古今 集に もあった 

が、 他の 人々 の は、 こ \ で 初めて 勅撰集に 揭 げられ たので ある。 これら は、 前 朝の 遣 を 拾 ふの 意で あらう が、 實 

は 大抵、 ^葉 集に あると ころの ものであるから、 改めて 登載す る 要は 見出さぬ ので ある。 それ を敢 てしたの は 何 

の^で あらう か。 

天曆 時代の 欲 人の 詠の、 多く 拾 遣 集に 載せられて ゐ るの は、 旣に 述べた。 これ も、 遺 を 拾 ふの 意で あらう。 こ 

れょリ も、 更に 多く 揭 げられ てゐ るの は、 延喜 時代の 人々 ので ある。 是則、 忠岑、 躬恆、 伊勢と 順次に 上って、 

貫 之に 到って ことに 多數 となり、 百餘 首に 達して ゐる。 かくの 如き は、 また 遺 を 拾 ふの 意に 外ならぬ であらう。 

前期の 遣 を 拾 ふの は、 當 時の 新 傾向の 始 源と 見て、 意義が ある。 前々 期の は、 どうい ふ 意味で あらう か。. 


拾 逍集卷 頭の 敬 は、 「春 たっとい ふ はかりに や」 で、 前々 期の 作者の 忠岑の 作で ある。 これ を、 古今 集卷 頭の、 「年 

の內 に^ は 来に けり」 の 元方のと 比し、 また 後 撰集卷 頭の、 「ふる 雪の みのし ろ 衣う ちきつ > -」 の敏 行のと 比する 

と、 徑 -M 甚 しきものが ある。 拾 遣 集の は 他と 異なって、 明るさ 淸さ 爽やか さに 於て、 明らかに 勝って ゐる。 この 

一事が 佥體を 被 ふに 足りる。 拾 遣 集中の 貫 之、 躬恆 等、 延 喜の 作家の は、 大體 において この 風で ある。 難解が な 

く苦澀 がな く、 流暢で ぁリ、 涛新 である。 すべ て に 於て 今樣 であ リ、 または 今樣に 近い ものである。 この 集の 全 

體 と步趨 の^ん ど忤 はざる ものである。 これ 遣 を 過去に 拾 ひつ、、 意 を 現在に 存 したので ある。 

これ を 本と して、 前代の 什、 人 麻呂、 家 持 等の を兑 ると、 これ また 前者と 違 ふことの 多から ぬの を^ 出す。 人 

麻 呂と傳 へて、 而も その 人ら しからざる もの、 乃ち、 「ち、 わくに 人 はいふと も 織リて 著む わが はた ものにし ろき 

麻衣」 とか、 「白な みはたて ど 衣に かさならず 明 石 も須磨 もお のがう らく」 とかい ふ 類 は、 何人の 作が 誤って、 

人 麻 呂 の 名 を 冠した ので あらう か。 怪しむべき では あるが、 萆 調の 極めて 流麗で、 常時の 風趣の 一 面を備 へて ゐ 

るの は 否み 難い。 この 他の、 人麻呂 ならざる 萬 葉 集中の もの を その 入と した 類 も、 共に 選者の 疎漏、 不 穿鑿 を 示 

す 材料と なる ので は あるが、 載せて ある もの は、 昝 解し 易く、  口に 上リ 易い ものである。 その 中で 原作と 異なる 

もの、 乃ち、 「年に ぁリて 一 夜 妹に 逢 ふ 彥星も われに まさ リて もの おも ふらめ や」 の 第 四 句が、 「おも ふらむ ゃぞ 」 

で あ り、 「あ しびき の 山鳥 の をのし だリ をの ながき なが 夜 を ひと リ かもね む」 第 四 五 句が、 「なが /\ し 夜 を ひとり 

かもね む」 であるの 類、 眞淵は 萬 葉 を讀み 誤った もの だと 非難す るが、 實 はかくの 如きが 當 時の 好 尙の存 すると 

ころで ある。 眞の人 麻 呂の詠 もまた 同樣 である。 些 の變改 もな くして 載せられて ゐ るの は、 昝當 時に 偶然 合致し 
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たもので ある。 變改 せられた こと、 「見れ ど あかぬ よし 〇 の 川のと こなめ のた ゆる ことなく また か ヘリみ む」 の 第 

三 句 以下が、 「ながれて もた ゆると きな く ゆきかへ りみ む」 となった 如き は、 原 歌の 嚴粛 味、 緊張 味が すつ かリな 

くな つて、 甚 しく 落寞 となった ので あるが、 明快、 流暢、 涛 新の 趣 は それに 代って 人って 來てゐ る。 常時 3 人々 

はこれ によって、 意識 か 無意識 か 恐らく は 後者で、 古典の 現代化 をして、 滿 足して ゐ たので ある。 自主的 傾向の 

甚だ 強いの は 看過す ベ からざる ものと 思 ふ。 

かく 當 時の 人々 は、 夭 曆以來 の 新 傾向 を發展 せしめて、 明快、 流暢、 涛 新の 今 樣振を 樹立した ので ある。 更に 

それ を 古歌に さ へ も 及ぼした ので ある。 遺 を 拾 ふと いふ も、 遺 を 改めて 新と したので ある。 拾遺の 1 集 は、 花 山 

院の御 撰で あらう が、 實は當 時の 一 般 人士の 好 尙の存 すると ころで ぁリ、 新 傾向の 著しい 表現で ある。 

^ , 後 拾遺 和歌 集 

寬弘 期の 名匠の 藤 原 公任が 隱 返して 長 谷に 住んで、 谷の 嵐 を 寂しんで ゐた 長久の 頃、 歌合の 卷を 持って、 一 つ 

車に 相乘 りして 來た 兄弟の 大宮人が あった。 それ は、 勅命 をう けた 兄の 源經 長と. 弟の 經信 とであった。 經信は 

まだ 十八であった。 公任 はこの 若人が 歌に 執心で ある. fo 聞いて、 欣然と して、 具に 敎へ ると ころがあった。 この 

人 は、 逮に、 詩歌に も、 瞀絃 にも 達し、 ことに 歌の 名家と なった。 承 保の 頃、 白河院 が大堰 川に 行幸が あった。 

詩歌 蒈絃の 舟 を 浮べ 給 ふ 事、 道 長の 時の 如くであった。 この 時、 特に 遲參 して、 河の 汀に 跪いて、 「いづれ の 舟な 

りと も 寄せた まへ。 一とい つた 人が ある。 それが 經 信であった。 これから 三 舟の ォ 公任に 繼ぐ •  と 云 はれた と 傅 へら 


れる。 

經信 は、 公任の 後繼 者の 如く 目せられ た。 赏 時の 棟梁の 如く 考 へられた。 承曆の 頃の 殿上の 歌合に、 「君が代 は 

つきじと ぞ おも ふ 神風 やみ もすそ 川の 澄まむ かぎ リ は。」 と 詠んだ が、 或 人の 夢に、 唐裝 束した 女た ちが、 この 歌 

を 欲って、 「これによ つて、 帝王の 御 壽が增 すで あらう。」 と 云った とい ふ。 こ の名萆 ある 人が、 前の 拾遺 菓の後 を 

襲って、 ^撰 歌集 を 選ぶべき 大命 を拜 する かと 思 ふと、 さう でなかった。 

拾遺 集 以後、 すでに 八十 餘 年が 過ぎて ゐる。 必ず こ \ に 一新 勅撰 歌集が あるべき である。 これ 一般 世人の 腦裏 

に往來 した 考 へであった。 遂に、 應德 三年 九月に、 これが 出来た。 しかも、 それが 中 納言藤 原 通 俊の 手に よって 

ゐ た。 これ は、 世人の 驚く ところであった。 

藤 原 通佼は 歌に は 自負 を 有して ゐた C 嘗て 大江医 磨に、 「君 は 詩 賦に長 じて ゐられ る。 知らぬ 道に 入って、 歌 を 

好まれる の はどう か。」 とさへ 云った。 この 自負から 選集 を 作って、 御 氣色を 取った。 乃ち 後 拾遺 集 は 夭 機から 起 

つた 撰述ではなくて、 通 伎の 私選で ある。 それが 遂に、 勅選に なった の だとい ふ。 

以上の 事 は、 眞 であらう か。 後 拾遺 集 は、 古今 集 以後 初めて 序文 を もつ。 これ は 珍ら しい 事實 であって、 これ 

のみで も、 通 俊の 自信の 強いの を 見る ことが 出來 る。 それによ つて 見る と、 通 俊 は、 すでに 承 保 二 年 九月に 選集 

を 作るべき よしの 仰せ を 承って ゐた。 しかし、 承 保の 末に 右 中辨、 永 保の はじめに 藏 人頭に 任ぜられて、 「あした 

にみ ことの リを うけた ま はり、 夕に のべた まふ こと まことに 繁」 くあった ので、 この 事が、 心に か&リ ながら 年 

を 送る こと 九 年に なった。 ところが、 應德の 初年に 參 議に轉 じて 、「五日の いとま も 妨げな」 くな つた。 こ、 に 於 
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て 心 を專ら にして 選 述に從 事した。 遂に 三年 を經 て、 完成して 進 奏した と 云って ゐる。 選述の 時日 は 短くない。 

仝體に 於て 十二 年 を 費した 事と なる C これ を、 歷代 和歌 勅撰 考に、 仰せ を 承って から 九 年 を經て 選び 上げた もの 

だ。 從 つて、 「承 保」 は 「承 曆」 の 誤り だと 云った の は、 卻 つて 序文の 讀み 誤りで あらう。 かく 內實は 知らず、 表面 

は 多くの 昨日 を 我して ゐ るので ある。 これ は事實 であらう C 仰せ もない のに あつたと 云 ひ、 しかも 公務の 暇々 に 

それに 努力して ゐ たと は、 いかにしても 書け ないで あらう。 選者 は、 十二 年 前に 確かに 仰せ は 承った ので ある。 

それ を 上述の 如く 云 ふの は >  世人が、 餒 信に 同愦 する ことが 深かった ためで も あらう。 

後ね 遣 集 は， 「拾 遣 集に 入らざる 巾 頃 の を かし き 言の葉 も しほ 草 かき あ つむべ きょし」 の 仰せで 選び出し たもの 

である。 從 つて、 古今、 後 撰 二 集に 入って ゐる 人々 の 家の 集の 歌 は 入れない。 しかし、 梨 壺の五 人、 乃ち 元輔、 

順、 時文、 望 城 等の は 先と して、 今の^の 人のまで を も 入れた。 ^人 は 邛 を 尊み、 H を 卑しむ。 遠い もの は い い 

とし、 今の もの は惡 いとする。 これ は 誤った 見解で ある。 集と して は 萬 葉、 古今、 後 撰、 拾^ 諸 集の 外に、 公任 

の 選んだ 諸 集が ある。 皆 立淤な ものであって、 知らない 人 はない。 能 因の 選んだ 玄々 集 も 知られて ゐ るから、 こ 

れら は採リ W ゐな い。 別に、 麗花 集と いひ、 山伏 集と いひ、 樹下 集と いふ ものが ある。 これらの 欲 は、 善惡 混合 

であるから、 土から 金、 石から 玉 を 選る やうに 善き を 選んで 揭げる ことにした。 而 して、 「身 はかくれ ぬれ ど、 名 

は 朽ちせ ぬ もの なれば、 おも 今 も、 情 ある 心ば せ を 行末に 傳 へむ 事 を 思 ひて 選」 ん だと 通佼は 云って ゐる。 選者 

として は、 かく あるべき であらう。 

以上の 通 俊の 言の 如く、 後 拾遺 集に は、 その 當時 及び. それに 近い 時期の 作が 多い C 乃ち 拾遺 集に 多數 載せられ 


た奈 K 朝の 人 麻呂、 赤 人、 延喜の 貫 之、 躬恆 等の はすで に 影を隱 した こと は、 序文に 云って ある 通リ である。 天 

曆の 順、 能宜、 1 兀輔、 兼 盛 等に 到って 漸次 多く 揭 げられ る。 寬弘の 公任、 實方、 道濟、 長 能、 輔親、 好忠、 能 因 

等 もこれ に績 いてんる。 殊に 順よ リも 能宜、 元輔が 多く、 公任よ y も 道濟、 長 能が 多く、 能 か 一層 多 いのは、 

た V 位置 や 弊 望に 眩惑せ ずして、 眞の 技倆に 重き をお いたので あらう。 更に、 寬弘の 女流に おいて、 和 泉 式部、 

赤染衞 門、 紫 式部、 ^勢 大輔、 馬內 侍、 相 摸 等 も 多く あるが、 和 泉 式部が 最多数で、 仝然 他の 何人 を も 凌いで ゐ 

るの も、 前と 同じく 選者の 眼識の 高い の を 思 はしめ る。 

應德 附近に おいて は、 鯉 信、 匡！ IS3、 國基、 經衡、 兼 房、 鎮網 等が あるが、 前者に 比する と、 いづれ も 少数で あ 

る。 これによ つて 兑れ ば、 選者 は、 寬弘 期に 力を入れて 選んだ 如くに 見える。 乃ち 赏 時に 薄く して、 前期に 厚い 

やうで ある。 前期の 濟々 たる 多 士が拾 遣 集に 多く 入って ゐな いので、 こ  >- に それら を輯 載して、 遺漏な からしめ 

ようとし たやう である。 乃ち 拾遺に 次ぐ とい ふ 意の 「後 拾遺」 の 名の 意味 は、 こ >! に存 する であらう • 

赏 時の 歜の揭 載の 數の 少な いのは、 從來の 勅選集の 例で ある。 古今 集 は 措く。 後馔、 拾 遣兩集 共に 多 いのは • 

選者 等 及び その 當 時の 人ので はなかった。 これが 習慣と なって、 この 時に 傳 はって 來て& る。 これ を 打破す るの 

は 秘めて 難い。 この 故に、 赏時は 序に 云った 如く、 お いのは 省き 新し いのは 取る と はして ゐ るが、 思 ふやう に は 

行かず、 猶 重き は 前期に ある 事と なった ので ある。 しかし 歌と して は、 當 時の 好尙に 適し、 傾向に 合した の を 選 

んでゐ る。 揭載數 の 多い 前期の 風趣よりも、 現代の 情調に 合した もの を 選んで ゐる。 無名 抄に、 「後 拾 遣の 時、 今 

少し や はらぎ て、 むかしの 風 を 忘れたり。 や >! その 時の 古き 人な ど は、 これ をう けざリ ける にや。 後 拾 遣す がた 
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と 名 づけて、 くち をし き 事に しける とぞ、 ある 先達 語り 侍リ し。」 と 云って ゐ るの は、 一面 を 穿って ゐる。 拾 遣 集 

は、 すでに ^ベた 如く、 歌が 著しく 近體 になって、 淺 近で、 姿態が あるの が宗 とせられ ると 云って ゐる。 これ は 

as. おであった。 而 して 同書 は、 更に 次の 後 拾 遣に 就いては、 上揭の 如く 述べて ゐる。 これ を 比較す ると 兩 者の 差 

異 は、 明らかに 考 へられる。 乃ち 後 拾遺 集 は 拾遺 集赏 時の 歌 も、 後 拾 遣集當 時に 合致した の を 選び、 それら を、 

眞の當 時の 風 調 ある 時人の 作に 混合して 成った ので ある。 主 は 專ら當 時に あって、 前期に はない。 後 拾遺 姿の 一 

語 は、 集 仝體を 被うて、 餘リ ある ものである。 かくの 如き は、 確かに、 前期から 引き 續 いた 自主的 佝 向の、 一層 

盛んにな つたの を證 明して ゐ ると 思 ふ。 

後 拾遺 姿と は、 上お の 無名 抄 によると、 拾 遣 集よ リも 「今す こしゃ はら」 いだ もの、 そして 「昔の 風 を 忘れた」 と 

ころ を 指した ので ある。 「や はら」 いだと は、 どんな ことで あらう か。 寬弘 期の 藤原鲩 永が 、「兌る 人 もな き 山里の 

あきのお は 月の ひか" もさび しか リけ リ。」 と 詠んだ の を、 公任が 見て、 「站永 何人 哉。 和歌 得 其 體。」 と 評した とい 

ふ。 意義に 於け る 新味の 有無に 關 せず ー氣に 調べ 下して、 仝般に 弛綏の 風の ない 所が 當 時の 正體 として 尊ばれた 

もので あつたと、 想像 せられる。 應德 附近で も、 この 風 は 確かにあった。 綞 信の 如き は それ を 詠んだ 一人で、 上 

に^べ た、 「君が代 は つきじと ぞ おも ふ。」 の 類 はこれ である。 かぐ、 本格的と も 云 ふべ きものが あるに は あるが、 

後拾遗 集中に 多く はおく、 卻 つて、 これに 反して、 逸 興の 特に 多い の を 希 ひ、 ォ 華の 著しく 現 はれた の を 愛する 

風が 盛んに 起った。 前期の 曾 根好忠 が、 「なけ やなけ 蓬が 杣 のきり，^ す 過ぎ ゆく 秋 はげに ぞ かなしき。」 は、 長 能 

が、 「狂 惑の 奴 也。」 と 罵った 程で あつたが、 此の 時には、 . 集に 載せられた のみならず、 同じ 人の 同じ 趣の ものが、 


多く 揭 げられ てゐ るので ある。 新 趣 を 詠んで、 人の 意表に 出で ようと 努めて ゐ るの は、 當 時の 作者 一般の 風で あ 

る o 

花兑 にと 人 は 山べ に入リ はてて 卷 は都ぞ さびし かリ ける 

おも ひつ X 夢に ぞみ つる 櫻 花 春 は ねざめの なから まし かば 

わがや どにちぐ さの 花 をう つし う ゑて 鹿の ねき かぬ のべと なしつ る 

千代 を へ む 君が かざせる 藤の 花 松に か 、れる こ、 ち こそ すれ 

の 類 は、 皆 想像の 外に 出ようと した ものである。 それの、 十分に 遂げられ たの も ぁリ、 その 反對 になった の も あ 

る。 その後 者 は 著しい 破綻 を 示して、 集の 瑕瑾 をな して ゐ るので ある。 これ を救濟 すべく、 特に 新味 はない が、 

時の 作者 は、 從來の 修飾 法の 懸詞 と緣 語と で、 破綻の 原因と なって ゐる 唐突の 感を、 幾分で も 除く やうに と 企て 

てゐ る。 

山櫻见 に ゆく 道 を へ だ つれば 人の こ 、スぞ 霞な りけ る 

まだ^に ねたる 萩 かなお なじ 枝に やがてお きゐる 露 もこ そ あれ 

紫の 雲の かけても 思 ひき や 春の ® になして みむと は 

等舉げ 來れば 甚だ 多い。 隔 つる は 霞、 おきて ゐるは 露、 かける は 雲で ある。 而 して、 ® と 花、 露と 萩、. 雲と 霞、 

各 相互に 不離の 關体を もって ゐる。 嗎 詞と緣 語と が、 これらの 歌の 構成の ral をな して ゐ るので ある。 この 修飾 法 

は、 前期に すでに 多かった。 この 時 も、 それ を繼 承して ！步を 進めて ゐる。 すべて、 語句が 昝 敏感 的に 働いて ゐ 
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て、 すでに 古拙 味が なく、 故 態を存 せず、 H して 正體 とせられ たもので はな い。 乃ち よほど、 「や はら」 いだ 歌で 

ある。 さらに 「占 風 を 忘れ」 たと も稱 せらるべき 欲で ある。 薪 風 を 墨守した 人々 に は、 非難せられ るの が當然 であ 

らう e  , 

しかし、 主 觀を變 へぬ 敛事、 叙景の 風 は、 前期に、 すでに あつたが、 この 時に いよく^ 加した。 

たづね つる 宿 は 霞に うづ もれて 谷のう ぐ ひす 一 聲ぞ する 

は範 永が、 「我が身 今生の 秀跃 は、 此歌 也。」 と 云った の は、 當 時の 風尙を よく 現 はして ゐる。 

山た かみ 都の 春 をみ わたせば た^ 一  むらの 霞な リけ" 

おき あかしみ つ 、ながむ る 萩の 上の 露 ふきみ だる 秋の 夜の 風 

君なくて あれた る 宿の 淺茅 生に 鶉な くな リ 秋の 夕 暮 

あけぬ るか 河瀨の 霧の たえぐ に 遠方 人の 袖の み ゆる は 

の 如き も、 それに つらなるべき であらう。 客 觀的倾 向 は、 歌に 繪畫的 趣 致を與 へた。 自然の 好 i は、 これによ つ 

て 眼前に 躍動す る ことと なって、 歌の 範圍 はおの づ から 廣 きをな した。 が、 欲の 始 源から は、 おひく 遠ざかつ 

て來 た。 

自然 を、 ^るが 如く 描き 來 るの は、 ^ 寫 のみで は 足らぬ ところが 多い。 こ、 に、 多くの 譬喩の 新味の ある もの 

を W ゐて、 一層 叨暸に >  且 精細に 描出しょう とした。 當 時の 人々 はこれ にも 苦心した。 

藤の 花 K きぬる 時 は 庭の 面に おも ひも かけぬ 波ぞ たちけ る 


見 わたせば 波の しがら みかけて けリ 卯の花 さける 玉 川の 里 

みなかみ は 紅葉な がれて 大堰川 むら ごに み ゆる 瀧の 白絲 

これら は、 悉く 成功した ので はない が、 その 苦心 は 認めて おかなければ ならぬ。 津守國 基が、 「鶯の 初音 や 何の 色 

ならむ きけば 身に しむ 泰の 曙」 の 歌 を 羨んで、 不食 になって、 他事 もな く 歌 を 案じて、 「薄墨に かく 玉章と み ゆる 

かな かすみの 空 を か へ る かりがね」 と 詠んで、 人々 の 賞 讚 を 得た とい ふの も， 妙 は 譬喩に ある。 

新 意が あると ともに、 新調が それに 伴って 生ずる の は、 自然の 事で ある。 前の、 「なけ やなけ」 の 載せられ たの 

も、 これに 外なら ない。 

うらやまし いかなる 花 かち リに けむ 物お も ふ 身し も 世に はの こりて 

刀 はよ し 烈しき 風の 音 さ へ ぞ 身に しむば かリ秋 はかなし き 

いかなら むこよ ひの 雨に なでしこ のけさ だに 露のお もげな りつる 

わすれな む それ も 恨みず 思 ふらむ こふら むと だに 思 ひお こせよ 

等數多 ある。 源賴實 が住吉 に參詣 して、 秀歌 を 一 首 詠ませた まへ。 命 を 召されても 顧みな い、 と 祈って 詠み 得た 


水の 葉ち る 宿 はきき わくこと ぞ なき 時雨す る 夜 も 時雨せ ぬ 夜 も 

も、 著 意の 奇謦 にもよ るが、 萆 調の 變 化の 面白い のに、 當 時の 讚辭は あつたの であらう。 倂， 

秋 も 秋 こ よ ひも こよ ひ 月 も 月と ころもと ころ みる 君 も 君 
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に 到る と、 過ぎて 餱 厭の 情 をのみ 起さし める。 

かくの 如き、 いは ゆる 後 拾 遣 姿 を 非難した もの は、 多くあった ので あらう。 元来 この 集に は 非難が 多かった。 

それ は、 多田賴 綢の歜 が、 秀詠 でもない のに 數多 入って ゐ ると いふの もあった。 これ は事賁 に反して ゐ ると、 袋 

^子に すでに 云って ゐる。 次に 選者^ 俊に 明が なか つ た。 それ は、 秦兼 方が、 「去年 見し に 色 はか はらず^ きに け 

れ花 こそ もの は 思 はざリ けれ」 とい ふ 得意の 歌 を、 集に 載すべく 望んで、 通佼に 示す と、 「花 こそ」 は 童女の 名の 

やうで あると、 非難した。 兼 方 は、 公任の、 「はなこ そや どの 主人な リ けれ」 が あるで はない か、 この 人 は 物 をし 

ら ぬと、 返いて 呋 いたと いふ。 これ は、 あま リの 話で ある。 眞 かと 疑 はれる。 さらに、 この 集の 異名 を 小 鰺 集と 

いった。 それ は、 津守國 基が、 通 俊に 夥しく の 小 鰺 を 贈った ので、 多く 歌 を 入れられ たとい ふ。 これ も實否 不明 

であらう。 また 誹諧 歌が 集に ある、 誹諧 歌 は、 公任 さべ も 知らないの であった。 それ を、 通 俊が 入れた C これに 

よっても、 集の 惡さ がわ かる、 と經 信が 云った とい ふが、 これら は、 古今 集に あった 誹諧 を 踏襲した ので あるか 

ら、 難ず るに も 足らぬ であらう。 しかし、 以上の 非難 は、 當時眞 にあった ので あらう。 勅撰集の 非難 は、 從來聞 

かなかった 事で ある。 かくの 如き は、 や はリ通 俊の 云った 如く、 耳 を 尊み 目 を 卑しむ 結果で あらう。 それよ リも 

迎俊 その 人に、 世の 信 紫 を 受け 得る ほどの 歌ォ がな か つたた めで あらう。 

上述の 非難 は、 皆 些事であって、 歌の 眞 核に 觸れぬ ものであるが、 こ V に、 特に この 集の 歌に 向って、 內容或 

は 形式の 方面から、 手痛い 非難 を 加へ たもの は 難 後 拾遺 抄 である。 この 名 は、 後に 加へ たもので、 當時は 何とい 

つたので あらう か。 そ は ともかく、 堂々 と 一書 を 著 はして、 勅撰集 を 非難す るの は、 これが 初めで ある。 「汀 もえ 


いづる 一は、 「，汀 にもえ いづる」 でなくて は 意 をな して 居らぬ。 「杖つ き、 つまま ほしき」 と いふが、 杖 をつ いて 行 

く 事 は出來 る。 これ をつ いて 摘む の はむ づ かしい。 「いそぎつ 、我 こそ 來 つれ」 と あるが、 題 は、 「居 易 初 到 香 山」 

であるか、 り、 急ぐ とい ふこと は、 更に 要がない。 かかる もの を數 多く 擧げ て、 集 全體に 及んで ゐる。 選者の 通饯 

もこれ に は 驚いて、 集中の 歌 三百 六十 首 を 選んで、 繽 新撰 を 作った と傳 へられる。 が、 どんな もの か。 残らな い 

ので、 知る 由がない の は遣憾 である。 

難 後 拾遺 抄は、 何人の 著で あらう か。 明らかにし 難いので ある。 袋 草子に、 集中の 春の 歌 「梅が 香 をよ はの あ 

らしの 吹きた めて 眞 木の 板戸の あくる 待ちけ リ」 の 原 歌 は、 作者 大江 嘉言が、 「軒に あらしの 吹きた めて」 と 云つ 

た。 選者が それ を 直した ので あるが、 甚だ 亂暴 であると、 餒 信が 云った と 書いて ゐる。 然るに、 難 後 拾 遣 抄には 

作者 嘉言が、 「よもの あらしの 吹きた めて」 と 云った。 それ を 書き 代へ たので あらう か。 もとの 方が 今少し 優って 

ゐ ると 書いて 居る。 これによ ると、 前者が 經 信なら ば、 後者 は 他人で なければ ならぬ。 或は この 反對 でなければ 

な、 りぬ。 しかし 又、 袋 草子に、 經 信の 孫の 俊惠 が、 或 時、 吾が 妹の 女爵 逝去した 後、 遺物 を 開いて 見る と、 父 俊 

頼の 遣 草が 少しあった。 その 中に、 難 後 拾 遣の 草案が あった。 これで 見れば 父 俊賴の 仕業で あらう かと 云った と 

ある。 或は さう かも 知れぬ が、 著者 淸輔 は、 父の 經 信が 口授 をして、 俊賴に 書かせた ので、 それで 出來た 草案で 

はなから うか、 と 云って をる。 兩雄 は竝び 立たず、 況ん や、 通佼 が、 技能に 於て 二三 階 を 下った に 於て を やで あ 

る。 l^u が、 怒 リと嫉 みとで、 非難の 爆彈を 強く 拋 つたの は、 當然の 事で あらう か。 當時 はしか 信じて， 居た やう 

である o 
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併し、 以上の 事 を、 眞に經 信の 所爲 とすれば、 大人げない 事 をした と 思 ふ。 優越 者 は 寛容な 長者 風 を 持して、 

高處 から 大觀 して ゐ るべき であらう。 あまりに 燥 急な の は、 三 船の ォの 聲譽を 永久に 傷け ると 思 ふ C, 他の 正確な 

m 料の 出現 を 望む こと、 切なる ものが ある。 


古今 和歌 集 


〇 人 之 在レ世 f4 レ能 i 爲ー 云々 

人が この 世に 生まれて、 しわざの 

ない"、. -云 ふ^はない。 四季の 詠め 

苕 怒お 樂 G は 常にう つり やすく 

か はり やすい もので、 その 折々 に 

つけて 心に 思 ひ あま る^ を 詠 ん で 

慰め-、」 する ので ある。 


〇 天神 之 孫 彥火々 出 見の 命 を 申 

す o 

〇 海 童 之 女 海神の 女 豐 玉 姬を云 

ふ。 

〇^ls 混 本 US じこ ミを 重ねて 云 

つた もの „* 

〇 富 絡 川之篇 聖^ 太子が 片岡山 

の飢 人な 兌 て^を 詠まれた のに 答 

へ 奉った 飢 人の 歌で、 これ は拾遑 

集 G お 55i に 出て ゐる。 
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己 

糸 


望 


古今 和^ 


夫 和歌 者。 託 11 其 根 於 心地？ 發ニ其 花 於詞林 1 者 也。 人 之 在， 世 不レ能 二 無爲？ 思慮 

易レ遷 哀樂相 變感。 生 n 於 志 1 詠 形- 1 於 言？ 是以逸 者其聲 樂。 怨者其 吟悲。 可 -I 以 述,， 

懷可 n 以發 5. 憤。 動 二 天地 1 感 n 鬼神？ 化 n 人倫 1 和 n 夫婦？ 莫レ宜 一一 於 倭耿？ 倭 歌 有 II 

六義？ 一  曰 風。 1 一 曰賦。 三 曰 比。 四 曰 興。 五 曰雅。 六 曰頌。 若 H. 夫 春 鶯之囀 二 花 

中？ 秋蟬 之吟 * 樹上？ 雖ぃ 無- 1 曲折-各 發 -1 歌 ま？ 物 皆 有， 之 自然 之瑰 也。 然而神 世 

七 代。 時 質 人谆。 情欲 無レ 分。 倭 歌 未：. 作。 逮 1- ー于素 蓋嗚挲 到 I- 出 雪國？ 始有 二 三.^ 

1 字 之 詠？ 今 反歌 之 作 也。 其後雖 -I 天神 之 孫 海 童 之 女？ 莫る不 T 以 二 倭 歌 1 通お 情 者 ほ 

也。 爰及 n 人 代？ 此風大 興。 長歌 短歌 旋頭混 本 之 類。 雜 體非レ 一 。 源流 漸繁。 譬 

猶,， 拂レ雪 之樹 生レ自 I- 寸苗之 煙？ 浮 レ天之 波 起 * 於 一 滴 之 露？ 至 レ如卞 難 波津之 什獻ー I 

天皇？ 富 緒 川 之篇報 * 太子？ 或事闕 1- 神異？ 或 興 入 二 幽玄？ 但^ I 上古 歌？ 多存 -I 古 

集 序  三 


〇 大津皇 子 天武 天皇 s 第三 皇子 

で、 持 銃^に 謀反な 企てて 死 を 賜 

ラ た。 年 一 一十 00 


〇 長短 不 レ同 ess 名 序に、 「得； j る 

所え ね 所た が ひに なむ ある OJVJ あ 

る葸を 云った もの"， 

C 花 山^: 止 佾正遍 昭を云 ふ" - 

〇 文琳 文屋康 秀を云 ふ o 
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質 之 語？ 未：/ 為二 耳目 之翫？ 徒爲 n 敎誡之 端？ 古 

天子 毎 二 良 辰 美景？ 詔 I. 侍臣 預， I 宴 筵 一 者よ 獻ニ倭 歌？ 君臣 之 情 由い 斯 可：. 見。 賢愚 之 

性 於， 是相 分。 所 T 以隨二 民 之 欲 1 擇ホ士 之才ょ 也。 自 1,1 大津 皇子 之 初 作， I 詩賦？ 詞人 

才子 慕レ 風繼レ 塵。 移 n 彼 漢家之 字 一 化 n 我 日 域 之 俗？ 民業 一 改 倭歌漸 衰。 然猶 有， | 

先師 柹本大 夫 者？ 高 振 m 神妙 之 思 1 獨， ー步 古今 之閒？ 有 n 山 邊赤人 者？ 竝倭 歌仙 也。 

其餘業 1! 倭 歌 I 者 綿々 不レ絕。 及 T 彼 時 變ニ澆 滴 1 人 貴 浮 詞雲興 艷流泉 浦。 其 

實皆 落^ 花 孤榮。 至 k 有ァ 好色 之 家以ぃ 此爲, I 花鳥 之 使？ 乞食 之客以 レ此爲 *. 活計 之 

媒？ 故半爲 n 婦人 之 右？ 難， 進 二 丈夫 之 前？ 近代 存ニ 古風 1 者纔ー 一三 人 而已。 然 長短 

不レ同 論以可 x 辨。 花 山 僧正 尤得 11 歌體？ 然其詞 花而少 y 實。 如 ミ圖畫 好 女 徒 動 二人 

情？ 在 原 中將之 歌。 其 情 有, 餘其 詞不ぃ 足。 如 T 萎 花 雖ぃ少 二 彩色 If  * 薰香 ^ 文琳 

巧 詠 k 物然其 體近レ 俗。 如 S 賈人之 著， 1 鮮衣？ 宇治山 儈喜 撰。 其詞 華麗 而 首尾 停 

滯。 如 i& 二 秋 月 1 遇 *曉雲^ 小 野 小町 之 歌。 古 衣 通 姬之流 也。 然艷而 無 II 氣カ？ 

如 1-1 病 婦之著 11 花粉？ 大友黑 主 Z 歌。 古 猿 丸 大夫之 姿 也。 颇有， I 逸 興 1 而體甚 鄙。 

如ミ 田夫 之 息-花 前, 也。 此外氏 姓 流 聞者不 k 可 二 勝 計？ 其 大底皆 以：， 艷爲レ 基。 不レ 


o 野 宰相 宰相ば 參議 の^ 名。 小 

野 籠 をい ふ o 

〇在納 言 中納宫 在 原 行 平ない ふ 


知 i 之 趣 1 者 也。 俗人 爭事 -I 榮利 1 不， 用：. 詠 二 倭 歌？ 悲哉悲 哉。 雖 T 貴 ま相將 1 富 

餘 * 金錢？ 而骨 未い 腐 二 於 土中-名 先滅 11 於 世上？ 適爲 -I 後世 1 被：. 知者 唯 倭 歌 之人而 

巳。 何者 語 近 二人 耳 1 義慣 二 神明 1 也。 昔 

平 城 天子 詔- 1 侍臣 1 令レ撰 -1 萬 葉 集？ 自：. 爾以 來時歴 -1 卜 代？ 數過 二 百年？ 其 後 倭歌棄 

不レ被 n 採 S 雖 T 風流 如， I 野 宰相？ 稚情如 * 在納 言せ 而皆以 I- 他才 1 聞。 不 Kyi 斯道- 

顯 ^ 伏 惟 

陛下 御宇 于, 今 九 載。 仁 流， 一秋 津洲之 外？ 惠茂 11 筑波山 之 陰？ 淵 變爲レ 瀨之聲 寂々 

閉レ 口。 砂 長 爲レ巖 之 頌洋々 満 1 耳。 思い 繼, 1 旣絕之 風？ 欲 k 興- 1 久廢之 道？ 爱 詔- 1 大 

內 記紀 友 則 御 書 所 預紀貫 之 前 甲斐 少目凡 河 內躬恆 右 衞門府 生 壬 生忠岑 等？ 各 獻-ー 

家集 井古 來舊歌 1 曰， 1 續萬葉 集？ 於， 是 重有レ 詔。 部 二 類 所 レ奉之 歌 1 勒爲 ニー  不卷？ 

名 曰 二 右 今 倭 歌集？ 臣等 詞少， 一春 花 之艷？ 名 竊ニ秋 夜 之 長？ 況乎進 恐 n 時 俗 之 嘲？ 

退慙ニ 才藝之 拙？ 適 遇-一 倭 歌 之 中興？ 以樂 n 吾 道 之 再昌？ 嗟 呼人 麿 旣歿。 倭 歌不レ 

在レ斯 哉。 于， 時 延喜五 年 歳次 乙 丑 四月 十八 日。 臣貫之 等 謹 序。 
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五 


古今 和歌 集 序 


六 


〇 やま.、 ま 和歌 0 から 歌に 封す 

る 名^で あるが、 こ  > で は單に 歌 

ミぃ ふ ほ ，〕J の惹 o 

〇 事 わ， さ 事 V」 業 "to 

0 生き ミ し 生ける もの 生きて ゐ 

る ものす ぺ て o あらゆる 生き もの o 

〇 天地 を 動かし 天地 を 威 動 させ 

〇 あはれ VJa ばせ 威 動させる o 


〇 下照姬 大國 主神の 女、 天 若 日 

子の 妻。 その 歌ば、 「あめなる や、 

お VJ たな はた の 云々 o」VJ いふので 

ある o 

〇 人の 世 VJ なりて この 下の 、「す 

さの をの 镎 よりぐ」 は 衍文 さいふ。 


古今 和歌 集 序 

やまと 歌 は 人の 心 を 種と して、 よろ づの 言の葉と ぞ なれり ける。 世の中に ある 

人、 事 わざし ゆき 物な れズ、 心に 思 ふ 事 を 見る 物き く 物に つけて いひ 出せるな 

り。 花に なく 鶯、 水に すむ 蛙の 聲を きけば、 生きと し 生ける もの、 いづれ か耿 

あめつち 

をよ まざりけ る。 力 を も いれ， ずして 天地 を 動かし、 目に 見えぬ 鬼神 を も あはれ 

も 9  A ふ  あめつ も 

と 思 はせ、 男女の 中 を も 和 ゆ、 猛き 武士の 心 を も 慰む る は 歌な り。 この 歌 天地 

の 開け 始まりけ る 時より 出で きに けり。 しか あれ ども 世に 傳 はる こと は、 ク方 

の あめにして は、 下 照姬に 始まり、 あらがねの つちに して は、 す さの をの 尊よ 

りぞ おこりけ る。 ちはやぶる 神代に は、 耿の 文字 も 定まらす、 すなほに して、 

ことの 心 わきがた かりけ らし。 人の 世と なりて、 す さの をの 尊より、 ぞ、 三十 も 

じあまり 一 もじ はよ みける。 かくて ぞ、 花 をめ で、 鳥 を うらやみ、 霞 を あはれ 

び、 露 を かなしぶ 心詞ぉ ほく さま <\ になり にけ る。 遠き 所 も 出で たつ 足 もと 


〇 鞣波汛 の 歌 干： 仁の 詠ん たミ稱 

する 「雜 彼^に 吹く や この 花 冬-、、 J 

もり 今な^ ベ VJ 吹く や この 花」 o を 


c 帝の 御 始め 天皇の 御代 始を祝 

ひ舉る 歌の はじめ W いふ^ o 

C 淺乔 山の 言粱 芘紫 集の 「あさ 

か 山お さ へ 見 ゆる 山の 井の 淺き心 

を わがお もばな くに o」 を さす o 

〇 そへ 歌 詩の 風に 當る もの o そ 

へ て 云 ふので ある。 


〇 か 


歌 賦 に^- 


〇 なや.， ：- へ 歌 比に 當る。 

〇 た.、. -へ歌 典に 當 so 

C た， > -、、 Jv」 歌 雅に當 る ( 

〇 いは ひ 歌 頌に 常ろ 0 


〇 人の 心 花に 云々 人の 心が 花々 

しい こ VJ につく の 窓 0 

〇 はかなき 無 盆な 3 


古今 和^ 


より 始まりて 年月 を わたり、 高き 山 も 麓の 塵ひぢ よりな りて、 天 雪た なびく ま 

でお ひの ほれる が 如くに、 この 歌 も かくの 如くなる べし。 難波津 の 歌 は 帝の 御 

始めな り C 淺香 山の 言葉 は、 采女 のた はぶれ よりよ みて、 この ふた 歌 は、 歌の 

父母の やうに てぞ、 手 習 ふ 人の 始めに もしけ る。 そ もく 歌の さま 六つな り。 

からの 歌に も かく ぞ 有るべき。 その 六く さの 一 つに は そへ 歌。 おほさ > ぎ のみ 

かど を そ へ たてまつれる 歌、 なに はづ にさく や この 花 冬籠り 今 ははる ベ と暌く 

や この 花と いへ るなる べし。 一 一つに はか ぞへ 歌。 唉く 花に 思 ひつく 身の ぁぢき 

なさ 身に いたつ きのい る も 知らす てと い へ るなる ベ し。 三つに はな すらへ 歌。 

君に けさ あしたの 霜のお きていな ば戀 しきごと に 消え やわたら むと い へ るなる 

べし。 四つに はたと へ 歌。 わが こ ひ はよ むと もつ きじ あり そ 海の 濱の眞 砂 はよ 

みつくす ともとい へる なるべし。 五つに はた > ご と 歌。 僞 りの なき 世な りせば 

いかばかり 人の 言の葉 うれしから ましとい へ るなる べし。 六つに はい は ひ 歌。 

この 殿 はむ ベ もとみけ りさき 草の みつばよ つばに との づ くりせ りと い へ るなる 

ベ し。 今の 世の中、 色に つき、 人の 心 花に なりに ける より、 あだなる 耿、 はかな 

集 序  七 


〇 まめなる 所 まじめな 

所 o 


〇< ねる 女の 若い 盛りの 早く 通 

ぎた こ V」 み- 335^ にくよ./^' ふ 
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きことの み 出で くれば、 色 ごのみ の 家に、 埋 木の 人 しれぬ 事と なりて、 まめな 

る 所に は、 花 薄 ほに いだすべき 事に も あらすな りに たり。 その 始め を 思へば、 

かかるべく なむ あらぬ。 いにしへの 代々 の 帝、 春の 花の あした、 秋の 月の 夜 ご 

とに、 さぶ らふ 人々 をめ して、 ことにつ けつ ゝ歆を 奉らし め 給 ふ。 ある ま 花 を 

もて あそぶ ィ 

こぶと て、 たよりなき 所に まど ひ、 ある は 月 を 思 ふとて、 しるべな き 闇に たど 

れる 心々 を 見た まひて、 さかしおろ かなりと しろしめ しけむ。 しか あるの みに 

あらす、 さ V れ石 にたと へ、 筑波 山に かけて 君 を 願 ひ、 よろこび 身に すぎ、 た 

のしみ 心に あまり、 富士の 煙に よそへ て 人 を こ ひ、 松蟲 のね に 友 をし のび、 高 

砂 住の 江の 松 も あ ひお ひの やうに 覺ぇ、 男 山の 昔 を 思 ひ 出で て、 女郎花の I 時 

をく ねる にも、 歌 をい ひて ぞ なぐさめ ける。 又 春の あしたに 花の ちる を 見、 秋 

の 夕暮に 木の葉の 落つ る を 聞き、 ある は 年 ごとに 鏡の 影に 見 ゆる 雪と 波と を 歎 

き、 草の 露、 水の 沫を 見て、 我が身 をお どろき、 ある は咋 日は榮 えお ごり て、 

時 を 失 ひ、 世に わび、 叙し かりし も 疎くな り、 ある は 松 山の 波 を かけ、 野中の 

水 をく み、 秋 萩の 下葉 をな がめ、 曉の嶋 の はねが きを かぞ /  、 ある は吳 ±： のう 


o お ほきみ つのく らゐ 正三位。 

W 本人 麿 を 正三位 ミ云 ふの は 誤り 

である o 

〇君 も 人 も 身 を 云々 君臣 合體の 


〇 人 麼は赤 人が かみに 云々 人 磨 

ミ赤人 VJ の 伎倆が 伯仲 して ゐ たミ 

いふので あ る0 


きふし を 人に いひ、 吉野川 を ひきて 世の中 を うらみき つるに、 今 はふ じの 山 も 

煙たた すなり、 長柄の 橋 もつ くるな りと 聞く 人 は、 歌に の みぞ 心 を なぐさめけ 

る。 古 よりかく 專 はるう ちに も、 奈 良の 御 時より ぞ ひろまりに ける。 かの 御. 

世 や、 歌の心 をし ろしめ したりけ む。 かの 御 時に お ほきみ つのく らゐ柹 本の 人 

麿な む 歌の ひじり なりけ る。 これ は 君 も 人 も 身 を 合 はせ たりと いふなる ベ し。 

秋の ゆ ふべ 龍 田 川に 流る > 紅葉 をば、 みかどの 御 目に は 錦と^ 給 ひ、 春の あし 

CC ィ 

た吉野 山の 櫻 は、 人 麿が 心に は 雲 かとの みなむ 覺ぇ ける。 又山逡 赤 人と いふ 人 

ナりィ 

あり、 歌に あやしく たへ なりけ り。 人 麿 は 赤 人が かみに たたむ 事 かたく、 赤 人 

は 人 麿が しもにた たむ 事 かたくなむ ありけ る。 この 人々 をお きて、 又す ぐれた 

る 人 も、 吳竹 のよ、 に 聞え、 片絲 のより/ \ 'に 絕 えす ぞ 有りけ る。 これより さ 

きの 歌 を あつめて なむ、 萬 葉 集と なづけられたり ける。 爰 にいに しへの 事 を も 

歌の心 を も 知れる 人、 ゎづ かに ひとり ふたりな りき。 しか あれ ど、 これ かれ 得 

たる 所えぬ 所、 互にな む ある。 かの 御 時より このかた、 年 は 百年 あまり、 世 は 

とつぎに なむな りに ける。 古 の 事 を も 歌 を も 知れる 人よ む 人 多から す。 今 こ 

い：：，、， 桌序  九 


古今 和 欲 

〇 たやすき やう なれ は 輕々 しく 

無護 であ る か ら。 慮外な や うで あ 

るから o 

「佾 正； ぉ昭 以下の 六 人ば 所 調 六 

歌仙で ある o 


〇 四つの ん のかへ り 九 年 0 寛 

平 九 年に 御卽 位、 翌年 昌泰 V」 改元 

せられ て昌泰 V」 延 喜，. ？！ 年 V」 合 

はせ たもの な い ふ o 

〇 うつくしみ いつくしみ 0 御 慈 

愛 o 


集 序  一 〇 

の 事 をい ふに、 つかさ 位高き 人 をば、 たやすき やう なれば いれす。 その外に 近 

き 世に その 名聞え たる 人 は、 すな はち 憎 正 遍眧 は、 耿の さま はえ たれ ども、 誠 

すくなし。 たと へぱ繪 にかけ る 女 を 見て、 徒に 心 を 動かす が 如し。 在 原 業 平 は 

その 心餘 りて 詞 たらす、 しほめ る 花の 色なくて、 に ほひ 殘れ るが 如し C 文屋康 

秀は、 詞 たくみに て その さま 身に おはす、 いはば 商人の よきき ぬ 著たら むが 如 

し。 宇治山の 佾喜撰 は、 詞 かすかに して 始め 終りた しかなら す、 いはば 秋の 月 

を 見る に、 嘵の 雲に あへ るが 如し。 よめる 歌お ほく 聞えねば、 これ かれ かよ は 

そと ほり ひめ 

してよ く 知らす。 小 野 小町 はいに しへの 衣 通姬の 流な り。 あはれ なるやう にて 

つよから す、 いはば よき 女の なやめる 所 あるに 似たり。 つよから ぬ は をうな の 

歌 なれば なるべし。 大友黑 主 は その さまい やし、 いはば 薪 を 負へ る 山人の 花の 

陰に やすめる が 如し。 このほかの 人々、 その 名き こ ゆる、 野逡 にお ふる かつら 

の は ひひろ ごり、 林に しゅき 木の葉の 如くに 多 かれ ど、 歌との み 思 ひて その さ 

ま 知らぬ なるべし J かかる に 今 すべらぎ の 天の下 しろしめす こと、 四つの 時 九 

のかへ りに なむな りぬ る。 みまね き 御う つくしみ の 波、 八 島の ほかまで 流れ、 


C 飛お H« になる うらみ  一：，.！々 酞 

の 風^ 惡 , 變 つて ゆく 心配 もない 

•/.- 云 ふ <«Q 

つ さ ♦> れ 石の 云々 歆道が 末長く 

^えて ゆく よろこ， ひ o 

〇 それ まく U 营椠は 甞き あやま 

りで あらう o 「まくら」 ば 「かれら」 

であらう VJ も、 また 「それがしら」 

であらう VJ も 云 はれて ゐる o 

〇 入の み  >- にお そり 人の 閔 く  VJ 

こ ろ も" -J うで あら- フか "、」 恐れ o 


廣き 御惠 みの 陰、 筑波 山の 麓よりも 繁く おはしまして、 よろ づ のまつ りごと を 

きこしめす いとま、 もろく の 事 を 捨て 給 はぬ あまりに、 いにしへの 事 を も 忘 

れじ、 ふりに し 事 を もお こし 袷 ふとて、 今 もみ そな はし、 後の世に も傳 はれと 

て、 延喜五 年 四月 十八 日に、 大内 記紀 友刖、 御 書の 所の ぁづ かり 紀貫 之、 前の 

屮斐 のさう 官凡 河内 躬恆、 右衞 門の 府生壬 生 忠岑ら に 仰せられて、 萬 葉 集に い 

らぬ ふるき 歌、 みづ からの を も 奉らし め 給 ひて なむ。 それが 中に も、 梅 を かざ 

すより はじめて、 郭公 を 聞き、 紅葉 を 折り、 雪 を 見る にいた るまで、 また 鶴龜 

につけて 君 をお も ひ、 人み」 もい は ひ、 秋 萩 夏草 を 見て 妻 を こ ひ、 逢坂 山に いた 

りて たむ け を 祈り、 ある は 春夏秋冬 にも いらぬく さぐの 馱を なむ、 えらばせ 

たま ひける。 すべて 千 歌 二十 卷、 名づて 古今 和歌 集と いふ。 かく このたび あつ 

めえ らばれ て、 山 下水の たえす、 濱の眞 砂の 數ぉ ほくつ もり ぬれば、 今 は 飛鳥 

川の 瀨 になる うらみ も 聞え す、 さ V れ 石の 巖 となる よろ， ) びの みぞ あろべ き。 

それ まくら 言葉 は 春の 花に ほひ すくなく して、 むなしき 名のみ 秋の 夜の 長き を 

かこてれば、 かつ は 人の み > に おそり、 かつ は 歌の心に はぢ 思へ ど、 たなびく 
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古今 和歌 集 序  二  I 

雪の たち ゐ、 なく 鹿のお きふし は、 貫 之ら が この 世に おなじくう まれて、 この 

事の 時に あへ る をな む よろこび ぬる。 人 麿 なくなり にたれ ど、 歌の ことと  > ま 

れ るかな。 たと ひ 時う つり 事 さり、 たのしび かなしび ゆきか ふと も、 この 歌の 

文字 ある を や。 靑 柳の 絲 たえす、 松の 葉の 散りう せす して、 まさきの かづら 長 

くった はり、 鳥の 跡 ひさしくと > まれら ば、 歌の さま を も 知り、 ことの 心 を も 

.  得たら む 人 は、 大空の 月 を 見る がごと くに、 いにしへ を あ ふぎて、 今 を戀 ひざ 

ら めか も。 


〇 年の 內に 云々 春 は 年の 初めに 

立つ のが 昝通 である。 然るに 年内 

に 立春が あつたので、 此の 一 年 を 

ft 华. /.- いは ラか 新年 •/」 いばう かミ 

云った ので ある。 

〇 袖ひぢ てむ す？ ：- し 水 袖 を ぬら 

して 掬うた 水 o 

ossa 立てる や いづこ 春が 來て 

£ の 立った ミ いふ は 何處ぞ o 

〇 二 條の后 滞 和 天皇の^ 后、 藤 

原 長 良の 女、 高 子 <* 

〇sl のうちに 苗 年の 雪が また 滑 

ぇャ に 揞 つ てゐる ミころ に。 


〇 花ミゃ 見ら む 松に 降り か  >  つ 

てゐる 雪な、 资が花 V」 思って であ 


古今 和歌 集 卷第 1 

春 歌 上 

ふる 年に 春 立ちけ る 日よ める  在 原 元方 

年の 内に 春 はきに けり 一 年 を 去年と やい はむ 今年と やい はむ 

赛 立ちけ る 日よ める  紀貫之 

袖 ひぢて むすびし 水の こ ほれる を 春 立つ け ふの 風 やと くらむ 

題 しらず  讀人 しら ず 

春霞 立てる や いづこみ よしのの 吉 野の 山に 雪 は 降りつ ， 

ニ條の 后の 春の はじめの 御 欲 

雪のう ちに 春は來 にけ り 鶯の冰 れる淚 いまやと くらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

梅が 枝に きゐる 鶯 はるかけ て 鳴け どもい まだ 雪 はふり つ ， 

雪の 木に 降リ か、 れる をよ める  素 性 法 師. 

春た てば 花と や 見ら むしら 雪の か ， れる 枝に 鶯の なく 

古今 和歌 集卷第 一 春 欲 上  一 三 


〇 をり けれ ゆ ほり けれ は o 

o さ きのお はきお はい まう ち 君 

藤 原 良^ a 天 安元 年に 太 政 大臣 V」 

なった。 ^は 忠仁公 o 

〇 東お の 御 e; 所 東^ は貞明 親王 

である o 東宮. 5 御 生^の^ o 


古今 和^ 集卷第 一 春耿上  一 四 

題 しらず  讀人 しらず 

心 ざし 深く そめて しをりければ 消え あ へ ぬ 雪の 花と 見 ゆらむ 

或 人の 曰く さきのお ほきお ほ いまう ち 君の 歜たリ 。 

み？ すんど ころ  むつき  お ほせ-ごと 

二 俊の 后の 來宮の 御 息 所と 聞え ける 時 正月 三！：！ 御前に 召して 仰 言 ある 


O 審 GB の 光 云々 柬 御 患み 

を 棻るミ いふ 蘇に かけた もの o 


o 木の芽 も はる G 木の芽が 張る 

卽ら 木の芽が め. ^む -、J いふ^ ビ春 

の 雪.、. -兩 はに 云 ひかけ たので ある 


O 春 や.、. -き ./J き は疾 きで、 春が 

萆 く來過 VJ た のか ミ い ふ 意 o 


o ぬかぬ か りば ぬかない は 

〇％ 平 字 多 天皇 の 御代 G 年駄 o 

この 后の^ は 藤 原 基^の 女、 七條 

后溫子 o 

O 冰 G ひまご ミ に あちらこちら 

VJVJ にる 冰の ひまぐ から o 

〇 たぐへ て 副へ て。 

o 紫 さそ ふしる べに はやる ^を 

誘 ひ 出し て來る 案内 者ミ して 造 


閒に日 は Si リ ながら 雪の 頭に 降リ か、 リ ける をよ ませ 給 ひける - 

春の 日の 光に あたる われ なれ どかしら の 雪と な る、 ぞ わびしき 

雪の 降りけ る をよ める 

かすみ 立ち木の 芽 も 春の 雪 ふれば 花な き 里 も花ぞ ちりけ る 

春の はじめに よめる 

春 やとき 花やお そき と 聞き わかむ 鶯だ にも 鳴かす も あるかな 

春の はじめの 歌 

春來 ぬと 人 はい I ども 鶯の 鳴かぬ 限り は あら じと. ぞ おも ふ 

寬 平の 御 時^の 宫の耿 合の 敬 

谷風に とくる 冰の ひまごと にう ち 出 づる浪 や 春の はつ 花 

花の香 を 虱の たよりに たぐ へ てぞ鶯 さそ ふしる ベ に はやる 


文 屋康秀 


紀 貫 


源 


之 


W 原 言 ^ 


壬 生忠岑 


赏 純 


紀友則 


〇 ものう かる 音 はりあ ひの ない 


〇 今 n はな 燒 きそ 今日ば 燒 くな 

の 承." 

〇 かすが 野の 飛火の 野 守 春 日 野 

に は 昔^ を K かれた ので 飛火 妤 V」 

もい ふ o 飛火 野 C 番人。 


〇 梓弓お して 春雨 弓 は 押して 張 

る ものであるから この やうに 云 ひ 

かけた ので ある o おしなべて 春の 

雨 *； の t^o 

〇 仁 和の みか^ 光孝 天皇 0 


〇 ふり はへ て 袖 を 振る./」 いふ^ 

•z  .C-VIJ,^*/.- を かけた もの o 

o ねき 横：？？ io 

〇 うすみ B» いので o 

〇 ベら なれ ぺ らばべ しの 變 つた 

もの o べき なれの so 


鶯の 谷 より い づる聲 なくば 春く る ， J と を たれ か 知 らま し 

舂 たて ど 花 もに ほ はぬ 山里 はものう かる 音に 鶯の なく 

題 しらず 

/野 邊 ちかく 家居し をれば 鶯 のなくなる 聲は あさな く 聞く 

春 日 野 は 今日はな 燒 きそ 若草の 妻 も 籠れり われ も 籠れり 

V  かすが 野の 飛火の 野 守いで て 見よ 今 幾日 ありて 若菜 摘みて む 

み 山に は 松の 雪 だに きえな くに 都 は 野邊の 若菜 摘みけ り 

梓弓お して 春雨 今日 降りぬ 明日 さへ ふらば 若菜つ みて む 

仁 和の みかど 皇子に おましく ける 時に 人に 若菜た まひけ る御耿 

ころも つ」 

君が ため 春の 野に いでて 若菜 摘む わが 衣手に 雪 は 降りつ ， 

歌 奉れと 仰せられし 時 詠みて 奉れる 

舂日 野の 若菜つ みに やしろた への 油 ふり はへ て 人の 行 くらむ 

題 しらず 

春の きる かすみの 衣ぬ きをう すみ 山風に こそ 亂 るべ ら なれ 


大江千 ffll 


在 原 棟梁 


讀人 しらず 


之 


在 原 行 平 朝臣 


古今 和^ 雄卷第 一 春缺上 


五 


古今 和^ 集卷第 一 春 歌 上 


六 


〇 せこ 男に も 女に も 通じて 云 ふ 

詞 であるが、 こ、 でば 妻が 夫の 衣 

を 張る の 意に 見る ベ きで あ. レ. 'う。 

〇 衣 は 5 雨 を 張る ミ春雨 7」兩 

^にかけ たもの o 

〇 綻 、ひに ける 花の 吹く 事 を 云つ 

たもので、 上の 絲槎 りかくる に應 

やる 文飾 o 

〇 玉に もぬける 玉に してつない 

でゐる o ぬける は ける o 

〇 百千鳥 もろく  sfeso 顒 注に 

ば これ を 焼.、」 云って 居る o 

〇 たづき も 知らぬ たよりも 知ら 

ぬ o 案内 も 知らぬ o 


o 折り つれ は 袖 こそ 勻へ 梅の 枝 

を 折った ので 花の香が 移って 袖が 

勻 ふので ある o 


寬 平の 御 時 后の 宮の 歌合に 詠める  源宗于 朝臣 

ときはなる 松の みどり も 春 くれば 今 ひとし ほの 色 まさりけ り 

歌 奉れと 仰せられし 時 詠みて たてまつれる  貫  之 

我がせ こが 衣 はる 雨 ふる ごとに 野邊の 綠ぞ色 まさりけ る 

あ を やぎの 絲 よりかく る 春し も ぞ亂れ て 花の 綻びに ける 

にしのお ほてら 

西 大 寺の ほとりの 柳 をよ める  僧正 遍昭 

あさみどり 絲 よりかけ て 白露 を 玉に もぬける 春の やなぎ か 

題 しらず  請 人 しらず 

百千鳥 さ へ づる春 は 物 ごとに あらたまれ ども 我ぞ ふり ゆく 

をち こちの たづき も 知らぬ 山中に お ほつ かなく も 呼子 鳥 かな 

臈の It を 聞きて 越へ まかりけ る 人 を 思 ひて よめる  凡 河 內躬恆 

春 くれば 斶か へ るな り 白雪の みち 行きぶ りに こと やつ てまし 

歸る賻 をよ める  伊  勢 

春霞 たつを 見捨てて ゆく 臈は 花な き 里に 住み やなら へ る 

題 しらず  讀人 しらず 

， 折り つれば 袖 こそ 勻へ 梅の 花 ありと や こ ゝに鶯 の 鳴く 


〇 たが 袖 ふれし 云々 この ゃラに 

よい^ ひの する の は 誰が 袖 を ふれ 

たので あらう か.、. -ぃ ふ^ o 

〇 あ； 0 きな く わ け もな く o つま 

ら なく o 花が あおきな くの 

〇立 ちょる はかり ありし より 一 

寸 立ち 芬 つた VJ いふ^の^ が あつ 

たが、 それ か... To 

〇東ニ 一條の 左のお ばい まう ち 君 

峻峨： 大皇 御子 源 CSO 左大臣で あつ 

〇 笠に ね ふ 鳥が 枝の 閒 をった ひ 

あるく のなぬ ふ ./J いふ o 


〇 くらぶ 山 暗^ 山 。山城に ある 

さいふ。 こ-ば 梅の 名所で あるか 

も、 その 番 によって 鬮夜 でも 暗部 

山た る 事が わかる.、」 いふ 意。 


〇 あやなし 役に立たぬ 。無益な 

ものである"" 


古今 和歌 集卷第 一 春 歌 上 


色よりも 香 こそ あはれ と 思 ほ ゆれた が 袖 ふれし 宿の 栴ぞも 

病 近く 栴の 花う ゑ じあ-ちき なく 待つ 人の 香に あやま たれけ り 

梅の 花 立ちよ るば かり ありし より 人のと がむ る 香に ぞ しみけ る 

梅の 花 を 折りて よめる  東 三. 條の 左のお ほい まう ち 君 

鶯の 笠に ぬ ふて ふ 梅の 花 をり て かざさ む 老い かくる やと 

題 しらず  素性 法師 

よそに のみ あはれ と， ぞ^し 梅の 花 あかぬ 色香 は 折りて なりけ り 

梅の 花 を 折リて 人に おく リ ける  亥 

君なら で たれに か 見せむ 梅の はな 色 を も 香 を も 知る 人ぞ 知る 

くらぶ 山に てよ める  貫 

梅の 花勻ふ 春べ はくら ぶ 山 闇に 越 ゆれ どし るく ぞ ありけ る 

H 夜に 梅の 花 を 折りて と 人の いひければ をる とてよ める  躬 

月夜に は それとも：^ えす 梅の 花香 を 尋ねて ぞ知 るべ かりけ る 

春の 夜 梅の 花 をよ める 

春の 夜の 闇 は あやなし 梅の 花色， 〕 そ 見えね 香 や はかくる ， 

初瀨に 詣づる ごとに 宿リ ける 人 の 家に 久しく やどらで ほどへて 後に いた 

1 七 


之 


恆 
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〇 人ば いさ 云々 人 は 心 もい さ 知 

ら やの 意 0 


〇 春 ご ミ に 云々 川の 岸に 梅が あ 

つて 水に 映る の を、 莨の 花.、. - 思つ 

て 折らう さして は その 水で 袖が^ 

れる o これ を 毎 春 揉 りかへ すので 

ある o 

〇 ちり か、 る 花. ぃ改 りか * る を 

塵 か 、 るに 通 はせ.；.： もの 0 

O 墓る.、 く、、. -  ^夕 。毎日 o 

〇 めかれぬ 目 を 雌 さね o 

〇入 ま 人の 油 新して US る？^ 


めて は ./J めて g いたな < 


o うたて い ミ はしい 一 


o 春 知り そむる 吹き はじめ- 


れ  りければ 彼の 家の  あるじ かくさ だか  になむ やどり は あると い ひ 出して 

侍りければ そこにた てりけ る 梅の 花 を折リ てよ める  貫  之 

人 はい さ 心 もしら す ふるさと は花ぞ 昔の 香に に ほひけ る 

水の ほとりに 梅の 花の^け りけ る を 詠める  伊  勢 

春 ごとに 流る、 川 を 花と 見て 折られぬ 水に そで や ぬれな む 

年 をへ て 花の 鏡と なる 水 はちり か 、 る を やく もる とい ふらむ 

家に 有リ ける 梅の 花の ちりけ る をよ める  貫  之 

暮 ると 明く とめ かれぬ 物 を 梅の 花い つの 人 まに 移ろ ひ ぬらむ 

寬 平の 御 時 后の 宮の 歌合の 歌  讀人 しらず 

慰 が 香 を 袖に 移して と V めてば 春 は 過ぐ とも 形見なら まし 


素性 法師 


散る と ^ て あるべき もの を 梅の 花うた て勻 ひの 袖に とまれる 

題 しらず 

散りぬ とも 香 を だに 殘せ栴 の花戀 しきと きの 思 ひ 出に せむ 

人 の 家に う ゑた リ ける 櫻の 花^き はじめたり ける を 見て よめる 貫 

f ) としょり 舂 知り そむる 樓花 ちる とい ふこと は 習 は ざら なむ 


讀人 しらず 


之 


〇 す さめぬ csg しない n 


C 染 殿の 后 文 筏： 火 皇の 皇后。 藤 

原.：^ 4 の 女、 明 子 0 

c 花 をし 見れ は 自分の 女が 皇后 

V」 なって^ えて «s るの を 花に よそ 

へ て 詠ん たもの。 

〇？w の院 河内 國 にあった o 


〇 いへ づさ 家への 土產 o 


題 しらず  讚 人 しらず 

山 高み 人 もす さめぬ！^ 花いた くな わび そわれ 見 はやさむ 

又は 里と ほみ 人 もす さめぬ 山 櫻 

山 櫻 わが 見に 來れば 春が すみ 嶺 にも 尾に もた ちかくし つ ， 

染 殿の 后の 御前に 花瓶に 櫻の 花 を ささせ 給 へる を 見て よめる 

前のお ほきお ほ いまう ち： 115 

年 ふれば 齢 は 老いぬ しか は あれ ど 花 をし 見れば 物 思 ひもな し 

渚の 院 にて 櫻 を 見て よめる  在 原 業 平 朝臣 

世の中に たえて 櫻の なかり せば 春の 心 はの どけから まし 

題 しらず  讀 人し ら ず 

いはば しる 瀧 なく もがな 櫻 花 たをりて もこむ 見ぬ 人の ため 

山の 櫻 を 見て よめる  素性 法師 

見ての みや 人に かたらむ 瓔花手 ごとに 折りて い へ づと にせむ 

花 ざかリ に 京 を 見 やりてよ める 

見 わたせば 柳 さくら を f  J き まぜて 都ぞ はるの 錦な りけ る 

櫻の 花の 下にて 年の 老いぬ る 事 を 歎きて よめる  紀友則 


古今 和 耿集卷 第 一 春 歌 h 


九 


〇 年 ふる 人 云々 年 を 經た人 は 若 

い 時 ミは變 つ てし まった o 


〇 たれし. 


o 山の かひ 山の 峽 。山の E15 


古今 和歌 集卷 第一 春 歌 上  二 〇 

色 も 香 もお なじ 昔に 唉 くらめ ど 年 ふ る人ぞ あらたまり ける 

をれ る 櫻 をよ める  貫  之 

ザ. に， 一 たれし かもと めて をり つる 春霞 立ち かくすら む 山の 瓔を 

歌 奉れと 仰せられし 時に よみて たてまつれる 

櫻花唉 きに けらし も あしび きの 山の かひより 見 ゆる 白雲 

寬 平の 御 時 后の 宮の 歌合の 歌  友  則 

みよし 野の 山逡 にさけ る 櫻 花 雪 かとの みぞ あやま たれけ る 

やよひに 閗 Hi の有リ ける 年よ みける  伊  勢 

さくらばな 春く ははれ る 年 だに も ひとの 心に あかれ や はせ ぬ 

櫻の 花の 盛りに 久しくと は ざり ける 人の 來り ける 時に よみけ る 讀人 しらず 

あだなり と 名に こそた てれさ くら 花と しに まれなる 人 も 待ちけ り 

かへ し  業 平 朝臣 

今日 こすば 明日 は 雪と ぞ 降りな まし 消えす はありと も 花と 見 まし や 

題 しらず  讀人 しらず 

しるし 

ちり ぬれば 戀 ふれ ど驗 なきもの をけ ふこ そ 櫻 折らば 折りて め 

折りと らば をし ゆに も あるか 澳 花い ざ 宿 かりて 散る まで は 見む 


81  く ははれ る 年 関で 春が 四箇 

月 あるから である o 


〇ミ しに まれなる 云々 たまにし 

か 訪ねて 來ぬ人 を さ へ 今日まで 待 

つて 改ら. ^に ゐた e 

C 滑え や はあり さも 滑えないで 

殘っ 


〇 け ふこ そ樓 云々 @ を 折るなら 

は 4r 日のう ち に 折る べきで ある o 


〇改 りなむ のち ぞ云々 花が &っ 

たなら は 訪ねても 來 ないたら うか 

ら、 敉 つた 後に その 人が 挖 しから 

〇亭 子院 宇多 法皇の 御所。 


さくら 色に 衣 は 深く 染めて きむ 花の ちりな む 後の かたみに 

樓の 花の さけり ける を 見に まう できたり ける 人に よみて おく リけ 


紀 在 


汚 

身 


我が 宿の 花見が てらに くる 人 は 散りな むの ちぞ戀 しかる. べき 

ていじ るん 

亭子院 歌合の 時よ める  伊 

のち 

見る 人 もな き 山里の さくら 花 ほかの ちりな む 後ぞ暌 かまし 


古今 和歌 集卷第 一 春 歌 上 


二 1 


勢侄  友 


古今 和歌 集卷 第二 春 歌 下 


ニニ 


〇 色 か はり ゆく 箧の 色が。 

o 何 を 櫻に 云々 櫻に 思 ひ 培す も 

のが 何が あらう 0 


〇 ちりの まが ひに 欲る まぎれに 

〇 かつ 設 りに けり 一方で はもう 

改 つてし まった o 

C ちら は 故ら なむ 散るなら は 散 

つてし ま へ o 

〇 ふるさ VJ 人 渥昭を 指して 云 は 

れ たもの o 

〇 きえが てに する がて は 難 。滑 

えに くい G 


古今 和歌 集 卷 第二 

春 歌 下 

題 しらず  讀人 しらず 

春が すみた なびく 山の さくら 花う つろ はむ とや 色 か はり ゆく 

待てと いふに 散らで しと まる ものなら ば 何 を 樓に思 ひま さまし 

のこりな く 散る ぞ めでたき 櫻 花 ありて 世の中 はての 憂ければ 

この さとに 旅寢 しぬべし 櫻ば なち りの まが ひに 家路 わすれて 

うつ 蟬の 世に も 似た るか 花 櫻 さくと 見し まに かつ 散りに けり 

僧正 遍昭 によみ てお くリ ける  惟喬の みこ 

徵花 ちらば 散らな む 散らす と て ふるさと 人の きても 見なく に 

うりん ゐん 

雲林院 にて 櫻の 花の ちりけ る を 見て よめる  そうく 法師 

徵 散る はなのと ころ は 春ながら 雪ぞ ふりつ ， きえが てに する 

櫻の 花の 散 リ侍リ ける を 見て 詠みけ る  素性 法師 

花 ちらす 風の やどり はたれ かしる われに 敎へ よ 行きて 恨みむ 


O ひ vj さかり 云々 一盛りが 通き 

て袞 へ たなら はまき 目の 人に 兑ら 

れる たらう から o 


o ひさめ 見し 云々 僅かに 一目 見 

て歸 つた 人、 あなたが 又 見に 來る 

か ミ 今日 一 日^けば 待って 見て。 


O ちる ま をた にも せめて as る K 


〇 東宮の 雍 K 東宮の 御皋問 所 0 

束 宮は保 W 親王 0 

O こそ なれ 異本に こそ 見れ •/.< あ 


?JVJ なら は 同じ こ" /」 なら ( 

の やうに 早く  K る 位なら ゆ。 


〇 風 も ふき あへ ぬ 風の 吹く まで 

もな く、 早く 移って しま ふ o 


古今 和歌 集卷 第二 春歜下 


雲林院 にて 櫻の 花 をよ める  そうく 法師 

i,- さ ^我 もちり なむ ひとさかり ありな ば 人に うきめ 見えな む 

あ ひ 知れ リ ける 人の まう できて 歸リ にけ る 後に よみて 花に さしてつ か は 

しける  貫  之 

ひとめ 見し 君 もやく ると 樱 花け ふ は 待ちみ て 散らば ちらな む 

山の 櫻 を 見て よめる 

春が すみな にかくす らむ櫻 花 ちる ま を だ にも 見るべき もの を 

、ひ 地 そこな ひて ゎづら ひける 時に 風に あたら じと てお ろし こめて のみ 侍 

リ ける 閒に 折れる 櫻の 散リ がた になれ りけ る を 見て よめる 藤 原よ るかの 朝臣 

たれこめて 春の ゆく へ も 知らぬ まに 待ちし 櫻 も 移ろ ひに けり 

東宮の 雅院 にて 櫻の 花の 御祸 水に ちリて 流れけ る を 見て よめる 菅 野 高 世 

枝よりも あだに 散りに し 花 なれば 落ちても 水の 泡と こそ なれ 

櫻の 花の ちリ ける をよ める  貫  之 

ことならば 唉 かす や は あらぬ 櫻 花み る われさ へ に しづ 心なし 

櫻の ご と疾 くちる 物 はなしと 人 の い ひければ よめる 

さくら 花と く 散りぬ ともお も ほえす 人の 心 ぞ風も ふき あ へ ぬ 

ニー 一 一 


〇 よき C 吹け 避けて 吹け o 

〇 心づ から 心から o 花 が 自分 の 

心から。 

〇 いかに ちれ さか 云々 此の上に 

$」ん なに 欽れ VJ いふので 風 は 吹く 

のたら うか。 

OHI はこ-ろに 云々 風 は 心 まか 

せに する であら う o 


〇 涙 花 る を 惜しむ 涙 *> 


O な^り 餘波 0  &で 風の 止ん た 

あ ミに S の 立つ こ VJO 風の 吹いた 

あ.、 JO 

〇 ならの みか^ 平 城 天皇 o 


古今 和 敬 集卷 第二 春 敬 下  二 四 

さく、 りの 花の ちる をよ める  紀 友 則 

久 かたの ひかりの どけき はるの 日に しづ 心なく 花の ち るら む 

たち は A 

柬宮 の帶 刀の 陣 にて 櫻の 花の 散る をよ める  藤 原 好 風 

春風 ははな の あたり をよ きて 吹け 心づ から やうつ ろ ふとみ む 

櫻の ちる をよ める  凡 河. 內躬恆 

ゆきとの み 降る だに ある を 櫻 花い かに ちれと か 風の 吹 くらむ 

ひえに 登 リ て歸リ まう できて 詠める  貫 之 

山た かみ 兄つ 、 わが こし 樱花風 はこ、 ろに まかす ベ ら なり 

題 しらず  大伴黑 主 

はるさめの 降る は戾 かさくら 花ち る を をし まぬ 人し なければ 

亭子院 の 歌合の 欲  貫  之 

さくら 花ち りぬ る 風の なごりに は 水な きそら に波ぞ 立ちけ る 

ならの みかどの 御 歌 

故鄉 となりに し奈 良の みやこに も 色 はか はらす 花は唤 きけ り 

春の 歌と てよ める  茛岑宗 良 

花の 色 はかす みに こめて 見せす とも 香 を だに ぬすめ 春の 山風 


〇 花の木 花 G ^く 木" 

o ほり as ゑ じ 掘って 來て植 ゑ ま 

、 o 

〇 到りい たらね 云々 春 は こに 

でも 皆 一 はに 到る ぺ きもので ある 

のに。 

O しかも さも o この やうに も o 

C 雪 杯^の 皇子 仁 明 天皇 第七皇 


〇 な ゆの^の かゆ かば 花の 陰が 

ないで はない。 日が 慕れ たなら は 

花の 椟 に 5? らう ミ いふ 怠 0 


っ^し^ら や は 花が 散ら やに あ 

つたなら o しは^ を强 める 助 調" 

〇 ありな め^ あらう けれ^も o 

o 花の ご *、.- 世 0 常なら は 世の中 

が 花の 年々 きまって 吹く やうに 定 


o すぐして し 昔 過して 來た 昔。 

〇 かへ り 来な まし 歸 つて 來 るで 

あらう に o 

〇 あつら へつ くる ものなら は 賴 

•C でい ひつ けられる ものなら は o 

〇來 ぬ もの ゆ ゑに 来 もしない の 


寬 平の 御 時 后の 宫の 歌合の 歌  素性 法師 

花の木 も 今 は ほり 植ゑじ 春た てばう つろ ふ 色に 人なら ひけり 

題 しらず  讀人 しらず 

春の 色の 到りい たらぬ 里 は あら じ唉 ける さかざる 花の 見 ゆらむ 

卷の 歌と てよ める  貫  之 

三輪 山 をし かも かくす か 春が すみ 人に しられぬ 花や さくらむ 

み こ  ほとり 

雲 林院の 皇子の 許に 花見に 北山の 邊に まかれり ける 時に よめる 素  性 

いざけ ふ は 春の 山邊に まじりな む 暮れな ばな ゆの 花の かゆ か は 

春の 歌と てよ める 

いつまで か 野邊に 心の あく がれむ 花し 散らす ば 千代 も經 ぬべ し 

題 しらず  讀人 しら ず 

春 ごとに 花の さかり はありな めど あひ^む こと は 命な りけ り 

花の ごと 世の常な らばす ぐして し 昔 はまた も か へ り 來な まし 

^く 虱に あつら へ つくる ものなら ば 此の 1 本 はよ きょと いはまし 

待つ ひと も來ぬ もの ゆ ゑに 鶯の なきつる 花 を 折りて ける かな 

寬 平の 御 時き さいの 宫の 歌合の 歌  藤 原 興 風 

古今 和歌 集卷 第二 春 歌 下  二 五 


〇 ちぐさな がらに 5」 んな 花で 

すべて o 


古今 和歌 集卷 第二  # 歌 下  二 六 

唉く花 はちぐ さながらに あだなれ ど たれ か は 春 を 恨み はてた る 

春が すみ 色の ちぐさに 見えつ る はたな びく 山の 花の かゆ かも 


C 玆 G なく 野^ 

んで なく^。 


は^が 惜し 


o 仁 和の 中 將の御 息 所の 家 光孝 

天皇の 御代、 中 將の御 a 所ミ 云つ 

た 家 o 

G たったの 山 餒 が 立つ V. -、 立 田 

山 方に かけた もの _* 

〇 誰に お ほせて 誰の #3 にして。 

〇 こ  >  ら PO 多い 意 Q こ  >  で 

はしき りに の 意が 當 る。 


かすみた つ 春の 山邊 はと ほ けれど 吹きく る 風 は 花の香 ぞ する 

うつろへ る 花 を：！： ^てよ める 

花 みれば 心さ へ に、 ぞうつ りけ る 色に は 出で じ 人 もこ そ 知れ 

^しらず 

鶯の なく 野逡 ごとに 來て みれば うつろ ふ 花に かぜ ぞ 吹きけ る 

吹く かぜ をな きて うらみよ 鶯 はわれ や は 花に 手-たに ふれた る 

散る 花の なくに しと まる ものなら ば われ 鶯 におと らまし や は 

仁 和 の 巾將 の 御 息 所 の 家に 缺合 せむ とてし ける 時に よめる 

花の ちる こと やわび しき 春が すみた つたの 山のう ぐ ひすの 聲 

鶯の 鳴く をよ める 

こ づた 

木傳 へばお のが 羽 虱に ちる 花 を 誰に お ほせて こ、 ら鳴 くらむ 

鶯の 花の木に て 鳴く をよ める 


在 原 元方 


ay 


讀 人 


恆 


ず 


典侍 洽子 朝臣 


藤 原 後 蔭 


素 


4 


恆 


つ しるしな き 詮ない。 役に も 立 


ols なめて 一本 「駒な ベて」 V.- あ 


〇 世に ふる 男女の かたら ひ をす 


〇 ながめ 物 S ひ -、」長 雨- /J* か 

て 云った もの o 

〇絲 によられ なむ 絲 によられ 

ものなら よいに o 


OS? もさり あへ や 道 もよ けられ 

c 花ぞ改 りけ る 花ば 女ら を 云つ 


〇 や^りして 云々 春の 山^に や 

^りして ねたる 夜ば の^ _> 


しるしな き 音 を もな く かな 鶯 のこと しのみ ちる 花なら なくに 

題 しらず  讀 人し ら ず 

駒 なめてい ざ 見に ゆかむ 故鄉は 雪との みこ そ 花 は 散 るら め 

散る 花 を 何 か 恨みむ 世の中に わが 身 もと もに あらむ もの か は 

花の 色 は 移りに けりない たづら に 我が身 世に ふるなが めせし ま」 
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仁 和の 巾將 のみや すん 所の 家に 歌合せむ とてし ける 時に よめる 

をし と 思 ふ 心は絲 によられ なむ 散る 花 ごとに ぬきてと ゾ めむ 

志 賀の山 越に をん なの 多く あ へ りけ るに よみて 遣 はしける 

梓弓 はるの やまべ を 越え くれば 道 もさり あ へ す 花ぞ 散りけ る 

寬 平の 御 時き さい の宮の 歌合の 歌 

春の 野に 若菜つ まむ とこし もの を 散り かふ 花に 道 はま どひぬ 

山寺 に まう でた リけ るに よめる 

やどりして 春の 山邊 にね たる 夜 は 夢のう ちに も花ぞ 散りけ る 

寬 平の 御 時き さ い の宫の 歌合の 歌 

吹く 風 と^の 水と しな かりせば み 山が くれの 花 を 見 まし や 

古今 和^ 集卷^ 二 养歌下  二 七 


貫 


町 


性 


之 


c 今 も かも も は 共に 助詞。 今や 

さいふ 意 o 

〇 あかなく に 何ミも 云へ やよい 

のに a 

〇 あやな あやなし に 同じ。 

〇 な 咲き そ 咲くな 0 


〇 あは まし もの を 逢 ふやう に來 

るべき であった のに o 


〇 そこ V もい はぬ 云々 何處 VJ*^ 

まった 旅で なく 心の むくま 、 に步 

いて 旅寢 をして 見たい。 


古今 和^ 集卷 第二 春 歌 下  二八， 

もと 

志賀 より 歸り ける 女 どもの 花 山に 入りて 藤の 花の 下に 立ちより て歸 りけ 

るに 詠みて 送りけ る  僧 正 追 

よそに 見て か へ らむ 人に 藤の 花 は ひまつ はれよ 枝 は 折る とも 

家に 藤の 花 さけ リ ける を 人の 立ちと まりて 見け る をよ める  躬 

我が 宿に さける 藤 波た ちか へ り 過ぎが てに のみ 人の 見 るら む 

題 しらず  讀 人し 

今 も かも 晚 きに ほふらむ たちばなの こじまの さきの 山吹の 花 

はるさめ にに ほへ るいろ も あかなく に 香 さ へ なつかし. E 吹の 花 

山吹 は あやなな 唤 きそ 花見む とう ゑけ む 君が こよ ひこな くに 

吉野 川の 邊に 山吹の^ けりけ る をよ める  貫 

吉野 川き しの やまぶき 吹く 風に 底の かけさ へ うつろ ひに けり 

題 しらず  讀 人し 

か はづなく 井手の 山吹ち りに けり 花の さかりに あは まし もの を 

此の 歌 は 或 人の いはく 橘の きょと もが 歌な リ 

舂の缺 とてよ める  素 

思 ふ どち 春の 山邊 にう ち むれて そこと もい はぬ 旅寢 してし が 


〇 かへ る 道に し 云々 歸る迠 に 旅 

立った ので o  Is! はたつ の緣に 云つ 

たもの o 


o もの vj はなしに 

のに a 

〇敉 る 花 花つ みの 女^も なさ 

て 云った もの 0 


春のと く 過ぐ る をよ める 

梓弓 春た ちしより としつきの 射る がごと くもお も ほ ゆる かな 

やよひ に 鶯の聲 久しう 聞え ざり ける をよ める 

鳴きと むる 花し なければ 鶯も はて はものう くな りぬ V ら なり 

やよひ のつご もリ がた に 山 を 越えけ るに 山川より 花の 流れけ る を 

花 ちれる 水の まに/^ とめ くれば 山に は舂も なくなりに けり 

春 を 惜しみて よめる 

をし めど もと V まらな くに 春霞 か へ る 道に したち ぬと 思へ ば 

寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌 

聲 たえすな けゃ鶯 ひととせに ふたたび とだに 来べき 春 か は 

やよひの つ ごも リの日 花つ みよ リ歸リ ける 女 ども を 見て よめる 

と ヾ むべ きものと はなしに はかなく も 散る 花 ごとに たぐ ふ 心 か 

やよひの つ ごもり の 日 雨の 降りけ るに 藤の 花 を 折りて 人 に 遣 はしけ 


身 

； める 

與 


14- 


ぬれつ/' ぞ しひて 折りつ る 年の 內に春 は 幾日も あら じと 思へば 

古今 和歌 集卷 第二 春 歌 下  二 九 


恆 


之 


m 父 


方 


風 


業 平 朝臣 


C 今 B のみ VJ 云々 春 をもう け ふ 

たけで ある VJa はぬ 時で も o 

〇 たつこ ミ やすき 云々 花の は 

たち 去りたくない 0 か はは 反 ーぉ0 


古今 和歌 集卷 第二 卷歌下  三 〇 

亭子院 の 歌合に^ の はての 歌  躬 

今日の みと 春 を 忍 はぬ 時 だに も たつこと やすき 花の かけ か は 


恆 


〇 あまたに あまたの 攒 


〇 うち 羽ぶ き 羽 を 振 ふ 


〇艽 月 こ は 五 刀 になったなら は 

〇 またし き ほ ，〕J のこ ゑ また その 

s-is にならぬ うちの 整。 

C 昔の ひ ミ 前 かたのな じみの 入 


古今 和歌 集 卷 第三 

夏 歌 

題 しらず  讀人 しらず 

我が やぶの 池の 藤 波 さきにけ り 山 ほと > ぎす いっか 來 なかむ 

こ の缺 ある 人の いはく 柹 本人 麿が なリ 

卯月に さける 權を 見て よめる  ^とし さ だ 

あはれ て ふ 事 を あまたに やら じと や 春に 遲れて ひとり さくらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

さっき まつ 山 郭公う ち 羽ぶ きい まもな かなむ 去年の ふる ご ゑ 

^  勢 

？ つき 

五月、 .T はなき も^りな む 郭公 まだし き ほどの， .1 ゑ をき かば や 

讀人 しらず 

さっき 待つ ^たちばなの 香 を かゆば 昔の ひとの 袖の 香ぞ する 

い つの まに 五 月き ぬ らむ あしび き の 山 郭公い ま ぞ鳴 くなる 

古今 和 欲集卷 第三 夏 歌  三 一 


古今 和歌蕖 卷第三 S 歌 


三 一 一 


G いま た 旅 なる ほミ  > ぎす な r 朝 

はじめて 来た £5 かりで、 また 住み 

つか や 旅心 持で.^  く郭  <ム0 


〇 はた 又 0 三 句の 上に 15 いて 見 


〇 ^はかりこ そ 云々 すべてが 昔 

V」 は P- つて ゐ るが、 郭公の 聲 たけ 

は：^  G 通りで ある o 


〇 ながな く S 汝が 鳴く 里0 

〇 思 ふ ものから 思 ひ はする が o 

〇 から くれな ゐの 次の 句の 序 o 

〇 ふり 出て ぞ 鳴く  @ に 出して 泣 

ぐ o 

〇 わが 衣手の ひづを 云々 わが 袖 

の：^ れてゐ るの を 借りる がよ から 

ラ o 

〇 なり はへ て 時 長く o 閒斷 なし 


けさき なき いまだ 旅なる ほと  > ぎす 花 たちばなに 宿 はいらな む 

音 羽 山 を 越えけ る 時に 郭公の 鳴く を ききてよ める  お 友 則 

音 羽 山け さ 越え くれば ほと ， ぎす 梢 はるかに 今ぞ なくなる 

郭公の 初めて 鳴きけ る を 聞きて よめる  素  性 

ねし 

ほと ， きす^ 聲 きけば あ. ちきな く 主 さだまらぬ 戀 せらる はた 

奈茛 の 石の 上 寺に て 郭公 の 鳴く をよ める 

いその かみ ふるき みやこの 郭公 聲 ばかり こそむ かしな り けれ 

題 しらず  镇人 しらず 

夏山に なく ほと ， ぎす 心 あらば 物お も ふわれ に聲な 聞かせ そ 

ほと ， ぎすな く聲 きけば わかれに し 故鄉さ へ 、ぞこ ひし かりけ る 

郭公な がな く 里の あまた あれば なほ 疎まれぬ 思 ふ ものから 

おも ひ いづると き はの. E の 郭公から くれなる の ふり 出て ぞ 鳴く 

こ ゑ はして 淚 は^えぬ ほと  >  ぎす わが 衣手の ひづ をから なむ 

あしび きの 山 郭公 をり はへ て 誰か まさると 音 をの みぞな く 

いまさらに 山へ かへ るな 郭公 こ ゑの かぎり は 我が やどに 鳴け 

みく にのまち. 


〇 わがや^ をし も 云々 鳴き-過 52 

られぬ やうに わ が 宿で はか り 鳴 い 


〇 あか や.、. -ゃ 鳴く あまり 夜 一 

いの を^り しく  S つて 鳴く  < 


〇 それ か あらね か 去年の 郭公. 

しら、 さう ではない かしら 0 


〇& た、、 >  夜 一 筏 ひた. 


やよ やまて 山 郭公- ) とづて む われ 世の なかに すみ わびぬ とよ 

寬 平の 御 時き さ い の宫の 歌合の 歌 

さみだれに 物 思 ひ を れば郭 公 夜ぶ かく 鳴きて いづち 行，、 らむ 

夜 やくら き 道 やま ど へ る 郭公 わがや ど をし も 過ぎが てに 鳴く 

やどりせ し 花 たちばな も 枯れな くにな ど 郭公 こ ゑた え ぬらむ 

夏の 丧の ふす かとすれば 郭公な くひと 聲に 明くるし の 、 め 

暮る ， かと みれば 明けぬ る 夏の 夜 を あかす とや 鳴く やま 郭公 

夏山に こ ひしき 人 や 入りに けむ 聲 ふりたてて 鳴く ほと 、 ぎす 

題 しらず 

去年の 夏な きふるし てし 郭公 それ か あらぬ かこ ゑの か はらぬ 

郭公の 鳴く を 聞きて よめる 

五月雨の そら もと ノ ろ LL 郭公な に をう しと か 夜た V 鳴 くらむ 


紀友則 

大江 千里 

紀貫之 

壬 生忠岑 

紀秋岑 

讀人 しら ず 

貫  之 


せ 今 和歌^ 卷第三 夏 歌 


三 三 


o ひ"、. - まつや ま 人 を 待って みる 

松 山。 

〇 われう ちつけ に 云々 .0 分 も 人 

を 待つ 心が に はかに まさった o 

〇 早くす みける 所 以前に 住んで 

ゐた所 o 

〇 むかしべ や 云々 昔が 今でも 戀 


〇 またよ ひながら また 宵の ま 

で 更 る § もな くもう 明けた o 


o いも ミ 我がね- 

の 序 o 


古今 和歌 集卷 第三 夏 歌  三 四 

さ ぶら ひに て をの こどもの 酒た うべ ける に 召して 郭公 まつ 

歌よ めと ありければ よめる  躬  恆 

郭公 こ ゑ もき こえす 山び こ は ほかに 鳴く 音 を こた へ や はせ ぬ 

山に 郭公の 鳴きけ る を 聞きて よめる  貫  之 

郭公 ひとまつ やまに 鳴く なれば われう ちつけ に戀 ひま さりけ り 

n 十く すみけ る 所に て 郭公の 鳴きけ るを閒 きて よめる  忠  SI, 

むかしべ や 今も戀 しき ほと /- ぎす 故郷に しもな きてき つらむ 

郭公の 鳴きけ る を 聞きて よめる  躬  恆 

ほと 、 ぎす われと はなしに うの 花の 薆 きょの 中に 鳴き 渡 るら む 

蓮の 露 を 見て よめる  僧正 遍昭 

はちす 葉の にごりに しまぬ 心 もてなに か は 露 を 玉と あざむく 

月の 面. E かリ ける 夜 あかつきが たによ める  深 養 父 

夏の 夜 はま だよ ひながら あけぬ る を 雲の いづこに 月 宿 るら む 

鄰ょリ 常夏の 花 を こ ひに お こせたり ければ をし みて こ の缺 をよ みて 遣 は 

しける  躬  恆 

塵 を だに すゑ じと ぞ S ふ哚 きしょり いもと 我がぬ る 常夏の 花 


二、、. -1H ふ 


み な 月 の つ ごもり の 日よ める 

夏と 秋と ゆきか ふ 空の か ょひぢ はかた へ 涼しき 風 や 吹 くらむ 


古今 和^^ 卷第三 夏欤  コ一 五 


古今 和^ 集 卷第四 秋 歌 上 


三. I ハ 


G 凉し くも あるか 


t は， かなの 


O 若 渡りな は 鈸女 星の 心 ミ して 

詠ん たもの。 君 は 牽牛星 を さす 0 

〇 たな はたつ め 截女 星。 


古今 和歌 集 卷第四 

秋 歌 上 

秋立つ日 よめる  藤 原敏行 朝臣 

秋來 ぬと 目に はさ やかに 見えね ども 風の 音にぞ 驚かれぬ る 

秋 立つ 日う へ の をの こども 賀 茂の 川原に 川 逍遙し ける. V もに まか リ てよ 

める  貰  之 

川風の 涼しく も あるかう ちょす る 波と ともに や 秋 は 立 つらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

我がせ こが 衣の 椐を 吹き か へ し うら 珍ら しき 秋の はつ 風 

昨日 こそ さ 苗と りし か い つ のまに 稻葉 そよ ぎて 秋風 ぞ 吹く 

あきかぜの 吹きに し 日より 久 かたの あまの 河原に たたぬ 日 はなし 

ひさかたの 天の河 原の わたしもり 君 渡りな ばか ぢ かくして よ 

天の川 もみ ぢを 橋に わたせば や たなばた つめの 秋 をし も 待つ 

こひ戀 ひて 逢 ふ 夜 は 今宵 あまの 川霧た ちわたり あけす も あらな む 


〇 あさせ しら 彼 ^瀨な 知らね の 

で 0 

〇 渡り はてね は また 渡って しま 

〇 年に ひ.、」 た， び 云々 一年に 一度 

逢 ふ 位なら^ ふ V」 は 云 ばれない。 


〇 たな はたの 久しき ば 5」 に 云々 

棚 機に あやかって 久しく 待つ や 

な * になる かも 知れぬ ので o 


〇 今 こむ 年 今から 来る年 0 來年 

〇 いつしか w のみ いっか./、  VJ 


寬 平の 御 時 七日の 夜う へ にさぶ らふ 男 ども 歌 奉れと 仰せられ ける 時人 に 

かはリ てよ める  友  則 

天の川 あさせ しら 波 たどりつ ゝ わたり はてねば 明けぞ しにけ る 

同じ 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  藤 原 興 風 

契りけ む心ぞ つらき たなばたの 年に ひとたび 逢 ふは^ 1 ふか は 

なぬかの 口の 夜よ める  凡 河 內躬恆 

年 ごとに 逢 ふと はすれ ど たなばたの ぬる 夜の 數ぞ すくな か o ける 

たなばたに かしつる 絲 のうち はへ て 年の を 長く 戀 ひや 渡らむ 

題 しらず  素  性 

今宵 來む 人に は あは じ たなばたの 久しき ほどに 待ち もこ そ すれ 

七日の 夜の 嘵に よめる  源宗于 朝臣 

今 はとて わかる  >  とき は 天の川 渡らぬ さきに 袖 ぞひぢ ぬる 

八 H の 日よ める  壬 生忠岑 

け ふより は 今 こむ 年の 咋日を ぞいつ しかとの み 待ち 渡るべき 

題 しらず  讀人 しらず 

木の 閒 よりもり くる 月の かゆ 見れば 心づ くしの 秋 はきに けり 

古今 和歌 集 卷第四 秋 歌 上  三 七 


a あは かたの 秋 世^ 一般. い 秋。 

S 分 一 人ので はない 秋。 

〇 やが 身 こそ 自分 一 人が o 


古今 和^ 集卷第 四 秋 歌 上  三 八 

お ほかた の 秋く るから にわが 身 こそ 悲しき ものと 思 ひ 知り ぬれ 


o これ さたの みこ 光孝 天皇 第二 

皇子。 是貞 親王。 

o いつは ミは いつは 物み-思 はね 

時 V」 いふ 時節 はない、 いつでも 物 

思 ひ は あるが" * 

〇 かんなり のつ & 齄芳舍 をい ふ 


わが 爲 にくる 秋に しも あらな くに 蟲の 音き けば まづぞ 悲しき 

ものごとに 秋ぞ 悲しき もみ ぢっ ， 移ろ ひゆく を かぎりと 思へば 

ひとりぬ る牀は 草葉に あらね ども 秋く る 宵 はつゆけ かりけ り 

これさだの みこの 家の 缺 合の 歌 

いつはと は^は わかね ど 秋 _s 农ぞ物 思 ふ 事の かぎりなり ける 

かんな リの つぼに 人々 集ま リて 秋の 夜 惜しむ 歌よ みける つ いでに よめ ス 

tan 

身 

かくば かり をし と 思 ふ 夜 をい たづら に 寐て明 すらむ 人 さ へ ぞうき 


恆 


題 しらず 

しら 雪に 羽う ちか はしと ぶ臈 のかす さ へ み ゆる 秋の 夜の 月 

さよな かと 夜 はふけ ぬらし 雁が ねの きこ ゆる 荃に月 渡る み ゆ 

是貞 のみこ の 家の 歌合に よめる 

月見れば ち V に 物 こそ 悲し けれ わが 身 一 つの 秋に は あらね ど 

久 かたの 月の 桂 も 秋 はな ほ もみ ぢ すれば や 照り まさるら む 


讀人 しらず 


大江 千里 


忠 


岑 


〇<ら ぶの 山 もこえぬ ベ ら なり 

ほい VJ いふ 名の くらぶ 山ん @ え. 

れょ う.、 はれる o 


〇 さむから し 寒い らしい 

〇 やつる、 見苦し 


o ひ V」 まつ 蟲 人ケ 待つ、 t 松 sa- 

il方に かけた もの  o 


〇 なきつ るな ぺ 

ら 引^いて。 


鳴いて： K なが 


古今 和^ 集卷第 ra 秋 歌 上 


u をト、 める  在 原 元方 

秋の 夜の つきの 光し あかければ くらぶの 山 もこえぬ ベら なり 

人の 許に まかれり ける 夜き リ. ^すの 鳴きけ る を 聞きて よめる 藤 原 た ^ ユさ 

0 いたくな 鳴き そ あきの 夜の ながき 思 ひ はわれ ぞ まされる 

是袁 のみこの 家の 歌合のう た  铽行 朝臣 

秋の 夜の 明くる も 知らす 鳴く 蟲 はわが ごと 物 や 悲し かるらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

秋 萩 も 色 づき ぬればき り <\ す 我がね ぬ ごと や 夜 は 悲しき 

秋の 夜 は 露 こそ ことにさむ からし 草 むら ごとに 蟲のゎ ぶれば 

君し のぶ 草に やつる 、故郷 はまつ むしの 音ぞ 悲し かりけ る 

秋の 野に 道 もま どひぬ 松蟲 のこ ゑす るかた にや どやから まし 

秋の 野に ひとまつ 蟲の聲 すなり われ かと 行きて いざと ぶら はむ 

もみ ぢ 葉の 散りて 積れ る 我が 宿に 誰 を まつ 蟲こ 、ら鳴 くらむ 

ひぐ らしの なきつる なべ に 日 は 暮れぬ と 思 ふ は 山の 陰に ぞ ありけ る 

ひぐ らしの なく 山里の ゆ ふぐれ は 風より ほかにと ふ 人 もな し 

初 腐 をよ める  .  在 原 元方 

三 九 


古今 和^ 巢卷第 四 秋 歌 上 


四 〇 


o 待 

て ほ 


つ 人に あらね ものから 待つ 

る 人で はない がつ 


〇 もみお あへ なくに 十分に 紅裟 

のに a 


〇 衣 かりがね 衣 を 借る VJ 臈ミに 

かけある o 


〇 ^を ほに 云々 空 を 海に 見立て 

て、 船 VJ いひ、 餘 高く 鳴く の 

を ほに あ； 5 る VJ いった もの o 


待つ 人に あらぬ ものから 初臈 のけさな く聲 のめ づ らしき かな 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌 

秋風に 初膊 がね ぞ きこ ゆなる たがた ま づさを かけて 來 つらむ 

題 しらず 

我が 門に 稻ぉ ほせ 鳥の 鳴くな ベ にけ さ 吹く 風に 臈は來 にけ り 

いと 早 も 鳴きぬ る斶 かしら 露の 色 どる 木々 ももみ ぢぁ へ なく 

春霞 かすみて いにし かりがね は今ぞ なくなる 秋ぎ りの 上に 

夜 を 寒み 衣 かりがね なくなべ に 萩の 下葉もう つろ ひに けり 

此の^ は 或 人の いはく 称 本人 麿が なリと 

寬 平の 御 時き さ いの 宮の 歌合の 歌 

秋風に 聲を ほに あゆて くる 船 は 天のと わたる 臈にぞ ありけ る 

嗎の なきけ る を 聞きて よめる 

うきこと を 思 ひつら ねて 臈が ねの 鳴き こそ 渡れ 秋の よな 

是貞 のみこの 家の 歌合の 敬 

山里 は 秋， 〕 そこと にわび しけれ 鹿の 鳴く 音に めをさましつ 


女 


讀人 しら 


藤 原菅根 朝臣 


弓 


忠 


誼 


恆 


しらず 


〇紅 ^ふみわけ 鹿が ふみわけ 


〇 うら びれ をれ は 物 S ひ をして 

W: るのに o 

0ミ よみ ひノ くほ^に 0 

〇 しがら み ふせて 踏み荒し おし 

ふせて しが ら み ミ して o 


〇 ふるえ 古枝 o 去年 G 古枝 o 


〇 けね 滑え ね 。滑え た。 

〇 た. C- 、に た- P- むば 5.- に o 

O ぬれて を を は 威 動の 助詞 o 


おくやまに 紅葉 ふみわけ なく 鹿の 聲 きくと き.  ぞ秋 はかなし き 

題 しらず  * 

秋 萩に うら びれ をれば あしび きの 山した とよみ 鹿の 鳴 くらむ 

秋 はぎ をし がらみ ふせて 鳴く 鹿の 目に は 見えす て 音の さやけ さ 

是ぃ M のみこの 家の 歌合 によめ る 

秋 萩の はな 唉 きに けりた かさごの をの へ の 鹿 は 今や 鳴 くらむ 

昔 あ ひ 知りて 侍リ ける 人の 秋の 野に て逄 ひて 物語し け るつ いでに よ 

あき 获の ふるえに さける 花み れば も と の 心 は 忘れ ざ り けり 

題 しらず 

秋 萩の 下薬 色づ くい まより やひ とりある 人の いねが てに す る 

なき わたる 臈の淚 やおち つらむ 物 思 ふ 宿の 萩のう への 露 

萩の つゆ 玉に ぬかむ ととれば けぬ よし^む 人 は 枝ながら 見よ 

ある 人の いはく この 歌は奈 良の 帝の 御 歌な リと 

をり てみ ばお ちぞ しぬべき 秋 萩の 枝 もた わ/' における 白露 

萩が 花ち るら む 小 野の 露霜に ぬれて を 行かむ さ 夜 はふく とも 


める 

讀 . 


恆 


しらず 


占ケ 卯^ if 卷ぉ 四 秋 歌 上 


四 


〇 名 をむ つましみ 女郞 花. /J い 

名が むつ ましい ので o 


〇 あまの 川原に おひね もの ゆ ゑ 

天の川の 川原に 生えて ゐ るので 

ない のこ o 


古今 和歌 集卷第 W 秋 歌 上  四 一 j 

是貞 のみこの 家の 歌合に よめる  文 屋朝隶 

秋の 野に おく 白露 は 玉 なれ やつらぬ きかくる くもの 銶すぢ 

あ， I らず  ^ 雇 召 

名に めでて 折れる ばかり ぞ 女郎花 われお ちに きと 人に 語るな 

佾正 1  一昭が 許に 奈良 へ まか リ ける 時に 男 山に て 女郎花 を 見て よめる 

布 

女 坷 花う しとみ つ ， 、ぞ ゆきす ぐる 男 山に したてり と y 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  敏 

秋の 野に やどり はすべ し 女郎花 名 をむ つましみ 旅なら なくに 

題 しらず  小 

女郎花 多 かる 野邊に 宿りせば あやなく あだの 名 を や 立ちな む 

朱 雀院の 女郎花 合に 詠みて 奉リ ける  左のお ほ いまう ち 君 

をみ なへ し 秋の 野 風に うちな びき 心 ひとつ を 誰に よ すらむ 

藤 原定方 朝臣 

^ならで あ ふこと かたき 女郎花 あまの 川原に おひぬ もの ゆ ゑ 

貫  之 


留 今 道 

行 朝 臣 

野美材 


〇 たが あきに 云々 ^が 飽きた" 

いふ W でもない のに o 


〇 ながむ る し を， 

しづ む。 


〇 う 

巧 化 


■C- めた く  ^遣 はしい o 女 

を 女に 見立てて 云った もの。 


〇§ てぬ }3 かけし ^てぬ ぎ 

たもの たらう か o 


たが あきに あらぬ 物 ゆ ゑ 女郎花 なぞ 色に いでて まだき 移ろ ふ 

妻， 」 ふ る鹿ぞ なくな る 女郎花お のがす む 野の花と しらす や 

^郞花 ふきす ぎて く る 秋 かぜ は 目に は 見えね ど 香、 J そしる けれ 


身 


忠 


恆 


お 「 


人 る こと やくる しき 女郎花 秋ぎ りに のみた ちかく るら む 

ひとりの みなが むる より は 女郎花 わがす む猎 にう ゑて 見 まし を 

物へ まかりけ る 人の 家に 女郎花う ゑた リ ける を^て よめる  兼 覽 王 

女郎花う しろめた くも 見 ゆる かな 荒れた る やどに 獨り たてれば 

宽 平の 御 時藏人 所の をの こども 嵯峨 野に 花見む とて まか リたリ ける 時歸 

ると て 歌よ みける ついでに よめる  平 文 

花に あかで なに 歸 るら む 女郎花お ほかる 野邊 にね なまし もの を 

是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  敏行朝 E 

何人 かきて ぬぎ かけし ふ ぢば かま 來 る 秋 ごとに 野遷 を勻 はす 

藤 袴 をよ みて 人に 遣 はしける  貫  之 

やどりせ し 人の かたみ か 藤ば かま 忘られが たき 香に 勻 ひつ ， 

古今 和歌 集 卷第四 秋 歌 上  四 三 


〇 はに いづる 秋 锈の as る 秋" 


〇 は にいで てまねく 色に あら は 

して ほしい 人な まねく。 


古今 和 欹集卷 第 四 秋 歌 上  四 四 

ふ ぢば かま をよ める 

ぬし しらぬ 香 こそ 勻 へれ 秋の 野に たがぬ ぎ かけし 藤 袴ぞも 

題 しらず 

今より は植 ゑて だに 見 じ 花 蒲 ほに いづる 秋 はわび しかりけ り 

寬 平の 御 時き さいの 宫の 歌合の 馱 

秋の 野の くさの たもと か 花^ ほに いでて まねく 袖と み ゆらむ 


O ひも さ く 花の 開く こ VJO 

〇 おも ひた はれむ K がり^れ よ 


〇 人 はふり にし 宿 住んで 居る も 

の は 老人で ある。 

{JJ 宿 なれ や 宿に て あれ はに やの 


素  性 

平貞文 

在 原む ね やな 

素性 法師 

われの みや あはれ と 思 はむ 巷 なく ゆ ふか ゆの やまとなでしこ 

題 しらず  讀 人し ら ず 

みどりなる ひとつ 草と ぞ春は 見し 秋 は 色々 の 花にぞ ありけ る 

も 、 草の 花の ひもとく 秋の 野に おも ひた はれむ 人な とがめ そ 

月 草に 衣 はすら む あさ 一! 路に ぬれての のち はう つろ ひぬ とも 

仁 和の 帝み こに おはし ましけ る 時 ふる の 瀧 御覽ぜ むと て おはし ましけ る 

道に 遍昭が 母の 家に 宿り 給へ りけ る 時に 庭 を 秋の 野に つく リて 御物 語の 

ついでに よみて 奉リ ける  偺正遍 

里 は あれて 人 はふり にし 宿な. れゃ庭 もまが きも 秋の 野ら なる 


〇 吹く からに 吹 

〇 むべ 尤もな こ" 


-そ のま 


〇 あしたの はら 朝の 原 。片 岡に 

あ る 原。 

〇 かねて はや。 すでに。 

o 神な びの 森 神な ぴ 山.、」 共に 大 

高 市 IS にある o 


古今 和歌 集 卷 第五 

秋 歌 下 


o おなじえ 同じ 一本の 木の 枝 o 

古今 和歌 集卷 第五 秋 歌 下 


是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  文 屋康秀 

吹く からに 秋の 草木の 萎 るれば むべ 山風 を あらしと いふら む 

草 も 木 も 色 か はれ ども わたつ 海の なみのはなに ぞ秋 なかり ける 

秋の 歌合し ける 時に よめる  紀淑望 

もみ ぢ せぬ とき はの 山 は 吹く 風の 音に や 秋 をき きわた るら む 

題 しらず  讀人 しらず 

霧た ちて 臈ぞ 鳴くなる 片 岡の あしたの はら はもみ ぢし ぬらむ 

神無月し ぐれ もい まだ 降らな くに かねてう つろ ふ 神な びの 森 

ちはやぶる 神な び 山の もみ ぢ 薬に おも ひ はかけ じうつ ろ ふ もの を 

貞觀の 御 時较綺 殿の 前に 梅の 木ぁリ けり 西の方に させ リ ける 枝の 紅葉 

そめた リ ける をう へに 侍 ふ^ど ものよ みける ついでに よめる  藤 原 勝 e 

おなじえ を わきて 木の 橥 のうつ ろ ふ は 西 こそ 秋の 初めな り けれ 

四 五 


O みね G こや ゑ 峯の木 


〇 ひ-、」 つ を 


古今 和^ 集卷 第五 秋 歌 下  四-; ハ 

石山に Si で け る 時 音 羽 山 の 杠葉を 見て よめる 

秋風の 吹きに し 日より 音 羽 山み ねの， J すゑ も色づ きに けり 

是贞 g み こ の 家の 歌合に よめる 

白露の 色 は ひとつ をい かにして 秋の 木の葉 をち  >  に そむら む 


な はつゆ. t 云々 露ば 露- 

て  その ま-おいて a 


〇 色々 こ.、. -に 云々 たノ 白い な 

みで なく、 いろくの 色で ^ノ 


〇 もる 山 蹁 る 山 を 守. s にかけ た 


〇 いお 一 赉埕。 瑞 mo 

〇 あへ や 堪へゃ o 


〇 雨 ふれ は かさ V.- いふ 爲の序 o 


秋の 夜の 露 をば つゆと おきながら 臈の淚 や 野邊を そむら む 

題 しらず 

秋の 露 色々 , とに おけば こそ 山の 木の葉の ちぐさな るら め 

もる 山の ほと リ にて よめる 

しらつゆ も 時雨 もいた くもる 山 は 下葉の ， .1 らす色 づきに けり 

秋の 歌と てよ める 

雨 降れ どつ ゆ ももら じ を 笠と りの 山 はいかで か 紅葉 そめけ む 

神の 社の 邊を まか リ ける 時に いがきのう も の 紅葉 を 見て よめる 

ちはやぶる 神の い 一？？ 一に はふ 葛 も 秋に は あ へ すうつ ろ ひに けり 

是贞 のみこの 家の 歌合に よめる 

雨 ふれば かさと り 山の もみ ぢ葉は 行き かふ 人の 袖 さ へ ぞ てる 


貫 

貫 


之 

行 朝臣 

生. 忠 岑 

人 しらず 

之 


在 原 元方 


貫 


忠 


之 

岑 


C 牧 にね.)」 も 云々 紅お はまた 散 

り はせ ねが、 散らね さきから o 


〇 よそ にても 見む よ 一 

ぐレ も 眺めたい か. 


〇 う ゑし 楨-; は 植 ゑて さへ おい 

たな •，；- は o し は 助お o 

〇 秋な き^ゃ 云々 秋の ない 年に 

は 吹かない たらう が o 

〇 花 こそ ちらめ 今^ G 花 は 散つ 

て— ま はう ひれ さも o 

〇s{ のうへ 禁中 o 


〇* いせね^ 云々 いつまでも 年 

の よらぬ 秋な 久しく 重ねて 長生す 


寬 平の 御 時き さいの 窗 の^ 合の 歌  讀人 しらず 

散らね ども かねて ぞを しき もみぢ 葉 は 今 はかぎ りの 色と： ^つれば 

大和の 國に まか リ ける 時 佐 保 山に 霧の たて リ ける を 兌て よめる 紀友則 

たがた めの 錦 なれば か 秋 霧の さほの 山べ をた ちかく すらむ 

Miis のみこの 家の 歌合のう た  讀人 しら ず 

秋 霧 は 今朝 はなた ちそ さほ やまの 柞の もみ ぢ よそに ても^む 

秋の^と てよ める  坂 上；^ 則 

佐 保 山の は 、 その 色 はう すけれ ど 秋 は 深 くもなり にけ るかな 

人 の 前栽に 菊に 結び 附 けて 植ゑ ける 歌  在 原 業 平 朝 臣 

う ゑし 植ゑぱ 秋な き 時ゃ唤 かざらむ 花 こそ ちらめ 根 さ へ 枯れめ や 

宽 平の 御 時 菊の花 をよ ませた まう ける  敏行 朝臣 

久 かたの 雪のう へ にて：^ る^ は あまつ 星と ぞ あやま たれけ る 

この 歌 はま だ 殿上 許され ざリ ける 時に 召し上げ、 しれて つかう まつる と 

なむ 

是裒 のみこの 家の 歌合の 歌  紀 友 P 

露ながら 折りて かざさむ 菊の花 老いせ ぬ 秋の ひさし かるべく 


古今 和 欤集卷 ^五 秋 歌 下 


古今 和^ 集卷第 5 秋^ 下 


四 八 


〇 あはむ V.- や 見し や は 反語。 


〇 秋風の ふき あゆ 秋風の 吹く 吹 

上の^ o 


〇 露の ま 菊の 露 VJ 露の 兩方 

にかけ たもの _« 


〇 袖 か. /J のみ 云々 白菊の 花 を、 

待つ 人の 袖に 閒 達へ る 意 0 


〇折ら はや をら む 折ったなら は 

折れ * 


寛 平の 御 昨 后の 宮の^ 合の 歌  大江 千里 

楠 ゑし 時 花 まち ど ほに ありし 菊う つろ ふ 秋に あはむ とや 見し 

同じ 御 時せられ ける 菊 合に 洲濱 をつ くりて 菊の花 植 ゑたり ける にく は へ 

たりけ る 歌 

吹 上の 濱に 菊植 ゑた" ける をよ める  菅原 朝臣 

秋風の ふき あゆに たてる 白菊 は 花 か あらぬ か 波の よす るか 

仙宫に 菊 を わけて 人の いたれる かた をよ める  素性 法師 

ぬれて ほす 山路の 菊の 露の まに いっか 千年 を われ は經 にけ む 

菊の花の もとにて 人の 人 待てる かた をよ める  友  則 

花見つ 、人 まつ 時 はしろ たへ の 袖 かとの みぞ あやま たれけ る 

お ほ澤の 池の かた に菊植 ゑた る をよ める 

ひと もとと 思 ひし 花 をお ほさ はの 池の 底に もたれ か植 ゑけ む 

世の中の はかな， きこと を 思 ひける 折に 菊の花 を 見て よめる  貫  之 

秋の 菊勻 ふかぎ り はかざし てむ 花より さきと 知らぬ わが 身 を 

A 菊の花 をよ める  凡 河 內躬恆 

, )、 ろ あてに 折らば や をら む 初霜の 置き まど はせ る 白菊の 花 


〇 秋な おきて 云々 秋が， 過ぎて か 

ら又 一 度盛りの 時 fS が ある。 


C おりぬ ベみ 改レ 

ので 0 


一見- K- る 


O いはが き 紅 紫 增^ の やうに 立 

ゥてゐ る 岩の 陰に ある 紅 紫。 


是貞 のみこの 家の 歌合の 歌  讀ス 

ろか はる 秋の 菊 をば ひととせに ふたたび 勻ふ 花と こそ 見れ 

仁 和 寺に 菊の花め しける 時に 歌 そ へ て 奉れと 仰せられければ よみて 奉り 

ける  平- 

秋 をお きて 時 こそ 有り けれ 菊の花 移ろ ふから に 色の まされば 

人の 家な りけ る 菊の花 を 移し 植 ゑたり ける をよ める  貫 

哚 きそめ し 宿し か はれば 菊の花 色 さ へ にこそう つろ ひに けれ 

題 しらず  讀 人 

さほ 出の 拃の もみ ぢ 散りぬ ベ みよる さ へ 見よ と 照らす 月 かゆ 

な：： づか \ 久しう つかう まつらで 山里に こもり 侍りけ るに よめる  藤 原 

奥山の いはが き 紅葉ち りぬべし 照る 日の ひかり 見る 時なくて 

題し、 りず  讀 人 

たったが は 紅葉み だれて 流る めり わたらば 錦な かやた えなむ 

此の 歌 は 或 人奈良 3 帝の 御 歌な リ となむ 巾す 

龍 田 川 もみ ぢ葉 ながる 神な びの みむろの 山に しぐれ 降る らし 

又は あすか 川 もみ ぢ葉 流る 此歌 不レ注 こ 人 磨 歌 1 

古今 和歌 集卷 第五 秋 歌 下  四 九 


古々 和^ 集卷 第五 秋 歌 下 


五 〇 


しく は 改った 紅 紫の 戀 しい 

時には o 「もみお 葉 を」 VJ あるの は 

紅葉の 落葉 を さした もの。 

〇 もみ ぢ 葉の ゆく ミ 云々 紅棠の 

行方 定まち ぬ やうに。 

o 更に ゃ訪 はむ や は 反語。 

■〇 見よ どか ： ^よ.、」 いふ こ VJ なの 


〇 から くれな ゐに 云々 川の 水な 

. 紅- 3 く  ， りぞ めに する ミぃ ふ 意。 


戀 しくば 見ても しのばむ もみ ぢ葉を 吹きな 散らし そ 山お ろしの 風 

秋 M にあ へ す 散りぬ る もみ ぢ 葉の ゆく と 定めぬ われ ぞ 悲しき 

秋 はきぬ 紅葉 は 宿に ふりしきぬ 道 ふみ 分けてと ふ 人 はなし 

ふみわけて 更に ゃ訪 はむ 紅葉の ふり かくした る 道と 見ながら 

秋の 月 やま-へ さやかに 照らせる はおつ る 紅葉の 數を 見よ とか 

*D ゲ さ 

吹く 虱の 色の 千 種に 見え つ る は 秋の 木の葉の 散れば なりけ り 


雄 


霜の たて 露の ぬき こそ 弱から しゃ まの 錦の 織れば かつち る 

•r りん ゐん 

雲 林院の 木の かげに た k ずみ てよ みける  僧正 遍昭 

わび 人の わきて 立ちよ る 木の 下は賴 むかけ なく 紅葉 散りけ り 

ニ條の 后の 春 宫の御 息 所と. E. しける 時に 御 屏風に 龍 田 川に 紅葉 流れた る 

かた を かけ リ ける を 題に てよ める  素  性 

もみ ぢ 葉の 流れて とまる みなとに は 紅 ふかき 波 やた つらむ 

業 平 朝臣 

ちはやぶる 神代 もき かす 龍 田 川から くれなる に 水く、 ると は 

是. 1? のみこの 家の 歌合の 歌  敏行 朝臣 


0 牧 り.、. -ま がふに 故，；' まが， ふ- 


〇 錦た ちきる 箨 を 裁って 著 


我がき つ る 方 も 知られす くらぶ 山 木々 のこの 葉の 散りと まが ふ 


屮、， 


かみな びの みむろの やま を 秋 ゆけば 錦た ちきる こ ， ち こそ すれ 

北山に 紅葉 折らむ とて まかれり ける 咔 によめ る  貫  之 

兒る ひと もなくて 散りぬ るお く 山の 紅葉 はよ るの 錦な りけ り 

秋の 歌  兼覽王 

龍田姬 たむ くる 神の あれば こそ 秋の 木の葉の ぬ さと 散 るら め 

小 野と いふ 所に 住み 侍リ ける 時 もみ ぢを兑 てよ める  筲  之 

秋の やま 紅葉 を幣 とたむ くれば 住む われさ へ ぞ旅 心地す る 

祌 なび 山 を 過ぎて 龍 田 川 を 渡りけ る 時に 杠 葉の 流れけ る をよ める A£ 原 深 養 父 

かみ なびの 山 を 過ぎ ゆく 秋 なれば 龍 田 川に ぞぬ さはた むくる 

寬 平の 御 時 后の 宫の 歌合の 歌  藤 原 興 風 

しら 波に あきの 木の葉の うかべ る を あまの 流せる 船 かと ぞ 見ろ 

龍 E 川の ほとりに てよ める  坂 上是. 則 

もみ ぢ 葉の 流れ ざり せば 龍 田 川み づの秋 をば たれ か 知ら まし 

志 賀の山 越に てよ める  春 道列樹 

古今 和歌 猫卷 第五 秋 歌 下  }冗 一 


+〕 今 和歌 集卷 第五 秋 歌 下 


五 二 


o しがら み 川の 中に 杭 を 打ち 橫 

に 竹 をお たした もので、 水の 流れ 

を 防ぐ；， I めに 造る o 

o 改 r つぬ 影 さへ 云々 また 改ら や 

に 枝に ある 紅 葉 の 影 まで 底に うつ 

つて 改 つて ゐる やうに 見える o 


〇 見て み-渡らむ を は戚劻 の^を 

表 はす 助詞。 


〇山田 もる 山 田の^ I をす る。 


〇 ばに もいで ね また 德も 出ぬ。 

〇 ふぢ 衣 賤 人の 著 物。 

O0 刈り取った 後に 再. ひ 自生す 

る稻 をい ふ。 

〇 あき 果てね 秋が はてた VJ、 飽 

き 果て.；， I ミ、 兩 方に かけた もの o 


山川に 風の かけた るし がらみ は 流れ も あへ ぬ 紅葉な りけ り 

池の ほとりに て 紅葉 のちる をよ める  躬 * 

風 ふけば おつる もみ ぢ葉 水き よみ 散らぬ 影 さ へ 底に：^ えつ ゝ 

亭子院 2 御籽 風の 繪に川 渡らむ とする 人の 紅葉の ちる 木の もとに 馬 を ひ 

か へ て 立てる をよ ませ 給 ひければ つかう まつりけ る 

立ちと まり 見て を 渡らむ もみ ぢ葉は 雨と 降る とも 水 はま さら じ 

是. W のみこの 家の 歌合の 歌  忠 

山 田 もる 秋の かり 庵に おく 露 はいな お ほせ 鳥の 淚 なりけ り 

題 しらず  讀 人 . 

ほに もいで ぬ 山 田 を もる とふ ぢ衣稻 葉の 露に ぬれぬ 日 はなし 

刈れ る 田に 生 ふ る稃の ほに 出ぬ は 世 を 今更に あき 果てぬ とか 

北山に 佾正遍 1? と 茸 狩に まかれり ける によめ る  素 性 

もみ ぢ葉は 袖に こき 人れ て もて 出な む 秋 はかぎ りと 見む 人の ため 

寬 平の 御 時 ふるき 歌 奉れと お ほせられ ければ 龍 田 川 もみ ぢ葉 流る とい ふ 

歌 を 書きて その 同じ 心 をよ めり ける  興 

みやまより 落ちく る 水の 色み てぞ秋 はかぎ りと 思 ひしり ぬ る 


〇 秋 はく るら む 秋 は 暮れて しま 

ふので あ^う か o 


秋の はつる 心 を 龍 田 川に 思 ひやり てよ める  貫 

年毎に もみ ぢ葉 ながす 龍 田 川み なと や 秋のと まりな るら む 

なが 月の つ ごもり の日大 井に てよ める 

ゅふづ くよ を ぐらの 山に なく 鹿の 聲 のうちに や 秋 はく るら む 

同じつ ごも リの 曰 よめる  躬 

道し らば 尋ね も 行かむ もみ ぢ葉 を幣 とたむ けて 秋 はいに けり 


古今 和歌 集卷 第五 秋 欲 下 


五三 


恆 


之 


古今 和歌 集 卷第六 冬 歌 

古今 和歌 集 卷第六 

冬 歌 


五 四 


〇 たてねき 豎ミ 横。 澄の 豎 絲" 

横絲 さ0 


cxg も 草 も 云々 人目 も 難れ、 

草 も 枯れる o 人目 も 離れる.、. -は誰 

も 訪ねて 来る 人 もない 意 o 


o 夕され は 夕方になる *、JO 

〇 つぎて 降らな む 續 いて 降って 

ほしい o 

〇 おしなみ 押しな 、ひかして。 

◦ かつ ぞけ ぬらし 降る うちに、 

もう 一 方で は潸 える らしい。 

〇 山の 饞 つ 瀬 山から 流れ 落ちる 

川 水。 

G ふるさ V 


題 しらず  讀人 しらず 

たった 川に しきお りかく 神無月し ぐれの 雨 をた てぬきに して 

冬の 歌と てよ める  源宗于 朝臣 

山里 は么 V ぞ さびし さまさり ける 人目 も 草 も かれぬ と 思 へ ば 

題 しらず  讀人 しらず 

お ほ ぞらの 月の 光し 淸 ければ かゆ 見し 水 ぞまづ こほりけ る 

夕され ば 衣手 さむし みよしのの 吉 野の 山に みゆき ふるら し 

今. より はつぎて 降らな む わが 宿の す 、きおし なみ ふれる しら 霉 

ふる 雪 はかつ ぞけ ぬらし 足び きの 山の 瀧つ 瀨ぉ とまさる なり 

、 3 の 川に もみ ぢば なが る奧 山の ゆきけ の 水 ぞい まま さるら し 

ふ る さと は士 n 野の 山し ちかければ ひと 日 もみ 雪 ふらぬ 日 はなし 

我が 宿 は 雪 ふりしきて 道 もな しふみ わけてと ふ 人し なければ 


〇 さむくな り まさる 客、 さ 力たん 

たん 强 くなる。 


〇f ゑの 松 山 奥州の 歌枕。 


o おも ひき ゆらむ 雪 は 滑え る 

ので ある， か、 その S の やうに 心 

消え 人る やうに 思 ふで あらう o 


冬の 歌と てよ める 

雪 ふれば 冬 ごもり せる 草 も 木 も 春に しられぬ 花 、ぞ. 咲きけ る 

志 賀の山 ごえに てよ める 

白雪のと， ) ろ も わかす 降りし けば 巖 にも 唤く はなと こそ 見れ 

奈茛の 京に まかれ リ ける 時に 宿りけ る 所に てよ める 

みよしのの 山の しら 雪つ もる らし 故鄉 さむくな り まさるな り 

寬平 の 御 時 后 の 宫 の 歌合の 歌 

甫 ちかく 降りく る 雪 はしら 波の すゑの 松 山 こす かと ぞ^る 


みよしのの. E の 白雪 ふみわけて 入りに し 人のお とづれ もせぬ 

白雪の ふりて つもれる 山里 はすむ 人 さ へ やお も ひき ゆらむ 

雪の ふる を 見て よめる 

雪 ふりて 人 も かよ はぬ 道 なれ や 跡 はか もな くお も ひ 消 ゆらむ 

雪の ふリ ける をよ みける 

冬ながら 空より 花の ちりく る は 雪の あなた は 春 にゃあ るら む 

雪の 木に 降リか 》れリ ける を 詠める 

古今 和歌 集 卷第六 冬 歌  WE 


紀 M 之 

紀 あきみね 

坂 上是則 

藤 原 興 風 

壬 生 忠岑 

凡 河 內躬恆 

淸原深 養 父 

貫  之 


〇© ひかけ ねな 思 ひ 

のに e 


o けぬ がう へに 滑えない 上に。 

〇 またも ふりしけ. なほ も 辯いて 

降り ffi なれ 0 

〇 あまぎる 篛 空が at る やうに し 

て K る釁 0 

〇 なべて おしなべて o$J こも か 

も I 面に o 


o 番を たに 勻へ 香な り VJ も^へ 


〇 こ"、 j<> '云々 別々 に はっきり 

さ 見分けて。 


o かれに し 人 よそに 行った 人。 

冬 草の 枯れる"、. -、 雜れた 人ミ、 兩 

方に かけた もの。 


古今 和歌 集 卷第六 冬 歌  五六 

冬 ごもり 思 ひかけ ぬ を 木の ま より 花と みるまで 雪， ぞ ふりけ る 

大和の 國に まかれ リ ける 時に 雪の 降りけ る を 見て よめる  坂 上是則 

あさ ほらけ 有 明の 月と みるまでに 吉 野の 里に 降れる しら 雪 

題 しらず  讀人 しらず 

けぬ がう へ に またも ふりしけ 春霞た ちな ばみ 雪 まれに こそ 見め 

梅の はな それとも 見えす 久方の あまざる 雪の なべて ふれれば 

此の 歌 は 或 人の いはく 柹 本人 磨が 歌な リ 

梅の 花に 雪の ふれる をよ める  小 野 篁 朝 E 

花の 色 は 雪に まじりて 見えす とも 香 を だに 勻 へ 人の 知る ベ く 

雪のう ちの 梅の 花 をよ める  紀茛之 

梅の 香の 降りお ける 雪に 紛 ひせば 誰か ことぐ 分き て 折ら まし 

ゆきの. ふりけ る を 見て よめる  紀友貝 

雪 ふれば 木每 に花ぞ さきにけ る いづれ を 梅と わきて 折ら まし 

物へ まか リ ける 人 を 待ちて しはす のつご もりに よめる  躬 

我が またぬ 年 はき ぬれ ど 冬 草の かれに し 人 はお とづれ もせす 

年の はてて よめる  在 原 元方 


〇 雪 も わが 身 も 云々 霎も 降る. 

わ；；.. 身 A 古くな つて 年寄る o 


〇 ます 铰云々 年 Gfw るに したが 

つて、 緩で 見る 影まで が、 老い |» 

れて ゆく./ ふ VJO 


あらたまの 年の 終りになる ごとに 雪 も わが 身 も ふりま さりつ 、 

寬 平の 御 時 后の 宮の 歌合の 缺  讀 人し、 りず 

雪 ふりて 年の くれぬ る 時に， ) そつ ひに もみ. ちぬ 松 も 見え けれ 

年の はてに よめる  宥 道歹, 

咋日 とい ひ 今日と 暮 して あすか 川な がれて 早き 月日な りけ り 

歌 奉れと 仰せられし 時に よみて 奉れる  紀貫之 

ラく 年の 惜しく も あるかな ます 鏡み る 影 さ へ にくれ ぬと 思へば 


古今 和歌 集 卷第六 冬 歌 


五 七 


せ 今 和^ 集 卷第七 贺歌 

古今 和歌 集 卷第七 


五八 


c ありか や ある ^so ある 限りの 

なきながら へ る SSO 

〇 しほの 山 さしでの ほ .、.- 共に 甲 

変の ral にある- A- いふ o 

〇ミ％ めお きて は 留め いたな 

らは o 


〇ュ.ヒ ふよし もがな 逢 ふやう にし 


o つくから に つくから して は o 

つけ は o 

〇 堀 河のお まい まう ちぎみ 太欧 

大 •rljirm 茈錚。 


お 


UK 


題 しらず  讀 人し、 りず 

我が君 は 千 ぼに 八千代に さ ， れ 石の いはほと なりて 苔の むすまで 

わたつ 海の 濱の眞 砂 を數へ つ ゝ君が 千と せの ありかす にせむ 

しほの 出さし で^ 磯に すむ 千鳥 君が 御代 をば やちょと ぞ 鳴く 

我が 齢き みが やちょに とり 添へ てと  >  めお きてば 思 ひで にせよ 

仁 和 の 御 時 僧正 遍昭に 七十の 贺給 ひける 時の 御 歌 

かくしつ ， とにもかくにも 長ら へ て 界. か 八千代に 逢 ふよし もがな 

仁 和の 帝の みこに おはし ましけ る 時に 御 をば の 八十の 賀 にしろ がね を 杖 

につ くれり ける を a て かの 御 をば にか はリ てよ める  僧 一止 遍 昭. • 

千！^ ぶ る 神の きりけ む つ くから に 千年の 坂 も 越え ぬ ベ ら なり 

堀 河のお ほい まう ちぎみ の W 十の 賀九條 の 家に てし ける 時に よめる 

：  在 原樂. 平 朝 K 


〇 ちり かひ Is!.;;; 牧 りん； 2 うて あた 

りが S る やうに せよ o 

〇 おいらく  *o  g! 十 を 初^ VJ い 

ふから o 

〇 まが ふが に 迷 ふやう に。 迷 ふ 


つ さた ./J きの 0H5 子 饬 和 天皇 第 七 


〇fe3 なの やま &山 o 大 井川の 

近くに ある 0 

〇 いはね *--、.- めて おつる 岩根に 

そうて 落ち る o 

〇 さた t すの みこ ^和 天， M 第五 

G おも ほえで 何.、. -も思 はやに、 

うかく  V」 甚 すが o 

〇 もミ やすのみ こ 木康 親王 。仁 

叫： 火皇の o: チ。 

〇 あり， さあら ャは 云々 あつたか 

なかつ たかは 知らぬ が。 

c 祌ぞ しるら む 神が おはから ひ 


〇 千年の のち 云々 safe は 千年の 

森 を 保つ ミぃ ふが、 千年の 後 は， 5J 

うな る か .flu.- ぬ 力 o 


0, お 代 を まつに ぞ 待つ V.- 松"、 J を 

かけた もの。 次の 「いは ひつる」 

も 松に 對 して 钹の意 を；^ めた もの 


璎 花ち りか ひ^れ おいらく の來 むと いふなる みち まが ふが に 

さ だとき の 皇子の をば の 四十の 賀を大 井に てし ける：： Z よめる  紀 これ を か 

龜の をの やまの いはね をと めて おつる 瀧の 白玉 千世の 數 かも 

さ だ やすのみ この 后の宫 の 五十の 贺奉リ ける 御屛 風に 櫻の 花の ちる K- に 

人の 花^た るかた 書け る をよ める  藤^ 興 風 

い たづら に 愚. ぐる 月日 はお も ほえで 花見て くらす.^: ぞ すくなき 

もとやす のみこの 七十の 賀 のうしろ の屛 風に よみて 書きけ る  紀 i 之 

春く れば 宿に まづ唉 く 梅の はな 君が ちとせの かざ し と ぞ る 

素性 法師 

いにしへ にあり き あらす は 知らね ども 千年の ためし 君に はじめむ 

ふして 思 ひお きて 數 ふる 萬 世 は神ぞ しるら む わが 君の ため 

藤 原 三 善が 六十の 賀 によみ ける  在 原 滋卷 

鶴 かめ も 千年の のち は 知らな くに あかぬ 心に まかせ 果てて む 

此の 歌 は 或 人 在 原のと き はるが とも いふ 

K 岑の つねな リが 四十の 賀に むすめに か はりて よみ 侍リ ける  素性 法師 

萬 代 を ま つ に ぞ君を いは ひつ る 千年の かゆに 住まむ と 忍 へ ば 

い：： 八， 和歌 集 卷第七 賀馱  五 九 


〇 こ ゝ らの年 多くの 年 0 


■_〇 よその もみ ぢを 云々 よその 山 

の 紅葉み-風が 吹いて 持って来て 此 

の 常 磐 山 に 借す こ VJ である。 


古今 和 歜集卷 第 七 賀缺  六 〇 

-っ しろ 

內 侍の かみの 右 大將籙 原 朝臣の 四十の 賀 しける 時に 四季の：^ かける 後の 

屛 風に かきた リ ける 歌 

春 

かすが 野に 若菜 つみつ、 萬 代 をい は ふ 心 は神ぞ しる らむ 

身 

やまた かみ 雪 居に 見 ゆる 櫻 花 こ  >  ろの ゆきて 折らぬ 日ぞ なき 

夏  友 

めづ らしき 聲 ならな くに 郭公 こ、 らの年 を あかす も あるかな 

秋  ず 

すみの 江の 松 を あきかぜ 吹く からに 聲 うち そふる 沖つ しらなみ 

忠 

千鳥 鳴く さほの 川霧た ちぬらし 山の 木の葉 も 色 まさり ゆく 

是 

秋 くれ ど 色 も か はらぬ とき は 山よ その もみ ぢを 風ぞ かしけ る 

冬  貫 

白雪の 洚 りしく とき はみ よしのの やました 風に 花ぞ ちりけ る 


之則岑      S  則恆 


春宮の 生まれた ま へりけ る 時に まゐリ てよ める  典侍 藤 原よ るかの 朝臣 

みねた かき 春 日の 山に いづる 日 はく もる 時な く 照らす ベ ら なり 


古今 和^ f 卷 第て 賀馱 


六 一 


古今 和^ 集卷第 八 離別 欤 

古今 和歌 集 卷第八 

离 另 可お 


六 二 


r,v ち 別れい な は g 山 往な は- 

因幡-、」 を かけた もの o 


〇 いつ V」 か 待た む 今 ほ 逢 ふの を 

い つ-、. - 思うて 待た ラぞ o 

〇人 を 心に 云々 S ふ 入 を あ ミ に 

殘 して 廣 かう や、 心で は 常に I 緒 

に 行く" 


C あす は あ ふみ 逢 ふ身ミ 近 江- 

を かけた もの" * 


〇 かへ る やま 越 前 阈敦贺 郡： 


題 しらず 

立ち 別れ いなばの 山の 嶺に生 ふるまつ としき かば 今 か へ り、 J む 

すがるな く 秋の はぎはら 朝た ちて 旅 ゆく 人 をい つと か 待た む 

限りなき くもる のよ そに 別る とも 人 を 心に おくらさむ や は 

小 野の ち ふるが 陸奧の 介に まか リ ける 時に 母の よめる 

たらち ねの 親の まもりと あ ひ 添 ふる 心ば かり は. 關 なと V め そ 

さ だとき のみ こ の 家に て 藤 原の きょふが 近 江 の 介に まかりけ る 時： 

の はなむけ しける 夜よ める 

今日 別れ あす は あ ふみと 思へ ども 夜 や 更け ぬらむ 袖の露け き 

こしへ まかりけ る 人に よみて 遣 はしける 

か へ る やま ありと は 聞け ど 春霞た ちわ かれな ば戀 しかるべ し 


在 原 行 平 朝臣 


讀人 しらず 


む ま 

1」 

ま 1 


I さ だ 


〇を しむ. 


名殘 惜しく 思^の 


〇si! をへ たつ ？ おい 近 をへ たてて 

久しく 逢 ばれぬ 葸。 

〇 かねて もう 今から 0 

つ， ir..,r 分けね は 人の^ を 二つ 

に 分ける^ は S 來 ぬから。 

〇たク へて おはせ て o 

o まさしき IW まさしく その 名の 

通りで ある ものた .h  £;-o 


〇 お：、 けに 

owf 枕 ^。 


人の むまの はなむけ にて よめる  紀  之. 

をし むから； ^しきもの を 白雲の 立ちな むの ち はなに 心地せ む 

ともだちの 人の 國 へま かリけ るに よめる  布 原 滋^: 

別れて は 程 をへ だっと 思へば やかつ ^ながらに かね て戀 しき 

あづまの 方へ まか リ ける 人に よみて 遣 はしける  いか この あつゆき 

思 へ ども 身 をし 分けねば 目に 見えぬ 心 を 君に たぐ へ てぞ やろ 

逢坂に て 人 を 別れけ る 時に 詠める  なに はの よろ づを 

あ ふさ かの 11 しま さしき ものなら ば あかす 別る ， 君 をと  >  めよ 

題 しらず  讀人 しらず 

か ら 衣た つ 日 はき か じ 朝露の おきてし 行けば けぬ ベ きもの を 

この 歌 は ある 人 つ かさ を 賜 はリて あた、 りしき 妻に つ きて 年經て 住みけ る 

人 を 捨てて た ヾ叨 n なむ 立つ とば かリぃ ヘリけ る 時に ともかくも いはで 

よみて 遣 はしける 

^0 へま かリ ける とき に 藤 原 公利に よみてつ か はしける  寵 

朝な けに 見べ ききみ としたの まねば おも ひたちぬ る 草枕な り 

のむ ねさ だが あづま へ まか リ ける 時に 人の 家に 宿りて 曉出 でた つ とて 

古今 和欹集 卷第八 離別 歌  六 三 


古今 和 敬 集 卷第八 離別 歌 


六 四 


〇 いま 今に。 おつ 


〇 おくれね は 殘 つて はるない か 

〇.K- かる ミ 人に 云々 自分の 身が 

あ vj に 殘るミ 見られる はかりで、 

心 は 別れ はしない o 

〇 ぬ さ 五色の 絹； を 钿 かく 切 

つた もの を 旅立つ 人に 贈り、 それ 

を ^祖神 に 手 向ける の で あ -っ o 


〇 何ぞは 何の 役に立つ 


〇 ゆき 見る 行き 見る ミ 雪見る ミ 

を かけた もの" * 


まか リ 申しければ 女の よみて いだせ リ ける  讀人 しらず 

えぞ 知らぬ いまこ  > ろみよ 命 あらば われ やわす る ， 人 やと はぬ と 

あ ひ 知りて 侍りけ る 人の 柬の 方へ まか リ ける を 送る とてよ める 深 養 ハス 

くもる にも 通 ふ 心のお くれねば わかる と 人に 見 ゆば かりなり 

友の あづまへ まか リ ける 時に よめる  岑 ひでを か 

しらくもの こなた かなたに たち 別れ 心かぬ さとく だく 旅 かな 

みちの くにへ まかりけ る 人に よみて 遣 はしける  貫  之 

白雪の や へに かさなる をち にても 思 はむ 人に 心へ だつな 

人 を 別れけ る 時に よめる 

わかれて ふこと は 色に も あらな くに 心に しみて わびし かるらむ 

あ ひしれ りけ る 人の こしの 國に まか リて 年へ て.^ に まう できて 乂歸 りけ 

る 時に よめる  凡 河 內躬恒 

か へ る 山何ぞ はありて あるか ひは來 てもと まらぬ 名に こそ あり けれ 

こしの 國に まか りけ る 人に よみて つか はしける 

よそ 

外にの み戀 ひや 渡らむ 白山の ゆき 見る ベ くも あらぬ 我が身 は 

音 羽 山の ほとりに て 人 を 別る とてよ める  賞  之 


o から 物の 使 ^や IS 泡 等の 4パが 

* た 時、 その ^物な しらべる 役。 


OA やり 人から させられ 


〇si はれて 其 許な 慕 はしく S 


おと はやま- 一 だかくな きて 郭公き みが わかれ を 惜しむ ベ ら なり 

藤 原の 後 蔭が から 物の 使に 長 月の つ ごも リ 方に まかりけ るに 上の をの こ 

ども 洒 たうび ける ついでに よめる  藤 原 かねもち 

もろともに 鳴きて と  >  めよ 巷 秋の わかれ は 惜しく や は あらぬ 

平 もとのり 

秋 霧のと もに 立ちいで て 別れな ば 晴れぬ おも ひに 戀 ひや わたらむ 

源の さねが つ くし へ 湯 あみむ とて まか リ ける 時に 山 峰に て わかれ W しみ 

ける 所に てよ める  しろめ 

いのち だに 心に かな ふ ものなら ば 何 かわかれの 悲しから まし 

山 峰よ リ神 なびの 森まで 送りに 人々 まか リ て歸リ がて にして わかれ W し 

みける によめ る  源 さね 

人 やりの 道なら なくに 大方 はいき、 つし とい ひてい ざ歸 りなむ 

今 は是れ より 歸リ ねと さねが いひけ るをリ によみ ける  藤 かねもち 

慕 はれて 來 にし 心の 身に しあれば 歸る さまに は 道 も 知られす 

藤 原の これ を かが 武藏の 介に まか リ ける 時に 送りに^ 坂 を 越 ゆと てよ み 

ける  貫  之 

古今 和 欲 集 卷第八 離別 歌  六 五 


〇人 たのめ 人に たのもしく 思 は 

せて、 is ば 額り にならぬ o 


o 夕 さりつ 方 夕方。 

〇w えなな む 見えれ はよ い 


〇 立 ち ,1} まる づ 

れ て^る o 


上に 君の VJ 人 


〇 こ VJ なら は VJ て も 見^-に 吹ノ 

位たら は o 


〇 あか.^ して 名殘 をし くて o 

〇 しも 川下 0 


六 六 

J そ あり けれ 


古今 和^ 集 卷第八 離別 欹 

かつ 越えて 別れ も ゆく か 逢坂 は 人 だのめ なる 名」 

大 江の 千古が 越へ 罷リ ける 馬の 餞に よめる  藤 原 兼輔朝 E 

君が 行く こしの 白. E しらね ども 雪の まに く あと は たづね む 

人の 花 山に 詣 できて 夕 さリっ 方歸リ なむと しける 時に よめる  ^王 遍昭 

夕暮 のまが き は 山と 見えな なむ 夜 は 越え じと やどりと るべ く 

山に S リ て歸リ まう できて 人々 別れけ るつ いでに よめる  幽 仙^^ 

わかれ をば 山の 櫻に まかせて むと めむ とめ じ は 花の まに く 

雲 林- 院の み この 舍利會 に 山に 登 リて歸 りけ る に 櫻の 花の もとにて よめる 

^正 遍昭 

巾 風に 櫻 ふき まきみ だれな む 花の まぎれに 立ちと まるべ く 


闱 


法 師 


， 』 とならば 君 留まる ベ く勻 はなむ 歸すは 花の 憂き にや は あらぬ 

仁 和の 帝み こに おはし ましけ る 時に ふるの 瀧御覽 じに おはしまして リ 

給 ひける に 詠める  兼藝 法師 

あかす して 別る 、 淚 たきに そふ 水 まさると やし もは昆 ゆらむ 

かんなり の つぼに めしたり ける 日お ほみ きな どた うべ て 雨の いたう 降り 


〇*rs に. 3 らせ^ も 雨に ぬらす の 

は |5 しい ポ v、c は あるが。 


〇 身ぞ ふりに ける 身が 古くな つ- 

た.、. -  いふのに、  弒の 畤雨 が 降る VJ 


〇 あ ひみぬ 先に 云々 お 逢 ひしな 

かった うちに は 何 をお 馐 かしう 

思 ひませ- -„-ぞ0 

O.M.k おない つた もの。 


〇 こ y-ts 降らな む 降る 位なら は 

强く 降って ほしい o 

◦ ぬれぎぬ きせて 春雨 を 口  に 

して o 

〇 しひて 行く ひミ VJ めても 止ら 

やにし ひて 別れて ゆく 人 o 


〇 あかで も 殘 りさいのに o 上の 

I  一  ニニ 句 はこれ を 云 ふための 序。 


之 


王 


せ 


ければ 夕 さりまで 侍リて 罷り出で 侍リ ける 折に 杯 をと りて  貫 

秋 萩の はな をば 雨に ぬらせ ども 君 をば まして をし とこ そ 思へ 

とよめ りけ るかへ し  兼 覽 

をし むらむ 人の 心 を しらぬ まに 秋の しぐれと 身ぞ ふりに ける 

泶覽の お ほきみ に 初めて 物語して 別れけ る 時に よめる  躬 

別 るれ ど 嬉しく も あるか 今宵より あ ひみぬ 先に 何を戀 ひまし 

題 しらず  讀 人し 、し ず 

あかす して わかる、 袖の 白玉 は 君が かたみと つ ゝ みて、 ぞ ゆく 

かぎりなく 思 ふ 淚にそ ほち ぬ る 袖 はか わか じあ はむ 日までに 

かきく らし こと は 降らな む 春雨に ぬれぎぬ きせて 君 をと 5T めむ 

しひて 行く ひと をと  >  めむ 櫻 花 いづれ を 道と まど ふまで 散れ 

志贺 の 山 越 にて 石 井の もとにて 物い ひける 人の 別れけ る 折に よめる 


むすぶ 手の I 下にに ごる 山の 井の あかで も 人に 別れぬ るかな 

道に あへ りけ る 人の 車に 物い ひつ きて 別れけ る 所に てよ める 

下の 帶の道 はかた- <\ 別る とも 行き 廻りても 逢 はむ と ぞ思ふ 

古今 和歌 集 卷第八 離別 歌  六 七 


貫 


友 


之 


古今 和 欲 集^ 第 九 覉旅^ 


六 八 


〇 みかの はら 次の いづみ 川 かせ 

山 ミ 共に 山城 画相樂 郡に ある o 泉 

川 は 今の 木！ II； 川で ある o 

〇 衣 かせ やま 衣 を かせ-、 J いふ を 

鹿 背 山に かけた もの。 


古今 和歌 集 卷第九 

覉旅歌 

もろこし にて 月 を 見て よみけ る  安 倍 ； 

あまの 原 ふり さけ 見れば かすが なる 三 笠の 山に いでし 月 かも 

この 歌 は^ 仲 麿 を^ 土に 物なら はしに 遣 はしたり ける にあ またの 年 を 

經 てえ^ リま うで 來ざリ ける を こ の 國ょリ 又 使 まか リ いたりけ るに た 

ぐ ひて まう できな むと て 出で たリ ける にめ い 州と い ふ 所の 海邊 にて か 

の國の 人む まの はなむけ しけりよ るに なりて 月の いと 面白く いでたり 

ける を 見て よめる となむ 語リ蓐 ふ る 

おきの 國に 流されけ る 時に 船に のりて いでた つと て 京なる 人の 許に 遣 は 

しける  小 野 篁 

わたの 原 八十 島 かけて こぎいで ぬと 人に は告 ゆよ 蟹の つり 舟 

題 しらず  讀 人し 

都いで て 今日み かの はら いづみ 川 か はかぜ さむし 衣 かせ やま 


〇明 石 c« の 云々 明 石の 浦な こ 

めた 钧孬の 中に かくれ て 行く 船な 

< ふの^。 


〇 なれに し なじん た o 


OS! にしお はは 都ミ いふ 名に 負 

かな 、，なら f*0 

〇 あり やなし や 無卞 でゐ るか 5J 


ほの ぐと 明 石の 浦の 朝霧に 島が くれ 行く ふね をし ぞ おも ふ 

此の 歌 は ある 入の いはく 秭 本人 麿が なリ 

あづまの 方へ 友と する 人 一 人 二人い ざな ひて いきけ リ三 河^ 八橋と いふ 

所に いたれり ける に その 川の ほと リに杜 若い と 面白う^ けリ ける を 見て 

木の^にお リ ゐて杜 若と いふ 五 文字 を 句の かしらに すゑて 旅の 心 をよ ま 

むと てよ める  在 原 業 平 朝臣 

唐衣き つ ， なれに し 妻し あれば はる <\ きぬる 旅 をし ぞ思 ふ 

武藏 の國 と下總 の國 との 中に ある 角 田 川の 邊に 到リて 都の いと 戀 しう 覺 

えければ しばし 川の ほと リ におり ゐて思 ひやれば 限リ なく 遠く も來 にけ 

るかな と 思 ひわび てながめ をる に 渡 守 はや 舟に 乘れ日 も 暮れぬ と い ひけ 

れば 舟に 乘リて 渡らむ とする に 皆 人物 わびしくて 京に 思 ふ 人な くし も あ 

らず さる 折に 白き 鳥の はしと 足と 赤き 川の ほとりに 遊びけ リ 京に は 兑ぇ 

ぬ 鳥な りければ 皆 人 見 しらず 渡 守に これ は 何 鳥 ぞと問 ひければ これな む 

都鳥と いひけ る を 聞きて よめる 

しお はばい ざこと と はむ 都鳥 我が 思 ふ 人 はあり やなし やと 

題 しらず  讀入 しらず 

古今 和歌 集卷第 九 覇旅歌  -  六 九 


名に 


〇 汾ぇは つる 殘らゃ 消え 1- 


o 絲 によろ 

も 細くな ろ 

まな いのに- 


〇：卡： くし^ 

詞。 


古今 和歌 第 卷第九 覇旅欹  七 〇 

北 へ ゆく 臈ぞ 鳴くなる つれて こし 數は たらで ぞ歸 るべ ら なる 

此の 歌 は ある 人 男女 もろともに 人 の國 へ まかりけ り 男 まか リ い たリて 

卽ち みまか リ にければ 女 ひとり 京へ 歸る 道に 臈の 鳴きけ る を 聞きて よ 

める となむ い ふ 

あづまの 方よ リ京 へまう でく とて 道に てよ める  お  と 

山 かくす 春の かす みぞ 恨めしき いづれ 郗 のさ かひな るら む 

こし 

越の 國へ まかりけ ると き. 0： 山 を 見て よめる  躬  忮 

消え はつ る 時し なければ 越路 なる 白山の 名 は 雪に. ぞ ありけ る 

あづまへ まか リ ける 時 にて よめる  貫  之 

絲 によろ ものなら なくに 別れ路の 心 ほそく も 思 ほ ゆる かな 

H> 悲 9 國に まかりけ る 時 道に てよ める  躬 

夜 をさむみ 置く はつ 霜 を はら ひつ ， 草の 枕に あまた たびねぬ 

但 馬の 國の湯 へ まか リ ける 時に 二見の 浦と いふ 所に 泊り て 夕さリ 3 かれ 

いひた うべ ける に 共に ぁリ ける 人々 歌よ みける ついでに よめる  #1 原 か ね すけ 

夕 月夜お ほつ かなき を 玉く しゅふた みの 浦 は あけて こ そみ め 

^喬 のみこのと もに 狩に まか リ ける 時に 天の川と いふ 所の 川の ほとりに 


K々 絲 によれ は 何で 

ものであるが、 それで 


ふたに かけて 云 ふ 枕 


り^し ； HI 中 狩な して ( 


〇 ひ s.、.< せに 云々 彦星 をい 


〇 ねさ も. W り あへ や ねさの 用意 

もしなかった e 

〇 神の まに-^ 神の 御 心 まかせ 

に o  W 心の ま  >  に o 


つ 手 向にば 神へ. S 手 向に は 

〇 つ, りの 袖 袈裟 o 

〇 きるべき に 切って ね 

. 手 向ける 喾で あるが。 


おり ゐて洒 など 飮 みける つ いで に 皇子の いひけ らく 狩して 1K の 川原に い 

たると い ふ 心 をよ みて 杯 はさせ と 云 ひければ よめる  在 原 業 平 朝臣 

狩り 募し たなばた つめに 宿から む 天の川 原に われ は來 にけ り 

みこ この 歌 を か へ すん \ よみ つ」 かへ しえ せず なリ にければ ともに 侍 

リて よめる  紀有常 

ひととせに ひとたび 來 ます 君 まてば^ かす 人 も あら じと. ぞ おも ふ 

たむ け や. i 

朱雀院 の奈茛 にお はし ましけ る 時に 手 向山に てよ める  营原 朝臣 

このたび はぬ さも とりあへ す 手 向山 もみ ぢの錦 神の ま. 


素性 法師 


手 向に はつ 、>  りの 袖 もき るべき に 紅 薬に あけろ 神 やかへ さむ 


古，、， 和^^ 卷第九 覉旅歌 


古今 和歌 集 卷第十 物 名 

古今 和歌 集 卷第十 

物 名 


七 二 


■C  、もから s 分の 心から 好きで o 

〇 うく ひや 薆く乾 やの 淙 o これ 

を^に かけた ので ある。 

〇VJ きすぎ ぬれ や 時 節が， 過ぎた 

ので あらう か 3 

〇 人 を ミ よむ 5 人 を^ かせる。 


〇 袖に 云々 袖； 

ならす.^ に：^ える であら ラか o 


O 袂 より 離れて 袂以 外に は 0 


〇 常なる ベく も 云々 常住 見られ 

さう にも 見えぬ こ VJ かな o 


〇 か 、づけ ，5.- も 水 をく *> つても n 


う r ひす 

心から 花の しづくに そ ほち つ ， うく ひすとの み 鳥の 鳴 くらむ 

o  o  o  o 

ほと 乂ぎす 

くべ き ほどと きすぎ ぬれ ゃ恃 ちわび て 鳴くなる 聲の人 をと よむ る 

o  o  o  o  0 

うつせみ  在 原 しげ はる 

波の うつせみれば 玉ぞ みだれけ る 拾 はば 袖に はかな からむ や 

o  o  o  o 

かへ し  壬 生 忠举 

袂 より 離れて 玉 をつ 、まめ や これな む それと うつせみ むかし 

o  o  o  0 

うめ  讀人 しらず 

あなうめに^ E なる ベ くも 見えぬ かな 戀 しかるべ き 香は勻 ひつ ， 

o  o 

かに はざくら  貫  之 

かづけ ども 波の なかには さぐられで 風 吹く ごとに 浮き 沉む玉 

o  o  o  o  o  o 


〇 今 いくか 云々 もう 春の 閒も何 

程 もない から 0 


o あ ふから も ^ひながら も 一 


OS なか かば 疑^の 助詞。 


す も、 の 花 

へ 「いくか 春し なければ うぐ ひす も ， の はなが めて 思 ふべ ら なり 

o  o  o  o  o  0  . 

から も k の 花  深 養 父 

あ ふから も ， 乃 はな ほこ そ 悲し けれ 別れむ こと を かねて 思へば 

o  o  o  o  o  o  o 

^  J ち 2H  T  I;: 野 I- げ 力げ 

足 引の 山た ち はなれ 行く 雪の やどり 定めぬ 世に こそ あり けれ 

o  o  C  0 

を かたまの 木  友  M 

み. ^野の 吉 野の に 浮 ひ いづる 泡 を かたまの き ゆと 見 ゆらむ 

o  o  o  0  o  0 

山が きの 木  讀人 しらず 

秋 はきぬ 今や まがき のきり. <\ す 夜な くな かむ 風の 寒さに 

o 〇 o  o  o  o 

あふひ かつら 

かくば かり あふひの 稀になる 人 をい かがつ らしと 思 はざる ベ き 

o  o  o  o  o  o 

人め ゆ ゑ 後に あふひの 遙け くば わが つらき にや 思 ひなされ む 

o  o  c  o  0  0 

くた に  佾 正遍眧 

散り ぬれば 後 はあくた になる 花 を 思 ひ 知らす もま ど ふ 蝶 かな 

o  C  0 

さ うび  貫  之 


古今 和^ 集 卷第十 物 名 


七三 


卜：： 八， 和^ 集 卷第十 物 名 


-〇ラ ひに ぞ W つる はじめて；：： H た 


〇v: がに 蜘 株。 

o 野 山な みなへ し り ぬ る 野 山 を 

5j こも こ も 化.： 通つ て 知 つ た。 


〇 みねた ちなら しなく 鹿 輋をぁ 

ち こち.、」 步 いて 鳴く 鹿。 

O へに けむ 秋 經て來 た 秋 C 数 0 


〇 ふり はへ て わざ， 


りうたん を 追-つて a> ら- 

〇 の はな けれ はや 住む 野が な. 


我 はけさう ひに ぞ見 つる 花の 色 を あだなる 物と いふべ かりけ り 

o  0  o 

をみ なへ し  友 

しら 露 を 玉に ぬく とや さ ， がに の 花に も 葉に も絲 をみ な へ し 

c-  o  o  o  o 

朝露 を わけ そ ほち つ 、 花見む とい ま ぞ野山 をみ な へ しりぬる 

o  o  o  o  0 

朱 雀院の 女郎花 あはせ の 時に をみ な へ しとい ふ 五 文字 を 句の かしらに 置 

きて よめる  伸黾 

を-ぐら 山み ねたち ならしな く 鹿の へ にけ む 秋 をし る人ぞ なき 

o  o  0  0  0 

きち かろ の 花 

あきち か うのはな りに けり 白露の 置け る草货 も 色 か はり a く 

o  o  o  o  o  o  o 

し をに 

ふり はへ ていざ 故鄉の 花見む とこし をに ほひ ぞ 移ろ ひに ける 

o  o  C 

リラたん の 花 

我が 宿の 花 ふみしだく とりう たんの はなければ や こ/' にし も 

0  0  0 ひ o  o  o 

をば な 

ありと^ てた のむ ぞ 難き 穴 H 蟬の 世 をば なしと や 思 ひな してむ 

o  0  0 

けに ごし  • 


之 


友  =: ハ 

讀人 しらず 

灰-  MM 

讀 人 しらず 


矢 E 部名赏 


〇 花の 水 花の^くべき 木。 


o もの わびしら に 物寂し 1 


うちつけ にこし とや 花^ 色 をみ む おく 白 I 路の そむ るば かり を 

o  o  0  0 

ニ條の 后#宮 の 御 息 所と 申しけ る 時に めどに けづ リ花さ せリ ける をよ ま 

せ 給 ひける  文 屋康秀 

このみ 

花の木に あら ざらめ ども 唤 きに けり ふりに し 果なる とき もがな 

o  o 

し の ぶ ぐ さ  紀と しさ だ 

山 高み つねに あらしの ふくさと は勻 ひも あ へ す花ぞ 散りけ ろ 

o  o  o  0  0 

やまし  平 あつゆき 

郭公み ねの 雪に やまじり にし 有りと は 聞け ど 1 るよ しもな き 

o  0  0 

から はぎ  讀人 しらず 

空蟬 のから はき ごとに と .V むれ ど 魂の ゆく へ を 見ぬ ぞ かなしき 

o  o  c  o 

か はなぐ さ  深 養父 

うば 玉の 夢に なに か はなぐ さまむ うつ 、 にだに も あかぬ 心 を 

o  0  0  0  0 

さが リ ごけ  たかむ この としはる 

花の 色 は^ひと さかり こけれ ども か へ す，^ ぞ露は そめけ る 

o  o  o  o  o 

にがた け  滋  春 

命と て 露 をた のむ にかたければ もの わびしら になく 野 邊の蟲 


古今 和歌 集 卷第十 物 名 


七 五 


古今 和 欲 集 卷第十 物 名 


七 六 


d わら， ひ 蕨に iai 火 を かけた もの 


〇 いさ  > めに 僅かの s?o 

o 人に a えつ  >  人に 見られな が 


o 捨てね ものから 捨て もせ やに 

ゐ ながら 0 


O こ .、」 にき こ ゆる 異なって 6S え 


〇 水の 春 さ ば 云々 水の ために 風 

が 春 VJ なって o 


か はたけ  景式王 

さよ ふけて なかばた け ゆく ひさかたの 月 吹き かへ せ 秋の 山風 

o  o  0  0 

わらび  素性 法師 

煙たち 燃 ゆと も 見えぬ 草の葉 を 誰か わらびと 名 づけ そめけ む 

o  o  o 

さ、 まつ び は ばせ をば  紀 のめのと 

いさ ， めに まつ まに ぞひは へ ぬる、 いばせ をば 人に 見え つ ， 

00  o  o  o  o  o  o  o  o 

なし なつめ くるみ  兵  衞 

ぁぢ きな し欵 きな つめ そ 憂き 事に あ ひくる み をば 捨てぬ ものから 

00  o  o  o  o  o  o 

からこと とい ふ 所に て 春の 立ちけ る 日よ める  安倍 淸行 朝臣 

波のお とのけ さから ことにき こ ゆる は 春の しらべ や 改ま るら む 

o  o  0  0  . 

いかが 峙  兼覽王 

かぢ にあた る 掉の举 を 春 なれば いかが さき 散る 花と 見 ざら む 

o  o  o  o  o 

からさき  阿保の つねみ 

かの 方に いっから さきに 渡りけ む 波路 は あと もの こら ざり けり 

o  0  0  0 

.  伊  勢 

波の 花お きから さきて 散りく めり 水の 春と はかぜ やな るら む 


o かつらの みゃ^なる 梓の 暂は 

なり はせ ぬ o 


〇 おき ひむ 時 沖の 水が 千る 時- 


紙屋 川  貫  之 

うばたまの 我がく ろかみ やか はるら む 鏡の かゆに ふれる しら 雪 

o  o  c  c  o 

よど！：； £ 

あしび きの 山邊に をれば 白雪の いかにせ よと か はる  >  時 なき 

？  o  o  o  o 

かた 野  .  忠岑 

なつぐさのう/ はしゅれ る 沼 水の ゆく かたのな きわが 心 かな 

o  o  o 

喹の宮  源 ほどこす 

秋 くれ ど 月の かつらの みや はなる 光 を はなと ちらす ばかり を 

o  o  o  o  o  o 

百 和 香  .  讀人 しらず 

^ごとに あかす 故ら しし 風 なれば 幾 そばく わがう しと か は 思 ふ 

「ィ I レ J ノー. n-F  o  o  o  o  o 

すみな がし  滋  春 

春が すみな かし 通ひ路 なかり せば 秋く る頎 はか へ らざ らまし 

o  o  o  o  0 

おき 火 

^れい づ るかた だに 見えぬ 淚 川お きひむ 時 やそこ は 知られむ 


ち- 


都 其 香 

大江 千里 


のち. まきの 後れて 生 ふる 苗 なれ ど あだに はならぬ 賴 みと ぞ聞. 

o  o  o 

古今 和歌 集 卷第十 物 名  .  七 七 


古今 和歌 m 


〇 めにあく や VJ て 目に 見飽ノ 

VJ 思つ て-" 


；卷第 十 物 名  七ぺ 

は を はじめる を はてに てながめ を かけて 時の 歌よ めと 人の いひければ よ 

o  o  o  o  o 

める  僧正 聖寳 

はなの なかめ にあく やとて 分け ゆけば 心ぞ 共に 散りぬ ベ ら なる 


C きくの 白露 音に のみ 閔く V. -、 

菊の，：：： 露.、」 IS 方 にかけ たもの。 

c おも ひに あへ ず 戀 しさに 堪 

かねて o 


c あはれ *、」 ぞ S ふ 逢 ひたい 

よ- W 思 ふ 0 

c よそ にても よそに 離 


古今 和歌 集 卷第十 1 

戀 歌 一 

題 しらず 

郭公 鳴く やさつ きの あやめ 草 あやめ も 知らぬ こ ひもす るかな 


音に のみき くの 白露 夜 はおき て晝 はお も ひに あ へ すけぬ ベ し 

吉野 川い はなみた かく ゆく 水の はやく ぞ人を 思 ひそめて し 

白波の あとな きかたに 行く 船 も風ぞ たよりの しるべ なりけ る 

音 羽 山お とに 聞きつ 、あ ふさ かの 關の こなたに 年 を ふる かな 

立ち か ~ り あはれ とぞ甲 3 ふよ そ にても 人に 心 をお きっしら 波 


讀人 しらず 

性 法師 

贯 之 

原 勝 E 


素 


「し 

i 个 


膝 


在 原 元方 


之 


古今 和歌 集 卷第十 一 戀歌 


七 九 


〇 見 f- も あらや 云々 見ないで 

なく 又 見た でもない 人 o 


〇 知る 知らぬ 云々 見た ミか 見な 

ぃミ かな で ミ 分け て は 何の 云はラ 

IJ ミぞ 0 


〇 雪 ま 雪の 閒 * 


〇 なかぞらに のみ 云々 蓼 中に な 

つてし まつ て 物 思 ひ を る。 


古今 和馱 集卷第 十一 戀歌ー  • 八 ◦ 

世の中 はかく こそ あり けれ 吹く 風の めに 見ぬ 人も戀 しかりけ り 

右近の 馬場の ひ をり の 日む かひに たてり ける 車の 下 簾より 女の 顔の ほの 

か えければ よみて 遣 はしける  在 原 業 平 朝臣 

見す も あらす 見 もせぬ 人の 戀 しく は あやなく 今日 や 眺め 暮 さむ 

かへ し  讀人 しらず 

知る 知らぬ 何 か あやなく 分き てい はむ 思 ひのみ こそしる ベ なり けれ 

春 日の 祭に まかれり ける 時に 物見に 出で たりけ る 女の もとに 家 を 尋ねて 

遣 はせ りけ る  .  壬 生忠岑 

舂日 野の 雪 ま を 分けてお ひ 出く る 草の はっかに 見えし 君 はも 

人の 它っ みしけ る 所に まかりて そこなり ける 入 の も-とに 後に よみて つ 力 

はしける  貫  之 

山 櫻 かすみの まより ほのかに も 見て しひと こそ 戀 しかり けれ 

題 しらず  元  方 

たよりに も あらぬ おも ひの 怪しき は 心 を 人に つぐるな りけ り 

凡 河 內躬恆 

よつ 鳩の はっかに 聲を 聞きし より なかぞらに のみ 物 を 思 ふ かな 


c 片絲 またより 合 はせ てない 一 

筋の 絲 o 

〇 あまつ 空なる 人 空の やうな 何 

の VJ りミめ も な， い 遠 い 人 o 

〇 かり ごも つたこ も 。亂れ る 

€ いふた めの 序 o 

〇 おく  VJ はな ゆき 起きる ミ 云つ 

て は 飲き。 

O ね ミ は 忍 はむ 寢る V」 云って は 

慕 ふ。 

〇 かけぬ 日 はなし 言葉に かけて 

云 ひ 出して 思 はぬ 日 V」 て はない o 

三の 句まで は i の 句 をい ふための 

序 C 


ひ はしぬ ミも 戀ひ 死にに 死 

ねる VJ して も o 

〇 よ^ 淀 _* 水の よ， V む 所 0 淵 o 

〇淵 瀨 VJ もな き 淵 ミ か 瀬 VJ かい 

ふ 別 もない o 

C 下にの みな がれて 云々 いつま 

でも 心の中で はかり 思つ てゐ よう 


M  之 

逢 ふこと は 雪 居 はるかになる かみの 音に 聞きつ 、戀 ひわた るかな 

讀人 しらず 

片絲を こなた かなたに よりかけ て あはす ば 何 を^ の緖 にせむ 

ゆ ふぐれ は 雲の はたて にも のぞお も ふ あまつ 空なる 人を戀 ふとて 

かり ごもの 思 ひみ だれて わが 戀 ふと 妹し るら め や 人し つゆす ば 

つれ もな き 人 を やねた く 白露のお くと はな ゆきぬ と は 忍ばむ 

千 早ぶ る賀、 茂の やしろの ゆ ふだす きひと ひも 君 を かけぬ 日 はなし 

わが 戀 はむな しき 空に みちぬ らし 思 ひやれ ども 行く 方 もな し 

駿 河なる た ごの 浦波た たぬ： n は あれ ども 君を戀 ひぬ 日 はなし 

夕づ く^さす や 岡邊の 松の 葉の い つ とも わか ぬ戀 もす るかな 

あしび きの. E 下水の こがくれて たぎつ 心 をせ き. ぞ かねつる 

吉野 川い はきり とほし ゆく 水の 音に はたて じ戀ひ はしぬ とも 

瀧つ 瀨の なかに もよ ど はありて ふ をな ど わが 戀の 淵瀨 ともなき 

山 高みした ゆく 水の 下にの みな がれて 戀 ひむ 戀ひ はしぬ とも 

おも ひ出づ ると き はの 山の 岩 躑躅い はねば， 】 そ あれ 戀 しきもの を 


古今 和歌 集卷 第. 


霞 


C 秋の 野の 云々 三 句まで は 四 句 

にか * る 序 o 


〇 つかね を 束ね 緒 0 


〇 いふ 人な しに 云 ふ 人な しに は 


〇 ゆ ふ 手 も 云々 結ぶ 手 もた 

程に 下 玆が度 々解ける。 


〇 打ち はへ て 長い 年月の 意 o 


古今 和歌 集卷第 十一 戀歌ー  八 二 

人 しれす 思へば くるし 紅の すゑつ む 花の 色に いでな む 

秋の 野の 尾花に まじり 唉く 花の いろに ゃ戀 ひむ あ ふよし をな み 

わが そのの 梅の ほつ えに 鶯の ねに 鳴きぬべき こ ひもす るかな 

あしび きの 山 郭公 わが ごと や 君に こひつ  > いねが てに する 

夏な れ ば 宿 に ふす ぶ る 蚊 遣 火 のい つまで わが 身 下 もえに せむ 

戀 せじと 御手洗 川に せし みそぎ 神 はう けす ぞ なりに けらし も 

哀れて ふこ とだにな くばな に を かは戀 のみ だれの つかね をに せむ 

田 心 ふ に は 刃 S ぶ る事ぞ まけに け る 色 に は 出で じと 思 ひし もの を 

我が 戀は 人し るら め やしきた へ の 枕の みこ そ 知らば 知 るら め 

あさ ぢ ふの をのの 篠原 しのぶと も ひと 知 るら め やい ふ 人な しに 

人知れぬ 思 ひや なぞと 蘆お 一の まぢか けれども あ ふよし のな き 

おも ふと も戀 ふと も逄 はむ もの なれ やゆ ふ 手 もた ゆく とくる 下紐 

いで われ を 人な とがめ そ 大船の ゆた のた ゆた にもの 思 ふころ ぞ 

伊勢の 海に つりす る 蟹のう けなれ や 心 ひとつ を 定め かねつる 

伊勢の 海の 蟹の つりな は 打ち はへ て 苦しとの みや 思 ひわたら む 

淚川 なにみ なかみ を 尋ねけ む 物 思 ふ 時の わが 身なりけ り 


〇s ひな.. ひ は 云々 むづ かし 

い S でも 件 な 折り さ へ したなら は 

逢 はれね •、.< いふ こ VJ は あるまい o 


〇 いかにね し 夜 ^ちら 枕に^- 

してお た 夜。 


〇 なら はし 物 を 愤 による もの 

であるが Q 

〇 あは やして 戀 しい 人に 逢 はな 

いで ゐても それが SS 愤 vj な つ て 逢 

はやに SS にれ る ものか^- う か o 

〇來 む 世 來世 o 次の 世- 


3 思 はね 人 こち VT を 思うても く 

o われに あらね はや わが 心で は 


〇 ねむ 方 もな し 5」 うして 寢； 

夢に^へ るか- A- 思 ひ 迷うて 寢 2 

な い。 

o 夜 はす がらに 夜ば 夜通し n 


種し あれば 岩に も 松 は 生 ひに けり 戀ひ をし 戀 ひば あは ざらめ や も 

朝な くた つ 川霧の 空に のみう きて おも ひの ある 世な りけ り 

忘らる/' 時し なければ あし たづの 思 ひ亂れ てね をの みぞな く 

から 衣 ひも ゆ ふぐれ になる 時 はか へ す <\ぞ 人は戀 しき 

よ ひくに 枕 さだめむ 方 もな しいかに ねし 夜 かゆめ に 見えけ む 

戀 しきに 命 を か ふ る ものなら ばし に はやす くぞ有 るべ かりけ る 

人の 身 もなら はし 物 を あはす してい ざ 心み む戀 ひや 死ぬ ると 

忍 ぶれば 苦しき もの を 人 しれす 思 ふて ふこと 誰に かたらむ 

來む 世に もはやな りなな む 目の前に つれな き 人 を 昔と 思 はむ 

つれ もな き 人を戀 ふとて 山彥の 答へ する まで 欵き つるかな 

ゆく 水に かすかく よりも はかなき は 思 はぬ 人 を 思 ふなり けり 

人 を 思 ふこ、 ろ はわれに あらねば や 身の 惑 ふだに 知られ ざるら む 

思 ひやる さか ひ遙 かに なりやする まど ふ 夢路に 逢 ふ 人の なき 

夢のう ちに あ ひみむ 事を賴 みつ 、暮 せる 宵 はねむ 方 もな し 

戀ひ 死ねと する 業なら しむば 玉の 夜 はす がらに 夢に 見えつ ， 

なみだが はま くら 流る ？ うきねに は 夢 もさ だかに 見えす ぞ ありけ る 


古今 和敢第 卷第十 一 戀歌 一 


八 三 


古/， 和歌 巢卷第 十 


i 


八 四 


〇 そ はぬ もの ゆ ゑ 溢 ひもせ ね 

のの くせに o 


o かゆ V」 なる^ 戀に やつれて お 

の やうに なった 身。 


〇 知 U, す や ほひ も よらね こ さか 

な。 上 三 句 は 四 句 * 云 ふための 序 


〇 人 は 知らた む わが S ふ 人 はわ 

が 心 を 知つ て くれよ かし o 


o 伊箪の 云々 

て 底の a えない 淵で あらう か。 

〇 こ 、ろが へ 云々 人の 心な 互に 

<yj りかへ にれ る 物にしたい ものた 

〇 いれ ひも 人 袍、 直 衣、 狩 

衣な^ の ^^の 輪ミ 雄^の 結 

ぴ 二ぶ vj を-/」 り あはせ 掛けお くも 

の o 

〇 明けた て は 夜が 明けれ は o 

〇Ig の をり はへ 云々 蟛の やうに 

一 日中ない て 募らし o 


戀 すれば わが 身 は 影と なりに けり さりと て 人に そ はぬ もの ゆ ゑ 

篝火 にあらぬ わが 身の なぞ も かく 淚の 川に うきて 燃 ゆらむ 

篝 火の かゆと なる 身の わびしき は 流れて 下に も ゆるな りけ り 

早き 瀨に みるめお ひせば わが 袖の 淚の 川に 植ゑ まし もの を 

おきべ にも よらぬ 玉藻の 波の 上に みだれて のみや 戀ひ 渡りな む 

蘆 鴨の さわぐ 入江の 白波の 知らす や 人 を かく こ ひむ と は 

人 しれぬ 思 ひ を 常にす るが なる ふじの 山 こそ わが 身なり けれ 

とぶ 鳥の 聲も きこえぬ 奧 山の ふかき 心 を 人 は 知らな む 

あ ふさ かの ゆ ふつけ 鳥 も わが ごとく 人 や ， 〕 ひしき 音の みな くらむ 

あ ふさ かの 關に 流ろ  > 岩し みづ いはで 心に おも ひ f 】 そ すれ 

浮 草のう へ はしけれ る 淵 なれ や 深き 心 を 知る 人の なき 

うちわび てよ ば はむ 聲に 山彥 のこた へ ぬ 山 は あら じと、 ぞ思ふ 

， ^  > ろが へ する ものに もが 片穆 はくる しきものと 人に 知らせむ 

よそに して 戀 ふれば 苦し いれ ひものお なじ 心に いざ 結びて む 

春た てば 消 ゆる 冰の のこりな く 君が 心 はわれに とけな む 

明けた てば 蟬の をり は へ 鳴きく らし 夜 は螢の もえこ そわ たれ 


〇 I つお も ひ 火な 取らう £ いふ 

«J ひ I つ o 


o あやし かりけ り 特に 堪 へられ 

ね o 

〇 はに こそん * 云々 表面に あら 

はして ra$ ふ ふり を こそせ ぬ * か。 


〇 人め もる 云々 人目 を は， >  かる 

わが 身で もない に。 

〇 たまれ はがて に 云々 たまる か 

ミ 見れ はた まら やにく たけて 滑え 

る やうに o 

〇 けね 涫 える 。死ぬ る 0 上 三 句 

は价ぬ VJ いふた めの 序 0 


夏 蟲の身 をい たづら になす 事 も 一 つお も ひに よりて なりけ り 

夕され ばいと V ひがたき 我が 袖に 秋の 露 さ へ おき そ はりつ > 

いっとても 戀 しからす は あらね ども 秋の 夕 は あやし かりけ り 

秋の W の ほに こそ 人を戀 ひざらめ など か 心に 忘れし もせむ 

秋の 田の ほの 上 を 照らす 稻 妻の 光の まに も われ や 忘る、 

人め もる 我 か は あやな 花 薄な どか ほに いでて 戀ひ すし も あらむ 

あわ 雪の たまれば がて にく だけつ ， 我が物 思 ひのし ゆき 頃 かな 

奥山の すがの ねし のぎ 降る 雪の けぬ とかい はむ 戀の しゅきに 


古今 和欤^ 卷第十 一 戀馱 一 


^五 


古今 和 欲 集卷第 十二 戀欲ー I 


八 六 


〇s ひつ * ねお はや 思 ひながら 

寝 るた めか ** 


〇 人の わざ 入の 追善供^ o 


o 袖に たまらぬ しら 玉 袖に つ、 

ん でもた まら やに こぼれ 出る 白玉 

o 人 を みぬめ ^しい 人 を 見られ 

ね 目 o 


古今 和歌 集 卷第士 一 

戀歌ニ 


題 しらず  小 野 小町 

思 ひつ ， ぬれば や 人の 見え つらむ 夢と しりせば 覺め ざら まし を 

うた ， ねに 戀 しき 人 を 見て しょり 夢て ふ もの はたの みそめて き 

いとせ めて 戀 しき 時 はむ ば 玉の よるの 衣 を か へ して ぞ著る 

素性 法師 

秋風の 身に 寒ければ つれ もな き 人 を ぞ賴 むくる 、 夜ごとに 

しも っ出雲 寺に 人の わざしけ る H 眞せ い 法師の 導師に て い へ りけ る 言葉 

を 歌に よみて 小 野 小町が もとに 遣 はしける  安倍 淸行 朝臣 

つ ， めど も 袖に たまらぬ しら 玉 は 人 をみ ぬめの 淚 なりけ り 

かへ し  小町 

おろかなる 淚ぞ 袖に 玉 はなす 我 はせ き あ へ すたき っ瀨 なれば 

寬 平の 御 時き さいの 宮の耿 合. の 歌  藤 原敏行 朝臣 


O うちね るな か 屮は思 ふ 人 v.- の 

S? をい ふ。 

〇 た， * ぢ 直路0 

〇 よる さへ や 夜 i でも o 上ニ句 

は 三 句な 云 ふための 序。 

〇 入 目ね く 人 n を は ♦> かってよ 


〇iw; のま も 云々 火 を ./J らう ミし 

て^:! の閒も 保た やに 死んで しま ふ 

〇 けに 燃 ゆれ， 〕J も  一 まさって 

燃える-か o 

〇き え かへ りて ぞ 滑え 人る やう 

に o. 上の 三 句 は w 句 を 云 ふための 

序。 

〇 みが くれて 水に かくれて。 


〇3V、.- いふ も のぞ 云々 夢 V」 いふ 

もの は 人に 賴 もしく 思 はせ て IS い 

て 何の 役に も 立たぬ ものた。 


戀 ひわび てうちぬ るな かに 行き 通 ふ 夢の た ノ ぢは うつ 、 ならな む 

in の 江の 学に よる 波よ る さ へ や 夢の かよ ひぢ 人目よ くらむ 


野よ し 


我が 戀 はみ 山が くれの 草 なれ やしゅ さまされ ど 知る 人の なき 

宵の まも はかなく 見 ゆる 夏蟲に まど ひ. まされる 戀 もす るかな 

夕され ば瑩 よりけ に 燃 ゆれ ども 光み ねば や 人の つれな き 

笹の 葉に おく 霜よりも ひとりぬ る 我が 衣手 ぞさ えま さりけ る 

我が 宿の 菊の 垣根に おく 霜の きえ かへ りて ぞ戀 しかりけ る 

川の 瀨に なびく 玉藻の みが くれて 人に しられぬ 戀 もす るかな 


紀 友 


壬 生忠岑 


かきく らし 降る しら 雪の下ぎ えに きえて 物 思 ふころ にも ある 力な 

藤 原 興 風 

君 こふる 淚の牀 にみ ちぬれば 身 をつ くしと ぞ われ はなり ける 

死ぬ る 命い きも やする とこ、 ろみに 玉の緒ば かり あはむ とい はなむ 

^び ぬればし ひて 忘れむ と 思へ ども 夢と いふ も のぞ 人 だのめ なる 


古今 和歌 巢卷第 十二 戀歌ニ 


八 七 


古今 和 趺集卷 第 十二 戀歌ニ 


-ノ  -ノ 


〇 魂 ま 5」 ひな は 魂 力まよう. て S" 

に 行つ てし まったなら o 


0 世 VJVJ もに ながれて ぞ ゆく 常 

に 流れて ゐて 止まる 時がない。 


〇 はかなくて た， >  ちょつ ミ0 


〇 音に なきて 云々 泣いて この や 

うに 潘れた 袖た が o 

OVJ きぞ VJ もな く いつ VJ いふ 時 

もな <o たえまなくお 

〇 たノ 鳴く ひた 鳴きに 鳴く o 


讀人 しらず 


わりな くも 寐て も覺 めても 戀し きか 心 を いづち やらば わすれむ 

戀 しきに わびて 魂 まど ひなば 空しき からの 名に やの こらむ 

君 こふる 淚 しなく ばから 衣む ねの あたり は 色 もえな まし 

題し 、りず 

世と ともに ながれて ぞ ゆく 淚川 ふゆ も冰ら ぬみ なわな りけ り 

夢路に もつ ゆや 置 くらむ よもすがら 通へ る 袖の ひぢて 乾かぬ 

あした 

はかなくて 夢にも 人 を 見つ る 夜 は 朝の 牀ぞ おきう 力り ける 

い つ はりの 淚 なりせば から 衣しの びに 袖 はし ほら ざら まし 

音に なきて ひぢ にし かど も 春雨に 濡れに し 袖と 問 はば 答 へ む 

我が 如く 物 や 悲しき 郭公と きぞ ともなく 夜た 鳴 くらむ 


紀貰之 


素性 法師 


^原忠 


大江 千里 


敏行 朝臣 


〇Ar く 泞そら なる 泣いて はかり 

_Q て 心 も そ， >  ろな O 上の 三 句 は 四 

句な 云 ふための 序 o 

〇 おも ほえな くに えね。 


〇 ちぐさに いろくに o 上句 は 

四 句 を 云 ふための 序 o 


〇 そよ それよ 。その 通り o 御尤 


o かきな す ひき 鳴らす。 


貫  之 

さっき やま 梢 を 高み ほと 、 ぎす 鳴く 音 そらなる 戀 もす るかな 

凡 河 內躬恆 

秋 霧の はる、 時な き 心に はたち ゐの空 もお も ほえな くに 

淸原深 養 父 

蟲の ごと 聲 にたてて は 鳴かね ども 淚 のみこ そ 下にな がるれ 

是. のみ この 家の 歌ム n の 歌 

秋 なれば 山と よむ まで 鳴く 鹿に 我お とらめ や 一 人ぬ る 夜 は 

M しらず. 

秋の 野に みだれて 唉 ける 花の 色の ちぐさに もの を 思 ふころ かな 

身 

ひとりして 物 を 思へば •  秋の 田の 稻 葉の そよ とい ふ 人の なき 

深 

人 を 思 ふ 心 は 腐に あらね ども 雲居に のみ も 鳴き わたる かな 

忠 

秋風に かきな す 琴の こ ゑに さへ はかなく 人の こ ひし かるらむ 


讀人 しらず 


之 


恆 


養 父 


岑 


古今 和 酜集卷 第 十二 戀歌ニ 


八 九 


古今 和歌 第卷第 十二 戀歌ニ 


九 〇 


c 核の たう， ひける 人 物宣 ひける 

人 o 

〇 また 人 まかりて 又 他の 人が 行 


〇 まなく 歆る ひ まもなく 牧， 


〇 下に 流れて 水が はの 下な 流れ 

る やうに 思 ひ を 外に あら はさ やに 


〇 なかく に なまな かに o 上の 

： 一句 は 三 句 を 云 ふための 宇0 


之 


ま， 〕 も かる 淀の 澤水雨 降れば 常より ことに まさる 我が こ ひ 

大和に 侍りけ る 入に 逍 はしける 

越えぬ まは吉 野の 山の さくら 花 ひとづてに のみ 聞き わたる かな 

やよひば かりに 物の たうび ける 人の もとに また 人 まか リ てせ うそ こすと 

聞きて よみてつ か は しけ る 

露なら ぬ 心 を 花に おき そめて 風 吹く ごとに 物お もひぞ つく 

題 しらず  坂 上是則 

わが 戀 にくら ぶの やまの さくら 花 まなく 散る とも かす はま さら じ 

むね を か 9 大賴 

冬 川の 上 はこ ほれる 我 なれ や 下に 流れて こ ひわた るら む 

忠  岑 

たきつ 瀨に 根ざしと V めぬ 浮 草のう きたる 戀も我 はする かな 

友  則 

よ ひくに ぬぎて 我がぬ るかり 衣 かけて 思 はぬ ときの まもな し 

あづま ぢの さやの 中 山な か./ \- になに しか 人 を 思 ひそめけ む 


n 人 をみ るめ 戀 しい 人 を 見る め 


〇 あらな くに でもない のに o 

c ふりいで てな く  S を あゆて 泣 


OS をな にか 云 ひけむ ； OS おの 

火に 飛， ひ 込んで 死ぬ るの を 愚かな 

事た V」 は 何故に 云った であらう。 


〇 君が i 


君の 心 かな n 


C 手 も ふれで 云々 思 ふ 人に 久し 


敷 妙の 枕の したに 海 は あれ ど 人 をみ るめ は 生 ひす ぞ ありけ る 

年 をへ て 消えぬ 思 ひ はありながら よるの 执 はな ほ冰り けり 

我が 戀は 知らぬ 山路に あらな くに まど ふ心ぞ わびし かりけ る 

くれな ゐの ふりいで てな く淚 には袂 のみこ そ 色 まさり けれ 

白玉と みえし 淚も年 ふれば から くれな ゐに うつろ ひに けり 

夏蟲 をな にか 云 ひけむ 心から われ もお も ひに 燃えぬ ベら なり 

風 吹けば 峯 にわかる 、白雪の たえて つれな き 君が ご、 ろか 

月影に わが 身 を かふる ものなら ばつ n なきん も あはれ とや 見む 


身 


忠 


深 養 


戀ひ 死なば たが 名 はたた じ 世の中の 常な き，？ のと 云 ひ はなす とも 

貫 

津の國 の 難 波の 蘆の め も はるに しゅき わが 戀 人知 るら め や 

手 も ふれで 月日 へ にけ る白眞 弓お きふし 夜 はい こそ 寐られ ね 


古今 和歌 集卷第 十二 戀歌 


九 一 


之 父  岑 is 


之 


古今 和 歜集卷 第 十二 戀歌ニ  九 二 

人知れぬ 思 ひのみ こそ わびし けれ わがな ゆきをば 我の みぞ 知る 


o 下に 通 ひて 下の 方 を 通って 水 

が 流れる やうに 心の中に 思って o 


c 思 ひねに 寐し夢 思うて 寐て見 

た 夢。  . 


〇 よる こそ まされ 晝 よりも 夜の 

方が 1 展戀 しく 思 ふ 心が まさる。 

上の 三 句ば 四 句の 序 * 


O あ ひみむ V」 云々 逢 はう.、」 先方 

から 云った の を 額み にして o 


友 


言に いでて いはぬ ばかり ぞ 水無瀨 川下に 通 ひて 戀しき もの を 

君 をのみ 思 ひねに 寐し夢 なれば わが 心から 見つ るな りけ り 

命に もま さりて 惜しく ある もの はみ はて ぬ 夢の 覺 むるな りけ り 

梓弓 ひけば もとす ゑ 我が かたに よる こそ まされ 戀 のこ、 ろ は 

我が 戀は 行方 も 知らす はても なし 逢 ふ を かぎりと 思 ふば かり ぞ 

われの みぞ 悲し かりけ る彥星 も 逢 はです ぐせ る 年し なければ 

今 はは ゃ戀ひ 死な まし を あ ひみむ と賴 めし こと ぞ命 なりけ る 

たのめつ ゝ逢 はで 年 ふるいつ はりに こりぬ 心 を 人 は 知らな む 


n フ 


忠 


貝 


恆 


岑 


春 道列樹 


身 


恆 


深 養父 


恆 


C 命 や は 云々 命が 何た o 


友 


命 や はなに ぞは 露の あだ 物 を あ ふに しか へ ば 惜しから なくに 


古今 和歌 蕖卷第 十二 戀歌ニ 


九 三 


則 


〇 ながめ 暮らしつ 詠め VJ 長雨 

にかけ たもの々 


〇 あさみ こそ 云々 涙 G 川が 淺ぃ 

ので 袖た けた 濡れる のでせ う。 


o よるべな み ^くよ る 手段が な 

いので o 


古今 和歌 集卷第 十三 戀^ 三  九 四 

古今 和歌 集 卷第士 一一 

戀 歌 三 


やよひの つ いたちより しのびに 人に 物 を 云 ひて 後に 雨の そぼ 降リ ける に 

詠みて 逍 はしける  業 平 

起き もせす 寐 もせで 夜 を 明して は 春の 物と てながめ 暮らしつ 

業 平 朝臣の 家に 侍りけ る 女の もとによ みて 遣 はしける  敏 行 

つれぐ の ながめに まさる 淚川 袖の みぬれ て 逢 ふよし もな し 

彼の 女に 代リて かへ しによ める  業 平 

あさみ こそ 袖 は ひ づらめ 淚川身 さ へ 流る とき かばた のまむ 

題 しらず  讀 人.， 

よるべな み 身 を こそ 遠く へ だて つれ 心 は 君が かゆと なりに き 

い たづら に 行きて はきぬ る 物 ゆ ゑに 見 まく ほし さに いざな はれつ ， 

逢 はぬ 夜の ふる 白雪と つもりな ば われさ へ 共に けぬべき もの を 

此の 歌 は ある 人の 曰く 秭本入 麿が 歌な リ 


〇 みるめな き 云々 逢 はれね 身た 

VJ 知に ない のかして o 


〇 つれな く 見えし 冇 明月が わが 

心 も 知ら やに 空に 照つ て ゐるこ VJ 

に對 して 云つ；，； もの。 


〇 逢 ふこ. t の 云々 逢 ふこ VJ もな 

い 人の 所に 行く われ なれ は。 


〇ま たき また 逢った 事 もない 先 

からもう o 


業 平 朝臣 

秋の 野に 笹 分けし 朝の 袖よりも あはで 、 〕 し 夜 ぞひぢ まさりけ る 

小 野 小町 

みるめな き 我が身 を うらと 知らねば やかれな で 蟹の 足た ゆく くる 

源宗于 朝臣 

逢 はすして 今宵 あけなば 春の 日の ながく や 人 をつ らしと 思 はむ 

壬 生忠岑 

ありあけの つれな く 見えし 別れより 曉 ばかり S きもの はなし 

在 原 元方 

逢 ふことの なぎさに し t- る 波 なれば うらみての みぞ 立ち 歸り ける 

讀人 しらず 

かねてより 風に 先 だつ 波 なれ や 逢 ふこと なきに まだき 立 つらむ 

忠  岑 

みちの くに ありと いふなる 名 取 川な き 名と りて は 苦し かりけ り 

みはる の あ = すけ 

あゃなくて まだき 無き 名の 立 田 川 渡らで やまむ ものなら なくに 

古今 和歌 集卷第 十三 戀馱三  九 五 


古今 和歌 集卷第 十三 戀欹三 


九 六 


C こり やまに こり もせ. iv-; 

〇 人 を 知りお きて 戀人 を- 

へ  ておいて a 


〇 人知れぬ 人に 知らされぬ ハ 


C あし， ひきの 山より 月の 出で て 

を 云 ふため G 序 o 


〇 事ぞ s もな く これが かう ミ い 

ふこ VJ もな しに o 何 の ひま もな し 


元  方 

人 はい さ 我 はなき 名の 惜しければ 昔 も 今 も 知らす と をい はむ 

讀人 しら ず 

こりす まに 又も 無き 名 はたちぬ ベ し 人に くから ぬ 世に し 住 へ ば 

ひんが し 

東 の 五條 わたりに 人 を知リ おきて 罷り通 ひけり 忍びなる 所な りければ 

門よ リ しもえ いらで 垣の 崩れよ リ通 ひける を 度重な リ ければ 主人 聞き つ 

けて かの 道に 夜毎に 人 を ふせて 守ら すれば いき けれどえ あはでの み歸リ 

てよ みて ゃリ ける  業 平 朝臣 

人知れぬ 我が 通ひ路 のせき もり はよ ひく ごとに うち もね ななむ 

題 しらず  貫  之 

忍 ぶれ どこ ひしき 時 は あしび きの 山より 月の いでて こそくれ 

讀人 しらず 

戀 ひく て 稀に 今宵 ぞ 逢坂の ゆ ふ つ け 鳥 は 鳴かす も あらな む 

小 野 小町 

秋の 夜 も 名のみ なりけ り 逢 ふとい へ ば事ぞ ともなく 明けぬ る もの を 

凡 河 內躬恆 


〇 あ ふ 入からの 云々 逢 ふ 人に よ 

つ て 秋の 夜 も 短く S はれる もので 

ある o 


o おのが きね ぐ I 緒に 寢てゐ 

た 一 一人の 著 物 か 別々 になって わか 

れる o 

o いま はの 心 いよ/ \ 別れた W 

S ふ 心。 


〇 こき たれて 物 を こきおろす や 

うに 落ち て" 


〇 夢 かう つ  >  か 郭公 の S を閎 い 

たの は 萝 かそれ ミ も 現 か。 

〇 夜滦 くこし を また 夜の^い う 

ちに 別れて 來；. - か。 


〇 おきけ む 方 云々 別れに 心が 亂 

れて、 §j うして 起きた か钹 えな か 

つ た Q 


長し ともお もひぞ はてぬ 昔より あ ふ 人からの あきの 夜 なれば 

讀人 しらず 

しの ， めの ほ がら/ \- と 明け ゆけば おのが きぬ^ \- なる ぞ 悲しき 

藤 原國經 朝臣 

明けぬ とてい ま はの 心つ くから にな どい ひ 知らぬ 思 ひそ ふらむ 

寬 平の 御 時き さいの 宫の 歌合の 歌  敏行 朝臣 

あけぬ とて 歸る 道に はこき たれて あめ も淚も 降り そ ほち つ 、 

題 しらず  寵 

しの ， めの 別れ を 惜しみ われ ぞまづ 鳥より さきにな き はじめつ る 

讀人 しらず 

ほと、 ぎす 夢 かう つ ゝ か 朝露のお きて 別れし あかつき のこ ゑ 

玉く しゅ あけば 君が 名た ちぬべ み 夜 深く こし を 人み けむ かも 

大江 千里 

今朝 はし もお きけ む 方 もしら ざり つ 思 ひ 出 づるぞ 消えて 悲しき 

人に 逢 ひて あしたに よみて 遣 はしける  業 平 朝臣 

ねぬ る 夜の 夢 を はかなみ まどろめば いや はかなに もな り增 るかな 

古今 和歌 集卷第 十三 戀歌三  九 七 


古今 和歌 集卷第 十三 戀歌三 


九 


〇 世人 さため よ 世閒の 人が 定め 

てく れい a 


〇 したに を 思へ 心の中で 思， 

！ 5 れ o を は 助詞- * 


〇 ほに 出て こ ひ は 云々 あら はに 

戀 したなら 名が 立つ であらう VJO 


樂平 朝臣の 伊勢の 國に まかりけ る時齋 宮なリ ける 人に いとみ そかに^! ひ 

て 又の あしたに 人 やる すべなくて 思 ひ をり ける 閒に 女の もとよ リ おこせ 

たりけ る  讀 人し ら ず 

君 や こし われ やゆき けむお も ほえす 夢 か 現か寐 てか覺 めて か 

かへ し  業 平 朝臣 

かき くらす 心の やみに まど ひに き 夢う つ  >  と は 世ん さだめよ 

題 しらず  讀人 しら ず 

むば 玉の 闇のう つ 、 はさ だかなる 夢に いくら もま さら ざり けり 

さ 夜更けて 天のと 渡る 月 かゆに あかす も 君 を あ ひ 見つ るかな 

君が 名 も 我が 名 もた て じ 難 波なる みつとも いふな 逢 ひきと もい はじ 

名 取 川瀨々 の埋木 あら はれば いかにせ むと か 逢 ひみ そめけ む 

吉野 川み づの心 はは やくと もた きの 音に はたて じと ぞ おも ふ 

戀 しくば したに を 思へ むらさきの 根す りの 衣 色に いづな ゆめ 


花 薄 ほに 出て こ ひば 名 を をし み 下 ゆ ふ ひものむ す ほほれ つ 

橘の きょきが 忍びに あ ひしれ りけ る 女の 許より おこ せた リ ける 


野 春風 


讀人 しらず 


〇 ひ VJ り.，.^ か 思 ひ 台った 同志 

の 5 ち、 で ちらか 一人が。 

〇藤 衣 K 服。 


o ひ"、」 め を. 

G.4 る もこ t 


C 人め 一 

〇 か は 

の o 


人目 をはヾ 


人目 をつ 、 む、 む * 


〇 そこに 通 ふ 其處 C 家に 自分が 

通 ふ。 上の 三 句 を 序 VJ して 底ミ受 

けたので ある 0 


淸 0 


町 


思 ふ どち ひとり/ \ が戀ひ 死なば たれに よそ へ て 藤 衣き む 

かへ し  橘 

泣き こふる 淚に 袖の そ ほち なばぬ ぎ か へ が てら 夜 f  J そ は 著め 

題 しらず  小 

現に はさ もこ そ あらめ 夢に さ へ ひとめ を もる と 見る がわび しさ 

^りなき 思 ひの ま ゝ による もこむ 夢路 を さ へ に 人 はとが めじ 

夢路に は 足 もやす めす かよへ ども 現に ひとめ^ しこと は あらす 

讀人 しらず 

思へ ども 人め つ 、 みの 高ければ か はと 見ながら えこ そ 渡らね 

たきつ せの 早き 心 か-なに しかも 人め つ ， みのせき と ノ むらむ 

寬 平の 御 時 后の 宮の 歌合の 歌  紀 

くれなる の 色に は 出で じかくれ ぬの 下に 通 ひて 戀ひは 死ぬ とも 

題 しらず  躬 

冬の 池に すむ に ほ 烏の つ れも なく そこに 通 ふと 人に 知らすな 

笹の 葉に おく 初霜の 夜 をさむみ しみ はっくと も 色に 出で め や 

讀人 しらず 


^  貝 


恆 


古今 和歌 集卷第 十三 戀歌三 


i ゴ 


古今 和歌 集卷第 十三 戀歌三 


一 00 


〇 流れ ひるま 干る を晝閱 にかけ 

たもの。 次の 「よる」 も 寄る み-夜 

にかけ たもの 


〇 底！ S み 眞茛な 心底で あ 


〇 玉の 緖の弒 えて 次の 軌れむ を 

云 ふための 序 o 


〇 ねに あら はれて 扭 VJ 音 VJ を. 

けた もの ** 


山し なの 音 羽の 山のお とに だに 人の しるべ くわが 戀 ひめか も 

此の 歌 ある 人 近 江のう ねめ のとな む 申す 

満っ汐 の 流れ ひるま を 逢 ひ 難み みるめの 沛 による を こそ まて 

白 川の しらすと もい はじ 底淸み 流れて よ A にす まむ と 思へば 

したに のみ 戀 ふれば 苦し 玉の 緖の絕 えて 亂れむ 人な とがめ そ 

我が 戀を 忍び かねて は あしび きの 山 たちばなの 色に 出ぬ ベ し 

大方 は 我が 名 もみな と 漕ぎ出な むよ をう みべ だに みるめ 少なし 

枕より また 知る ひ ともなき 戀を淚 せき あ へ す もらしつ るかな 

風 ふけば 波う つ 岸の 松 なれ やねに あら はれて 泣きぬ ベら なり 

此の 歌 は 或 人 の いはく 柹 本人 麿が なり 


^原 深 養 父 


平貞文 


友 


讀人 しらず 


平貞文 


讀人 しらず 


〇 こ VJ なし ふ VJ も 云々 そんな 事 

はない "/J 云うて も 何の 役に も 立た 

ね o 

〇 君に より 君 故に。 


〇 知る ミ いへ は 0. 

る vj いふ こ さたから。 


枕 は 知 


池に すむ 名 を をし 鳥の 水 を あさみ かくる とすれ ど顯 はれに けり 

あ ふこと は 玉の 緖 ばかり 名のた っは吉 野の 川の 瀧つ 瀨の ごと 

jE 鳥の 立ちに し 我が 名 今更に ことなし ふと もしる しあら め や 

君に より 我が 名 は 花に 春が すみ 野に も 山に も 立ちみ ちに けり 

知る といへ ば眈 だに せで ねし 物 を 塵なら ぬ 名の 空に 立 つらむ 


古今 和歌 集卷第 十三 戀歌 |ニ 
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伊 


古今 和歌 集卷第 十四 戀歌四 

古今 和歌 集 卷第 十四 

戀歌四 


1 〇 二 


〇 かつ 見る 人 かつぐ に 一寸 逢 

ゥた はかりの 人 o 上の 三 句 はこの 

S- を 云 ふための 序 o 


〇 見 まれみ やまれ 逢っても 逢 は 

ないでも o 


o 伢^ の 蟹の 云々 上 三 句まで は 


題 しらず  讀人 しらず 

みちの くの 淺 香の 沼の 花が つみ かつ 見る 人に 戀 ひや わたらむ 

あ ひみす ば戀 しき 事 もなから まし 音に ぞ人を 聞く ベ かりけ る 

貫  之 

いその かみ ふるの 中道な か く に 見す ば戀 しと 思 はまし や は 

藤 原た ^ゆき 

君と いへ ば 見 まれみ すまれ 富 士の嶺 の 珍ら しゅな く 燃 § る 我が 戀 

^  勢 

夢に だに 見 ゆと はみ え じ 朝な く 我が 面影に は づる身 なれば 

讀、 しらず 

石閒 ゆく 水の 白波 立ち か へ りかく こそ は 見め あかす も あるかな 

伊勢の 蟹の 朝な 夕な に潛 くて ふみる めに 人を飽 くよ しもが な 


〇 わりな きもの わけの わからな 

いもの。 無理な こ VJ を 思 ふ もの。 

o 見る ものから や 現在 眼の 前に 


〇 かれはて む 枯れる./」 雜れる ミ 

を 通 はせ たもの。 この 歌、 古今 六 

化に は 第！ 一句 「こ V」 を は 知らで」 

め. 句 「入な 賴 みける かな」 あ 

る o 

〇s 草の 「^く」 の 枕詞 a 

〇 飛 為川 云々 雜下 B ，人 不知 「世 

の 中ば 何 か 常なる 飛鳥 川 昨 SH の 淵 

ぞ今 B は 瀬になる」 

〇 飛总川 大和 3 高 市 都。 


〇 衣- 

〇，>治0 橋姬 山城 國 宇治 河畔に 

住む 遊君 G 

〇 君 や こむ の 歌 古今 六 に は 第 

一一； 句 「やすら ひに」 第 四 五 句 r 棂の 

板- 户を ささで 寐に けり」 V.- ある。 

O いさよ ひに ためら ひに o 

C. 有 明の 月 云々 待って ゐる うち 

に 有 wn? がもう 出た わい o 


友- 


0C 


春霞た なびく 山の さくらばな 見れ ども あかぬ 君に も あるかな 

心 をぞ わりな きものと 思 ひぬ る 見る ものから ゃ戀 しか る へ き 

かれはて む 後 をば 知らで 夏草の ふかく も 人のお も ほ ゆる かな 

飛鳥 川 淵は瀨 になる^ なりと も 思 ひそめて む 人 はわ すれ じ 

寬 平の 御 時 后の 宫の 歌合の 歌 

思 ふて ふ 言の葉の みや 秋 を へ て 色 も か はらぬ ものに は あるら む 

題 しらず 

さむし ろに 衣 かたしき こよ ひも やわれ を まつらむ 宇治の 橋姬 

又は 宇治の たま ひめ 

君 や こむ 我 や 行かむ のい さよ ひに 横の 板戶 もさ さすね にけ り 


深 養 父 


凡 何 內躬恆 


讀人 しらず 


素性 法師 


今、 J むと いひし ばかりに 長月の 有 明の 月 を 待ち いで つ るかな 

古今 和歌 集卷第 十四 戀歌四  一 〇 三 


古今 和歌 集卷第 十四 戀歌四 


一 〇 四 


〇 月夜よ し 云々 萬 葉 集卷六 「我 

屋戶の 梅 吹きたり ミ吿 & やら は來 

ち ふ に 似た り改り ぬ もよ し」 

〇 刀 夜よ し 夜よ し 刀 夜よ しの 意 

〇來 て ふに 似たり 來れミ 促す や 

ラ でも ある o 

〇 君 來チは 云々 萬 葉 集卷十 一 に 

「待ち かねてう ち へ は 人ら じ 白妙 

の わが 衣手に 霜 はきぬ ミも」 

〇-- 紫 わが も VJ ゆ ひ わが^ 紫の 

元 結。 

〇 も VJ あらの 小 萩 本た ちの 繁く 

ない 萩" 

〇 い まも 見て しが 今 も 逢 ひたい 

ものた o 

〇VJ はに 云々 逢 ひたい VJ いふ 事 

を 常に 思うて ゐ る。 


〇 なみに おも はは I 通りに 思 ふ 

こ VJ な ら_* 上 三 句 は 四 句の 序 <> 

0 心 G うら 心の うらな ひ o 

G さくる 遠 ざ ける o 

o こ V」 のし^け む いろ 》/,\ミ 嚼 

がしゅくなる であらう o 


. 讀 人し 

月夜よ し 夜よ しと 人に つゆ やらば こて ふに 似たり 待た すし も あらす 

君 こすば ね や へ も いら じこ 紫 わが もと ゆ ひに しも はおくと も 

宮城 野の もと あらの 小 萩 露 をお もみ 虱 を 待つ ごと 君 を， ^ そまて 

あな 戀 しい まも 見て しが 山 賤の垣 ほに 唉 ける やまとなでしこ 

津の國 のな に は 思 はす 山城のと はに あ ひみむ こと をのみ こそ 

敷 島の やまとに は あらぬ 唐衣， ) ろ も へ すして 逢 ふよし もがな 

深 養 

戀 しと はたが 名 づけけ むこと ならむ 死ぬ とぞ 唯に いふべ かりけ る 

讀 人し 

みよしのの 大川 のべ のー滕 波の なみに おも はば わが こ ひめ や は 

かく 戀 ひむ ものと はわれ も 思 ひに き 心のう らぞ まさし かりけ る 

天の原 ふみと  > ろかし な る^も 思 ふなか をば さくる もの か は 

梓弓 ひき 野の つ ノ ら すゑつ ひに 我が 思 ふ 人に ことのし ゆけ む 

此の 歌 は 或 人 あめのみ かど あ ふみのう ねめ にた まひけ ると なむ 申す 


o くり 返し いつまでも" 


0敉 々に 云々 わが 事を^く 思 ひ 

下さる や ら S ひ 下 さらぬ やら o 


〇 つ ひに で こかで は。 

o よるせ 流れ 寄る 涎" 寄る 所。 


〇 たえね 心 自分の 方を弒 えない 

でも o 

〇 よがれ 泊る のケ I 夜 闘 かして 


夏 引の 手び きの 絲を くり 返し ことしけ くと も 絶えむ と 思 ふな 

此の 歌 はかへ しによ みて 奉りけ ると なむ 

里人の こと は 夏野の しけく とも かれ ゆく 君に あは ざらめ や は 

藤原敏 行の 朝臣の 業 平の 朝臣の 家な リ ける 女 を あ ひ 知りて 文 遣せ りけ る 

言葉に 今 まう でく 雨の 降リ ける をな むみ わ づらひ 侍る と い へ リ ける を 聞 

きて かの 女に かはリ てよ めリ ける  在 原 業 平^ 臣 

數々 に 思 ひお も はすと ひがたみ 身 をし る 雨 はふり ぞ まされる 

ある 女の 梁 平の 朝臣 を 所定め ず步 きすと 思 ひて よみて つか はしける 

•  讀入 しらず 

大幣の 引く手あまたに 成り ぬれば 思 へ ど え こそ 賴 まざり けれ 

かへ し  業 平翊臣 

大幣と 名に こそた てれ 流れても つ ひに よるせ はありて ふ もの を 

^しらず  讀人 しら ず 

須 磨の あまの 鹽 やく 煙 風 をいた み 思 はぬ かたに たなびき： 

玉 かづら はふ 木 あまたに なり ぬればた えぬ 心の 嬉し ゆ もな し 

誰が 里に よがれ をして か 時鳥た  >  こ、 にし もね たる こ ゑす る 


古今 和歌 笾卷第 十四 戀歌四 


〇 五 


古今 和歌 集卷第 十四 戀歌四 


一 0 六 


〇 こ V」 のみ ぞ よき ：！ 先 はかりの 

ものである o 

〇 うつし ごこ C 云々 5 つり やす 

い 心 は 口  y- は 非常な 達 ひで ある。 

o ものから ものながら。 


〇 世の 人 ご VJ 世閒の 人の 噂 0 

〇 忘れね ものの 云々 忘れ はしな 

いたらう が 自然 VJ 遠の くで あらう 

さ 思 はれる o 

〇 あかで こそ 云々 思 ふ 中なら 互 

にあき の來 ぬう ちに 離れて しま は 

ラ o 

〇 ありし よりけ に 今までよりも 

なほ |  ©50 


いで 人 はことの みぞよ き 月 草のう つし ご ， ろ は 色 f  .5 とに して 

偽りの なき 世な りせば いかばかり 人の ことの 葉 うれしから まし 

いつはり と 思 ふ ものから いまさら にたが 誠 を かわれ は賴 まむ 

あき 虱に 山の 木の葉のう つろ へば 人の 心 もい か  >  とぞ おも ふ 

寬 平の 掏 時 后の 宫の 歌合の 歌 

蟬 のこ ゑき けば かなしな 夏衣う すく や 人の ならむ とお も へ ば 

題 しらず 

空蟬の 世の 人 ごとの しけければ 忘れぬ ものの かれぬ ベ らな り 

あかで こそ 思 はぬな か は 離れな め そ を だに 後の 忘れが たみに 

わすれな むと 思 ふ 心の つくから にあり しょりけ に まづぞ 悲しき 

わすれな む われ を うらむな 時鳥 人の あきに は あはむ ともせす 

絕 えす ゆく あすかの 川の よどみな ば 心 ありと や 人の 思 はむ 

此の 歌 ある 人の いはくな かとみ の あづま 人が 歌な り 

淀 H のよ どむ と 人 は 見 るら めどな がれて ふかき 心 ある もの を 


素性 法師 


友 


讀人 しら 


素性 法師 


〇s ふより 云々 これほ^^ く s 

ふのに また 此の上に いかにせ よ- /」 

て か a 

C 色 こ vj になる 心が はりの した 


C 染めし より 思 ひ 込ん たから は 


〇 珍ら しき 人 久しく 逢 はぬ 人 

o しかもせ ぬ ミきもせぬ0 


そこ ひなき 淵 や はさ わぐ 山川の あさき 瀨 に、 ) そ あだ 波 はたて 

讀人 しらず 

くれなる の 初花 ぞ めの いろ ふかくお も ひし 心 われ 忘れめ や 

河 原 左 太 E 

陸奧 のしの ぶもぢ すり 誰 ゆ ゑに 亂れ むと 思 ふわれ ならな くに 

讀人 しら ず 

思 ふより いかにせ よと か 秋風に なびく あさ ぢの色 ことになる 

ち  >  の 色に うつろ ふらめ ど 知らな くにこ ， ろし 秋の 紅葉なら ねば 

小 野 小町 

蟹の 住む 里の しるべ にあら なくに うらみむ とのみ 人の いふら む 

しもつ け の をむ ね 

くもり 日の 影と しなれる 我 なれば 目に こそ 見えね 身 をば 離れす 

貫  之 

色 もな き 心 を 人に 染めし よりう つろ はむ と はお も ほえな くに 

讀人 しらず 

めづ らしき 人 を 見む とやし かもせぬ わが 下紐のと け わたるら む 

& ん， 和歌 集卷第 十四 戀歌四  一 〇 七 


古今 和歌 集 卷第十 戀歌四 


1 〇 八 


〇 ふる ひ ミ 久しく 逢はなかった 

人 0 


〇 なきて わた る 初 ぬが 鳴いて^ 

る や うに 自分 も 人 の £ を 泣いて， ま 

る 0 

〇 す まやな りに けれ は 通って 來 

ないやう になった ので o 

〇 たのめ こし 言の葉 末賴 もしく 

仰せられた 御文 0 

o ふるれ は 古されれ は 。飽きら 

れれは U 

C おのが ものから も V」 は 自分の 

もので は あ る が o 

C 道 は 常に も 云々 今晩 お出でな 

された は笾 を閒 違へ られ たもので 

せう が、 いつでも^ 違 へられれ は 

よい、 そして 私の 方へ お出で 下さ 

れは よい o 


かけろ ふの それ か あらぬ か 春雨の ふる ひとなれば 袖ぞ ぬれぬ る 

堀江， ) ぐた ななし 小船 こぎ 歸り おなじ 人に や こ ひわたり なむ 

わたつ 海と あれに し牀を 今更に はら はば 袖 や あわと うきなむ 


伊 


0 


之 


いにしへ に猶 たち か へ る 心 かな 戀 しき， 】 とに ものわすれ せで 

人 をし のびに あ ひしり て 逢 ひがたく ありければ 其の 家の あたり を まかり 

ありき ける をリに 腐の 鳴く を 聞きて よみて 遣 はしける  大 St 黑主 

思 ひ 出で て戀 しきと き は初臈 のな きて わたると 人し るら め や 

右のお ほ いまう ち 君す まずな りに けれ. ばか の 昔お こせたり ける 文 ども を 

取り あつめて 返す とてよ み て 送りけ る  典侍 藤 原よ るかの 朝臣 

たのめ こし ことの 薬 今 はかへ してむ 我が身 ふるれば おき 所な し 

かへ し  •  近院 右大臣 

今 はとて 返す 言の葉 ひろ ひ 置きて おのが ものから 形見と やみむ 

題 しらず  よる か の 朝臣 

玉 ほこの 道 は 常に もま ど はなむ 人 をと ふと も われ かと 思 はむ 


0 待て.、. -ぃ はは お待ちな され . /j 

からに は o 

C 駒の：^ なれ 駒の 足な つま づか 


〇 人の 心の あれて 云々 人の. もが 

うつろうて 自分の 方に 碟 くなる 意 


〇 人 はくれ でも 上の 三 句 は. 

の.；： f:o 


c 形見 か は 形見で も 何でもない 

のにり 

o ながめら るら む 戀 しく S ふご 

VJ にこの やうに 大空が ながめられ 

る卞 i マ. T う o 

にせむ に 何に IT よう ぞ o 何 

の^に も^. U ぬ。 

の 守りけ る 入 親の ついて ゐ 


「1^ に 浮ぶ 云々 海の S に 浮ぶ^ 

の やうに わが 涙に 浮ぶ ^である" 


讀人 しらず 


待てと いはば ねても ゆかな むし ひて 行く 駒の 足 をれ 前の 棚 橋 

巾納言 "it 昇の 朝臣の 近 江の 介に 侍りけ る 時に よみて やれ リ ける 

逢坂の ゆ ふつけ 鳥に あらば こそ^が ゆきき をな く，/ \ も 見め 

題 しらず 

故鄉 にあらぬ ものから わがた めに 人の 心の あれて み ゆらむ 

山^ つの 垣 ほに は へ る靑っ  > ら人 はくれ ども ことっても なし 

大空 はこ ひしき 人の^ 見 か はもの 思 ふごと になが めら るら む 


院 


勢 


伊 


0 


かゐの ひと ざね 


讀人 しら ず 


逢 ふまでの 形見 も 我 はなに せむ に 見ても 心の なぐさま なくに 

親の 守リ ける 人の むすめ に いと 忍びに あ ひて 物ら い ひける あ ひだに 親の 

よぶ と い ひければ 急ぎ か へ ると て 裳 をな むぬ ぎ 置きて 入リ にけ る その の 

ち 裳 を 返す とてよ める  與 

逢 ふまでの 形：^ とて f  〕 そと ゾ めけ る淚に 浮ぶ もく づ なりけ り 

古今 和歌 集 卷第 十四 戀歌四  一 〇 九 


風 


〇 あ；. I なれ にくい 仇の や 

ので ある o 


古今 和歌 集卷第 十四 戀歌四  一 一 〇 

gs しらず  讀人 しらず 

^見 こそ 今 は あた なれ これな くば 忘る、 時 も あらまし もの を 


C はいに は あらで 公然-、. - ではな 


c あはらなる 构？^ 戶^: 子な 亡 も 

ない 板敎 * 

c 月 や あらぬ 月 は 昔の ま 》 の 月 

である o や は 反 sio 


c 渡る-/」 なしに 逢 ふで もな. 


つ さても や .H 分が 思 ふ 程 C 分 を 

S つて くれる 人が あつ て も" 


古今 和歌 集 卷第 十五 

戀歌五  . 

五條の きさいの 宫の 西の 對に仆 みける 人に ほいに は あらで ものい ひ渡リ 

ける を^: H: の 十日 餘り になむ 外へ 隱れ にけ る あ リ所は 聞き けれどえ 物 も 

こ そ 

いはで 又の 年の 春 梅の 花盛リ におの 面白 かり ける 夜 去年 を こ ひて かの 西 

の對に いきて =: の倾 くまで あばらなる 板 敷に ふせ リて よめる  在 原 業 平^ 臣 

月 や あらぬ 春 や 昔の 春なら ぬ 我が身 ひとつ はもとの 身に して 

題 しらず  藤 原 仲 平 朝臣 

花簿 われ こそした に 思 ひし かほに 出て 人に むすばれに けり 

藤 原兼輔 朝臣 

よそに のみ 聞か. まし もの を 音 羽 H 渡る となし にみ なれそめ けむ 

凡 河 內躬恆 

わが ごとく われ を 思 はむ 人 もがな さても やうき と^を 試みむ 

元  方 


古 八， 和 欲 集卷笫 十五 戀歌五 


古今 和^ 第卷第 十五 戀^ 五 


1  一 二 


o あまつ 空に もす まなく に 空に 

住んで ゐろ 61 分で もない のに。 


〇昆 まくの ぼし けれ は 見たい の 

に o 


〇 ぃミ はれて い.、. -嗜れ て V. -、 跃 

はれて..？" 通 はせ たもの o 


■〇 めなら ぷ人 幾人 ものよ」 


〇 あ ひに あ ひて 同じ やう 


o ま ，}.- はに あれ や 道の 閒が 遠い 

ためや。 上 三 句 は 四 句の 序 o 

o かりにた に W りに さへ。 かり 

そめに も o 兩樣 にかけ たもの o 

〇 しぎの はね き 嘧 がしゅく 羽 


〇 われぐ かすかく 幾度 VJ な. 

.ゅ くた めいきな つ いて 欽く  o 


久方の あまつ 空に もす まなく に 人 はよ そに ぞ おも ふべ ら なる 

見ても. また 又も：^ まくの ほしければ なる  >  を 人 は 厭 ふべ ら なり 

雪 も なくなぎ たる 朝の 我 なれ やい と はれての み 世 をば へ ぬらむ 

花が たみめ ならぶ 人の あまた あれば 忘られ ぬらむ 數 ならぬ 身 は 

うきめの み 生 ひて 流る ， 沛 なれば かりにの みこ そ 蟹 はよ るら め 

あ ひに あ ひて 物 思 ふ 頃の 我が 袖に 宿る 月 さ へぬ る、 が ほなる 


讀人 しらず 


紀友則 


讀人 しらず 


伊 


勢 


讀人 しらず 


秋なら でお く 白つ ゆ は ねざめす る 我がた まくらの I 卞な りけ り 

須 磨の 蟹の 鹽燒衣 もさ を あらみ まど ほに あれ や 君が きまさぬ 

山城の 淀の わか ごも かりに だに こぬ 人た のむ 我ぞ はかなき 

逢 ひみねば 戀ひ こそ まされ 水無瀨 川な にに 深めて 思 ひそめけ む 

曉 のしぎ の はねが きも、 羽が き 君が こぬ 夜 はわれ ぞ かすかく 


•〇 まだき しぐれ また その 時節で 

もない のに SS る g-ieo 

〇か ゆ はかりの み 云々 いつでも 

影た け W えてより つかれぬ。 


C 我 やい をね ぬ 云々 .0 分が 眠ら 

れ ねため かそれ vj  君が 自分な 忘 

れて 心が 通 はねた めか。 


〇 つま 軒 0 


〇忠 ひくら し 云々 思ひ暮 して ひ 

らしの やうに 泣いて はかり ゐる 

〇 こめや 來 はせ ぬ。 

C 今し は *、.- 今 はも ラ來 ない もの 

"一 .Co 

〇さ> がに の 云々 蜘蛛の 絲が著 

物に か  >  るの は 待つ 人の 來る 前兆 

〇 われ をた のむ る おみの ある や 

うに S はせ る o 


たま かづら 今 はた ゆと や 吹く 風のお とに も 人の 聞え ざるら む 

わが 袖に まだき しぐれの ふりぬ る は 君が こ ， ろに あきやき ぬらむ 

山の 井の あさき 心 も 思 はぬ にかけば かりの み 人の 見 ゆらむ 

忘れ 草た ねとら まし を 逢 ふことの いと かく 難き ものと しりせば 

こふれ ども 逢 ふ 夜の なき は 忘れ 草 夢路に さ へ や お ひ 茂る らむ 

夢に だに あ ふこと かたくなり 行く は 我 や い をね ぬ 人 や 忘る 、 

兼藝 法師 

もろ, j しも 夢に 見し かば 近 かりき 思 はぬな か. ぞ遙け かりけ る 

M  登 

ひとりの みなが め ふるやの つま なれば 人 を 忍ぶ の 草ぞ生 ひける 


僧正 遍眧 


我が 宿 は 道 もな きまで あれに けり つれな き 人 を 待つ とせし まに 

今 こむ とい ひて わかれし 朝より 思 ひくら しのね をのみ、 ぞ なく 


讀 


しらず 


こめやと は 思 ふ ものから ひぐ らしの なく 夕暮 はたち 待た れつ ， 

今し はと わびに しもの を さ、 がに の 衣に か ， り われ をた のむ る 

古今 和 欲 集卷第 十五 戀歌五  一 一 三 


古今 和歌 集卷第 十五 戀^ 五 


一 一 四 


れつ  >  来ない. Ci らう さ 思 つ 

て もす ぐに それ を 忘れて 0 


〇掊 ゑて いにし 云々 

を植 ゑて 歸 つた 人が、 a に 刈る 時 

© になる まで 來 ない ので。 


〇 かれが た 疎^に なり か 


o 一一 一 I の 葉 さへ に 前に 仰せられた 

御 約束のお  一一 一一！ I 葉まで が。 


〇 木の葉に あら は I 

あったなら は o 


木の葉で 


み r はこ じと 思 ふ ものから 忘れつ ゝ待 たる、 ことの まだ もやまぬ か 

月夜に はこぬ 人 またる かきくもり 雨 も ふらな む 侘びつ  > もね む 

桢 ゑて いにし 秋 田 刈る まで 見え こねば けさ 初嗎 のね にぞ 鳴きぬ る 

こぬ 人 を まつ 夕 ぐれの 秋風 はいかに ふけば かわび しかるら む 

久し くもなり にけ るかな； K の 江の まつ は 苦しき も^に ぞ ありけ る 


兼 覽 


王 


住の 江の まつ ほど 久 になり ぬれば 蘆 たづの ねに なかぬ 曰 はなし 

仲 平の 朝臣 あ ひし リて 侍リ ける を かれが たに 成りに ければ 父が 大和の 守 

に 侍リ ける もとへ まかる とてよ みて 遣 はしける  伊  勢 

三輪の 山い かに 待ちみ む 年 ふと も尋ぬ る 人 も あら じと 忍へ ば 

題 しらず  雲林院 のみこ 

吹き まよ ふ 野 風 をさむみ 秋 はぎのう つり も ゆく か 人の こ 、 ろの 

卜 マ r 卜 >J 

づ BH バ B 

今 はとて 我が身 時雨に ふり ぬれば 言の葉 さ へ に 移ろ ひに けり 

かへ し  小 野 さ だき 

人 を 思 ふこ、 ろ 木の葉に あらば.， ) そ 風の まに く 散り もみだれ め 


o すみけ る * かよって ゐ たが- 


C ゆきかへ り 云々 it つたり 來た 

りして ヒ み-留め やに. 過す の *:§_* 


〇 なれ は ^なれれ は o 

〇 身に こそ 纏 はれめ ゆに 親し- 

なる  箬た  のに。 

〇 ひ •/.- の 心の 云々 木の葉が 風； 

吹かれて 空に 上る やうに、 思 ふ， 

の 心が 他に 移った の は，〕. 

ミたらぅか0 


0 心地 そこなへ りけ る 病氣で 

あった 頃. * 

〇 心地お こたり て 病お 同復 して 

〇 しでの 山 死 出の 山。 

c まづ こえ じ-、. -て 先に は 越え ま 

い. ias つ て o 


古人， 和歌 集卷第 十五 戀歌五 


業： 牛の 朝 E 紀の有 常 がむ すめ にす みける を 恨む る こと ぁリ てし ばし の あ 

ひだ ひる は 來て夕 さリは 歸リの みしければ よみて 遣 はしける 

天雲^ よそに も 人の なり 行く かさす がに 目に は^ゅる ものから 

かへ し  業 平 朝臣 

ゆきか へ り 空に のみして ふること は 我が ゐる 山の 風 早み なり 

題 しらず  かげの リの王 

唐衣 なれば 身に こそ 纏 はれめ かけての みや は戀 ひむ とお も ひし 

す  貝 

秋風 は 身 を わけてし も 吹かな くに 人の 心の そらにな るら む 

源宗于 朝臣 

つれ も なくなり 行く 人の 言の葉 ぞ 秋より さきの 紅葉な りけ る 

心地 そこな へ リ ける 顷ぁ ひし リて 侍リ ける 人のと はで 心地 おこたりて 後 

とぶら ヘリければ よみて 造 はしける  兵  衞 

しでの 山麓 を 見て ぞか へ りに しつら き 人より まづ こえ じと て 

あ ひしれ リ ける 人の やう やく かれが たにな リ ける あ ひだに やけた るち の 

葉に 文 を さしてつ か はせ りけ る  小町が 姊 

一 1 五 


古今 和歌 集卷第 十五 戀歌五 


一 ソ 


〇 時 すぎて 時 is 過ぎて o 年寄つ 


〇 きえで うき 身 沿えないで 浮く 

やうな この 薆き 身。 

C 流れて ながらへ て。 

〇 ありて 行く 水 云々 有って 流れ 

る.^ がないなら は o 


〇 はやくい ひて しこ •-、.- 以前に 言 

ひ «s いた こ £o 


C 染め ざら は 云々 自分の 方で 思 

はな かつ たなら は 先方の 心の 變る 

の も 何の 恺 しい こ ミ が あらう。 


時す ぎて 枯れ ゆく 小 野の 淺 茅に は 今 はお も ひぞ絕 えす もえけ る . 

物 思 ひける ® 物へ まかりけ る 道に 野火の もえけ る を^て よめる 伊  勢 

冬枯の 野邊と 我が身 を 思 ひせば もえても 春 を また まし もの を 

題 しらず  友  則 

水の 沫 のきえ でう き 身と いひながら 流れて 猶も賴 まる  >  かな 

讀人 しらず 

水 無瀨川 ありて 行く 水な くば こそ 終に 我がみ をた えぬ と 思 はめ  . 

躬  恆 

よしの 川よ しゃ 人、 〕 そつら からめ はやくい ひて し- - と は 忘れ じ 

讀 人し ら ず 

世の中の 人の 心 はは なぞめ の 5 つろ ひやす き 色に ぞ ありけ る 

心 こそうた てに く けれ 染め ざら ばう つろ ふ 事 も 惜しから まし や 


色み えで うつろ ふ もの は 世の中の 人の 心の 花に ぞ ありけ る 


われの みや 世 をう ぐ ひすと なき わびむ 人の 心の 花と ちりな ば 


讀人 しらず 


〇 かれな む 人 遠の いて ゆ 


〇 霜 は S かなむ 霜が SS けはいい 

に。 ^が ほけ は 忘れ 草が 枯れて、 

また 思 ひ 出して くれる かもしれ ぬ 

から e 

〇 なに * かたね 何な las して 生 

る もの か VJS つ た， 》o 


〇 いねて ふこ VJ も 云々 往ね V」 い 

ふこ VJ も 云 はない のに。 


o い s ながる. レ， む ひ^く こ ゆれ 

る こ V」 であらう か o 


素性 法師 

思 ふと も かれな む 人 をい か ヾ せむ あかす 散りぬ る 花と こそ 見め 

讚 入 しらず 

今 はとて 君が かれな ば 我が 宿の 花 をば ひとり 見て やしのば む 

宗于 朝臣 

忘れ 草 かれ もやす ると つれ もな き 人の こ  >  ろに 霜 は 置かな む 

寬 平の 御 時御屛 虱に 欲 かかせ 給 ひける 時よ みて かきける  素性 法師 

わすれ 草な に を かたね と 思 ひし はつれな き 人の 心なり けり 

題 しらず 

秋の 田の いねて ふこと も かけな くに 何 をう しと か 人の かるらむ 

紀貫之 

初臈の 鳴き， わたれ 世の中の 人の こ、 ろの あきし うければ 

讀人 しらず 

あはれ とも 憂し とも もの を 思 ふとき など か淚 9- いとなが るら む 

身 を 憂し と 思 ふに 消えぬ もの なれば かくても 經 ぬる 世に こそ 有り けれ 

典侍 藤 原 直 子 朝臣 

古今 和^ 集卷第 十五 戀歌五  I 一  七 


r 我から ffij の 名 o 我が身 

あるひ 


古今 和歌 集卷第 十五 戀歌五  一 一 八 

蟹の かる 藻に 住む 蟲の 我から とね を こそな かめ 世 をば 恨み じ 


〇 あ ひみぬ も 云々 逢 ひたい 人. 

逢 はれぬ の も その 人の つらい の- 

皆 わが 身からの 事で あ る。 


〇 物の かなしき は 人 をい ミし， 

B! ふの は o 


C 镜に見 ゆる 影 鏡に うつる わ 一 

影リ 


〇 人な き. 牀 君が 來て寢 るで もな 

ぃ牀。 


な 


あ ひみぬ もうき も 我が身の 唐衣 思 ひしら す も 解 くるひ も かな 

寛 平の 御 時 后の 宮の 歌合の 歌 

つれな きを 今は戀 ひじと 思 へ ども こ ， ろよ わく もお つる 淚か 

題 しらず 

人知れ す絕 えな まし かばわび つ ， もな き 名、 ぞ とだにい はまし. 

それ を だに 思 ふこと とて 我が 宿 をみ きとな いひ そ 人の きかくに 

逢 ふことの も はらた えぬ る 時に こそ 人の 戀し きこと もしり けれ 

わび はつる とき さ へ 物の かなしき は いづこ をし のぶ 淚な るら む 

うらみても.  泣きても いはむ かた ぞ なき 鏡に 見 ゆる 影なら すして 

夕され ば 人な き牀を うちはら ひ 歎 かむ ためと なれる 我が身 か 

わたつみの 我が身 こす 波立ち か へ り 蟹の 住む て ふ 浦み つるかな 


菅 野 

-のを 

讀 人 . 


0 原 


讀 人 


〇 あらす きかへ し 云々 幾度 も 人 

の 心なよ く考へ て a て。 


o いや ミはざ かる たん；— -.、 -思 

ふ 入が^ のいて ゆく 3 

c 貢の^ のこ、 ろの 秋 前 に 云つ 

た ！s のか はる 人の 心の 秋。 


〇 ^風に あ ふたの み 人の^ 風に 

S み に^うた^が SZ^.A- になる。 


〇 我 を.；，！； せる . ；；： I 分 を 見捨てた o 

お せる 名 は、 ：ra きミ秋 を 通 はせ 

たもの o 

〇 忘らる 、身な 人に 忘れられた 

身 は o 


〇 逢 ふ^を 云々 逢 ふこ- /J もない 

のにな が.， T へ て o 


あら 小 E を あらす きか へ し 返しても 人の 心 を：^ てこ そや まめ 

あり そ 海の 濱の眞 砂と 賴 めし は 忘る 、 f  tj  s 数に、 ぞ 有りけ る 

蓆べ よ o 雪 居 を さして ゆく 臈の いやと ほざかる 我が身 かなし も 

しぐれつ ゝ もみ づ るよりも 言の葉の こ、 ろの 秋に ぁふぞ わびしき 

あき 風の 吹きと ふきぬる 武^ 野 はなべ て草椠 の 色 か はりけ り 


秋風に あ ふたの みこ そ 悲し けれ 我が身む なしくな りぬ と 思へば 

秋^の 吹き、 フらが へ す 葛の 槳 のうら みても 猶 うらめし きかな 

秋と いへば 外に ぞ 聞きし あ、 た 人の 我 を 古せる 名に こそ 有り けれ 

忘らる ， 身 を うぢ 橋の 中た え て 人 も 通 はぬ とし ぞ へ にけ る 

又は こなた かなた に 人も迎 はず 

逢 ふこと を 長柄の 橋の ながらへ て戀 ひわ たるまに 年. ぞへ にけ る 


平 貞 


讀 人し 


坂 上是則 


友 


古今 和 欲 集卷第 十五 戀歌五 


し 

ゾ. 


古今 和歌 集卷第 十五 戀歌五 


二 〇 


〇 なりな なむ なれ はよ い， 


c 流れて は 久しく なれ は。 

O いもせ の 山 妹 山.、」 背 山 o 共に 

にある o 

^ 世の なか 男女の 仲な 云った も 

の o 


うきながら けぬ る浓 ともなり ななむ 流れて とだに 賴 まれぬ 身 は 


讀人 しらず 


流れて はい もせの 山の なかに 落つ る吉 野の 川の よしや 世の中 


C 渡り 川 三途の川 o 

〇 か へりく るが に ig つて 来る こ 

vj も あらう そのために Q 

O 送りけ る 夜 迗^ した 夜。 

〇 君が 世までの 名 血の 涙が 落ち 

て^れ る の V、 、白 河で はなく 赤 河で 

あ る V」 のな，。 


|.; うつ ^は 云々 ^はから をぬ， 

で^こ かへ 行く が、 しかし ぁミ； 

はからた けは殘 つ て 居る G 


古今 和歌 集 卷第 十六 

哀傷 歌 


妹の 身 まか リ ける 時よ みける  小 野 篁 朝臣 

泣くな みだ 雨と ふらな む 渡り 川 水 まさりな ばか へ りくる がに 

さきのお ほきお ほい まう ち 君 を 白 河の 邊に 送リ ける 夜よ める  素性 法師， 

血の 淚 落ちて ぞ たぎつ 白 河 は 君が 世までの 名に こそ あり けれ 

堀 河の お ほきお ほ いまう ち 君 身 まかりに ける 時に 深 草の 山に を さめて 後に 


詠みけ る 

うつ 蟬 はから を 見つ 、 もな-ぐ さめつ 深 草の やま 煙 だに たて 


僧都 勝延 


かむ つけ 乃岑雄 


深 草の 野邊 のさく らし 心 あらば、 ) としば かり は墨ぞ めに さけ 

藤 原敏行 朝臣の 身 まか リ ける 時に よみて かの 家に 遣 はしける .紀 友 則 

寢ても 見 ゆ ね で も 見 え けり 大方 はう っ蟬の 世ぞ夢 に は 有り け る 

あ ひ 知れり ける 人の 身 まかりに ければ よめる  紀貫之 

古今 和歌^ 卷第 十六 哀傷 歌  ニニ 


古今 和^ 集卷第 十六 哀傷^ 


なせけ は 瀨な？ せき. /」 め 

れは。 

o わがれ * ミ むる 云々 死んで ゆ 

く 人 を VJ める 柵ばない o 


〇さ きたた ねく い 自分が 光に 早 

く 死ななかった^ が 口惜しい o 


〇 人 こそ 云々 人の 死ん たのが 悲 


CS: しも あれ 時節 も あらう に o 


o^,>  P , ひ， ひ ゴ の 云々 まるで 悲 

しい 事の ある ものの 袖た o 


〇 はつる 、絲 はつれる 絲 o 


1 一三 

夢と こそい ふべ かり けれ 世の中に^ ある ものと 思 ひける かな 

あ ひ 知れ リ ける 人の 身 まか リに ける 時に よめる  モ生忠 

う ち 

ぬ るが. M: に 見る をのみ や は 夢と 言 はむ はかなき W をも^と はみ す 

姊 のみ まかりに ける 時に よめる 

瀨を せけば 淵と 成りても よどみけ り わかれ をと むる 柵 ぞ なき 

00 のた^ ふ さが 昔 あ ひ 知りて 侍リ ける 人の 身 まかりに ける 時に とぶ、 り 

ひに 遣 はすと てよ める  ^  院 

さきだたぬ くいの 八 千度 悲しき は 流る ゝ 水の か へ りこぬな り 

紀友 則が 身 まかりけ る^よ める  K  之 

明日 知らぬ 我が身と 思へ ど 暮れぬ 閒の 今日は 人 こそ 悲し かり けれ 

忠  岑 

時し も あれ 秋 や は 人の 別るべき ある を^る だに 戀 しきもの を 

母が おも ひに てよ める  凡 河内 躬恆 

神無月し ぐれに ぬる、 もみ ぢ椠 はた  >  わびびとの 袂 なりけ り 

父が おも ひに てよ める  忠 

ふぢ ごろ も はつる、 絲 はわび 人の 淚の 玉の 緖とぞ なりけ る 


〇 おも ひ 表 o 

〇 かりそめに 云々 今まで は 世の 

屮を た, >  かりそめ に爱 いもの ミ 思 

つて ゐた" 英 に 1« いこ-/」 は 今度 は 

つた e 


〇 め G 親 ^の 親 o 


o し，、 つく 物が 水の 中に- 

える こ-/ J0 


1^: る = の くれし 云々 *y 帝が 逮 

りの 御齡で 崩御な された 御 一周お 


C 苦の たも *、」 苔の 衣の 袂 o 

古今 和歌 


おも ひに 侍リ ける 年の 秋 山寺へ まか リけ るみち にて よめる  貫  之 

朝露のお くての 山 田 かりそめに うきよの 中 をお も ひぬ るかな 

おも ひに 侍リ ける 人 をと ぶら ひに罷 リて よめる  忠  岑 

すみぞめの 君が たもと は 雪な れゃ絕 えす 淚の あめとの み ふる 

めの 親の おも ひに て 山寺に 侍リ ける を ある 人のと ぶら ひ 遣せ りければ 返 

事に よめる  讀 人し ら ず 

あしび きの 山邊 にい ま はす みぞめ の 衣の 袖の ひると きもな し 

諒闇の 年 池の ほと リの花 を 見て よめる  篁 朝 E 

水の面に しづく 花 S 色 さやかに も 君が み 影の 思 ほ ゆる かな 

深 草の 帝の 御國 忌の 日よ める  文 屋巌秀 

草深き 霞の 谷に かゆ かくし 照る 日の くれし 今日に や は あらぬ 

深 草の 帝の 御 時に 蔵人の 頭に て よるひるな れっかう まつ りけ る を 諒闇に 

成リ にければ 史に 世に もま じらず して 比^の 山に 登リて かしらお ろして 

けリ その 又の 年み な 人 御ぶ くぬぎて ある はかう ぶリ 給はリ など よろこび 

ける を 聞きて よめる  僧 王遍昭 

みな 人 ははな の 衣に なりぬな り 苔の たもと よか わきだに せよ 

ハ 哀傷 歌  二： 一二 


古今 和 欲^ 卷第 十- パ 哀^^ 


1 二 四 


〇 うちつけに 俄に o 急に „ 


〇 人 こ. V あ-:: に 植 ゑた 人の 方が 

先に 死んで しまった o  , 


つむ かしの 8g さに-云 ハ 

.じ ^さに^い て. 事で あるが。 


河 .5 のお ほ いまう ちれの 身^りての 秋 かの 家の 邊を^ りけ るに 紅葉の 色 

まだ 深く もなら ざリ ける を^て かの 家に よみて いれた リ ける  近院 右大臣 

うちつけに 寂しく も 有る かもみ ぢ雜も 主な き^は 色な かりけ り 

藤 原の たかつ ねの 朝臣の 身 まか リ ての 乂の 年の 夏 郭公の なきけ る を^き 

てよ める  i  之 

郭公け さなく 聲に おどろけば 君に わかれし ときに ぞ ありけ る 

櫻を植 ゑて ありけ るに やう やく 花^きぬ ベ き 時に か の植 ゑけ る 人身 まか 

リ にければ その 花 を；^ てよ める  紀の もち ゆき 

花よりも 人 こそ あだにな りに けれ いづれ を 先に 戀 ひむ とか 見し 

あるじ 身 まかりに ける 人の 家の 梅の 花 をみ てよ める  貫  之 

色も^: もむ かしの 濃 さに 勻 へ どもう ゑけ む 人の 影ぞ、 J ひし，^ 

河原の 左の お ほ いまう ちぎみ の 身 まか リて後 か の 家に まか リて ありけ る 

に， M 翁と いふ 所の さま をつ くれり ける を兑 てよ める 

君 まさで 煙たえ にしし ほが まの うら 寂しく も 見え わたる かな 

藤 原の 利 基の 朝臣の 右近 中將 にて すみ 侍リ ける ざ ふしの 身 まかりて 後人 

もす まずな リ にけ るに 秋の 夜 ふけて 物より まう e きけ るつ いでに 見 いれ 


〇早< そこに 云々 以前に s 分 

そこに w« たので o 


〇 一 むら 薄 た， >  1 むらの 薄が し 

ゆくな つて o 

〇 うた， 〕.- も-、. -こ ひけれ は 歌 を 見 

せて くれ VJ^W はれた ので 0 


O こ vj なら は *、J て も 死なれるな 

らは" 

〇 拊 えなな む 滑 えれ はよ いに。 


〇 かけて 常に 思うて o 

〇 白雲の たつ 野 里 遠い さ， ひしい 

野 o 

〇 すみわたり ける 常に 通って 居 


ければ もと ありし 前栽い と 茂く 荒れたり ける を 見て 早く そこに 侍リ けれ 

f 昔 を S ひ P リ てよ みける  みはるの ありすけ 

君が 梳 ゑし 一 むら 薄蟲の 音の しゅき 野邊 ともなり にけ るかな 

隹喬の みこの 父 の侍リ けむ 時に よめ リ けむうた どもと こ ひければ かきて 

送リ ける 奧 によみ て 書け リ ける  友  M 

ことならば 言の葉 さ へ も 消えな なむ 見れば なみだの 瀧 まさりけ り 

gs しらず  讀人 しら す 

なき 人の やどに かよ はば 郭公 かけて ねに のみな くと つけなむ 

誰み よと 花 さけ るら む 白雲の たつ 野と はやくな りに しもの を 

式部 卿の みこ 閑 院の艽 のみこに すみわた リ ける を いくばく も あらで 女の 

み この 身 まか リに ける 時に か のみこの 住みけ る 帳の かたびらの ひもに ふ 

み を ゆ ひつけたり ける を取リ て みれば 昔の 手に て この 歌 をな む 書きつ け 

たリ ける 

かすく にわれ を 忘れぬ ものなら ば 山の 霞 を あはれ とは^よ 

をと この 人の 國に まか リ ける まに 女に はかに 病 をして いとよ わくな りけ 

る 時よ み 置きて 身 まか リに ける  讀人 しらず 

古今 和歌 集卷第 十六 哀傷 歌  一二 五 


〇 たま 魂 o 

〇 なき牀 死んで しまって 私の； US 

りません 牀 0 


古今 和歌 集卷第 十六 哀^ 歌  一二 六 

聲を だに 聞かで 別る ， たまよりも なき 牀 にね む君ぞ かなしき 

やま ひに ゎづら ひ侍リ ける 秋 こ ^ ちの たのもしげ なく おぼえければ よみ 


C 風に 任せて 見- 

に して！ S  いて 見- 


風の 吹， 


〇 草に おかぬ はかり を た, >  草に 

SK かぬ V」 いふた けで、 はかない こ 

ミ は露ミ 何の 變り もない。 

〇 つ ひに 行く 道 死 は 誰でも 是非 

通らな けれ はならぬ 道。 


〇 いま/、 vj なりに けれ は 今 か 

今 か VJ いふ 程に なった ので o 


o ゆきか ひぢ 往来。 


て 人の もとにつ か はしける 

もみ ぢ葉を 風に 任ゼて 見る よりも はかなき もの は 命な りけ り 

みまかり なむと てよ める 

露 をな ど あだなる 物と 思 ひけむ 我が身 も 草に おかぬ ばかり を 

やま ひして 弱くな リ にけ る 時よ める 

つ ひに 行く 道と はかね て 聞きし かど 昨日け ふと は 思 は ざり し を 

甲斐の 國 にあ ひ知リ て侍リ ける 人と ぶら はむ とて まかりけ る 道な か にて 

に はか に 病 をして いま とな リ にければ よみて 京に もて まか リて に 

見せよ とい ひて 人に つけ 侍リ ける 歌  在 原 

かりそめの ゆきか ひ ぢとぞ 思 ひ， .>  し 今 は^りの かどでな りけ り 


大江 千里 


00 これ もと 


樂平 朝臣 


滋 春 


〇8 ぐお くなる S が 降って 來る 

o まミ ゐ 國； 000 

O 快 ゆたかに 云々 著 物の 袖な も 

少し ゆつ.；： り- /J^ てミ云 はう であ 


〇 紫 草の 名 o 

〇 みながら «: ながら。 すべてお 

〇 めのお VJ う ミ を 云々 妻の 妹な 

にもつ て r& る 入 o 


〇 紫の いろ 云々 妻 を 大切に す 

秀 


古今 和歌 集 卷第 十七 

.15 木 | に 可 t  j 


題 しらず  讀人 しらず 

わがう へ に露ぞ おくなる 天の川と わたる 船の かいの しづく か 

思 ふ どち まとる せる 夜 は 唐錦た たまく |E しきものに ぞ ありけ る 

うれしき をな にに つ ゝ まむ 唐衣 袂 ゆたかに たてと いはまし を 

かざりな き 君が ためにと 折る 花 は^しも わかぬ ものに ぞ ありけ る 

或 人の いはく 此の 歌 はさきのお ほ いまう も 君の なリ 

紫の ひと もと ゆ ゑに 武藏 野- S  くさ はみながら あはれ とぞ 見る 

めのお とうと を もて 侍りけ る 人に う へ のきぬ をお くると てよ みて やりけ 

る  築 平 ザ E 

紫の 色 こきと き はめ も はるに 野なる 草木 ぞ わかれ ざり ける 

大納 -W 藤 原の くにつ ねの 朝臣 宰相より 中納 言に なリ ける 時に そめぬう へ 

のきぬ の あや をお くると てよ める  近院 右大臣 


古今 和^ 蕖卷ぉ 十七 雜歌上 


I 七 


古今 和歌 集卷第 十七 ^欤上 


二八 


〇<p なし- /」 白の 綾で ある- 


o やぶし わ-かね は -?J んな 所で. 

わけ へ たてがない かち 0 


O 神代 G こ ミ 天照大神が 大原纾 

の 神に 仰せられた 事。 


o を さ めの 姿 兀 e の舞姬 の >ま0 


〇 お ほみ きの もろし 御酒のお- 

がりな 下さい •/.- 中して や つた.、 J 

ろが a 


色な しと 人 や 見 るら むむ かしょり ふかき 心に そめて しもの を 

いそ か& 

石の 上の なん まつが 宮 仕 もせ でい その上と い ふ 所に こも リ侍リ ける を 俄 

よろこ 

にかう ぶリ給 はれ リ ければ 悅び いひ 遣 はすと てよ みて^ はしける 布 留 今 道， 

日の 光 やぶし わかねば いその かみ ふりに し 里に 花 も 哚 きけ り 

II 條の 后の まだ 東 {呂 の 御 所と 申しけ る 時に 大 原野に 詣で給 ひける：：： よ 

める  槳平 朝臣 

お ほ はら や 小 鹽の山 も 今日、 ) そ は 神代の こと も 思 ひ 5T つらめ 

,*| せち 

^節の 舞姬を 見て よめる  哀 岑 宗 璣 

あまつ 風雪の かよ ひぢ 吹きと ぢょ をと めの 姿し ばし と 5T めむ 

五節の あしたに かむ ざしの 玉の 落ちた リ ける を 見て 誰が な， りむと とぶら 

ひて 詠める  河原 左大 E 

ぬし や 誰と へ ど しら 玉い はなく にさら ぱ なべ て や 哀れと 思 はむ 

寬 平の 御 時に う へ の さ ぶら ひに 侍りけ る をの こども 瓶 を 持たせて 后の 宮 

の 御 方に お ほみ きのお ろしと きこえに 奉りた リ ける を藏人 ども 笑 ひて 瓶 

を 御前に もて 出で て ともかくも いはず なリ にければ 使の 歸 りきて さなむ 

ぁリ つると いひければ 蔵人の なかに 送りけ る  敏 行 朝 E. 


o 玉垂の 一： ム々 ^巧 樂 にあ， o 詞 o 


〇 かつ 見れ で 一方に は 月 を 見て 

はゐ る， か. * 


玉垂の をが め や いづら こよろ ぎの 磯の 波 わけ 沖に^で にけ り 

女 どもの 见て笑 ひければ よめる  けんけい 法師 

かたち、 ) そみ やまが くれの 朽木 なれ 心 は 花に なさば なりな む 

方た が へ に 人の 家に まかれり ける 時に あるじの きぬ を 著せた リ ける を あ 

したに かへ すと てよ みける  紀 友 0 

蟬の 羽の よるの 衣 はう すけれ どうつ り 香 こく も勻 ひぬ るかな 

題 しらず  讀人 しら ず 

遲く 出づる 月に も あるかな 足 引の 山の あなたも^ しむべ ら なり 

我が 心なぐ さめ かねつ さらしな や をば すて 山に てる e: を：^ て 

粱卒 朝臣 

大方 は 月 を もめで じこれ ぞ このつ もれば 人のお いとなる もの 

月お もし, ハ しとて 凡 河內躬 恨が まう できた リけ るに よめる  紀貫之 

かつ 見れ どうとく も 有る かな 月影の 到らぬ 里 も あら じと 忍 へ ば 

池に 月の 見えけ る をよ める 

ふたつな き 物と 思 ひし をみ なぞ こに 山の端 ならで 出づる 月影 

題 しらず  讀人 しらず 

古今 和 欲 集 卷第 十 七 雜歌上  一二 九 


古今 和歌 

C 雲の みなに て 云々 天の川 は 雲 

の 水脤で 翻が 早い から。 

〇 あなたお もて 月の 隧」 

.15 ラ倒 o 


c あかなく に また 十分に 見 足 一 

ねのに o 


c さか ゆく 時 繁昌した ^。榮 え 

た 時 o 

〇 ありこし もの を あって 来た も 

の を。 

〇 うれ 末 0 

〇 も vj  くた ちゆく 本の 方が かた 

むいて ゆく  _* 


菓卷第 十七 雜欲上  一 三 〇 

あまの が は 雲の み をに て はやければ 光と ゾ めす 月ぞ ながる、 

あかす して 月の 隱る ， 山 もとは あなたお もて ぞ戀 しかりけ る 

惟喬の み この 狩し ける 供に まかりて やどりに 歸リて 夜 ひとよ 洒 をのみ 物 

語 をし ける に 十  一 n の H- も隱れ なむと しける 折に みこ 醉 ひて 內 へ 入リな 

むとしければ よみ 侍リ ける  業 平 朝臣 

あかなく に まだき も 月の 隱る ， か 山の端に けて 入れす も あらな む 

E 村の 帝の 御 時に 齋院 に侍リ ける あきらけ い こ 3 みこ を 母 あやまち ぁリ 

とい ひて 齋院を か へられむ としけ る を 其の 事 やみに ければ よめる あま 敬 信 

お ほ ぞら をて り ゆく 月し きょければ 雪 かくせ ども 光け なくに 

題 しらず  讀 人し、 し ず 

いそ かみ 

石の 上^る から 小 野の もとが し はもとの 心 は 忘られな くに 

いにしへ の 野中の しみ づ ぬる けれどもとの 心 をし る 人 ぞくむ 

古の しづの をだまき 賤し きもよ きも さかり はありし ものな り 

今 こそ あれ 我 もむ かし は 男 山 さか ゆく 時 も ありこし もの を 

世の中に ふりぬ る もの は 津の國 の 長桢の 橋と われと なりけ り 

笹の椠 に 降りつ む 雪の うれ を 重み もとく だち ゆく 我が 盛り はも 


C す さめ や 赏 S せャ。 


O ミし 疾し VJisi-VJ を かけた 詞< 


〇* いらく 老0 

C 門 さし 門 を^して „ 

0 なし K-^o 留守 o 


お ほ あらきの 森の 下草お いぬれば 蜣 もす さめす かる 人 もな し 

又は さくら あさの を ふの 下草お いぬれば 

數 ふれば とまらぬ もの をと しとい ひて 今年 は 痛く 老い ぞ しにけ る 

おしてる や 難 波の みつに 燒く鹽 のからく も 我 は 老いに ける かな 

又はお ほと ものみつ の 濱邊に 

老いら くのこむ と 知り ぜば門 さしてな しと 答 へ て 逢 は ざら まし を 

此の 三 つ の 歌 は 昔ぁリ ける みたり の 翁の よめる となむ 

さかさまに 年 も ゆか なむ 取り も あ t す 過. ぐ る 齢 や 共に 歸 ると 

とりと むる 物にし あらねば 年月 を 哀れ あなう とすぐ しつ るかな 

留め あ へ す宜 もとし と は -百 はれけ り然 かもつれ なくす ぐる 齢 か 

鏡 山い ざ たちよりて 見て ゆかむ 年へ ぬる 身 は 老い やしぬ ると 

此の 歌 は ある 人の いはく 大伴黑 主が なリ 

業 平 朝臣の 母の みこ 長 岡に 住み 侍りけ ると きに 業 平み ゃづか へす とて 時 

時 もえ まかりと ぶら はず 侍リ ければ しはすば かりに 母の みこの もとよ リ 

とみ の 事と て 文 を もて まう で 來たリ あけて 見れば ことばはなくて 有りけ 

る 歌 


古今 和 欤集卷 第 十七 雑歌 上 


一 三 一 


古今 和歌 集卷第 十七 雜歌上 


〇 さらぬ £S れ ^うしても 

られぬ 別れ。 死。 


〇 千代 も VJ な ゆ， 

うか 千年 も V」 願. 


親の 毒 命 をク 


〇 お ほみ あそ， ひ 管玆の 御遊。 


〇 せめぎ けむ 恨み あらそ ふ。 不 

足に 思 ふ 0 


〇 世な や 

であらう t 


生涯 を 終 • 


1 三 二 

老い ぬれば さらぬ 別れの ありと い へ ばいよ く 見 まく ほしき^ かな 

かへ し  業 平 朝臣 

世の中に さらぬ 別れの なく もがな 千代 もとな けく 人の子の ため 

寬 平の 御 時き さいの 宫の 歌合の 歌  在 原む ね やな 

白雪の や へ ふりしけ るか へ る 山 か へ る<\ も 老いに ける かな 

同じ 御 時う へ のさ ぶら ひに て をの こどもに お ほみ き 給 ひて お ほみ あそび 

ぁリ ける ついでに つかう まつれる  敏行 朝臣 

老いぬ とてな どか 我が身 をせ めぎ けむ 老いす は 今日に あは まし もの か 

題 しらず  讀人 しらず 

千 早ぶ る うぢの 橋 守 なれ をし ぞ あはれ と はお も ふ 年の へ ぬれば 

すみの え 

我が 見ても ひさしく なりぬ 住吉 のきし の姬 松い く 世^ ぬらむ 

すみよし の 岸の 姬松 ひとなら ば 幾 代か經 しと M はまし もの を 

あづさ ゆみ 磯邊の 小 松た がよ にか 萬 代 かけて たね を まきけ む 

この 歌 は ある 人の いはく 秭 本人 麿が なり 

かくしつ  >  世 を やつく さむ 高 砂の 尾 上に たてる 松なら なくに 

藤 原 興 虱 


o 知る 人に せむ 相手に せう。 友 


えぬ もの か 

だ 

〇 なみ もて ゆ へ 

で ゐるリ 


沿ん はしない 


ね くれは ど 云々 尋ねて 來た 

れ^こ モ御 然^な ミ いふ こ ミ も 聞 

t  二  o 

〇 名に こそ 君 を 松 VJ いふ 名の 通 

りに お を 待って ゐた o 


o かりそめの 常 分の 閒 


たれ を かも 知る 人に せむ たかさ ごの まつ も 昔の 友なら なくに 

讀人 しらず 

b たつ 海の 沖つ 鹽ぁ ひに 浮ぶ 沬の 消えぬ ものから よる 方 もな し 

わたつみの かざしに させる 白妙の なみ もて ゆへ る あは ぢ 島山 

わたの^よ せく る 波の しば/ \ も 見 まくの ほしき 玉津島 かも 

なに はがた 汐 みちく らし あま 衣た みのの 島に たづなき わたる 

貫 之が 和 泉の 國に 侍りけ る 時に 大和よ リこ えまう できて よみてつ か はし 

ける  藤 原忠& 

君 を 思 ひ 沖つ の濱に 鳴く たづの |ぱ ね くれば ぞ ありと だに 聞く 

かへ し  貫  之 

沖つ 波た かしの 濱の はま まつの 名に こそ 君 を まち わたり つれ 

なに はに まかれり ける 時に よめる 

難波潟お ふる 玉藻 を かりそめの 蟹と ぞ われ はなり ぬ ベら なる . 

あ ひ 知れり ける 人の 住吉に まう でけ るに よみてつ か はしける  壬 生忠岑 

すみよし と 蟹 はつぐ ともなが るすな 人 忘れ 草お ふとい ふなり 

波へ まかりけ ると き 田 蓑の 鳥に て 雨に あ ひて よめる  貫  之 

古今 和歌 集卷第 十七 雜歌上  一 三 三 


〇 雨に より 南が 降る によって。 

〇 なに は ぽれね 云々 名 は 蓑で あ 

るが 名に は 身 は 際れ ぬ もので、 雨 

に ぬれ；.： e 


〇 あし たづ C い 鶴0 


〇 こ ； v.t まり 云々 こ , が 船の 

泊る 听ミ 申して 今宵 は 御 ?B めしよ 


〇 ねき 亂 る 云々 いて ある 玉の 

ng を VJ いて はら./^ にす る 人が あ 


古今 和歌 集卷第 十七 雜歌上  一 三 四 

雨に より 田 筵の 島 を 今日 ゆけば なに は 隠れぬ ものに ぞ 有りけ る 

•  す 

法.^ 西 川に おはしましたり ける 日鶴洲 にたてり と いふ こと を 題して よま 

せ 給 ひける 

あし たづの たてる 川邊を 吹く 風に よせて 歸らぬ 波 かと ぞ 見ろ - 

屮務 のみこ の 家の 池に 船 をつ くりて おろし はじめて あそびけ る 日 法皇 御 

覽じ にお はしました りけ リ夕 さりつ かた 歸り おはし まさむ としけ る 折に 

よみて 奉りけ る  伊  勢 

水の 上に 浮べ る 船の 君なら ば こ 、 ぞ とまりと いはまし もの を 

からこと とい ふ 所に てよ める  •  眞 せい 法師 

都まで ひ  >  きかよ へ るから こと は 波の 緒す ゆて 風ぞ ひきけ る 

布引の 瀧に てよ める  在 原 行 平 朝臣 

こき ちらす 瀧の 白玉 ひろ ひお きて 世のう きとき の 淚にぞ かる 

布引の 瀧の もとにて 人々 あつまりて 歌よ みける 時に よめる  業 平 朝臣 

ぬき 亂る人 こそ あるら し 白玉の まなく も 散る か 袖の せば きに 

吉 野の 瀧 を 見て よめる  承 均 法師 

誰が ために ひきて 哂 せる 布 なれ や 世 をへ て^れ どと る 人 もな き 


「淞々 の， U 絲 瀬々 に 立つ，！ 《 絲の 

や-つな ^リ 


〇 わが 心 7」 ，：：： 分の 心で 


r 落ちた ぎつ わき かへ つて 落ち 


C 所 もさらぬ じ 所 を. H ム 

0 世な へて おつる 


c: おも ひせ ノ 

严 て^し て Ms る 心 o 


法 師 


0 


長 盛 


題 しらず  神 た 

きょた きの 瀨々 の， ：n 絲 くりた めて やまわけ 衣お りてき まし を 

逍 門に まう でて 瀧の もとにて よめる  ^ 

たち 縫 はぬ きぬき し 人 もな きもの をな に 山 姬の布 さら すらむ 

來雀院 の 帝 布引の 瀧 御覽ぜ むと て ふん 月の 七日の 日お はしまして ぁリけ 

る 時に さぶ らふ 人々 に 歌よ ませて 給 ひける によめ る  橘 

主なくて さらせる 布 を たなばた にわが 心と や 今日は かさまし 

比 叙の 山なる おと はの 瀧 を 見て よめる ，  忠 

落ちた ぎつ 瀧の みなかみ 年 積り 老いに けらし な黑 きす ぢ なし 

おなじ 瀧 をよ める  躬 

風 ふけ ど 所 もさらぬ 白雪 は 世 をへ てお つる 水に ぞ ありけ る 

田 村の 御 時 に 女房の さ ぶら ひに て 御屛風 の 输御覽 じ ける に 0 ちたり け 

る 所 面 A し 是れを 題に て 歌よ めと さぶ らふ 人に 仰せられければ よめる 

三 條の町 

おも ひせく 心のう ちの 瀧 なれ やおつ とは^れ ど 音の きこえぬ 

屛 風の 输 なる 花 をよ める  貫  之 

古今 和^ 集卷第 十七 雜欲上  一 三 W 


岑 


-o うち は へ て ひきつ *， い 


〇 こき たれて 淚を ひたく さ流 


古今 和 欲 集卷第 十七 雜歌上  一 三 六 

哚 きそめ し 時より 後 はう ち は へ て 世は舂 なれ や 色の つねなる 


屛 風の 線に よみ 合 はせ てかきけ る 

刈りて ほす 山 田の 稻 のこき たれて なき こそ 渡れ 秋のう ければ 


坂 上是則 


<D なに か 常な- 


い  つまで も 接ら 

世し も あら じ もラ 生きて ゐ 

る^も いくら もないで あらう o 


〇 そむかれ なくに のがれられ も 

せね 世の 屮 たのに。 


O ばれぬ ま： K きい はれぬ や 

心 も はれぬ o 


〇•  お、 ひ ぬれ は ^をして； IS 

で o 


古今 和歌 集 卷第十 A 

0 1. き I  . 


題 しらず  讀人 しらず 

世の中 はなに か 常なる あすか 川き の ふの 淵ぞ 今日は 瀕 になる 

幾 世し も あら じ 我が身 を なぞ も かく 蟹の 刈 藻に おも ひみ だる ， 

膈の くるみね の 朝霧 はれす のみお も ひっきせ ぬ 世の中の うさ 

小 野 篁 朝臣 

然り とて そむかれ なくに 事し あれば まづ欵 かれぬ あなう 世の中 

甲斐の 守に て 寺 リける 時 京へ まかりの ぼリ ける 入に つか はしける 小 野貞樹 

みやこび とい かにと 問 はば 山 高み はれぬ 雪 居に わぶ と 答へ よ 

文屋 の康秀 がー 一 一 河の ぞうに 成りて あがた 見に はえ 出で たた じ やと 云 ひや 

れリ ける 返事に よめる  パ野リ 町 

侘びぬ れば身 をう き 草の根 を 絶え て 誘 ふ 水 あらば いなむ とぞ思 ふ 

題 しらず 

古今 和^ 集卷第 十八 雑歌 下  一 三 七 


C あはれ て ふこ ミ 人が 氣の 毒た 

さ 云って くれる 詞0 


古今 和歌 集卷第 十八 雜歌下  一 三 八 

あはれ て ふこと こそうた 一し 世の中 を 思 ひ 離れぬ ほ だしな りけ. 


〇 いづら クこ。 ^こに. やが 身； 

ある * そ o 

〇 ものの 寂しき 云々 物寂しい" 

い ふこ ミたけ は あるが o 


〇風ぞ しくめる 風が 烈しく しき 

りに 吹く うな ものである o 


にか 云々 世 を 捨てて，〕 J 


にや 


c 昔より や は 云々 昔から 登い も 

たが、 それ ミも ま.；， IO 


讀人 しらず 

あはれ て ふ 言の葉 ごとに おく 露 はむかし を こふる 淚 なりけ り 

世の中のう きも つらき もつ ゆなく に. まづ しるもの は淚 なりけ り 

世の中 は 夢 か 現 かう つ 、 とも ゆめと も 知らす ありて なければ 

世の中に いづら 我が身の ありて なし 哀れと やい はむ あなう とやい はむ 

山里 はものの 寂しき、 〕 と こそ あれ 世のう きょり は 住みよ かりけ り 

惟喬の みこ 

白雲の 絕ぇ すたな びく-: 領 にだに すめば 住みぬ る 世に こそ あり けれ 

布 留今道 

知りに けむ 聞きても 厭 へ 世の中 は 波の さわぎに 風ぞ しくめる 

素  性 

いづく にか 世 をば 厭 はむ 心 こそ 野に も 山に もま ど ふべ ら なれ 

讀人 しらず 

世の中 は 昔より や は 憂 かりけ む わが 身 一 つのた めに なれる か 

世の中 をい とふ 山邊の 草木と や あなう の 花の 色に 出で にけ む 


〇 世に ふれ は 世 g にかう して 住 

んで； る ミ0 

〇 嵗の屮 ^山の 中の^ * 

〇 山の まに-/. ヽ 山の 奥に で こま 

〇 うけく  -フき a うき ポ。 


〇 なに 生 ひ いづら む 何故に 生ま 

れて來 たの か o 


〇 こ ミ の； ^し fs き 入に VJ やか 

*、J 云 はれて o 


み吉 野の 山の あなたに 宿 もがな 世のう き 時の かくれが にせむ 

世に ふれば うさ こそ まされみ 吉 野の 岩の かけ 路ふ みならし てむ 

いかなら む巌の 中に 住まば か は 世の 憂き ことの 聞え こざらむ 

足 引の 山の まに くかくれ なむう き 世の中 は あるか ひもな し 

世の中の うけく にあき ぬ奧 山の 木の葉に ふれる 雪 やけな まし 

おなじ 文字な き 歌  ものの ベの よしな 

世の うきめ 見えぬ 山路 へ 入らむ に は 思 ふ 人 こそ ほ だしな り けれ 

山の 法師の もとへ つか はしける  凡 河 內躬恆 

世 をす てて 山に 入る 人 やま にても 猶 うき 時 は いづち 行 くらむ 

物お も ひける 時 いとき なき 子 を 見て よめる 

今更に なに 生 ひ いづら む 竹の子のう きふし 繁 きょと はしらす や 

題 しらず  讀人 しらず 

よに ふれば ことの 葉し けき くれ 竹のう きふし ごとに 鶯ぞ なく 

木に も あらす 草に も あらぬ 忭の よの はしに 我が身 は 成りぬ ベ ら なり 

ある 人の いはくた かつ の 皇子の 歌な リ 

わが 身から うき 世の中と 欵 きつ 、人の ためさ へ 悲し かるらむ 

古今 和歌 集卷第 十八 雜歌下  ニー 一  九 


o お vj ろへ て おちぶれて 

o な はたぎ 總 たぐり o 


〇 わくら はに たま 

も 自然 V ち 


に 0 若し 


〇 あま， ひこ 天上の 人 o 

O.C- れか人 か vj 云々 宫を 召し 上 

リられ て 常 惑 して； e る 意 0 


〇 あり はてね 命 いつまでも 生き 

て «a る こ V.- の 出來ぬ 命。 


o 時な りけ る 人 時め いて ゐた人 
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隱岐 の國に 流されて 侍りけ る 時に よめる  篁 朝 

思 ひき やひな の刖れ におと ろへ て 蟹の な はたぎ いさり せむ と は 

田 村の 御 時に 事に あた リて津 の 國の须 磨と いふ 所に こも リ侍リ ける に宮 

のうちに 侍リ ける 人に 逍 はしける  在 原 行 平 朝臣 

わくら ばに 問 ふ 人 あらば 須 磨の 浦に 藻鹽 たれつ ゝ わぶ と 答へ よ 

左 近將監 とけ て侍リ ける 時に 女のと ぶら ひに おこせた リ ける 返事に よみ 

て 遣 はしける  小 野 春風 

あまび この 訪れし と ぞ今は 思 ふわれ か 人 かと 身 をた どる 世に 

つかさと けて 侍リ ける 時よ める  平 負 文 

うき 世に は 門 させり とも 見えな くにな どか 我が身の 出で がて にす る 

あり はて ぬ 命 待 つまの 程ば かりう き ， 〕 としけ く 思 はす も-か な 

み この宫 の帶刀 は侍リ ける を 宮づか へ つかう まつらず とて 解けて 侍リけ 

る 時に よめる  みや ぢ のきよ き 

筑波嶺 のこの もと 毎に 立ち ぞ よる 春の み 山の かゆ を戀 ひつ ， 

時な りけ る 人 の 俄に 時 なくなりて 歎く を 見て みづ からのな げき もな くよ 

ろ こび もな き こ と を 思 ひ て よめ る  淸原深 養 ハス 


o 光な き 谷 自^の 身の上 を 云- 


O ひ 3 かたのな か 月の 中。 


0 今ぞ 知る 人な 待つ の は 苦しい 

ので ある^-を 今 はじめて 知った 

〇 人 またむ 里 人 を 待って ゐる所 

〇 かれ や 胬 is に 打 過ぎないで。 


〇 むろ 庵室 G 


〇 忘れて は 小 野に お^りな 

た^を ふ V」 忘れて は 0 


〇 年 をへ て 年久. 


光な き^! に は 春 も 外 なれば 唤 きて とく 散る ものお も ひもな し 

疰に 侍りけ る 時に 七 條屮宫 と はせ 給 へ リ ける 御 か へ り 事に 奉" ける 


0 


ひさかた のなかに おひた る 里 なれば 光 をのみ ぞ賴 むべ らな る 

紀の 利貞が 阿波の 介に まかりけ る 時む まの はなむけ せむ とて 今；：；： と い ひ 

おくれ リ ける 時に こ乂 かしこ に まか リぁリ きて 夜 ふくる まで；^ え ざリけ 

れば遣 はしける  業 平 朝 E- 

今ぞ 知る 苦しき ものと 人 またむ 里 をば かれす 問 ふべ かりけ り 

惟喬の み この 許に まかり 通 ひける を かしらお ろして 小 野と いふ 所に 侍リ 

ける に 正月に とぶら はむ とて まか リたリ ける に 比 叙の 山の 驚な りければ 

つれぐ 

雪い と 深 かりけ りし ひて 彼のむ ろに まか リ いた リて をが みける に 徒然と 

してい と物悲 しくて 歸リ まう できて よみて 送りけ る 

忘れて は 夢 かと ぞ思 ふお も ひき や 雪 ふみわけて 君 を 見む と は 

深 草の 里に すみ 侍りて 京へ まう でく とて そこな リ ける 人に よみてお くリ 

け る 

年 をへ て 住み こし 里 を 出で ていな ばいと V 深 草 野と やなりな む 
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古今 和歌 集卷 第. 


雜欲下 


四 二 


〇 雜彼" 滞 何でもない ものにし 

たの 意 o 憂き目 ミ 诲布、 見つ"/ J 三 

津、 海ヒ £n 匕 を 通 はせ；. 1 もの o 


〇 八重！ * して 云々 八重 蓰 で- 

て  門  を閉 して ある  .t 云へ  o 


〇 うきこ. A- あれ や 不足に 考 

事が あるの か。 


O® まれ や た s みに ならね。 


かへ し  讀人 しらず 

野と ならば 鶉と 鳴きて 年 は へ むかり にだに や は 君 は こざらむ 

題 しらず 

われ を 君 難 波の 浦に 有りし かば 憂き め をみ つの あまと 成りに き 

この 歌 は ある 人む かし 男ぁリ ける をうな の 男と はずな リ にければ 難 波  . 

のみつ の 寺に 罷りて 尼に なりてよ みて 男に 遣 はせ りけ ると なむ い へ る 

か へ し 

難波潟う らむ ベ きま も 思 ほ えす 何處 をみ つ の あま とか はなる 

^'さらにと ふべ き 人 もお も ほえす 八重 萚 して かど させり て へ 

友 だち の么 しう まう で こざ リ ける もとによ みて 遺 はしける  躬  伎 

水の面に おふるさ 月の 浮 草のう きこと あれ や 根を絕 えて こぬ 

人 をと はで 久しう ありけ る をり にあ ひ うらみければ よめる 

身 をす てて 行き やしに けむ 思 ふより 外なる もの は 心なり けり . 

むね を か の お ほよ リが 越の 國ょリ まう できた リ ける ときに 雪の 降りけ る 

を 見て おのが おも ひ はこ の 雪の 如くな む镜れ ると い ひける 折に よめる 

君が おも ひ 雪と つもらば 賴 まれす 春より 後 は あら じと 思へば 


〇 しかぐ すむ この 通りに 住んで 


ess 世の^ なれ や 入が 住まぬ 宿 

なって B に 何 ^ケ 辨. 過した こミ 


o 入 ふるす 里 人 を 古い ものにし 

てみ すてる 所0 


か へ し 

君 をのみ おも ひ f ) しぢの 白山 はいつ か は 雪の き ゆると き ある 

@ なリ ける 人 に 遣 はしける 

思 ひやる こしの 白山 しらね ども ひとよ も 夢に こえぬ 夜ぞ なき 

題 しらず 

いざ， - y に 我が 世 は へ なむ 营原ゃ 伏 見の 里の あれ まく も をし 

戋が庵 は 三輪の 山 もと 戀 しくば とぶら ひきませ 杉た てる かど 

^が 庵 は 都の たつみし かぞ すむ 世 を うぢ やまと 人 はいふな り 


宗 岳大鎮 

紀貫之 

讀人 しらず 

喜 撰 法師 

讀人 しらず 


荒れに けり あはれ 幾 K の^ なれ や 住みけ む 人の 音づれ もせぬ 

奈ーも へ まか リ ける 時に あれた る 家に 女の 琴 ひきけ る を ききてよ みて いれ 

たリ ける  良 岑 宗 貞 

侘 人の すむべき 宿と 見るな ベ にな ゆき 加 はる 琴の 音ぞ する 

仞淑に 詣づる 道に 奈茛の 京に やどれり ける ときよめ る  二  條 

人 ふるす 里 をい とひて こし かど もなら の 都もう き 名な りけ り 

^：ケ 和歌 集卷第 十八 雜歌下  一 ra: ョ 
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題 しらず 
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〇 いづれ かさして 云々 ^の 家み- 

これ. A- さして わが 家 VJ しょうや？ 

〇 行方 しらね は 所な かへ て 他に 

行っても、 そこが^ん なた かわか 

.し ぬので o 


〇 ふちに も あらぬ 瀕 なら は 瀬に 

變る ものた が o 


〇 見し-、、 J  VJ も あらす 先年の やう 

でもな く大屛 變 つて ゐる o 

〇 斧の 柄の くちし 所 某 をう つて 

何^も 忘れた 所" * 

〇 あかざり し 袖 名殘 惜しく 思つ 


勢 


讀人 しらず 

世の中 は いづれ かさして わかなら む 行きと まる をぞ 宿と 定 むる 

逢坂の あらしの 風 はさむ けれど 行方 しらねば 侘びつ  >ぞ ぬろ 

風の 上に ありか 定めぬ 塵の 身 は 行方 も 知らすな りぬ ベら なり 

家 をう りて よめる  伊 

飛鳥 U ふちに も あらぬ わが 宿 もせに 變り ゆく ものに ぞ ありけ る 

つくしに 侍りけ る 時に まか リ通ひ っ&赛 うちける 人の 許に 京に 歸り まう 

できて つか はしける  紀 友 

故^ は 見し ごと も あらす 斧の 柄の くちし 所ぞこ ひし かりけ る 

女 ともだちと 物語して 別れて 後に つか はしける  みちの く 

あかざり し 袖の 中に や 入りに けむ 我がた まし ひの なき 心地す る 

寬 平の 御 時に もろこしの はう 官に めされて 侍りけ る 時に 東宮の さ ぶら ひ 

にて をの こども 洒 たうべ ける ついで によみ 侍りけ る  藤 原 た^ふさ 

なよ 竹の よながき うへ に 初霜のお きゐて 物 をお も ふころ かな 

題 しらず  讀人 しら ず 

風 ふけば おきつ 白浪た つた 山よ はに やきみ が ひとり こ ゆらむ 


0 たがみ そぎ 云々 誰が 韈 をして 

放して S いた 鶴で あらう か o 

〇 をり はへ て 時 長く つ *> いて 0 

引 招いて 久しく o 

O 跡な ミ ** むる 手お を殘 して E 


〇 ひ.、. -り おくれて 云々 a 分 一人 

おくれて 立身 もせ やに 飲い て 居る 

«r、 


或 人 この 歌 はむかし 大和の 國 なりけ る 人の むすめに ある 人す み 渡りけ 

る この 女お や も なくなりて 家 も わ ろくなり ゆく あ ひだ こ の 男 河 內の國 

に 人 を 相 知りて 通 ひつ 、かれ やうに のみな リ ゆきけ りさり けれども つ 

らげ なる けしき も 見えで 河內 へ いく ごとに 男の こ乂 ろの 如くに しつ \ 

い;^ しゃ リ ければ あ to- しと 思 ひても しなき まに こと ご  > "る もや あると 

うたが ひて W のお もしろ かリ ける 夜河內 へ いくまね にて 前栽の 屮 にか 

くれて 見ければ 夜 ふくる まで 琴 を かきならし つ X うちな げきて この^ 

を よみてね にければ これ を 聞きて それよ リ また ほか へ もまから ずな リ 

にけ りと なむい ひった へたる 

たがみ そぎ g ふつけ 鳥 かから 衣た つ 田の 山に をり はへ てな く 

わ すられむ 時し のべ とぞ濱 千鳥 ゆく へ もしらぬ 跡 をと  >  むる 

良 戳の御 時 萬 葉 集 は いつば かりつ くれる ぞと問 はせ 給 ひければ よみて 奉 

リ ける  文屋 ありす ゑ 

神無月 時雨 降りお けるなら の 葉の 名に お ふ宫の 古、 . 一 と、 ぞ これ 

宽 平の 御 昨 歌 奉りけ るつ いでに 奉リ ける  大： a 千里 

あし たづの ひとりお くれてな く聲は 雪のう へまでき こえつ がな む - 

古今 和歌 集卷第 十八 雜歌下  一四 五 


古今 和歌 笾卷 第. 


雜欲下 


1 四 六 


たみをよ やながら 以前の 宮仕. 

〇 頃の 通り G 身で 0 


藤 原 

人 しれす おも ふこ ， ろ は 春 If ほた ちいで て 君が めに も 見えな む 

歌め しける 時に 奉る とて よみてお くに 書きつ けて 奉りけ る  伊 

山川のお とに のみ 聞く 百數 をみ を はやながら 見る よし もがな 


勝 

勢 臣 


o-t ばに 常に _> 


〇^ 浮 3 身 凡 夭の 身 _ 


〇 人知り ねべ み 人が 知る たら 

VJ ほ はれる ので o 


古今 和歌 集 卷第 十九 


長 歌 


題し、 りず 

逢 ふ f  ,1 との 

あまぐもの 

田 心へ ども 

わたつみの 

い たづら に 

かくな はに 

おもへ ども 

あしび きの 

たれに かも 

义， S ぷお卷 第 十九 雜體 


まれ なる 色に 

晴る ゝ時 なく 

逢 ふこと かたし 

おき を ふかめて 

なりぬ ベ ら なり 

思 ひ みだれて 

閬 浮の 身 なれば 

やました みづの 

あ ひ 語ら はむ 


思 ひそめ 

富士 のね の 

なにし かも 

思 ひて し 

ゆく 水の 

降る ゆきの 

なほ 止ます 

木が くれて 

色に ハでば 


我が身 はつねに 

燃え つ ゝ と はに 

人 を うらみむ 

思 ひ はい ま は 

絕ゅ る畤 なく 

消な ばけぬべく 

おも ひ は 深し 

た ぎ つ 心 を 

人知り ぬ ベ み 

一 四 七 


古今 和歌 集卷第 十九 雜體 

一 すみぞめの 


〇 せむ すべな みに せん 


o  くれたけの ふ. 


の 枕詞 0 


0 あま， ひこの 山彦の。 鐽 下の あ 

ま， ひこ VJ は^ふ。 


G おも ひする がの 思 ひ をす 

«« 河 V」 にかけ たもの。 


P き あまり 

しろた への 

思 へど も 

あ はむ と 思 へ ば 


ゆ ふべ になれば 

せむ すべな みに 

ころもの 袖に 

なほな ゆかれぬ 


ふる 歌 奉 一 

ち はやぶ る 

あまび この 

さみだれの 

鳥く ごとに 

もみ ぢ葉を 

ふゆの 夜の 

としごとに 

きみ をのみ 

富. H の嶺の 

ふぢ ごろ も 


し 時 E 錄の その 長歌 

かみの 御代より 

おと はの やまの 

そら もと  >  ろに 

たれ も寐覺 めて 

見ての みしの ぶ 

に はも はだれ に 

ときに つけつ 、 

千代に とい はふ 

燃 ゆるお も ひに 

おれる こ  >  ろ も 


ひとり 居て 

庭に 出で て 

置く つゆの 

春が すみ 


くれたけの 

はるが する 

さ 夜 ふけて 

からにしき 

かみなづき 

降る ゆきの 

あはれ て ふ 

世の ひとの 

あかす して 

やちく さの 


あはれ くと 

立ち やすら へ ば 

消な ばけぬべく 

よそに も ひとに 

貫 

よ ， にもた えす 

おも ひみ だれて 

やま ほと A ぎす 

たったの やまの 

しぐれくて 

な ほ 消 え 力へ り 

f  J と をい ひつ ， 

おも ひする がの 

ォ 力る/ V なみた 

ことの 葉 ごとに 


之 


〇 まき/ \ の 卷々 の 一 


〇 の はへ まし 述べ まし。 

〇 むかしべ 昔 o 

o 身ば しもながら 身分ば 卑. - 

れ^ も o 


〇 ちりに つけ.、」 や 人 唐の あ VJ を 

つ iVJ のこ VJ か o 


すべ ら ぎの 

伊勢の 海の 

たまの 緒の 

としを^て 

つか ふとて 

板 まあら み 

ふる 歌に 

くれたけの 

いかにして 

有りき て ふ 

ことの 葉 を 

あとと なし 

ちりの 身に 

いにしへ も 

、 J ゝ ちして 

まこら し，^ 


お ほせ かしこみ 

うらの しほが ひ 

みじかき f  ^  > ろ 

お ほみ やにの み 

か へ りみ もせぬ 

降る はるさめの 

は へ て 奉れる 長歌 

よ、 の ふ る ごと 

おも ふ、 J  > ろ を 

ひとまろ こそ は 

あまつ そらまで 

いま もお ほせの 

つもれる こと を 

くすりけ がせる 

ち  >  のな さけ も 

かくは あれ ども 


まき/ \ 'の 

拾 ひ あつめ 

思 ひ あ へ す 

ひさかたの 

わがや どの 

もりやし ぬらむ 

なかり せば 

のば へ まし 

うれし けれ 

きこえ あゆ 

くだれる は 

問 はるら む 

けだものの 

おも ほえす 

照る ひかり 


なかに つくす と 

取れり とすれ ど 

なほ あらたまの 

ひるよ る わかす 

しのぶ 草お ふ る 

壬 生忠岑 

伊香保の ぬまの 

あはれ むかしべ 

身 ォ しもな， p ら 

すゑの 世までの 

ちりに つけと や 

これ をお もへば 

くもに 吼ぇ けむ 

ひとつ ， ) ， ろぞ 

ちかき まもりの 


古今 和 ゅ集径 第 十九 雜體 


四 九 


〇 -、 」G へ もる 身 询 殿の ほ- /.- り を 

守護す る 身 o 

C を さ.， f ^しく も はか <.\ しく 


o やよ けれ は よ けいに なった の 

で o 


古今 和歌 集卷第 十九 雜體 

身なりし を たれ か は あきの 

^0 かきょり  とのへ もる 身の 

おも ほえす こ > の かさねの 

きかざりき  いま は 野 やまし 

たなびかれ なつ は うつせみ 

そで を かし  ふゆ まし もに ぞ 

身ながら に つもれる としを 

なりに けり これに 添 はれる 

やよ ければ 身 はい やしくて 

かくしつ/ V ながらの はしの 

たつな みの なみの しわに や 

をし ければ こしの くになる 

なりぬ とも おと はの たきの 

くすり もが きみが 八千代 を 

君が 世に あ ふさ かや まの 岩淸水 

冬の ながうた 


一 五 〇 

くる かたに あざむき いでて 

る 力き もり  を さ/ \-し くも 

うちにて は あらしの かぜ も 

ちかければ はる はかす みに 

鳴きく らし あきはし ぐれに 

せめら る.' かかる わび こき 

しるせれば いつ ゝの むつに 

わたくしの おいの かす さへ 

としたかき  ことのく るし さ 

ながらへ て なに はの うらに 

お ほほれ む さすがに いのち 

しら やまの  かしら はしろ く 

おとに 聞く 老いす 死なす の 

わかえ つ ゝ 見む 

〕 がくれ たりと 思 ひける か な 

凡 河内 躬恆 


かみなづき とや 

もみち とともに 

さむく 日 ごとに 

あられみ だれて 

むら./ \- 見 ゆる 

つもり て 


おきつな み 

伊勢の 蟹 も 

かなしきに 

しぐれに て 

わかれな ば 

はなす ゝ き 

はっかり の 


古 八：. 和歌 集卷第 十九 雜體 


ちはやぶる 

うちし ぐれ 

山 あらし も 

f  J きちら し 

庭のお もに 

しらゆきの 

すぐし つる 力な 

七條の 后う せ 給 ひ にけ る 後に よ 

あれのみ まさる 


ふねな がした る 

なみだの いろの 

あきの もみ ぢと 

たのむ かゆな く 

きみな きに はに 

なき わたりつ ， 


けさ より は 

ふるさとの 

なり ゆけば 

しも， J ほり 

ふ e-  くさの 

あらたまの 

みける 

宫 のうち は 

f  j  > ちして 

くれな ゐは 

ひと <<\ は 

なりはてて 

むれた ちて 

よそに こそ 見め 


もり も ォ 、 す 

よし野の やまの 

たまの 緖 とけて 

いやかた まれる 

-フ/ こ^ -りし く 

としを あまた も 

伊 

としへ て 住みし 

よらむ かたなく 

われらが なかの 

おのが ちりぐ 

とまる ものと は 

そら を まねかば 


勢 


古今 和歌 集卷第 十九 雜體 


1 五 二 


〇旋 頭 歌 かう ぺを めクら す 歌 o 

本 かさ 思へ ゆ 末 さなり、 末 かミ思 

へ は 本 ミ なる o 上の句、 下の句 共 

に£、 七、 しの 三 句から なる。 


〇 うち 渡す うち 見 わたす „ 


〇 春され は 春に なれ は。 

o まひな しに おくりもの なしに 

*0  W か铒 S を 世； 3 はないで ば。 


os^ ざれ 歌。 利口した 樣の 

こ./ JO  I 設、 眾に思 ひがけ 《 い 風 

よん. Ci 歌。 


旋頭歌 


題 しらず  讀 

うち 渡す をち かた 人に もの まう すわれ 

その そこに  しろく さける は なにの 花ぞも 

か へ し 

春され ば 野逡 にまづ さく 見れ ど あかぬ 花 

まひな しに た^ f なのるべき 花の 名 なれ や 

題 しらず 

はっせ 川 ふる 川の べに ふた もと ある 杉 

としを 經て またも あ ひみむ  二 もと ある 杉 

君が さす みかさの 山の もみ ぢ 葉の いろ 

かみなづき しぐれの あめの 染めるな りけ り 


？ぉ 


き 諧歌 


之 


ら 
ず 


〇 ひミ く/ ヽ 弦の 鳴梭に 人が 來 

る ミ かけた もの o 


〇 くちなし 柁子、 /.- 口が無い-/ J 通 

はせ たもの o 


o またく 心 待つ 心。 待ち わ 、ひて 

ゐる心 o 

〇 は ^ にあ ゆて 待つ 心な 見せる 


〇 いづら は 云々 教の 夜が 長い- 

い  ふの は  一  S^J こが 長いの か。 


o あな かしが まし あ-やかまし 

、 9 

〇； 化 も ひ ミミき 花の 美し いのも 

ひ VJ さかりの 僅かの 閒 である 0 

〇 つまで 摘まないで。 

o はれて くもれ は 喑れ たり 曇つ 

たり すれ は G 

〇 ばな の 姿 美しい ffHO 

o う. ある さまの 名 へんな 不 


題 しらず 

梅の 花見に こそき つれう ぐ ひすの ひとく，/ \ と 厭 ひし も をる 

やまぶきの 花色 衣ぬ しゃ たれ 問へ ど 答へ すくち なしにして 

いくばくの 田 をつ くれば か 郭公し でのた を さ を 朝な くよ ぶ 

七月 六日た なば たの 心 をよ める 

いつしかと またく 心 を はぎに あゆて 天の河 原 をけ ふや 渡らむ 

題 しらず 

むつごと 

睦言 もま だ盡 きな くに 明けぬ めり いづら は 秋の 長して ふ 夜 は 

秋の 野に なまめ きたてる 女郎花 あな かしが まし 花 も ひととき 


讀入 しらず 

素性 法師 

藤 原敏行 朝臣 

藤 原 かねす け 

凡 河 內躬恆 

僧正 遍昭 

^人 しらず 


秋 くれば 野邊 にた はる  >女郞 花 いづれ の 人 かつまで 見るべき 

秋鏺の はれて くもれば をみ なへ し はなの 姿ぞ 見え かくれす る 

花と 見て 折らむ とすれば 女郎花うた  > ある さまの 名に こそ あり けれ 

古今 和歌 集卷第 十九 跺體  一 五三 


〇 つ •* りさせ ほころ * ひ をつ,、 

り3せ0 きり <\ すの 鳴き 蔡 o 


O た、 るに た、 つて o 

〇 かた こそ あり VJ きけ やつれな 

が ら も 其の 身た け は あ る もの"/. -gs 

くのに o 

o たてれ なれ^も 立って ゐても 


〇 ありぬ や-、. - 逢ば や！ SS ろ こ vj も 


〇 たは ぶれに くきまで そんな 戧 

れ もして 居られね 程 o 

〇 おも ひの 色 戀の思 ひの 排の色 

〇 山 田の そ ほ、 づ 案山子。 

〇 おのれ そなた o 相手 を 卑しめ 

ていふ^ Q 

〇 我な ほし ミ いふ 自 分 を 望んで 

逢 ひたい ミ いふ。 

〇 ならね おも ひ 出來ぬ 想の 思 ひ 

o もえ はもえ 燃えるなら 燃えよ 

〇人 にっきな み 人に 逢 はれる 手 


古今 和歌 集卷第 十九 雜體  一 五 四 

寛 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の^  布^む ね やな 

秋 かぜに ほ， J ろび ぬらし 爆 袴つ -,, りさせ てふきり <(\ -す 鳴く 

あす^ 立た むとしけ る 日鄰の 家の 方よ リ 風の 雪 を 吹き こしける を 見て 其 

の鄰へ 詠みて 遣 はしける  涛原深 養父 

冬ながら 春のと なりの ちかければ なか 垣より ぞ花 はちり ける 

題 しらず  讀人 しらず 

石の 上 ふりに し 戀の神 さびて た ， るに われ はい ぞ ねかね つる 

枕より あとより 戀 のせめ くれば せむ かたなみ ぞ牀 なかに をる 

戀 しきが 形 も かた こそ ありと きけ たてれ をれ どもな き 心地す る 

ありぬ やと 心 見が てら 逢 ひ 見ねば たは ぶれに くきまで ぞ戀 しき 

み 、 なしの 山の 口な しえ てし がな おも ひの 色の 下ぞ めに せむ 

足 引の 山 田の そほづ おのれ さ へ 我 を ほしと いふうれ はしき こと 

紀 のめのと 

富 十. のね のなら ぬお も ひに もえば もえ 神 だに けたぬ 空し 煙 を 

紀の ありと も 

逢 ひ 見 まく ほし は數 なく 有りながら 人に つきなみ 惑 ひこ そ すれ 


〇ss ひお きて 思 ひ 起きて . A- 火" 

おきて VJ を 通 はせ たもの o 


0 かひよ 鹿- く K を 甲斐よ 


.o なれ は 劇れ たなら は 


〇 くるな 扱 ひそ 來 るの を跃 がる 

な o 

〇 思ば ャ V.- や は 云々 思 はない 扱 

た. /J なぜ 云 はぬ のか o 

〇：生 襟なる ひっか、 つて WS るの 


バ バ e 

人に 逢 はむ つきの なきに は 思 ひお きて 胸 はしり 火に 心 やけ をり 

寬 平の 御 時 后の 宫の 歌合の 歌  藤 原 興 風 

春霞た なびく 野邊の わかなに も なりみて しがな 人 もつ む やと 

題 しらず  讀 人 しらず 

思へ どもな ほうと まれぬ 春霞 か ， らぬ 山の あら じと おもへば 

平き 文 

春の 野の しゅき 草葉の つま 戀に とびたつ 雉の ほろ、 とぞ なく 

紀の よしひと 

秋の 野に つまな き 鹿の 年 をへ て なぞ 我が 戀の かひよ とぞ 鳴く 

躬  恆 

蟬の 羽の ひと へ に 蒲き 夏衣 なれば よりな む もの にゃあらぬ 

忠  岑 

かくれ a 

隱 沼の 下より 生 ふるね ぬな はの 寐ぬ名 はたた じくるな 厭 ひそ 

讀 入 し ら ず 

ことならば 思 はすと や はい ひ 果てぬ なぞ 世の なかの 玉裰 なる 

古今 和歌 集卷第 十九 雜體  ー艽五 


古今 和歌 集卷第 十九 雜體 


一 五六 


〇 いなや 思 1 ふじ いや もう 

これから は 思 ふまい TVO 

o あるべき を それでよ いが o 

〇 お ほ幣 にして 引く手が 多い か 


〇思 ひけむ 人をぞ 云々 以前に 自 

分 を 思つ て くれた 人が あったら そ 

の 時に 自分 も その 人 を 思うて やれ 

はよ かつ.；， IO 

o«s も ひぬ くさめ もしない。 


〇 ふるす vj や 古い ものにしての 

^か o 

〇 人 まね 人な みに 云って。 


o つきな かりけ り 寄りつ く- 

方 もない。 


思 ふて ふ 人の 心の くま ごとに 立ち かくれつ ， 児る よし もがな 

思へ ども 思 はすとの みい ふなれば いなや 思 はじ 思 ふかひな し 

我 をのみ 思 ふとい はば あるべき をいで や 心 はお ほ幣 にして 

われ を 思 ふ 人 を 思 はぬ むくいに やわが 思 ふ 人の われ をお も はぬ 

思 ひけむ 人をぞ ともに 思 はまし まさし や 報 いなかり けり や は 

出で て 行かむ 人 をと ST めむ よしなきに 鄰 のかた に 鼻 も ひぬ かな 

くれなる に そめし 心 もた のまれす 人 を あくに は 移る て ふなり 

厭 はる ゝ 我が身 は 春の 駒 なれ や 野が ひが てらに 放ち 捨てつ る 

鶯の こぞの やどりの ふるすと や 我に は 人の つれな かるらむ 

さか しらに 夏 は 人 まね 笹の 葉の さやぐ 霜夜 を わが ひとりぬ る 


深 養父 


讀 


しらず 


平 


中 


ぉノ 


逢 ふ 事の 今 ははつ かに 成り ぬれば 夜 深からで はっきな かりけ り 

.  左のお ほい まう ち 君 

もろこしの 吉 野の 山に 籠る とも 後れむ と 思 ふわれ ならな くに 


〇 人の 心 を 云々 わが 心 をば つき 

り. t 見定めて その上で 止めるなら 

止めるべき ものである o 

〇 ながらの 檎も つくるな り 長^ 

.3^ も 新しく 出来た o 


〇 まめな れ^- 自分 は まじめに 身 

を 持つ が o 

〇 何ぞ はよ けく 何のよ い 事 もな 

い o 次の 刈 達の 上に、 世 II の 人 は 

VJ 人れ て 見る o 

〇 知りて 懋 なすれ は 名が 立つ ミ 

いふ $を 知りながら。 

o よそへ て さう でもない こミを 

ある やうに 云 ひなす 寇 o 

〇 我が身に い VJ のよ る 自分に い 

VJ こが 懑 する やうに。 

〇 すく すきつ、. rt をす る o 


〇な ゆきこる 欲き 凝る を、 木 を 

S! るに かく  o 


も はれぬ あさ. まの 山の あさまし や 人の 心 を 見て こそ やまめ 


難 波なる ながらの 橋 もつ くるな り 今 は 我が身 を 何に たと へ む 


まめ なれ ど何ぞ はよ けく 刈萱の 亂れて あれ ど あしけ くもなし 


た 


讀 人 


罗 


何 かその 名の たつことの をし からむ 知りて 惑 ふ はわれ 一 人 か は 

いとこな リ ける 男に よそへ て 人の いひければ  く 

外ながら 我が身に いとの よるとい へ ばた 5T 偽りに すくば かりなり 

超しらず  讚 

ねぎ ごと を さの み 聞きけ む 社 こそ はて はな ゆきの 森と な るら め 

大 

なけき こる 山と し 高くな り ぬれば つら 杖の みぞ まづ つかれけ る 

讀 人 

な ゆきをば こりの みつみて 足 引の 山の かひ なくなり ぬべ ら なり 

い：： /リズ も卷第 十九 雜體  一 五 七 


〇 あふ^ 苻を にな ふ枋 V」 逢 ふ 時 

節ミを 通 はせ たもの o 


r そへ に V」 て それが よから うぐ J 

定めて。 

9J すれ はか かり 其の 通りに す 

れは又 一方に は 差 支へ が ある。 

G あ ふさき る さに 左 右 o 

力よ けれ は あちらが わる Z 

〇 こ 、らの 人 多くの 人。 


c やさしき はづ かしい 


G, も をた にも 放ら さじ せめて 心 

たけ は 大切に しょ 50 


◦ すきもの VJ のみ 人が 誰でも 自 

分の 事を好 色 者. /J いふ o 實に 身、 

酢き に 好き を かけた もの 0 


古今 和歌 集卷第 十九 雜體  一 五八 

人戀 ふること を 重荷と 荷 ひもて あ ふごな きこ そ 侘し かり けれ 

宵の 閒に 出で て 入りぬ る 三日月の われて 物 思 ふ 頃に も あるかな 

そ へ にと てと すれば かかり かくすれば あない ひ 知らす あ ふさき る さに 

世の なかの 薆 きたび ごとに 身 をな ゆば 深き 谷 こそ 淺 くな りなめ 

在 原 一 

世の中 はいかに くるしと 思 ふらむ こ ， らの 人に 恨みら るれば 

讀 人し 

何 をして 身の い たづら に 老い ぬらむ 年の 思 はむ こと ぞ やさしき 

與 

はふ 

身 は 捨て つ 心 をた にも 放ら さじ 終に はいか  >  なると 知るべく 

千 

白雪のと もに 我が身 はふり ぬれ ど 心 は 消えぬ ものに ぞ ありけ る 

題 しらず  讀 人し 

梅の 花唉 きての 後の みなれば やすき ものとの み 人の いふら む 

法皇 西 川に おはしました リ ける 日 猿 山の か ひに さけぶ とい ふ こと を 題に 

てよ ませ 給う ける  躬 


〇ゎ， ひしに-に ^as さう： 


〇 うつぶし 染の 云々 その ま 

^る 五倍 f 染め 麻の 衣で あ る n 


わびしら に 猿な 鳴き そ 足 引の 山の かひ ある 今日に や は あらぬ 

題 しらず  讀 人 しらず 

世 を默 ひこの もと ごとに 立ちより てうつ ぶし 染の 麻の 衣な り 、 


古今 和 缺集卷 第 十九 雜 體 


五 九 


古今 和跃 集卷 第二 十 大歌 所御欤 

古今 和歌 集 卷第 二十 


1 六 o 


〇 大歌 所 御 歌 大内裘 G 内お 坊卽 

ち 大歌 所で 舞お の 歌 ふ 風俗 歌。 


〇 かくし こそ 此の 通りに o 

〇 たのしき をへ め 樂 しい 卞を極 

めよう o 


〇 岡の やが た 山城 國岡屋 ぉ0 

o_g の ふり S の 降り 方。 


大歌 所 御 歌 

お ほな ほび の 歌 

あたらしき 年の 始めに かくし こそ 千年 を かねて た^しき をへ め 

日本 紀に はっか へ まつらめ よろ づ 代までに 

ふるき やまと 舞のう た 

しもと ゆ ふ かづら き 山に 降る 雪の まなく 時な く 思 ほ g るかな 

近 江ぶ リ 

近 江より 朝立ち くれば うねの 野に 鶴ぞ 鳴くなる 明けぬ 此の 夜 は 

み づ ぐき ぶり 

水ぐ きの 岡の やが たに 妹と あれと ねての 朝け の 霜の ふり はも 

しはつ.；：； T. ぶリ 

しはつ 山う ち 出で て 見れば 笠 ゆ ひの 島 こぎ かくる 棚な し 小舟 


OW り も G の 歌 手に 取る 物な よ 

ん； so 


〇^ やた， ひ ^^ほ u  IS が 幾度 も 

變 も。 

〇 神の きね 神の 木 &o 捣は 添へ 

た詞 o 楊の^ o 

C; 見る がに 見る. やうに そのた ^ 

〇 やま かづら あけ ゆの の尝 をい 

ふ。 i) 

〇 末 さへ よりこ 末々 まで 芬 つて 

來ぃ" 

〇 ひるめの 欤 太 日 (ォ ネヒ 

ル ヌム チ) 卽 ち 天 照大祌 のこ- /.- な 

よんた 欲 o 

〇 し はし 水 かへ しはらく 駒に 水 

〇 かへ しもの の 歌 催^ 樂の吕 の 

« 調が 律の 平 調に なった の を反铙 

(力 ヘリ、 ゴ M  ) ミ いふ o 其の 意の 

〇 お ほんべ 大 is。 


神 あそびの 歌 


と tv- ものの 歜 

祌 想の みむろの 山の 榊 葉 はかみ のみ 前にし ゆり あ ひに けり 

霜 やた びお けど かれせ ぬ さかき 葉の たちさ かゆべき 神の きね かも 

まき もく の あなしの 山の 山人と 人 も 見る がに やま かづら せよ 

と やま 

みやまに は 霰 ふ るら し 外 山なる まさきの かづら 色 づきに けり 

みちの く 

陸奧の あだちの ま 弓 わが ひかば 末 さ へ よりこし のびく に 

我が 門の 板 井の 淸水 里と ほみ 人し 汲まねば みく さお ひに けり 

ひるめの うた 

さ ， のく まひの くま 川に 駒と めて しばし 水 か へ 影 を だに 見む 

かへ しもの の 歌 

あ を やぎ を かたいと によりて 鶯 のぬ ふて ふ 笠 は 梅の 花が さ 

まがね ふくき びの 中 山お びに せる ほそ^ 川のお との さやけ さ 

此の 歌 は 承 和の お ほんべ のきび の 國の歌 

美 作 やくめの さら やま さらく にわが 名 はたて じ 萬 代までに 

古今 和歌 蕖畚 第二 十 大^所 御 歌  一六 一 


古今 和歌 集卷第 1 一 十 大歌 所 御 歌  一六 二 

これ は 水 5 尾の お ほんべ の 美 作の 國の歌 

みのの くに 閼の藤 川た えす して 君に つか へ むよ ろづ 代までに 

これ は元慶 のお ほんべ の 美 濃の 歌 

君が代 はかぎ り も あら じ 長濱の まさごの 數 はよ みつくす とも 

これ は 仁 和の お ほんべ の 伊勢の 國の歌 

近 江の や 鏡の 山 をた て たれば かねて ぞ^ § る きみ. か 千と せ は 

これ は 今上の お ほんべ の 近 江の 歌 


o 東歌 ぁづ. まの 國 俗 (ク- 一 プリ) 

の 歌。 


〇 あぶく  * 

〇 い、 づくは あれ $J 

い 所 は 多く あるが o 

〇 かなし も 面白い 


こに も 面白 


〇 みつの 小島の 人なら は みつの 

小島が 人なら： so 

c 都の つ"、. - 都への みや ゆ。 

〇 みさ ぶら ひ 御 K の 衆。 


大伴黑 


みちの くうた 

あぶくまに 霧た ちわたり 明けぬ とも 君 をば やら じ まてば すべな し 

みちの く は いづく は あれ ど鹽 竈の うら こぐ 舟の 綱手 かなし も 

わがせ こも 都に や" て鹽 竈の まがき のし まの まつ ぞ戀 しき 

をぐ ろ 崎み つの 小島の 人なら ば^の つとにい ざと いはまし を 

みさ ぶら ひみ かさと 申せ 宮城 野の 木の 下露 は あめに まされり 


主 


<J の^れ はくた る 上る の も あれ 

る. 3 も ある o 

〇 いなにば あらや 云々 いやで は 

たい. か 此の n: たけ は 承知- W 來 ぬ。 


C め， さし f 供 o 


<(; さやに も 見し. * はっきり.、 一見 

たもの たが o 

〇 け -' れ なく 心なく。 

o 人に もが もや 人に したい もの 

である o 


〇 なり もなら や^ 

VJ は 兎も角 VJ して" 許し を 受けて 

^  M  .、J なる 寧が 出來 る 出 來ぬは 別 


2.1 上 川の ほれば くだる いな 舟の いなに は あらす この 月ば かり 

君 をお きて あだし 心 を わが もた ば 末の 松 山な み もこえ なむ 

さがみ 歌 

こよろ ぎの 磯 立ちなら し！ i 菜つ むめ ざし ぬらすな 沖に をれ 波 

ひたち 歌 

筑波嶺 の 此面彼 面に かゆ は あれ ど 君が み 影に ます かけ はなし 

筑波嶺 の I： 額の もみ ぢ镀 落ちつ もりし る もしらぬ もな ベ て 悲し も 

甲斐うた 

かひが ね を さやに も：：^ しがけ ， れ なく 潢 をり ふせる さやの 中 山 

甲斐が 嶺 をね、 ) し 山 こし 吹く 風 を 人に もが もや ことづて やらむ 

伊勢う た  - 

を ふの 浦に かたえ さし 稷 ひなる 梨の なり もなら す もね て 語ら はむ 

冬の 賀 茂の 祭の 歌  藤 原敏行 朝臣 

ち はやぶ る賀 茂の やしろの 姬小松 萬 代 ふと も 色 はか はら じ 


古今 和^^ 卷第 二十 大歌 所 御 歌 


一 六 三 


古今 和^ 集 柿 足  一六 四 

家 々 -_稱ス％ 證本ゾ 之 木 乍，， 書キ 入レ， 以， 墨 滅 i 歌 今 別 _-書ノ之- 

卷第十 物 名 部 


：： 籼人 山に 人って 材木な VJ 

〇宮 木 大宮 をつ くろ 料の 木 一 


0 かけりても 死お s 魂が 空な 飛 

ぴ かけっても o 

〇 何 を かたまの 何み-か 魂 3。 

- JI くれのお も 和名 抄 「懷呑 一 名 

懐^、 和名 久^ 乃 於 毛」 V」 ある o 


ひ r らし  .  貫  之 

杣 人は宮 木 ひくら しあし びきの 山の やまびこ よびとよ むな り 

o  o  o  0 

在-; 郭 公 下 空 0 上 一 

勝  臣 

ほのほ 

かけりても W を かたまの きても みむから は焰 となりに しもの を 

o  o  o  o  o  o 

を かたまの 木 友 則 下 

くれのお も  貫  之 

こし 峙と戀 ひつ ， をれば 夕 ぐれのお も かけに のみ 見え 渡る かな 

o  o  o  o  0 

忍 草 利貞下 

おきの 井  みや こじま  小 野 小町 

おきの ゐて身 を やくよりも 悲しき は みやこし まべ の 別れな りけ り 

oooo  OCCOO 

からこと 涛行下 


c 此の 欲」 云々 ffi 和 上皇が 染^ 

か.. £• 栗 におうつ りに なった 車 

は 三代 實9 の元廉 三年 五 J の條に 

J» えて t" る o 


犬が み 近 江 S 犬 上 都 0 

〇 いさ VJ 答へ よ いさ は 知ら やの 

0O い さ a« 川 はい さ ./J 

序 0 


C やよ しなの 羽 .3^ の 次の 音 

を. K ふための iy- 


そめ どの あはた  あや 

うきめ をば よそめとの みぞの がれ 行く 雲の あはた つ 山の 麓に 

o  o  o  o  o  o  o 

此の 歌 は 水の をの 帝の 染 殿よ リ 粟田 へ移リ 給う け る 時に よめる 桂宮下 

卷第 十一 

奧 山の 菅の 根し のぎ ふる 雪下 • 

け ふ ひと を こふる 心 はお ほ ゐがは 流る 、 水に おとら さりけ り 

わぎもこに あふ^ 山の 篠す 、 き ほに は 出です も戀 ひわた るかな 


卷第 十三 . 

戀 しくば したに を 思 へ 紫の 下 

犬が みのと この 山なる いさや 川い さと 答へ よわが 名 もらすな 

この 歌 ある 人 あめの 帝の 近 江の 采 女に たまへ ると 

か へ し 

やましな の 音 羽の 瀧の 音に だに 人の しるべく わが こ ひめ や も 


や：： 今 和欲蕖 捕 足 


一 六 五 


古今 和歌 集 W 足 

卷第 十四 


一 六 六 


c ゎジ せこが 云々 ^耙尤 恭天皇 

の卷 に- W て ゐる歌 .《 せこ は 女から 

男な さして 云ふ詞 o 夫。 


おも ふて ふ ことの 葉の みや 秋 を へ て 下 

そと ほ. S- ひめ  』 

衣 通姬の ひとり ゐて帝 を こ ひ 奉りて 

わがせ 二が くべき 宵な りさ 、がに の蛛の 振舞 かねてし るし も 

^養父 戀 しと はたが なづけけ むこと ならな む 下  貫 

道し らばつ みに も ゆかむ 住の 江の 岸に お ふて ふ戀 わすれ 草 


古今 和歌 集 終 


之 


後 撰 和歌 集 


〇大 うら ぎ 翠に ffivj もい ふ o 婦 

人 G 禮服ミ して 衣の 上、 装束の 下 

に 著る も Go 

〇 みのし ろ 衣 棻代 衣の 義 C 雪が 

ふれ は棻を 著る が、 その 代 ミ して 

白い 衣 を 著て VJ いふ 意。 


〇 に ひま ゐり 今參り o 新參 o 


0 ふるに かひ ある 雨の 降る VJ、 

身の 古くなる VJ を 通 はせ たもの。 

0 子 日 正月の 初の 子の B に 野に 

出て 小 松 を 引いて 遊， ひ、 千代な 祝 


後 撰 和歌 集 卷第 

春 歌 上 


-兀 口に ニ條の 后の 宮 にて 白き 大 うちぎ をた ま はりて 

降る 雪の みのし ろ 衣う ちきつ 、春き にけ りと おどろかれ ぬる 

舂 たつ 日よ める  凡 河 內躬悻 

舂立 つと ききつ るから に 春 日 山き え あ へ ぬ 雪の 花と 見 ゆらむ 

兼 盛 王 

今日より は 荻の やけ 原 かきわけて 若菜 つみにと 誰 を さそ はむ 

ある 人の 許に に ひま ゐリの 女の 侍りけ るが 月日 久しく. i て 陸 月の つ いた 

ち 頃に まへ ゆるされた りけ るに 雨の ふる を 見て  讀人 しらず 

白雪のう へ しる 今日 ぞ 春雨の ふるに かひ ある 身と は 知りぬ る 

朱 雀 院の子 口にお はし ましけ るに さはる 事 侍りて えつかう ま つらず して 

延光 朝臣に つか はしける  左大臣 

松 も ひき 若菜 もつ ますな りぬ る を いつしか 櫻 はや もさ かなむ 

後 撰 和歌 集卷 第一 春 歌 上  一六 九 


後 撰 和 欲 集卷第 一 卷^ 上 


1 七 〇 


〇 我 も かたみに かたみ は 互にの 

意で、 件せ て^の 意 を 含めた もの 


〇 なり 

ものた 


なって みたい 


〇ミ し を こそつ め 若菜 を 摘む- 

いふ 綠 から、 年な 接む VJ いひ か i 

たもの o 


C あや 吹きみ たる あやは 文 o 

• のために 谀紋の 出 來るこ VJO 


■o 事に つきて H= 事に よって ハ 

はやけ の 御 K で o 


院御か へ し 

まつに くる 人し なければ 春の 野の 若菜 もな にも かひな かりけ り 

子の 日に をと こ の もとより 今：：： は 小 松 引きに なむ まかり 出づ ると いへ り 

ければ  讀人 しらず 

おのみ や 野 邊に小 松 を 引きに ゆく 我 も かたみに つまむ 若菜 を 

題 I ちず 

霞た つ 春 日の 野邊の わかなに も なりみて しがな 人 もつ む やと 

子 HI しに まか リけ るに 人に おくれて つか はしける  躬  恆 

春の 野に 心 を だに もやらぬ 身 は 若菜 はつまで としをこ そつめ 

宇多院に 子 日せ むと ありければ 式^. 卿の みこ を さそ ふとて  行 明 親王 

故郷の 野邊 みに ゆく とい ふめる をい ざ もろともに 若菜つ みて む 

はつ #の 歌と て  紀友則 

水のお もに あや 吹きみ だる 春風 や いけの 冰 をけ ふ はと くらむ 

寬 平の 御 時き さいの 宮の 歌合の 歌  讀人 しらず 

ふく 虱 や 春た ちきぬ とつけ つらむ 枝に こもれる 花 さきにけ り 

しはすば かりに 大和へ 事に つきて まかりけ る 程に 抬リて 侍りけ る 人の 家 


c 枯れに し 枝 疎々 しくな つて 迮 

はれぬ やうに なつた a 分の 身の 意 

を 含めた もの o 


〇 なほ ざり に かりそめに。 ^ 

S ひこむ こミ もな く- * 


の t すめ を^ りかけ て 侍り けれども やん ごとな き 事に ょリ てま か リ の？" 

リに けり あくる 春 親の もとに 遣 はしける  M 

春 日 野に おふるわ かな を 見て しょり 心 をつ ねに 思 ひやる かな 

かれに ける をと この もとに その 住みけ るかた の 庭の 木の 枯れた リ ける 枝 

を 折りて 遣 はしける  兼 覽王母 

もえ 出づる 木の め を 見ても ねをぞ なく 枯れに し 枝の 舂を 知らねば 

女の 仕に まか リ出 でて 侍りけ るに 珍ら しき 程 はこれ かれ 物い ひな どし 

侍りけ る を 程 もな く 一  人に おひ 侍リ にければ 睦月の ついたち ばか リ にい 

ひ 遣 はし 侍リけ る 

いつの まに 霞た つらむ 春 日 野の ゆき だに とけぬ 冬と みしまに 

題 しらず  • 

なほ ざり に 折りつ る もの を 梅の 花 こき 香に われ や 衣 そめて む 

前栽に 紅梅 を植 ゑて 又 の 舂遲く 咲きければ 

^近くう つして 桢ゑ しか ひもな くまち 遠に のみに ほふ 花 かな 

延 喜の 御 時 歌め しける に奉リ ける 

はるがすみた なびきに けり 久方の 月の かつら も 花や さくらむ 

後馔 和^ 第卷第  一 ^歌 上  】 ヒ 一 


讀人 しらず 


閑院 左大臣 


藤 原蒹铈 朝臣 


紀 貫 


之 


〇 み づし所 御 S3 子 所。 禁中で 樂 

s<p  ^籍 た^を 納めて K かれる 所 


C またみ よしのの 山 は 云々 自分 

の 身の； S んでゐ る こ ミ を 云った も 

の o 


〇 ながめ 

もの * 


長雨 VJ 詠欽 VJ を かけた 


〇 きて 見べき 來て 見る たらう や 


〇 こ VJ なら は 

JM じこ ミ なら,. 


〇 にば ひか 勻ひ 香。 

〇 家、 づ V」 家への みや； & 


恆 


勢 


讀入 しらず 


後馔 和歌 集卷笫 一 养歌上  一七 二 

おなじ 御 時 みづし 所に さ ぶら ひける こん しづめ るよ し を 歎き て 御覽ぜ さ 

せよ と^しくて ある 藏人 におく リ て侍リ ける 十二 首が うち  躬 

いづこと も 春の 光 はわ かなく に まだみ よしのの 山 は ゆき ふる 

人の もとに 遣 はしける 

白玉 をつ ， む 袖の みなが る 、 は 春 はなみ だ もさえぬ なりけ り 

人 にわ すられて 侍りけ る ころ 雨の や まず 降りければ 

春た ちて わが 身 ふりぬ る ながめに は 人の 心の はな もちり けり 

題 しらず 

わがせ こに^せ むと 忍 ひし 梅の 花 それとも 見えす 雪の ふれれば 

きて^べき 人 も あら じな わがや どの 梅の 初花 をり つくして む 

ことならば 折り 盡 してむ 梅の 花 わが まつ 人の きても：^ なくに 

吹く 風に ちらす も あらな む 梅の はなわが かり 衣 ひと^ やどさむ 

我が やどのう めの 初花 ひる は 雪よ る は 月 かと 見え， まが ふかな 

栴の花 外ながら^ む 吾妹 子が とかむ ばかりの 香に もこ そしめ 

素性 法師 

梅の 花 をれば こ ほれぬ 我が 袖に に ほひ かう つせ 家づ とに せむ 


o 稗な さめて たに ^を^ね て 


〇 ゆきか くれな む 滑え る S*/ 

ゆ きくれ るミ み-通ぶ せた もの o 


〇こ>  ろな そめ は を！：^ めた な 

らま 


〇 かきく らし 空が 一而に ほって 

〇 谷 さむみ 谷が 寒さに o 谷が 寒 

いので。 次の、 「わかみ」 のみ も 同 

じ S 法 0 

〇 す さめぬ めで はやさぬ o 


つ ゑぐ ^は に M て 小さく 根 

坫に 似； J もの。 X がの 異名 VJ 


をと こに つきて 外にう つりて  讀人 しらず 

心 もて をる か は あやな 梅の 花香 をと めて だに とふ 人の なき 

年 を 綞て心 かけた る 女の 今年ば かり を-だに 待ち くらせと い ひける が 又の 

年 もつれな かりければ 

人心う さ こそ まされ 春た てばと まらす 消 ゆる ゆきか くれな む 

題 しらず 

^ s 花杳を ふ き か くる 春臌 にこ、 ろ を そめば 人 やとが めむ 

はるさめの ふらば 野 山に まじりな む 梅の 花 笠 ありと いふなり 

かきく らし 雪 はふり つ ， しかす がに 我が家の そのに I ぉぞ なく 

谷 さむみ いまだす だたぬ 鶯の なく 聲 わかみ ひとの す さめぬ 

鶯の なきつる こ ゑに さそ はれて 花の もとに ぞ われ は來に ける 

^-だ にも まビ さかなく に 驚の なく ひとこ ゑ を はると おも はむ 

きみが ため 山 田の 澤に ゑぐ つむと ぬれに し 袖 はい まも かわかす 

あ ひしり て 侍りけ る 入の 家に まか リけ るに 梅の 木 侍りけ リ この 花 さきな 

む 時 は 必ずせ うそ こせむ と い ひける を 音な く 侍りければ 朱^ 院の兵 部 卿の みこ 

うめの 花い ま は 盛りに なり ぬらむ たのめし 人のお とづれ もせぬ 

後 馔和馱 集 卷 第一 ^歌 上  一七 三 


後 撰 和歌 集卷第  一 # 歌 上 


七 四 


(ソ？ 。て ふなべ に 教 る- /J いふ こ 

さに つけて o 

0 ふりで つ、 なく 春雨の 降る ミ 

5な を-:; 山して. S?  く こ -/J を 通-.: S! せた も 

の o 

C に ひり 3： の 人口 o 


C らら ねま はかり 改ら ない 閒た 

けの ものである o 


o こ- t<\ に 別々 に 。異なつ 


〇 かつ もけ ななむ 降る 一 方 か- 

^えて はしい。 


か へ し 

春風に いかに ぞ 栴ゃ勻 ふらむ わが^る 枝 はいろ も か はらす 

# の： Z ことのつ いで ぁリ てよ める  讀人 しらず 

うめの 花ち るて ふなべ に はるさめの ふりで つ 、 なく 鶯 のこ ゑ 

かよ ひすみ 侍リ ける 人の 家の 前なる 柳 を 思 ひやり て  躬  igl 

いもが いへ の は ひりに たてる 靑柳 にい まやな くらむ う. ぐ ひすの 聲 

松の 下に これ かれ 侍 リて花 を 見やりて  坂 上是則 

深 みどりと き はの 松の 陰に ゐ てうつ ろ ふ 花 をよ そに こそ 見れ 

藤 原雅正 

花の 色 はち. し-ぬまば かりふる さとに つねに は 松の 綠 なりけ り 

紅 の 花 を 見て  躬  恆 

紅に いろ をば か へ て 梅の はな 香ぞ こと，^ \- にに ほ は ざり ける 

これ かれ 阊 居して 洒た うべ ける ま へ に 梅の 花に 雪 5 ふリか i りけ 


る を  $HC 

ふる^ はかつ もけ ななむ 梅の 花ち るに まど はす 折りて かざさむ 

兼輔 朝臣の ね やの 前に 紅梅 を^ ゑて 侍リ ける を 三と せば かりの 後 花 さき 


之 


などし ける を 女 ども その 枝 を 折りて みすのう ちょ ：=,. これ は いか ぐと 

してければ 

春 每に唉 きま さるべ き 花 なれば 今年 を もま だ あかす と ぞ兒る 

はじめて 宰相に たリて 侍りけ る 年に なむ 


I 


I 

後^ 和^ 集卷第 一 春 歌 上  ，】 七 i 


-c^- きま さるべき 花 年々 荬 しさ 

のま さるべ き 花 0 


た" 


筏撐^ ^集^ 第二  i^gs 屮 


1 七 


.o よ 5」 こお 

〇 あさい 朝 磨 0 


〇 いば はい はなむ 云 ふなら は 云 


〇 かたみに 兒れは 折った 枝 S 本 

木の ま- の 枝 V」 を 比べ るビ" 形見 

に 通 はせ たもの。 


後 撰 和歌 集 卷きー 

春 歌 中 

年老いて 後 梅の 花植 ゑて あくる 年の 春お も ふところ ありて  藤 原扶幹 朝臣 

梳ゑ しとき 花^む とし も 思 はぬ に唉 きちる みれば 齢 老いに けり 

ね や の 前に 竹の ある 所に 宿り 侍リて  蓝 原伊銜 朝臣 

作ち かくよ どこね はせ じ 驚の 鳴く こ ゑき けば あさいせられ す 

大和の ふるの 山 を まかる とて  僧正 遍昭 

いその かみ ふるの やまべ のさ くら 花う ゑけ むと きをし る人ぞ なき 

花 山に て 道俗 洒た うべ ける をり に  素性 法師 

やまもり はい はばい はなむ 萵 砂の をの へ の樱 をり て かざさむ 

面白き 櫻 を 折りて 友 だち のっか はしたり ければ  讀人 しらず 

櫻 花 いろは ひとしき 枝 なれ どかたみ に 見れば なぐさま なくに 

かへ し  伊勢 

^ぬ 人の 形見が てら は 折ら ざり き 身に 准へ る 花に しあらねば 


o  I よ 炎 竹 を 受けて 一 節 V」 云 ひ 

これ を 一夜に 通 はせ たもの o 


c*t ごめ に 呑ぐ るみに 。^を 

共に こめて e 


〇 このめ はるかぜ 木の芽 を 張 

風- /」 なかけ たもの。 


櫻の 花 をよ める  讀人 しらず 

吹く 败を ならしの 山の 樓 花の どけく ぞ みる 散ら じと おも へ ば 

前 哉に 竹の 中に 櫻の さきた る を兑て  坂 上是則 

櫻 花け ふよく 見て むくれた けの 一 よの ほどに 散り もこ そ すれ 

題 しらず  讀人 しらず 

さくら 花に ほふ ともなく 舂 くれば など かな ゆきのし ゆりの みする 

良 觀の御 時 弓の わざつ かう まつりけ るに  河原 左大臣 

け ふ樱零 にわが 身い ざ ぬれむ 香 ごめ にさ そふ かぜのこぬ まに 

家よ リ遠き 所に まかる 時 前栽の 櫻の 花に ゆ ひつけ 侍りけ る  菅原 右大臣 

樱花 ぬし を わすれぬ ものなら ば 吹き こむ 風に ことづて はせ よ 

^のこ. 1 ろ を  伊  勢 

あ を やぎの いとより はへ て 織る はた を いづれ の 山の 鶯 かきる 

花の ちる を 見て  凡 河 內躬恆 

あ ひ 思 はで 移ろ ふ 色 をみ る もの を 花に しられぬ ながめす るかな 

歸る^ をき きて  讀人 しら ず 

か へ るかり 雪路に まど ふ聲 すなり 霞 ふきとけ このめ はるかぜ 

筏 撰 和 缺集卷 第二  ^歌 中  一七 七 


C: 吹き さかす 吹いた V」 か 吹かぬ 

*t かいふ こ VJ を o 


〇 いろ も ひ. /.- つ を 櫻の 花 G 色， 

一  つ に 見える。 

〇 かぜに まかせ じ 風の ま-に * 


〇大 方に こそ おしなべて は 0 

VJ,/J はりに o 


C ラづ まさ 太泰 o 京都 .3.£ 郊 n 

o 面ね かなり 面. C い o 


後 撰 和歌 集卷 第二  ^歌 中  一七 八 

来 雀院の 櫻の 面白き ことと 延 光朝 e のかたり 侍りければ 見る やう も あら 

まし 物 をな ど 昔 を 思 ひ 出で て  大將御 息 所 

唉き さか. S れ になつ ゅそ樱 花人づ てに や はき かむ と 思 ひし 

題 しらず  讀人 しらず 

奍 くれば 木が くれ 多き ゆ ふづく 夜お ほつ かなく も 花 陰に して 

たちわた る 霞の みか はやまた かみ 見 ゆる 櫻の いろ も ひとつ を 

大空に お ほふば かりの 袖 もがな 春 さく 花 を かぜに まかせ じ 

やよひの つ いたち ごろ 女に 逍 はしける 

歎き さ へ 春 をし る， 一 そわび しけれ も ゆと は 人に 見えぬ ものから 

春雨の {J らばお も ひのきえ もせで いと V なげきの め を もや すらむ と いふ 

古歌の 心ば へ を 女に い ひ 遣 はしたり ければ 

もえ 渡るな けき は 春の さ-かなれば 大方に こそ あはれ とも^れ 

女の もとにつ か はしける  藤 原師尹 朝臣 

靑 柳の いと つれな ベ もな り ゆく か いかなる 筋に 思 ひよ らまし 

衞 門の 御 息 所の 家 うづ まさに 伃 りけ るに そこの 花 面白 かなりと て 折り に 

つ か はしたり ければ きこえたり サる 


0% りな まし か は おる たら 

ら は？ 


OVJ きしん あれ g-ffi も あら 


r> い ミ なき い.、」 まなき o ひまの 

ない o 上 三 句 は 此の^ を 云 ふため 

の 序。 


C 花 か^ふ 花の # なか^は 


〇 よに ふりに たる 心 春 南の 降 

ミス」 た；； る -/J を かけた もの o 

O あたらしく 惜し <o 


やまざと に 散りな まし か ば樱花 勻 ふさ かり も 知られ ざ らま し 

御 か へし 

に ほひ， 〕 き 花の香 もて ぞ しられけ る桢 ゑて みるら む 人の 心 は 

小忒 にっか はしける  藤 原朝忠 朝臣 

ときし も あれ 花の 盛りに つらければ 思 はぬ 山に 人り やしな まし 

かへ し 

わが ためにお も はぬ 山のお とに のみ 花 さかり ゆく 春 を 恨みむ 

題 しらず  宮 道 高 風 

春の 池の^ 藻に あそぶ に ほどり の 足の いとなき 戀 もす るかな 

^平の 御 時 花の 色 霞に こめて 見せず とい ふ 心 をよ みて 奉れと お ほせられ 

ければ  藤 原 與 風 

やまかぜの 花の香 かど ふ ふもとに は 春の 霞ぞほ だしな りけ る 

題 しらず  讀 人し 、り ず 

春雨の よに ふりに たる 心に もな ほ あたらしく 花 を こそ 思 へ 

京 極 の 御 息 所 におく リ 侍りけ る 

お" 霞た ちて くもる になり ゆくは^の こ ， ろの か はるなる ベ し 

後 撰 和歌 集卷 第二 春歌屮  一七 九 


後 撰 和 欲 集^ 笫ニ  ^^巾  一八 o 

題 しらず 

寐られ ぬ をし ひて わがぬ る 春の 夜の 夢を^に なすよ しもが な 

忍びた リ ける 男の 許に # 行幸 あるべ しと 聞きて 裝朿  一 くだりて うじて 遣 

はすと て 櫻 色の 下 襲に 添 へて 侍リ ける 

我が やどの 櫻の 色 はう すくと も 花の さかり はきても をら なむ 

忘れ 侍リ にけ る 人の 家に 花 を こふと て  翁^ 王 

年 をへ て 花の 便りに ことと はばい と  > あだなる 名 を や 立てな む 

呼子お を^き て鄰の 家に おくり 侍りけ る  春 道列樹 

我が^の はなに な 鳴き そ 呼子 鳥よ ぶか ひ ありて 君 も f  〕 なくに 

壬 や； 忠岑が 左 近の つが ひの を さに て 文お こせて 侍りけ るつ いでに 身 を 恨 

みて 侍リ ける 返事に  紀 筲 之 

ふりぬ とて 痛くな わび そ 春雨の た 、>  にやむ ベ きものなら なくに 


〇 かめに させれ^ 瓶に IS すの 葸 

なじ 力.， ：3 に 通に せた もの。 


〇 常に や は あらぬ 常で ある。 

ま. に -SG ジ05 ひ あ-,. *0 


C 改 りぬべき 云々 故る たらう 花 

はす ベ て 0 


厂 根 ごめ に 极ミ vj も に。 恨な が 


後 撰 和歌 集 卷 第三 

春 歌 下 

贈 太 政 大臣 あ ひわ かれて 後 あると ころに て その 弊 を II きて つか はしける 

^原 顯忠 朝臣 母 

鶯の 鳴くなる f  ) ゑ は 昔に て わが 身 ひとつの あらす も あるかな 

樓の 花の 瓶に させ リけ るが 散りけ る を 見て 中 務に逍 はしける  貫  之 

久し かれ あだにち るな と 櫻 花 かめに させれ ど 移ろ ひに けり 

か へ し 


千代 ふべ き 飛に させれ ど 櫻 花と まらぬ こと は^にゃ は あらぬ 

題し、 りず  諠人 しらず 

散りぬべき 花の 限り はおし なべて いづれ ともなく をし き 春 かな 

朝忠 朝臣の 家の 鄰に 侍リ ける に 櫻の いたう 散リ ければ いひ 造 はしける 

伊  0 

垣 越に ちりく る 花 を^る より は 根 ごめ に 風の 吹き も f ) さなむ 

S^HH  ^^下  一 八 一 


後 撰 和^ 集卷笫 三 春 歌 下 


八 二 


〇 心づ からに 自分 G 心から，， 


〇 うち は へ て 永々.、. 

〇 なにい そ ぐらむ 何故 故る の を 

急ぐ ので あ VT- ソ か。 

〇 そこの 花 そなたの 花 _= 

の 花" 


女 に つか はしける 

春の 日の ながき おも ひ はわ すれ じ を 人の 心に あきや 立 つらむ 

題 しらず 

よそ にても 花見る 每に音 をぞ なく わが 身に 谏き 春の つ ら さに 


誼 人 しらず 


貫 


之 


屈 を、 たにまち てぞ 花の 散りな まし 心づ からにう つろ ふが うさ 

荒れた る 所に 住み 侍リ ける 女 つれぐ にお も ほえ 侍リ ければ 庭に ある 董 

の 花 をつ みてい ひっか はしける  讀人 しらず 

我が， M に すみれの 花の 多 かれば き やどる 人 や あると 待つ かな 

題 しらず 

やまた かみ 餒を わけてち る 花 を 雪と やよ その 人 はみ るら む 

吹く 風の さそ ふ ものと はしりながら 散りぬ る 花の しひて 戀 しき 

沾 原 深 養 父 

うち は へ て舂 はさば かりの どけき を 花の 心 やなに いそ ぐらむ 

常に せう そこ 遣 はしける 女 ともだちの 許より 櫻の 花の いと 面白 か りけ る抆 

を 折りて これ そこの 花に 見 くらべよ と ありければ  こわ かぎみ 


〇 かくな 一 


このま- で 


〇^ なる 春い 云々 一年に 二度 春 

^あったなら o 


に 云々 吹いて すぐに 故る 

ちで あるから 吹かぬ の もお なじ 事 

で、 それから 云へ ゆ^く.、. - いって 

も .^nB  s  ^ 卽ち ^衣. の やうな 

も s たミ いふ 瘃 * 


我が 宿の な ゆき は 春 もしら なくに 何に か 花ん-くら ベ て もみむ 

父の みこの こ、 ろざせ る やうに も あらで 常に 物 思 ひける 人に てな む あ 


春の 池の ほとりに て  讀人 しらず 

舂の 日の かゆ そふ 池の か V みに は 柳の ま 6 ぞまづ はみ えけ る 

春の 暮 にかれ これ 花 惜しみけ る 所に て 

かくな が ら 散ら で 世 を や は盡し てむ 花の 觉磐も ありと み る ベ く 

延 喜の 御 時 殿上 の をの こどもの 巾に^ しあげられて お の， （- かざし さし 

ける ついでに  凡 河 內躬恆 

かざせ ども 老も 隱れ ぬ f  3 の春ぞ 花の おもて はふせ つ ベら なる 

題 しらず .  讀人 しらず 

一 とせに 重なる 春の あらば こそ ふたたび 花 をみ むと たのまめ 

^の もとにて かれこれ 程 もな く 散る ことな ど .S- しける ついでに  貫  之 

^くれば 唉 くて ふ 亊を儒 衣に きする ばかりの 花に、 ぞ ありけ る 

恭 花^に 出で たリ ける を 見つけて 文 を 造 はした リ ける 其の 返事 もなかり け 

れば あくる あした 昨日の 返しと こ ひに まう できたり ければ い ひ 遣 はしたり 

後 撰 和歌 集卷 第三 卷欲下  一 八 三 


〇 うら は 末葉- 次の 句の 序 o 

o ラらミ けて 心 ミ けて 0 內心 

^ てな <o 


2H ながらに 昔の ま-ひわ- 


o あたら 夜 惜しい 夜。 


後 撰 和^^ 卷第 ni ^^下  一八 四 

ける  讀 人し ら ず 

春霞 立ちな がら^し 花 ゆ ゑに ふみと めて ける あとの くやしさ 

男の もとよ リ たのめお こせて 侍リ ければ 

舂日 さす 藤のう らばの うらと けて 君し おも はば 我 もた のまむ 

題 しらず  伊  勢 

鷥に身 を あ ひか へ ば 散る まで も わがもの にして 花 は^て まし 

むすめ 

元茛の みこ 铱茂 朝臣の 女に すみ 侍リ ける を 法 A 十； のめして か の 院に侍 ひけ 

れ ばえ あ ふ 事 も 侍ら ざリ ければ あくる 年の^ 樱の 枝に さして 彼の 曹司に 

さしおかせ ける  元 S のみ こ 

花の いろは 昔ながら に^し ひとの 心の みこそう つろ ひに けれ 

月の 面白 かリ ける 夜 花 を 兌て  源 さね あきら 

あたら 夜の 月と 花と をお なじく は 心 しれら む 人に 见 せば や 

あがたの 井戸と いふ 家より 藤 原 治 方に つか はしける  橘 公平 女 

みやこび と 來ても をら なむ 蛙な く あがたの ゐ どの.^ 吹の はな 

助 信が 母の みまかりて 後 も 時々 かの 家に 敦忠 朝臣の まかり 通 ひける に 櫻 

の 花の 散りけ る をり に まかりて 木の もとに 侍りければ 家の人の いひ いだ 


o いまより は 云々 今まで は 花の 

5 るの み-^ しんた が 今から は 風の 


〇K る こ.、. -な 云々 改 ろの を 人が 

惜しむ 0 


〇 なほこ そ ぬれめ 更に I 段 VJm 

れょラ o 

〇^ の つら 海の 面 o 


〇 たち けれ S が 立つ ミ 、花み-見 

よ う .A-5§ ふ 心. か .S3 る ミ兩方 にかけ 

たもの o 


しける 

いまより は 風に まかせむ 樓花 ちる 木の もとにき みと まりけ り 

か へ し 

風に しもな にか まかせむ 樱 花に ほひ あかぬ に 散る はう かりき 

櫻 川と いふ 所 ありと ききて 

つねよりも 春べ になれば 樱川 なみの 花 こそ まなく よ すらめ 

前栽に 山吹 あると ころに て 

わがき たる ひと へ 衣 は 山吹の 八重の いろに もお とら ざり けり 

題 しらず 

1 年に ふたたび さかぬ 花 なれば むべ 散る こと を 人 はい ひけり 

寬 平の 御 時 櫻の 花の 宴ぁリ ける に 雨の ふ リ侍リ ければ 

春雨の 花の 枝より ながれこば 猶 こそ ぬれめ 香 もやう つると 

和 泉の 國に まかりけ るに 海の つらに て 

春 ふかき 色に も あるかな 住の 江の そこ も みどりに 見 ゆる 濱松 

女 ども 花見む とて 野邊に 出で て 

舂 くれば 花^む と 思 ふ、 )  >  ろ， 3 そ 野邊の 霞と ともに たち けれ 

後 撰 和歌 蕖卷 第三 春^ 下  一 八 五 


讀人 しらず 

敦忠 朝臣 


貫 


之 


兼 輔 朝臣 

在 原 元方 

藤 原敏行 

讀人 しらず 


ふに ラ からめ 訪ねる のが K 

JU ら う が 0 


<yt さ. ひて ふりに し 里 石の 上 を 


◦ たちまさり けり 白雲が 立つ ミ 

立ら まさつ て 一 展 美しい.、. -を通 は 

せた もの o 


後 撰和欤 笫卷第 ni  # 欲 下  一八 六 

あ ひしれ リ ける 人の 久しう と は ざリ ければ 花盛リ に いひつ か はしける 

讀人 しらず 

我 を， j そと ふに うからめ 春霞 はなに つけても 立ち よらぬ かな 

かへ し  源^ 蔭 朝臣 

たちよらぬ 春の かすみ をた のまれよ 花の あたりと ^ れ ばな るら む 

山 櫻 を折リ てお くリ 侍る とて  勢 

君み よと たづね て 折れる. E 櫻 ふりに し 色と おも は ざら なむ 

宮づか へ し侍リ ける 女の いその かみと い ふ 所に 住み て 京の 友 だち の もと 

に^! はしける.  讀人 しらず 

神 さびて ふりに し 里に 住む 人 は みやこに に ほふ 花 を だに 見す 

法師に ならむ の 心 ありけ る 人 大和に まか リて裎 久しく^ リて のち あ ひし 

リて 侍リ ける 人の もとよ リ月 ごろ は いか にぞ花 は^きた リ やと い ひて 侍 

リ ければ 

みよしのの 苦 野の 山の さくらばな 白雲との み^え まが ひつ ， 

亭子院 の 欲 合の 歌 

山 ざく ら^きぬ ると きはつね よりも 峯 のしら 雲た ちま さりけ り 


1れ- 


色が 異なって a え- 


o 诚」 折らるな 波 は 藤な み を. 

ふ o こ £ 波に 等閑の 意 をよ せた. 

の o 


〇 たぶ さ ぺま こぶし o 


〇 名に ぉふ睜 藤 -/J 0 ビ な 通 は せ 

たもの 0 


山稷 を；； r;- て  貫  之 

しらくもと！ ^え つ る もの を徵 花け なば 散る とや 色 f  〕 とになる 

題 しらず  讀人 しらず 

我が. M のか ゆと もた のむ 藤の 花た ちょり くと も 波に 折らるな 

花 ざ かりま だ も 過 ざ ぬに 吉野川 か けにう つろ ふ 岸の や まぶ き 

人の 心た のみが たくな リに ければ 山吹 のち リ さした る を これ^よ とてつ 

か はしけ る 

しのび かねな きて 蛙の をし む を も 知らす うつろ ふ. H 吹の 花 

やよひば かりの 花の 盛 リに道 まか リけ るに  ^ 遍 昭 

折り つれば たぶ さに けがる たてながら. 三世の 佛に花 たてまつる 

^しらず  讀 人し ら ず 

み なぞ この 色 さ へ ふかき 松が 枝に 千年 を かねて さける ふぢ 波 

三 の-卜の 十日 許 リに！ 1 一條 右大臣 兼輔 朝臣の 家に 罷リ 渡リて 侍りけ る に 

藤の 花咲け る 遣 水の 邊 にて かれこれ 大 みきた うべ ける つ いでに  一二 條 右大ほ 

限りなき 名に お ふ 藤の 花 なれば そこ ひも しらぬ 色の ふかさ か 

兼 棘 朝臣 


後 撰 和歌 集卷 第三 春^ 下 


八 七 


o たち も か へらで 藤？ S3 立ち返 

る さ、 立ち 歸 ら ないで S れ にか 

けた もの _* 


〇 ねて こそ さらに 花な 人に a た 

てて 云った 


o^f くぞ 花の 色 は 云々 あさけ.；； 

^に 封して 云った もの e 花の 色 ほ 

欲 く 見える.、 」 いふ 葸 o 

〇 王 柳 玉 は 美 稱。 

O ふきな みたり そ 吹き 亂 すな 0 


後 撰 和^ 集卷 第三 养^ 下  一八 八 

色 ふかくに ほひし こと は 藤 波の たち も か へ ら で！^ とまれと か 

貫  之 

掉さ せど 深さ もしらぬ ふぢ なれば 色 をば 人 もしら じと ぞ E. しふ 

こと ふえな どして あそび 物 詰な どし 侍りけ る 程に.： 仪 更けに ければ まかり 

とま リて 又の あしたに  一二 條 右大臣 

きの ふ 見し 花の 顔と てけ さ见れ ばねて こそ さらに 色 まさり けれ 

兼輔 朝臣 

1 夜の みねて しか へ らば 藤の 花 こ、 ろと けたる 色み せむ や は 

貫  之 

あさ ほらけ した ゆく 水 は あさ けれど 深く ぞ 花の 色 はみ えけ る 

题 しらず  請 人 しらず 

うぐ ひすの いとに よるて ふ 玉 柳 ふきな みだり そ 春の やまかぜ 

櫻の 花の ちる を 見て  躬  恆 

いつのまに^り はて ぬらむ 樱花 おも かゆに のみ 色 をみ せつ 、 

敦^の みこの 花 兑侍リ ける 所に て  源仲宜 朝臣 

散る ことのう きも 忘れて あはれ て ふこと を^に やどしつ るかな 


〇 をし け くもなし 惜しく もない 

〇 つかさめ し 京に 在る 官 人の 除 

目。 

o 申 文 訴へ 申す 文^ 狀。 


〇 年た に，' 

て 今年た け は o 

に必ゃ 云々 .H 分の 身に 良い 

布の あるの を 春 VJ 云った ので ぁス 

o およりも 云々 E 月が あるか U 

云った もの o 


櫻の ちる を 見て  讀人 しらず 

楼 いろに きたる 衣の ふかければ 過ぐ る 月日 も をし けく もな し 

やよひに うる ふ M: ある 年つ かさめし の ころ. 5. 文に 添へ て 大臣 家に つか は 

しける  貧  之 

あまり さ へ 有りて 行く ベ き 年 だに も 春に 必すぁ ふよし もがな 

かへ し  左大臣 

常よりも のどけ かるべき 春 なれば 光に ひとの 逄は ざらめ や は 

に まう でき 通 ひける 所に さはる 事 侍リて 久しく までき あはず して 年 か 

ヘリに けり あくる 卷彌生 のつご も リに造 はしける  藤 原雅正 

君 こすて 年 は 暮れに き 立ち か へ り 春 さ へ 今日に なりに ける かな 

共に こそ 花 を もみめ とまつ 人の こぬ もの ゆ ゑに 惜しき^ かな 

かへ し  莨  之 

君に だに と はれで ふれば 藤の 花た そがれ 時 もしら すぞ ありけ る 

や へ む ぐら 心のう ちに 深ければ 花：^ に ゆかむ いでたち もせす 

題 しらず  讀人 しらず 

をし めど も 春の かぎりの け ふの 又夕暮 にさ へ なりに ける かな 

後馔 和^ 集卷 第三 春 歌 下  一八 九 


後お 和 欲 集卷 第三 ^缺下 


一 九 C 


cn- れて又 れて しまへ は 0 


o またも こむ 時ぞ 云々 春 は 去つ 

て もまた 來年 になれ は來 る、 今年 

たけで はない S は ほ ふが。 


躬  恆 

ゆく 先 を をし みし^の あすより は夾- にし 方に もな りぬ ベ きかな 

やよひ のつご もり  赏  之 

ゆく 先にな り もや するとた のみし を卷の 限り はけ ふに ぞ ありけ る 

設人 しらず 

花し あらば 何 か は 春の 惜しから む暮 ると もけ ふは欽 かざら まし 

躬  恆 

暮れて 又 あす とだにな き 春の 日 を 花の 陰に て 今日は くらさむ 

！ lln の つ ごも リの 日 久しう まう で こぬ よしい ひて はべる 文の 奧 にかき つ 

け 侍りけ る  翁  之 

またも こむ 時 ぞと忍 へ ど績 まれぬ 我が身に しあれ ば^しき 花 かな 

茛之 かくて；^ じ. 年に なむ 身 まか リに ける 


o ちかながら 近くながら 《 


O こ ゑ まつ は で は"〕. -は閒 o 


後 撰 和歌 集 卷第四 

夏 歌 

しらず  is  /  L ら ず 

今： ：！ より は 夏の.^ になり ぬれ ど 著る 人 さ へ はか はら ざり けり 

うの 花の 唉 ける 埙 根の つききよ みいね す 聞け とや 鳴く 郭公 

卯月 ば か リ友， 達 のす み侍リ ける 所 近く 侍り C 必ず^ 息 造 はして むと ^ リけ 

るに 音な く 侍りければ 

郭公 きゐる 垣根 はち かなが ら 待ち ど ほ に の み聲の き こえぬ 

か へ し 

郭公 こ ゑ. まつ ほど は 遠からで しのびに 鳴く を 聞かぬな るら む 

物い ひか はし 侍りけ る 人の つれな く侍リ ければ 其の 家の 坷极の 卯 花 を 折 

リ てい ひ 入れて 侍リ ける 

恨めしき 君が 垣根のう の 花 はう しと^つ ， も猶 たのむ かな 

か へ し 


筏 撰 和^ 集卷第 四 夏 歌 


1 九 


Mm 


九 二 


〇 時 わかす ふれる 雪 いつ.、 」 いふ 

時 もな しに 常に 降つ て ゐる雪 o 

〇 ぉー拫 もた わに 垣根 w 云 ふ は 枝 

のさ ま を 云った もの。 枝 もた わむ 

ゆかりに o 

〇 まで こね まう で こね。 來 ない 

〇 うく も來て VJ ふ 上 三 句 は 此の 

句 を 云 ふための 序 o 


〇き きに きこえて 耳に は 閡 えて 


S きものと 思 ひしり なば うの 花の さけろ lg 根 も たづね ざら まし 

卯 花の 1R. 根 ある 家に て 

時 わかす ふれる 雪 かと；^ るまでに IS 根 もた わに さける うの 花 

友 建のと ぶら ひまで こぬ 事 を 恨み つか はすと て 

白妙に に ほふ 垣根のう の 花のう くも 來て とふ 人の なき かな 

畤 わかす 月 か 雪 かと：^ るまでに かきねの ま ， に^ける うのはな 

なき わびぬ いづち かゆ かむ 郭公な ほうの 花の かけ はは なれ じ 

卯月ば かりの 月而白 かりけ る 夜 人に 遣 はしける 

あ ひ 見し も i6 だ^ぬ こ ひも 郭公 月に 鳴く 夜ぞ よに 似 ざり ける 

女の もとに 遣 はしける 

ありとの み 音 羽の 山の 郭公き きに きこえ て 逢 はす も あるかな 

題 しらず  伊  0 

木が くれて さ 月 まつと も 郭公 はねなら はしに 枝う つりせ よ 

藤 原の か つ みの 命婦 にす み 侍りけ る 男 人の 手に うつ リ侍リ にけ る 又の 年 

かきつ！ a た 

杜若 につけて かつみに 造 はしける  茛岑義 方 朝 

いひ そめし 昔の 宿の かきつ ばた 色ば かりこ そかた みなり けれ 


o あふひ 茭に^ ふ u なかけ た 

の o 


〇《 に ぞ せし 睽で罪 ^を 去り 水 

に 疣して しまつ た * 


〇ひ 刀 東お 武官 o 


§ のみや、 ひ.、. - 春の 宮人 "東宮 

に东 仕の もの * これ を 春に！ 迪 はせ 

たので ある o 


〇 山 下水 琴に 薛水^ C 水の 曲、、」 い 

ふが ある o これ を 山 下水 -/J 云つ.； 

もの o 

O ながる ベら なり 浼 る V」： ^かス 


贺 茂の 祭の 物見 侍リ ける 女の 車に いひ いれて 佇リ ける  讀人 しらず 

行き かへ る やそ 氏人の 玉 かづら かけて ぞ たのむ あ ふ ひ て ふ 名 を 

か へ し 

» ふだす き  みそぎ 

木綿 搽か けても いふな あだびとの あふひて ふ 名 は 殴に ぞ せし 

題 しらず 

このごろ はさみ だれ 近み ほと 、 ぎす おも ひみ だれて なかぬ 日ぞ なき 

待つ 人 はたれ ならな くに 郭公お も ひの ほかに 鳴かば うからむ 

に ほひつ ， 散りに し花ぞ おも ほ ゆる 夏 は 綠の椠 のみし ゆれば 

朱雀院 の^ 宮に おはし ましけ る^ 帶刀等 五月ば か リ御書 所に まか リて洒 

などた うべ てこれ かれ 歌よ みける に  大春ロ 師 範 

さみだれに 春の みやびと くると き は 郭公 を やうぐ ひすに せむ 

夏の 夜 深 養父が 琴 ひく を 聞きて  藤 原兼輔 朝臣 

みじか 夜の 更け ゆく ま y に 高 砂の みねの 松風 ふく かと ぞ きく 

同じ 心 を  貫  之 

あしび きの 山 下水 は 行き 通 ひ、 J とのね にさ へ ながる ベ ら なり 

題 しらず  贌原 高鸫 r-E 

後 撰 和歌 集 卷第四 夏 歌  一 九 三 


〇 あふ^: のみして 逯ふミ いふの 

は 名 はかりで- 

C 敎 にへの^ 馼 たへ は 夜お 牀に 

B くもの 0 牀の 枕お o 卽ち牀 の^ 


後 撰 和 欲 集卷^ 四 夏 歌  一九 四 

夏の 夜 は あ ふ 名のみ して 敷た へ の 塵 はら ふまに 明け ぞ しにけ る 


o 义の あした 


〇を り はへ て 寺 長， 


壬 生 忠 岑 

夢よりも はかなき もの はなつ の 夜の 曉が たの わかれな りけ り 

あ ひし リて 侍りけ る屮 のかれ も これ も 志 はぁリ なが、 り 包む 事ぁリ てえ あ 

はざリ ければ  讀 人し ら ず 

外ながら 思 ひしよりも 夏の 夜の 見 はてぬ 夢ぞ はかな かりけ る 

夏の 夜し ばし 物語して 歸リ にけ る 人の 許に 父の あした つか はしける 

^  勢 

ふた It ときく と はなしに 郭公^ ふかくめ を もさ ましつ るかな 

人の もとに 遣 はしける  藤 原安國 

逢 ふと；^ し 夢に 習 ひて 夏の 日の 暮れが たきを も欵 きつる かな 

讀人 しら ず 

うとまる ゝ 心しな くば ほと ， ぎす 飽かぬ 別れに けさ は 鳴か まし 

思ふ亊 侍リ ける .ゅ 郭公 を闭き て 

をり は へ て 著 をの みぞな く 郭公し けき な ゆきの 枝 ごとに ゐて 

四 W=J ばか リ遠 き國 へ まか リ 下らむ. V する ころ 郭公 を IS きて 


O 玉く しゅ 枕 明けに か , る 

乂 こ"？. i によって 次に ふた こ ゑ"、. - 

云った ので ある o 

〇ゃ がみ. E^! の 云々 わが 介 は 山 

ベ の 郭公の ゃラな ものである o 


〇.、J こ 夏に 云々 一 夏 中 をな き 通 


〇な がめ くらせる 月 あるじの 女 

が 自分み- =： に S- へ たので ある o 


〇 しめ ゆ ひし 標^ ひ 

る VO 


ほと 、 ぎす 聞けば たびと や 鳴き わたる われ は 別れの をし き郤を 

^しら ぞ 

ひとり^て もの 思 ふわれ を 郭公， 】 、 にし も 鳴く 心 あるら し 

玉く しゅ 明けつ る ほどの 郭公た V ふた こ ゑ も 鳴きて こし かな 

五 ばか リ に 物い ふ 女に 逍 はしける 

數 ならぬ わがみ. E 逡の ほと 、 ぎす 木の葉が くれ の^は 聞 ゆや 

題 しらず 

とこ 夏に なきても 經 なむ 郭公し けき みやまに なに かへ るら む 

ふす からに まづぞ 侘しき 郭公な きも はてぬ に^くる 夜 なれば 

！ 1 一條 右大臣 少將 に侍リ ける 時し のびに 通 ふ 所侍リ ける をう への をの こど 

も^ 六 人ば か リ^  H の 長雨 少し やみて 月 朧なリ ける に 酒た うべ むと てお 

し入リ て侍リ ける を少將 はかれが たにて 侍ら ざリ ければ 立ち やす、 りひて 

あるじい だせな ど戲れ 侍りければ  ある 

五月雨に ながめ くらせる 月 なれば さやかに^ えす 雲隱 れつ ， 

女子 もて 寺 リ ける 人に 思 ふ 心 侍りて 迠 はしける  讀 人 

ふた 葉より わがしめ ゆ ひし 撫子の 花の さかり を 人に をら すな 

^^和^ 蕖卷第 四 夏缺  一九 五 


後 撰^お 第ち 第 四 夏歜 

題 しらず 


九 力 


o うち はへ て うち as いて o  HI ク々 


OS を s め は 呑み-尋ねるなら は 

〇 しるべ みち， ひき。 これに 知つ 

た 人の 意な こめた もの。 


G おゆめ かれつ 

れ •/.- 思 はれる o 


あゆろ £j に, 


〇 ながめ 長雨 VJ 物 思 ひ- /J を か 


〇 あふひ 逢 ふ 時 。逢 ふ 機 <po 


足 


女 


の 山 ほと  >  ぎす うち は へ て 誰か まさると せ！ n をの みぞ 鳴ノ 

五 H なが 雨の 頃 久しくた え 侍り にけ る 女の 許に 罷りたり ければ 

つれぐ となが むる 空の 郭公と ふに つけて ぞ音 はな かれけ る 

題 しらず 

いろか へ ぬ 花 たちばなに 郭公ち よ をなら せる 聲 きこ ゆなり 

旅寐 してつ ま戀 すらし ほと 、 ぎす 神な び 山に さ 夜更けて なく 

夏の 夜に 戀 しき 人の 香 をと めば 花た ちば なぞし るべ なりけ る 

女の 物見に まかり 出で たリ ける に こと 十：：. F- おに 來リ ける に 物な ど いひ か は 

して 後に 造 はしける  伊 

郭公 はっかなる 音 を 聞き 初めて あらぬ も それと おほめ かれつ ， 

五月 ふたつ 侍リ ける にお も ふこと 侍リて  讀 1 

五月雨の つ やける 年の ながめに は 物お も ひ あへ る我ぞ わびしき 

女に いと 忍びて 物い ひて か ヘリて 

ほと、 ぎす 一 こ ゑに あくる 夏の 夜の 曉が たや あ ふごな るら む 

^しらず 


〇 つね もな き いつまでも «a い. 

ゐる ミ いふ， P- けの もので もない * 


〇 花に 吹かな む 花 VJ なつ て^い 


〇ミ こたつに 思 ひそめて は ひ ミ 

時も忘 れられ ぬ や ラに& ひそめた 


うち はへ て 音 をな きくら すうっ^の むなしき 戀も我 はする かな 

つね もな き 夏の 草葉に おくつ ゆ を 命と たのむ せみの はかな さ 

八重む ぐらし ゆき 宿に は 夏む しのこ ゑより ほかにと ふ 人 もな し 

空蝉の 聲 きくから にも のぞ 思 ふわれ も筌 しき 世に しすまへば 

人の もとにつ か はしける  藤 原師忠 朝臣 

いかにせ む 小 倉の やまの 郭公お ほつ かなしと 音 をの みぞな く 

題 しらず  讀人 しらず 

ほと  >  ぎす 曉が たの ひと f 」 ゑ はう きょの なか をす ぐすな りけ り 

人 しれす わがしめ し 野の 撫子 は 花 さきぬ ベ きとき ぞ きに ける 

わがや どの 垣根に 梳 ゑし 撫子 は 花に 唉 かなむ よそへ つ ， みむ 

常夏 S 花な だに 見ば ことなしに す-ぐす 月日 もみじ かかりな む 

とこなつに 思 ひそめて は 人 しれぬ 心の ほど は 色に 見えな む 

か へ し 


色と い へ ば 濃き もうす きもた のまれす 大和撫子 ちる 世な しゃ は 

師尹 ^ほの まだ わら はに て侍リ ける 時 常夏の 花 を 折リて 持ちて 侍リ けれ 

ば この 花に つけて 內 侍の かみの 方に おくり 侍りけ る  太政大 

筏 撰 和歌 集 卷第四 夏跃.  一九 七 


後 撰 和^ 第 卷第四 裒欺 


ゴ ノ 


C! いつ. i  -、J もな く  ^れんこれ 


「 か y み 汗 钐。 穴 女 や 子供が 初 

卜： 著に した 服。 


〇 な^る  空な 照り ゆく 月 0 

上：？ の緣 によった 詞。 

〇 よ， V む ^る こミ o 

o まで こぬ まう で こね。 行か. f 


撫子 は いづれ ともなく 勻へ どもお くれて 哚くは 哀れな りけ り 

題 しらず  讀人 しらず 

なでしこの 花ち り 方に なりに けり 我が. まつ 秋ぞ 近くなる らし 

よ ひながら 鳌 にも あらな む 夏 なれば 待ち 暮 すまの 程な かるべ く 

夏の 夜の 月 は ほどなく 明け ぬれ ど あした _s ま をぞ かこちよ せつる 

かさ 、 ぎ 3$ とびこえて なき ゆけば 夏の 夜 わ U る月ぞ かくる , 

秋ち かみ 夏 はて ゆけば ほと ， ぎす 鳴く 聲 かたき ， „  > ち こそ すれ 

桂の みこの 螢を 捕へ てと いひ はべ リ ければ 童の か-ざみ s 袖に つ、 みて 

つ ， めど も 隠れぬ もの は 夏蟲の 身より あまれる おも ひなり けり 

題 しらず 

天の川 水 まさるら しなつ の 夜 はなが る ， 月の よどむ まもな し 

=j 頃 煩 ふ 事ぁリ て^ リぁリ きもせ でまで こぬ 由い ひて 文の 奥に 貫  之 

花 もちり 郭公 さ へ いぬる までき みに も 行かすな りに ける かな 

かへ し  藤原雅 疋 

i 比 鳥の 色 を も 音 を も い たづら にもの 薆 か る 身 はす-ぐす のみな り 

題 しらず  讀人 しらず 


c^.-it ね はむ 我から まねよ- 


C なつ はら へ^る 上に 照る nqvj 

あるから、 この S 祓は六 刀 三十 B 

め 大^さ 云った ので はない。 


夏蟲の 身 をた きすて て 魂し あらば 我と まねば む 人め もる 身ぞ 

夏 の 夜バ おもしろく 侍りけ るに 

， 】 よ ひかくな がむ る 袖の つゆけ き は 月の 霜 を や あきとみ つらむ 

みなけ 祓 しに 河原に まかり 出で て 月の あかき を兑て 

賀茂 川の 水底す みて 照る 月 を ゆきて 見む とやな つばらへ する 

みな W 二 っぁリ ける 年 

たなばた は 天の川 ^を 七 か へ り 後の みそか をみ そぎに はせ よ 


s^s$^. 夏 歌 


九九 


.o うちつけに 卒保 に。 俄； 


〇^3» は 飽き 風に かけた もの- 


〇 い VJ,* 


•o そらに い たづら に 一 


^撰 和歌 集卷 第五 秋 歌 上  二 〇〇 

後 撰 和歌 集 卷第五 

秋 歌 上 


是貞の 親王の 家の 歌合に  讀人 しらず 

俄に も 風の す  >  しくな りぬ るか 秋た つ 日と はむ ベ もい ひけり 

題 しらず 

うちつけ にも のぞ 悲しき 木の葉ち る 秋の 初め をけ ふぞと 思へば 

物 思 ひける 顷 秋立つ日 人に つか はしける 

たのめ こし 君 はつれな し 秋風 はけ ふより ふきぬ 我が身 悲し も 

思 ふ こと 侍リ ける^ 

いと  > しく 物お も ふ 宿の 荻の 粱に あきとつ けつる 風の わびし さ 

題 しら .， 

秋 かぜのう ち ふきそむ る 夕 ぐれ は そらに 心ぞ わびし かりけ る 

大江千 里 

露 かけし 袂ほ すま もな きもの をな ど あき 風の まだき 吹 くらむ 


-甚し > 


O 心 はかれ じ 心 は 枯れ じ 心 は 

«- れじ VJ ル通 はせ たもの o 


C てラ じて 調 じて よの so 造つ 

て 下さい o 

C あえ や ふさ はしくない o 似 台 


o たえれ 別れ ミ云々 これが^ 後 

の 別れで はない VJ は 思 ふ もの の 0 

〇 まで こで まう で來で 0 來 ない 


o よそに^ ひむ よそながら 戀す 


〇 この わたりに は 云々 ^ひに ゆ 

くこ VJ か 出來ぬ さ いふ 葸。 


女の もとよ" ふみ 月ば かりにい ひお こせて 侍りけ る  讀人 しらず 

秋 萩 を いろどる 風の 吹き ぬれば 人の こ、 ろもう たが はれけ り 

か へ し 


あき 萩 を いろどる かぜ はふき ぬと も 心 はかれ じ 草葉なら ねば 

^孙 朝臣 時々 まかり 通 ひけ る 時に 文月の 四 五日ば かり に 七日の 料に 装束 

てう じて とい ひっか はして 侍りければ  閑 .  院 

逢 ふ 事 は 棚 機 女に ひとしくて たちぬ ふ 業 は あえす ぞ ありけ る 

題 しらず  讀人 しらず 

天の川 わたらむ そら もお も ほえす たえぬ 別れと おも ふ ものから 

七月 七 n; に 夕方 ま で こむ と いひて 侍りけ るに 雨 ふ リ侍リ ければ まで こ で 

源 中正 

雨ふりて 水 まさりけ り 天の川 こよ ひ はよ そに^ ひむ とやみ し 

かへ し  讀人 しらず 

水 まさり 淺き瀨 しらすな りぬ とも 天のと わたる 舟 はなし や は 

七日の 日に 女の 許に 遣 はしける  藤 原 兼 111 

たなばた も 逢 ふ 夜 ありけ り 天の川 この わたりに は 渡る 瀨も なし 

後 撰 和歌 集卷 第五 秋 歌 上  二 〇 一 


後 撰 和^ 集卷 第五 秋 歌 上 


二 〇 二 


CHS け かりけ り まれに しか 逢- 

な いので 钦く淚 のために o 


〇哀れミ おも ふせ あはれ ふ 

時 0 


〇 秋の S3 心 もじる く 秋の 夜： 

、化ん ある VJ いふ こ VJ もしろ く o 


かれに ける 男の 七日の 夜まで きたりければ 女の よみて 侍りけ る 讀 

ひこお 一の 稀に あ ふお の牀 なつ は うちはらへ ども 露け かりけ り 

七：；： 入の 許よ リ 返事に こよ ひ あはむ と いひお こせて 侍リ ければ 

， ) ひ /\ て 逢 はむ と 思 ふ 夕暮は たなばたつ めも斯 くや あるら し 

か へ し 

類な きものと はわれ ぞ なりぬ ベ きたなば たつめ は 人め や はもる 


し ら ず 


0 

天の 川流れて 戀 ひばう くも ぞ ある 哀れと おも ふせに 早くみ む 

；卡； かづら たえぬ ものから あら 玉の 年の わたり はた  >  一 夜の み 

秋の 夜の 心 もしる く 棚 機の あ へ る こよ ひ は 明けす も あらな む 

ちぎりけ む 言の-お 今 はか へ してむ 年の わたりに よりぬる もの を 

n  0  U に 越後 の 蔵人 にっか はしける  藤 原^ 忠 ^臣 

逢 ふ ， 〕 との 今宵 すぎなば 棚 機に おとり やしなむ 戀は まさりて 

七 口の：：：  讀人 しらず 

棚 機の あまの 戶 わたる 今^: さ へ をち かた 人の つれな かるらむ 

ヒ夕 をよ める 


〇，：，*: おりなむ その ま * 渡ら 


o たてねき 機 絲の錚 t 綽 。棚^ 

の綠 によって 云った もの o あれ こ 

れミ o いろ/、 に o 


〇 ふね， * かよ はね 云々 船ん； S は 

ないやう-なほい 波が 立つ て ほしい 


あまの 川と ほき わたりに あらね ども 君が ふなで は 年に f  - そまて 

天の川 岩 こすな みの 立ちる つ 、秋の なぬかの 今日 をし ぞ まつ 

今日より や 天の川 原 は あせな なむ 底 ひ ともなく た V 渡りな む 

天の川な が れて こふる たなばたの 淚 なる らし あきの しらつ ゆ 

天の川せ  >  のしら 波た かけれ どた ゾ わたり 來 ぬまつ にくる しみ 

秋 くれば 川霧 わたる 天の川 か はかみ 見つ 、 こふる 日のお ほき 

天の川 こ ひしき せに ぞ 渡りぬ るた ぎつ 淚に袖 はぬ れつ ， 

たなばたの 年と はい はじ 天の川 雪 立ち わたりい ざみ だれな む 

秋の 夜の ながき わかれ を 棚 機 はたて ぬきに こそ 思 ふ ベら なれ 

七 =: 八 n の あしたに 

たなばたの 歸る あしたの 天の川 ふね も かよ はぬ 波 もた たなむ 

おなじ 心 を 

朝戶 あけて ながめ やすらむ 棚 機 は あかぬ 別れの そら を こひつ ゝ 

思 ふ こ と 侍りて 

後撋 和^ 集卷第 K 秋 歌 上  二  Oil! 


紀友則 


讀人 しらず 


兼輙朝 E 


貫 


之 


誠 入 しらず 


^ml^  ^歌 上  二 〇 四 

秋風の 吹けば さすがに 侘しき は 世の ことわりと 思 ふ ものから 

題し、 りず 

まつむしの 初聲 さそ ふ 秋 かぜ は 音 羽 山より 吹き そめに けり 


ベく は ゆくなら £,5( 


〇 かりに つゆこせ © にこミ づけ 

て 云 ひよこして くれよ リ 


〇 吹くな べに 吹く につれ て n 


o 近 けれ や 近いからで あらう か 

つ」 翁き くから に 薛 をき くによつ 


〇 まつ にの み 云々 しきり 

に またれ る 意 o 

〇*! まつ S 誰 を 待 r 松 air 

〇 來宿る 人 もお も はえ や * て 宿 

る 人が ある ミも思 はれない o 


業 平 朝臣 


行く ほたる 雪の 上まで いぬべく は 秋風 吹く とかりに つけこせ 

秋風の 草葉 そよ ぎて 吹くな べに ほのかに しつる ひぐ らしの 聲 

ひぐ らしの 鎵 きく 山の 近 けれ や 鳴きつ るな ベ に 夕 日 さすらむ 

日ぐ らしの 聲 きくから に まつ 蟲の 名に のみ 秋 をお も ふころ かな 

心 ありて 鳴き もしつ るか 日ぐ らしの 何れも 物の あきて うければ 

秋風の 吹きく る 宵 はきり， ぐす 草の根 ごとに 鳴きみ だれけ り 

わが ごとく もの や 悲しき きり- 3L\ す 草の やどりに 聲 たえすな く 

來 むと いひし ほど や 過ぎぬ る 秋の 野に 誰 まつ 蟲ぞ聲 の 悲しき 

秋の 野に 來{ 伯ろ 人 もお も ほえす たれ を まつ 蟲こ、 ら なくら む 


讀人 しらず 


貫 


之 


讀入 しらず 


〇 秋 aiG や、 吹きし け は s,^ 

たん 吹きす さんで くるので 


もせに 野 c 面 も 狭い 程 


〇 山ながら 山で は あるが 


〇 守る たのみ 守る^ みに 守る 田 

の «u- 云 ひかけ て 次 に 枯.， T せ 刈ら 

せに かけて QS けたので チ る o 

〇 抉 そ は づの身 抉 ケ^! らす 身に 

案 山チを かけた もの。 


秋^の や ， 吹きし けば 野 をさむみ わびしき こ ゑに 松蟲ぞ 鳴く 

藤 原 元 善 朝 ほ 

秋 くれば 野 もせに 蟲 のおり 亂る聲 の あや をば 誰かき るら む 

讀人 しらず 

秋 さむみ 鳴く まつむしの 淚 こそ 草 薬 いろどる 露と 置 くらめ 

秋風の 吹きし く 松 は 山ながら なみ 立ち か へ るお とぞ きこ ゆる 

是贞 のみこの 家の 歌合に  壬 生忠岑 

まつの ねに 風の しらべ を まかせて は 龍 W 姬 こそ 秋はひ くらし 

秋 大輔が うづ まさの 傍なる 家に 侍りけ るに 荻の 葉に 文 を さしてつ か はし 

ける  左大 E 

山里の ものさびしき は 荻の 葉の なびく ごとに ぞ思 ひやら る ， 

題 しらず  小 野道 風 朝臣 

穂に は 出で ぬい かに かせ まし 花^ 身 を 秋風に すて や^てて む 

二人の 男に 物い ひける 女の ひとりに つきに ければ 今 ひとりが いひつ か は 

しける  讀人 しらず 

明け 暮し 守る たのみ をから せつ ， ^ そ ほづの 身と ぞ なりぬ る 

後 撰 和歌 集 ^第五 秋 歌 上  二 〇 五 


後 撰 和 馱集卷 第五 秋 歌 上 


二  C 六 


U ひつお！ SS 刈り取った 後に 再、 ひ 

自生 マる seQ 自分の 身 を 卑下した 

もの o 


o ねく 貧く * つなな o 


心 もてお ふる 山 田の ひつ ぢ德は 君 まもらね どかる 人 もな し 

題 しらず  藤 原 守 文 

草の 絲に ぬく 白玉と みえつ る は 秋の むすべ る 露に ぞ ありけ る 


o つゆに おかる、 にお かされ 

る。 ほ」 ^ ぐの * で * る o 

〇 ねれつ、 や ふる S に^れて 世 

を經 るの ®o 

o あきに のみこ そ 云々 秋に 飽き 

通じせ て、 常に 入に 飽きた こ VJ 

に ^ふ.、」 云った ので ある 0 


後 撰 和歌 集 卷第六 . 

ぁ 哥中 

延 喜の 御 時に 秋の 歌め しあり ければ 奉りけ る 

秋^の たちぬる 時 はくら ぶ 山お ほつ かなく ぞ見ぇ わたりけ る 

花見に と 出で にし もの を 秋の 野の 霧に まよ ひて 今日はく らしつ 

寬 平の 御 時 后の 宫の 歌合に 

うらち かくた く 秋 霧の もし ほやく 煙との みぞ：^ え わたりけ る 

おなじ 御 時の 女郎花 合に 

折る からに 我が 名 はたちぬ 女郎花 いざおな じくば 花々 に 見む 


紀 


貫 


之 


讀人 しらず 


藤 原 興 凰 


讀人 しら ザ 


秋の 野の つゆに おかる、 女郎花 はら ふ 人な みぬれ つ 、や ふる 

女郎花 はなの 心の あだなれば あきに のみこ そ あ ひわたり けれ 

母の ぶく にて ffl に 侍りげ るに 先帝の 御义給 ヘリけ る 御 返事 に 

さみだれに ぬれに し 袖に いと V しく 露お きそ ふる 秋の わびし さ 

後 c、 和^ 货 《第 六 秋歌屮  二 0 七 


近 江更农 


筏^ 和^ 集 卷第六 秋 欲 中 

御 か へ 


二 〇： 


〇m3 き 明す 起き 明す にかけ. 一 

の o 

C またき ねる ミも る"/ JJlsg- 

な 通 *- た もの 0 


お ほかた も 秋 は 侘しき とき なれ ど 露け かるらむ 袖 をし ぞ思ふ 

亭子院 の 御前の 花の いと 面白く 朝露のお ける をめ して 見せさせた 

白露の か はる も 何 か 惜しから む ありての 後 もや ， うき もの を 

御 かへ し  伊 

植ゑ たてて 君が しめ ゆ ふ 花 なれば 玉と 見えて や 露 もお くらむ 

大輔 が後谅 殿に 侍りけ るに 藤壺 より 女郎花 を 折りて 遣 はしける 右 

折りて みる 袖 さ へぬ る、 女郎花つ ゆけ きものと 今やし るら む 

かへ し  大 

萬 代に か 、 らむ つゆ を 女郎花な にお も ふと かま だき 濡 るら む 

X  右 

置き 明す 露の よな/ 、經 にければ まだき ぬ ると も 忍 は ざり けり 

かへ し  大 

いま はは やうち とけぬ ベ き 白露の 心お くまで 夜 を や へ にけ る 

相 知りて 侍りけ る 女の あだ 名た ちて 侍リ ければ 久しく 訪ら はざリ けり 八 


延喜 御製 

ひて 

法皇 御製 


大 臣 

大 臣 

輔 


o うへ はつれな く 表 "s はさり ゆ 

なくして ゐて o 


〇 あきく る 風 秋く る 風 ./J 飽 

る a さ ケ通 はせ たもの o 


o こさ * そ ミ もな きながめ これ，/ j 

い ふ 程の こ VJ もない 何でもな いこ 


〇ぉ もせに 宿 も 狭い ほ^に o 庭 

前な 云った もの。 


〇IS の も ミ 駄の 上の句 o これに 

對 して 末 は 下の句 をい ふ。 


月ば かリに 女の 許よ リな どかいと 無^き とい ひ^せて 侍リ ければ 讃人 しらず 

しら 露のう へ はつれな くお きゐつ  > 萩の 下葉の いろ を こそ みれ 

かへ し  伊勢 

心なき 身 は 草葉に も あらな くに あきく る 風に うたが はるら む 

男の もとに 遣 はしける  讀人 しらず 

人 は いさこと ぞ ともなき ながめに も 我 は 露け き 秋 も 知らる > 

人の 許に 尾花の いと 高き を 遣 はした リ ければ 返事に 忍 草 を 加へ て 中 宫 宣 旨 

はなす ， き ほに 出る こ ともなき 宿 は 昔し のぶの 草 を こそ 見れ 

かへ し  伊勢 

宿 もせに 植ゑ なめつ ， ぞ われ はみ る 招く 尾花に 人 やと まると 

題 しらず  請 人 しらず 

秋の^ をい たづら にの みおき あかす 露 はわが 身の上に ぞ ありけ る 

お ほかた に 置く 白露 も いまより は 心して こそ 見る ベ かり けれ 

右大臣 

露なら ぬ 我が身と 思 へ ど 秋の 夜 を かく  f  J そ 明かせお きゐな がらに 

秋の こ ろ ほひ ある 所に 女 どもの^ 多み すの 內に 侍りけ るに 男の 歜の もと 

後 撰 和^ 菓卷第 六 秋歜中  110 九 


〇白3 のおく に 云々 白 S が 《a く 

さ 云って、 これ を爽に 数多の 人の 

怒が する を 云 ひかけ たので ある o 


〇 ま^-ろ まやの み うつら >/\. 

もせ や o 少しも 眠らず o 


〇 おかまく をし き as くの が 惜し 


後 撰 和 欲 集 卷第六 秋 欲 中  ニー 〇 

をい ひ 入れて 侍りければ 末 はう ちょり  讀人 しらず 

白露のお くに あまたの 聲 すれば 花の いろく 有りと しらな む 

八月 中の 十日ば かリ に 雨の そぼ 降りけ る 日 女郎花 ほりに 藤 原の もろた ビ 

を 野 逢に いだして 遲く歸 りければ つか はしける  左大臣 

暮れ はてば 月 もまつ ベ し 女郎花 あめやめ てと は 思 は ざら なむ 

題 しらず  讀人 しらず 

秋の 田の かりほの 庵の 勻 ふまで 唉 ける 秋 萩 みれ ど あかぬ かも 

秋の 夜 を まどろます のみ 明かす 身 は 夢路と だに もた のま ざり けり 

萩の 花 を 折リて 人に つか はすと て 

時雨 ふり ふりな ば 人に みせ も あ へ す 散りな ば をし み をれ る 秋 萩 

秋の^と て  貫  之 

注き か へ り 折りて かざさむ 朝な く 鹿 立ちなら す 野 逡の秋 萩 

宗于 朝臣 

我が^の 庭の 秋 萩ち り ぬめりの ち 見む 人 やく やしと おも はむ 

讀人 しらず 

白露のお かまく をし き 秋 萩 を 折りて はさら に 我 や かざさむ 


OS ま を あらみ 屋根に 苺いた 苫 

の 目が^いので。 苫は菅 や 茅〃 で 

を ん たもので 屋根の S ひミ する 

もの o 


9J を 


た わむ _ 


〇 けた やて 滑さないで。 

〇 玉に ねく ものに もが 玉 vj して 

に贯 きた いものた o 


o つらぬき w めね 玉 a きミ めぬ 

玉。 つた J2VJ めない 玉。 白露 ケ云 

つた もの e 


〇 玉 やしけ る VJ 玉 *軟 いたの 


後 撰 和歌 集卷第 六 秋 歌 中 


年の 镜リ にけ る 事 を かれこれ. S. しける つ いでに 

秋 萩の 色 づく秋 をい たづら にあ また かぞへ て 老い ぞ しにけ る 

題 しらず 

秋の 田の かりほの 庵のと ま を あらみ 我が 衣手 は 露に ぬれつ > 

わが そでに 露ぞ おくなる 天の川く ものし がらみ 波 や こすらむ 

秋 萩の 枝 もと を、 になり ゆく は. 2： 露お もく おけば なりけ り 

わがや どの 尾花が うへの 白露 をけ たす て 玉に ぬく ものに もが 

延 喜の 御咔歜 めしければ 

さ を 鹿の たちならす 小 野の 秋 萩に おける 白露 われ も けぬべし 

秋の 野の 草は絲 とも 见 えなぐ に 置く しらつゆ を 玉と ぬ くらむ 

しら 露に かぜの ふきし く 秋の 野 はつらぬ きとめぬ 玉ぞ ちりけ る 

秋の 野に おく 白露 をけ さ^れば 玉 やしけ ると おどろかれつ 、 

題 しらず 

二 1 1 


貫  之 

夭智 天皇 御製 

讀人 しらず 


貫 


之 


文 屋朝康 


しらず 


o そでく つるまで 枘が 朽ちる ま 

で 0 


後 撰 和 耿集卷 第 六 秋跃中  ニニ 一 

おくから に 千ぐ さの 色になる もの を 白露との み 人の いふら む 

白玉の 秋の 木の^に やどれる とえ ゆる は 露の はかるな りけ り 

秋の 野に 置く しら 露の きえ ざら ば 玉に ぬきても かけて 見て まし 

唐衣 そでく つるまで おく 露 は 我が身 を あきの 野と やみ るら む 

大 ふ 41- に 我が 袖 ひとつ あらな くに かなし く 露 やわき て おくらむ 

朝 ごとに おく 露 そでに うけた めて 世のう きとき のな みだに ぞ かる 


c: 物 思 ふな ぺに 物 思 ひ をす るの 

で、 その 涙で 0 


〇 かつらの えた 月に ある さいふ 

Ki の 枝 o 


秋の 歌と てよ める 

秋の 野の 草 も わけぬ を 我が 袖の 物 思 ふなべ 


つゆけ かるらむ 


深 


よへ て 後 かわ すれむ 散りぬべき 野 逡の秋 萩み がく 月衩 を 


讀 人 


秋の 夜の 月の かゆ こそ 木の まより おちば 衣と 身に うつり けれ 

袖に うつる 月の ひかり は 秋 ごとに 今宵 か はらぬ 影と みえつ ， 

秋の 夜の つきに かさなる 雪 はれて ひかり さやかに^る よし もがな 

秋の 池の 月のう へこぐ 船 なれば かつらの えだに^ やさ はらむ 


0 


〇 わきて 見 ゆる 秋の 夜の 月た け 

が 寂し  <見 える- /J いふ. - 

〇 心なり けり 心からで ある 。寂 

しい 心で 見る からで ある。 

〇 矜 やよ < にむ 秋が よけて 行か 


〇 たまらぬ 降っても すクに 滑え 

てし まふ o 


〇 あか ャ 流る、 月 見飽き もせね 

に 西に 向って うつって ゆく 月 o 天 

の 川の 錄 から 疣る  > を 云った もの 


深 養父 

秋の：^ にう つれる 月 をた ちか へ り 波 は あらへ ど 色 も か はらす 

是貞 のみこの 家の 歜 合に  讀人 しらず 

秋の 夜の 月の ひかり は淸 けれど 人の こ、 ろの くま は 照らさす 

秋の 月つ ねに かく 照る ものなら ば 闇に ふる 身 はま じら ざら まし 

八月 十五夜  藤 原雅正 

いっとても 月み ぬ 秋 はなき もの を わきて こよ ひの 珍ら しき かな 

讀人 しらず 

月 かゆ はおな じひ かりの 秋の 夜 を わきて 見 ゆる は 心なり けり 

K を^て  紀淑望 朝臣 

{<H とほみ 秋 やよ くらむ ひさかたの 月の かつらの 色 も か はらぬ 

茛  之 

ころもで は 寒く も あらね ど 月 かけ をた まらぬ 秋の 雪と こそ^れ 

諠人 しらず 

天の川し がらみ かけて と  >  めな む あかす 流る  >  月 やよ どむ と 

あきかぜに 波 やた つらむ 天の川 わたる 瀨も なく 月の ながる >  . 

後 撰 和^ 集卷第 六 秋 歌 中  ニー  三 


後 撰 和 炔集卷 第 六 秋 敬 中  二 一 四 

^くれば 思 ふ心ぞ みだれつ  > まづ もみ ぢ粱 とちり まさりけ る 

深 養父 

消え かへ り ものお も ふ 秋の 衣 こそな みだの 川の 紅葉な り けれ 

讀人 しらず 

吹く 風に ふかきた のみの むなしく ば 秋の こ A ろ を あさし と 思 はむ 

是贞 のみこの 家の 欲 合の 欲 

秋の 夜 は 人を靜 めて つれぐ とかき なす 琴の 音に ぞな きぬる 

露 をよ める  藤 原涛正 

ぬきとむ る 秋し なければ しら 露の ちぐさに おける 玉 も かひな し 

八月 十^夜 

秋！！ にいと V 更け ゆく 月影 を 立ちな かくし そ あまの か はぎり 

延^の 御 時 秋の 欲め しあ リ ければ 奉リ ける  貫  之 

をみ なへ し勻へ る 秋の 武藏野 は 常よりも なほむ つましき かな 

人に つか はしける  兼覽王 

秋 霧の はる ， は うれし 女郎花た ちょる 人 や あらむ とお もへば 

題 しらず  讀人 しらず 


〇 ひる 見て まし »~ の閒に 見よ- 

もの- * 


〇 名に しおへ は 女ミ いふ 名 を 負 

ラてゐ るから o 

〇 あきはう く  VJ も 飽かれ て も a 

秋 は *|  く. /j も の^を 含めた もの。 


〇*J いらく 茏 いる 0 老年 o 


をみ なへ し 草 むら ごとに むれた つ は 誰 まつむしの 聲に まよ ふぞ 

女郎花 ひる 見て まし を 秋の 夜の 月の ひかり はく もがく れつ ， 

をみ なへ し 花の さかりに 秋風の ふく ゆ ふぐれ を 誰に かたらむ 

しろた へ の 衣 かたしき 女郎花 さける 野 邊にぞ こよ ひねに ける 

名に しお へ ばし ひて たのまむ 女郎花 花の 心の あきはう くと も 

たなばたに 似た る ものから 女^花 秋より ほかに あ ふ 時 もな し 


之 


恆 


讀人 しらず 

秋の 野に よる もや 寐 なむ 女郎花 はなの 名 をのみ 思 ひかけ つ ， 

をみ なへ し 色に も あるかな 松蟲を もとに 宿して 誰 を 待 つらむ 

前栽に をみ な へ し 侍りけ る 所に て 

女 郞花勻 ふさ かり を 見る 時ぞ わが 老い らくはく やし かりけ る 

すま ひの か へり あるじの 暮 つかた 女郎花 を 折りて 敦慶の 親王の かざしに 

さすと て  三倏 右大臣 

女郎花 はなの 名なら ぬ ものなら ばな にか は 君が かざしに もせむ 

後 撰 和歌 焦、 卷第六 秋 歌 中  ニー  五 


〇 折り， T 折ら 

ないでも e 


後 撰 和歌 第 卷第六 秋 歌 中  ニー  六 

年 ごろ 家の むすめに せう そこ 通 はし 侍リ ける を 女の ために かる^. \- し 

などい ひて ゆるさぬ あ ひだに なむ 侍リ ける 

法皇 伊勢が 家の をみ な へ し をめ しければ 奉る をき きて  枇杷 左大臣 

女郎花 をり けむ 枝の ふし ごとに 過ぎに し 君 をお も ひ 出 やせし 

かへ し  伊勢 

て 一 女郎花 折り も 折らす もい にしへ を 更に かくべき ものなら なくに 


〇 きる ひ.、. -な みや 著る 人がない 

ため か e 

〇 たらながら 立った ま >o 生え 

たまな 

〇 あ ひ. しあへ は 逢へ は さいふ 

をお.、 云った もの 0 


後 撰 和歌 集 卷第七 

秋 歌卞 


題 しらず  讀人 しらず 

ふぢ 袴き る ひとなみ やた ちながら しぐれの 雨に ぬらし 初めつ る 

秋 かぜに あ ひとし あへば 花^ いづれ ともなく 秘に ぞいで ける 

寬 平の 御 昨 后の 宮の 歌合に  在 原楝梁 

花 薄 そよ とも すれば 秋 かぜの 吹く かと ぞ きく ひとりぬ る 夜 は 

題 しらず  讀人 しらず 

花 滞 ほに 出で やすき 草 なれば みに ならむ と はたの まれな くに 

秋風に さそ はれわたる かりがね は 雪 居 はるかに 今日 ぞ きこ ゆる 

越の 方に 思 ふ 人侍リ ける 時に ，  貫  之 

秋の 夜に 臈 かもな きて わたるな り わが 思 ふ 人の ことづて やせし 

題 しらず 

秋風に 霧と びわけ てく る臈 のちよ にか はらぬ 聲 きこ ゆなり 

後 撰 和歌 集 卷第七 秋 歌 下  二 一 七 


後 i: 和お 集 卷第七 秋 欲 下 


i 一  八 


〇 物 S§ ふ ミ 物 田 § ひの ために o 

〇 しら 5u りつ 知らなかった。 


〇 宿 をよ かなむ 宿 をよ けて わた 

つて もら ひたい o 

〇 過 52 がて にして 過？ 2 にくさ ラ 


o かりく 臈 の 鳴 so 假 りく 

VJ 云って 假 りの 宿の 意 を 含めた も 

の o 


o 心づ から 心から 。自分の， もね 

ナで。 


0 


しらず 


物 思 ふと 月日の ゆく もしら ざり っ臈， J そ 鳴きて 秋 をつ ゆ けれ 

大和に まかりけ る ついでに 

かりがねの 鳴きつ るな べに 唐衣た つたの やま は 紅^し にけ り 

題 しらず 

秋風に さそ はれわたる 臈 がね はものお も ふ 人の 宿 をよ かなむ 

誰き けと 鳴く かりが， ねぞ 我が^の 尾花が すゑ を 過 ざがて にして 

往き返り， )  >  も かしこ も 旅 なれ やくる 秋 ごとに かり，/ \と なく 

秋 毎に くれ ど歸れ ばた のまぬ を聲 にたてつ ， かりとの みなく 

ひたすらに 我がお も はなく に 己 さ へ かりく とのみ 鳴き 渡 るら む 

人の 臈は來 にけ ると. 5. す を 聞きて  躬  恆 

年 ごとに- 漠路 まど はぬ かりがね は心づ から や あき を 知 るら む 

大和に まか リ ける 時 これ かれと もに て  讀人 しらず 

天の ^かり ぞと わたる さほ 山の こす ゑ はむ ベ も 色 づきに けり 

兼輔の 朝臣 左 近 少將に 侍りけ る 時 武藏の 御馬む か へ に まかりた つ 日 俄に 

さはる 事 ありて か はりに 同じ つかさの 少將 にて むか へ に まかりて 逢坂よ 


っ^ S のた ち 野の 钩 武 3國 のた 

ち 野の 御牧の 名 を、 S の 立つ.、. -ぃ 

ふに かけた もの o 


〇 いづれ * かわきて む ^の 

箪も. 5j の^も^ 色が か はって しま 

ふか、 その 中で 5.- の萆 をミり わけ 

て S! はう か ** 


り S たかさ ごに 蔡高く 高 砂に。 


o まづ もみ づらむ 先に 紅^す る 

たらう か o 

CS ならし S にある らし。 露た 

らう o 

〇 もみね す もの は 釭椠 させる も 

の は e 


り 隨身を 返して い ひ 送り 侍リ ける 

秋 霧の たち 野の 駒 を ひくと き はこ、 ろに のりて 君ぞこ ひしき 

題 しらず  在 原 や 

いその かみ ふる 野の 草 も 秋 はな ほ 色 ことに こそ あらたまり けれ 

讀 人し 

秋の 野のに しきの ごと も 見 ゆる かな 色な き 露 は そめ じと おも ふに 

秋の 野に いかなる 露の 置きつ めばち V の 草葉の 色 か はるら む 

いづれ を かわきて 忍ばむ 秋の 野に うつろ はむ とて 色 か はる 草 

紀 友 

こ ゑた てて 鳴き ぞ しぬべき 秋 霧に 友 まど はせ る 鹿に は あらね ど 

讀 人し 

たれき けと 聲 たかさ ごに さ を 鹿の ながく し^を ひとり 鳴 くらむ 

うち は へ てかけと ぞ たのむ 峯の松 いろどる 秋の 風に うつるな 

初 時雨 ふれば 山べ ぞ おも ほ ゆる いづれ のかた かま づ もみ づらむ 

妹が ひもとく とむ すぶ とたった やま 今ぞ もみ ぢの 錦お りけ る 

臈 なきて さむき あしたの 露なら し 龍 出の 山 を もみだす もの は 


後 撰 和 欲 集 卷第七 秋缺下 


一 1 九 


〇！«c ^の あたる ご VJ 秋 S のか * 

るた， ひ。 梓弓、 射る、 に 封 しその 

綠語 V」 して 當るを 云った もの。 


〇 やまもり もる 山 山守の まもる 


〇 はた © 機を綏 るに 用ゐる 道具 


後 撰 和 欲 集 卷第七 科 下  ニニ 〇 

見る 每に 秋になる かな 龍田姬 もみ ぢ そむと や 山 もき るら む 

源宗于 朝臣 

あづさ ゆみい る さの 山 は 秋 の あたる ごとに や 色 まさるら む 

はらから どち いかなる 事 か 侍りけ む  讀人 しらず 

君と われい もせの 出 も 秋 くれば 色 か はりぬ る ものに ぞ ありけ る 

題 しらず  元  方 

おそく 疾く 色づく 山の もみ ぢ葉 はおくれ さきだつ 露 や 置 くらむ 

龍 E 山 を こ ゆと て  友  則 

かくば かり もみ づる 色の こければ や 錦た つたの 山と いふら む 

題 しらず  讀人 しらず 

からころも 龍 田の 山の も みぢ^ はものお も ふ 人の 袂な、 りけ り 

もる 山 を 越 ゆと て  貫  之 

あしび きの 山の やまもり もる 山 も 紅^せ さする 秋 はきに けり 

題 しらず 

から 錦た つたの やま もい まより は 紅^な がらに ときはなら なむ 

唐衣た つたの やまの も みぢ^ ははた 物 もな きにしき なりけ り 


〇 え こそ 見 わかね え 見 わか や o 

見 わける こどが-; e 來 ぬ。 


人々 もろともに 濱づら を まかる 道に 山の 紅葉 を これ かれよ み侍リ ける に 

忠  岑 

いく 木と もえこそ^ わかね 秋 山の もみ ぢの 錦よ そに たてれば 

題 しらず  讀人 しらず 

秋^のう ち 吹く からに やま も 野 もな ベて 錦に おり か へ すかな 

など さらに あき かとと はむ 唐錦た つたの 山の 紅^す るよ を 

あだなり と 我 は 見なく にもみ ぢ槳を 色の 變れる 秋し なければ 

貫  之 

たま かづら 葛 城 山の もみ ぢ葉 はお も かゆに のみ 見え わたる かな 

秋 霧の 立ちし かくせば もみ-ち 槳は覺 束な くも 散りぬ ベ ら なり 

鏡 山 を こ ゆと て  素性 法師 

鏡 山 やま かきくもりし ぐるれば もみ ぢ あかく ぞ秋は 見えけ る 

鄰に 住み 侍りけ る 時 九月 八日 伊勢が 家の 菊に 綿 をき せに 逍は しければ 又 

の S 折リて かへ すと て  伊  勢 

、く， r:「： 「： 、つ； 一 かす しらす 君が 齢 をのば へつ、 なだたる やどの 露と ならな む 

かへ し  藤 原雅正 

後 撰 和^^^ 第 七 秋 欲 下  ニニ 一 


筏 撰 和 炔集卷 第 七 秋^ 下 


〇 な は ざり に かりそめに。 深く 

注蓉 する こ VJ もな く o 

〇 箱 きて 家に かへ る 云々 著に 1» 

歸， ー故鄉 VJ いふ 朱 gBS 臣の 故事に よ 


露 だに もな だた る 宿の 菊なら ば 花の あるじ や いくよな るら む 

なが H: の 九日^の なくな リ にければ  伊  勢 

菊の 上に 置きる るべ くも あらな くに 千年の 身 を も 露に なす かな 

題 しらず  讀人 しらず 

菊の花な が 月 ごとに 唉 きくれば ひさしき こ、 ろ 秋 や 知 るら む 

名に しお へ ば 長月 ごとに 君が ため 垣根の 菊 はに ほへ とぞ おも ふ 

ほかの 菊 を 移しう ゑて 

故郷 を わかれて 唤 ける 菊の はなた びながら こそ 勻 ふべ ら なれ 

男の 久しくまで こさ リ ければ 

なにに きく 色 そめ か へ し勻 ふらむ 花 もてはやす 君 もこな くに 

月の 夜に 紅葉の ちる を 見て 

も みぢ^の 散りく る 見れば なが 月の ありあけの 月の 杜 なる らし 

題 しらず 

いくち はた 織れば か 秋の 山 ごとに 風に みだる、 錦な るら む 

なほ ざり に 秋の やま ぢを 越え くれば おらぬ， 錦 をき ぬ人ぞ なき 

もみ ぢ葉を 分けつ ， ゆけば 錦き て 家に か へ ると 人 や 見 るら む 


〇 吹きの まに. 


吹く ま 、 


〇w のさき に の 吹かぬ 前に" 


〇 もみ； 0 はの 流る、 秋 は 云々 文 

選の 註に T 蜀有レ 江、 織 レ莓之 所、 

其^^^ 除 OJ.t す る 心 を 詠ん たの 

であらう o 

〇 をし 惜しい o 


賞  之 

うち むれて いざわぎ もこが 鏡 山 こえて 紅葉の 散らむ かゆみ む 

讀入 しらず 

山風の 吹きの まに くもみ ぢ葉 は， 】 の も かの もに 散りぬ ベ ら なり 

秋の 夜に 雨と きこえて 降りつ る は 風に みだる ， 紅椠 なりけ り 

立ちより て 見るべき 人の あれば こそ 秋の はやしに 錦し くらめ 

木の もとに 熾らぬ 錦の つもれる は 雪の 林の 紅葉な りけ り 

秋 かぜに 散る もみ ぢ葉は 女郎花 やどに おりし く 錦な りけ り 

足 引の やまの もみ ぢ薬 散りに けり 嵐の さきに 見て まし もの を 

もみ ぢ 葉の ふりしく 秋の 山邊， 〕 そ たちて くやしき 錦な り けれ 

龍 田. IT ハ ろくれ なゐ になり にけ り 山の もみ ぢぞ今 は 散る らし 


たったが は 秋に しなれば 山ち かみな がる ， 水 ももみ ぢ しにけ 


諫 


之 


しらず 


もみ ぢばの 凍る ， 秋 は P ごとに にしき あら ふと 人 や 見 るら む 

たった 川 あきは 水な く あせな なむ あかぬ 紅葉の なが るれば をし 

後 撰 和歌 集 卷第七 秋 歌 下  ニー 一三 


〇 い VJ なく い VJ まなく o ひまが 

な-く  o せ はしく  o 


C 物 思 ひけら し 物 思 ひ をした 


後 撰 和锹集 卷第七 秋 欲 下  1 二 一四 

文 屋朝康 

波 わけて 見る よし もがな わたつ 海の 底の みるめ も 紅葉ち る やと 

藤 原與風 

木の葉ち る 浦に なみた つ 秋 なれば もみ ぢに 花も唉 きまが ひけり 

讀人 しらず 

わたつみの 神に たむ くる 山姬 のぬ さ をぞ人 は 紅葉と いひけ る 

貫  之 

ひぐ らしの 聲も いとなく きこ ゆる は 秋夕暮 になれば なりけ り 

讀人 しらず 

風の 音の かぎりと 秋 やせめ つらむ 吹きく る ごとに 聲の わびしき 

もみ ぢ葉 にた まれる 臈の淚 に は 月の かゆ こそうつ るべ ら なれ 

あ ひ 知リて 侍りけ る 男の 久しう と はず 侍りければ 長月ば かりに つか はし 

ける  右近 

お ほかた の 秋の 穴 h- だに 侘しき に 物 思 ひそ ふる 君に も あるかな 

題 しらず  讀人 しらず 

我が ごとく もの 思 ひけら し 白露の 夜 をい たづら におき 明し つ > 


o さいで 布の 小 切。 

〇 いづれ まされり いづれ まされ 

り や。 5」 ちらが まさって ゐ るか o 


〇 何 53 はかりに ^の 憑に 


あ ひ 知りて 侍りけ る 人の ち./^ まで 來ず なりに ければ 男の 親 きて なほ 

まか リ とへ と 申し 敎 ふとき きて 後 まう できた リ ければ 

秋 ふかみよ そに のみき く 白露の たが 言の葉に か ， るな るら む 

かれに ける 男の 秋と ぶら ヘリけ るに  昔の 承 香^の あこぎ 

とふ ことの 秋し もまれに 聞 ゆる はかりに や 我 を 人の たのめし 

紅葉と 色 こき さいで と を 女の もとに 遣 はして .  源と.. -のふ 

君 こふる 淚に ぬる  > わが そでと 秋の もみ ぢと いづれ まされり 

題 しらず  讀人 しらず 

照る 月の 秋し も 殊に さやけ き は 散る もみ ぢ葉を 夜 も 見よ とか 

故 宮の內 侍に 兼輔 朝臣し のびて かよ はし 侍リ ける 文 をと りて かきつけて 

內侍 に 遣 はしける 

など 我が身 下葉 紅葉と なりに けむ 同じな ゆきの 枝に こそ あれ 

秋 闇なる 夜 かれこれ 物が たりし 侍る あ ひだに 賻の なきて 渡りければ 

源 わたす の 朝臣 

あかから ぱ 見るべき 物を臈 がね の何處 ばかりに 鳴きて 行 くらむ 

菊の花 折れり とて 人の いひ 侍りければ  讃人 しらず 

^.0 〜も 卷第七 秋^ 下 


後 撰 和 欲 集 卷第七 秋缺下 


〇 なりいで ぬ 事 立身出世 しない 


〇 かゆ はしゅら む 陰が 繁る たら 

う o 厚い 御め.^ み を 被る たらう o 


〇 光 さやけ み 光が 明らかで あ 一 

ので o 


〇 つら * はなれね 列 を 離れね n 


〇 吹く 風に まかす る 船 この 船 は 

木の葉 を 云った もので あらう o 


い たづら に 露に おかる、 花 かとて 心 もしらぬ ひとや 折りけ む 

身の なリ い^ぬ 事な ど 歎き 侍リ ける 頃お. K 則が 許より いかに ぞと 訪らひ 

にお こせて 侍りければ 返事に 菊の花 を 折りて つか はしける  藤 原忠行 

枝 も 葉 も 移ろ ふ 秋の 花 みれば はて はかけ なくなり ぬべ ら なり 

かへ し  友  則 

しづく もて 齢の ぶて ふ 花 なれば 千代の 秋に ぞ かゆ はしけら む 

延 喜の 御 時 秋の 歌め しあり ければ 奉りけ る  貫  之 

秋の 月光 さやけ み もみ ぢ 葉のお つるか ゆ さへ 見え わたる かな 

題 しらず  讀 人し らヂ 

秋 ごとに つら を はなれぬ 臈 がね は 春 か へ ると も か はら ざら なむ 

をと こ の 花 かづら ゆ はむ とて 菊ぁリ ける 所に こ ひに 遣 はしたり ければ 花 

に つ けて f はしける 

みな 人に 折られに けりと きくの 花 君の ために ぞ露 はおき ける ， 

題 しらず 

吹く 風に まかす る 船 や 秋の 夜の 月のう へ よりけ ふ は 漕 ぐらむ 

紅葉の ちりつ もれ るん とに て 


〇 あきはつ る 色 秋が 終る w いふ 

に 飽きて しま ふの 意 * 含めた もの 


し 通 y ゆく ひ を も 通 ゆく 日 を 

もさい ふに^ 魚 を 含めた もの。 宇 

治山 ミ云 つたの は » 魚 は 宇治 の 名 

松た からで ある。 


紅^ はちる 木の下に とまりけ り 過ぎ行く 秋 や いづち な るら む 

忘れに ける 男の 紅葉 を 折りて 送りて 侍りければ 

思 ひ 出で てと ふに は あら じあき はつる 色の 限り を 見す るな るら む 

ひ J* 

長月の つ ごもり の 日 もみ ぢに冰 魚 をつ けて おこせて 侍りければ ちかね がむ すめ 

宇治山の 紅葉 をみ す は 長月の 過ぎ ゆく ひ を も 知らす ぞ あらまし 

九月つ ごも リに  貫  之 

なが 月の 有 明の 月 はありながら はかなく 秋 は 過ぎぬ ベ ら なり 

同じ 晦日に  躬  ほ 

いづかた に 夜 はなり ぬらむ お ほつ かな あけ ぬ^り は 秋 ぞと思 はむ 


筏 撰和歜 m 、卷第 七 ^^下 


二  二 七 


铰撰和 歜集卷 第 八 冬 歌 

後 撰 和歌 集 卷第八 

冬 歌 


ニニ 八 


〇 山邊ぞ おもはゆる 山^が 思 は 

れる山 S が氣 になる- * 


〇 ふりみ ふら やみ 降ったり 降ら 

なかったり G 


G きかくに 1? 


〇 しぐれに ふり ぬれ は 時 雨ミ 降 

るミ、 古くな つたので vj を 返 はせ 

たもの o 


題 しらず  讀人 しらず 

はつ ^雨 ふれば 山邊ぞ おも ほ ゆる いづれ の 方 かま づ もみ づらむ 

初し ぐれ 降る ほど もな く 佐 保 山の 梢 あまねくう つろ ひに けり 

祌^ ：;; 月 ふりみ ふらす み 定めな きしぐ れぞ 冬の はじめな りけ る 

冬 くれば さほの 河 瀕にゐ る たづ も ひとりねが たき 音をぞ 鳴くなる 

ひとりぬ る 人の きかくに 神無月に はかに も ふる 初し ぐれ かな 

秋 はてて は 雨ふりぬ る われ なれば 散る 言の葉 をな にか 恨みむ 

吹く 臧は色 も： えね ど 冬 くれば ひとりぬ る 夜の 身に ぞ しみけ る 

秋 はてて 我が身し. ぐれに ふり ぬれば 言の葉 さへ に 移ろ ひに けり 

:1 無月 時雨ば かり は 降らす して ゆきが てに さへ など かな るら む 

神無月し ぐれと ともに 神な びの 森の 木の： 葉 はふり にこ そふれ 

女に つか はしける 


CS む 木 も 枯れ はて ぬれ は 雜れ 

はて ぬれ はの^に 通 はせ；. I もの。 


0 身に そへ て 身に 溢へ て 身に 

け 加へ て e 


c 時雨に そ ひて ふるさ ミ 時雨 

添うて K る 古 KT 


〇 こさ ©1 


賴む木 も 枯れ はて ぬれば 神無月し ぐれに のみ もぬ る、 袖 かな 

山 へ いると て  ^基 法師 

神無月し ぐれば かり を 身に そへ て 知らぬ 山路に 入る ぞ 悲しき 

十； ^ばかりに 大江 千古が もとに あはむ とて まか リ たり けれども 侍らぬ ほ 

どなれば 歸 りまで きて たづね 逍 はしける  蘿原忠 房 朝臣 

もみぢ 雜は をし き 錦と みし かど も 時雨と ともに 降りて こそ、 〕 し 

かへ し  大江 千古 

もみ ぢ薬も 時雨 もつ らし 稀に きて 歸らむ 人 を 降り やと Y めぬ 

題 しらず  讀人 しらず 

神無月 かぎりと や 思 ふ もみ ぢ 葉の やむ 時 もな く 夜 さ へ に ふる 

ちはやぶる 神 垣 山の さかき 葉 はし ぐれに 色 も か はら ざり けり 

すまぬ 家にまで きても みぢ ばに かきて いひつ か はしける  批把 左大臣 

人す ます あれた る 宿 をき て みれば 今ぞ 木の 薬 は 錦お りけ る 

かへ し  伊婺 

淚さ へ 時雨に そ ひて ふるさと は 紅葉の いろ もこ さまさり けり 

題 しらず  讀人 しらず 

後 撰 和^ 集 卷第八 冬馱  ニニ 九 


後 撰 和 软集卷 第 八 冬 欺 


二  =10 


o かきく らし 


- なって o 


〇 たは やすく たやすく "= 


冬の 池の 鴨の、 フは 毛に おく 霜の きえて 物 思 ふ 頃に も あるかな 

親の 外に ありて 遲くか へりければ 遣 はしける  人の 娘の やつな りけ る 

神無月し. ぐれ ふるに もく る ， 日 を 君 まつ ほど は 長し とぞ 田-いふ 

題 しらず 

身 を わけて 霜 やお くらむ あだ 人の 言の葉 さ へ も 枯れ も 行く かな 

冬の 日む さしに 遣 はしける 

人知れ す 君に つけて し 我が 袖の けさし も 解けす 冰 るなる ベ し 

題 しらず 

かきく らし 霰 ふりしけ しらたま をし ける 庭と も 人の 見る ベ く 

神极^ 月し ぐる ， とき ぞ みよし 野の 山の みゆき も 蓬り はじめけ る 

けさの 嵐 さむく も あるかな 足 引の 山 かきくもり 雪ぞ ふるら し 

黑髪 のし ろくなり 行く 身に しあれば まづ 初雪 を あはれ とぞ 見る 

霰 ふるみ やまの 里の わびしき は來 てた はやす くと ふ人ぞ なき 

ちはやぶる 神無月 こそ 悲し けれ 我が身 時雨に ふりぬ とお もへば 

式部 卿敦黉 のみこ 忍びて かよ ふ 所 はべ りけ る をのち くた え になり 

侍りければ 妹の 前齊宮 のみこの 許よ リ この 女の もとに この頃 は いかに ぞ 


〇 ゆきふり ねれ は 雪が as つた か 

ら VJ いふに 古くな つたの 意 を 含め 

たもの o 

〇 こしお 越路 VJ 來し 路ミを かけ 

た go 


と ありければ 其の 返事に 女 

白山に ゆきふり ぬれば あとた えて 今 はこし ぢに人 も かよ はす 

雪の あした 老を 歎きて  貫  之 

降り そめて 友 まつ 雪 はむ ばた まの わが 黑髪 のか はるな りけ り 

力 (し  兼輔 臣 

くろ 髮の色 ふり かふる 白雪の まち いづる 友 はう とく ぞ ありけ る 

又  貫  之 

くろ 髮と 雪との 中のう きみれば 友 か V み を もつ らしと ぞ おも ふ 

かへ し  滎輔 朝臣 

年 ごとに しらがの 數を ます か  >  み 見る にぞ 雪の 友 は 知りけ る 

題 しらず  讀人 しらず 

年 ふれ どい ろ も か はらぬ 松が 枝に かかわる 雪 を 花と こそ みれ 

しもがれの 枝と なわび そ 白雪の きえぬ 限り は 花と こそ 見れ 

こほり f  j そ 今 はすら しもみ 士  n 野の 山の 瀧つ 瀨こゑ もき こえす 

夜 を 寒み ね覺 めて きけば 鴛ぞ 鳴く はら ひも あへ す 霜 やお くらむ 

雪の すこし ふる 口 女に 遣 はしける  藤 原 かげ もと 

後 撰 和^ 集卷第 八 冬 欲  二三 一 


後 撰 和 欲 集 卷第八 冬耿 


〇 かっきえ て 一方に は 滑え 一 


〇 ふり はへ てこ そ 云々 わざ./ 

S ひ 立って 訪ねない にしても o 


〇 心 あてに おしはかりに 。椎釗 

して o 

C 見 ゆ こそ わかめ 見たなら はわ 

かるたら う o 

〇 おしなべて ^こも こ、 も I ほ 


〇 ラれ 


かっきえ て 空 もみだる ， 沫霎 はものお も ふ 人の こ、 ろな りナ. り 


師氏朝 E のかり して 家の 前よ リま 


き き て 


0 人 しらず 


白雪の ふり は へ てこ そ訪は ざらめと くるた より をす ぐ さ ざらな^ 

題 しらず 

おも ひつ 、寐 なくに あくる 冬の 夜の 袖の 冰 は^けす も あるかな 

あらたまの 年 を わたりて あるが う へ に ふりつむ 雪の たえぬ. {!: 山 

まこも かる 堀江 にう きて ぬる 鴨 の 今^の 霜 に いかに わ ぶ らむ 

白雪のお りる る 山と みえつ る は 降りつ む 雪の きえぬな りけ り 

ふるさとの ゆき は 花と ぞ ふりつもるな がむ る われ も 忍 ひきえ つ > 

流れ ゆく 水 こほりぬ る 冬 さ へ やな ほうき 草の あと はと  >  めぬ 

心 あてに ば こそ わかめ しら 雪の いづれ か 花の^る にたが へ る 

あまの が は 冬は冰 にと ぢ たれ ゃ石閒 にたぎ つお とだに もせぬ 

おしなべ て 雪の ふれれば 我が^ S 杉 を たづね てと ふ 人 もな し 

冬の 池の 水に ながる ， あしか もの 浮： 妹ながら にいく 夜 へ ぬらむ 

山ち かみめ づ らしけ なく ふる 尊の 白く やなら む 年つ もりな ば 

松の 葉に か ， れる 雪の うれ を こそ 冬の 花と はいふべ かり けれ 


0 きえで もし はし 云々 滑えない 

でし はらく は VJ まつ て はしい o 


〇 めのうち つけ 

の g-o 


一寸見た は. 


〇 こしの 白 根 @ の 白； 根は山 


降る" 鄭はき えで もしば しと まらな む 花 も 紅葉 も 枝に なき、 ) ろ 

淚川 身な ぐば かりの ふち は あれ ど冰 とけねば 行く かた もな し 

降る 雪に 物お も ふわが 身お とらめ や 積り つもりて.^ えぬ ばかり ぞ 

よるならば 月と ぞ みまし 我が 宿の 庭し ろた へ に ふりつもる^ 

:!i が 枝に 降りお ける 雪 を 春ち かみめ のうちつ けに 花と こそ^れ 

いつしかと. E の瓔も わが ごとく 年の こなたに 春 を まつらむ 

年 ふかく ふりつむ 雪 を 見る とき ぞ こしの 白 根に すむ こ ， ちす る 

年 くれて はる あけがた になり ぬれば 花の た.^ しに まが ふ 白雪 

春ち かく ふる .{n ゆき は を ぐら やまみ ねに. ぞ花 のさ かりなり ける 

冬の 池に すむ に ほ 鳥の つれ もな く 下に 通 はむ 人に しらすな 

むば たまの よるの み 降れる 白雪 は 照る 月 かゆの つもるな りけ り 

， しの 月のと しの あまりに たた ざら ば鶯 はは や 鳴き ぞし なまし 

閼越 ゆる 道と はなしに ちかながら 年に さはり て 春 を まっかな . 

みく しげ どの の 別れに 年 を へ て い ひわたり 侍リ ける をえ あはず して 其の 

年の しはす のつご もリ の日逍 はしける  藤- Si 敦忠 朝臣 

もの & ふと 過ぐ る 月日 も 知らぬ まに 今年 もけ ふに 菜て ぬと かきく 


後 撰 和^ 橥卷第 八 冬馱 


筏 馔和欹 集 卷第九 戀欲ー 


二三 四 


〇 なかく に 卻 つて o 上 二 句 は 

この 句 を 云 ふための 序 o 


(は V.- 云々 わ， ひしい 別れ を す- 

の は 鳴で ある  ミ 云 はれて ゐ  るが- 

いふ 窓 を 人れ て考へ る o 


〇 ま $J ろまぬ かべ かべ は P の 異 

一は o 

〇 正しから なむ 正夢であって ほ 

しい G 

C くや-^ S 來 るか 來 るか VJO 


後 撰 和歌 集 卷第九 

戀 歌 一 

からう じて あ ひしり て 侍りけ る 人に つ 、む 事 あ リて乂 あ ひがたく 侍りけ 

れば  源宗于 朝臣 

東路 のさ やの 中 山な かくに あ ひみての ちぞ 侘し かりけ る 

忍びた リ ける 人に 物語し 侍りけ る を 人の さわがしく 侍リ ければ まか リか 

ヘリて 遣 はしける  貫  之 

曉 となに かいひけ む 別 るれば よ ひもい とこ そわび しかり けれ 

源お ほきが 通 ひける を 後々 はまから ずな リ 侍りに ければ 鄰の 壁の あなよ 

リぉ ほき を はっかに 見て 遣 はしける  する が 

まどろま ぬかべ にも 人 を！^ つるかな 正しから なむ はるの 夜の 夢 

あ ひし リて 侍リ ける 人の もとに 返事 見む とてつ か はしける  元茛 親王 

くやく と 待つ 夕暮 とい ま はとて か へ る 朝と いづれ まされる 

かへ し  藤 原 かつみ 


〇 いねて ふ^ 稻ミ往 ね ミを通 は 

せた もの <* 


〇ラ たかた 泡 沫0 はかない 惹に 

a- へた もの e 


〇 あふ^の 關云々 逢 はない VJ 

ふ ®o 


夕暮 はまつ にも か 、 る 白露のお くる あした や 消え はは つらむ 

大和に あ ひしり て 侍りけ る 人の もとにつ か はしける  讚 人 しらず 

うちか へ し^ぞ 戀 しき 大和なる ふるの わさ 田のお も ひ 出で つ ， 

か へ し 

秋の 田の いねて ふ 事 を かけし かば 思 ひ出づ るが 嬉しけ もな し 

女に つか はしける 

人 こふる 心ば かり は それながら 我 はわれに も あらぬな りけ り 

まかる 所 しらせず 侍りけ る顷乂 あ ひしり て 侍りけ る 男の もとより 日頃 尋 

ね^びて うせに たると なむ 思 ひつる といへ りければ  伊  勢 

思 ひ 川た えすな がる、 水の あわのう たかた 人に あはで 消えめ や 

題 しらず  II  一 0 公 忠 

おも ひやる こ/' ろ はつねに 通へ ども あ ふ 坂の 關 越えす も あるかな 

女に つか はしける  讀人 しらず 

消え果てて やみぬ ばかり か 年 をへ て 君 をお も ひの 驗 なければ 

か へ し 

おも ひだに 驗 なして ふ 我が身に ぞ あはぬな ゆきの 數 はもえ けれ 

後 撰 和^ 集 卷第九 戀歌 一  二三 五 


o ほし * かてに 乾し M いや ラに 

<K しかねる ほ？ JO 


〇 人-. V/J 人の 富 葉 o 


〇 ほかの 瀕 他の 人 VJ の？ § 柄。 

〇 きの ふの^ け ふの 淞 の 意 o 


〇 いさやし ら^ いさ 知ら やの 意 


〇 みるめな くして 海松がなくて 

も HJ る 目がなくて V. -、 兩方 にか 


後 撰 和歌^ 卷第九 戀馱 1  二三 六 

題 しらず 

ほしがて に 濡れぬべき かな 唐衣 乾く たもとの よさに なければ 

よと ともに あぶくま 川の 遠ければ そこなる 影 を 見ぬ そわび しき 

わが ごとく あ ひお も ふ 人の なき 時 はふ かき 心 も かひな かりけ り 

いつしかと 我が まつ 山に 今 はとて こ ゆなる 波に ぬる、 袖 かな 

女の もとにつ か はしける  . 

人 ごと は 誠な りけ りした ひもの 解けぬ にしる き 心と おもへば 

むすび 置きし 我が 下紐の 今までに とけぬ は 人の こ ひぬな りけ り 

女の もとに 遣 はしける 

ほかの 瀨は 深くなる らし 飛鳥 川き の ふの 淵ぞ 我が身な りけ る 

か へ し 

淵瀨 ともい さや しら 波た ち騷ぐ 我が身 ひとつ はよ るかた もな し 

題 しらず 

光 まつつ ゆに 心 をお ける 身 はきえ かへ りつ ， 世 を ぞうら むる 

ある 所に あ ふみと いひけ る 人の もとにつ か はしける  貫 

汐 みたぬ： S ときけば やよ とともに みるめな くして 年 の へ ぬらむ 


之 


〇 きて かへ りに し 來 たま * です 

ぐに おった o 唐衣 はきに かかる 枕 

C さ 夜す がら 夜す がら o 終夜 o 

〇影 たにん 云々、 淺莕 山の 歌に よ 

つ て 詠ん たもの 0 

CSS きょり 淺ぃ 時から。 また^ 

くもな かつ たのに リ 

O ゆ、 しみ いやさに o 


〇3 が 性 o もち ま 


〇 やみぬ はかり か やむ たけで あ 

らう か o 


後 撰 和^ 集 卷第九 戀歌 


あつ よしの 親王 まう できたり けれど 逄 はずして か へして 乂の あしたに 遣 

はしける  桂の み r 

唐衣き て か へ りに しさ 夜す がら あはれ と 思 ふ を 恨 むらむ はた 

あ ひ 待ちけ る 人の 久しう 消息な かりければ 遣 はしける  紀 のめのと 

影 だに も 見えすな り ゆく 山の 井は淺 きょり また 水 やた えに し 

かへ し  平定.^ 

淺 して ふ ， j  > を ゆ ， しみ 山の 井 は ほりし にごりに 影 はみ えぬ ぞ 

題 しらず  讀人 しらず 

いくたび か いく 田の 浦に 立ち か へ る 波に 我が身 をう ち 濡ら すらむ 

か へ し 

立ち か へ り ぬれて は 干ぬ る汐 なれば 生 田の 浦の さがと こそ みれ 

女の 許に 

逢 ふこと はいと  > 雪 居の 大空に 立つ 名のみ してやみ ぬば かり か 

か へ し 

よそながら やまむ ともせす 逢 ふ 、 ^ と は 今 こそ 雪の 絕閒な るら め 

又 をと こ 

二三 七 


0 冇にむ ミ すらむ あら ラミ する 

たら うか o あるた VT うか o 


〇 なやみせ や やむ？ 1 もな しに * 

少しの やむ 閒も なく o 


〇 かれはつ る 枯れて しま ふ VJ、 

雕れ てし まふ VJ 通 は せた もの o 花 

の 心 は 女の 心ない ふ o 

〇 時す J2 にけ る 身 ， 古くな つたわ 

ぶ o 

〇 君に みな 云々 君 はかり を 深く 

思つ てゐる 私の 心 を o 

〇 その 5S いっくの ほ0 


後 馔和缺 集 卷第九 戀耿ー  二三 八 

今の みと 賴む なれ ども 白雪の たえま はいつ か 有らむ とすら む 

か へ し 

を やみせ す闹さ へ ふれば 潭.^ のま さるら むと も 思 ほ ゆる かな 

題 しらず 

夢に さへ る， -とぞ なき 年 を經て 心の どかに ぬる^なければ 

見 そめす てあら まし もの を 唐衣た つ 名のみ してき る^な きかな 

女の もとに 遣 はしける 

かれは つら 花の 心 はつらからで 時す ぎに ける 身 を ぞうら む る 

か へ し 

あだに、 ) そ妝 ると 見 るら め 君に みなう つろ ひに ける 花の 心 を 

その 程に 歸り こむ とて 物に まかりけ る 人の 程 をす ぐして こざ リ ければ 遣 

はしける 

、 i むと いひし 月日 を 過す 姨 捨の 山の はつらき ものに ぞ ありけ る 

か へ し 

月日 を も數へ ける かな 君 こふる 數を もしらぬ 我が身な りけ り 

女に 年 を へ て 志 ある 由 を. 宣 ひわた リ ける を 女な ほ 今年 を だに 待ち くらせ 


〇 ころ * へて 長らくの go 


〇 たえぬ おも ひ 縫えない 思 ひの 

火 o 


〇 すみか 定めぬ 君 女 を さして 云 

つた もの a 


9:!- きつ -ぞ ふ- 

を^る o 


泣きながら 日 


とたの めけ る を その 年 も くれて あくる 春まで いと つれな く侍リ ければ 

このめ はる 卷の .EE をう ちか へ しお も ひやみ にし 人ぞこ ひしき 

心 ざし ぁリ ながらえ あはず 侍りけ る 女の もとにつ か はしける  贈 太 政太臣 

ころ をへ て あ ひみぬ 時 はしらた まの 淚も春 はいろ まさりけ り 

かへ し  伊勢 

人 こふる 淚 は春ぞ ぬるみけ るた えぬ おも ひの わかすな るべ し 

男の こ 乂 かしこに： 加 ひすむ 所お ほくて 常にし もとは ざり ければ 女も乂 い 

ろご のみなる 名た ちけ る を 恨み 侍リ ける 返事に  源た のむ がむ すめ 

つらし ともい か ノ うらみむ 郭公 わがや どち かく 鳴く こ ゑ はせ で 

かへ し  あつよし のみこ 

里 ごとに なき、 J そ 渡れ ほと ， ぎす すみか 定めぬ 君 たづぬ とて 

えがた かるべき 女 を 思 ひかけ てっか はしける  春 道列樹 

數 ならぬ みやまが くれの 郭公 ひと 知れぬ 音 をな きつ  >  ぞ ふる 

いと 忍びた る 女に あ ひ 語ら ひて 後人め につ、 みて また あ ひ 難く 侍り けれ 

ば  これた e のみこ 

あ ふことの かた 絲ぞと は 知りながら 玉の 緖 ばかり 何に よりけ む 

後 撰 和^ 集卷第 九 戀歌ー  二三 九 


にや は あらね や はは 反語 o 


〇 ふたし へに 二重に 


〇 かたみに 汲める 水 a におん た 

水 o はかない こ.、 J* 云った. * の。 
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女の 許より 忘 草に 文 をつ けて おこせて 侍リ ければ  讀人 しらず 

思 ふと はいふ ものから にと も すれば 忘る ゝ 草の 花に や は あらぬ 

カーし  たいふの ごとい ふ 人 

杌ゑ てみ る 我 は 忘れで あだ 人に まづ 忘らる ゝ 花に ぞ ありけ る 

平定 文が 許よ リ難 波の 方 へ なむ^る と いひお くリ て侍リ ければ 土  佐 

沛 わかす みるめ かるて ふ 蟹の 身 はなに か 難 波の 方へ しもゆく 

かへ し  定文 

君 を 思 ふ 深さ くらべ に 津の國 の 堀江み に ゆく われに や は あらぬ 

つらくな りに ける 人に つか はしける  • 伊  勢 

いかで かく 心 一 つ を ふたし へ に S くもつら くもなして 見 すらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

とも すれば 玉に くらべ します か V み 人の 寳と 見る ぞ かなしき 

忍びた る 人に つか はしける 

磐瀨 山た にの した 水う ちしの び 人の みぬ ま はな がれて ぞ ふる 

人 を あ ひしり て 後久 し -ゥ 消息 も はさ ざり けれ^ 

嬉しけ に 君が たのめし 言の葉 はかた みに 汲める 水に ぞ ありけ る 


〇 あまつ そらなき 露 ^中の 淚を 

云った もの。 

C な. H の 都 古い 都、 古い、/」 いふ 

〇 よる，^ は 寄る./ ヽは 0 夜々 


〇^9 を こ ひ； ：- に 云々 君 を戀 しく 

® つて^な こ す.、. -云 ふに^せ て 

E の綠 から 泥に «れ る さ 云った も 

の o 


〇さ> がに の絲 飾 蛛の絲 0 


題し、 りず 

行き やらぬ^ 路に， まど ふ 袂には あまつ そらなき 露ぞ おきけ る 

身 はは やく 奈.. Ms 都と なりに しを戀 しき ことの またも ふりぬ か 

住吉 のきし の 白波よ る ノ\ は 海. H のよ そめに 見る ぞ かなしき 

君 こふと ぬれに し 袖の 乾かぬ は 思 ひの 外に あれば なりけ り 

あは ざり し 時い かなりし ものと て かた  > 今の まも 見ねば 戀 しき 

世の中に 忍ぶ る戀の わびしき は あ ひての 後の あはぬな りけ り 

戀 をのみ 常にす るが の 山 なれば 富士 のね にの み 泣かぬ 日 はなし 

君に より 我が身 ぞ つらき 玉 だれの み す ば 戀 しと 思 はまし や は 

男の 初めて 女の 許に 罷りて 朝に 雨の ふるに 歸リて 遣 はしける 

いま ぞ しる あかぬ わかれの 曉は君 を 、 〕ひぢ に濡る 、 ものと は 

か へ し 

よそに ふる 雨と こそき け覺 束な 何 を か 人の こひぢ とい ふらむ 

つ らかリ ける 男に 

た， え はつる ものと はみ つ ， さ 、 がに の絲 をた のめる 心 ほそ さよ 

か へ し 
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§の たラ * ひけれ で もの を 仰せ 

られ たが o 

〇 おも は S 人のお も ふ 人 女の S 

ふ 人 e 

〇 おも は ざら なむ 女 を 思 はなけ 

れは よいに o 


〇 忍ぶ れ^ 云々 忍んでも ひき 

れチに oo 


二 四 二 

うちわた しながき 心 はやっ^の くもでに 忍 ふこと はたえせ じ 

思 ふ 人侍リ ける 女に 物の た-つび けれど 無情 かリ ければ 遣 はしけ る 

思 ふ 人お も はぬ 人の 思 ふ 人お も は ざら なむお も ひ 知る ベ く 

か へ し 

こがらしの 森の 下草 かぜ はやみ 人の なけき は 生 ひそ ひに けり 

男の こと 女迎 ふる を 見て 親の 家に 罷リ歸 ると て 

別 わ をば 悲しき ものと ききし かどうし ろ やすく もお もま B るかな 

題 しらず 

なきた むる：^ f 】 ほれる けさ 見れば 心と けても きみ をお も はす 

身 を わけて あらま ほしく ぞ思ほ ゆる 人 は 苦しと いひけ る もの を 

雪 居に て 人を戀 しと 思 ふかな われ は あしべの た づ ならな くに 

人に つか はしける  源 ひとしの 朝 

淺 茅^の 小 野の しの はら 忍 ぶれ ど あまりて などかん の戀 しき 

兼  盛 

雨 やまぬ 軒^た まみ.、 っ數 しらす 戀し きことの まさる ころ かな  ， 

心み じかき やうに 聞 ゆる 人な リと いひければ  讀入 しらず 


〇 は へても あまる 延 I て，. 延 し 

きれやに あまる o 1 二三の 句 は 下 

の 句の 序 © 


〇 わりな きもの 

せんなな いもの ( 


せない もの 


〇 い VJ，> 

〇 


更に、 その上に 

濃 さが まさる o 


伊勢の 海に はへ て も あまる 栲繩 のな がき 心 はわれ ぞ まされる 

人に つか はしける 

色に いでて 戀 すて ふ名ぞ たちぬべき 淚に そむる 袖の こければ 

かく 戀 ふるものと しりせば 夜 はおき て 明 くれば き ゆる 露なら まし を 

逢 ひもみ す 歎き も そめす ありし 時 思 ふ， j と f  〕 そ 身に なかり しか 

戀の ごと わりな きもの はな かりけ りかつ 睦 れつ ， かつ ぞ戀 しき 

女の もとに は 一はし ける 

わたつ^に 深き 心の なかり せば なに か は 君 を うらみし もせむ 

みなかみ にいの るか ひなく 淚川 うきても 人 をよ そに^る かな 

か へ し 

みなかみ 

新り ける 水上 さ へ ぞうら めしき 今日より ほかに 影の みえねば 

大輔 にっか はしける  右 

いろ ふかく 染めした もとの いと  >  しく 淚 にさ へ も t  〕 さまさる かな 

題 しらず  讀 人 

見る 時 は f  〕 とぞ ともなく 見ぬ 時 はこと あり 顏に戀 しき や なぞ 

男の こむ とて こざり ければ 

後馔 和歌 橥卷第 九 戀欲ー  二 四 三 


大 臣 


ら ず 
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つ ささ ざり き 閉 さなかつ.；. ：( 


o いはま ほしく も 岩の 閒が ほし 

い、 云 ひ 度い、 兩方 にかけ たもの 


山里の まきの 扳戶 もさ さ ざり きたの めし 人 を 待ちし よ ひより 

はじめて 女の もとに 遣 はしける 

行く 方 もな くせ かれた る 山水の いはま ほしく も 思 ほ ゆる かな 

女に つ か はしける 

人の 上の ことと しい へ ば 知らぬ かな 君も戀 する をり も、 〕 そ あれ 

か へ し 

つらからば 同じ 心に つらから むつれ なき 人を戀 ひむ ともせす 

女に つか はしける 

人 しれす おも ふ 心 はお ほし まの なると はなしに 欵 くころ かな 

男の もとに 遣 はしける  中 

はかなくて 同じ 心に なりに し を 思 ふが ごと はお も ふらむ ゃぞ 

かへ し  源 

陪 しさ をお なじ 心と きくから に 我が身 をす てて 君ぞ かなしき 

罷ら ずな リに ける 女の人に 名た ちければ 遣 はしける 

さだめな. く あだに 散りぬ る 花より は 常 磐の 松の 色 を や はみ ぬ 

かへ し  讀 


〇 まつより はかの 色 松より！^ の 

色、 を 待つ-一 ミ以 外の 心、 ：-s 方 

にかけ たもの 0 


〇 ね も 見し ものな 松の 根 も 見た 

のに、 錢 たこ ミも あるのに、 兩方 

の o 


住吉の わが 身なりせば 年 ふと もまつ より ほかの 色 をみ まし や 

をと こに つか はしける 

現に も はかなき ことの あやしき は寐 なくに 夢の 見 ゆるな りけ り 

女の あはず 侍リ ける に 

しらなみの よる/ \- 岸に たちより てね も 見し もの を 住 吉の忪 

男に 遣 はしける 

ながらへ てあらぬ までに も 言の葉の 深き はいかに あはれ なりけ る 
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二 四 五 


後 撰 和歌 集 卷第十 戀歌ニ 

後 撰 和歌 集 卷第十 

戀歌ニ 


ニ四ナ 


C 空に 戀 ふる 見 もしないで ほし 

く&, 40 


O おなじ 心に 自分 VJ 同じ 心に G 


女の 許に はじめて 遣 はしける  籐原忠 朝 

人 を 見 て 思 ふお も ひも ある も の を 空 に戀 ふる ぞ はかな かりけ る 

壬 ゆ： 忠 岑 

ひとりの み 思 ふはくる しいかに してお なじ 心に 人 を をし へ む 

紀友則 

わが 心い つなら ひて か 見ぬ 人 をお も ひやり つ 、戀 しかるら む 

まだ^ 若 かりけ る 女に つか はしける  源 巾 正 

^を 若み ほに こそいで ね はなす ， き 下の こ ， ろに むすば ざらめ や 

人 をい ひ はじむと て  兼 覽 王 

あしび きの 山 下し ゆく はふ 葛の たづね て戀 ふる 我と しらす や 

年月 をへ て 忍びて いひ 侍. リ ける 人に  忠^ 朝臣 

隱沼 にしの びわび ぬる 我が身 かな 井手の 蛙と なり やしな まし 


o 女の； i* ふし 女の ^屋、 

8SV 、はなしに S ではない のに 


o は ゆる 心 もえる 心 


0 そ ほつ 添 れる 

〇 おりたちて こそ ひたすらに 思 

ひ！ S んで o 


〇 わ-ざ •/.- にば あらで わざく で 

はなく  o 

〇VJ のゐ もの 宿 芘の 時に 用る る 

もの o 


女の ざ ふしに よる/ \ 立ちよ リ つ、 ものな どい ひて 後  藤^ 輜文 

阿武^の^と はなしに よもすがら t ち 渡りつ ， よ を も ふる かな 


讀 人 


ず 


本院 右京 


大 


敏 


文つ か はせ ども 返事 もせ ざり ける 女の 許に 遣 はしける 

あやしく も 厭 ふに は ゆる 心かない かにして か は 思 ひやむ ベ き 

くに もちが 音 もせ ざ リ ければ 遣 はしける 

ともかくも いふ 言の 葉の 見えぬ かな いづ らは 露の か、 り 所 は 

題 しらず 

わび 人の そ ほって ふなる 涙 川お りたち てこ そ 濡れ わたり けれ 

か へ し 

ふちせ とも f ) 、 ろ も 知らすな みだ 川お り やた つべき 袖の ぬる 

又 

こ ゝ ろみに なほ おりたたむ 淚川 うれしき 灝 にも 流れ あ ふやと 

わざとに は あらで 時 々もの い ひふれ 侍リ ける 女の 心に も あらで 人に さそ 

はれて まか リ にければ との ゐ もの にかき つけて 遣 はしける  藤 敦忠 朝臣 

かかりけ る 人の 心 を しらつゆの おける ものと も賴 みける かな 

あ ひしり て 侍りけ る 女 を 久しう と はず 侍りければ いと いたうな む 使び は 

後 馔和欲 集 卷第十 戀欹ニ  二 四 七 


仲 


中 


〇 かり か はむ 刈り取って 飼 ふべ 

さ o 


〇 あせ ねれ は 淺く なった ので o 


〇 あけぬ く 戶を あける VJ 夜が 

明ける かけた もの 0 

〇 そらなき 虚 鳴き o 
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ベ ると 人の つげ はべりければ  蘧 原顯忠 朝臣 

鶯 のく もる にわび てな くこ ゑ を 春の さがと ぞ われ はきき つる 

二み かよ はしける 女の こと 人に あ ひぬ と 聞きて つか はしける  平時 望 朝臣 

かくば かり 常な き 世と はしりながら 人 を遙 かにな にたの みけむ 

男の こざり ければ 遣 はしける  ト 町が あね 

我が かどの ひとむら 潢か りか はむ 君が 手 なれの 駒 もこぬ かな 

題 しらず  枇把 左大臣 

よ をう み G 沫と 消えぬ る 身に しあれば 恨む る こと ぞ数 なかり ける 

かへ し  伊勢 

わたつみと 賴め しこと も あせ ぬれば 我ぞ わが 身の うら は 恨む る 

人の もとに 遣 はしける  源 等 朝臣 

あづま ぢの佐 野の 船橋 かけての み 思 ひわた る をし る 人の なき 

ム にっか はしける  紀 長谷雎 朝臣 

ふしてぬ る 夢路に だに も あはぬ 身 はな ほ淺 ましき 現と ぞ思ふ 

女に つか はしける  讀人 しらず 

天の 戶を あけぬ，/ \ とい ひなして そらなき しつる 鳥の 聲 かな 


〇 あしづ >  l_H の © のなかに ある 

あま 皮" うすい もの o 


〇 おらむ VJ, そ E ふ 生きて ゐ よう 

W はふ o 

〇 け ね る ミ 滑ぬ る VJO 死ん たか 


ゐる o 


よもすがら ぬれて わびつ る 唐衣 あ ふさ かや. まに 道 まど ひして 

男に つ か はしける 

思へ ども あやなし とのみ いは るれば 夜の 錦の こ ， ち こそ すれ 

女の もと に 遣 はしける 

音に のみき き， 一し 三輪の 山よりも 杉の 數 をば われ. ぞ^え にし 

おのれの 思 ひ 隔てた る 心 ありと いへ る 女の 返事に^ はしける  銥輔 朝臣 

難波潟 かりつ む 凝の あしづ ， の ひと へ も 君 を われ や へ だつ る 

遠き 所に まか リ ける 道よ リゃ むこと なき 事に ょリて 京へ 人逍 はしける つ 

、でに 文の はしに かきつけ 侍リ ける  讀. S しらず 

b がごと や 君 もこ ふらむ 白露のお きても ねても そで ぞ かわかぬ 

あ ひし リて 侍リ ける 人 の 許よ リ 久しくと はずして いか にぞ また いきたり 

やとた はぶれ て侍リ ければ 

つらく とも 有らむ と ぞ思ふ 外にても 人 やけぬ ると 聞か まほし さに 

入の もとにし ばく まか リ けれど あ ひ 難く 侍リ ければ 物に かきつけ 侍リ 

け る 

暮れぬ とてね て 行く ベ くも あらな く にた どる も歸 る僵 わり 

後 撰和缺 集卷第 十 戀欲ニ .  ェ m 九 


る 方が まさ 


〇 なほ ざり に かりそめに、 當座 

わけに。 


〇 やま ひ はす W も 山； ©VJ 病-/」 な 

かけた もの" * 

〇 ふみかよ ふ 跡 踏み 通 ふに 文通 

ふなかけ たもの o 


〇 なき 名 お 方 もない 評判。 
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をと こ铮る 女 をい とせち にい は せ侍リ ける を 女 いとわ リ なしと いはせ け 

れば  元 良の みこ 

わりな しとい ふこ そ且は 嬉し けれお ろかなら すと 見えぬ と 思へば 

女の 許よ リ心 ざしの^ をな むえ 知、 りぬ といへ りければ  藤 原 興 風 

我が 戀を しらむ と 忍 はば 田 子の 沛に た つ らむ 波の 數を数 へ よ 

いひ か はしける 女の 許より なほ ざり に いふに こそ あめれ と い へ リけれ ば 

貫  之 

色なら ばう つ る ばかり も染 めて まし 思 ふ 心 をえ や は 見 せけ る 

物の たうび ける 女の 許に 文 遣 はしたり ける に 心地 あしと て 返^-も せ ざ り 

ければ 又つ か はしける  大江朝 綱 朝臣 

足 引の やま ひ はすと も ふみかよ ふ 跡 を もみぬ は 苦しき もの を 

お ほ つ ぶね に 物の たうび つか はしける を 更にき き 入れ ざリ ければ 遣 はし 

ける  元 良 親王 

大 かたは なぞ やわが 名の をし からむ 昔の つ， まと 人に かたらむ 

かへ し  お ほつ ぶね 

&ま いさ 我 まなき 名の 惜しければ 昔 も 今 もしら すと をい はむ 


O あさ 見れ は あ vj は蒹 iso 文 を 

〇 心なな さ 心な ク さめ。 

〇 か は 川 VJ 彼 は VJ を かけた もの 


〇 何處を はか ミ 何 慮が 墓 かミ、 

何 えその 場所 かミ、 雨 方に 通 は 

せた もの" 


後^ 和^ 集卷第 十 戀歌ニ 


返事せ ざり ける 女の 文 をから うじて えて  讀人 しらず 

あと 見れば 心なぐ さの はまち どり 今 は聲、 〕 そき かま ほし けれ 

同じ 所に て 見 か はしな がらえ あは ざり ける 女に 

か はとみ てわたらぬ 中に 流る 、 はい はで 物お もふ淚 なりけ り 

心 ざし ありけ る 女に 遣 はしける  橘公賴 朝臣 

あま 雪に 鳴き ゆく 臈の 音に のみ 聞き わたりつ 、逢 ふよし もな し 

貫  之 

住の 江の なみに は あらね ど 夜と ともに 心 を 君に よせ 渡る かな 

兵衞 に^はし ける  讀人 しらず 

見ぬ ほどに 年の か はれば 逢 ふことの いや はる^, \ と 思 ほ ゆる かな 

まか リ出 でて 御文つ か はした リ ければ  屮將 更衣 

今日す ぎば 死な まし 物 を 夢 にても 何處を はかと 君が と はまし 

御 かへ し  延喜 御製 

現に ぞ とふべ かりけ る 夢との み 惑 ひし ほど や はるけ かりけ む 

題 しらず  藤 原ち かぬ 

流れて は ゆく かた もな し淚川 わがみの うらや 限りな るら む 

ニ^ 1 


後 撰 和 欲 集 卷第十 戀欲ニ 


o しるしな き 驗 のない ハ 


〇 滑ち こそしら ね 沧し方 を 知ら 


o あふひな み 逢 ふ 時がない ので 


在 


我が 戀の數 にしと らばし ろた へ の 濱の眞 砂 もつ きぬべ ら なり 


原 棟梁 

之 


淚 にもお も ひの 消 ゆる ものなら ばいと かく ^はこが さ ざら まし 


坂 上是則 

しるしな き 思 ひや なぞと 蘆 たづの 音に なくまでに あはす 侘しき 

年久しく かよ はし 侍リ ける 人に 遣 はしける  貫  之 

玉の 緖の たえて 短き いのち もてと しっきな がき 戀 もす るかな 

題 しらず  平定 文 

我の みや 燃えて きえな む 世と 共に 思 ひもなら ぬ 富 士の嶺 の ごと 

かへ し  きのめのと 

ふじのね の 燃え 渡る とも 如何せ む 消ち こそしら ね 水なら ぬみ は 

心 ざせ る 女の 家の あた リに まかりて いひ いれ 侍りけ る  貫  之 

わび わたる 我が身 は 露 を おなじくば 君が 垣根の 草に きえな む 


題 しらず 


在 原 元方 


% ぎ- 


みる めかる 港 や  いづこ あ ふごな み 立ちよ る 方 も 知らぬ わがみ は 


o あり 所 ゐる 場所" 

〇 そこの 在所 底の 在る 場所。 そ 

の 許の ゐる埸 所。 兩 方に 通 はせ た 

もの o 


東宮に 鳴門と い ふ 戸の もとに 女と 物 い ひける に 親の 戶を さして ゐて 入り 

にければ 又の あしたに 遣 はしける  藤 原滋幹 

鳴門より さしいだ されし 船よりも 我ぞ よるべ もな き 心地せ し 

題 しらず  讀人 しらず 

高 砂の みねの しらくも か ， りけ る 人の こ、 ろを賴 みける かな 

長叨 のみこの 母の 更衣 さとに 侍リ ける にっか はしける  延喜 御製 

よそに のみ まつ、 ぞ はかなき 住の 江の 行きて さへ こそ 見 まく ほし けれ 

題 しらず  源 等 朝臣 

かゆろ ふに 見し ばかりに ゃ濱 千鳥 ゆく へ もしらぬ 戀に惑 はむ 

ぁリ 所し リ ながらえ あ ふま じか リ ける 人に つか はしける  藤原粲 茂 朝臣 

わた つみの そこの 在所 は 知りながら 潛 きて いらむ 波の まぞ なき 

女の もとに 遣 はしける  橘赏利 朝臣 

つらし ともお もひぞ はてぬ 淚川 ながれて 人 をた のむ こ  >  ろ は 

かへ し  讀人 しらず 

流れて となに たの むらむ 淚川 かゆ 見 ゆべ くもお も ほえな くに 

人 をい ひわ づら ひて 遣 はしける  平定 文 

後 撰 和 欲 集 卷第十 戀歌ニ  二 五三 


o 耳 こそ なれね らし あれこれ VJ 

常に 異なった 事ない ろく 新る の 

で 神 3S 力 ききあき ら れ たたらう。 

つた， >  にて かへ し 待り けれ ゆ そ 

のま * で歸 したので o 

； きてい たづ-.；' に 唐衣 を 著て VJ 

来て 徒らに ミ兩 方に かけた もの 0 


〇 こ VJ 人 他の 人 0 他の 男 o 

〇 た •> に ひたすらに。 い ちづに 


C 忘られて 忘れられて 一 


後 撰 和 耿集卷 第 十 戀歌ニ  二 五 四 

何事 を 今 はたの まむ ちはやぶる 神 もた すけぬ 我が身な りけ り 

力へ， L  お ほつ ぶね 

ちはやぶる 神 も 耳， 〕 そ なれぬ らし さまん \ 祈る 年 も へ ぬれば 

女の 許に まか リたリ ける をた ヾ にて か へ し侍リ けれ は い ひ いれ 侍リ ける 

貫  之 

うらみても 身， ) そつら けれ 唐衣き てい たづら に 返る と 思へ ば 

あ ひし リて 侍リ ける 人 を 久しう と はずして まか リたリ けれ ザ 門よ リ 1  おし 

遣 はしける に  壬 生 忠 岑 

住の 江の まつに 立ちよ る 白波の か へ る 折に やね はな かるらむ 

男の 許よ リ今は こと 人 あんなれ ぼと い へ リ ければ 女に か はりて 讀人 しらず 

思 はむ と賴 めし 事 も ある もの をな き 名 をた てで た  >  に 忘れね 

かへ し 

春 日 野のと ぶ ひの 野 守み しもの をな き 名と いはば 罪 もこ そうれ 

題 しらず 

忘られて 思 ふな ゆきの 茂る を や 身 をはづ かしの 森と いふら む 

人の 心 かはリ ければ  右  近 


〇 ラ に み 所 裏のお 5 所 ミ、 恨む 

所さケ 通 はせ たもの。 

〇 うしろめ たく は 不安心に は， 


〇 こ W にぞ ありけ る こ VJ は異。 

世の常の もの VJ は 鬼； なつ てゐ る。 


O いそ ま 磯.、 j 璣.、 j の 


思 はむ と賴 めし 人 はありと 聞く いひし 言の 葉 い づ ち い に けむ 

^國の 朝臣の 御 息 所と 淸 蔭の 朝臣と みちの くにに ある 所々 をつ くして^ 

によみ か はし て 八， はよ むべ き 所な しと いひければ  源淸蔭 朝臣 

さても なほ 籬の岛 の ありければ 立ちより ぬべ く 思 ほ ゆる かな 

こと 女の 文 を 妻の^む と い ひける に^せ ざり ければ 恨みけ るに 其の 文の 

^ にかき つけて 逍 はしける  讀 人し、 りず 

， ) れ はかく うらみ 所 もな きもの をう しろめた く は 思 は ざら なむ 

久しう あは、 ざり ける 女に f ^はしける  さね あきら 

思 ひき ゃ逄ひ 見ぬ 事 をい つより と 数 ふば かりにな さむ ものと は 

題 しらず  藤 原 治 方 

K の 常の 音 をし なかねば 逢 ふ 事の 涙の 色 もこと に ぞ ありけ る 

大伴黑 、王 

白波 の よす るい そま を^ 5 ぐ 舟. の か ぢ とりあ へ ぬ 戀も する かな 

源-つかぶ 

戀し さはね ぬに 慰む ともなき にあ やしく あはぬ め を も 見る かな 

年を經 てい ひわたり ける 女に  源す ぐる 

やお 撰 和^ 集卷第 十 戀欲二  二 五 だ 


後 撰 和 欲 集 卷第十 戀^ 二 


i 五六 


04^ ふたが り 陰陽 家の 語で、 行 

か 思 ふ 方角に 天 一 神が 居て 行 

かれぬ 事 o これに 封して、 その 方 

角 を 避け て 他の 方角に 行く こ ミ * 

方た がへ VJ いふ。 

〇 たぐ ふ おなじ やうな ものに な 

60 副 ひなら ぷ。 


久しく もこ ひわた るかな 住の 江の 岸に 年 ふろ まつなら なくに 

題 しらず  藤 原涛正 

逢 ふことの よ/' をへ だつ る くれ 竹の ふしの 數 なき 戀 もす るかな 

かれが たにな リに ける 人に 末 もみ ぢ たる 抆 につけて 造 はしける 讀人 しらず 

今 はて ふ 心つ くばの やま 見れば こす ゑより f  〕 そ 色 か はり けれ 

女の 許より 歸 りて あしたに 遣 はしける  源 重 光 朝臣 

歸り けむ 空 も しられす をば すての 山より いでし 月 を 見し まに 

兼輔 朝臣に あ ひ はじめて 常にし も あは ざり ける 程に  淸 正 母 

ふりと ゆぬ 君が 雪け の しづく ゆ ゑた もとにと けぬ 冰 しにけ り 

方 ふたが リ ける 顷 たがへ に まかる とて  藤 原 有 文 朝臣 

片時 もみねば 戀 しき 君 をお きて あや しゃいく 夜 ほかに 寐 ぬらむ 

題 しらず  大江 千古 

思 ひやる 心に たぐ ふ 身なりせば ひと 日に ちたび 君 はみ てまし 

忍びて 通 ひける 女の 許よ リ狩 さう ぞく 送りて 侍りけ るに すれる かリ ぎぬ 

侍りけ るに .  元 良の み C 

逄 ふこと は 遠山す りの かり 衣き て はか ひなき 音 をの みぞな く 


わけて. *VJ いふた 


つ あしのね の 

めの 序- 


〇 かくしつ、 この や- 

B しながら、 雨 方に 通 はせ たもの 

〇 ありへ は 月 ua な 通したなら ゆ 


〇 な こその 闞 勿 來の閼 の 名に 來 

るな の S を こめた もの。 


O00  をへ たてて たち はてて 

にか かる o 


o みそかに ひそかに 


題 しらず  あつよし のみこ 

深く のみ 思 ふ 心 は あしのね の わけても 人に あはむ と、 ぞ おも ふ 

忍びて あ ひわたり ける 入に  藤 原忠國 

漁火の よる は ほのかに かくしつ 、 あり へ ば戀の 下にけ ぬべ し 

寬 平の 帝 御ぐ しおろ させ 給うての 頃 御 帳の めぐ リに のみ 人 は 侍 はせ 給 ひ 

て 近う もめし よせ、 りれ ざれば かきて 御 帳に 結びつけ ける  小 八 條御息 所 

たちよらば 影 ふむ ばかり 近 けれど 誰かな こその 關を すゑけ む 

男の ものと に 遣 はしける  土  佐 

わが そで は 名に たつ 末の まつ 山 かそら より 波の こえぬ 日 はなし 


J いふ 人の 有りければ 

月 を あはれ とい みぞ かねつる 


を あはれ と いふ はいむな W 

獨寐の 侘しき ま ， に 起き 居つ 

男の もとに 遣 はしける 

唐錦 をし き 我が 名 はたち はてて 如何にせ よと か 今 はつれな き 

はじめて 人に のた まひ 遣 はしける 

人づ てに いふ 言の葉の 中より ぞ思 ひつく ばの やま は 見えけ る 

みそかに 人 を 見て 1 はしける 

俊 馔和耿 集 卷ぉ十 戀欲ニ 


讀人 しらず 


貫 


之 


後 撰 和^ 集 卷第十 戀歌ニ 


〇 心 あり その 云〃、 心 あり ミ、 荒 

碟の^ 風 を かけた もの o 

广- よる ぞゎ びし き カ寸 る さ 夜"/ J を 

*~ 二-もの o 


〇 ふしなくて J^:c ふし VJ 、を」 

VJ を 通 はせ たもの o 


便りに も あらぬ おも ひの あやしき は 心 を ひとに つくるな りけ り 

人の 家より 物見に 出づ る^-を 兌て 心 づきに おぼえ 侍リ ければ た そと 尋ね 

とひければ いでけ る^の あるじと 聞きて つか はしける  讀 - 

ひとづまに 心 あやなく かけはしの 危 きもの は戀 に ぞ ありけ る 

人 を 思 ひかけ て 心地 も あらず や ありけ む 物 も い はずして 日 I るれば おき 

も あがらず と 聞きて こ の 思 ひかけ たる 女の 許より など かくすき - しく 

はと い ひて 侍りければ 

いはで 思 ふ 心 あり その はまかぜに 立つ 白波の よる ぞ わびしき 

心 かけて 侍り けれど い ひっかむ 方 もな くつれ なき さまに 見えければ つか 

はしける 

ひとりの み戀 ふれば くるし 呼子 鳥聲 になき 出て 君に きかせむ 

男の 女に 文 遣 はしける を 返事 もせ e 絕ぇ にければ 乂逍 はしける 

ふしなくて 君が たえに し白絲 はより つき 難き ものに ぞ ありけ る 

をと こ の 旅よりまで きて 今な むまで き つきた ると い ひて 侍リ ける： 返事に 

くさ 枕 こ S たびへ つる 年月のう き はかへ りて うれしから なむ 

をと この^ i 久しう ありて までき てみ 心の いと つら さに 十 二 年の 山 ごもり 


ら ず 


〇£^ の 以下の 三 句 は 下の 序。 


〇 うちけつな うち！^ すなん 


0 かかる もの S がか-る VJ. 

の やうな もの V. -、  方に かけ.；.； 

の o 


してな む 久しう きこえ ざリ つると い ひ 入れたり ければ 呼び入れて 物な ど 

い ひて 返し つか はしける が义 おともせ ざリ ければ 

出で しょり^え すなり にし 月影 はまた 山の はに 入り やしに けむ 

か へ し 

足 引の 山に 生 ふて ふ もろ かづら もろともに こそ 入ら まほし けれ 

人 を 思 ひかけ て 遣 はしける  ；牛定 文 

濱 千鳥た のむ を しれと 蹈 みそむ る 跡 うちけつ なわれ を こす 波 

かへ し  お ほつ ぶね 

行く 水の 灝每に ふまむ 跡 ゆ ゑに 賴 むしる し を いづれ とか 見む 

人の 許に 初めて 文 造 はした リけ るに 返事 はなくて たぐ 轼を ひ き 結 びて 返 

した リ ければ  源 もろ あきらの 朝臣 

つまに おふる、 〕 となし 草 をみ るから に賴む 心ぞ數 まさりけ る 

かくてお こせて 侍リ けれど 宫づか へ する 人な リ ければ いとまなくて 又の 

あしたに 常夏の 花に つけて おこせて 侍リ ける  讀人 しらず 

置く 露の かかる ものと は 思へ ども かれせ ぬ もの はなで しこの 花 

^  f. し 


後 撰 和 ^集 卷第十 戀^ 二 


二 五 九 


後 撰 和 淤集卷 第 十 戀缺ニ  二 六 〇 

かれす ともい か 5- 賴 まむ 撫子の 花 はとき はの 色に しあらねば 


C ^返 山の さね かづら くるの 綠 

に 用ゐ たもの _* 


〇Ei るが 如 は 口で いふ やうに は 


〇 現 にも 現であって 


〇 たむ けせね 旅に 出れ はねさん 

神に 手 向に るので、 手 向 をせ ぬ. v 

まふの は 旅で ない- W い ふ 意" 

o びんな き 所 都合の わるい 所 o 


後 撰 和歌 集 卷第十 一 

戀 歌 三 

女の もとにつ か はしける  三倐 右大臣 

名に しお はば 逢坂 山 のさね かづら 人に しられで くる よし もがな 

在 原 元方 

戀 しと はさら にもい はじ 下紐のと けむ を 人 は それと 知らな む 

かへ し  讀人 しらず 

下紐の しるしと する も 解けな くに 語る が 如は戀 ひす も あるかな 

女の いと 思 ひ 離れて いふに 遣 はしける 

現に も はかなき， J との 伎し き はねな く に 夢と おも ふなり けり 

みや づ かへ する 女の 逄ひ 難く 侍リ ける に  貫  之 

たむ けせぬ わかれす る 身の 侘しき は 人目 を 旅と 思 ふなり けり 

かりそめなる 所に は ベリけ る 女に 心 かはリ にけ る 男の こ 、にて はかくび 

ん なき 所 なれば 心 ざし はありながら なむえ 立ち よらぬ とい へ りければ 所 

後 撰 和^ 集卷第 十一 戀歌三  二 六 一 


C っ^き 所 ^礒な 所 w つれない 

所ミを 通 はせ たもの o 

〇 か はら じ を 心 はか はらない. ？i 


〇 さう じ 障子。 ふすま o 

C おのかた 鳥の 


後^ 和^ 集卷第 十一 戀^ 三  二 六 二 

を かへ て 待ちけ るに 見え ざリ ければ  女 

宿 か へ て 待つ にも 見えすな り ぬれば つらき 所の 多く も あるかな 

題 しらず  讀人 しらず 

思 はむ と賴 めし 人 はか はら じを訪 はれぬ 我 や あらぬな るら む 

源 さね あきら 賴む 事な くば 死ぬべし とい ヘリければ  屮  後 

い たづ 

徒らにた び/ \ 死ぬ とい ふめれば 逢 ふに は 何 を か へ むと すらむ 

かへ し  源 信 明 

死ぬ/ \ と 聞く /\ だ に も 相 見ねば 命 を いつの W にか 殘 さむ 

時々 みえけ る 男の んる 所の さう じに 鳥の かた を かきつけて 侍リ ければ あた 

リに おしつけ は ベリけ る  本院 侍從 

稽 にかけ る 鳥と も 人 を 見て しがな 同じと ころ を 常にと ふべ く 

大納言 國； 1 朝臣の 家に 侍りけ る 女に 平定 文い と 忍びて 語ら ひ 侍りて 行末 

まで 契 リ侍リ ける 顷 この 女 俄に 贈 太 政 大臣に 迎 へ られ て歧り 侍リに けれ 

ば 文 だに も 通 はす 方な くな リ にければ かの 女の子の 五つ ばか リな るが 本 

院の 西の 對に 遊び ありき ける を 呼びよ せて 母に 見せ 奉れと て かひな に 書 

き 付け 铮リ ける  平  ^  ^ 


〇 かね ごさ かねて 云って K 

約束の 富 


o 二 むら むら は卷絕 な^へ 

に 用 ゐる語 C 一 一匹 

の 一 一村 山に よそ へた もの o 

〇 たつ を をし みし 心 廣 衣 裁つ ミ 

つ，. - けて、 53 狡す るの を名殘 惜し 

く はった 心 V」 かけた もの o 

c 寐 ねに 見し か は 寐 もせね のに 

見た ので o 


c 空しら ね 雨 ^ない ふ „ 


請 人 しらず 


昔せ し 我が か ね 力 3 と の 悲しき は い か に^りし な ごり な るら む 

か へ し 

うつ ， にて 誰ち ぎりけ む 定めな き 夢路に 迷 ふわれ はわれ か は 

お ほやけ づ かひに て 東の 方へ 罷りけ る^に はじめて あ ひし リて 侍る 女に 

かく やん ごと なき 道 なれば 心 にも あ らずま かりぬ るな ど. & して 下リ 侍り 

ける を 後に 改め 定めら る、 事ぁリ てめ しか へ されければ この 女 聞きて 喜 

びながら 問 ひに 造 はした リ ければ 遨 にて 人の 心 ざし 送りて 侍りけ る くれ 

はと リと いふ 緩 を 二 むら 包みて 遣 はしける  ^原 諸^ 

くれはと わ あやに 戀 しく ありし かば 一 一 むら 山 もこえ すなり にき 

かへ し  讀人 しらず 

からころも たつを をし みし 心 こそ ふた むら 山の 闢 となりけ め 

人の もとに 遣 はしける  涛. 15- 力 女 

夢 かと も 思 ふべ けれど 覺 束な 寐 ぬに 見し かばわき ぞ かねつる 

少將實 忠通ひ 侍りけ る 所 を さりて こと 女に つきて それよ リ^ W の 使に 出 

で 立ちて まかりければ  もとの 女 

穴ェ しらぬ 雨に もぬ る 、我が身 かな 三 笠の 山 をよ そに ききつ ， 


後， 和^ %卷筇 


霞 三 


二 六 三 


〇 斧の 柄く.；，： す 山 仙人の 住む 山 

郎 ち蒗 姑射 山 をい つた もので、 仙 

洞 倒 所 を さす Q 

〇 しほ なれたり VJ 潮氣に 染んで 

S うて ゐる 50 併せて 馴れ/、 し 


o お きゐむ 心地 起きて ゐ る心挂 

に、 钥 K の^く ミ いふ を かけた も 

の o 


C- なにな り 何故. であるか わから 

too 
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朝 鈸の花 ま へ にあり ける ざ ふしより 男の あけて 出で 侍りけ るに 讀人 しらず 

もろともに をる ともなし にう ちとけ て 見えに ける かな 朝顔の はな 

內にま ゐリて 久しう 音せ ざり ける 男に  女 

も ， しき は 斧の 柄く たす 山 なれ や 入りに し 人の 音づれ もせぬ 

女の 許に きぬ をぬ ぎ 置きて 琅 リに逍 はすと て  伊 尹 朝臣 

す  >  かや ま 伊勢 をの 海 士の捨 衣し ほ なれたり と 人 やみ るら む 

題 しらず  貫  之 

いかでな ほ 人に もとはむ 嘵の あかぬ わかれ やなに に 似たり と 

在 原 行 平 朝臣 

戀 しきに 消え か へ りつ ゝ 朝露の けさ はお きゐむ 心地 こそせ ね 

讀人 しらず 

しの 、めにあ かで わかれし 袂をぞ 露 やわけ しと 人 はとが むる 

平中與 

こ ひしき も 思 ひこめ つ A ある もの を 人に しらる A 淚 なにな り 

からう じて あ へ りけ る 女に つ \ む 事 侍りて 又え あはず 侍りければ 遣 はし 

ける  铱輔 朝臣 


〇 はに S なむ 表面に あら はさう 


o かつ.，^ - まあ. 


あ ふさ かの 木の 下露に ぬれし より わが 衣手 はい まも かわかす 

題 しらず  躬 

君 をお も ふ 心 を 人に こ ゆるぎの いその 玉藻 やい まもから まし 

親 ある 女に 忍びて 通 ひける を 男 もしば し は 人に 知られ じと い ひ侍リ けれ 

ズ  讀人 しらず 

なき 名ぞと 人に はい ひて 有りぬ ベ し 心のと はばい か V 答へ む 

なき 名た ちけ る 頃  伊  勢 

淸 けれど 玉なら ぬ 身の 侘しき はみ がける ものに いはぬな りけ り 

忍びて すみ it リ ける 女に 遣 はしける  敦忠^ 臣 

逢 ふこと をい ざ ほに 出な むしの 薄 忍び はつべ き 物なら なくに 

あ ひ 語ら ひける 人 これ も かれ も 包む 事 ぁリて 離れぬべく 侍りければ 造 は 

しける  謓人 しらず 

逢 ひ 見ても 別る 、事の なかり せば かつ. < ^もの は 思 は ざら まし 

人の もとよ リ嘵か ヘリて  閑院 左大臣 

いつの まに 戀 しかるら む 唐衣 ぬれに しそでの ひるまば かりに 

貫  之 


後^ 和歌 集卷第 十一 戀缺三 


一 i 


後 撰 和^ 集卷第 ■ 


戀馱三 


二 六 六 


〇 程 も.； なくに ^もない のに"： 

c 見 まく はしき か 逢 ひたい こ- 

かな e 

-. えがたき 云々 逢へ ね ミ い. 


〇 おはい 君 大君。 大姊 君。 第 一 

G 姊君 o 

〇 今日し こそ 今 n" こそ。 し は 語 

意 を^め る 助詞 o 


〇 か-るお ほみ に 日^の かづら 

は^にで も か - るので o お ほみ に 

は^いので。 

广 、わくる 心 見 わける 心 。願の 人 

1» の屮 から 君 を at- わける^ 心。 


別れつ る 程 もへ なくに 白波の 立ち かへ りても 見 まく ほしき か 

女の もとにつ か はしける  これまさの 朝 臣 

人知れぬ 身 はいそ ゆ ども 年 をへ てな ど 越えが たき あ ふ 坂の 閼 

か へ し  小 野 好古 朝臣 女 

柬路に 行き かふ 人に あらぬ 身 はいつ か は 越えむ あ ふさ かの 關 

女の もとに 遣 はしける  藤 原 滞 正 

つれ もな き 人に まけ じと せし 程に 我 も あだ 名 は 立らぞ しにけ る 

かれが たにな リに ける 男の 許に 装朿調 じて 送りけ るに かかる からに 疎き 

心地な むする とい ヘリければ  小 野 遠 興がむ すめ 

つらから ぬ 中に ある/  ) そ 練し とい へ 隔て 果てて し.^ にや は あらぬ 

つ-せち 

五節の 所に て 閑院の お ほい 君に つか はしける  もろ まさ の 朝臣 

ときはなる 日 かゆの かづら 今日し こそ 心の 色に ふかく^ え けれ 

か へ し 

誰と なく か ， るお ほみ に 深から む 色 をと き はに いか  >賴 まむ 

藤壶の 人々 夜に ぁリ きけ る を 見て 一人が もとに 遣 はしける  涛  .t 

たれと なくお ほろ に^えし 月影に わくる 心 をお も ひしら なむ 


〇 たたむ 月 來月 o 


00: かへ て 月が か はって 0 來月 

の *3.0 


〇 なる ミ はすれ^ 藤 衣 を 使 ひな 

らして 古 * ひて はゐ るが。 併せて 馴 

れ てしたし くな つ てはゐ るが o 


左 兵 衞督師 尹 朝臣に 遣 はしける  本院 兵衞 

舂を だに 待た で 鳴きぬ る鶯は ふ るすば かりの f  3  > ろな りけ り 

題 しらず  兼 茂 朝臣 女 

夕され ば 我が身の みこ そかな しけれ いづれ のかた に 枕 さだめむ 

在 原 元方 

夢に だに また 見えな くに 戀し きはいつ になら へ る 心な るら む 

壬 生 忠^. 

思 ふて ふ 事 をぞ ねたく 古しけ る 君に のみ、 ) そい ふべ かり けれ 

戒 

あな こ ひし 行きて や 見 まし 津の國 のい まも ありて ふ 浦の 初お： 

やむ ことなき 事に ょリて 遠き 所に まか リて たたむ H ばか リ になむ まかり 

歸 るべき とい ひて まかり くだりて 道より つか はしける  貫 

月 か へ て 君 をば 見む とい ひし かど 日 だに 隔てす 戀 しきもの を 

同じ 所に 宮づか へ し 侍りて 常に 見な、 りしけ る 女に 逍 はし： h る  躬 

伊勢の 海に しほ やく あまの 藤.^ なると はすれ ど あはぬ 君 かな 

題 しらず  •  是 
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M  IP- 


之 


な 


〇 わにの そこ 海の 底、 


〇 人の つま 人の 夫。 人の 男 o 


〇 すごし 簾 ひし o 

o よせし 波の 緣で よせる さ 云つ 

たもの。 自分に 云 ひかけ た。 


〇 思 ひ.^ まなく 思 ひやり な. 

心に も かけぬ やうに o 


れ はしみ 砍か はし さに o 


戀^  一二  .  二 六 八 

わたの そこ かづきて 知らむ 君が ためお も ふ 心の^ さくらべ に 

人の をと こに て はべる 人 を あ ひし リ てっか はしける  右  近 

から， J ろ も かけて 賴 まぬ 時ぞ なき 人の つまと は 思 ふ ものから 

人の 許に まかれ リけ るに 簾のと にす ゑて 物い ひける を 簾 を 引き あげ けれ 

ばいたく 騷 ぎければ まかり かへ りて 又の あしたに つか はしける 藤 原 守 正 

あら かりし 波の 心 はつら けれどす ごしに よせし 聲ぞこ ひしき 

あ ひしり て 侍りけ る 女の 心ならぬ やうに 見え 侍りければ つか はしける 

藤 原 後 蔭 朝臣 

いづ 方に 立ち 隠れつ 、見よ とて か 思 ひぐ まなく 人の なり ゆく 

男の 心 やう，^ かれが たに 見え ゆきければ  土  & 

よそ 

つらき を も 憂き を も 外に 見し かど も 我が身に 近き よに ， .>  そ 有り けれ 

女に 心 ざし ある よしを い ひ 造 はしければ I の 中の 人 の 心さ だめなければ 

賴み 難き よしをい ひて 侍リ ければ  .  在 原 元 方 

淵は瀨 になり 變 るて ふ 飛鳥 川 わたり 見て こそ 知る ベ かり けれ 

題 しらず  伊  勞 

厭 はる 、身 を うれ はしみ いつしかと 飛鳥 川 を も賴 むべ ら なり 


〇 よ を 

の閒 o 


かへ し  贈 太政大 

飛鳥 川せ きて と  > むる ものなら ば淵瀨 になる と 何 かいはせ む 

女 四の みこに おく リ侍リ ける  右 *大 臣 

あし たづの 澤邊に 年 はへ ぬれ ども こ、 ろ は 雪の 上に のみ f 一 そ 

か へ し 

あし たづ 

： い？  <。  蘆 鶴の 雪 居に か、 る 心 あらば よ をへ て澤に 住ます ぞ あらまし 

消息つ か はしける 女の また こと 人 に 文 遣 はすと 聞きて 今 は 思 ひたえ ねと 

いひ 送リ て侍リ ける 返事に  贈 太政大 E 

松 山に つらきながら も 波 f  さむ こと はさす がに 悲しき もの を 

宮づか へ し侍リ ける 女 程 久しく ぁリて 物い はむ と い ひ侍リ ける に遲 くま 

かリ 出で ければ  枇杷 左大臣 

宵の まに はや 慰めよ いその かみ ふりに し牀 もうち はら ふべ く 

がへ し  伊勢 

わたつみと あれに し牀を 今 さらに はら はば 袖ゃ沬 とうきな む 

心、 ざし ぁリて い ひか はしける 女の もとより 人數 ならぬ やうに い ひ 侍りけ 

れば  長 谷 雄 朝臣 
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G かひ あり ミ ！ a の錄で 貝 あり <、J 

云って、 甲斐 ありに かけた もの。 


Ci おき こりつむ 欽き がかた ま り 

つもる。 优 せて 歎き"、. - いふ 木な 伐 

つて 精む 3 

C 袖に つけて 袖 V」 いふ 人に こ VJ 

づけて、 著 物の 袖に つけて、 兩方 

にかけ たもの o 

OS 空。 


〇 はかなき みづ. 

かけた もの o 


みづを 見つ に 


戀歌三  二 七 〇 

あさり  あま 

汐 のまに 漁す る 蟹 も おのが よ、 か ひ ありと こそ 思 ふ ベ らな れ 

題 しらず 

ぁぢ きな くな どか まつ 山 波 こさむ こと をば さらに 思 ひ はなる 、 

かへ し  伊 

岸 もな く沙 しみち なば まつ 山 をした にて 波 はこ さむと ぞ思ふ 

まもり をお きて 侍りけ る 男の 心 か は リ にければ 其の まも リを 返し やる と 

て  伊衡 朝臣の 女い まき 

よと 共に 歎き こりつむ 身に しあれば なぞ 山守の 有る かひ もな き 


贈 太 政 大臣 


勢 


人の 心つ らくな リ にければ 袖と いふ 人 をつ かひに て 

人 しれぬ 我が物お も ひの 淚をば 袖に つけて ぞ見 すべ かりけ る 

文な どお こする 男 ほ かざまに なりぬ べしと. 聞きて 

山の はにか かる 思 ひの たえ ざら ば 雪 居ながら も 哀れと 思 はむ 

町 尻の 君に 文 遣 はした リ ける 返事に^つ とのみ ありければ 

なき 流す 淚の いと V そ ひ ぬれば はかなき みづも 袖ぬ らしけ り 

題 しらず 

夢の ごと はかなき もの はな かりけ り 何とて 人に 逢 ふとみ つらむ 


讀人 しらず 


藤 


源た のむ 


c 片時のう つ  >  云々 た， * 半時 は 

かりで もよ いから 嬰でなくて 現で 

逢 ひたい。 


「k^ お 云々 上 三 句 は 下の句の 


〇 すく もた く 火 海岸で 蟹が 

に 焚く^  W の 火 0 


C あらませ は あったなら は o 


C 淚川 ながす 川の やうに も淚を 

ながす o 


心 ざし 侍リ ける 女の つれな きに  ，人 

思 ひねの よな-/^ 夢に あ ふ ， ^ と をた ゾ 片時のう つ 、 ともが な 

か へ し 


時の まのう つ 、 をし のぶ 心， 3 そ はかなき 夢に まさら ざり けれ 

題 しらず  黑 

玉津島 ふかき 入江 を こぐ ふねのう きたる 戀も われ はする かな 

紀 內 ； 

津の國 のな に はたた まく 惜しみ こそす くもた く 火の 下に こが るれ 

人の 許に まか リて いれ ざり ければ 篑 子に ふし あかして 歸る とて いひ いれ 

侍りけ る  讀 人し 

夢路に もや どかす 人の あらませば 寐覺に 露 ははら は ざら まし 

か へ し 

淚川 ながす ねざめ も ある もの を はら ふば かりの 露 やなに なり 

心 ざし はぁリ ながらえ あは ざリけ る 人に つか はしける 

みるめ 刈る かた ぞぁ ふみに なしと 問く 玉藻 を さ へ や 蟹 は潛 かぬ 

か へ し 
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o 逢 ふこ V」 なみの 云々 逢 ふ 事が 

なさに- /」、 彼の 繁 きミ、 兩方 にか 

け；，： もの <* 


〇 くめ； 0 の 橋 役 小 角が 呪術で 大 

和！： 葛 城 山 か に 佥峯山 に 石 の^を 


O なかぞら 中空。 久米路 の 橋 の 

錄 によった もので、 ラ はの そらの 


〇 今 はかぎ りの 整 最後の 嫛。 


後 撰 和 欲 集卷第 十一 戀歌三  一 I 七 一一 

名のみ して 逢 ふこと なみの 繁 きまに いっか 玉藻 を 蟹 は かづ かむ 

心 ざし ぁリて 人に い ひか はし 侍リ ける を つれな かリ ければ い ひわ づらひ 

て 止みに ける を 思 ひ 出で てし きりに いひ 送りけ る 返事に 心ならぬ さまな 

リ とい へ リ ければ 

葛 成 やくめ ぢの 橋に あらば こそ 思 ふ f  )  > ろ を なかぞら にせめ 

入の もとに つか はしける 

かくれ IU  をし どり 

隱 沼に すむ 鴛鴦の 聲 たえすな けど かひな きものに ぞ ありけ る 

釣 殿の み こに 遣 はしける 

筑波嶺 の- M より 落つ るみな のが は戀ぞ つもりて 淵と なりけ る 

相 知リて 侍りけ る 人の まう で こずな リて後 心に も あらず 聲 をのみ 

かりにて また 音 もせず 侍りければ 遣 はしける 

鳴が 音の くも ゐ遙 かにき こえし は 今 はかぎ りの 聲にぞ ありけ る 

力 {  I  兼 

今 はとて 行き か へ りぬ る聲 ならば 追 M にても きこえ まし や は 

男の けしき やう/ \ つらげ に 見えければ  バ 

心からう きたる 船に のり そめて ひと ひも 波に ぬれぬ 日ぞ なき 


右 大 


E 


陽成院 御製 


く-ま 

讀人 しらず 


0 


王 


〇ゅ> しく 甚 しく o 

〇 あらが ふ あらそ ふ 


〇 阀の 此方 は 云々 逢坂-い 關を 

えたい。 卽ち思 ふ 入" t 逢 ひたい 


男の 心つ らく 思 ひかれに ける を 女な ほざ リ にな どか 音 もせぬ とい ひ 遣 は 

した リ ければ  讀人 しらず 

忘れな むと 思 ふ 心の やすから ばつれ なき 人 を うらみ まし や は 

^に 女に あ ひて 必ず 後に あはむ と 誓言 を たてさせて あしたに 遣 はしける 

藤^ 滋幹 

千 早 振 神 ひき かけて 誓 ひて しこと も ゆ ， しく あらが ふな ゆめ 

院の やまとに 扇つ か はすと て  右大臣 

おも ひに は 我 f  ) そ 入" て 惑 はるれ あやなく 君 やす  >  しかるべき 

兼 通の 朝 E かれが たにな りて 年 こえて とぶら ひて 侍りければ  元 平の 親王の 母 

あらたまの 年 も、 〕 え ぬるまつ 山の なみの 心 はいか ノ な るら む 

もとの 女に かへ りすむ ときき て 男の もとに 遣 はしける  讀人 し ら ず 

わがた め はいと V 淺 くやな りぬ らむ 野中の 淸水 ふ かさまされば 

女の もとに 遣 はしける  源 中正 

あ ふみ ぢを 案内なくても 見て しがな 關の 此方 は 侘し かりけ り 

かへ し  下野 

道 しらで やみや はしなぬ 逢坂の 閼の あなた はう みとい ふなり 

後馔 和歌 集卷第 十一 戀歌！  一一  二 七三 


後 撰 和歌 集 卷第十 

〇 はや 歸 りね もうお 歸 りなさい 

〇 さね蔓 くるの 緣語 o 


戀欲三 


一七 四 


9 やする はかりの 忘れる 事の 出 

來る 位な 淺ぃ o 


o 人 ま 人の 見て ゐ ない 時 0 


〇 す さめぬ めでば やさない 041! 

翫 せぬ- 


女の 許に まかりた るに はや 歸" ねとの みい ひければ  讀人 しらず 

つれな きを 思 ひしの ぶ S さね 蔓 はて はくる を も 厭 ふなり けり 

あつよし のみこの 家に やまとと いふ 人に つか はしける  左大臣 

いまさらに 思 ひ 出で じと 忍ぶ るを戀 しきに こ を 忘れ わび ぬれ 

い ひか はしける 女の 今 は 思 ひ 忘れぬ と い ひ侍リ ければ  紀長谷 雄 朝臣 

わがた め は 見る かひ もな し 忘 草 わする ばかりの 戀に しあらねば 

忍びて 通 ひける 人に  藤 原 有 好 

あ ひみても つ 、 む 思 ひの 侘しき は 人 まに の みぞ 音 はな かれけ る 

物い ひける 男い ひわ づら ひてい か^はせ むいな ともい ひ はなちて よと い 

ひ侍リ ければ  讀人 しらず 

小山 田の な はしろ み づは絕 えぬ とも 心の 池の いひ ははな たじ 

方た がへ に 人 の 家に 人 を 具して まかりて 歸 りて 遣 はしける 

千代へ むと 契り おきてし 姬 松の ねざしと めて し 宿 はわ すれ じ 

物い ひける 女に it のから を 包みて 遣 はすと て  源 重 光 朝臣 

これ をみ よ 人 もす さめぬ 戀す とて 音 をな くむし の なれる 姿 を 

人の もとより 歸リ まう できて 遣 はしける  坂 上是則 


逢 ひ 見て は 慰む やと ぞ思 ひしに な ごり しも t  ^ そ戀 しか りけ れ 


後 撰 和歌 集卷第 十一 戀歌三  II 七 五 


後 撰 和歌 集卷第 十二 戀歌冋 

後 撰 和歌 集 卷第士 一 

戀歌四 


二 七 六 


O ふた^り ふさがり o 


〇 うちかへ し 云々 もう 一度 逢 ひ 

たいの 意。 


〇 みる もな くめ もな き 海松 もな 

く 海 布 もない を、 見る £目"ヒ に 云 


o かへ る <, ^も 云々 ふり かへ り 

ふり かへ り 3S を 見た.、」 云つ て、 返 

す 返す も 恨ん たの 竞 にかけ たもの 

〇 こり やまの こりずに。 併せて 

須磨 の浦ミ つ，.' けた もの o 

C よる ぼ. 5.- もな く 寄る VJ^ もな 


女に つか はしける  敏行 朝臣 

我が 戀 のかす を かぞ へば 天の原く もり ふたが り ふる 雨の ごと 

忘れに ける 女 を 思 ひ 出で てっか はしける  讀人 しらず 

うちか へ し^まく ぞ ほしき 古里の やまと 撫子い ろ やか はれる 

女に つか はしける  枇杷 左大臣 

山 彥の聲 にたてても 年 はへ ぬ 我が ものお も ひ を 知らぬ 人き け 

身より あまれる 人 を 思 ひかけ て 遣 はしける  紀友則 

玉藻 かる 蟹に は あらね ど わたつみの 底 ひも しらす 入る 心 かな 

返事 侍ら ざリ ければ 又 かさねて 遣 はしける 

みる もな くめ もな き 海の 磯に 出て か へ る^ (\ もうらみ つるかな 

あだに 見え 侍リ ける 5R に  讀人 しらず 

こりす まの 浦の 白波た ちいで てよ る ほど もな く歸 るば かり か 


oga! えて 

序。 


一の 句 は 三の 句の 


〇 影に たに 云々 戀 しい 其 許の 面 

影に たけで も 逢へ るか VJO 


C 山 田の そ は、 、つ 案山子 。そ ほ、、 つ 

に | ^れる VJ いふ 蒽を 含めた もの 0 

〇 一入 かへ るの 云々 I 人で^ る 

-I レ， 蛙の 昔 VJ を かけた もの。 

〇 こ ひなし 戀ひは 今 集の 戀の 

0  i にある？ S 人 しらすの、 「種し あ 

れは 岩に も 松 は 生 ひに けり 戀ひ を 

し 戀ひは あは ざらめ や も」 さいふ 

によった もの。 それで 返歌 もこの 

» によって 詠んで ある。 


相 知りて 侍リ ける 人の 近 江の 方へ 罷りければ 

il 越えて あは づの 森の あはす とも 淸 水に 見えし 影 を わするな 


へ 


近 


城 巨 


讀人 しらず 


後 撰 和歌 集卷第 十二 戀歌四 


ど 何 か はしる しあ ふさ かの 關の ほか ぞと思 ひたえ なむ 

つ、 りくな リに ける 男の もとに 今 はとて 装束な ど 返し 遣 はすと て 平な か きが 女 

今 はとて 梢に か ， るう つせ みのから を 見む と は 思 は ざり し を 

か へ し 

忘らる 、 身 を うつせみのから、 .5 ろ も 返す はつらき 心なり けり 

物い ひける 女のか^ み を か リてか へす とて 

影に だに 見え もやす ると 賴 みつる かひな くこ ひ をます 鏡 かな 

男の 物な ど いひつ か はしける 女の E 舍の 家に まかりて た 、き けれども 聞 

きつけず ゃぁリ けむ 門 も あけず なりに ければ 田の ほと リ にか へ るの 鳴き 

ける を 聞きて 

足 引の 山 田の そほづ うちわび て 一 人 かへ るの 音をぞ なきぬ る 

文 遣 はしける 女の 母の こ ひ をし 戀 ひばと い へ りけ るが 年顷 へ にければ 遣 

は しけ る 

二 七 七 


〇 岩の 上の まつに て 岩の 上の 松 

ミ、 待つ こ VJ はかりで VJ を 通 はせ 

たもの o 

0 吉 野の 山に 吉 野の 山に- ォけ人 


後 撰 和歌 集卷第 十二 戀歌四  二 七 八 

種 は あれ ど あ ふこと 難き 岩の ヒ のまつ にて 年 を ふる はか ひなし 


〇 な^いつ はり ど 云々 今まで さ 

うして 詐り 思って ゐた らラ、 今 

のわ^ 身 はま さしく それ 一..、 ある 力 

C- 見え まし もの を 見える たらう 

に o  s« はさう 見えない が 0 


女に つか はしける  贈 太 政 大臣 

ひたすらに 厭 ひ 果てぬ る ものなら ば吉 野の 山に ゆく へ 钊られ じ 

かへ し  伊勢 

我が 宿と 賴む吉 野に 君し いらば 同じ かざし を さしこ そ はせ め 

Ea しらず  簡人 しらず 

くれなる に 袖 をのみ こそ 染めて けれ 君 を うらむ るな みだ か  > りて 

つ れ なく 見えけ る 人に！ IB- はしける 

紅に なみだう つると 聞きし をば など い つ はりと われ 思 ひけむ 

か へ し 

くれな ゐに淚 し 濃く ば みどりなる 袖 も 紅葉と 見え まし もの を 

あ ひすみ ける 人心に も あらで 別れに ける が 年月 を へ て も あ ひ 見む と 書き 

て侍リ ける 文 を 見 いでて 遣 はしける 

いにし へ の 野中の 淸水 みるから にさし ぐむ もの は淚 なりけ り 

思 ふ 事 侍りて 男の 許に 遣 はしける 

あま 雲の はる  > 夜 もな く ふるもの は 袖の み 儒る ， 淚 なりけ り 


〇 あ ふこ ミ のかた ふたが りて 方 

ふたが り ミ いふ 詞を 詠み 込ん たの 

で、 ヤー ふ^ J-;;" 出來 A  なほ 方 

ふたが りに 封して 次に 方た が へ を 

用ゐて ある o 


上 三 句 は- 


句の^ > 


に 波の 馼なも 波 は 立ち 芬 つて 来 

る ものであるから、 男の たち 寄る 

！ R を か * そ へ よう VJ 云 ひよ そ へ.；.： も 

の o 


o まづぞ けな まし まづ 滑え てし 

まふたら ラ o 死んで しま ふたら う 


〇 かたみに 見 ゆる 云々 互に 相 見 

る こミの 出来る ものなら は。 


方 ふたがる とて 男 の 來ざリ ければ 

あ ふことの かた ふたが りて 君 こすば おも ふ 心の たが ふば かり ぞ 

相 語ら ひける 人の 久しう 來ざ りければ 遣 はしける 

常 磐に と糢 めし こと はまつ 程の 久し かるべき 名に こそ あり けれ 

題 しらず 

濃 さまさる 淚の色 も かひぞ なき 見す ベ き 人の この 世なら ねば 

女の もと にっか はしける 

すみよし の 岸に きょす る 沖つ 波 まなく かけても 思 ほ ゆる かな 

かへ し 

住の 江の めに ちかからば 岸に ゐて 波の 數を もよ むべ きもの を 

つら かリ ける 入の； ぼに f はしける 

戀 ひて 經 むと 思 ふ 心の わりな さは 死にても 知れよ 忘れ形見に 

かへ し  .  贈 太 政 大臣 

もしも やと あ ひ nk- む 事 をた のます はかくす る 程に まづぞ けな まし 

題 しらす  讀人 しらず 

逢 ふと だに かたみに 見 ゆる 夢なら ば 忘る ， 程 も あらまし もの を 

後 撰 和歌 集卷第 十二 戀歌四  二 七 九 


勢 


後 撰 和 欲 集卷第 十一； 戀歌四 


；八 〇 


〇 山 下水に あらね ものから 山 下 

水で はない のた が。 

O つ さめて 靱 早く o 


〇1ー1  一 I はぬ を 知る は 口に は あら は 

さない の を 知って ゐ るの は o 


〇 衣 か へ しつ 、 云々 衣 を か 

て寢 れは戀 しい 人 を 夢に 見 る- 

ふ 事に よって 詠ん たもの。 


〇 な ゆなる もの ， ないやうな 物、 

なよ v= りな もの、 かりそめな もの 


〇 おほし まに 以下 三 句 は g! 句な 

いふた めの 序。 大 島は備 前に ある 


おとに のみ 聲を きくかな あしび きの 山 下水に あらぬ ものから 

秋 霧の 立ちた るつ とめて いと つらければ 此の度ば かリ なむ い ふべ きと い 

ヘリければ  伊  勢 

秋と て や 今 はかぎ りの 立ち ぬらむ 思 ひに あへ ぬ ものなら なくに 

心のう ちに 思 ふ 事 ゃぁリ けむ 

見し 夢の 思 ひ 出ら る 、 よ ひごとに 言 はぬ を 知る は淚 なりけ り 

題 しらず  讀人 しらず 

白露のお きて あ ひみむ 事より は 衣 か へしつ 、寐 なむと ぞ思ふ 

人の 許に つか はしける 

言の^ はな ゆなる ものと いひながら 思 はぬ ため は 君 もし るら む 

女の もとに 遣 はしける  朝忠 朝臣 

白波の う ち出づ る 濱の濱 千鳥 あ とや たづぬ る しるべなる らむ 

女に つか はしける  大江朝 綱 朝臣 

おほし まに 水 を はこびし 早 船の はやく も 人に あ ひ 見て しがな 

伊勢な む 人に 忘られて 歎き 侍る と 聞きて つか はしける  • 贈 太 政 大臣 

ひたぶ るに 思 ひな 侘び そふる さる 、人の 心 は それよ 世の つね 


〇た ，ビ る/、 も 鞍馬 な I！ に 云 ひ 

かけて、 探りく しての S を 表 は 

し^せて せ，， へ/ ヽミ かけた もの o 


〇 わざ VJ わざ. 


こ VJ さらに 


〇 な 砂 の よ つ $ 々 常 磐の 意 を 

表 は. [- て、 いつまでも か はらぬ 心 

VJa つたの は ，、J いふ 意。 


o 水 烏の はかなき 坊 はかない 水 

鳥の 钵。 はかない 手紙。 

o えに 絲。 -ス にし o 因果。 

〇 いた 舟の VJ いふ 事 を 云々 古今 

集の 「お 上 川上れ はくた るいな 舟 

のい なに は あらや この 月 はかり o」 

* さした もので、 いやで はない が 

今少しお 待ち 下さい VJ い ふ 窓 o 


伊 


讀 


か へ し 

世の常の 人の 心 を まだ 見ねば なに かこの たび 消ぬべき もの を 

淨蔵 くらまの 山へ なむ 入る と い へ リ ければ 

墨染 のく らまの やまに 人る 人 はた どるく も歸 りきな なむ 

あ ひし リて 侍リ ける 人の 稀に のみ 見えければ 

日 を へ て も 影に み ゆる は玉蔓 つらきながら も絕 えぬな りけ り 

わざとに は あらず 時々 物い ひ侍リ ける 女 程 久しう 問 はず 侍りければ 

高 砂の まつ を みどりと 見し、 〕 と は 下の 紅葉 を 知らぬな りけ り 

か へ し 

時 わかぬ 松の みどり も かぎりな きおも ひに はな ほ 色 や も ゆらむ 

文 か はすば かりにて 年へ 侍リ ける 人に 1 はしける 

水鳥の はかなき 跡に 年 をへ て 通 ふば かりの えに こそ 有り けれ 

か へ し 

波の 上に あと や はみ ゆる 水鳥のう きて へ ぬらむ 年 はかす か は 

せう そこ 遣 はしける 女の 許よ リ いな 舟のと いふ 事 を 返事に い ひて 侍りけ 


平 巾 興 


勢 


女 


し ら ず 


後 撰 和^ 壤卷笫 十二 戀歌四 


二八 


後 撰 和歌 集卷第 十二 戀歌四 


二八 


o ながれよ る 云々 自分に 封す- 

心が^くない から VJ ぃふ葸 o 


〇 おろかなる さま おろそか なさ 

ま。 う VJ/ ヽ しい 樣 子。 

〇 ほに いづる こ S もな きもの を 

忍、 ひ/、 に 逢つ て 表面に あら はれ 

る こ "/J もない のに o 

〇 またき もう、 はやく も o 


〇 いづれ ま- 


.5J ちら. 》 まさ 


〇 秋 ぎり 云々 飽く ミ いふ 名の 秋 

la 力 立って 閒を へたて るたら う。 

〇 あた 名 好色の 名。 すきぐ し 

い 評判。 


れば賴 みて い ひ渡リ ける に 猶ぁひ 難き けしき 侍リ ければ しばし と ぁリし 

をい かなれば かくはと いへ リ ける 返事に つか はしける 

ながれよ る瀨々 の 白波 淺 ければ とまるい な 舟 か へ るなる ベ し 

かへ し  三條 右大臣 

最上 川 ふかきに も あ へ すいな 舟の 心 かろく も か へ るなる かな 

いと 忍びて 語ら ふ 人のお ろかなる さまに 見えければ  讀人 しらず 

花 薄 ほに いづる こ ともなき もの を まだき 吹きぬ る あきの 風 かな 

心 ざしお ろかに 見えけ る 人に つか はしける.  なかき が 女 

待た ざり し 秋 はき ぬれ ど 見し 人の 心 はよ そに なり も ゆく かな 

かへ し  源是茂 朝臣 

君 をお も ふ 心なが さは 秋の 夜に いづれ まさると 空に しらな む 

ある 所に あ ふみと いふ 入 を いとしの びて 語ら ひ侍リ ける を 夜 あけて か へ 

リ ける を 人 見て さ i やきければ その 女の 許に つ か はしける  坂 上つ ねかげ 

鏡 山 あけて きつれば 秋ぎ りの けさ や 立 つらむ あ ふみて ふ 名 は 

あ ひし リて 侍る 女の人に あだ 名た ち 侍りけ るに 遣 はしける  平 まれよ の 朝臣 

枝 もな く 人に をら る  > 女 ^花ね を だに のこせ 植ゑ しわが ため 


ctt らいね 徒^ V」 徒^ね ミを通 

はせ たもの 0 


OS はして まし S 隶 のかれ がた 

及， ひ 三の 句に 應じ たもの o 


}ぬ えこ そか へれ 命が 維え る 

うな 心 持が する。 

〇 く ゆる 煙が 立つ、 もえる 0 


人の 許に まか リて 侍る に 呼び入れねば 笾 子に ふし あかして つか はしける 

藤 原成國 

秋の 田の かりそめぶ しもして ける が 徒ら いね をな にに つままし 

平 かねき が やう >-,\ かれが たにな りに ければ 逍 はしける  中  務 

秋風の 吹く につけて もとはぬ かな 荻の 葉なら ば 音 はして まし 

年： H: を へ て 消息し 侍リ ける 人に つか はしける  讀入 しらず 

君 見す ていく ょ經 ぬらむ 年つ きの ふるとと もに もお つる 淚か 

女に つ か はしける 

なかく に 思 ひかけ て は 唐衣 身に なれぬ を ぞうら む ベら なる 

か へ し 

うらむ とも かけて こそみ め 唐衣 身に 賙れ ぬれば ふりぬ とかき， 

人に つ か はしける 

欸け ども かひな かりけ り 世の中に 何に くやしく おも ひそめけ む 

忘れが たにな リ侍リ ける 男に 遣 はしける  承 香 殿 巾 納言 

こぬ 人 を まつの 葉に ふる 白雪の 消え こそ か へ れく ゆる 思 ひに 

忘れ 侍りに ける 女に 遣 はしける  讀人 しらず 

後 撰 和歌 集卷第 十二 戀歌四  二八 三 


後 馔和欲 集卷第 十二 戀歌四 


二八 四 


〇. 


-色 もミの 色に もで る ~ 


C もり も わ.. ひねる 潟り 接 、ひる- 

守り わ、 ひ る ミ を 通 はせ たもの。 


〇 ほのめき つれ は 

ので „* 


osh, ねが 


； すかに 見た 


.、〕 あ ふみ 近 江 V」 逢 ふ 身 ミを かけ 

たもの 0 


菊の花う つる 心 をお くし もに か へ りぬ ベ くもお も ほ ゆる かな 

か へ し 

今 はとて うつり はてに し 菊の花 か へ る 色 をば たれ か 見るべき 

人の 女に いと 忍びて 通 ひ 侍りけ るに けしき を 見て 親の まも リ ければ 五月 

長雨の 頃 遣 はしける 

ながめし てもり も わびぬ る 人め かないつ か 雲 まの あらむ とすら む 

まだ あはず 侍りけ る 女の 許に 死ぬ ベ しと い へ りければ 返事に はや 死ね か 

しとい へ りければ 又 遣 はしける 

おなじくば 君と ならびの 池に、 〕 そ 身を投 ゆつ とも 人に きかせめ 

女に つか はしける 

か i?0 ふ 

陽炎の ほのめき つれば 夕暮の ゆめ かとの みぞ 身 を たどりつる 

力 ( し 

ふし かへ 

ほの 見ても 目， れに けりと 聞く からに 臥 返り f  .> そしな まほし けれ 

消息し ばし 遣 はしける を 父母 侍りて 制し 侍りければ 逢 ひ 侍らで 源よ しの 朝臣 

あ ふみて ふかた の 案内 もえて しがな みるめな きこと ゆきて 恨みむ 

か へ し  春 澄善繩 朝臣の 女 


0 おきて わびしき 白露が 匿く 

起きて. ひしき VJ なかけ たもの 


〇 人の 心 * しらつゆの 人の 心 を 

知ら やの^ を 含めた もの。 


〇 く ゆる 煙の 立ち 出ても 忍んで 

ゐ；， ：.！：： タ：！ 思 ひみ-人に 知られても 

o、h- すまの 浦 こりない Y -、 須 

磨 の？ S ミを かけ；' もの。 


逢坂の せきとめら る、 我 なれば あ ふみて ふらむ かた も 知られす 

女の もとに 遣 はしける  よしの 朝臣 

あしび きの 山した 水の こがくれて たぎつ 心 をせ きぞ かねつる 

かへ し  讀人 しらず 

木が くれてた ぎつ 山水 いづれ か は 目に しもみ ゆる 音に こそき け 

人の 許よ リ^リて 遣 はしける  貫  之 

嬈 のなから まし かば 白つ ゆのお きて わびしき わかれせ まし や 

かへ し  讀 人 しらず 

おきて ゆく 人の 心 を しらつゆの われ こそ ま づは思 ひ 消え ぬれ 

女の 許に 男 かくしつ 、よ を や つくさむ 高 砂のと いふ こと をい ひ 造 はした 

リ ければ 

高 砂の まつと いひつ 、 年 をへ て か はらぬ 色と きかば たのまむ 

人 のむ すめの もとに 忍びつ >f 通 ひ 侍りけ る を 親 聞きつ けて いといた くい 

ひければ か ヘリて 遣 はしける  §ar  之 

風 をいた みく ゆる 煙の 立ち 出ても なほ、 〕 りす まの 浦ぞこ ひしき 

はじめて 女の 許に 遣 はしける  讀人 しら ず 

後 馔和欲 第卷第 十二 戀欲四  二八 五 


O 君が ねに 云々 君の？， お vj  くらぶ 

の 山の 郭公 の S ミ を くらべる。 

〇 いづれ あたなる 云々 うはき な 

$s は^ちら がま さつ て WS るで あら 

うか 0 


〇营 の 根に 菅の扭 の は、 ながし 

にかけ ていふ 枕^。 こ  >  では この 

枕詞 を 長い ミ いふ ® に用ゐ て ある 

o 玉の 緖 みじかし にかけ ていふ 

枕詞。 前の 語に 封して これ は 短い 

ミ いふ 茕 o 


〇 はかられて たまされ て 


後 撰 和歌 集卷第 十二 戀歌四  一一 八卞 

いはね ども 我が かぎりなき 心 をば 雪 居に とほき 人 も 知らな む 

題 しらず 

君が ねに くらぶの やまの 郭公 いづれ あだなる こ ゑ まさ ろら む 

消 崩 かよ はしける 女お ろかなる さまに 見え 侍リ けれ <H 

戀ひ てぬる 夢路に 通 ふた まし ひの なる ， かひな くう とき 君 かな 

女に つか はしける 

篝火 にあらぬ おも ひの いか なれば 淚 のか はとうき て 燃 ゆらむ 

人の もとに まかりて 朝に つか はしける 

待ち暮 す 日 は营の 根に 思 ほえて 逢 ふ 夜し もな ど 玉の 堵 ならむ 

大江 千里 まか リ通 ひける 女 を 思 ひかれが た になり て 遠き 所に まか リ にた 

りと いはせ て 久しう まからず なリ にけ リ この 女 思 ひわび てね たる 夜の 夢 

に まう できた リと 見えければ うたが ひに つか はし t. 'る 

はかな かる 夢の しるしに はかられて 現に まくる 身と やなりな む 

かくて 遣 はしたり ければ 千里 見侍リ てな ほざ リに 誠に をと  >. ひなむ 歸り 

まう で こし かど 心地の なやましくて ぁリ つるとば かりい ひ 送リて リナ 

れ ばかさね て逍 はしける 


o お ほやけ ごミ 朝廷の^ 公用 

o あ からさ まに に はかに 。急に 


〇 野^の 淺茅 女 を さしてい ふ。 

〇 まめ やか 忠^。  f  o  80 


〇55 きま ゆ 

ゆ o 

c:  f 


匹の S で 作った ま 

の^に 一 一匹の 蠶の 


〇 せま ほしみ した さに G 

〇 こ きたれて 垂れさが つて。 搔 

き 垂れて o 

G 姊 より はじめて 姊を ft 初に。 


おも ひ寐の 夢と いひても やみな ましな か/ \ 何 にあり と 知りけ む 

大和の かみ に 侍リ ける 時 かの 國の すけ 藤 原 淸秀が 女 をむ か へむ と 契リて 

お ほやけ ごとに ょリ てあから さまに 京に のぼ リたリ ける 程に このむ すめ 

眞延 法師に 迎 へられて まか リ にければ 國に歸 りて たづね てっか はしける 

忠爵 朝臣 

いつしかの 音に なき 歸 りこ f かど も 野 逡の淺 茅 は 色 づきに けり 

せう そこ 遣 はしける 女の 返事に まめ やかに しも あら じな ど いひて 侍リけ 

れば 

引き まゆの かく 一 一 籠りせ まほし みく はこき たれて なく をみ せば や 

ある 人 のむ すめ あまた ぁリ ける を姊 より はじめて い ひ侍リ けれどき かざ 

リ ければ 三に あたる 女に 遣 はしける  讀人 しらず 

閼 山の みねの 杉 むら 過 ざ ゆけ ど あ ふみ はな ほぞ はるけ かりけ る 

朝忠 朝臣 久しう 音 もせで 文お こせて 侍リ ければ 

思 ひ 出で てお とづれ しける 山彥 のこた へ にこりぬ 心なに なり 

いと 忍びて まかり ありき て 

まどろまぬ 物から うたて しかす がに 垤 にも あらぬ 心地の みする 


筏 撰 和歌 染卷第 十二 戀欤四 


七 


後 撰 和^ 集卷第 十二 戀歌四 


二  W 

一 I  ノーノ 


〇 お ほよ そ 人 世閒 一般の 人 。路 

傍の 人。 


〇 い ミ おはよ そに 云々 その やう 

によ そ. /^'しく 思 はな いでいた *- 


〇 そへ に その やうに o 

〇 せいし けれ ゆ 禁じ 止めた ので 


〇 なごり 海の 被が 風の 止ん た径 

にも また 靜ま U, やに ある こ VJO 轉 

じて 別れた 後に 心殘 りして 忘れら 

れぬ意 o 


か へ し 

うつ、 にも あらぬ 心 は ゆめ なれ や 見ても はかなき もの を 思へば 

うづ まさ わたりに 大輔 が侍リ ける に 遣 はしける  小 野道 風 朝臣 

かぎりなく 思 ひ 入る 日の もとにの み 西の 山邊 をな がめ やる かな 

女 五の みこに  忠 is 朝臣 

君が 名のた つに 咎 なき 身なりせ ばお ほよ そ 人に なして みまし や 

かへ し  女 五の みこ 

絕ぇ ぬると 見れば あ ひぬ る 白雪の いとお ほよ そに 思 はす もがな 

みく しげ 殿に はじめて 逢 ひて 遣 はしける  敦忠 朝臣 

今日 そ へ に 暮れ ざらめ や はと 思へ ども 堪へ ぬ は 人の 心なり けり 

道 風 忍びて まう できけ るに 親 聞き つけて せ いしければ 遣 はしける 

大  輔 

いと かくて やみぬ るより は稻 妻の 光の まに もき み を 見て しが 

大輔が 許に まう できたり ける に 侍ら ざリ ければ 歸 りて 又の あしたに 遣 は 

しける  朝忠 朝臣 

い たづら に 立ち か へ りに し 白波の なごりに 袖の ひる 時 もな し 


〇 みつ. A- はたしに 緩^の 綠で三 

津 VJ かけ、 併せて 見た ミぃ ふこ */J 

もな くの 惠 * 含めた もの。 

o よの 短くて 夜が 短い.、」、 蘆の 

が 短い ミを通 はせ た もの o 


〇 こ 


. み を も 水 膝 も VJ 身 を 

たもの o 


〇 いひ 3 づる 

ら水を 引く ために 作った もの。 か 

け ひ。 併せて 云 ひ 出す さかけ たも 

の o 


かへ し  大 

なにに か は 袖の ぬるら む 白波の なごり あり ゆ も 見えぬ こ ， ろ を 

ちか ごと 

好古 朝 E に： 史 にあ はじと 誓言 をして 又の あしたに つか はしける 蔵 

誓 ひても なほ 思 ふに はまけ にけ り 誰が ため をし き 命なら ねば 


內 侍 


忍びて まか リ けれど あは ざリ ければ 


道 


なに は め 


風 


難波ケ にみ つと はなしに 蘆の ねの よの 短くて 明くる わびし さ 

物い はむ とて まかりたり けれど さきだちて むね もちが 侍りければ はや 歸. 

リ ねと い ひ 出し 侍りければ 

か へ るべ きかた もお ほえすな みだ 川 いづれ かわた る 淺瀨な るら む 

かへ し  大輔 

淚川 いかなる 瀨 より 歸 りけ む f  〕  > なるみ を も あやし かりし を 

大輔が もとに 遣 はしける  敦忠 朝臣 

池 水の いひ 出づる 事の かたければ みごもりながら 年ぞへ にけ る 


後馔 和歌 


戀歌四 


二八 九 


後 撰 和歌 集卷第 十三 戀歌五 

後 撰 和歌 集 卷第士 一一 

戀歌五 


二 九 C 


〇な りに しが なりたい ものた。 


〇 おゆろ けの なみ./, \- の 。普通 

の o 

〇 伊勢の 海の 作者の 名 を 詠み 込 

ん たもの。 

〇 みるめ 海松 ミ 見る目 VJ を かけ 

たもの o 


o 鳥の 音 嘵を告 ゆる 鷄の 音。 


題 しらず  業 平 朝臣 

伊勢の 海に 遊ぶ 蟹 ともなり にしが 波 かき 分けてみ るめ 潛 かむ 

かへ し  伊勢 

お ほろ けの 蟹 や は潛く 伊勢の 海の 波た かき 浦に おふるみ るめ は 

つれな く 見え 侍リ ける 人に  讀人 しらず 

つらし とや いひ はてて まし 白露の 人に 心 はお かじと おも ふ を 

題 しらず 

ながら へ ば 人の 心 もみる ベ きに 露の いのち ぞ かなし かりけ る 

小町が 姊 

ひとりぬ る 時 は 待た る ， 鳥の 音 もまれに あ ふ 夜 はわび しかりけ り 

女の 恨みお こせて 侍りければ 遣 はしける  深 養 父 

空蟬 のむな しきから になる まで も 忘れむ と 思 ふ 我なら なくに 


〇 あたなる 男 うはき な 男 o 


〇 明 くれ， 5」 あけぬ 夜が 明けても 

VJ ざしな あけぬ o 


O つら さぞ ^"る 其 許の つれな 

が 一 段- 、J わかる 0 


〇 しづ はたに 亂れ にかけ ていふ 

枕^ 


あだなる 男 を あ ひしり て 心 ざし はありと 見えな が ら猶疑 は し く覺ぇ け れ 

f 遣 はしける  5 頭 人 しらず 

いつまでの はかなき 人の 言の葉 か 心の あきの かぜ を 待 つらむ 

題 しらず 

うた ゝ ねの 夢ば かりなる あ ふ 事 を 秋の 夜す がら 思 ひつる かな 

女の 許に まかりた リけ る 夜 門 を さして あけ ざリ ければ まか リ歸リ て 朝に 

遣 はしける  ^輔 朝臣 

秋の 夜の 草のと ざしの 侘しき は 明 くれ ど あけぬ ものに ぞ ありけ る 

かへ し  讀人 しらず 

いふから につら さぞ 增る 秋の 夜の 草のと ざしに さはる ベ しゃ は 

桂の みこに すみ 初めけ る あ ひだに 彼のみ こ あ ひ 思 はぬけし きな リ ければ 

さだかず の み こ 

人 しれす 物 思 ふころ の 我が 袖 は あきの 草葉に おとら ざり けり 

忍びた る 人に つか はしける  贈 太 政 大臣 

しづ はたに 思 ひ亂れ て 秋の 夜の 明くる も 知 らす 歎き つるかな 

消息 かよ はしけれ ども まだ あは ざり ける 男 を これ かれ あ ひに けリと い ひ 

後 撰 和歌 集卷第 十一 一一 戀歌五  二 九 一 


後 撰 和 跃集卷 第 十一 11 戀歌五  二 九 二 

〇 あらが は， さ 爭 はない。  騷ぐを あらが は ざな りと 恨みければ  讀人 しらず 

はちす a 

蓮 薬のう へ は つ れ なき 裏に こそ 物 あらが ひ はっくと い ふなれ 

男の つら-つな リ ゆく 頃 雨の 降リ ければ 遣 はしける 

.  降り やめば 跡 だに 見えぬ 泡沫の 消えて はかなき 世 をた のむ かな 

女の 許に まか リ てえ あはで 歸り てつ か はしける 

c 逢坂に きて 逢 ひに 夾- て。  あはでの みあ またの 夜 をも歸 るかな 人め のし ゆき 逢坂に きて 

女に 物い ふ 男 二人 ありけ リ ひと リに 返事す と 聞きて 今 一 人が 遣 はしける 

靡く 方 ありけ る もの をな よ 竹の よに へ ぬ ものと 思 ひける かな 

女の 心 かはリ ぬべ きを 聞きて つか はしける 

〇 人 笑へ 人 笑 はれ ひ 人に 笑 はれ ねに なけば 人 笑へ なり 呉^:: のよ にへ ぬ を だに^ ちぬと 思 はむ 

る o 

文 遣 はしける 女の 親の^ 勢 へ まかりければ 共に まかりけ る に 遣 はしける 

伊勢の 蟹と 君し なりな ば 同じく ば戀 しき ほどに みるめ からせよ 

c 鬼の かた 鬼の 蹌。  一條が もとにい となむ 戀 しきと いひに やりたり ければ 鬼の かた を かきて 

やる とて  一  條 

戀 しくば かゆ を だに 見て 慰めよ 我がう ちとけ てし のぶ 顏 なり 

かへ し  伊勢 


〇 近から ねけ の 云々 けう さしの 

鷺 o おそろしい o う ミ ましい o 


〇 なつき そめに し 馴れ 親しみ _ 

めた o 心 をよ せ そめた o 

O つ. /.- めて 翌 早く。 


〇 あかつき おき 曉 置きに 嗞起、 

* かけた もの <* 


〇 夜 がれ 夜 S 通 ひが 親え る。 

〇 心に も あらで 本心からで はな 

eg のまて がた 語義に は諸說 が 

あるが 詳か でない。 意ば 暇な み を 

5 ふための 序に W ゐ たもの。 


^撰 和^ 第卷第 十 ni 戀欲五 


影 みれば いと V 心ぞ まど はる  > 近から ぬけのうと きなりけ り 

人の むすめ に 忍び て^ひ 侍リ ける につ らげに 見え 侍りければ 消息 ぁリけ 

る 返事に  讀人 しらず 

人锦 のうき を も 知らす ありかせ し 昔ながら の 我が身と もがな 

見なれ たる 女に 物い はむ とて まかりた リ けれど 聲 はしながら 隱れ ければ 

遣 はしける 

郭公な つきそめ にし かひ もな く聲 をよ そに も 聞き わたる かな 

人の 許に はじめて まか リて つとめて 遣 はしける 

常よりも おきう かりけ る曉は | 路さ へ か、 る ものに、 ぞ 有りけ る 

忍びて までき ける 人の 霜の いたく ふリ ける 夜罷ら で つとめて 遣 はしける 

置く 霜の あかつきお きをお も はすば 君が 夜 殿に 夜 がれせ まし や 

かへ し  . 

霜お かぬ 春より 後の ながめに もい つか は 君が よがれせ ざり， P 

心に も あ、 りで 久しく 訪 はざリ ける 人の 許に 遣 はしける  源 英明 朝臣 

伊勢の 海の 蟹の まてが た 暇な み 長ら へ にけ る 身 を ぞうら むる 

えがたう 侍りけ る 女の 家の 前よ リ まかりけ る を 見て いづこへ いく ぞとレ 

二 九 三 


後 撰 和歌 集卷第 十三 戀歌五 


九 四 


〇 あ ふ 事の かた 野へ 逢 ふ 事が 雑 

いさ、 方の^ W を かけた もの。 


〇 いはね なけれ は 云 はね 人 はな 

いから。 誰でも 皆い ふから" 


〇 滑え でありつ る 死なな， 


〇 露の や^り 露の"/」 まる 所 。少 

しの や "一一 り =• 


ひ 出して 侍リ ければ  藤 原爲せ 

あ ふ 事 を かた 野へ とて ぞ我は ゆく 身 を 同じ 名に 思 ひなし つ > 

題 しらず  讀入 しらず 

君が あたり 雪 居に 見つ 、 ^路 山う ち 越え ゆかむ 道 もしら なく 

男の 返事に つか はしける  佼  子 

思 ふて ふ 言の葉い かにな つかしな 後う きものと おも はす もがな 

gc らず  兼 茂 朝臣 女 

甲 し ふて ふ ， j と， J そうけれ 吳 竹の よに ふる 人の いはぬな け わば 

讀人 しらず 

思 はむ とわれ をた のめし 首の 葉 はわ すれ 草と ぞ兮 はなる らし 

男の 病に ゎづら ひて 罷らで 久しく ぁリ て逍 はしける 

今まで も 消えで ありつる 露の 身 はおくべ き 宿の あれば なりけ り 

か へ し 

言の葉 もみな 霜枯れに なり ゆけば 露の やどり も あら じと ぞ思ふ 

恨みお こせて 侍りけ る 人の 返事に 

きれな むと いひし ことに，^ あらな くに 今 はかき りと 物お も ふか は 


〇さ  >  ら被 


«0 


〇 なにて ふかひ か 有るべき 何の 

貝 もない 何の e. 斐 もない。 


C 忘れね 忘れて 下さい 


〇 かぜに 心 をた ぐへ つ、 心 を 風 


題 しらず 

現に はふせ ど 寐られ すお きか へ り咋 日の 夢 をい つかわ すれむ 

女に つか はしける 

さ ， ら波 まなく 立つ める 浦 を f  .1 そよ に淺 しと も 見つ 、 わすれめ 

西四條 の齋宮 まだみ こ にもの L 給 ひし 時 心 ざし ありて 思 ふ 事 はべ リ ける 

閒に 齋宫に 定ま リ給 ひに ければ その あくる あした に 榊の 抆 につけて さし 

おかせ 侍リ ける  敦忠 朝臣 

伊勢の 海の 千尋の 濱に拾 ふと も 今 はなに て ふかひ か あるべき 

朝賴 朝臣の 年頃せ うそ こ 通 はし 侍リ ける 女の 許よ リ用 なし 今 は 思 ひ 忘れ 

ねとば かリ. S- して 久しうな リ にければ こと 女に いひつ きて 消息 もせず な 

リ にければ  本院の くら 

忘れね と 言 ひしに 叶 ふ 君な れど訪 はぬ はつらき ものに ぞ ありけ る 

题 しらず  讀人 しらず 

春霞 はかなく 立ちて わかる とも 風より ほかにた れか訪 ふべき 

力へ し  伊勢 

目に 見えぬ かぜに 心 をた ぐへ つ 、やらば 霞の わかれ こそせ め 

後 撰 和歌 集卷第 十三 戀 歌お  二 九 五 


〇 いな-、」 もせ vj も KHVJ も諾 

い や V」 もお ラ ,z も 0 


後 撰 和歌 築卷第 十三 戀歌五  二 九 六 

土 佐が 許より せう そこ 侍りけ る 返事に つか はしける  貞元 親王 

深綠 そめけ む 松の えに しあら ばう すき 袖に もな みは よせてむ 

かへ し  土  佐 

松 山の すゑこす 波の えに しあら ば 君の 袖に は あと もとまら じ 

女の もとよ リ定 めな き 心ぁリ など .5- したりければ  贈 太 政 大臣 

深く 思 ひそめ つ と いひし 言の葉 は い つ か 秋風 ふ きて ちりぬ る 

男の 心 か はるけ しき ありければ た ぐな リ ける 時 この 男の 心-ざせ りけ る 扇 

にかき つけて 侍りけ る  讀人 しらず 

人 をのみ うらむ るより は 心から これ 忌ま ざり し 罪と おも はむ 

忍びた る 女の 許 に 消息 つか はしたり ければ 

あしび きの 山 下し ゆくゆく 水の ながれて かくしと はば 賴まむ 

男の 忘れ 侍リ にければ  伊  勢 

わび はつる 時 さ へ ものの かなしき は いづこ をし のぶ 心な るら む 

親の まも リ ける 女 を いなと もせと も 言 ひ はなてと 申しければ 

いなせと もい ひ 放た れす@ きもの は 身 を 心と もせぬ 世な りけ り 

男の いかに ぞ えまう で こぬ ことと いひて 侍りければ  讀人 しらず 


cwi ひやら なむ 思 ひやって いた 

ねき た い o 


〇sg の WJ- をる 駒が つま づ 


C あさり 漁^の する わざ 


<x マ i,z 人の 言葉。 

〇 雄 波なる S のうら 葉の K の s> 

の^ o 

C 今 K りて すぐに 歸 つて 來る 0 

〇人 はかる 人 をた ます o 

〇淸 き なぎさ 伊勢の 海の 渚 をい 

ふ o 


來すゃ あらむ 來 やせむ とのみ 河岸の まつの 心 を 思 ひやら なむ 

とまれと 思 ふ 男の 出で てま かりければ 

しひて ゆく 駒の 足 をる はし を だに など 我が-;. 伯に 渡さ ざり けむ 

お とづ 

ものい ひ侍リ ける 人の 久しう 訪れ ざリ ける からう じて まう で 來たリ ける 

にな どか 久しう とい へ りければ 

年 を へ て 生ける かひな き 我が身 をば 何 か は 人に ありと しられむ 

いと 忍びて までき たりけ る 男 をせ いしけ る 人 ありけ リ罵リ ければ リま 

かりて^ j はしける 

あさりす る時ぞ 侘しき 人知れ すなに はの 浦に すま ふ 我が身 は 

公賴 朝臣 今 まかりけ る 女の 許に のみ まかりければ  寛湛 法師 母 

ながめつ ゝ 人 待つ よ ひの 呼子 鳥 いづ 方へ とか 行き か へ るら む 

忍びた る 人 に  讀人 しらず 

人 ごとの たのみが たさ は 難 波なる 蘆の うら 葉の うらみつ べしな 

忍びて 通 ひ 侍りけ る 人 今歸リ てな どた のめ 置きて お ほやけ の 使に 伊勢の 

國に まか リて 歸リ まう できて 後久し うと はず 侍リ ければ  少將內 侍 

人 はかる 心の くま はきたなくて 淸き なぎさ をい かで 過ぎけ む 

後 撰 和歌 集 卷第十 n 一  戀歌五  二 九 七 


c なまう で こそ 來 るな 


〇 した ゆ ふ ひもの 云々 心 も VJ け 

す 下紐ん 解かない ので。 


C けお かき @ 近く 鳴く^ 親し 


〇 なら はねさ ミ 住み なれぬ 里 

知らぬ 土地 0 


後 撰 和歌 集卷第 十三 戀歌五  二 九 八 

かへ し  兼輔 朝臣 

たがために われが 命 をな が はまの 浦に 宿り をし つ ， か はこし 

女の 許に つか はしける  讀 人し ら ず 

せき も あ へ す 淵に ぞ迷 ふ淚川 わたるて ふ瀨を 知る よし もがな 

かへ し  . 

淵な が ら人 かよ はさ じな みだが は 渡 らば あさき 瀨も ， 1 そ は みれ 

常に まう できて 物な どい ふ 人の 今 はな まう で こそ 人もう たてい ふな リと 

いひ 出して 侍りければ 

きて か へ る 名 をの みぞた つから 衣した ゆ ふ ひもの 心と けねば 

左大臣 河原に いで あ ひて 侍リ ければ  內侍： 牛 子 

たえぬ ともなに 思 ひけむ 淚川 ながれ あ ふ瀨も ありけ る もの を 

大輔 にっか はしける  左 火 E 

いま はは やみや ま を 出で て 郭公け ぢか き聲を われに きかせよ 

か へ し 

人 はい さみ やまが くれの 郭公なら はぬ さと は 住みう かるべ し 

左大臣に 遣 はしける  中  務 


〇 有りした に 以 的で さへ も o 


C 雨 も 人 n も 云々 雨 も ら さや 

入に も 見られない であって ほしい 


0 ふす ぺ ねたむ 。焙氣 す- 

Too 


〇 おも ひに あへ や 思 ひ VJ いふ 火 

に焙 にれ て ffi れぉ ほせ や。 

〇 今 かわきな む すなに 乾る だら 


有りし だに 憂 かりし 物 を あはす とて 何處に そふる つら さな るら む 

右近に つか はしける  左 大 

思 ひわび 君が つらき に 立ちよ らば 雨 も 人目 ももら さ ざら なむ 

高 明 朝臣に 笛 をお くると て  讀 人し 

笛 竹の もとの 古ね は變 ると も 己が よ、 に はなら す も あらな む 

こと 女に 物い ふと， 5! きても とのめの 內 侍の ふす べ侍リ ければ  好古 朝臣 

め も 見えす 淚の あめのし ぐるれば 身の 濡衣は ひるよ しもな し 


臣 


ず 


にくから ぬ 人の きせけ む濡衣 はお も ひに あへ す 今 かわきな む 

題 しらず 

お ほかた は瀨 とだに かけじ 天の川 ふかき 心 を ふちと たのまむ 

か へ し 

淵 とてもた のみや はする 天の川と しに ひとたび 渡る て ふ瀨を 

みく しげ 殿の 別當 につ か はしける 

身の ならむ こと を も 知らす 漕ぐ 船 は 波の 心 もつ  > まざりけ り 

事いで きて 後に 京 秘 御 息 所に つか はしける 

筏^ 和歌 集卷第 十三 戀歌五  二 九九 


中 將內侍 


小 野道 風 


A  \ し 

s-n  ノ 


ず 


淸蔭 朝臣 


元 真 親王 


後 撰 和 敬 集卷第 十三 戀欺五 

か へ し 


三 〇 二 


〇 おも ひの 程 S ひの 程度。 


〇 そら 物語 いつはり の 物語。 

〇 門より わ-たる 門前み 一通る o 


〇來 る ミ兒 えし は 絲 の^で 絵る 

のな. を 含ませた もの o 


O も V」 こし 駒 以前に 乘 つて 來た 


露ば かりぬ るら む 袖の かわかぬ は 君が おも ひの 程 やすくな き 

女の 許に まかりた るに 立ちながら か へし たれば 道より つか はしける 

常よりも まど ふ/ \ 、ぞ歸 りつる あ ふみち もな き 宿に 行きつ 、 

雨に もさ はらず までき て そら 物語な どし ける 男の 門より わたると て 雨の 

いたく 降れば なむ まかり 過ぎぬ ると い ひければ 

濡れつ、 も來 ると 見えし は 夏 引の 手引に たえぬ 絲 にゃあり けむ 

人に 忘られて 侍りけ る 時 

數 ならぬ 身 は 浮 草と 成りな なむ つれな き 人に よるべ 知られ じ 

思 ひ 忘れに ける 人の 許に まか りて 

ゆ ふやみ は 道 もみえ ね ど故鄉 はもと、 〕 し 駒に まかせて ぞくる 

か へ し 

駒に こそ まかせたり けれ あやなく も 心の くると 思 ひける かな 

朝 綱 朝臣の 女に 文な ど 遣 はしける を こと 女に いひつ きて 久しうな りて 秋 

とぶら ひて 侍りければ 

いづかた に 首 傳 やりて 鳩が ねの あ ふこと まれに <fr はな るら む 


〇 あり VJ たに 無^で ある さいふ 


O もる 人 守る 人 vj 混る 人 ミ な 


〇 久米路 にわた す岩梳 役 小 角が 

大和の |« 城 山から 令： * 山に かけた 

いふ。 なか を 云 ふための 序 o 


〇 くる 人 もな き かづら の錄 から 

JK るの 窓な 含めて 見る o 


〇 立ね 

けて o 


ち 出て VJ りたて て、 W り わ 


男の かれはて ぬに こと 男 を あ ひしり て 侍りけ るに もとの 男の 朿 へ まかり 

ける を^き て 造 はしける 

ありと だに 聞く ベ きもの を 逢坂の 關の あなた ぞ はるけ かりけ る 

か へ し 


關 守の あらたま るて ふ 逢坂の ゆ ふつけ どり はなき つ ， ぞ ゆく 

又 女の つか はしける 

行き か へ りきても きかな む 逢坂の 關 にか はれる 人 も あり やと 

か へ し 

もる 人の ありと は 聞け ど あ ふ 坂の せき もと V めぬ わがな みだ かな 

かれに ける 男の 思 ひ 出で てまで きて 物な ど いひて おリて 

葛 城 や 久米路 にわた す 岩 橋の なかく にても か へ りぬ るかな 

か へ し 

中た えてく る 人 もな き かづら きのく め ぢの橋 は 今 も あや ふし 

白き きぬ ども 著た る 女 どもの あまた 月 あかき に 侍りけ る を 見て あした に 

一 人が もとにつ か はしける  藤 原 有 好 

白雲の みな ひとむらに 見えし かど 立ち 出て 君 を 思 ひそめて き 

筏 撰 和歌 集 卷第十 1 一 一 戀歌五  三 〇 三 


後 撰 和 敬 鬼 ー卷第 十一 一一 戀歌五  三 〇 四 

女の 許に 遣 はしける  讀人 しらず 

よ. V- 

外 なれ ど 心ば かり はかけ たる をな どかお も ひに 乾か ざるら む 

題 しらず 

我が 戀の消 ゆるま もな く 苦しき は 逢 はぬ 嘆き や もえ 渡 るら む 

か へ し 

滑え すの み 燃 ゆる 思 ひ は 遠 けれど 身 も 焦れぬ る ものに ぞ 有りけ る 

又 をと こ 

か やりび 

上に のみお ろかに 燃 ゆる 蚊 遣 火の よに も そこに は 思 ひ 焦れ じ 

又 か へし 

か はとの み 渡る をみ るに なぐさまで 苦しき， 】 と ぞい ゃ增 りけ る 

又 をと こ 

水增る 心地の みして わがた めに 嬉しき 瀨 をば 見せ じと やする 


C よ にあり て ふみづ の もり み 

づの もり は 水 守 3 田 をつ くる 人が 

垛 ^を わたして 淀川の 水み-受け、 - 

その 加減 を 見る もの を 云 ふ。 

〇 ながめ もる に 封して 長雨-/ J 云 

ひ、 炊の 窓な 逋は せた もの。 


o ラ きょ «< き 筏。 


後 撰 和歌 集 卷第 十四 

戀歌六 

人の もとにつ か はしける  讀人 しらず 

逢 ふ 事 をよ どに ありて ふみ づの もりつ らしと 君 をえ つる 頃 かな 

か へ し 


み づの森 もる このごろの ながめに は うらみ も あへ す 淀の 川 波 

み つからまで きて 夜もすがら 物 いひ 侍りけ る に 程 もな く あけ 侍リ け. ^ ば 

まか リか へりて 

うきよと は 思 ふ ものから 天のと の 明くる はつらき ものに ぞ ありけ る 

女の 許に 遣 はしける 

恨む れど戀 ふれ ど 君が よと 共に しらす 顔に てつれ な かるらむ 

か へ し 

恨む とも 戀ふ ともい か  > 雪 居より 遙 けき 人 を そらに 知るべき 

い ひわ づら ひて 止み にけ る 人に 久しう あ リて又 遣 はしける 

後 撰 和^ 集卷第 十四 戀歌六  三 〇 五 


o しづ 機に Si るに かけて いふ 枕 

BSO こ、 では 枕お そのもの で^れ 

るの 意 を あら はす。 


後 撰 和歌 集卷第 十四 戀歌六  三 〇 六 

しづ 機に \ つる ほどな り白絲 のた えぬ る 身と は 思 は ざら なむ 


〇 すき 事 籽色 のし， 


<)>た，>  なりけ る 折 jf* 一はなかった 

時 o  ^い S 係の なかった 時 0 


か へ し 

へ つるより うすくな りに し 隙 微 の 絲は絕 えで も かひ やなから む 

男のまで きて すき 事 をのみ しければ 人 や いかど 見 るら むと て 

t  »* かづら 

來る こと は 常なら すと も玉蔓 たのみ は絕ぇ じと おも ほ ゆる かな 


て はか ひなかり けり 


玉蔓 たのめく る 日の 數は あれ どた え 

男の 久しう 音 づ れざリ ければ 

いにしへ の 心 はなく や 成りに けむ 賴め しことの たえて 年 ふる 

か へ し 

いにし へ も 今 も 心の なければ ぞうき を もしら で 年 をのみ ふる 

男の たぐな りけ る 折に は 常にまで きけ るが 物 いひて 後 は 門より わたりけ 

れ どまで 來ざ りければ 

絕 えたり し 昔 だに 見し うきはし を 今 はわた ると 音に のみ 聞く 

い ひわび て 二 年ば かり も 音 もせず なりに ける 男の 五月ば かリ にまでき て 

年頃 久しう ぁリ つるな どい ひて まかりに ける に 


〇€ しふる さ VJ 年 を 經た古 wo 


o ありくて その ま.' にあって 

o おはがさ 柄で さし かざす やう 

にした 大きな 笠。 


〇 いひ. S. づら ひて 云 ひ 出し かね 


忘られて とし ふるさとの 郭公な にに ひと 聲 なきて 行 くらむ 

題 しらず 

とふ やとて 杉な き 宿に 來 にたれ ど戀 しき こと ぞ しるべ なりけ る 

もの いひ わびて 女の もとに いひ やりけ る 

露の命い つと も 知らぬ 世の中に など かつらし と 思 ひお かる ， 

女の ほか に侍リ ける を そこにと 敎 ふる 人 も 侍ら ざリ ければ 心づ からと ぶ 

ら ひ寺リ ける 返事に 遣 はしける 

狩人の 尋 ぬる 鹿 はいな み 野に あはでの みこ そ あらま ほし けれ 

忍びた る 女の 許より など か 音 もせぬ と 申したり ければ  右大臣 

小山 田の 水なら なくに かくば かり 流れ そめて はたえむ もの か は 

男の まう で こで あり ，/\ 'て 雨の ふる 夜お ほが さ を こ ひに 遣 はしたり けれ 

ば  伊衡朝 E の 女い まき 

月に だに 待つ ほど 多く 過ぎ ぬれば 雨 もよ にこ じと 思 ほ ゆる かな 

はじめて 入に 遣 はしける  讀人 しらず 

思 ひつ  > ま だい ひそめぬ わが 戀を おなじ 心に しらせて しがな 

い ひわ づら ひて やみに ける を 又 思 ひ 出で てと ぶら ひ 侍りければ 定めな き 

後 撰 和^ 集卷第 十四 戀耿六  三 〇 七 


後 撰 和歌^ 卷第 十四 戀馱六 


三 OA 


〇 飛 A 川の 心 古今 奥卷 十八の 

「世 3 中 はなに か 常なる」 の 欲 を 

さした も G であらう o 


〇 よそに ぞ 閔 きし よそ 事に 聞い 

た o 今まで. B 分に は閼係 のない 事 

VJ して 閔 いて &た o 

〇 かご ミ はかりの 富 譯 たけの。 

ゎづか £4 かりの o 


o 君な おも ひの 中に 云々 君 を 思 

ふ 思 ひ VJ いふ 火の 中に II えて ゐる 

£ は。 

〇 あ ふ はかりなくて 逢 ふ ミ いふ 

程の こ VJ もなくて。 


〇 身に はなる さも 身に は 馴れて 

も o 

〇 こミ かたら はむ 誌 をしょう。 


心 かなと い ひて 飛鳥 川の 心 をい ひっか はし 侍りければ 

飛鳥 川 こ ， ろのう ちに 流 るれば 底の しがら みいつ かよ どまむ 

思 ひかけ たる 女の 許に  朝賴 朝臣 

富 十： のね をよ そに ぞ聞 きしい ま はわが 思 ひに も ゆる 煙な りけ り 

かへ し  .  讀人 しらず 

驗 なき お も ひと ぞ きく 富士 の 嶺も かごとば か りの 煙な る らむ 

いひ か はしける 男の 親い といたう せいすと 聞きて 女の いひつ か はしける 

いひ さしてと V めら るなる 池 水の 波 いづかた に 思 ひよ るら む 

同じ 所に 侍りけ る 人の 思 ふ 心 侍り けれど いはで 忍びけ る を いかなる 折に 

かぁリ けむ あたりに 書きて 珞 せりけ る  - 

知られ じな 我が ひとしれぬ 心 もて 君 をお も ひの 中に も ゆと は 

心 ざし をば あはれ と 思 へ ど 人め になむ つ  >- むと いひて 侍りければ 

あ ふば かりなくて のみ ふるわが 戀を 人め にかくる ことの 侘し さ 

題 しらず 

夏衣 身に はなる とも わが ためにう すき 心 はかけ す も あらな む 

いかにして ことかたら はむ 郭公な ゆきの 下にな けば かひな し 


〇 おのれ 尝 ほに 人な なしつ * 

分が 人 を 遠ざけ 隔てて ES いて 


思 ひつ  >  經に ける 年 をし るべ にて なれぬ る もの は 心なり けり 

文な どっか はしける 女の こと 男に つき 侍リ ける に 遣 はしける  源 

我なら ぬ 人す みの 江の 岸に 出て 難 波の かた を うらみつ るかな 

0 がかれ がた になり 侍りに ければ と ぐめ 置きた る 笛 を つか はすと て 

讀 人 . 

濁り 行く 水に は 影の 見えば こそ あしまよ ふえ を.： M めても 見め 

菅 原のお ほ いまう ち 君の 家に 侍りけ る 女に 通 ひ 侍りけ る 男 中た えて 乂と 

ひて 侍リ ければ 

すが はら や 伏 見の 里の あれし より 通 ひし 人の あと も絕 えに き 

女の 男 を 厭 ひて さすがに いか ビ おぼえけ む 言 へ りけ る 

ちはやぶる 神に も あらぬ 我がな かの 雲居 遙か になり も ゆく かな 

か へ し 

ちはやぶる 神に も 何 かたと ふらむ おのれ 雪 居に 人 をな しつ ， 

女 一二の みこに  敦 慶 

うき しづみ 淵 瀨に騷 ぐ.^ 鳥 は そこ もの どかに 有ら じと ぞ思ふ 

甲斐に 人の 物い ふと 聞きて  藤 原 

筏 撰 和 欲 奧卷第 十四 戀缺六  三 〇 九 


〇 さして こ さして 來ょ 


〇 もる め 守る 目 VJ 漏る 目 VJ を 

けた もの o 


〇 君が 名 を をし み 君の 名が 惜し 

いので o 


〇 み.' なし やま か 耳 梨 山 o 大和 

三 山の io 山 名 を 耳がない ミ かけ 

たもの o 


後 撰 和 欹集卷 第 十四 戀歌六  三 一 〇 

松 山に なみた かき 音ぞ きこ ゆなる 我より こ ゆる 人 は あら じ を 

男の 許に 雨 ふる 夜 かさ を ゃリて 呼び けれど 來ざ りければ  讀人 しらず 

さして こと 思 ひし もの を 三 笠 山 かひな く 雨の もりに ける かな 

か へ し 

もる めの み數 多み ゆれば 三 笠 山し るく いか  >  さして 行くべき 

女の 許より いと いたくな 思 ひわび そと 鎮めお こせて 侍リ ければ 

なぐさむ る 言の葉に だに かからす はい まも 消ぬ ベ き 露の命 を 

元慶 親王の みそかに すみ 侍りけ る 頃今來 むと たのめて 來ず なりに ければ 

兵  衞 

人知れ すまつ に ねられぬ 有 明の 月に さへ こそ あざむかれ けれ 

忍びて 住み 侍りけ る 人の 許よりか かるけ しき 人に 見すな と い へ りければ 

元  方 

龍 田 川た ちな ば 君が 名 を をし みい はせ の 森の いは じと ぞ思ふ 

宇多院に 侍りけ る 人に 消息 遣 はしける 返事 も 侍ら ざり ければ  讀人 しらず 

うだの 野 はみ  > なし やま か 呼子 鳥よ ぶ聲 にさ へこた へ ざるら む 

か へ し  宇多院の 女 五の みこ 


OS へ は らむ 外に &る のた 

らう か 0 


〇こ りミ もこり ね み 山 木の VJ い 

ふ を 受けて 伐る ミ 親け、 併せて 此 

の 上な くこり た w いふ S を 含めた 


み  > なしの 山なら すと も 呼子 鳥な にか はき かむ 時なら ぬ耆を 

つれな く 侍りけ る 入に  忠 

戀 ひわび て 死ぬ て ふ 事 はま だな きに 世の 例に もな りぬ ベ きかな 


岑 


しらず 


立ちよ リけ るに 女 にげて 入リ ければ つか はしける  讀 

影 みれば おく へ 入りけ る 君に よりな どか 淚 のと へ は 出 づらむ 

逢 ひに ける 女の 又 あは ざリ ければ 

知ら ざり し 時 だに こえし あ ふ 坂 をな ど 今 さらに 我 まど ふらむ 

女の 許に まかり そめて あしたに  藤 原 蔭 基 

あかす して 枕のう へに わかれに し 夢路 を 又も たづね てし がな 

男のと はずな りに ければ  讃人 しらず 

音 もせすな り も 行く かな 鈴 鹿 山 こ ゆて ふ 名のみ たかく 立てつ ， 

か へ し 

越えぬ て ふ 名 をな 恨み そ 鈴 鹿 山い と  > ま 近くなら むと 思 ふ を 

女に 物い はむ とて 來 たり けれど こと 人に 物い ひければ 歸 りて 

我が 爲 にかつ はつらし とみ 山 木の こりと もこり ぬか かる 戀 せじ 

か へ し 


後 撰 和^ 壤卷第 十四 戀缺六 


三 


後 撰和缺 

〇 あふ^ 逢 ふ 期。^ ふ 時。 


C3^ しきょり は 遠く 隔てて ゐて 

g】 しく 思 ふよりも o 


〇 心づ くしに Is へに o 心配】 

併せて 筑 紫に 云 ひかけ たもの n 


〇 こ ゆる ぎの 越える VJ いふに 礎 

の 名 を かけた もの <* 

〇 忘 草な に を か 種-、」 云々 お 今 集 

卷十 五、 素性 法師の 歇で、 下の句 

は、 「つれな き 人の 心なり けり」 VJ 


戀歌六  三 一二 

あ ふごな き 身と はしる W 戀す とて 嘆き f  〕 りつむ 人 はよ きか は 

人に つか はしける  戒仙 法師 

朝 ごとに 露 はおけ ども 人 こふる わが 言の葉 はいろ も か はらす 

來て 物い ひける 人のお ほかた むつまじ かり けれど 近う はえ あはず して 

讀人 しらず 

ま 近くて つらき を^る はう けれども 薆きは 物 かは戀 しきょり は 

女の 許に つか はしける  藤 原 さねた^ 

筑 紫なる おも ひそめが は 渡りな ば 水 やま さらむ 淀む ときな く 

かへ し  讀人 しらず 

わたりて は あだにな るて ふ染 川の 心 づ くしに 成り もこ そ すれ 

男の もとより 花盛りに 來 むと いひて 來ざ りければ 

花 ざ かり 過し し 人 はつら けれど 言の葉 を さ へ かくしゃ はせ む 

をと この 久しう と は ざり ければ  右  近 

とふ 事 を まつに 月日 はこ ゆるぎの 磯に や 出で て 今 は うらみむ 

あ ひしり て 侍りけ る 人の 許に 久しう まから ざり ければ 忘 草な に を か 稀と 

思 ひし はとい ふこと をい ひ 遣 はしければ  讀人 しらず 


〇 名 * も ゆ * しみ 名た けで 

*• さに 0 


C われに いくら も 私に？ S する «| 

いくら もない たらう v」ras ひま 


〇 さしてし 門 閉 した 門 o 


忘 草 名 を も ゆ ， しみ かりにても 生 ふて ふ 宿 は 行きて だに 見 じ 

か へ し 

憂き ことのし ゆき やどに は 忘草械 ゑて だに 見し あき ぞ 侘しき 

女と もろともに 侍リて  - 

數 しらぬ おも ひ は 君に ある もの をお きど， 〕 ろな き 心地 こそす わ 

かへ し 

おき 所な き 思 ひとし 聞き つれば われに いくら も あら じと ぞ思ふ 

元 長 親王に 夏の さう ぞくして おくる とて 添へ たりけ る  南院 式部 卿の み この 女 

わがた ちてきる こそう けれ 夏衣お ほかた とのみ^ べき^ さ を 

久しう と は ざり ける 人の 思 ひ 出で て 今. W ま で こむ 門 さ さで あ ひまて と 屮 

してまで 來ざリ ければ  誠 人 しらず 

八重 難 さしてし 門 をい まさらに 何に くやしく あけて 待ちけ む 

人 を い ひわ づら ひて こと 人に あ ひ 侍りて 後い か^あ リ けむ はじめ の 人に 

思 ひか へ リて 程へ にければ 文 はやらず して 扇に 高 砂の かた 書きた る に つ 

けて 遺 はしける  源庶明 朝臣 

さ を 鹿の つまな きこ ひ を 高 砂の をの へ の 小 松き きも いれな む 

後 撰 和歌 集卷第 十四 戀歌六  三 一 三 


r- せき も あへ や せき ミ めお はせ 


〇 逢 ふよ 逢 ふ 時。 よは 男女の な 

から ひ をい ふ o 


後 撰 和歌 集卷第 十四 戀歌六  三 一 四 

かへ し  讀人 しらず 

さ を 鹿の 聲高 砂に きこえ し は 妻な きとき の 音に こそ あり けれ 

思 ふ 人に え あ ひ 侍らで 忘られに ければ 

せき も あ へ す淚の 川の 瀨を 早み かからむ ものと 思 ひや はせ し 

題 しらず 

瀬 を 早み たえす 流る ， 水よりも たえせ ぬ もの は 戀にぞ ありけ る 

こふれ ども 逢 ふよな き 身 は 忘 草 夢路に さ へ やお ひしゅ るら む 

世の中の 憂き はなべ て もなかり けり 頼む かぎり ぞ恨 みられけ る 


0 こむ や こじゃ 來る ねらう か來 

な い ^ らう. £.0 


0 鰻り こしおの 歸 つて 來 た越路 

の o 


C 雜诚 なる 云々 ね をい ふための 

序 o 音の 意味 Q 

〇 つらし な あ  >- 辛い こ S であ 


夕され ば 思ひぞ しゅき まつ 人の こむ や こじゃの さだめなければ 

女に つか はしける  源よ しの 朝臣 

厭 はれて 歸 りこし ぢの 白山 はいらぬ に 惑 ふ ものに ぞ 有りけ る 

題 しらず  讀人 しらず 

人な みに あらぬ 我が身 は 難 波なる 蘆の ねの みぞ 下にな がる ， 

白雪の ゆくべき 山 はさ だまらす おも ふかた にも 風 はよ せな む 

世の中に なほ ありあけの つきなくて 闇に 惑 ふ をと はぬ つらし な 


〇 ふりね る 初 1ST が 降った VJ  、身 

が 古くな つて 年寄った V.U 通 はせ 

たもの 0 

〇 むべ VJ こなつ に 常； &に 常に ミ 

いふ 葸を かけた もの。 


C ふる 夜 s の る 夜 V」、 殺る 夜 

•t を 通 はせ たもの o 


C 我が こ ひし 我が »o しは惹 を 


さだまらぬ 心 ありと 女の いひた リ ければ つか はしける  贈 太 政 大臣 

飛鳥 川せ きて と  > むる ものなら ば淵瀨 になる と 何 かいはれ む 

久しう まかり 通 はずな リ にければ 十月ば かりに 雪の 少し 降りた る あした 

いひ 侍りけ る  右  近 

身 をつ めば 哀れと ぞ思 ふ^ 雪の ふりぬ る こと もたれに いはまし 

源 正 明 朝臣 十月ば かりに 常^ を 折りて 送リて 侍りければ  讀人 しらず 

冬な れど 君が 垣 ほに 唉き ぬればむ ベ とこなつに 戀 しかりけ り 

女の 恨む る 事 ありて 親の 許に まかり 渡りて 侍りけ るに 雪の 深く 降りて 侍 

りければ あしたに 女の むか へ に 車 遣 はしける 消息に く は へ て 遣 はしける 

兼輔 朝臣 

白雪の けさ は 積れ るお も ひかな あはで ふる 夜の 程 もへ なくに 

かへ し  讀人 しらず 

白雪の つもる おも ひも 賴 まれす 春よりの ち は あら じと 思へ ば 

心 ざし 侍る 女み ゃづか へ し 侍りければ あ ふ 事 難く 侍りけ る を 雪の ふるに 

つか はしける 

我が こ ひし 君が あたり を g れねば ふる 白雪 も そらに 消 ゆらむ 

後 撰 和^ 集卷第 十四 戀歌六  三 一 五 


C 山が くれ 滑え せ. ぬ 雪 女 自身な 

^へた もの o 

〇 君 まつの^ 云々 君み-待つ W い 

ふ こ ミ をた のみに して 日 を 葛す こ 

VJ であ る o 


後 撰 和歌 集卷第 十四 戀馱六  三 一 六 

か へ し 

山が くれ 消えせ ぬ 雪の 侘しき は 君 まつの 葉に か  > りてぞ ふる 

物い ひ 侍りけ る 女に 年の はての ころ， ほひ 遣 はしける  藤 原 

あらたまの 年 は 今日 あす こえぬ ベ し 逢坂 山 を われ や おくれむ 


さ 
ふ 
る 


8; 川 山城 闳 紀伊邠 にある o 


〇 みゆきた えに し 行幸の 絡え た 

vj いふに み 雪 を かけた もの 0 これ 

に 封して モ 代の 古？ a に 降る を かけ 

て sy じて ある o 

「翁 さ， ひ 龙 入らし いこ-.、. -o 


〇 つ 


{8。 


〇 年き り 樹木の. せな 結ぶ こ ミ の 

少ない 年。 搏 じて 人の 運の つたな 

いのに ゆへ たもの o 

〇 はる，？ の敉 春々 のお、 年敉 

の »lo 併せて 多くの 駄 の 意な 含め 

たもの o 

〇外 吏 外 任の 官屯 o  io  B 


後 撰 和歌 集 卷第 十五 

雜 歜 I 


在 原 行 平 朝臣 


仁 和の 帝 嵯峨の 御 時の 例に て 芹 川に 行幸し 給 ひける 日 

嵯峨の 山み ゆきた えに し 芹 川の ちょの ふるみち 跡 はありけ り 

同に 曰 鷹 飼に てかリ ぎぬ に 鶴の かた をぬ ひて 書きつ けた リ ける 

翁 さび ひとな とがめ そかり 衣 今日ば かりと ぞ たづ もなくなる 

行幸の 又の日な む 致仕の 表 奉りけ る 

杞友則 まだつ かさ 賜 はら ざリ ける 時事の つ いで 侍りて 年 は いくらば かり 

こなり r- と 問 ひ 侍りければ 四十 餘 りなむな リ ぬると 申しければ 贈 太 政 大臣 

今までに など か は 花の 唉 かすして よそと せ あまり 年 きりはす る 

かへ し  友  あ 

はるぐ の數は 忘れす ありながら 花 さかぬ 木 を 何に 植ゑ けむ 

I： おにし ばく まか リ ありき て 殿上お りて 侍りけ る 時兼輔 朝臣の 許に 送 

リ 侍りけ る  平な かき 

後 撰 和 缺集卷 第 十五 雜歌ー 


三 1 七 


後^ 和^ 集卷第 十五 雜欹 


三 1 八 


〇 よ VJW もに 時努 につれ て。 


C こ w 繁し 人の 1 言葉 がミ かく ミ 


〇 正木の つな まさきの 蔓 o は ひ 

ひろがつ て 物に まきつく 葛 をな ひ 

合 はせ た 親 o 


〇 つま 木 たきものに 用ゐる 木の 

枝。 

〇 こる 伐る 0 


〇 こ ひお 泥 0戀路* かけた もの 


よと ともに 峯へ 麓へ おりの ほり 行く 雲の 身 は 我に ぞ ありけ る 

まだ 后に なり 給 は ざり ける 時 かたはらの 女御た ちそね み 給 ふけし きなり 

ける とき 帝 御 ざう しに 忍びて 立ちより 給 へりけ る に御對 面はなくて 奉 ぶ 

給 ひける  嵯峨后 

こと 繁 ししば し はた てれ 宵の まに おくらむ 露 は 出で て はら はむ 

家に 行 平 朝臣 まう で來 たりけ るに 月の 面白 かりけ る夜洒 などた うべ てま 

かりたた むとしけ る ほどに  河原 左大臣 

照る 月 を 正木の つなに よりかけ てあかす 別る ， 人 をつな がむ 

かへ し  行 平 朝臣 

かぎりなき 思 ひの 綱の なくば こそ 正木の かづら よりもな やまめ 

世の中 を 思 ひう じて 侍りけ る 頃  業 平 朝臣 

住み わびぬ 今 はかぎ りと 山里に つま 木 こる ベ き 宿 もとめて む 

我 をし りが ほに ないひ そと 女の いひ 侍りけ る 返事に  躬  恆 

あしび きの 山に おひた る 白 樫の しら じな ひと を朽 木な りと も 

はちす の は ひ をと りて  讀人 しらず 

莲 葉の は ひに ぞ人 はお も ふらむ よに はこ ひぢの 中に おひつ > 


〇- つけ うき o 釣な する^ 絲 につ 

けて 水面に 浮 はせ る もの o 


〇ょ る なぞ 芬 るの を。 夜 を 


〇 知る もしら ね も 云々 知る 人 

知らぬ 人 も 行き 逢 ふ 逢坂 の 翻。 


c 世 * うみ わたる 浦、 船、 の綠 

で沲を 渡る さいひ、 これ を 世 を 倦 

みわたる にかけ たもの o 


姿 あやしと 人の 笑 ひければ 

伊勢の 海の つりのう けなる さま なれ ど 深き こ、 ろは^に しづめ り 

お ほきお ほ いまう ち 君の 白 河の 家に まか リ わたりて 侍りけ るに 人 の ざ ふ 

しに こも リ 侍りて  巾  務 

白 河の 瀧の いと 見 まほし けれどみ だり に 人 をよ せじ ものと や 

か へし  お ほきお ほい まう ち 君 

白 河の 瀧の いとなみ みだれつ ， よる をぞ人 はまつ とい ふなる 

逢坂の 關に 庵室 を 造りて 住み 侍リ ける に 行き かふ 人 を 見て  蝉  丸 

これ や この ゆく も か へ る も 別れつ A 知る もしらぬ も 逢坂の 關 

さだめた る 男 もなくて 物 思 ひける ころ  小 野 小町 

蟹の すむ 浦 こぐ 船の かぢ をな み 世 をう みわたる われ ぞ 悲しき 

あ ひしり て 侍りけ る 女心 にも いれぬ さまに 侍リ ければ こと 人の 心 ざし あ 

る にっき 侍りけ る をな ほし も あらず 物い はむ と. S- し 遣 はしたり けれど 返 

事 もせず 侍リ ければ  讀人 しらず 

濱 千鳥 かひな かりけ りつれ もな き 人の あたり はなき 渡れ ども 

法皇 寺 めぐりし 給 ひける 道に て かへ での 抆を 折リて  素性 法師 

後 馔和欲 第、 卷第 十五 雜歌 1  三 一九 


〇 おはん クし お 髮。 

〇 おこな はせ 給 ひける 時 佛戒 を 

修せら れた&  も 

〇 心 ある あま 蟹 を 尼に， 返 はせ た 


〇 ひた、 れ a 垂 ではない" 老人 

のさる 綿衣ミ いふ o 


〇 きじ 著 じに 岸 を かけた もの。 

うちかけよ、 うら、 共に 著 物 

ミを かけた 詞" * 

〇 山 ぶみ 山 あるき o 山 遊， ひ o 


後 撰 和 欲 集卷第 十五 雜歌 一  三 二 〇 

この 御幸 千年 か へ て も 見て しがな かかる 山ぶ し^に あ ふべ く 

西院の 后お ほんぐ しおろ させ 給 ひて おこな はせ 給 ひける 時 彼の 院の 中島 

の 松 をけ づ りて 書きつ け侍リ ける 

おとに きく 松が 浦 島け ふぞ 見る むべ も 心 ある あま は 住みけ り 

えんが 

齋院 のみ そぎの 垣 下に 殿上の 人々 まかりて 哓 に歸リ てむ まが 許に つか は 

しける  右衛門 

われの みはたち も か へ らぬ曉 にわきても おける 袖の つゆ かな 

しほな きとした、 みあへ てと 侍りければ  忠  卑 

鹽 といへば なくても 辛き 世の中に いかに あへ たるた、 みな るら む 

ひた、 一れ こ ひに 遣 はした る に 裏な むな きそれ は 著 じと や いか ヾと いひた 

れば  藤 原 元 糠 

主士  13 のき じと もい はじ 沖つ 哀 なほう ちかけ ようら はなく とも 

おえん 

法皇 はじめて 御ぐ しおろ し 給 ひて 山ぶ みし 給 ふ あ ひだ 后 を はじめ 奉りて 

女御： 史衣 なほ ひとつ 院 にさ ぶら ひ 給 ひける 三年と いふ になむ みかど 歸り 

おはしました リ ける 昔の ごと 同じ 所に てお ほんぐ しおろ し 給う ける つ い 

e に  七條 のきさき 


される o 


O そたがら それながら o さなが 

ら o 上の 海に 封して 磯ながら の 意 

を  めた もの _* 


〇 へたの みるめ 違の 海松 o 沖つ 

玉藻に 封した 語。 併せて 女の 名の 

みるに 通 ば せた もの o 


c 召し.、. -, >  めら る 

界 かれる o 


〇 相 es のかへ り あるじ 相撲の 節 

付が 終った 後、 膝った 方の 大將が 

その 里の 綰で 配下の 者な^; 應 する 

〇 あがれけ るに わかれけ るに o 

〇 ほ あまたた， ひの 後 洒を ^山 炊 

ん §o 


言の 蒸の たえせ ぬ 露 はおくら む や 昔お ほ ゆるまと るし たれば 

御 かへ し  伊 

まと. 0 

海との み I！ 居の 中 は 成りぬ めり そながら あらぬ^の 見 ゆれば 

志賀 の^ 噼 にて はら へしけ る 人の しも づか へに みると いふ 侍りけ リ大俘 

黑主 そこにまで きて かの みるに 心 をつ けて いひ 戲れ けリ はら へ はてて 車 

より 黑 主に 物 かづけけ り 其の 裳の 腰に かきつけて みるに 送 リ侍リ ける 


勢 


何せむ に へ たのみる め を 思 ひけむ 沖つ 玉藻 を かづく 身に して 

月の 面白 かりけ る を 見て 


黑 


a フ 


主 


伎 


晝 なれ や 見ぞ紛 へつ る 影 を 今日と やい はむ 昨日と や 言 は む 

- せち 

五節の 舞姬 にても し 召しと e めら る 、事 や あると 思 ひ侍リ ける を さも あ 

らざリ ければ  藤 原 滋包女 

くやしく ぞ 一大つ 乙女と なりに ける 雲路 たづぬ る 人 もな き 世に 

太 政 大臣の 左大將 にて 相撲の か へ リ あるじし 侍りけ る 日中 將 にて まかり 

て 事 を はリて これ かれ まかり あがれけ るに やん ご となき 人 二三 人ば かリ 

と^めて まらう ど あるじ 洒 あまたた びの 後醉 ひに のリて 子どもの 上な ど 

一 

後馔 和お 集卷第 十五 雑歌 一  三 ニー 


〇 さし 攆 飾りの ために 女の 額の 

逡 にさす 櫛 o 


〇 てま さクり 手 弄 o て あそ， ひ o 


〇 ありし 家 元の 家 „ 


C5 まう け した" 


〇 かへ りたち の あるじ 前の. e 

り あるじ VJHS じ o 


〇 まつり IJVJ 人 四 部官の 一 、 判 


後 撰 和歌 集卷第 十五 雜歌ー 

しける ついでに  兼輔 朝臣 

人の 親の 心 はやみに あらね ども 子 をお も ふ 道に まど ひぬ るかな 

女 友 だち の 許に つくしよ リ さし 櫛 を 心 ざすと て  大江玉 淵 朝臣 女 

難波潟な にに も あらす み をつ くし ふかき 心の しるしば かり ぞ 

元 長 親王の すみ 侍りけ る 時て まさぐ り に 何 いれて 侍りけ る筘 にか 有りけ 

むした おびして ゆ ひて 又 こむ 時に あけむ とて 物の かみに さし 置きて いで 

侍りに ける 後 f 明 親王に とリ かくされて 月日 久しく 侍りて ありし 家に か 

ヘリて この 箱 を 元 長 親王に 送る とて  中  務 

明けて だに なにに か はせ む 水の 江の 浦 島の 子 を 思 ひやり つ ， 

忠房朝 E 津の 守に て 新 司 治 方が まう けに 屛 風て うじて 彼の 國の名 ある 所 

所 翁に かかせて さび 江と いふと ころに 書け りけ る  忠 

年 をへ て 濁り だに せぬ さび 江に は 玉 も かへ りて 今ぞ すむべき 

兼 棘 朝 ほ 宰相 中將 より 屮納 言に なりて 又の 年の り 弓の か へり だち の ある 

じに まかりて これ かれ 思 ひ をのぶ るつ いでに  兼輔 朝臣 

ふるさとの 三 笠の 山 はと ほ けれど こ ゑ は 昔のうと からぬ かな 

淡路 のまつ りごと 人の 任 はてての ぼり まう できての 頃 兼辅 朝臣 の 粟田の 


〇 年 y り 榭 木の 哲の 少ない 年な 

いふ： つ 人の 運の つたない のに © 


〇 うへの きね 束 fw の 時に 用&る 

上な o  S5_* 

(3a き むらさきの 色 三位の 袍を 

云 ふ G 


「打ち はぶき 羽 はたき をして 


家に て  躬  恆 

ひき 植 ゑし 人 はむ ベ 、 〕 そ 老いに けれ 忪 のこ 高くな りに ける かな 

人の むすめ に 源 かねき がすみ 侍りけ る を 女の 母 聞き 侍リて いみ じうせ い 

し侍リ ければ 忍びた る 方に て 語ら ひける 閒に母 しらず して 俄に いき けれ 

ばかね きが にげて まか リ ければ 遣 はしける  女の 母 

小山 田の おどろかし にも こざり し をい とひた ぶる にに けし 君 かな 

三條 右大臣み まかりて あくる 年の 舂 大臣め しあり と 聞きて 齊宮 のみこに 

つか はしける  **- すめの 女御 

いかで かの 年ぎ り もせぬ 種 もがな 荒れた る 宿に 植ゑて みるべく 

かの 女御 左のお ほい まう ち 君に あ ひに けりと 聞きて 遣 はしける 齋宫 のみこ 

春 毎に 行きての み 見む 年ぎ り もせす とい ふ 種 はお ひぬ とか 聞く 

庶 明朝 臣中納 言に な リ侍リ ける 時う へのき ぬつ か はすと て  右大臣 

おも ひき や 君が 衣 をぬ ぎ か へ て 濃き むらさきの 色 をき むと は 

かへ し  庶明 朝臣 

いにし へ も 契りて けりな 打ち はぶき 飛びた ちぬべき 天の羽衣 

雅正 がとの ゐ物 をと りたが へて 大輔が 許に もてき たリ ければ  大  輔 

後 撰 和^ 集卷第 十五 雜歌ー 


後 撰 和歌 集卷第 十五 雜锹 一 


三 二 四 


〇 なれに けり K ひ 古して よごれ 


〇 流れての よ 筏の 世 o 


〇 あけ 衣 排の 抱。 五位の 人の 著 

たもの o 


〇 ながらの 捣 古い ものの ゆ 

云った もの 0 


ふるさとの 奈 良の 都の はじめより なれに けりと も 見 ゆる 衣 か 

かへ し  雅正 

ふりぬ とて 思 ひも 捨て じ 唐衣よ そ へ て あやな うらみ もぞ する 

世の中の 心に かな はぬな ど. & しければ 行く さき 賴 もしき 身に て かかる 事 

ある まじと 人の 申し 侍リ ければ  大江 千里 

流れての よ をも賴 ます 水の 上の 沫に 消えぬ るう き 身と 思へば 

藤 原 さねき が 蔵人よりか うぶ リ賜 はりて あす 殿上 まか リ おりなむ としけ 

. る夜洒 たうべ ける ついでに  兼輔 朝臣 

うば 玉の こよ ひば かり ぞ あけ 衣 あけなば 人 をよ そに こそ 見め 

法皇 御ぐ しおろ し 給 ひての^  七條后 

人 わたす 事 だに なき を 何し かもな がらの 橋と 身の なり ぬらむ 

御 かへ し  伊勢 

ふる、 身は淚 のなかに 見 ゆれば や 長柄の 橋に あやまた るら む 

京：^ の 御 息 所 尼に なりて 戒 うけむ とて 仁 和 寺に わたりて 侍りければ 

あつみの みこ 

ひとりの みなが めて 年 を ふる 里の 荒れた る さま をい かに 見 るら む 


〇 まめ なれ 5j  fi: ほで あるが 

〇 たはれ CS 肥お W にある o 


〇 ひ *、J の 心の うきはし つらい 人 

の 心の 一ゅ30 併せて ％櫥 の 意な 含 

ませて！ /'の ふみ 見つ るかな に應じ 

たもの o 

〇 ふみ 見つ るかな 文 を 見た V」 踏 

んで见 た を 通 はせ たもの。 

〇ラ ての 使 追討 使。 


〇 あけながら ff: 摘访を 受けて 開 

けながら VJ いひ。 朱ながら VJ かけ 

たも の0 緋は 五位の 色で ある。 


女の あだなり とい ひければ  朝辆 朝臣 

まめ なれ ど あだ 名 は 立ちぬ たはれ 島よ る 白浪 を ぬれ 衣に きて 

あ ひかたら ひける 人の 家の 松の 稍の もみ ぢたリ ければ  ， 讀人 しらず 

年 をへ て賴 むかひな しとき はなる 松の こす ゑ も 色 か はり ゆく 

男の 女の 文を隱 しけ る を 見ても との 篓の 書きつ け侍リ ける  四 條御息 所 女 

へ だてつ る ひとの 心の うきはし を危 きまで も ふ み^つる かな 

小 野 好古 朝臣 西の 國 のうての 使に まかりて 二 3f- とい ふ 年 四 位に は 必ず ま 

かリ なる ベ かりけ る を さも あらず なリ にければ かかる 事に しも さされけ 

る 事の 安から ぬ 由 を うれへ 送りて 侍りけ る 文の 返事の 裏に かきつけて 遣 

はしける  源 公忠 朝臣 

fc まくし ゆ 

玉 櫛笥ー 一年 あはぬ 君が 身 を あけながら や は あらむ とお も ひし 

か へ し  小 野 好古 朝臣 

あけながら 年 ふること は 玉櫛笥 みのい たづら になれば なりけ り 


後 撰 和 欲 集卷笫 十五 雜馱 


Is 


後 撰 和 敬 集卷第 十六 雜歌ー I  三 I ニハ 

後 撰 和歌 集 卷第 十六 

雜歌ニ 

^ふ 心 あ リて前 太 政 大臣に よせて 侍りけ る  在 原 業 平 朝臣 

賴 まれぬ 薆 世の中 をな けき つ ， 日陰に おふる 身 をい かにせ む 

やま ひし 侍 リて近 江の 關 寺に こも リて 侍りけ るに 前の 道より 閑 院のご 石 

山に 詣で ける をた ヾ今 なむ 行き過ぎ ぬると 人の つ げ 侍りければ おひて つ 

か はしける  敏行 朝臣 

逢坂の ゆ ふつけ になく 鳥の 音 を 聞き咎めす ぞ 行き過ぎに ける 

前 中 宮 宣旨贈 太 政 大臣の 家よ リ まかり 出で て あるに か の 家に ことに ふれ 

て 日ぐ らしと いふ ことなむ 侍リ ける  宣  旨 

み 山より ひ き 聞 ゆる 日ぐ らしの 聲をこ ひしみ 今 もけ ぬべ し 

かへ し  • 贈 太 政 大臣 

蜩 のこ ゑ を こ ひしみ 消ぬべく ば 深山 ほとりに はや も來 ねかし 

河原に 出で て はらへ し 侍りけ るに お ほ いまう ち 君 も いで あ ひ 侍りければ 


〇 し はし 水 かへ © く^に 水 を 飼 


〇 うし W や 牛 を«- しに 通 はせ た 

もの o 

茂 臨時 祭 十一月の 中の 酉の 

B に 行 はれる" 


〇 いく その 世々 幾度の 世 。多 

の 世 o 


つ しづめ る 影 井の 底に うつった 

0O  6 分の 影 0 


敦忠 朝臣 母 

誓 はれし 賀 茂の 河原に 駒と めて しばし 水 か へ かゆ を だに 見む 

人の 牛 を か リ て侍リ ける に 死に 侍リ ければ いひ 遣 はしける  閑 院のご 

わがの りし こと をう しと や W えに けむ 草葉に か  >  る 露の命 は 

延 喜の 御 時贺茂 臨時 祭の 日 御前に て さか づきと リて  三條 右太臣 

かくての みやむ ベ きもの か ちはやぶる 賀 茂の 社の 萬 代 をみ む 

同じ 御 時 北 野の 行幸に みこし 岡に て  枇杷 左大臣 

御輿 岡い くその 世々 に 年 を經て 今日の 行幸 を 待ちて みつら む 

^仙が 苌き 山寺に 籠 リ侍リ ける にこと 法師 まう できて 雨に 降リ こめられ 

て 侍りけ るに  讀人 しらず 

いづれ を か 雨と も わかむ 山ぶ しの 落つ る淚も ふりに こそ ふれ 

これ かれ 逢 ひて 夜もすがら 物語して つとめて 送りけ る  おき かぜ 

思 ひに はき ゆ る もの ぞと 知りながら 今朝し もお き て 何に き つらむ 

若う^ リけ る 時 は 志 賀に常 に まう でけ る を 年老 い て は參リ 侍ら ざ リ ける 

に參り 侍りて  讀人 しらず 

めづ らしゃ 昔ながら の 山の 井 は しづめ る 影 ぞくち はてに ける 

後 撰 和 欲 集卷第 十六 雜歜ニ  三 二 七 


O あじろ 冰魚を v.- るた めに 冬期 

川の 瀬に 木 や 竹 を 招ん で^の 代り 

にす る もの o 


〇 くらまの 山 鞍與 を！ 1 い ミ いふ 

にかけ たもの。 


O そら-, JVJ  §s 路に對 して 空 

受けた もの。 詐 りつ JVJO 


〇 うきたる こ vj 根據 のない 事 

い つ V6 り O 


後 撰 和歌 集卷第 十-; ハ 雜欤ニ  三 二八 

宇治の あじろに 知れる 人の 侍りければ まかりて  大江興 俊 

宇治川の 波に みなれし 君 ませば 我 も あじろに よりぬべ きかな 

院の みかど 內に おはし ましし 時人々 に 扇て ぅぜ させ 給 ひける 奉る とて 

小贰 のめのと 

ふき 出づ るね どころ 高く き， 」 ゆなり 初秋 風 はい ざ 手なら さじ 

かへ し  大輔 

心して まれに ふきつる あきかぜ を 山 お ろし に はな さじと ぞ思 ふ 

男の ふみ 多く 書きて とい ひければ  讀人 しらず 

はかなくて 絕 えなむ 蜘の絲 ゆ ゑに 何に か 多く かかむ とすら む 

鞍馬の 家 をよ る 越 ゆと てよ み侍リ ける  亭子院 いま あ ことめ しける 人 

昔より くらまの 山と いひけ る はわが ごと 人 もよ る や 越えけ む 

男に つけて みちの くにへ むすめ を 遣 はし たりけ るが この をと こ 心 かはリ 

たリと 聞きて 心う しと 親の い ひ逍 はしたり ければ  讀人 しらず 

雪 居 路の遙 けき 程の そらごと はいかなる 風の 吹きて つゆけ む 

かへ し  女の 母 

天 雪のう きたる ことと 聞きし かどな ほぞ心 は そらにな りに し 


C 入に W えね ぺし 人に 見られ- 

CS すまされり 返す 方が まさ 一 


■ ん.： 刀の こま 八 力 の^^に 信^ 

のま 月の 牧 から 逢坂 山 を SK て 禁中 

に 奉った @a 

〇 人 わらへ 人から わら はれる o 

他人の 笑 ひ^さ。 


〇 かけて いへ は 11=1 おに あら はし 

て 云へ は o 


〇 かづきて し 御 恩み-被 つたの 意 

を^ めた もの o 

〇 沖の もく づ 蓰厣に 沓を云 ひか 

けた もの _* 


たまさかに 逝へ りけ る 文 を こ ひか へ しければ その 文に ぐして 遣 はしける 

もとよし のみこ 

やれば をし やらねば 人に 見えぬべし 泣く  く もな ほ 返す まされり 

延 喜の 御 時 御馬 を 遣 はして 早く まゐ るべ き 由お ほせ つか はした リ ければ 

卽 ちま ゐリ てお ほせ 言う けた ま はれる 人に つか はしける  素性 法師 

望月の ， 〕 まより 遲く 出で つ れば たどる く ぞ山は 越え つ る 

病して 心細し とて 大輔 にっか はしける  藤 原 敦敏 

萬 代と 契りし ことのい たづら に 人 わらへ にもな りぬべき かな 

かへ し  大輔 

かけて い へ ば ゆ ， しきもの を 萬 代と 契りし 事 やかな はざる ベ き 

あられの 降る を 袖に うけて 消えけ る を 海の ほと リ にて  讀人 しらず 

散る とみて 袖に うくれ ど 溜らぬ は 荒れた る 波の 花に ぞ ありけ る 

3 せち  すけん ど 

ある 所の わら は 女 五節 兑に南 殿に さ ぶら ひて 沓を失 ひて け リ輔臣 朝臣 藏 

人 にて 沓を かして 侍リ ける を か へす とて 

立ち騒ぐ 波 ま を 分けて かづきて し 沖の もく づを いっか 忘れむ 

かへ し  铈臣 朝臣 


後 撰 和歌^ 卷第 十六 雜歌！ 


一二  二 九 


の もやい か， >  此の 

裳 は VJ いふみ-通 はせ たもので、 古 

今^お： ： 十 東 欲の、 「筑波 根の 此 面 

彼 面に かゆば あれ，〕 JOJ によ つた も 

の o 

〇 やみがた のよ くなる E_;o 


0 富の 葉 さ へ や 云々 言葉に 3 し 

て 云 ふの さ へ もい やなので あるが 


C 和 力う きさま をみ づの 上の 見 

られて はならぬ 私の さま を 見られ 


〇 ひ VJ;.、J  >- ろい さや しら 波 人の 

V は うたか 知らぬ o 


0 毛 を ふき 疵を 云々 寂 をつ  >- い 

て； JS を 出す の いらぬ 事に 手 出 

し をして 卻 つて 案外の 災を 受ける 

窓。 

C こ  >  ら 許 多 o 多ぐ。 


後 撰 和歌 集卷第 十 i ハ 雜欹ニ  三 I 一一 〇 

かづきて し 沖の もく づを 忘れす ば 底の みるめ を 我にから せよ 

人の 裳 をぬ はせ 侍る にぬ ひて 遣 はすと て  讀人 しらず 

かぎりなく 思 ふ 心 は 筑波嶺 のこの もやい か v 有らむ とすら む 

男の やま ひしけ る をと ぶら はで ぁリ/ \ て やみがた にと へりければ 

思 ひ 出で てと ふ 言の葉 を 誰み まし 身の 白雲に なりな まし かば 

みそか 男した る 女 を あらく は いはで とへ ど 物い は ざり ければ 

忘れな むと 思 ふ 心の つくから に 言の葉 さへ やい へば ゆ、 しき 

男の かくれて 女 を 見た リ ければ つか はしける 

隱 れゐて わがう きさま をみ づの 上の 沬と もはやく 思 ひ 消えな む 

世の中 をと かく 思 ひ 煩 ひける 程に 女 友 だち なる 人猶 わがい はむ ことにつ 

きね と 語ら ひ はべ りければ 

ひと ご >  ろい さや しら 波た かければ 寄らむ 渚ぞ かねて 悲しき 

いたく こと 好む 由 を 時の 人い ふと 聞きて  高津內 親王 

直き 木に 曲れ る 枝 も ある もの を 毛 を ふき 疵を いふが わりな さ 

帝に 奉リ耠 ひける  噠峨后 

移ろ はぬ 心の 深く ありければ こ  >  ら 散る 花 はるに あへ る ごと 


OH. ：垂 玉で 飾った ®Q 珠獮。 

〇 そへ て 人れ むお も ひな 執！ い 思 

ひな 風に 添へ て 人れ よう o 

0 身 をう し はに ぞ 栩に V. -、 身 を 

憂く P1 ふ VJfS 方に かけた もの o 


すぐに 一 


ラ ちつけ に o ぢ かに < 


O いかな りし ® 絲の ふし w 、時 

VJ* かけた もの o 

〇 人の め 人の 妻 o 人の 女 o 


これ かれ 女の 許に まかりて 物い ひな どし ける に 女の あな 寒の 風 やと 申し 

ければ  讀人 しらず 

玉垂の あみめの まより 吹く 風の 寒く ば そ へ て 入れむ おも ひ を 

もした 

男の いひけ る を 騒ぎければ^ りて 朝に 遣 はしける 

白波の たち 騒がれて 立ちし かば 身 をう しほに、 ぞ袖は ぬれに し 

か ( L 

とりも あ へ す 立ち騒がれし あだ 波に あやなく 何に 袖の 濡れけ む 

題 しらず 

た t, ちと も賴 まざらな む 身に ちかき 衣の 關も ありと いふなり 

友達の 久しく あは ざリ ける に まか リてぁ ひて 詠み 侍りけ る 

逢 はぬ ま は， しきみ ち も 知りに し をな ど 嬉しき に まど ふ心ぞ 

題 しらず 

いかな りし 節に か絲 の亂れ けむし ひて くれ ども 豚け すみ ゆる は 

人の めに 通 ひける 見つけられ 侍リて  賀朝 法師 

身な ぐと も 人に 知られ じ 世の中に 知られぬ 山 を 知る 由 もがな 

かへ し  もと の をと/ L 


後 撰 和 欲 集卷第 十六 雜欲ニ 


三  一二 1 


〇a くミも iS 令淺ぃ 契りで も o 

〇 おこたれり 罔 後した o 


〇 こらむな ゆき こる は 伐る 

±> きを 木に 通 はせ たもの。 


〇 うらみて ぞ ふ- 

ぞ さ かけた もの ( 


後 撰 和歌 集卷第 十六 雜歌ニ 

世の中に しられぬ 山に 身な ぐと もた にの 心 やい はでお も はむ 

山の 井の 君に 遣 はしける  讀人 しらず 

音に のみ 聞きて はやま じ淺 くと もい ざ 汲み 見て む 山の 井の 水 

やま ひしけ る をから うじて おこたれ りと 聞きて 

しでの 山た どるく も 越えな なむう き 世の中に 何歸 りけ む 

題 しらず 

おもに 

數 ならぬ 身 を 重荷に て吉野 山た かきな ゆきをお も ひこり ぬる 

か へ し 

吉野山 こえむ ことこ そ 難から め こらむな けき の數 はしりな む 

陽 成 院の帝 時々 との ゐ にさ ぶら はせ 給 ひける を 久しう めしな かリ ければ 

奉りけ る  武  蔵 

數 ならぬ 身に おくよ ひの 白玉 は 光み えさす ものに ぞ 有りけ る 

まかり 迎 ひける 女の 心と けずの み 見え 侍りければ 年月 も經 ぬる を 今 さら 

かかる 事と いひ 遣 はしたり ければ  讀人 しらず 

難波潟み ぎ はの 蘆のお ひ かぜに うらみて、 ぞ ふる 人の こ ， ろ を 

女の 許より 恨みお こせて 侍りけ る 返事に 


忘る と は 恨み ざら なむ はした かのと か へ る 山の 椎 はもみ ぢす 

昔 同じ 所に 宫づか へ し侍リ ける 女の 男に つきて 人の 國 におち ゐたリ ける 

を I™ きつけて 心ぁリ ける 人 なれば い ひ 遣 はしける 

をち こちの 人め まれなる 山里に い へ るせ むと は 思 ひき や 君 

か へ し 

身 をう しと 人 しれぬ よ を 尋ね こし 雪の 八重 だつ 山に や は あらぬ 

をと こな ど 侍らず して 年頃 山里に 籠 リ侍リ ける 女 を 昔 あ ひし リて 侍リけ 

る 人道 まかりけ るつ い でに 久しう きこえ ざリ つる を こ、 にな リけリ とい 

ひ 入れて 侍リ ければ  土 

朝な けに 世の 憂き こと を 忍びつ ， ながめせ しまに 年 は へ にけ り 

山里に 侍りけ るに 昔 あ ひしれ る 人の いつよ リこ \ に はすむ ぞと問 ひけれ 

f  * 閑 

春 や こし 秋 や 行きけ むお ほつ かな 陰は朽 木と 世 をす ぐす 身 は 

題 しらず  貫 

世の中 はう き 物 なれ や 人 ごとの とにもかくにも きこえ 苦しき 

讀 人 

卷第 十六 雜歌ニ  三 三 三 


C 抬ひづ はかり 袖が ぬれる 程 o 

箪の 露に 袖が ねれるな。 


〇 大 荒木の 森 山城の 人 K 都に あ 

so この 歌 は 古今 狻の T 大荒 木の 

森の 下草お いねれ は 駒 もす さ.？. や 

かる 人 もな し」 によって 詠ん たも 

の o 

o かりに 刘 りに を BSS りに にかけ 

た もの o 


〇 ふるさ VJ 佐 保 川 ほ^^の 東に 

あるので ぉ^ ミ 云った ので ある o 


〇な らし 顔 なれさせる やうな 樣 
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武藏野 は 袖ひづ ばかり 分けし かど 若 むらさき は 尋ね わびに き 

暇に てこ も リ侍リ ける 頃 人のと はず 侍リ ければ  壬 生 忠举 

大 荒木の 森の 草と や 成りに けむ かりに だに きて 訪ふ 人の なき 

ある 所に 宫づか へ し侍リ ける 女の あだ 名た ちけ るが もとより おのれが う 

へ は そこ になむ 口の はにかけ て いはるな ど 恨み 侍りければ  讀人 しらず 

あはれ て ふこと こそ 常の 口の はにか ， る や 人 を 思 ふな るら む 

題 しらず  伊  勢 

吹く 風の 下の 塵に も あらな くにさ も. ^ちゃす きわが 浮 名 かな 

春：：： に まう でけ る 道に さほ 川の ほと リに初 瀨ょリ 歸る女 車の あ ひて 恃 リ 

はつ 

ける にす だれの あきたる ょリ 僅か に 見入れければ あ ひし リて 侍リ ける 女 

の 心 ざし 深く 思 ひか はしながら 憚る 事 侍りて あ ひ 離れて 六 七 年ば かりに 

成 リ侍リ にけ る 女に 侍リ ければ 彼の 車に いひい れ侍リ ける  閑院 左大臣 

ふるさとの 佐 保の 川 水け ふも猶 かくて あ ふせ は 嬉し かりけ り 

枇粑 左大臣よ-? 侍 リて桄 の 葉 を もとめ 侍リ ければ 千 兼が あ ひし リて 侍リ 

ける 家に とリ にっか はしければ  俊  子 

我が^ をい つなら して か 谘の槳 をなら し 顔に は 折りに おこす る 


〇 ^守の 祌 女の « く 契って ゐ- 

«f なさして 一； ム つ；： 詞。 


〇 一 よ .； 夜-、」 竹の 一 ふし VJ*-. 

けた もの o 


〇 ひ- W ふしに 竹の 1© に さいふ 

のに  一 に を かけた もの o 


後 撰^^ 


かへ し  枇杷 左大臣 

な ら の 槳 の 槳 守の 神の ましけ る を 知らで ぞ 折りし 祟りな さるな 

友達の 許に 罷リて さか づき あまたた び にな リけれ ば遁げ てま かリけ る を 

あした 

^め ゎづら ひもて 侍リ ける 笛 を取リ と^めて 乂の 朝に 逍 はすと て 讀人 しらず 

かへ りて は聲 やた が はむ や 2^ の つらき 一 よの かたみと 思へば 

か へ し 

ひとふしに 恨みな ば, 〕 そ 笛 竹の 聲の うちに も 思 ふこ  > ろ あり 

もとよ リ友達 に侍リ けれ ば 貫 之 に あ ひ 語ら ひ て 兼輔 朝臣 の 家に 名^ を傳 

へさせ 侍リ ける に その 名つ きに 加へ て 賞 之に おく リ ける  躬  恆 

人に つぐた よりだに なし 大 荒木の 森の したなる 草の 身 なれば 

兼忠 朝臣の 母み まか リ にければ 兼忠 をば 故 枇杷 左大 ほの 家に むすめ をば 

后の宫 にさ ぶら はせ むと あ ひ 定めて 二人ながら まづ 枇杷 の 家に 渡し 送る 

とてく はへ 侍リ ける  銥忠朝 E の 母の 乳母 

レ のぶ 

結び 置きし かたみの こだにな かりせば 何に 忍の 草 をつ ままし 

物 思 ひ侍リ ける 顷 やん ごとな き 高き 所よ リと はせ 給 ヘリければ 讀人 しら ず 

うれしき も 憂き も 心 は ひとつに て わかれぬ もの は淚 なりけ り 

雜歜ニ  三 三 五 


〇 惜しからで 云々 惜し <は な 

が 可^! いもの は o 


〇 母が おも ひ 母の so 

〇 物 思 ふ v.- 物 S ふ- /j て o 

c 奏し もせよ 奏上して 貰 ふの 


後 撰 和歌 集卷第 十六 雜歌ニ 

世の中の 心に かな はぬ 事 申しけ る ついでに  篾 

惜しからで かなしき もの は 身なりけ り 憂世 そむかむ 方 を 知らねば 

S ふこと 侍リ ける ころ 人に 遣 はしける  讀人 

思 ひ 出づる こと ぞ 悲しき 世の中 は 空 ゆく 雲の はて を 知らねば 

題 しらず 

かゆろ ふ  け 

哀れと もうしと もい はじ 陽炎の あるかな きかに 消ぬ る 世 なれば 

あはれ て ふこと に 慰む 世の中 をな どか 悲しと いひて 過 ぐらむ 

播磨 • の國 に 高 潟と いふ 所 に 面白き 家 も ちて 侍りけ る を 京に て 母が おも ひ 

にて 久しう 罷らで 彼の 高 潟に 侍る 人に いひつ か はむ ける 

物 思 ふと 行きても みねば 高 潟の 蟹のと まや は 朽ち やし ぬらむ 

延 喜の 御 時と きの 蔵人の もと に 奏し もせよ とお ぼしくて つか はしける 

豸 

夢に だに 嬉しと も ばう つ  >  にて 俊し きょり まな ほ まさりな む 


o 岩の 上に 石 上 寺の 名に よって 

1H つ.；.： もの o 

OS の 衣 修^者 や 仙人 な^の 著 

る 衣 o 

C かさね は ts| ね は.、. - 貸さね 

* かけたん の o 

O 筏々 は 時^へ 後にば 癍爱袞 へ 

o ありし やうに も あらや 以前の 

ゃラ にもな く o 

〇 年 53 り 入の 速の つたない のに 

ぬ へた もので、 木の^の 少ない 年 

* いふ •* 

〇 みのおなら ね 年 Ja りで あるか 

ら賓が at 山なら ぬ VJ 云 ひ、 併せて 

自分の 身の つ まらぬ VJ いふ 惹 にか 

けた もの C 

〇 我が身に は 云々 A: 分 はまた あ 

たな 事 をした こ *、J はない。 


後 撰 和歌 集 卷第 十七 

雜 歌 三 

いその かみと いふ 寺に 詣 でて 日の 碁れ にければ 夜 あけて まか リ歸ら むと 

て と^ま リて こ の 寺に 遍眧 侍リと 人の 吿げ 侍リ ければ 物 い ひ 心み むと て 

い ひ 侍りけ る  バ 

岩の 上に たびね を すれば いと 寒し 苔の 衣 を われに かさなむ 

かへ し  遍 

ひとへ 

世 を そむく 苔の 衣 はた  >  1 重 かさねば うとし いさ ふたりね む 

法皇 か へ リみ給 ひける を 後々 は 時 1^ へ あり しゃう にも あらず なリに けれ 

ば 里に のみ 侍 リて牵 、りせ ける  せか ゐの君 

逢 ふ 事の 年ぎ りしぬ る 歎きに はみ の數 ならぬ ものに ぞ 有りけ る 

女の 許より あだにき こ ゆる ことな どい ひて 侍リ ければ  左大臣 

あだ 人 もな きに は あらす 有りながら 我が身に はま だ 聞き も 習 はぬ 

^しらず  讀人 しら ず 

後馔^ 歌^ 卷第 十七 雜 歌-一  三 三 七 


町 


〇 かしこまる 箏待 りて 御 咎め を 

5 け る こ VJ があって o 


C 我が身に も あらぬ 我が身 謹慎 

中で あるから ** 


〇 なに はたちぬ る 津の國 の 難 波 

V」 云って、 それに 名に 立った ミ 云 

ひかけ.；， I もの C 


O もてた がへ たり けれ は 閒 遠つ 

て 52： つて 來 たので o 


後 撰 和歌 第 卷第 十七 雜欤三  三 三 八 

宮人と なら まほし きを 女郎花 野邊 よりきりの 立ち 出て ぞくる 

かしこまる 事 侍りて さと に侍リ ける をし の びて ざ ふし に 參れリ ける をお 

ほい まう ち 君の など か 昔 もせぬ とうらみ ければ  大  铺 

我が身に も あらぬ 我が身の 悲しき は 心 も 異にな り やしに けむ 

人の むすめに 名た ち 侍リて  讀人 しらず 

世の中 を しらすながら も 津の國 のな に はたちぬ る 物に ぞ 有りけ る 

なき もた ちけ る顷 

よと ともに 我 ぬれぎぬ となる も^は わぶ る淚 のきす るな りけ り 

前^お はし まさず なリ ての 五節の 師の もとにつ か はしける  大  輔 

うけれ ども 悲しき もの を ひた ぶ るに 我 を や 人の 思 ひ す つ ら む 

か ヘレ  讀人 しらず 

悲しき もうき も 知りに し 一 つ 名 を 誰 を わくと か 思ひ捨 つべき 

大輔 が、 ざ ふしに 敦忠 朝臣の もと へ 遣 はしける 文 を もてた が へたり-ければ 

遣 はしける  大  輔 

道 しらぬ ものなら なくに あしび きの 山 ふみ 惑 ふ 人 も ありけ り 

かへ し  敦忠 朝臣 


O あらよ せ は あらうなら は o 


3 あり そ J.ds¥o 

〇 ふみおく 跡 跻み S く 跡 。通つ 

た n^-^o 併せ 一： 文 US く 跡 V」 かけた 


しらがし の 雪 も 消えぬ る 足 引の 山路 を たれ かふみ まよ ふべき 

いひち ぎ リて後 こと 人に つきて と 聞きて  IS 人 しらず 

た^  のち  -  ^ 

いふ、 」 との 逸 はぬ ものに あらませば 後 憂き、 tj も Se えさら まし 

題 しらず  伊  勢 

而影を あ ひみし かすに なすと き は 心の みこ そ しづめ られ けれ 

かしら 白かリ ける 女 を 見て 

ぬきとめ ぬ髮 「3 筋 もて あやしく もへ にけ る 年の 数 をし るかな 

題 しらず  請 人 しらず 

なみ 數 にあらぬ 身 なれば 住吉の 岸に も よらすな り や 某て なむ 

つき もせす うき 言の葉のお ほかる を 早く あらしの 風 も 吹かな む 

いと 忍びて 語ら ひける 女の 許に つか はしける 文 を 心に も あらで 珞 した リ 

ける を 見つけて つか はしける 

島が くれ あり そに 通 ふ あし たづの ふみおく 跡 は 波 もけ たなむ 

昔 同じ 所に 宫づか へ しける 人 年 ごろ いか にぞ などと ひお こせて 侍リ けれ 

ば. おはしけ る  伊  勢 

身 は 早くな きものの ごとな りに し を 消えせ ぬ 物 は 心なり けり 

雜 ^一二  三 三 九 
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はらからの 巾に いかなる 事 か ぁリけ む 常たら ぬ さまに 見え 侍リ ければ 


〇 いもせ の 山の なか 兄弟の 閒 o 


〇 はし^  K の  一 《f 

o こ ひに ひに o 貰 ひに o 

o しるし 著し。 あきらか であ 


〇 ふみみ せけ りな 踏み 見せけ り 

な VJ 文 見せけ りな ミを通 はせ た も 

の o 


〇 みづは ぐむ まで 長 寡の 相 V」 し 

、瑞 歯( 


て 瑞捃の 生える まで。 


蒙 J 


ず 


睦 ましき いもせ の 山の なかに さ へ 隔 つる 雪の はれす も あるかな 

女の いとくら ベ ，く 侍リ ける を 相 はなれ にけ るが こと 人 にむ か へられぬ 

と 聞きて 男の つか はしける 

我が 爲 におき にく かりし はし 鷹 の 人の 手に ありと きく は 誠 か 

梔子 ある 所に こ ひに 遣 はした るに 色の いと 惡 かりければ 

聲 にたてて いはね どし るし 口な しの 色 は 我がた め 薄き なりけ り 

題 しらず 

瀧つ 瀨の 早から ぬをぞ 恨みつ るみす とも 音に 聞かむ と 思へば 

& つもと に 文 遣 はしける 男 入 に 見せけ リと 聞きて つか はしける 

皆 人に ふみみ せけ りな 水 無瀨川 その わたり こそ ま づは淺 けれ 

つくしの 白 河と いふ 所に すみ 侍リ ける に ま へ よ リ大贰 藤 原 興範朝 E のま 

かリ 渡る つ いで 水た ベむ とてう ち 寄りて こ ひ 侍りければ 水 を もて 出で て 

詠み 侍リ ける  檜埙の H 

年 ふれば わが 黑髮 もしら 河の みづ はぐむまで 老いに ける かな 


〇 しぞく 親族。 


〇人 の ふみ 見ぬ 踏み 見ぬ- /- 文 la 

ね VJ を かけた もの o 


o こ ミ のい ふか 

にかけ たもの C 


言 ふ 甲斐 を 目 一 


かしこに 名高く 事 好む 女に なむ 侍リ ける 

しぞくに 侍" ける 女の 男に 名た ちて かかる 事な む ある 入に いひ さわげと 

いひ 侍リ ければ  茛 

かざす とも 立ちと 立ちな むな き 名 をば 事無し 草の かひ やなから む 

題 しらず 

歸 りくる P  二 ぞけ さは 迷 ふらむ，  >れ になす らふ 花な きもの を 

女の 許に 文 遣 はしける を 返事 もせず して 後々 は 文 を a もせで 取リ なむ 置 

/、と 人の 告げければ  滋 人 

大 i 仝に ゆきか ふとりの 雪 路をぞ 人の ふみ 見ぬ ものと いふなろ 

紀の すけに 侍りけ る 男の まかり 通 はずな リ にければ 彼の 男の 姊の 許に う 

れへ おこせて 侍リ ければ いと 心う きこ とかな と 言 ひつ か はした リ ける 返 

紀の國 のな-ぐ さの 濱は君 なれ や， ) とのい ふかひ ありと 聞きつ る 

すみ 侍リ ける 女 宫づか へ し 侍りけ る を 友達な リ ける 女 同じ 車に て 賞 之が 

め i..?-- ど  ら 

家に まう できた リけリ 貫 之が 妻 客人に あるじせ むと てま 力り ぉリ て传リ 

ける 程に 敉の女 を 思 ひかけ て 侍りければ 忍びて 車に いひ いれ 恃リ ける 

後 撰 和^ 集 卷第 十し 雜歆 n 一  三 £ー 


ら 
ず 


之 


O こミ なしび に 1W もこ vj のない 


〇 まつぼ^ 綠；. ： る 松 VJ 待つ 程 VJ 

を かけた もの C 

C 径の わざ 追善供養 。佛事 o 

〇 菩提 子 の や >  .S0 の ほで 作 

つた 教珠。 


O すろ の 木 棕擱 o し ゆ ろ" 
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貫  之 

波に のみぬ れつる も S み 吹く 風の たより うれしき あまの 釣 舟 

男の 物に まか リてニ 年ば か" ぁリ てまう できたり ける を 程へ て 後に こと 

なしび にこと 人に 名 だっと 聞きし はまこと なリ とい ヘリければ 讀人 しらず 

綠 なる まつ ほど 過ぎば いかで か は 下葉ば かり も 紅葉 せ ざ ら む 

故 女 四の みこ の 後の わざせ むと て菩投 子の ず、 をな む 右大臣 もとめ 侍る 

と 聞きて このず  >- を 送る とて 加へ 侍りけ る  眞延 法師 

おも ひ^のけ ぶり やま さむな き 人の 佛に なれる 一 〕 のみ 見ば 君 

かへ し  右大臣 

道 なれる この み |浮 ねて 心 ざし あると^る にぞ音 をば 增 しける 

定めた る 女 も 侍らず ひと リ ぶし をのみ すと 女 友 だち の もとよ" たは ぶれ 

て 侍りければ  讀人 しらず 

いづこに も 身 をば 離れぬ 影し あれば ふす 牀 ごとに ひとり やにぬ る 

せんざい 

前栽の 巾に すろ の 木お ひて 侍る と 聞きて ゆき あきらの み この 許よ リ 一 木 

こ ひに 逍は したれば 加へ てっか はしける  3M 延 法師 

風霜に 色 もこ ， ろ も か はらねば あるじに 似た る 植木な りけ り 


OK 井なる 所 大井ミ いふ 巧 

〇 をクら の. E 山の 名に 小暗な か 

げヒ もの o 


〇«| き 身ながら の 山 長 良 山た S 

き 身ながら にかけ たもの o 

〇 か うじ ® い 事 をした 人 

を ほめ 究める 


〇 みたり けむ ®J したので あら- 


r. に ふ ミ せし； 

ころが o 


拾 はう </j した VJ 


かへ し  行 明 ^ 

山 深み あるじに 似た る 植木 をば 見えぬ 色と ぞい ふべ かりけ る 

大 井なる 所に て 人々 洒 たうべ ける ついでに  ^ 平 4 

大中 川う かべ る 船の か り 火に を ぐらの 山 も 名のみ なりけ り 

題 しらず  讀 人し 

飛鳥 川 わが 身 ひとつの 淵瀨ゅ ゑな ベ ての 世 を もうらみ つるかな 

思 ふ 事 侍りけ る 頃志賀 に まう でて 

世の中 を 厭 ひが てらに こし かど も 憂き身な がらの 山に ぞ 有りけ る 

父母 侍りけ る 人の むすめに 忍びて 通 ひ侍リ ける を 聞きつ けて かう じせら 

れゃリ ける を へ て隱れ 渡り けれど 雨 it リ てえ まかり 出で 侍らで^ リ 

ゐ伃 りけ る を 父母 聞きつ けて いか V はせ むず ると て ゆるす 由い ひて 侍り 

ければ 

下 この^ま ひ h たりに し 蘆の 根の 嬉しき 雨に あら はる ， かな 

人の 家に まかりた りけ るに 遣^に 瀧い と 面白 かリ ければ 歸 りて つか はし 


葡っ瀨 にたれ しら 玉 をみ だり けむ 拾 ふとせ しに 袖ぞ ひち にき 

後 撰 和歌 染卷第 十七 雜歌三  一一 一四 一一 一 


〇ょ ぺ ，)Jsg かす ミ 云々 人が 問 

たなら は 呼ん たが 閔き 人れ ない 

答へ よの 意 o 

〇VJ めくれ^ たづね 來れ 


〇 たらち ね 母親 o 

o みちの くに みちの く さいふに 

同じ o  siaKO 


後 撰 和歌 集卷第 十七 雜欤 ニー  三 四 s: 

法皇 吉 野の 瀧 御覽 じけ る 御と もに て  お s 升 朝臣 

いつの まに 降り 積 るら むみ 吉 野の 山の かひより 崩れ 落つ る 雪 

法皇 御製 

宮の髓 む ベ も 名に お ひ て 聞え けり 落 つ る 白沫の 玉 と ひ  > けば 

山ぶ みし はじめけ る 時  僧正 遍昭 

今 さらに 我 は 歸らじ || 見つ 、 よべ ど 聞かす と 問 はば、 ) たへ よ 

題 しらず  證人 しらず 

瀧つ せの うづ まき 每 にと めくれ どな ほ 尋ねく るよ のうきめ かな 

はじめて 頭お ろし 侍りけ る 時 物に かきつけ 侍リ ける  1!  昭 

たらち ね はか かれと てし もうば 玉の 我が 黑髮 をな です や ありけ む 

みち のく にの 守に まかり 下れ リ ける にたけ くまの 松の 枯れて 侍りけ る を 

見て 小 松を植 ゑつ かせ 侍 リて任 はてて 後 又 同じ 國に まかりな りて 前の 任 

に植 ゑし 松 を 見て  藤 原 元 善 朝臣 

楠 ゑし 時 契り やし けむたけ くまの 松 を ふた、 び あ ひ 見つ るかな 

ふしみ とい ふ 所に て 其の 心 を これ かれよ みける  讀人 しらず 

すが はら や 伏 見の くれに 見渡せば 霞に まが ふ を はっせの やま 


o はな は呋 かなむ 花は呋 いて は 

しい a 


〇 け ふこ そみつの 浦 け ふ は 見た 

さ、 三 垅 の 浦 ミ を 通 はせ たもの。 

o この 世 をう み 渡る 船 此の世 を 

抱み わたる- /J、 诲を 渡る 船ミな 通 

はせ たもの o 

〇 日の ひかり 見ぬ 日の 光 を 見な 

い £ い ふ に 自分の 不遇 を 含ませた 

もの 》 

〇身 にさむ く あらね ものから 身 

には^く S じない ものの o 


Q 心地. R. づら ひて 病氣 をして n 


〇 山の はなく は 云々 月 は 山の端 

に 入る もの ミ い ふ 思想から 云った 

もの o 


題 しらず 

言の葉 もなくて すぎぬ る 年月に この 春 だに も はな は唤 かなむ 

身の うれへ 侍りけ る 時 津の國 に まか リて 住み はじめ 侍りけ るに 業 平 朝臣 

難波津 をけ ふこ そみつの 沛ご とに これ や この 世 をう み 渡る 船 

時に あはず して 身 を 恨みて こも リ侍リ ける 時  文 屋康秀 

白雪の き やどる みねの 小 松原え だしゅ けれ や 日の ひかり 見ぬ 

心に も あらぬ 事 をい ふ！^ 男の 扇に かきつけ 侍リ ける  土  佐 

身に さむく あらぬ ものから 侘しき は 人の 心の あらしな りけ り 

ながらへば 人の 心 もみる ベ きに 露の いのち ぞ かなし かりけ る 

人の 許よ リ 久し、 リ 心地 ゎづら ひて ほと く 死ぬ ベ くな む有リ つると いひ 

て 侍りければ  .  閑院 大君 

諸共に いざと はい はでし での 山い かで かひと りこえ むと はせ し 

月夜に かれこれして  上野 岑雄 

おしなべ て峯 もた ひらに 成りな なむ 山の はなく ば 月 も 隱れじ 


後馔 和歌 集卷第 十七 雜歌三 


三 四 五 


後 撰 和^ 集卷第 十八 雜歌四 


I 霞 


. を ぶちの 駒 尾 K ん牧に 飼 ふ^ 

飼 ふ 野で 放し 飼 ひに する。 


〇 つゆ やなぐ ひ つ^やか になつ 

*. 一竜 

〇 おいかけ 武官； i 冠の 左右に つ 

けた 飾り o 


後 撰 和歌 集 卷第 十八 

雜 * 四 

蛙 を 聞きて  讀人 しらず 

我が 宿に あ ひ やどりして 鳴く 蛙よ るに なれば や 物 はかなし き 

人 々あまたし リ て侍リ ける 女の もとに 友達の もとよ リ この頃 は 思 ひ 定め 

た るな めリ賴 もし き 事な リと た は ぶれ お こ せ て 侍りければ 

玉 江 こぐ き 刈り をぶ ねさし 分けて 誰 を たれと か 我 はさ だめむ 

男の はじめ いかに 思 へ る樣 にか 有リ けむ 女の けしき も 解けぬ を 見て あや 

しく 思 はぬ 樣 なる 事と い ひ侍リ ければ 

陸奧の をぶ ちの 駒 も 野 飼 ふ に は 荒れ こそ まされな つくもの か は 

によ くら- T ど 

少將 にて 內 にさ ぶら ひける 時 あ ひし リたリ ける 女藏. <  の ざう しに つぼ や 

なぐ ひお いかけ を 宿し 置きて 遠き 所に まか リ 侍りけ リ この 女の 許よ リ此 

のおい かけ をお こせて あはれ なる 事な どい ひて 侍リ ける 返事に 源 善 朝臣 

いづく とて 尋ねき つらむ 玉 かづら われ は 昔の われなら なくに 


o こざ あやまりに まち. 》 ひに で 

*o けがに も o 


〇 いつしか VJ まつち の やま いつ 

になったら 來 るか VJ 待つ o これに 

待 A 山 を かけた もの。 

〇 いせ •，=! 十瀕 。多くの 瀬0 


〇 たれす みが まの 云々 誰が 炭な 

燒く iS の 煙 V」 いふら むに、 誰が 住 

む VJ いひ かけた もの C 


o あさう がたり 詳か でない が、 

一 說 にな ぞくの 意 VJ もい ふ o 

r さく さめ 年寄った 女 。又 姑の 

is  ./J もい ふ o 


たよ リ にっきて 人 の國 のかた に 侍りて 京に 久しう まかりの ぼら ざり ける 時 

に 友 だち に 遣 はしける  讀人 しらず 

朝 ごとに みし 都 路の絕 え ぬれば ことあやまりに とふ 人 もな し 

のぼ 

遠き 國に 侍リ ける. <： を 京に 上りた リと 聞きて あ ひま つに まう できながら 

訪 はざリ ければ 

いつしかと まつち の やまの 櫻 花 まちても よそに きくが 悲し さ 

題 しらず  伊  勢 

いせ 渡る 川 は 袖より 流 るれば とふに と はれぬ 身 は 浮きぬ めり 

北邊左 人臣 


人め だに 見えぬ 山路に たつ 雪 を たれ すみがまの 煙と いふら む 

男の人に も あまた 問へ われ や あだなる 心 あると い ヘリければ  伢  勢 

あすかが は淵瀨 にか はる 心と はみ なかみし もの 人 もい ふめり 

人の むこ の 今 まう で こむ と いひて 罷リ にけ るが 文お こする 人 ぁリと 聞き 

て 久しう まう で こざ リ ければ あとうが た リの心 をと リて かく なむ 申しけ 

る どい ひっか はしける  女の 母 

今、 ) むと いひし ばかり を 命に てまつ に 消ぬ ベ しさく さめのと じ 

後 撰 和歌 集卷第 十八 雜歌四  ！1 一四 七 


〇 した ラづ 装束の 時に 靴の 下に 

はく もの o  くっした。 檨 o 

o あしのうら 足の裏な 蘆の 生え 

た 浦に かけ；.： もの o 


〇人 心 云々 人の 心 は 常に 變 

の VJ いふ 意 o 


〇 世の中 云々 世の中 は 極めて は 

かない もの VJ いふ 意。 

〇 常 VJ たのめる 常住 VJ 賴んた o 

いつまでも 變ら ね.、. -賴ん さ。 


後 撰 和 联集卷 第 十八 雜耿四  .  一二 四 八 

力へ し  む  こ 

數 ならぬ 身の み 物う く 思 ほえて 待た る 、 まで もな りに ける かな 

常に まう でく とてうる さがりて 隱れ ければ 遣 はしける  讀、 しらず 

ありと きく 音 羽の 山の ほと ， ざす 何 かく るら むな く聲 はして 

物に こも リ たるに しリ たる 人の つ ぼね ならべ て^ 月お こな ひて いづる 曉 

に いとき たなげ なる した うづ を 落したり ける を 取りて 遣 はすと て 

あしのうらの いとき たなく も 見 ゆる かな 波 は 寄せても 洗 は ざり けり 

題 しらず  • 

人心た と へ て 見れば しらつゆの 消 ゆるま もな ほ 久し かりけ り 

世の中と いひつ る もの は 陽炎の あるかな きかの 程に ぞ 有りけ る 

友達に 侍リ ける 女 年久. L  く賴 みて 侍りけ る 男に と はれず 侍りければ もろ 

とも に 歎きて 

かくば かり わかれの やすき 世の中に 常と たのめる 我ぞ はかなき 

つねにな き 名 立ち 侍りければ  伊  勢 

塵に たつ 我が 名き よめむ も ， しきの 人の 心 を まくらと もがな 

あだ 名た ちて いひ 騒がれけ る 頃 ほのかに 聞きて あはれ いか にと ぞと とひ 


〇 え こそ あらね もの なれ あ 


侍リ ければ  小町 がむ ま ご 

憂き 事 を 忍ぶ る あめのし たにして われ 濡衣は ほせ どか わかす 

鄰なリ ける 琴 を かリて 返す 序に  讀 人 し 、し ず 

あ ふことの かたみの 聲の 高ければ わがな くねと も 人 はき かなむ 

題 しらず 

涙の みしる 身のう さもお i るべ くな けく 心 を まくらと も ガな 

物 思 ひける 頃  伊  勢 

あ ひに あ ひて 物 思 ふ 頃の 我が 袖に 宿る 月 さ へぬ る、 が ほなる 

ある 所に て 簾の まへ にかれ これ 物語し 侍リ ける を 聞きて-つちよ リ 女の 聲 

にて あやしく 物の あはれ しりが ほなる 翁 かなと いふ を 聞きて  莨  之 

あはれ て ふ 事に しるし はな けれども 言 はで はえ こそ あらぬ もの なれ 

かみなづき 

女 友. だち の 常にい ひか はしける を 久しう 音づれ ざり ければ 十 H ばか リ 

にあ だ 人の 思 ふと いひし 言の葉 はと いふ 古 ごと を いひ 遣 はした リ ければ 

竹の 葉に かきつけ てっか はしける  謓人 しらず 

移ろ はぬ 名に 流れた る 河 竹の いづれ のよ にか 秋 を 知るべき 

題し、 りず  贈 太 政 大臣 

後 撰 和歌 集 卷第 十八 雜歌四  三 四 九 


〇效 風 ふきて ちりね る 言の 菜 VJ 

云った ので JK るミ 結ん たもの。 


〇 はした に 中途 はん ゆに 


6 もろ ミ もに 呼ぶ 5 お o 


厂御 VJ きのお ろし 云々 倒 衣の ふ 

るいの を 賜 は る ミ い ふ 意。 


〇 山の や 5」 りの かひ もな し 山に 

宿った 甲斐 もない ミ いふ を 山の 峽 

もない ミ いふに かけた もの o 

〇 题 をさク りて 云々 探題 を 云つ 


後 撰 和歌 集卷第 十八 雜歌四  ； 一一 五 〇 

深き 思 ひそめつ とい ひし 言の葉 はいつ か 秋風 ふきて ちりぬ る 

かへ し  伊 

心 な き 身 は 草葉に も あらな くに あきく る 風に うたが はるら む 

題 しらず 

身のう きを 知れば はした になり ぬべ み 思へば 胸の 焦れの みする 

讀 人 

雪路を もしらぬ われさ へ 諸聲 にけ ふば かりと ぞなき 歸り ぬる 

まだき からお も ひこき 色に そめむ とや 若紫の ね を たづ ぬらむ 

伊 

見え もせぬ 深き 心 を かたりて は 人に かちぬと おも ふ もの か は 

伊勢が 亭子院 に まゐリ て さ ぶら ひけ る に 御と きのお ろした ま はせ たりけ 

れ f 

伊勢の 海に 年へ て 住みし 蟹 なれ どか かるみ るめ は潛 かざりし を 

粟田の 家に て 人に 遣 はしける  兼 輔 

あしび きの 山の やどりの かひ もな し峯の 白雲た ちし よらねば 

左大臣の 家に て かれこれ 題 を さぐりて 歌よ みける に 露と いふ 文字 をえ 侍 


o つきながら s きながら o 悲し 

くつ..：' い^では あるが。 


C や、 g すがり 珠敉 Gia の^の 

やうに ん である ミ こ  一 (o 


リて  藤 原忠國 

われなら ぬ 草葉 ももの はお も ひけり 袖より ほかにお ける 白露 

入の もとに 遣 は しけ る  伊勢 

人心 あらしの かぜの さむければ このめ もみえ す 枝ぞし をる ， 

こと 人 を あ ひかた らふと 聞きて つか はしける  讀人 しらず 

うきながら 人 を 忘れむ ことかた み 我が 心 こそ か はら ざり けれ 

みした 

ある 法 ^  等 朝 ぼ ^家に まかりて ず、 のす がり をお としおけ る を 朝に 

おくる とて 

うた ， ねの 牀に とまれる 白玉 は 君が おきつ る 露 にゃあ るら む 

かへ し 

かひ もな き 草の 枕に おく 露の なにに 消えな で 落ちと まるら む 

題 しらず 

思 ひやる 方 も しられす くるしき は 心 まど ひの つね にゃあ るら む 

昔 を 思 ひ 出で て むら子の 內侍 にっか はしける  左大臣 

鈴蟲 にお とらぬ 音， 〕 そ なかれ けれ 昔の あき をお も ひやり つ 、 

ひと リ侍リ ける ころ 人 の 許よ リ いかに ぞと とぶら ひて 侍りければ 朝 額の 

一 

後 撰 和歌 蕖卷 ^十八 n 一 五一 


後 撰 和 敬 集卷第 十八 雜歌四 


〇 さう し 冊子 o 卷 物に 封して 铰- 

ぢた t せ籍 VJ いふ。 


o いかに やい かに いかに さいふ 

を强く 云った もの o 


〇 秋に あき そふ 心地 秋の 上に 更 

に 秋か^ 

い ふ菅 o 


〇 すがけ る絲 細 株の 巢を はった 

絲。 


一二 五 二 

花に つけて 遣 はしける  讀 入 しら ず 

ゆ ふぐれ の 寂しき もの は 朝顔の 花 をた のめる 宿に ぞ ありけ る 

左大 E のか かせ 侍りけ る さう しのお くに 書きつ け侍リ ける  貫  之 

は や. -* 

柞山 みねの あらしの 風 をいた み ふる 言の葉 を かき ぞ あつむる 

題 しらず  小町が あね 

世の中 を 厭 ひて あまの 住む かたもう きめの みこ そ 見え 渡り けれ 

昔 あ ひ 知リて 侍りけ る 人のう ちに 侍 ひける が もとに 遣 はしける 伊  勢 

山川のお とに のみき く百數 をみ を はやながら 見る よし もがな 

人に 忘られた りと 聞く 女の もとに 遣 はしける  讀人 しらず 

世の中 はいかに やい かに 風の 音 をき くに も 今 はもの や 悲しき 

かへ し  伊勢 

世の中 はい さと もい さや 風の 音 は 秋に あき そふ 心地 こそ すれ 

題 しらず  讀人 しらず 

譬へ くる 露と 等しき 身に しあれば 我が 思 ひに も 消えむ とやす る 

つら かリ ける 男の はらからの もと に 遣 はしける 

さ  > が にの 空に すがけ る弒 よりも 心細し ゃ絕 えぬ とお もへば 


〇 ふしみ 伏して 見る の 意" 


〇.E 下-/ j よみな く 鳥 山 下 を vj よ 

もし て^く 鳥。 山 下み. 礬き vjN ろ 

かせて 鳴く 鳥。 


〇ぁ き 栗 てられて 飽き 架 てられ 

たミ いふに、 秋が 終った の 意 を 通 

はせ たもの、 十月 は 冬の はじめで 

ある o 

0 おた つ 人 隔 心- s 出来た 人。 


か へ し 

風 ふけば 絕ぇ ぬと 見 ゆる 踟の絲 も 又 かきつ かで やむ とや はきく 

伏 見と いふ 處 にて 

名に 立てて ふしみ の 里と いふ 事 は 紅 薬を牀 にしけば なりけ り 

題 しらず  均 子 内親王 

我 もお も ふ 人 も 忘るな あり そ 海の うら 吹く 風の やむ 時 もな く 

山 E 法師 

あしび きの 山 下と よみな く 鳥 も わが ごとた えす 物 思 ふらめ や 

か&な づき 

神無月の つ いたち 頃 妻の みそか 男した リ ける を 見つけ いひな どして つと 

めて  讀人 しらず 

今 はとて あき 果てられし 身 なれ ども 霧た つ 人 をえ や は 忘る ， 

十月ば かリ昔 面白 か リし所 なれば とて 北山の ほとりに これ かれ 遊び 侍リ 

ける ついでに  兼輔 朝臣 

思 ひ 出て きつる もしる くもみ ぢ 葉の 色 は 昔に か はら ざり けり 

おなじ 心 を  坂 上是則 

峯萵み 行きても 見べ きもみ ぢ葉を 我がるな がら も插 しつる かな 

後 撰 和歌 集卷第 十八 雜^ 四  三 五一 一一 


第 卷第 十八 雜缺四  三 ーュ 四 

しはすば か リ に あづまよ リま うでき ける 男の 許より 京に あ ひ知リ て 侍リ 

ける 女の 許に 正月つ いたちまで 音 づれず 侍りければ  讀 人 

待つ 人 はきぬ と 聞け ども あらたまの 年の み 越 ゆる あ ふ 坂の 關 


〇 心さす！ 

たもの o 


ろ？ 11 してお く つ 


o あ ふさ かまで は 逢坂まで は 

再， ひ^ふまで は。 


o ふじの 煙の かひ やなから む す 

るが ミ いふ 自分の 名に よつ て 云つ 

たもの わが 思 ひも 甲斐ない こミ 

さらう の 


後 撰 和歌 集 卷第 十九 

みちの くにへ まか リ ける 人に.^ うち を 遣 はすと て 書きつ けけ る  貫 

を り /\ にう ちて たく 火の 煙 あらば 心さす が を 忍べと ，ぞ 思 ふ 

あづま  ねさ 

あ ひ知リ て侍リ ける 人の 柬 つか へま かりけ るに 櫻の 花の かた に |E を さし 


之 


直 幹 


ず 


て 遣 はしける  讀 人し ら ず 

あだ 人の 手 向 に をれ る ひ ああ ふ さかまで は 散らす も あらな む 

遠く まか リ ける 人に 0 し^りける 時に て  橘 

思 ひやる こ ， ろば かり はさ はら じ を 何へ だ つらむ みねの 白雲 

下野に まか リ ける^ に 鏡に そ へて つか はしける  讀人 

ふたご 山と もに 越えね どます 鏡 そこなる 影 をた ぐ へ てぞ やる 

信 濃へ まか リ ける 人に たきもの 遣 はすと て  する が 

信 濃なる あさまの 山 も 燃 ゆなれば ふじの 煙の かひ やなから む 

遠き 所 へ まか リ ける 友 建に 火う ち に そへ て 遣 はしける  讀 人し、 りず 

後 撰 和歌 集卷第 十九 離別 歌  ,  三 五 五 


〇 君し いな はの 君が 往な ゆに 因 

燔を かけた もの o 

〇 滑え ね はかり ぞ た *> 滑え すに 

ある VJ いふに 過ぎぬ o 

〇 旅の 凋 度 旅行に 要する 具。 


〇 身 を わくる 云々 身 を わける こ 

VJ は 出来ね から o 


後 撰 和 趺集卷 第 十九 離別 馱  三 五六 

このたび も 我 を 忘れぬ ものなら ばう ちみむ たびに 思 ひ 出で なむ 

京に 侍リ ける 女子 をい かなる 事 か侍リ けむ 心う しとて 留め^きて 因幡 國 

へま かリ ければ  む ^ 

うちすて て 君し いなばの 露の 身 は 消え ぬば かり ぞ ありと 賴 むな 

伊勢 へま かリけ る 人疾く 去な むと 心 もとな がると 聞きて 旅の 調度な ど と 

ら する 物 か、 りた 乂ぅ 紙に かきて とらす る 名 をば 馬と いひけ る に 

をし と 思 ふ 心はなくて このたび は 行く 馬に 鞭 をお ほせつ るかな 

かへ し 

君が 手 を かれ ゆく 秋の すゑ〜 しも 野 飼に はなつ 馬ぞ かなしき 

同じ 家に 久しう 侍りけ る 女 の 美 濃の 國に 親侍リ ける とぶら ひに まか リけ 

るに  藤 原 

今 はとて 立ち か へ り ゆく. ふるさとの 不 破の 關屋に 都 わするな 

遠き 所に まかりけ る 人 に 旅の 具つ か はしける 鏡の 箱の うらに 書きつ けて 

遣 はしける  大窪 

身 を わくる ことの 難 さに ます 鏡 かけば かり をぞ 君に そへ つる 

このたびの いでたち なむ 物う く覺 ゆると いひければ  人 - 


〇 入の BE よその 國。 他 ISO 


〇 お- 


初臈の われ も そらなる 程 なれば 君 もものう き 旅 にゃあ るら む 

あ ひしり て侍リ ける 女の人の 國に まか リ ける にっか はしける  公忠 朝臣 

いとせ めて 戀 しきた びの 害、 〕 ろ も ほどなく か へ す 人 も あらな む 


し 


女 


唐衣た つ 日 をよ そに きく 人 はか へ すば かりの ほど も戀 ひじ を 

三月ば かりに 越の 國へ まか リ ける 人 に 酒た うべ ける ついでに 

戀 しくば ことづて もせむ 歸る さの 臈 がね はま づ 我が 宿に なけ 

善祐 法師^ 豆の 國に 流され 侍りけ るに 

別れて はいつ あひ^む と 思 ふ らむ か ぎり ある 世の 命と もな し 

題 しらず 

そむかれぬ 松の 千年の 程よりも ともぐ とだに 慕 はれ ぞ せし 

か へ し 

とも ふ \と资> ふなみ だの そふ 水 はいかなる いろに 見えて 行 くらむ 

こ 5 でん 

亭子院 の 帝お リゐ 給う ける 年の 秋弘徽 殿の かべ に 書きつ けけ る 伊 

別 るれ ど あ ひも をし まぬ 百 數を見 ざら むことの なに か 悲しき 

帝御覽 じて 御 か へ し 

^^和歌 集^ 第 十九 離別^  三^ 七 


讀人 しら ず 


仆 


讀 人 


勢 


ら ず 


き 


9、 もゐ is. 


\ 透かになる 


〇 笠^ 山に 身 をな して 身 を 笠に 

して。 旅に 53 るに は S を はなす こ 

さ は出來 ねので o 

〇淚 の あめに 云々 笠 をお いて 雨 

に ぬれて 行く、 君み-おいて 一 K にぬ 

れつ - 行く ミ かけた もの o 


〇 き；. 1 り VJ み-見む 著たり ミを見 

む VJ 云って、 來た VJ 見よう ミ いふ 

意な 含ん，.！ もの 


O 心 も ゆか チ ゆく な 一一 一一 I ひそに 

して 云つ.； i もの o 心が 晴れね、 

Jfe がす  >  まない o 


佼撰 和歌 集卷第 十九 離別 歌  三. だ， 八 

身 一 つに あらぬ ばかり をお しなべ て 行き 廻りても など か 見 ざら む 

みちの くにへ まか リ ける 人に 扇 調 じて 缺綠に 書かせ 侍リ ける  讀ん しらず 

別れ ゆく 道の くもる になり ゆけば とまる 心 も そらに f 】 そ なれ 

宗于の 朝臣の むすめみ ちの くに へ 下りけ るに 

いかで な ほ 笠 取 山 に 身 をな し て 露け きた びに 添 はむ とぞ おも ふ 

か へ し 

笠と りの. E とたの みし 君 をお きて 淚の 雨に ぬれつ  >  ぞ 行く 

をと この 伢 勢の 國へ まか リけ るに 

きみが 行く かたに ありて ふ 淚川ま づ は 袖 に ぞ ながる ベ ら なる 

旅に まか リ ける 人 に 装束つ か はすと て 添へ て 遣 はしける 

袖 ぬれて わかれ はすと も 唐， 〕 ろ も ゆく とな 言 ひそき たりと を 見む 

かへ し-  , - 

わかれ ぢま、 いも かすから ころもき て は淚ぞ さきに たちけ る  • 

旅に まか リ ける 人 に 扇つ か はすと て 

そ へ て やる 扇の 風し 心 あらば わがお も ふ 人の 手 をな はなれ そ 

友 則が むすめの みちの くへ まか" ける にっか はしける  滋 幹が 女 


〇 しのぶ G. 里 S ぶに 信 夫の a を 

かけた もの。 信 夫 は 汁 »< にある。 

〇 あ ひづ出 ^奧國 に 在 


いさきよ いこ いさ I 本に なし 

きょい こ は 名 _* 

o 年な へて あ ひみる 人の 云々 多 

くの ^を 港た^に 逢 ふこ V」 の出來 

る 入 ミ の， 《■ かれ G 


〇 いやしき 名 揮 が ある./」 云って 

お 位な ゆ られた VJ い ふ 群0 


〇 あからさまに に はかに 。急に 

〇 こ-ろ？ o す こ-ろむ け をして 

SXWO 

〇s ひつる が 敦賀 ケ^み 込ん た 

もの o 

〇 か へ るの. S 歸 山。 S3 前！： にあ 

〇 いつはた 伊津 波 多 は 越 前阈に 

在り、 软 S なう けたので あ 50 而 

して 何 S- 將 V」 かけた o 


君 をのみ しのぶの 里へ 行く もの を あ ひづの 山の 遙 けき や なぞ 

つくし へ まかる とて いさきよ い この 命婦 におく リ はべ リ ける  小 野 好古 朝 E 

年 をへ て あ ひみる 人の わかれに は 惜しき もの こそ 命な り けれ 

出 羽よ リの ぼリ ける に これ かれむ ま の はなむけ しける にか はらけ とリて 

源  濟 

行く さき を 知らぬ 淚の 悲しき はた  > めの ま へ に 落つ るな りけ り 

平 高遠が い やしき 名と リて 人の 國 へ まか リけ るに 忘るな と い へ リ ければ 

高遠が 妻の い へ る 

忘るな とい ふに ながる ， 淚川 うき 名 をす ， ぐ賴 ともなら なむ 

あ ひし リて 侍リ ける 入 の あからさま に 越の 國 へ まか リ ける に 報 こ 、 ろざ 

すと て  讀人 しらず 

我 をのみ 思 ひつる がの こしなら ばか へ るの 山 は 惑 は ざら まし 

かへ し 

君 をのみ いつはたと 思 ひこし なれば 往來の 道は遙 けから じ を 

秋 旅に まか リ ける 人に^ を もみ ぢの 枝に つけて つか はしける 

^ふかく 旅 ゆく 人の たむ けに はもみ ぢに まさる 幣 はな かりき 

後^ 和 缺集卷 第 十九 離別^  三 S 九 


後 撰 和歌 集卷第 十九 ^別跃 


三 六 〇 


C お & ぼれ なまし れ よう 0 


<(. はかなく 立ちて る さも 春 8S" 

が 立つ さいふに、 はかなく 立ち わ 

かれても VJ 云 ひかけ たもの o 

〇 かぜに 心 をた.^ へつ、 虱に 心 

を 添へ て a 


G あえて あやかって o 


西 四^の^ 宫の 九月 晦日く だり 侍リ ける ともなる 人に ぬ さ 遣 はすと て 

大 

もみ ぢ葉 を幣 とちら してた むけつ 、 秋と ともに や 行かむ とすら む 

物へ まか リ ける 人に 遣 はしける  伊 

待ちわびて 戀 しくならば たづぬべく 跡な き 波の 上なら で 行け 

題 しらず  贈 太 政 

來 むと いひて 別る 、 だに も ある 物 を しられぬ 今朝の まして 侘しき 

かへ し  伊 

さらばよ と 別れし ときに いはませば 我も淚 にお ほほれ なまし 

讀 人し 

春霞 はかなく 立ちて 別る とも 風より ほかにた れか訪 ふべき 

かへ し  伊 

めに 見えぬ かぜに 心 をた ぐへ つ 、やらば 霞の へだて こそせ め 

甲斐 へま かりけ る 人に つか はしける 

きみが 代 はつる の 郡に あえてき ね 定めな き 世のう たが ひもな く 

船に て 物へ まかりけ る 人に 遣 はしける 


o おさへ つ- おさへ つ 


〇 いやしき 名 わるい 名 o 罪に よ 

つ て官ぉ を 下 ゆられた VJ いふ 喵0 


C 世に すみ IK き 住み SS きに 澄み 

JS きを かけた もの o 

〇 名に しお はは ；， i はれ ミ いふ 名 

うて ゐ るなら は o たはれ は， 

みたり かまし く ふるま ふこ 7JO 


おくれす ぞ 心に のりて こがる ベ き 波に もとめよ 船み えす とも 

かへ し  讀人 しらず 

船な くば 天の川まで もとめて む 漕 ざつ ゝ 汐 のなかに きえす ば 

船に て 物へ まか リ ける 人 

かねてより 淚ぞ袖 をう ちぬらす うかべ る 船に のらむ とお もへば 

かへ し  伊勢 

おさ へつ、 我 は 袖に ぞ せきと むる 船 こす 汐 にな さじと 思へば 

遠き 所に まかる とて 女の 許に つか はしける  貫  之 

忘れ じと ことに 結びて わか るれば 逢 ひみむ まで は 思 ひみ だるな 

羁旅歌 

ある 人 いやしき 名と りて 遠 江の 國 へ 罷る とて 泊 漱川を 渡る とてよ み侍リ 

ける  M 人 しらず 

泊瀨川 わたる 瀨さ へ や 濁 るら む 世に すみ 難き 我が身と 思へば 

たはれ 島 をみ て 

名に しお はば あだ に ぞ思 ふ た はれ S 波の 濡衣 いく 世き ぬらむ 


後 撰 和^ 集卷第 十九 覉旅歌 


一二 六 1 


後 撰 和歌 集卷第 十九 覉旅歌 


う 


C ゆきつきが たき 行き 著き にく 

いさころ の 5 ^に、 ふりく る を 受け 

て 雪の 意な 通 はせ たもの o 


C 旮 安倍仲麿 か 云 々「あまの 原 ふ 

りさけ 見れ は卷 B なる 三 笠の 山に 

出で し 月 かも OJ の 歌な さした もの 


三 六 二 

程に 川 を渡リ 


.ぉ の 方 へ まか リけ るに 過ぎぬ るかた 戀 しく 覺ぇ 

波の 立ちけ る を 見て  業 平 朝 E 

いと V しく 過ぎ行く かたの こ ひしき に 羨ましく も か へ る 波 かな 

白山へ まう でけ るに 道 屮ょリ たよ リの 人に つけて i はしける  讀.^ しらず 

みや、 J まで 音に ふりく 乙 白山 は ゆきつきが たきと ， J ろな りけ り 

屮原宗 興が 美 濃 の國 へ 罷リ下 リ侍リ ける 逍 に 女の 求に 泡" てい ひっきて 

さ リ が た く覺ぇ 侍りけ ればニ 三 E 侍リ て やん ご となき 事 によ リ てま かリ 

立ちければ きぬ を 包みて それが 上に かきて 送り 侍リ ける  屮 原宗與 

山里の 草葉の 露 はしゅから むみの しろ ごろ も鏠 はすと もき よ 

ザ 

土 佐よ リ まか リ のぼりけ る 船の うちにて 見 侍リ ける こ 山 0  3 ならで 月の 

波の 屮ょリ 出づ る やうに 見えければ 昔 安倍仲麿 が もろこし にて ふ リ. さ け 

みれば といへ る 事 をお も ひやり て  莨  之 

みやこに て 山の端に みし 月 なれ ど 海より 出で て 海に こそ いれ 

法. の 瀧と いふ 所御覽 じけ る 御供に て  菅原 右大 E 

みづ ひきの 白 絲 はへ て！！ る はた を 旅の ころもに たち や- m ねむ 

道 まか リ ける 序に ひぐ らしの 山 を まか リ& りて 


〇 山の ベ 山邊 VJ いふ 地名に、 山 

のば ミ りの 致 を かけた もの ** 


〇 水 もせに 云々 紅^が 水の 上 一 

面に いて ゐる時 は o 

〇 うちの VJ のミも 柵の 内の 外の 

€ も の葸 な卞治 G 殿 VJ もに 通 は せ 

たもの o 

o 花 さきて 白波な 波の 花 ミ いふ 

所から、 これ を 花 VJ 云った もの o 


80 佾 7」 お 人 o 

C け ふ 》/,^VJ のみ け ふこ そけ ふ 


日ぐ らしの 山路 を喑み 小夜 ふけて 木の 末 ごとに 紅葉 てらせる 

初瀨 へ詣づ とて 山の ベと いふ わた リ にて よみ 侍リ ける  ^  0 

くさ まく ら旅 とな りなば 山の ベ に 白雲な ら ぬわれ やや ど らむ 

宇治 殿と い ふ 所 を 

水 もせに うきたる とき は 柵 のうちの とのと も 見えぬ もみ ぢ葉 

海の ほと リに てこれ かれ 逍遙し 侍リ ける ついでに  小  町 

花 さきて 寳なら ぬ もの はわた つみの かざしに させる 沖つ 白波 

柬 なる 人の 許へ まかりけ る 道に 相 摸の 足 柄 の關 にて 女の 京に まか リ上リ 

ける にあ ひて  眞静 法師 

足 柄の 闢の やま ぢを 行く 人 はしる も 知らぬ もうと からぬ かな 

法.^ 遠き 所に 山ぶ みし 給 ひて 京に 歸リ給 ふ に 旅の やど リし 給うて 御供に 

さぶ らふ 道俗に 歌よ ませ 給 ひける に  僧正 聖齊 

人 ごとに け ふ， /^とのみ 戀 ひらる 、 都 近 くもなり にけ るかな 

土 佐よ リ任 はてての ぼ リ侍リ ける に 船の 中に て H: を 見て  貫  之 

照る 月の 流る ， 見れば 天の川 いづるみ なと は 海に ぞ ありけ る 

题 しらず  亭子院 御製 

佼 f;,w^ 鬼卷第 十九 羈旅 歌  三 六 三 


鹿の 妻 待つ 宵 VJ かけた もの 


後 撰和缺 集卷第 十九 锊旅^  三 六 四 

くさまくら 紅葉む しろに か へ たらば 心 をく-たく ものなら まし や 

京に 思 ふ 人 侍リて 遠き 所よ リか へ リ まう で來 ける 道に とビ まりて 九月ば 

かリに  讀入 しら ザ 

思 ふ 人 ありて 歸れ ばいつ しかの つま^つ よ ひの 秋ぞ かなしき 

草枕 ゆ ふ 手ば かり はなに なれ や 露 もな みだ もお きか へ りつ 、 

の 瀧と いふ 所に 法皇お はしました リ ける にお ほせ ごと ありて 素性 法钲 

秋 山に まど ふ 心 をみ やた きの 瀧の しら あわに 消ち や はてて む 


ふに 


〇 ラ しろ やす < も 心配な しに < 

あ W に 心が 殘ら チ に。 


〇 つまむ ミぞ 若^な ！e む ミ^し 

いこ ミ を 5W むミ： S 方に かけた もの 

o かう ぶり う ひかう ぶりの 署 0 

はじめて 冠 を 被る こミ o 元服 o 

c 琴の^ も 竹ん 琴 は絃、 竹 は 管 

で、 共に 樂 器。 

〇ち£ せの こ ゑ 蒸^ 樂 千秋 樂^ 

の银を 云った もの o 


後 撰 和歌 集 卷第 二十 

0 賀 歌 

女 八の み こ元茛 のみこの ために 四十の 賀し 侍りけ るに 菊の花 を かざしに 

折リて  藤 原伊衔 朝臣 

萬 代の しもに も かれぬ 白菊 を うしろやす くも かざしつ るかな 

典侍 あきらけ い こ 父の 宰相の ため に賀 し侍リ ける に玄朝 法師の 裳 唐衣ぬ 

ひて 遣 はしければ  典侍 あきらけ い こ 

雪 わくる あまの 羽& うちきて は 君が ちとせに あは ざらめ や は 

題 しらず  太政大 

今年より 若菜に そ へ て老の 世に 嬉しき f  J と をつ まむ と ぞ思ふ 

お 叨 親王 かう ぶリ しける 日 あそびし 侍りけ るに 右大臣 かれこれ 缺 よませ 

侍リ ける に  貫 

琴の 音 も ±： もちと せの こる〗 する は 人のお も ひも 通 ふなり けり 

賀の やうなる 事し 侍りけ ると ころに て  讀人 しらず 


臣 


之 


後 撰 和 欲^ 卷第 二十 慶賀 歌 


三 六 五 


C 裳 著 女子 •  か 虎 長して 裳 を 著 そ 

める 式。 裳 は 女の @ から 下に 著け 

*> もので、 唐衣 s 下 袴の 上に 著け 

る。 

〇 はや 木た かかれ はやく 成長な 

されよ ** 

C 彼の はな 藤 彼 G 花。 薛 G 花 o 


〇 年 星 自分. S 生まれ 年の 星ケ祭 

〇 女 攢 越 女の 施主。 


o け ふそく 脇息。 


〇 ま- 


〇 ひじり の铒代 SSI 天子の 铒代 o 


後 撰 和 歜集卷 第二 十 慶賀 歌  三 六 六 

百年と 祝 ふ を われ は 聞きながら 思 ふが 爲は あかす ぞ ありけ る 

左大臣の 家の をの 子 をん な 子 かう ぶりし 裳 著 侍りけ るに  貫  之 

大原ゃ をし ほの やまの 小松^ はや 木 だか かれ 千世の かけみ む 

人の かう ぶリ する 所に て 藤の 花 を かざして  讀人 しらず 

うちよ する 波の はなこ そ唤 きに けれ 千世 まつ 風 や 春になる らむ 

女の 許に つか はしける 

君が ため 松の 千年 も盡 きぬべ しこれより まさる 神の よもが な 

年 星お こな ふとて 女榨 越の もとよ リ ず- -を かりて 侍リ ければ 加 へて つか 

はしける  惟濟 法師 

百年に やとせ を そへ ていの りけ る 玉の しるし を 君み ざらめ や 

左大臣の 家に け ふそく 心 ざしお くると てく はへ ける  僧都 仁敎 

け ふそく をお さ へ てま さ へ 萬 世に はなの さかり を 心 しづかに 

今上 帥の みこと 聞え し 時 太 政 大臣の 家に わたりお はしまして 歸ら せた ま 

ふ 御 おくりものに 御 本 奉る とて  太 政 大臣 

君が ため 祝 ふ 心の ふかければ ひじり の 御代の あとなら へと ぞ 

御 かへ し  今上 御製 


せの 延言。 おはせ 


〇 山人の これる たき 木 仙人の 伐 

つ. fco 


〇 小附 はの 上に 別に^ 

小さい 荷 o 


c 斧の 柄の くちむ もしら や 晉の 

王 が 山に 人つ て^を 見て ゐた開 

に^の； が 朽ち 辫多の 年月が 經て 

ゐたミ いふ 故事。 


C 春 もき にけ り ^^な 春 さ 云つ 

たもの o 


正 


敎 へ おく ことたが はすば 行末の 道と ほくと も あと はま ど はじ 

今上 诲壶 にお はし ましし 時た き 木 こらせて 奉リ洽 ひける 

山人の， ) れる たき 木 は 君が ためお ほくの 年 をつ まむ とぞ おも ふ 

御 かへ し  御 

こ づけ 

年の 数つ まむ とすなる 重荷に はいと  > 小附を こり も そへ なむ 

東宮の 御前に くれ 竹う ゑ させた まひけ るに  薛 

君が ためう つして 植 うる 吳竹 にち よも こもれる 心地 こそ すれ 

院の 殿上に て 宫の御 かたよ リ棊 盤いだ させ 給 ひける ごいしの ふたに 

命 婦涛子 

斧の 柄の くちむ もしら す 君が代の つきむ 限り は うちこ 、 ろみ よ 

西四條 のみこの 家の 山に て 女 四の みこの もとに  右 大 

なみた てる 松の 綠の枝 わかす をり つ  > 千代 を たれと かは^む 

しはす 

十二月ば かリ にかう ぶリ する^に て  貫 

祝 ふ 事 ありと なる ベ し 今日 なれ ど 年の こなたに 春 もき にけ り 


ほ 


之 


哀傷 歌 


筏^ 和^ a 卷第 二十 裒慯歌 


三 六 七 


o ぶく  喪 ¥ さ？ て.；？ 4 にこ 

つ て ゐるぽ o 


o はての ころ 忌の^り 頃0 四十 

An の^く o 


後^ 和 欲 集卷 第二 十 哀傷 歌  三..； ハ八 

敦敏が 身 まかり にけ る を まだ 聞かで あづまよ リ馬を 送りて 侍リ ければ 

左大臣 

まだ しらぬ 人 も ありけ り東路 にわれ も 行きて ぞ住 むべ かりけ る 

兄の ぶく にて 一條に まか リて  太 政 大臣 

春の 夜の 夢のう ちに もお も ひき や 君な き 宿 を ゆきて 見む と は 

か へ し 

宿 みれば ねても さめても 戀 しくて 夢現と も わかれ ざり けり 

先帝お はし まさで 世の 屮を^ ひ 嘆きて 遺 はしける  三 條 右大臣 

はかなくて 世に ふるより は 山 階の 宫の草 木と なら まし もの を 

かへ し  粲輔 朝臣 

山 階の か 3 のく さきと 君なら ば われ は しづくに 儒る ばかりな り 

時^ 朝 E みまかりて 後 はての ころ 近くな リて 入の もとよ リ いかに 思 ふら 

むと いひお こせたり ければ  時 望 朝臣 妻 

別れに しほ ど を はてと もお も ほえす 戀し きことの 限りなければ 

女 四の みこの 文の 侍リ ける に 書きつ けて 內侍 のかみ におくり 侍りけ る 

右大臣 


C 忍の^ * つむ 忍 はれる n 


〇 い たづら に 今日 や 暮れな む 新 

春の 元日な が r- 諒^で あるので 何 

の槃 しい こ VJ もせ やに 今日 ケ 送つ 

てし まふ こ VJ であらう o 

〇 なく 淚云々 泣く 涙 G 雨 V」 降つ 

た 去年の 袖 は。 

〇 あたらしき にも 新しい 年に も 

〇 人の 世の 云々 人の 世が. G 分の 

S ひ 通りになる ものなら は。 


種 もな き 花， たに ちらぬ.：^ も ある をな どか 形；^ の こだにな からむ 

かへ し  內侍 のかみ 

.  しのぶ 

結 ひお きし ^ ならね ども： ^るから にいと V 忍の 草 をつ むかな 

女 四の みこの 事と ぶら ひ 侍る とて  伊  勢 

こ ， ら世 をき くが なかに も 悲しき は 人の 淚も つき やし ぬらむ 

かへ し  讀人 しらず 

聞く ひと も 哀れて ふなる わかれに はいと 淚 ぞっきせ ざり ける 

先帝お はし まさでの 又の 年の 正お 一 日に 送り 侍リ ける  三條 右大臣 

い たづら に 今日 や 暮れな む 新しき はるの はじめは 昔ながら に 

かへ し  兼輔 朝臣 

なく 淚 ふりに しとし の 衣手 は あたらしき にも か はら ざり けり 

かさねて 造 はしける  三 條 右大臣 

人の 世のお も ひに かな ふ ものなら ば 我が身 は 君に 後れ まし や は 

女の みまか リて 後す み侍リ ける 所 0 壁に 彼の 侍リ ける 時 書きつ けて 侍リ 

ける 手 を兑て  兼輔 朝臣 

寐ぬ ゆめに 昔の かべ を 見て しょりう つ 、 に物ぞ 悲し かりけ る 

後馔 和^ 集卷 第二 十 哀^^  !ー一 六 九 


〇 をし 《2>r 


〇 おも ひ 喪0 


〇 ならの ならびて 大和の 綠 から 

奈良 VJ 云 ひ、 それ を 受けて なら， ひ 

て ミ 云った もの o 竝， ひて 見し 人 は 

母 を さして 云 ふ o 

〇 に， ひ 色の さいで 簿 墨色の 小ぎ 

れ o 


後 撰 和^ 集卷 第二 十 哀偽歌  三 七 o 

あ ひし リて 侍りけ る 女の みまかり にけ るを戀 ひ侍リ ける あ ひだ に 夜 ふけ 

て をし の 鳴きければ  閑院 左大臣 

ゆ ふされば 音に なく 鴛の ひとりして 妻 ご ひすなる 聲の 悲し さ 

七 ばかりに 左大 E の 母み まかりに ける 時に おも ひに 侍リ ける あ ひだ 后 

の 宫ょリ 萩の 花 を 折 リて給 ヘリければ  太 政 大臣 

女郎花 かれに し野邊 にす む 人 はま づ さく 花 を またで ともみす 

なくな リ ける 人の 家に まかりて か ヘリての あしたに かしこなる 人に 遣 は 

しける  伊  勢 

なき 人の かゆ だに 見えぬ やり 水の そこに 淚を ながして ぞ こし 

大和に 侍りけ る 母み まか リて後 か の國 へま かると て 

ひとり ゆく 事 こそうけ れ故鄉 のなら のなら びて 見し 人 もな み 

法皇の 御ぶ くな りけ る 時に び 色の さ いでに 書きて 人に おくり 侍リ ける 

京 極 御 息 所 

鼍染 のこき もうす きも 見る とき は 重ねても のぞかな しかりけ る 

女 四の みこの かくれ 侍リ にけ る 時  右大臣 

きの ふまで 千世と 契りし 君 を わがしでの 山路に 尋 ぬべき かな 


o*2? さきの 東宮 o 


〇 むかしの 春 昔の 春ミ 併せて 先 

の 春^の 菜 を 含めた もの o 


〇 かかに む もの IH* かか かる ミ， 

この やうになる VJ を 通 はせ たもの 


G かなしき こ S を きくの ラベ 

« しい ポケ く、 菊の 上に Q 


先坊 うせ 蛤 ひての 春大輔 にっか はしける  玄上 朝臣 女 

あらたま のとし 越えつ らしつ ね もな き 初鶯 のね にぞ なかる、  ， 

かへ し  大輔 

音に たてて なかぬ 日 はなし 鶯の むかしの 春 を 思 ひやり つ 、 

同じ年の 秋  玄上朝 E 女 

もろとも にお きゐし 秋の 露ば かり かからむ ものと 思 ひかけ き や 

淸正が 枇粑. K ほの いみに こも リて 侍りけ るに つか はしける  藤 原 守 文 

世の中の かなしき こと をき くのうへ におく 白露 ぞ淚 なりけ る 

かへ し  淸正 

きくに だに 露け かるらむ 人の よ をめ にみ し 袖 を 思 ひやら なむ 

兼辅 朝臣な くな リて後 土 佐の 國 より まかりの ぼ リて饺 の 粟田の 家 こて 


茛 

梳ゑ おきし 一  一^の 松 はありながら 君が ちとせの なき ぞ 悲しき 

そのつ いでに かしこなる 人 

君 まさで 年 はへ ぬれ ど故鄉 にっきせ ぬ もの はなみ だな りけ り 

スの とぶら ひに まう できたり ける に 早くな くな リ にきと い ひ 侍りければ 

後馔 和^ 集卷 第二 十 哀慯歌  三 七】 


之 


o 袖 はもみ おの 色に 血の 涙で 袖 

がそ まる VJ いふ 憲<* 


〇 親の わざ 親の 法事 o 


〇 藤の 花ミぞ 藤&ケ 著て ゐる抉 

にう つるので 藤の 花 VJ 云った もの 
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楓の 紅葉に かきつけ 侍リ ける  戎 仙 

過ぎに ける 人 を 秋し もと ふから に 袖 はもみ ぢの 色に こそ なれ 

なくな リ て侍リ ける 人 のい みに こも リて 侍りけ る に 雨の ふる 日 人のと ひ 

て侍リ ければ  讀 人し 

袖 かわく 畔 なかり ける 我が身に はふる を 雨と もお も は ざり けり 

人の いみ はてても との 家に か ヘリけ るに 

故郷に きみ は いづら と 人と はば いづれ の そらの 霞と いはまし 

敦忠朝 E みまかりて 又の 年 か の 朝臣の 小 野なる 家み むと てこれ かれ まか 

リて 物語し 侍リ ける ついでに よみ 侍リ ける  涛 

君が いにし 方 や いづれ ぞ 白雲の ぬしな き 宿と 見る ぞ かなしき 

親の わざし に 寺に まう できたり ける を 聞きつ けて 諸共に まう で まし も の 

をと 人の いひければ  讀 人し 

わび 人の たもと に 君が うつりせば 藤の 花と ぞ色は 見え まし 

か へ し 

よそに をる 袖 だに ひ ぢし藤 衣な みだに 花 も 見えす ぞ あらまし 

題 しらず  & 


o 程- 


〇 ざまれ るが 殘 つた © が 


c 共に しかへ る 年 年が かへ つて 

春になる〃、 それ vj 共に 死ん た 人 

もまた 歸っ て來 るなら は o 


： ：  <。  一 程 もな く 誰も 後れぬ^ なれ どもと まる は 行く を 悲しと ぞ^る 

人 を なくなして 限りなく 戀 ひて 思 ひい リて寐 たる 夜の 夢に みえければ 思 

ひける 人に かくな むと 言 ひ 遣 はした リ ければ  玄上 朝臣 女 

時の まも なぐさめ つらむ 覺め ぬま は 夢に だに 見ぬ われ ぞ 悲しき 

かへ し  大輔 

悲し さの 慰むべく も あら ざり つ 夢のう ちに も ゆめと 見 ゆれば 

在 原 としはる がみ まか リに ける を 聞 きて  伊  勢 

かけて だに 我が身の 上と 思 ひき や こむ とし 春の 花 を 見 じと は 

1 つが ひ侍リ ける 鶴の 一 つが なくなりければ とまれる がいた くな き侍リ 

ければ 雨の ふ リ侍リ ける に 

なく 聲にそ ひて 淚 はの ほらね ど 雲のう へ より 雨と ふるら む 

妻の みまかりての 年の しはす のつご もりの 日 ふる ごとい ひ侍リ ける に 

兼輔 朝臣 

なき 人の 共に しかへ る 年なら ば 暮れ ゆく 今日は 嬉しから まし 

かへ し  貫  之 

戀 ふるまに 年の くれな ばな き 人の 別れ やい と V とほくな りなむ 

一一  •  •/  - 

後 撰 和 欲 集卷 第二 十 哀傷 歌  三 七三 


後 撰 和^ 集^ 第二 十 哀广馱 


一 


後 撰 和歌 集 欲 


七 
四 


拾遺 和歌 集 


立つ S いふ はかりに 春が 來 

た VJ い ふたけ で o 


〇 いっ^え て いつの 閒に涫 えて 

〇 立ち か はる 雪 のか はりに 霞が 

G 月次の 御屛風 十二 »Bn? のこ VJ 

* ゑが いた 餌 屛風。 


拾遺 和歌 集 卷第 一 

春 

平 良 文が 家の 歌合に よみ 侍リ ける  壬 生忠岑 

春 立つ とい ふば かりに やみよし 野の 山 も 霞みて 今朝 は 兌 ゆらむ 

承 平 四 年 中宮の 賀し 侍りけ る 時の It 風の 歌  ^文 幹 

春霞た てる を 見れば あらたまの 年 はやまより 越 ゆるな りけ り 

霞 をよ み 侍りけ る  山 邊赤人 

きの ふこ そ 年 はくれ しか 春が すみ 春 日の 山に はや 立ちに けり 

冷泉 院 m 宮に おはし ましけ る 時 歌 奉れと お ほせられ ければ  源^ 之 

士 口野 山み ねの. IE 雪い つ 消えて 今朝 はかす みの 立ち か はるら む 

延 喜の 御 時 H 次の 御屛 風に  素性 法師 

あら 干； のとした ちか へ る あしたより 待た る、 もの は鴛 のこ ゑ 

天 暦の 御 時 歌合に  源  願 

冰だ にと まらぬ 春の たに 風に まだう ち 解けぬ うぐ ひすの 聲 

拾逍和 歜集卷 第一 0  三 七 七 


拾 遣 和歌 篥卷笫 一 春 

題 しらず 


三 七 八 


〇 また ふる 年の こ * ち また 雪 < 

降る K 年の 心 持 o 


O さく ほで もな く 咬く  もな 


〇 やまの 雪 を も 云々 わが 宿で は 

が佾 えて 梅が 咲いて ゐ るので、 

山で も S1 が 滑え たもの ミ考 へたの 

である o 


o フ ちきら し 空が かきくもって 


〇 あま Ja る ゆき 空かき SJ つて 降 


平祐擧 

春た ちて あした の^の 雪 みれば まだ ふる 年の こ、 ち こそ すれ 

^文が 家の 欲 合に  躬  恆 

春た ちて なほ ふる 雪 は 梅の 花 さ く ほど もな く 散る かと ぞ見 る 

題 しらず  讀人 しらず 

わがや どの 梅に なら ひて み吉 野の やまの 雪 を も 花と こそ 見れ 

夭曆 十^ 三 =： 二十 九日 內裏 歌合に  中 鈉 言 朝 忠 

うぐ ひすの 聲 なかり せば 雪き えぬ 山里い かで 春 を 知ら まし 

鬵を よみ 侍りけ る  大伴家 持 

うちきらし 雪 は 降りつ ， しかす がに わが 家の そのに 驚ぞ なく 

題 しらず  秭 本人 丸 

稅 S 花 それとも^ えす 久方の あまぎる ゆき の な ベて 降れ れば 

延 喜の 御 時宜 旨に て たてまつれる 缺の 巾に  貫  之 

栴が 枝に 降り か ， りて ぞ 白雪の 花 S たよりに 折らる ベ ら なる 

同じ 御 時の 御 屏風に  躬  恆 

^ろ 雪に 色 はまが ひぬ 梅の 花香に こそ 似た る ものな かり けれ 


〇 あやなし^ 云々 鏜が 立ち かく 

しても 呑が あるので す ク わかる か 

ら、 何の 役に も 立たぬ、 S よ^ち 

かくすな。 


〇 うべ しこ そ いかにも 尤もで あ 


:>e さるき，.' す 餌な 求め ある 

c 妻 « に 妻 を 慕うて 鳴く S に 

〇 人に 知れつ、 人に 知られつ 

のお。 


冷泉 院 の御屛 風の^に 梅の 花 ある 家に まらう どきた る 所  平銥盛 

わが 宿の 梅の 立 枝 や 見え つらむ おも ひの ほかに 君が 來 ませる 

齋院 の御屛 風に  躬  恆 

香 をと めて たれ 折ら ざら む 梅の 花 あやなし 霞 立ちな 隱 しそ 

桃園に 住み 侍りけ る 前齋院 の御屛 風に  貫  之 

白妙の 妹が ころもに うめの はな 色 を も 香 を も わき ぞ かねつる 

題 しらず  人  麿 

あすから は 若菜 摘まむ と片 岡の あしたの 原 はけ ふぞ燒 くめる 

恆佐 右大臣 9 家の 屛 風に  貫  之 

野逡 みれば 若菜 摘みけ りうべし こそ 垣根の 草 も 春めきに けれ 

若菜 を御覽 じて  阖融院 御製 

舂日 野に お ほくの 年 は 摘み つれ ど 老いせ ぬ もの は 若菜な りけ り 

題 しらず  大伴家 持 

春の 野に あさるき V すの 妻戀 におの が ありか を 人に 知れつ ゝ 

お ほき さ い の 宮に宮 內と いふ 人の 萤なリ ける 時 醍醐の 帝の 御前に 侍 ひけ 

る 程に 御前なる^ 葉に 鶯の 鳴きければ 正 初子 の 日つ かう まつりけ る 

拾 遣 和歌 集卷 第一 舂  三 七 九 


〇 はつねの 日 絷の 初音の ns 初 

めの 子の 日 V」 を かけた もの o 


C 摘みた むる 若^ ケ 摘んで ため 

る o 

〇VJ がむ はかりの VJ がめ る 程 

の o 

〇 木 づたひ ちらす 木 づたひ をし 

て、 その 羽風で 散らす o 


〇 うしろめ たさに 氣 にか. - るの 

で o こ  >  ろ も VJ なさに o 


拾遺 和 歜集卷 第一 春  三 八 〇 

松のう へ に 鳴く 鶯の聲 を こそ はつねの 日と はいふべ かり けれ 

題 しらず  忠  岑 

子の 日す る 野 邊に小 松の なかり せば 千世の ためしに 何 を ひか まし 

入道 式部 卿 の^こ 9 子の 日し 侍りけ る 所に  大中臣 能 宣 

千年よ で かぎれる 松 もけ ふより はきみ に ひかれて 萬 代 や へ む 

延 喜の 御 時の 御屛 風に 水の ほとりに 梅の 花^た る 所  貫  之 

梅の 花 まだ 散らね ども 行く 水の そこにう つれる 影ぞ 見えけ る 

題 しらず  讀人 しらず 

摘みた むる ことの かたき は鶯 のこ ゑす る 野邊の 若菜な りけ り 

栴の 花よ そながら 見む 吾妹 子が とがむ ばかりの 香に もこ そしめ 

そで 垂れて いざ 吾が そのに 鶯の木 づたひ ちらす 梅の はな 見む 

兵 部 卿 元 莨. 親王 

朝 まだき 起きて ぞ みつる 梅の 花 夜の まの 風のう しろめた さに 

躬  恆 

吹く 風 をな に いと ひけむ 梅の 花ち りくる とき ぞ香 はま さりけ る 

大中 E 能宣 


〇 &の よるに； i- 風が 吹き. 


〇 よりて 絲の綠 語^り てに 近く 

芬りを かけた もの。 


〇 はなた のい- /J はなた 色の 絲 o 

淺葱 色の 絲 o 


〇 思ひ弒 えせね 改るを 惜しみ 吹 

く を まつ 思 ひ _* 

〇 花のう へ 花の こ VJ ミ いふ 意。 


かな。 


きさ かタ 吹いた か 吹かない 


に ほひ をば 風に そふと も 梅の 花色 さ へ あやな あ^に 散らすな 

とも すれば 風の よるに ぞ靑 柳の 絲 はなか^^み だれ そめけ る 

屛 風に 

近くて ぞ色 もまされる 靑 柳の いと はより てぞ 見る ベ かりけ る 

題 しらず 

青柳の はな だのい と をより あはせ てた えす も 鳴く か鶯 のこ ゑ 


花見に は むれて 行け ども 青柳の 絲の もとに はくる 人 もな し 

子に まか リ おくれて 侍りけ る頃柬 山に こもりて 

唉 けば 散る さかねば 戀し山 ざ くら 思ひ絕 えせぬ 花のう へ かな 

題 しらず 

よしの 山た えす 霞の たなびく は ひとに 知られぬ 花や さくらむ 

天 暦 九 年內裹 歌合に 

唉き さかす よそ にても 見む 山 櫻み ねの しら 雪た ちな かくし そ 

題 しらず 

拾^ 和歌 集卷 第一 春  三^一 


讀入 しらず 

大中臣 能 宣 

凡 河 內躬恆 

讀人 しらず 


中 


移 


讀ん しらず 


c こ ゆれて に ほふ 包みから こ！ ！i 

れる V. -、 吹き こ ゆれる VJ を 通 は せ 

たもの o 


〇 われに て 知りね 自分の 心で 他 

の 人の 心 も わかる o 


〇 いくかへ ねらむ 幾日た つたら 

ラか o 


〇 山 田の こほり ラち 解けて 山 

の は 力.、. - けて、 心もう ち VJ けて 

兩方 にかけ たもの。 


拾遺 和缺 集卷 第一 春  三仄ニ 

吹く 風に あらそ ひかね てあしび きの 山の 櫻 は ほ f  ) ろび にけ り 

菅家萬 葉 集の 中 

あさみどり 野 邊の霞 はつ ， めど も， ) ほれて に ほふ はな 櫻 かな 

題 しらず  讀人 しら ず 

吉野 やまきえ せぬ ゆきと 旯 えつる は峯っ 、Jr き^くさ くらなり けり 

天 曆の御 時麗景 殿の 女御と 中將の 更衣と 敬 合し 侍リ ける に  涛原 ー兀輔 

春霞た ちな へだて そ 花 ざ かり 見て だに 鉋かぬ 山の さくら を 

平 良 文が 家の 缺 合に  忠岑 

春は猶 われに て 知りぬ 花 ざ かりこ、 ろの どけき 人 は あら じな 

賀 の御屛 風に  藤 原千景 

唉 きそめ ていく かへ ぬらむ 櫻 花い ろ をば 人に あかす 見せつ ， 

天 暦の 御 時の 御屛 風に  忠  見 

春 くれば まづ ぞうち 見る 石の 上め づ らし ゆなき 山 田 なれ ども 

題 しらず  在 原 元方 

春 くれば 山 田の こほり 5 ち 解けて ひとの 心に まかす ベ ら なり 

承 平 四 年 中宮の 賀し耠 ひける 時の！ & 風に  齋宫內 侍 


〇牧 りちら 散って しまった か 

また 改ら やに あるか o 

C 花見て かへ る 人 も 逢ば なむ 花 

* 見て か へ る 人に 逢 ひたい ものた 


C 花の たより 花が 吹いた w いふ 

たより o 花 Sao 


〇 いけ.， T は 生きて ゐ たなら は n 


はるの ffl を， <に まかせて われ はた V 花に 心 をつ くる ころ かな 

宰相 中 將敦忠 朝臣 の 家の 屛 風に 

あだなれ ど 櫻の みこ そ故鄉 のむ かしな がらの ものに はあり けれ 

齋 院の屛 風に 山道 ゆく 人 ある 所 

散り ちらす 聞か まほし きを 故擲の 花見て かへ る 人 も 逢 はなむ 

題 しらず 

櫻が り 雨 はふり 來ぬ おなじく は 漏る とも 花の かゆに かくれむ 


貫 


之 


あ 


讀人 しらず 


元 


0 


訪ふ人 も あら じと おも ひし 山里に 花の たよりに 人め 見る かな 

阒融院 の 御 時 三尺の 御屛 風に  平 兼 盛 

花の木 を梳 ゑし もしる く 春 くれば 吾が 宿す ぎて 行く 人ぞ なき 

題 しらず  讀人 しらず 

櫻 色に 我が身 はふ かくな り ぬらむ こ ， ろに しみて 花 を 惜しめば 

權中納 言 義懷の 家の 櫻の 花 惜しむ 歌よ みは ベリけ るに  藤 原 長 能 

身に か へ て あやなく 花 を 惜しむ かないけ らば 後の 春 もこ そ あれ 


拾 a 和^ 態卷第 一 


題 しらず 

春 


讀人 しらず 


一一 一八 三 


「^りぬべき 花 すぐに 散って し 

まふたら う 花 o 

C 营の 根の なが きにかけて 云 ふ 

枕 


〇® 束な し ミ 何處で 何 をして ゐ 

るか 心許ない VJO 


o 花ち るぼ^ は 花の 散る 閒は o 


〇 こ  > 'ろ やすく や 主 ある 宿で は 

改るを 佶し まれる が、 主の ない 宿 

では 誰も 借し む 人 もない から 心 や 

すく  VJ 云った ので ある o 

C 裳 著 女が^ 長して 裳 を 著 そめ 

る 式 o 


拾 遗和欲 集卷第 一 春  三 八 四 

見れ ど あかぬ 花の さかりに か へ る臈 なほ 故鄕の 花や こ ひしき 

ふる 鄕の 霞と びわけ 行く かり はたびの そらに ゃ舂を くらさむ 

天 曆の御 時の 御屛 風に  藤 原淸正 

散りぬべき 花み ると き は 背の 根の ながき 舂日 もみじ かかりけ り 

題 しらず  讀人 しらず 

つゆ やらむ 閒 にも 散りな ば 櫻 花 いつはり 人に われ やなりな む 

屛 風に  能  宣 

散り そむる 花 を^す てて 歸ら めゃ覺 束な しとい も はみ ると も 

題 しらず  讀人 しらず 

見 も はてで 行く とお もへ ば 散る 花に つけて 心の そらにな るかな 

延喜 の 御 時藤壶 の 女御 の 歌合の 歌に 

朝 ごとに わが 掃く 宿の 庭 ざ くら 花ち る ほど は 手 も ふれで 見む 

荒れ果てて 人 も 侍ら ざリ ける 家に 櫻の 咲き 亂れて 侍りけ る を 見て 惠慶 法師 

あさ ぢ 原ぬ しなき 宿の さくら 花 こ、 ろ やすく や 風に 散 るら む 

きたの -K の 裳^の 屛 風に  貫  之 

春 ふかくな りぬ とお も ふを樓 花ち る 木の もとは まだ 雪ぞ洚 る 


o 空に 知られぬ ゆき 花 を 云った 

もの o 


〇 井手の 川な み 立ち かへ り 井手 

の 川 波の 立つ ミころ を 立ち か へ つ 


〇 そこに 見 ゆらむ の 底に 山 

吹の かゆか^ える ので あら ラ o 


亭子 院の硖 合に 

櫻ち る 木の した 虱 はさむ からで 空に 知られぬ ゆき ぞ 降りけ る 

題 しらず  讀人 しらず 

足 引の 山路に 散れる さくらばな 消えせ ぬ 春の ゆきかと ぞ 見る 

天 曆の御 時の 歌合に  小 式命婦 

あし 引の 山が くれなる さくら 花 散りの これり と 風に 知らるな 

題 しらず  讀人 しらず 

岩閒 もも わけく る 瀧の 水 をい かで 散り 積む 花の せきと  > むらむ 

天 麿の 御 時の 歌合に  源 

奢 ふかみ 井手の 川な み. N ちか へ り 見て こそ 行かめ 山吹の はな 

井手と いふ 所に 山吹の 花の 面白く  きたる を 見て  惠慶 法師 

山吹の はなの さかりに 井手に 來 てこの さと 人に なりぬべき かな 

屛 風に  元輔 

物 も い はで ながめて ぞ經る 山吹の はなに 心 ぞうつ ろ ひ ぬらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

澤 水に かはづ 鳴くな り 山吹のう つろ ふかけ やそこに 兒 ゆらむ 

拾 逍和歜 ^卷 第一 春  三 八 五 


拾遺 和 欲 集卷第 一 舂 


三 


o みな 春ながら 云々 一年中い つ 

も 春の ま 、 でゐて ぼしい 


〇 方 もさ ためや 方向 もき まらせ 


〇 常よりも の 5j け かりつ る 春が 

四茵 月あった ので 長閑であった ミ 

云った もの o 


わがや どの 八重 山吹 は ひと へ だに 散り 殘ら なむ 春の かたみに 

亭子院 の 歌合に  坂 上 

花の 色もう つし と .>  めよ か  >  み 山 はるより 後の 影 や 見 ゆると 

題 しらず  讀 人 - 

春霞た ちわ かれ 行く やまみち は 花， } そぬ さと 散り まが ひけれ 

年の 中 はみ な 春ながら 暮れな なむ 花見て だに も 憂き 世す ぐ さむ 

延喜の 御 時の 春宮 の御屛 風に  貫 

風 吹けば 方 もさ だめす 散る 花 を いづかた へ 行く春と かは^む 

同じ 御 時 月次の 御屛 風に 

花 もみな 散りぬ る 宿 は 行く春の ふる 里と こそな りぬ ベ ら なれ 

閏 三月 侍りけ るつ ごもり に  躬 

常よりも のどけ かりつ る 春 なれ ど 今日の 暮る  > は あかす ぞ ありけ る 


〇 ^かへ うき 衣が へ * する のが 

I! しい w いふ 意 0 


〇 花改る VJ い VJ ひし ものな 花が 

牧 る VJ 風の 吹 <  の を い ミラた もの 


拾遺 和歌 集 卷 第二 

天 曆の御 時の 歌合に  大中 E 能宣 

鳴く 罄は まだ 聞かね ども^の 羽のう すき 衣 はたち ぞき てけ る 

屛 風に  したが ュ 

わがや どの かきね や 春 を隔 つらむ 夏來 にけ りと 見 ゆる 卯の花 

冷泉 院の 東宮に おはし ましけ る 時 百 首 歌 奉れと 仰せられければ 源 重 之 

花の 色に そめし 袂の 惜しければ 衣 か へ うき 今日に も あるかな 

夏の 初めに よみ 侍リ ける  盛 明の みこ 

花 散る といと ひし もの を 夏衣た つやお そき と かぜ を 待つ かな 

Kn 首 歌の 中に  重  之 

夏に こそ 唤 きか ， り けれ 藤の 花 松に とのみ も 思 ひける かな 

阒融院 の 御 時の 御 屏風の 敬  平铱盛 

すみよし の 岸の 藤な み 我が やどの 松の こす ゑに 色 はま さら じ 

拾 ^ 和^ 集^ 笫ニ 夏  三 八 七 


拾 遗和淤 集卷第 二 夏 


三 八 


〇 もミ のみ^り 松の 葉の 綠 C 棺 

一面に 藤の 花が & 

云った もの。 


o まがへ て や 見閒 違へ たので あ 

らう か o 


〇 まがき の 島 松 & にあ- 


o きね がしら ゆた るかな きね は 

神に 奉仕. 'る 女。 併せて 杵 

の 意 を 含めて 杵で舂 いて 白く した 

さ 云った ので ある o 

O みて ぐら 神に 奉る もの 0 ねさ 


し た が 

紫の ふぢ 唉 くまつ の 梢に はもとの みどり も 見えす ぞ ありけ る 

延 喜の 御 時 飛香舍 にて 藤の 花の 宴 侍りけ る 時に  小 

^く、  〕 く亂 れて唉 ける 藤の 花 ひとしき 色 は あら じと ぞ おも ふ 

題 しらず  躬 

手 も ふれで をし むかひな く 藤の はな 底に うつれば 浪ぞ 折りけ る 

た ごの 浦の 藤の 花 を 見 侍リて  秭 本人 瞥 

た ごの 沛の底 さ へ に ほふ 藤浪を かざして 行かむ 見ぬ 人の ため 

山里の 卯の花に 鶯の啼 き侍リ ける を  平 公誠 

卯の花 を 散りに し 梅に まが へ て や 夏の 垣ね にう ぐ ひすの なく 

題 しらず  讀人 しらず 

卯の花の 暌け るかき 根 はみ ちの くの まがき の 島の 浪 かと ぞ 見る 

延 喜の 御 時の 月次の 御屛 風に  躬  恆 

神 祭る 卯月に さける 卯の花 はしろ くもき ねが しら ゆた るかな 

貫  之 

神 まつる 宿の 卯の はな 白妙の みて ぐら かと ぞ あやま たれけ る 


o 山が つ 山里に 化む 人 o  iliKe 

O た わに た わむ は 5」 に。 

0 はるかけ て 春のう ちか ら0 


〇 家に 来て 家に 歸 つて 來て o 山 

«| えの 家 SIS して 時鳥 を SS きたい 

VJ いふので ある o 

〇 つ & に來 るが に 告 6 知らせに 

* て U ふために。 


題 しらず  讀人 しらず 

山が つの かきねに 咲け る 卯の花 はたが しろた へ の 衣 かけし ぞ 

時 わかす 降れる 雪 かと 見る までに かき 根 もた わに さける うの 花 

はるかけ て 聞かむ ともこ そ 思 ひし かや ま 時鳥お そく 啼 くらむ 

はつご ゑの きか まほし さに 郭公 夜ぶ かく 目 を もさ ましつ るかな 

夏山 を 越 ゆと て  - 久 米廣繩 

家に 來て なに を かたらむ 足 引の やま ほと  >  ぎす ひとこ ゑ もがな 

延 喜の 御 時の 御屛 風に  貫  之 

山 ざと に 知る ひと もがな 郭公な きぬと きかば つゆに 來る がに 

題 しらず  讀人 しらず 

やま 里に やどら ざり せば 郭公き くひ ともなき 音 を や 鳴か まし 

天 曆の御 時の 歌合に  坂 上 望 城 

ほのかに ぞ 鳴き わたるなる 谇 鳥み 山 を出づ る 今朝 の はつ こ ゑ 


平 


兼 盛 


み 山いで て 夜 はに ゃ來 つる 時鳥 あかつき かけて 聲の きこ ゆる 

寬和ニ 年の 内裏 歌合に 


右大將 道辋母 


拾^ 和^ 鬼赛 第二 夏 


三 八 九 


拾遺 和^ 集卷 第二 夏 


三 九 〇 


〇 山路く らしつ 山路に B を 募し 

た o 


〇 いへ ゐ 家： go 住む こ so 


〇 あやめの くさ もみ 革 生 ひ 菖浦 

に水莩 が 生 ひそ はって o 


c 今日 わが 宿の つま ミ云々 家の 

軒に^ 蒲 を さした 事 を 云った もの 


都人ね で 待 つらめ や ほと/' ぎす いま ぞ 山べ を 鳴きて 出づ なる 

女 四の みこの 家の 欲 合に  坂 上是則 

山が つと 人 はいへ ども ほと ， ぎす ま づ初ご ゑ は 我の みぞ 聞く 

天 暦の 御 時の 歌合に  壬 生忠見 

さ 夜 ふけて ねざめ ざり せば 郭公 人づ てに こそ 聞く ベ かり けれ 

同じ 御 時の 御屛 風に  伊  勢 

ふた 聲と 聞く と はなしに 時鳥よ ぶかく 目 を もさ ましつ るかな 

北 宮の裳 著の 屏風に  源 公忠 朝臣 

行き やらで 山路く らしつ ほと ， ぎす いま ひと 聲の 聞か まほし さに 

敦忠 朝臣 の 家の 屛風 に  貫  之 

この さとに いかなる 人 か い へ るして 山 郭公た えす 聞 くらむ 

延喜の 御 時の 歌合に  讀人 しらず 

五月雨 は 近くなる らし 淀川の あやめの くさ もみ 草 生 ひに けり 

屛 風に  大中 臣能宣 

昨日まで よそに 思 ひし 萬 蒲ぐ さ 今日 わが 宿の つまと 見る かな 

題 しらず  讀人 しらず 


OS のうて な もなかり けり 苗：：？ i 

を s» い；，！ ので 兮 玉樓も 庵の やう 

になった V」 いふ 窓 o 


0 たが 袖に おも ひよ そへ て 花^ 

を 誰の 袖の 番 VJ たずら へ考 へて o 


G みちに^ きつ 途中で ぬい 


〇 なち かへ り 鳴け 元に も- 5j つて 

§ け o 初めに 返って 鳴け o 

〇 うな ゐ子 髮ケ 項に 垂れる やう 

に 結んで ゐる 逮 子 o 

〇 うち たれがみ 垂れ か  > 'つた ® 

兒の髮 o 

〇 い こそ 狳られ ね 寐られ ぬ 。安 

^に 來ね C 


今日 みれば 玉 S うてな もなかり けり 菖蒲の くさの 庵の みして 

あしび きの 山 時鳥け ふとて や あやめの くさのねに 立てて 鳥く 

. 鳴 くらむ 


延喜 御製 


^人 しらず 


たが 袖に おも ひよ そ へ て ほと ， ぎす はな 橘の えだ 

天 麿の 御^の 御屛 風に 淀の わた リ する 人 かける 所に  壬生忠 見 

いづ 方に 鳴きて 行 くらむ 郭公よ どの わたりの まだ 夜 ふかきに 

しける ごと 眞 f 孤の 生 ふる 淀 野に は 露の やどり を 人ぞ かりけ る 

小 野宮の 大臣の 家の 屛 風に わたりし たる 所に 郭公な きたる かた あるに 


かの かたに はや 漕ぎよ せよ 郭公み ちに 鳴きつ と 人に かたらむ 

^文が 家の 欲 合に 

郭公 をち か へ り 鳴け うな ゐ 子が うち たれがみの さみだれの 空 

題 しらず 

なけ や 鳴け たかまの やまの 郭公 この 五月雨に 聲 なをし みそ 

五月雨 はい こそ 寐られ ね 郭公 夜ぶ かく 鳴かむ こ ゑ を 待つ とて 

拾^ 和^ 集 や 第二 夏  三 九 一 


コ フ 


之 


恆 


讀人 しらず 


拾遗 和敬笫 卷第ニ 夏  三 九 二 

うたて 人お も はむ もの を 公よ るし もな どか わがや どに 啼く 

郭公いた くな 啼 きそ ひとり 居て いの 寐られ ぬに 聞けば 苦し も 


c はや もなかな む はやく^いて 

ほしい o 

c 一？ 1 島の 子が 筘 所謂 流 岛太郎 の 

^ 手 ffi をい ふ o 


o くらばし 山 大和 國十市 郡； 


〇£! 射 狞 人が 夏、 火 串に 火 をつ 

け、 鹿 を 寄せて 射る こミ。 


〇 鹿の たち^ 鹿の 立ち 處 o 鹿の 


大伴 S 上郞女 

中  務 


なつの^の こ、 ろ を 知れる 郭公 はや もなかな む 明け もこ そ すれ 

夏の 夜は沛 島の 子が 箱 なれ や はかなく 明けて くやし かるらむ 

延喜の 御 時の 屮宮の 歌合に  讀人 しらず 

夏 くれば 深 草 山の ほと ？ ぎす 鳴く こ ゑし ゆく 成り まさる かな 

と-T ぐ-つ 

^；宮 にさ ぶら ひける：^ にくら はし 山 に 郭公と びわたり たる 所 

さつきやみ くらはし 山の 郭公お ほつ かなく も啼 きわたる かな 

題 しらず 

郭公な くや 五月の みじか 夜 も ひとりし 寢れば あかし かねつ も 

西 宮 左大臣の 家の 屛 風に  源  順 

ほと ， ぎす まつに つけて や 照射す る 人 も 山べ に 夜 を あか すらむ 

延^の 御 時の 次の 御碎 風に  貫  之 

さっき 山 木の：  卜簡 にと もす 火 は 鹿の たち どの しるべな りけ り . 


藤 原實方 朝臣 


讀人 しらず 


〇 立ち «| かりけ り 立ち去 

がつ らい o 


〇 かゆな しゅみ や 陰が 繁 つて ゐ 

るた めで あらう か ** 


C 岩 井の 水 岩の 閒 から 出る 水 


〇 吹きば すらめ^ 咲き はする た 

.ら ラが o 


ひさ はへ なす ラる さく  ぐ艽 

頃の 5gS やうな o 

c">、、r.^!g 名 @ の 1^0 六月^ 

B の 大^ない ふ。 併せて、 荒ぶ る 

に^して 和す^.、」 云った もの o 


九條 右大臣の 家の 賀の屛 風に  平 兼 盛 

怪しく も 鹿の たち どの 見えぬ かな を ぐらの 山に 我ゃ來 ぬらむ 

女 四の みこ 0 家の 屏風に  躬  饪 

ゆく 末 はま だと ほ けれど 夏山の 木の した かけ は 立ち^かり けり 

延喜の 御 時の 御屛 風に  貫  之 

夏山の かゆ をし ゆみや 玉 ほこの みちゆき 人 も 立ちと まるら む 

河^ 院の 泉の もとに 涼み 侍リて  惠慶 法師 

松 かゆの 岩 井の 水 をむ すび あゆて 夏な き 年と おも ひける かな 

家に^ きて 侍リ ける 撫子 を 人の がリ つか はしける  伊  勢 

いづく にも 暌き はすら めど わが 宿の やまと 撫子 たれに 見せ まし 

題 しらず  讀人 しらず 

底き よみ 流る 、 川の さやかに も はら ふること を祌は 聞かな む 

藤 原 長 能 

さばへ なす 荒ぶ る 1： もお しなべ て 今日はな ごしの 祓 なりけ り 

^^ん しらず 

紅槳 せば あかくな りなむ を ぐら 山 秋 はつ 程の 名に こそ あり けれ 

拾遗 和^ 集卷 第二 夏  三 九 三 


拾 遣 和^ 集卷 第二 夏  三 九 四 

右大將 定國の 四十の 賀に內 より 屏風て うじて 賜 ひける に  忠 

お ほ あらきの 森の 下草 茂り あ ひて 深く も 夏の なりに ける かな 


岑 


c 見て しがな 見たい もので あ- 

〇 しぐれね さき 時雨の 降らね" 

さ o 


〇 いくか も あらね 5j 幾 B も «K な 

いが。 

o この "おぬ る あさけ の 風 ねて 起 

きた この 早朝の 


^sn=_ 秋 


拾 遣 和歌 集 卷 第三 

秋の 初めに よみ 侍リ ける  安 法 法師 

夏衣 まだ ひとへ なる うた、 ねに こ、 ろして 吹け 秋の はつ 風 

題 しらず  讀人 しらず 

秋 は 來ぬ立 田の 山 も 見て しがな しぐれぬ さきに 色 やか はると 

延 喜の 御 時の 御屛 風に  貫  之 

荻の 葉の そよ ぐお とこ そ 秋風の 人に 知らる ， はじめな り けれ 

河原 院 にて 荒れた る 宿に 秋來 ると いふ 心 を 人々 よみ 侍りけ るに 惠慶 法師 

む ぐら 

八重 蓰し ゆれる やどの さびしき に 人 こそ 見えね 秋は來 にけ り 

題 しらず  安 貴 王 

秋 立ちて いくか も あ. ら ねどこの 寢 ぬる あさけ の 風 は扶す  >  しも 

延 喜の 御 時の 屛 虱に  躬  保 

彥風 のつ ま 待つ よ ひの あき 風に われさ へ ^やな 人ぞこ ひしき 

三 九 五 


〇淺 ^ふむ まに 淺潲 * さがして 

渡る g に o 


o 年に ありて 一年の 


拾^ 和歌^^お： 二 秋  三 九 六 

貫  之 

秋風に 夜の ふけ 行けば 天の川 かは瀨 になみ のた ちる こそ 待て 

題 しらず  秭 本人 麿 

あまの 川 遠き わたりに あらね ども 君が 船出 はとし にこ そまて 

天の川 こぞの わたりの 移ろへば 淺瀨 ふむ まに 夜ぞ 更けに ける 

讀人 しらず 

さ 夜更けて 天の川 をぞ 出で て 見る おも ふさ まなる 雪 やわた ると 

湯 原 王 

彥星の 思 ひま すらむ ことよりも 見る 我く るし 夜の 更け ゆけば 

入  麿 

年に ありて  一 ^妹に 逢 ふ彥星 も われに まさりて 思 ふらむ ゃぞ 

延喜の 御 時のお 次の 御屛 風に  莨  之 

たな はた  . 

織女に 脫 ぎて かしつ るから ごろ もい と 乂 淚に そで や 儒 るら む 

右 衞門督 源^ 蔭 の 家の 屛 風に 

ひととせに 一 夜と 思へ ど たなばたの 逢 ひ 見む 秋の 限りなき かな 

左 兵衞 き 藤原襃 平の 家の 屏風に  惠慶 法師 


〇 手 もた ゆく 手 も 疲れる ほ 5Jr 


O むつる したしみ g れる o 


〇 おく づま 茈し 

O.P づら はし ぃミ はしい 


い たづら に 過ぐ る 月日 を 織女の 逢 ふ 夜の かすと 思 はまし かば 

七夕^ 申に あた リ て侍リ ける 年  元  輔 

たな また 

いと 5, しくい も寢 ざるら むと 思 ふかな け ふの 今宵に あへ る 織女 

題 しらず  讀人 しらず 

たな は. U 

逢 ひ 見ても あはで もな ゆく！ S 女 はいつ か 心の のどけ かるべ き 

我がい のる 事 は ひとつ ぞ 天の川 そらに 知りても たが へ ざら なむ 

きみ 來す はたれ に 見せ まし 我が やどの 垣根に 暌 ける あさが ほの 花 

女郎花 お ほかる 野べ に はな 薄 いづれ を さして まねくな るら む 

手 もた ゆく 植ゑ しもし るく 女郎花い ろ ゆ ゑ 君が 宿りぬ るかな 


-野宮 太 政 大臣 


くちなしの 色 をぞ たのむ 女郎花 はなに めでつ と 人に かたるな 

女郎花 多く 咲け る 家に まか リて 

女郎花に ほふ あたりに むつ るれば あやなく つゆ や 心お くらむ 

題 しらず 

しら 露のお くづ まに する 女郎花 あな ゎづら はし 人な 手 ふれ そ 


宣 


せんざい 

峻， に 前栽 ほリに まかりて 


讀人 しらず 


藤原畏 能 


拾 ^和^ 壤卷笫 三 秋 


三 九 七 


拾遗 和歌 集卷第 i 秋  三 九 八 

日ぐ らしに 見れ ども 飽かぬ 女郎花の ベ にや 今宵 旅寢 しな まし 

八 H- ばか リに 臈の聲 待つ 歌よ み侍リ ける に  惠慶法 師 

荻の 葉 もや ， うち そよ-ぐ 程なる にな ど かりがねの 音な かるらむ 

齋 院の屛 風に  讀 人し、 し ず 

o 來ぺ かりけ り や や は 反語。 かりにと て來べ かりけ り や 秋の 野の花み る 程に 日 も 暮れぬべし 

題 しらず 

o 名 た て 評判の 立つ やうに する 秋の 野の花の 名 だてに 女郎花 かりにの み くるひと に 折らるな 

こミ G 

紀貫之 

ca ひっきぬ る 心 を 寄せる やう かりにと て われ は來 つれ ど 女 郞花 みるに 心ぞ思 ひっきぬ る 

になった o 

陽成院 の御屛 風に 小 * 狩した る 所 

かりにの み 人の 見 ゆれば をみ な へ し 花の 袂ぞ つゆけ かりけ る 

亭子院 の 御前に 前栽う ゑ させ 給 ひて これよ めと お ほせ ごと ぁリ ければ 

、  伊  勢 

植ゑ 立てて 君が しめ ゆ ふ 花 なれば 玉と 見えて や 露 も 置 くらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

來で すぐす 秋 はな けれど 初臈の 聞く たび ごとに 珍ら しき かな 


「妫迎 へ 八 刀 十 に ほ 坂 山で 

SSH かにお^ する 駒 ^§ るた め 

に、 殿上 入な 使 *、」„- てお はされ る 

ので、 これ を駒迎 へ .、- いふ。 

o きりはに 桐 原。 ^濃 2： にある 

み抆。 

月の こま JS^^JKn- の 御牧 


CH; なみ 月次 。刀々 の 次第。 


〇 かひ やなから む 山の 峽に、 待 

つ. E の 5. 斐っ かないた らう.、. -云 ひか 

けた もの o 

o 班 铯衹 にかき たる 繪 o 絹な 5」 

にかき.； .1 る 別してい ふ o 


少將 に侍リ ける 時駒迎 へに まか リて  大贰 高遠 

逢坂の せきの いは かど ふみならし 山 立ち 出 づる きりはらの 駒 

延喜の 御 時の： ^次の 御屛 風に  - M  之 

あ ふさ かの 關 のしみ づ にかけ 見えて いまや 引 くらむ 望月の， ) ま . 

屛 風に 八お 十^夜 池 ある 家に 人 あそびし たる 所  源  順 

水のお もに 照る 月な みを數 ふれば 今宵 ぞ 秋の もなかな りけ る 

水に：：；： の 宿リて 侍りけ る を  能  穴 

秋の 月浪の そこに ぞ出 でに ける 待 つらむ 山の かひ やなから む 

靡義 公の 家の^お に 秋の 月 おもしろき 池 ある 家 ある 所  源 景 明 

秋の 月 西 にある かと 見えつ る は 更け ゆく ほど S 影に ぞ ありけ る 


S 融-院 の 御 時 八り 十五夜 かける 所に  元  輔 

飽かす のみ 思 ほえむ をば 如 ：！： せむ かく こそ は 見め 秋の 夜の 月 

延 喜の 御 時 八月 十五夜 蔵人 所の をの こども u の娑 し侍リ ける に 藤 原經臣 

、 ^  > にだに 光 さやけ き 秋の 月く ものう へ こそ 思 ひやら るれ 

同じ 御 時の 御屛 風に  躬  恆 

いづこに か 今宵の 月の 見え ざら む 飽かぬ は ひとの 心なり けり 

ボ： 卷第 =1 秋  三 九九 


拾遺 和 欲^ 


c 雲な からな む 雪が 出 ないで ほ 

しい 


〇 草の 枕 をす，.' むし 革の 枕 をす 

る 鈴 so 草の 枕に 旅の 意 を 含めた 

もの o 


〇 ちぎりけ む 程 や 過ぎぬ る 來ょ 

う VJii! 束した S. 期が 過ぎた ので あ 

らう か o 


C 裳 著 女が 成長して 裳 を はじめ 

て 著る 儀式。 

C け ふ^-とに 毎年 ル月 九日 毎に 


卷 第三 秋  四 〇〇 

題 しらず  兼  盛 

よもすがら 兑てを あかさむ 秋の 月 こよ ひの 空に 雲な からな む 

廉義 公の 家に て 草 むらの 夜の 蟲と いふ 題 をよ み侍リ ける  遐 原爲賴 

お ほつ かな いづこな るら む 蟲の音 を 尋ねば 草の 露 やみ だれむ 

前栽に 鈴蟲を 放ち 侍リて  伊  勢 

いづこに も 草の 枕 をす  > むし はこ、 を 旅と もお も は ざら なむ 

屛 風に  貫  之 

秋 來れば はた 織る むしの あるな ベ に 唐に しきに も 見 ゆる 野べ かな 

題 しらず  讀 人し ら ず 

ちぎりけ む 程 や 過ぎぬ る 秋の 野に 人 まつ 蟲 のこ ゑの 絕 えせぬ 

躬  恆 

露け くて 吾が ころもで は 濡れぬ とも 折りて を 行かむ 秋 はぎの 花 

亭子院 の御碎 風に  #  勢 

移ろ はむ こと だに 惜しき 秋 萩に 折れぬ ばかり も 置け る 露 かな 

三條の 后の 宮の 裳^ 侍リ ける 屛 風に 九月 九日のと ころ  元  輔 

我が やどの 菊の 白露け ふごと にいく よつ もりて 淵と な るら む 


0 わがから^- 

つた もの a 


〇 した^ かけ 

で o 


-き 撐衣を 云 


木 は 勺，^ 下箪ま 


o 風の 昔に や 常 磐の 山 は 紅粱せ 

ぬから 風の 昔で o 


〇 そむく ものから ^風の 吹き 來 

るな な あ VJ にしながら。 


題 しらず 

長月の こ 、 ぬか ごとに つむ 菊の花 も かひな く 老いに ける かな 

右大將 定國の 家の 屏風に 

千鳥な く 佐 保の 川霧た ちぬらし 山の 木の葉 もい ろか はり 行く 

延 喜の 御 時の 御屛 風に 

かぜ 寒み わがから 衣う つと-き ぞ萩 のした 葉 も 色 まさりけ る 

一一 一 百 六十 首の 中に 

神な びの 三 室の 山 を 今日 みれば した 草 かけて いろづきに けり 

題 しらず 

紅葉せ ぬと き はの 山 は 吹く 風のお とに や 秋 を 聞き わたるら む 

もみ ぢ せぬ 常 磐の 山に すむ 鹿 はお のれ 鳴きて や 秋 を 知 るら む 


弓 


忠 


曾 极 


大屮 E 


讀 人し 


^^和^ 集卷 第三 秋 


秋.^ のうち ふく ごとに たかさ ごの をの へ の 鹿の 鳴かぬ 日ぞ なき 

秋風 を そむく ものから 花す ， き 行く かた をな ど 招くな るら む 

初 瀨へ詣 ではべ リ ける 道に 佐 保 山の 下に まか リ 宿りて 朝に 霧の 立ち 渡リ 

て侍リ ければ  惠 慶 

四. 01 


〇 山川の みづ 山の 中から^ れ 

川ない ふ 0 


〇 秋 霧の たたまく をし き 秋 霧の 

立つ のが 惜しい o 立つ に 錦 を 裁つ 

を かけて ある。 


〇壺 装束 市 女^ を 被って 薄絹な 

著た 女の いでたち。 


<(*n なが VT の 山 4! 曰の ま  >  の 山 vj 

畏 良 山 V」 を 云 ひかけ たもの o 

〇 又の日の つ VJ めて 翌日の 朝 早 


拾遺 和 歜集卷 第 n 一  秋  四 〇 二 

紅葉 見に やどれる 我と 知らねば や 佐 保の 川霧た ちかく すらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

もみ ぢ 葉の 色 をし 添へ てなが るれば 淺 くも^え す 山川の みづ 

大 井河に 人 々まかりて 歌よ み侍リ ける に  能  宣 

も &ぢ^  ,  ， 

紅^ を 今日は なほみむ 暮れぬ ともを ぐらの 山の 名に はさ はら じ 

題 しらず  讀人 しらず 

秋 霧の たたまく もしき や まぢかな もみ ぢの 錦緻 りつ もりつ > 

大 井河に 紅葉の 流る X を 見て  健 守 法師 

水の あやに 紅 薬の 錦 かさねつ 、川瀬の なみの 立たぬ 日ぞ なき 

つ y< さ- つ みく 

西せ：： 左大臣の 家の 屛 風に 志 賀の山 越に 壶裝朿 したる 女 ども 紅葉な ど ある 

所に  -  した 力、.？ 

名 を 聞けば 昔ながら の 山 なれ どし ぐる 、 秋 はいろ まさりけ り 

^山 に 紅葉 兑 に まかりて 乂の n のっとめ てま か リ歸る とてよ み侍リ ける 

•  惠慶 法師 

きの ふより け ふ は 優れる もみ ぢ 葉の あすの 色 をば 見で ややみ なむ 

夭 蒈の御 時 殿上の をの こども 紅葉 見に 大 井河に まか リけ るに  源延光 朝臣 


〇 折らむ 程 折らう 7J する 時 o 


〇 はた はり 布の 幅。 


〇 惜しむ に 紅粱 をめ で をし むに 


0^5 ふ 人 もい ま は あらしの 訪ね 

て 來る人 JT 今 は あるまい.、」、 3 風に 

あら じ を 通 はせ たもの o 


〇 木の葉なら ねで 我 は木蹈 では 

ない が。 


もみ ぢ葉を 手 ごとに 折りて か へ りなむ 風の 心もう しろめた きに 

源 兼 光 

もみ ぢほ 

枝ながら 見ても か へ らむ 紅葉 は 折らむ 程に も 散り もこ そ すれ 

題 しらず  保 養 父 

河 霧の ふもと を こめて 立ち ぬれば そらに、 ぞ 秋の 山 は 見えけ る 

竹 や： 鳥に 詣で 侍りけ る 時 紅葉の かげの 水に うつ リて 侍リ ければ 法 橋觀敎 

水 5 みに あきの 山邊 をう つして ははた ばり ひろき 錦と.  ぞ見る 

ニ條の 右大臣 粟 E の 山里の 障子の 繪に 旅人 紅葉の 下に 宿リ たる 所 惠慶 法師 

今より は 紅葉の もとに やどりせ じ 惜しむ に 旅の 日 かす 經ぬ べし 

題 しらず  讀 人し 、し ず 

訪ふ人 もい ま は あらしの 山風に ひとまつ むしの 聲ぞ かなしき 

延喜御 時の 屮宫の 御 屏風に  貫  之 

ちりぬべき 山の 紅葉 を 秋 霧の やすく も 見せす. H ちかく すらむ 

題 しらず  僧正 遍昭 

秋 山の あらしの 聲を 聞く 時 は 木の葉 ならね ども のぞかな しき 

貫  之 


拾逍和 欲集卷 第三 秋 


四 〇 三 


OR にした がふ 風の 吹く のにつ 

れて設 る 0 


0 みねに もみ-にも 山の頂に も 麓 


〇 秋 ゆ ゑに 湫 であるのに 然るに 


拾 遣 和 歜集卷 第三 秋  四 〇 四 

あきの 夜に 雨と きこえて 降る もの は 風に したが ふ 紅葉な りけ り 

心 もて 散らむ だに こそ 惜しから めな どか 紅葉に 風の 吹 くらむ 

嵐の 山の もと を まか リけ るに 紅葉の いたく 散 リ侍リ ければ  右衛門 督 公任 

あさま だき 嵐の 山の さむければ もみ ぢ のにし き 著ぬ 人ぞ なき 

題 しらず  能  宣 

秋 霧の みねに も をに もた つ 山 は 紅葉のに しきた まら ざり けり 

大 井に 紅葉の 流る k を 兑侍リ て  壬 生忠岑 

いろくの 木の葉 流る 、大 井河し も はか つらの 紅葉と や 見む 

題 しらず  好  忠 

招く とて 立ち もとまらぬ 秋 ゆ ゑに あはれ かたよる 花 薄 かな 

くれの 秋赏 之が 消息して 侍リ ける か ヘリ ごとに  平 兼 盛 

暮れて 行く 秋の 形見に 置く もの は 我が 元 結の 霜に ぞ ありけ る 


OSS 代 木 冬冰 さるた めに、 

川の 瀕 に 竹 や 木 を 楊んで IS の 代 レ 

-、J する その 木 o 


〇 かきく らし かきくもり 0 


〇 うら こがる 音に 葛の 葉の うら 

s 受け、 心の中に こがれて ゐる 5 お 

さつ けた もの _> 


拾遺 和歌 集 卷第四 


冬 


延 喜の 御 時の 內 侍の かみの 屛 風に  貫  之 

足 曳の山 かきくもりし ぐるれ ど 紅葉 はいと V 照り まさりけ り 

讀人 しらず 


寬和 一 一 年淸谅 殿 のみ さう じに 網 代 かける 所 

あ じろ ぎ 

綢代 木に かけつ ， あら ふ 唐錦 ひ を へ て 寄す る もみ ぢ なりけ り 


之 


寺 雨し 侍りけ る 日  貫 

かきく らしし ぐる A 空 を ながめつ ， おも ひ， 】 そやれ 神な びの 杜 

題 しらず  讀人 しらず 

神無月し ぐれし ぬらし 葛の 葉の うら こがる 音に 鹿も啼 くな り 

奈 良の みかど 龍 田 川に 紅葉 御覽 じに 行幸 ぁリ ける 御供に つかう まつ リて 

秭 本人 麿 

龍 田 川 もみ ぢ葉 ながる 神な びの みむろの やまに 時雨 ふるら し 

散リ殘 りたる 杠葉を 見 侍リて  僧正 遍昭 


拾 遣 和^ 蕖卷第 四 冬 


四 〇 五 


〇"HS ゆ ゑ 時雨 をよ ける ために 

〇 よそ 人 他の 所の 人。 時雨の 降 

つて ゐ ない 所の 人。 

0 こや 昆 野つ WS 津國 にある。 

〇 あら はに 隠れて 住みし vj 云 ふ 

に 封す る； SSO かくれた 所 もな く  I 

面に e 

0 いもが り 妹の 許に。 


拾 遣 和歌 集卷第 W 夂. 一  四 〇 六 

唐に しき 枝に ひとむら 殘れる は 秋の かたみ をた たぬ なるべし 

延 喜の 御 時の 女 四の みこの 家の 屏風に 

ながれく る もみ ぢ葉 みれば 唐錦 瀧の いと もて 織れるな りけ り 

屛 風に 

時雨 ゆ ゑ かづく たもと をよ そ 人 は 紅葉 を はら ふ 袖 かと や 見む 

Kn 首 歌の 中に 

蓆の 葉に 隱れて 住みし 津の國 のこ や も あら はに 冬は來 にけ り 

題 しらず  . 

おも ひかね いもが り 行けば 冬の 夜の 河 風 さむみ 千鳥 なくなり 


〇 みなる 水に 浸り 馴れる。 


之 


平 兼 盛 


ほ 


重 之 

之 


讀入 しらず 


ひね もす に 見れ ども 飽かぬ もみ ぢ葉 はいかなる 山の 嵐な るら む 

夜 をさむみ 寢ざ めて 聞けば をし 鳥の 羨ましく もみなる なる かな 

水鳥の したやす からぬ おも ひに は あたりの 水 も 凍ら ざり けり 

夜 を 寒み 寢覺 めて きけば 鴛ぞ 鳴く はら ひも あ へ す 霜 や 置 くらむ 

良 文が 家の 歌合に 

霜のう へ に 降る 初雪の あさご ほり 解けす も 物 を 甲 5 ふころ かな 


o 水のう へに 云々 はは 水の 上に 

ある もの.、」 思った のに。 


〇 ふしづけし 柴 S けしの 義 o 柴 

US は、 柴を 束ねて 川に i.3 けて い 

て、 魚が 集まって 來 るの を 待って 


拾逍 和^ 巢卷第 四 冬 


題 しらず  右 衞門督 公任 

霜 置かぬ 袖-たに さ ゆる 冬の 夜 は 鴨のう は 毛 をお も ひこ そやれ 

橘 ゆきよ リ 

いけみ づゃ こほりと くらむ 葦 鴨の 夜 深く 聲の さわぐな るかな 

耔 友  as 

飛び かよ ふ をし の 羽風の さむければ 池の 冰ぞ さえ まさりけ る 

請 人 しらず 

水のう へ に 思 ひし 物 を 冬の 夜の こほり は 袖の ものに ぞ ありけ る 

屛 風に.，  平 兼 盛 

ふしづけし よどの わたり を 今朝 みれば 解けむ 期 もな く冰 しにけ り 

題 しらず  讀人 しらず 

冬 さむみ 凍らぬ みづ はな けれども 吉 野の 瀧 はた ゆるせ もな し 

. 恆德 公の 家の 屏風に  能  宣 

冬され ば 嵐の こ ゑ もた かさごの 松に つけて ぞ聞 くべ かりけ る 

元  輔 

たかさ ごの 松に すむ 鷂冬 くれば をの へ の 霜 や 置き まさるら む 

四 〇 七 
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題 しらず 


四 〇 八 


〇 そこに 人 るら む 其處 VJ 底-、 J を 

かけた もの o 


〇 吉 野の 山に ふりやし ぬらむ 都 

でば 珍ら しいが 吉野 山で は 古いた 

らう。 降りに 古り を かけた もの o 


〇 うち «5 くる かな 泡 雪の V」 ける 

の を、 うち V」 けて 心な ゆるす 化，ぃ に 

かけ、 女のう ち VJ けぬな 恨ん たの 

である o 


& "友  貝 

夕され ば 佐 保の 川原の 河ぎ りに とも まど はせ る 千鳥な くな り 

人  麿 

沛 ちかく 降り 來る雪 はしらな みの 末の 松 山， j すかと ぞ 見る 

簾義 公の 家の 障子に  元  輔 

冬の 夜の いけの 冰 のさ やけき は 月の ひかりの みがくな りけ り 

題 しらず  讀人 しら ず 

ふゆの 池の 上 は 冰に閉 ぢられ ていかで か 月の そこに 入 るら む 

=： を 見て よめる  惠慶 法師 

天の原 そらさ へ 冱ぇ やわた るら むこ ほりと 見 ゆる 冬の 夜の 月 

初雪 をよ める  源景明 

みやこに てめ づ らしと 見る 初雪 は吉 野の 山に ふりやし ぬらむ 

女 を^ら ひ 侍りけ るが 年頃に な リ侍リ に けれどう とく 侍リ ければ 雪の 降 

り 侍りけ るに  元  辅 

ふる 程 も はかなく 見 ゆる 泡 雪の うらやましく もうち 解く るかな 

山 あ ひに 雪の 降り か て 铮 りけ る を  伊  勢 


〇 すれる 衣 ^摺 にした 衣 o 白い 

の 11 から 木の^が 少し 見える の 

を 云った もの 


〇_© ふりに ける SI 降りに ける を 

往き 古り にけ るに かけた もの。 


足曳の やま あ ひに 降れる しら 雪 はすれ る 衣の こ、 ち， M」 すれ 

齋 院の屛 風に  M  之 

よるならば 月と ぞ^ まし 我が 宿のに はしろ た へ に 降れる しら 雪 

gs しらず  能  貧 

我が 铕の雪 につけて ぞ ふるさとの 吉 野の 山 はお も ひやら る ゝ 

屛 風の 繪に 越の 白山 かきて 侍りけ る 所に  藤 原佐忠 朝臣 

われひとり 越の 巾路 にこし かど も 雪 ふりに ける 跡 を 見る かな 

題 しらず  忠 

年 ふ れぱ 越の しら や ま 老いに けりお ほくの 冬の 雪つ もりつ、 

入道 攝 政の 家の 屛 風に  兼 

見渡せば 松の 葉し ろき 士  D 野 山い く 世つ もれる 雪に か あるら む 

題 しらず 

お 里 は ゆきふり 積みて 道 もな し 今日 こむ 人 を あはれ と は 見む 


見 


盛 


足曳の 山路 も 知らす しら かしの 枝に も 葉-にも 雪の 降れれば 

右大將 定國の 家の 屛 風に  貫 

冬  ra〇 九 


青 


之 


拾遺 和 歜笫卷 第 四 冬 


四 一 〇 


G ふりの みま さる 雪 ジ 降り まさ 

る- li, ます./ \« 古くなる vj をい ひ 

かけた もの o 


〇佛 名 十一 一月 十九 B から 三日 閒 

淸谅 殿で 六 根の 罪 を ほろ ゆすた め 

に 三世の 諸佛 の名號 を稱へ る こ ミ 

で、 朝廷の 年中行事。 

〇 おき あかす 起き 叨か すミ BS き 

明かす * 通 はせ たもの o 

〇 冬の 夜 ふかき 冬の 夜^きに、 

^き 罪な かけた もの。 


白雪の ふりしく とき はみ よし野の 山した 風に 花ぞ 散りけ る 

冷 泉 院の御 時の 御屛 風に  兼  盛 

ひと 知れす 春 を こそ 待て はら ふべき 人 なきや どに 降れる 白雪 

屛 風に  能宣 

あたらしき 舂さ へ 近くな り 行けば ふりの みま さる 年の 雪 かな 

右衞 門^ 公任 

ひととせ 

梅が 枝に ふりつむ 雪 は 一 年に ふた ， び暌 ける はな かと ぞ兌る 

•  ぶつみ やう 

屛 虱の 裣に佛 名 の 所  能  宣 

おき あかす 霜と ともに や 今朝 はみ な 冬の 夜 ふかき 罪 もけ ぬらむ 

延 喜の 御 時の 御屛 風に  貫  之 

年のう ちに 積れ る i 非 はかき くらし 降る 白雪と ともに 消えな む 

もと  あるじ 

屛 風の 櫞に佛 名の あした に 梅の 水の 下に 導師と 主人と か はらけ と リてゎ 

かれ |E しみた る 所  能  宣 

雪 ふかき 山路に なにに か へ るら む 春 待つ 花の 陰に とまらで 

屛 風の 繪に佛 名の 所  兼  盛 

人 はい さ 犯し やすらむ 冬來れ ばと しのみ つもる 雪と こそ 見れ 


OW つもる 雪の つもる やうに 稹 

る S 分の 年 o 


饋院 の御妤 風に 十二  つ ごも リの夜 

か. ぞ ふれば 我が身に つもる 年月 を 送りむ かふと なに 急 ぐらむ 

百 首 歌の 屮に  源 

雪つ もる おのが 年 をば 知らす して 春 をば あすと 聞く ぞうれ しき 


で- 


拾遗 和^^ 卷第四 冬 


四 一 一 


之 


拾遗和 欲^ 卷^ 五 賀 


四 1 二 


拾遺 和歌 集 卷 第五 


〇 長^ 送 使 齊宮 が伊势 にお 下り 

になる 時に お送りす る 御 使。 


〇 かま ふ 野 蒲^ 野。 ，近 江國 にあ 


o 春 n 山 春 a 神社 は 藤 原 氏の 氏 

神で あるから、 その 錄 によって 云 

つた もの e 


賀 


天 曆の御 時齋宮 下り 侍リ ける 時の 長 奉送 使に てま かリか へらむ とて 

中 納 言 朝 忠 

萬 代の はじめと 今日 をい のり 置きて 今 ゆく すゑ は 神ぞ知 るら む 

はじめて 平野 祭に 男 使た てし 時 歌 ふべき 歌よ ませし に  大中 臣能宣 

ちはやぶる 平野の 松の 枝し けみ 千世 も 八 千世 も 色 はか はら じ 

だいじゃう ゑ 

仁 和の 御 時 大嘗會 の 歌  讀人 しらず 

かま ふ 野の たまの を 山に すむ 鶴の 千年 は 君が 御代の かすな り 

贈 皇后 宮 の 御產屋 の 七夜に 兵 部 卿 致 平 のみこの 雄の かた を 作リて 誰と も 

なくて 歌 をつ けて 侍リ ける  淸原 元輔 

朝 まだき きり ふの 岡に 立つ 雉 は 千代の 日嗣の はじめな りけ り 

藤氏の うぶやに まかりて  能  宣 

1 一葉より たのもし きかな 春 日 山 こだかき 松の たね ぞと 思へば 


〇 今年お ひの 松 生れた 子供な 


〇 か うぶり 元服。 はじめて 冠な 

被る こ.、」" 

〇 こむらさき 濃紫。 

〇& の 色に うつれ 濃紫の 衣 は 三 

位 以上の 人の 著る ものであるから 

立.^ 出世す る やうに VJ 祝った ので 

ある o 

o 洲^ 洲； おの 形に 造った 憙に松 

竹^な 植ゑ たもので、 祝 事の 飾り 

もの VJ した もの _* 

〇W3 手 文字 をく づ して 葦な， での 

生えて ゐるゃ うな さ ま に^く も の 

で、 中古の 優美な 戲 れ^き o 

O ミき はかき はに 常 磐 堅 磐 。常 

に變ら ャ に 


今日 ぞ 七日な りけ る 


産屋の 七夜に まか リて 

君が へむ や ほ 萬 代 をかぞ ふれば かつ 

右大將 藤原實 资 のうぶ やの 七夜に  平 兼 盛 

へ 「年お ひの 松 は 七日と なりに けり 殘 りの ほど をお も ひこ そやれ 

或 人 のうぶ やに まか リて  能  宣 

ちとせと も數は 定めす 世の中に かぎりなき 身と 人 もい ふべ く 

藤 原誡信 元服し 侍リ ける 夜 詠みけ る  源  順 

老い ぬれば 同じ 事 こそせられ けれ 君 は 千世 ませ 君 は 千世 ませ 

三 善の すけた^ がかう ぶリ し侍リ ける 時  能  宣 

結 ひそむ る 初 もと ゆ ひのこ むらさき 衣の 色に うつれと ぞ思ふ 

やましな でら こんでい 

天 暦の 帝 四十に なりお はし ましけ る 時 山 階 寺に 金泥 壽命經 四十 八 卷を書 

き 供養し 奉りて 御卷數 鶴に く はせ て 洲濱に 立てた リけリ そのす はまの 敷 

物に あまたの 歌^手に かける 中に  兼  盛 

山 階の やまの 岩根に 忪を植 ゑて とき はかき はに 祈りつ るかな 

仲算 法師 

聲 たかく 三 笠の やま ぞ よば ふなる 天の下 こそた のし かるらし 

拾遗和 歜集卷 第五 賀  四  一 一二 


G いづれ ひさし vj で ちらが 久し 

く あるか- A- いふ こ VJ を o 


〇 つく vj もつ きじ 杖 をつ く vj い 

ふの を まけて、 瘗くミ も^き じミ 

云った もの 0 


拾 遣 和歌 集卷 第五 賀  四 一四 

承 平 四 年 中宮の 賀し 侍りけ る 時の 屛 虱に 

いろか へ ぬ 松と 竹との 末の よ を いづれ ひさしと 君の みぞ 見む 

おなじ 贺に 竹の 枝 作りて 侍リ ける に 

ひと ふしに ちょ を こめた る 杖 なれば つくと もつ きじ 君が 齢 は 

涛愼公 五十の 賀し 侍りけ る 時の 屛 風に 

君が 世 を H: にたと へ むさ  >  れ 石の 巖 とならむ ほど も 飽かねば 

青柳の みどりの 铩 をく りか へ しいくら ばかりの 春 をへ ぬらむ 


〇 またもつ きせね よ >  竹の杖の 

節々.、 J 受けて、 盡 きぬ 代々 VJ かけ 

たもの o 

〇 くら ゐ山 みねまで 云々 位の 最 

上まで 登る 閒 ついて 来た 杖た が o 


齋&內 


人 


元 


兼 


臣頼基 


輔 


盛 


わが 宿 に 喚け る さく らの花 ざ かりちと せ 見る とも あかじと- ぞ思ふ 

同じ 人の 七十の 賀 し侍リ ける に 竹の杖 を 作りて  能  宣 

君が ため 今日き る 竹の杖 なれば またもつ きせぬ よ、 ぞ) i れる 

くら ゐ山 みねまで つける 杖 なれ ど いま 萬 代の さかの ためなり 

一 條懾 政屮將 に侍リ ける 時 父の 大臣の 五十の 賀 し侍リ ける 碎 風に 小 野 好古 朝臣 

吹く 風に よその 紅葉 は 散り 來れ ど^が 常 磐の かけ ぞ のどけ き 

權中納 言 敦忠 母の 賀し 侍リ ける に  源 公忠 朝臣 

萬 代 もな ほ ^  〕 そ あかね 君が ためお も ふ 心の かぎりなければ 


O さしながら さなが u ち 

C 年の 钕を もつ まむ "、J ぞ おも ふ 

若！ * を 受けて 摘む */.- 云 ひ、 併せて 

年の 軟を 515 ま う V」 思 ふ ミ かけた も 


c 下^ 年功 を as むこ-、」 が短ゾ 

な 分の またな くない 者 o 


五條 內 侍の かみの 賀 K 部卿淸 貫し 侍りけ る時屛 風に 

たづ 


お ほ 空に 羣れ たる 鶴の さしながら おも ふ 心の あり ゆなる かな 

春の 野の 若菜なら ね ど 君が ため 年の 數を もつ まむ とぞ おも ふ 

天德 三^ 內 裏に 花の 宴せ させ 給 ひける に  九條右 

櫻 花 こよ ひか ざしに 插 しながら かくて 千と せの 春 を こそ 經め 

題 しらず  謓 人し 

かつ 見つ、 千年の 春 をす ぐす ともい つか は 花の いろに あくべ き 

亭子院 の 歌合に  躬 

三千 年になる て ふ 桃の 今年より はなさく 春に 逢 ひに ける かな 

康保 三年 內 裏にて 子の 日せ させ 給 ひける に 殿上の をの こども 和歌つ かう 

ま つりけ るに  0 原 1 

珍ら しき 千代の 初めの 子の 日に はま づ 今日 を こそ 引く ベ かり けれ 

> らふ 

小 野 宮太政 大臣の 家に て 子の 日し 侍りけ るに 下鵾 に侍リ ける 時よ み侍リ 


ゆく 末 も 子の 日の 松の ためしに は 君が 千年 を 引かむ とぞ思 ふ 

延 喜の 御 時の 御 屏風に 

拾^ 和^ a 卷 第五 賀  四 一 五 


一 II 


抬遺 和^^ 卷 第五 賀 


四 1 力 


〇 水無月 の な ひしの はらへ 六月 

^日の 大 so 


〇 まけ わざ 前栽 合で PK けた 方 か 

ら その 罰ミ して、 is? な ふ」 み-出し 

て ^應 プ る こ VJ をい ふ o 


忪 をのみ とき はと 思 ふに 世と ともに 流す いづみ も綠 なりけ り 

題 しらず 

水無月の なごし のはらへ する 人 はちと せの 命 のぶとい ふなり 

承 平 四 年 中宮の 賀し 侍リ ける 屏風に 

みそぎして おも ふ， 〕 とをぞ 祈りつ る や ほよ ろづ 代の 神の ま に- 

天厫 9 御 時 前栽の 宴せ させ 給 ひける 時 

萬 代に か はらぬ 花の いろ なれば いづれ の あき か 君 は 見 ざら む 

廉義 ヘムの 家に て 人々 に 歌よ ませ 侍リ ける に 草 むらの 中の 夜の 蟲と 


讀 人 


ら ず 


參 議伊衡 


小 野 宮太政 大臣 


ふ 題 

平 


ちとせと ぞ草 むら ごとに きこ ゆなる こや 松 蟲の聲 に は あるら む 

ひかる  せんざい あはせ  うどね り 

右大臣 源の 光の 家に 前 哉 合し はべ リ ける まけ わざ を內舍 人橘資 澄が し 

侍リ ける 千鳥の かた 作リ て！^ リけ るに よませ は ベリけ る  貫 

誰が 年の 數と かは^む 行き か へ り 千鳥なくなる 濱の まさご を 

夭曆の 御 時 淸愼公 御 笛た てまつ ると てよ ませ 侍リ ければ  能 

生 ひ 初む るね より ぞ しるき 笛 竹の 末の よ 長くなら む ものと は 

鏡 鑄させ 侍リ ける 裏に 鸛 のかた を 鑄つ けさせ 侍リて  伊 


兼 盛 


之 


宣 


勢 


〇 天の羽衣 云々 天人が 三年に 一 

度^: 大 より SS つて 來て、 四十 圼四 

方の 岩 i 一一 銶の 衣で 撫で 盡す閒 を 

I 劫 VJ いふ。 其の 琮で 永久 不铙 を 

いった もの。 


千年と も 何 か 祈らむ. フらに 棲む 鷂 のうへ を ぞ兒 るべ かりけ る 

題 しらず  讀人 しらず 

君が代 は 天の羽衣 まれに きて 撫づ とも 盡 きぬ いはほなら なむ 

賀の屛 風に  .  元  輔 

動きな き いはほの 果て も君ぞ 見む をと めに 袖の なでつ くす まで 


拾 造 和歌^ 卷 第五 贺 


四 一 七 


拾 遣 和歌 集 卷第六 別 

拾遺 和歌 集 卷第六 


四 一 


o ラ、 づま なむ 埋めて はしい ハ 


〇^ 衣 云々 夏衣 V」 云った 綠ュ 

裁つ、 萆衣、 ./J 云った もの 0 


春 もの へ まかりけ る 人の 曉に 出で立ち ける 所に てと まリ 侍りけ る 人の よ 

み侍リ ける  讀 人し、 り ず 

春霞た つ あかつ きを 見 るから にこ、 ろぞ {4! になり ぬ ベ らな る 

題 しらず 

さくら 花 つゆにぬれたる 顔 見れば なきて わかれし 人ぞこ ひしき 

散る 花 は 道 見えぬ， まで うづ まなむ 別る 、 人 も 立ち やと まると 

物へ まかりけ る 人の 許に 人々 まか リてか はらけ 裉リて  曾 极好忠 

かりがね のかへ る を 聞けば わ か れ路は 雪 居遙か に 思 ふば か りぞ 

天曆 の 御 時小甙 命鏺豐 前 に まか リ侍リ ける 時大盤 所に て 餞せ させ 蛤 ふに 

かづけ 物 賜 ふとて  御  製 

夏衣た ちわ かるべき 今宵 こそ ひとへ に 惜しき おも ひ 添 ひ ぬれ 

題 しらず  讀人 しらず 


o いま かへ り來む す^に 歸 つて 

來 よう。 上のお の 菜に 封す る綠で 

か へ るミ 云った もの o 


〇 時し も あれ 時^も あるの 


はなむけ。 お 別 o 


G やらでの みこ そ ら ないで o 

破らないで。 I！ 方に かけた もの o 

〇 おくり 見送り G 


わするな よわ かれ 路に生 ふる 葛の 葉の 秋風 ふかば いま か へ り來む 

別れて ふこと は 誰か は 始めけ む 苦しき ものと 知らす や ありけ む 

時し も あれ 秋し も 人の わか るれば いと V 袂ぞ つゆけ かりけ る 

天 曆の御 時 九月 十五 日齋 せ： 下 リ侍リ ける に  御 

きみが 代 を 長月と だに 思 はすば いかに わかれの 悲しから まし 

十 W ばかりに 物へ まか リ ける 人に  巾 3 

I 路に だに あてじと 思 ひし 人し もぞ^ 雨 ふる， ) ろ 旅に 行きけ る 

物へ まか リ ける 人に 馬の 餞し 侍リて 扇つ か はしける  能 

わかれ 路を へだつ る 雪の 爲に こそ あ ふぎの 風 を やら まほし けれ 

題 しらず  讀 人 

別れて は 逢 はむ あは じぞ 定めな きこの 夕 ぐれ や 限りな るら む 

わかれ 路は戀 しき 人の 文 なれ ややら でのみ こそ 兒 まく ほし けれ 

物へ まか リ ける 人の 送り 關 山まで し 侍る とて  貫 

別れ 行く け ふ は 惑 ひぬ 逄 奴に 歸り來 む 日の 名に こそ あり けれ 

伊勢よ リ 上り 侍りけ るに 忍びて 物い ひ はべ リ ける 女の あづま へ下リ ける 

が 逢坂に まか リぁ ひて 侍リ ける に 遣 はしける  能 

ね^^^ 集卷第 六 別  •  四ー 九 


見 


宜 


ら ず 


之 


〇 け ふ あ ふ 坂 や 云々 け ふ 逢坂で 

逢った のが 玆 であらう o 


拾 遣 和歌 集卷第 六 別  四 二 〇 

ゆく すゑの 命 も 知らぬ わかれ 路 はけ ふ あ ふ 坂 やかぎ りな るら む 


〇 しかす がの 渡 V」 云々 しかす が 

の 渡 は 三河國 にある。 その 地名に 

さすがに V」 かけた もの o 


〇 心の みこ そつく し 櫛 筑紫 橘な 

詠み 込ん たもので、 心 を 盡すミ い 

ふ 意- * 


？. -， > め がた みのから 衣 留め 難 

さに ミ、 形見の 说衣 VJ に 通 はせ た 

もの o 

〇 たつより 衣 を 裁つ ミ、 £殺 す 


IS 


之 


大江爲 基 あづまへ まか リ くだ リ ける に 扇 を 遣 はすと て  赤 染衞門 

わた h- 

惜しむ ともなき もの ゆ ゑに しかす がの 渡と 聞けば 唯なら ぬかな 

源の よしたね が參 河の 介に て侍リ ける 娘の 許に 母の よみて 遣 はしける 

もろともに ゆかぬ 三 河の 八橋 は戀 しとの みやお も ひわたら む 

兼盛駿 河の 守に て 下 リ侍リ ける 馬の 餞し はべ ると て  源 

わかれ 路は 渡せる はし もな きもの をい かで か 常に 戀 ひわた るべき 

信 濃の 國に 下リ ける 人の 許に 遣 はしける  貫 

月影 は あかす 見る ともさら しなの 山の ふもとに なが ゐ すな 君 

共 政 朝臣 肥 後の 守に て 下 リ侍リ ける に 妻の 肥 前が 下リ ける につく しぐ し 

御ぞ など 賜 ふとて  天曆 御製 

別 るれば 心の みこ そつく し 櫛 さして 逢 ふべ き ほど を 知らねば 

いで は  せん 

天 暦の 御 時 御め のと 肥 前が 出 羽の 國に下 リ侍リ ける に 餞た まひけ るに 藤 

壺ょリ 裝朿賜 ひける に そ へられた リ ける  讀人 しらず 

行く ひと をと  >  めが たみのから 衣た つより 袖の露け かるらむ 

同じ 御め のとの 餞に 殿上の をの こども 女^な ど わかれ 惜しみ 侍リ ける に 


o お. 


〇 をし 筠森 にかけ て、 其の 綠に 

よつ て S 羽ミ いった o 


( 】ま たき も S 'くも 0 もう 0 露 も 

はら はな いうちから 0 


〇ミ まるこ V」 こそ 雜 からめ 

さ いふ こ ミ ば出來 ないたら ラ が。 


をし むと も かたし やわ かれ 心なる 淚を だに もえ や はと 5, むる 

る 、袖 ぞまづ は 露け き 


御 乳母 少納首 


女 蔵人 三 河 


讀人 しらず 


一一 一條 太 皇太后 宫 


あづま ぢの 草葉 を 分けむ 人よりも お 

題 しらず 

別 るれば まづ淚 こそ さきに 立て いかでお くる 、袖の ぬるら む 

別る ， を をし とぞ思 ふつる ぎば の 身 をより 碎く 心地の みして 

源弘景 もの へ まか リ ける にさう， ぞく 給 ふとて 

旅人の 露 はら ふべ きから ころも まだき も 袖の ぬれに ける かな 

橘公賴 帥に なリ てま かリ 上りけ る 時利离 が繼母 内侍の すけの 馬の 餞 し 

侍リ ける にさう ぞくに 添へ て 遣 はしける  貫 

あまたに はぬ ひか さねね ど 唐衣お も ふ 心 は 千 重に ぞ ありけ る 

題 しらず 

遠く 行く 人の ために はわが 袖の なみだの 玉 も をし からな くに 

讀人 しらず 

惜しむ とてと まること こそ 難から め わが 衣手 を ほして だに 行け 

拾 遣 和歌 集 卷第六 別  四 ニー 


之 


〇絲 による 云々 古今 集の ^旅の 

»| にも 出て ゐる o 

◦ か うや？ 

して 煉っ たもの o 


o いく 藥 死なね くすり 


O わりな き わけがない o わけ •， - 


〇a!i ふらむ "ヒ か S ふらむ 上の S 

ふ は.； H 分の 心、 下の 思 ふ は 相手の 

人の 心 o 自分が，？. -ん なに 悲しく 思 

つ てゐ るか .A> 其 許 は 思 ふたら う o 

〇.、」 まる 身 あ ミ に殘る 自分 o 

o 待つ 程い か， > 云々 其 許の 御歸 

り を 待つ 閒に ^うなる かわかり ま 

せぬ o 


拾逍 和歌 集卷 第..； ハ 別  四 一二 一 

ゐ なかへ まか リ ける 時  貫  之 

絲 による 物なら なくに わかれ ぢは心 ほそく もお も ほ ゆるい な 

だんじ ゃラ 

みちの 國の守 これともが まか リ下リ ける に彈 正 のみこの かう やく 遣 は 

しける に  戒秀 法師 

かめ 山に いく 藥の みあり ければ と V むる 方 も なきわかれ かな 

藤 原の まさた ヾ が 1〉 前 守に 侍リ ける 時爲賴 がお ぼっかな しとて 下 リ侍リ 

ける に 馬の 餞し 侍る とて  ^原. a 円 it 

おも ふ 人 あるかた へ 行く わかれ ぢを 惜しむ 心ぞ かつ はわり なき 

肥 後 守 にて 涛 原元輔 くだり 侍りけ るに 源滿仲 餞し 侍リ ける にか はらけ と 

りて  元輔 

いかばかり 思 ふらむ とか 思 ふらむ 老いて 別る ， 遠き わかれ を 

力へ し  源 滿仲朝 E 

君 はよ し 行末と ほしと まる 身の 待つ 程い か あらむ とすら む 

題 しらず  讀人 しらず 

後 れゐ て 我が 戀ひ 居れば 白雲の たなびく 山 を 今日 や 越 ゆらむ . 

右衞門 


〇 いきの 松原 筑前： S 早 良^に あ 

る！ so 


〇 した クら 鞍の 下に S いて 馬の 

ST: の處 をお ほふ もの。 莲 又は 毛^ 

でつくる o 

o 都の つき 都の 月 。併せて 都の 

てが * りの^ o 


〇 しほみ てる ほで に 云々 潮が 滿 

ちて ゐて毬 がない V」 いふ 葸 o 


命 を ぞい かなら むと は 思 ひこし 生きて 別る 、 世に こそ あり けれ 

筑 紫へ まか リ ける 人の 許に いひ 逍 はしける  橘 倚 平 

むかし：^ しいき の 松原 ことと はば 忘れぬ ひと も ありと 答 へ よ 

陸奧 守に てくだ リ侍リ ける 時 三 倏太政 大臣 餞し 侍りければ よみ 侍リ ける 

藤^ 爲頼 

たけく まの 松 を^つ ， やなぐ さめむ 君が 千年の 影に なら ひて 

みちの 國の白 河の 關 越え 侍リけ るに  平 銥 盛 

たより あらば いかで 都へ 告 ゆやら むけ ふ 白 河の 關は 越えぬ と 

赏 方 朝 E みちの 國 へ 下 リ侍リ ける にした ぐら 遣 はすと て  右 衞門督 公任 

ぁづ *nn 

柬路の 木の したぐ らくな り 行かば 都の つき を戀 ひざらめ や は 

題 しらず  讀 人し、 し ず 

旅行 かば 袖 こそぬ るれ もる やまの I 下にの みはお ほせ ざら なむ 

恆德 公の 家の 障子に  0  盛 

しほみ てる ほどに 行き かふ 旅人 ゃ濱 名の 橋と 名 づけ そめけ む 

E 蓑の 島の 邊 にて 雨に あ ひて  貫  之 

雨に より m 蓑の 島 を わけ 行け ど 名に は 隠れぬ ものに ぞ ありけ る 

拾遺 和^ 集 卷第六 別  四 二三 


拾 遣 和 欲 集 卷第六 別 


四 二 四 


o 革の 


灣 


〇 露し ゆからぬ 云々 

嘵 もない o 


〇 印南^  sgsssi にあ- 


〇 おきながら 起きた ま. -で 

ないで o 


難 波に はらへ し侍リ てま かり 歸リ ける 曉に 森の 侍りけ るに 郭公の 鳴き 侍 

リ ける を 聞きて  伊 

郭公ね ぐらながら のこ ゑ 聞けば 草 のまく らぞ つゆけ かりけ る 

物へ まかりけ る 道に て臈の 鳴く を 聞きて  能  宣 

草 まくら われの みならす かりがね も 旅の空に ぞ 鳴き 渡りけ る 

題 しらず  讀入 しら ず 

君 をのみ 戀 ひつ 、旅の 草 まくら 露し ゆからぬ あかつき ぞなき 

源 公 貞が大 隅 へ まか リ下リ ける にせき との 院 にて 月の あかかり ける にわ 

かれ 惜しみ 侍りて  平 兼 盛 

はるかなる 旅の空に もお くれねば うらやましき は 秋の 夜の 月 

秋 旅に まか リけ るに 印南 野に 宿りて  能  宣 

女郎花 われに 宿 かせいな み 野の 否と いふと もこ、 を 過ぎめ や 

筑 紫へ 下りけ る逍 にて  重  之 

船路に はくさの 枕 もむ すばねば おきながら こそ 夢 も 見え けれ 

そち これちか 

帥 伊周つ くし へま かり 下りけ るに か はじり 離れ 侍りけ るに よみけ る 

弓削嘉 言 


〇 あま 飛ぶ や かりに かけて いふ 

枕^ 


思 ひで もな き 故 鄉の山 なれ どか くれ 行く はた あはれ なりけ り 

流され 侍リて 後い ひお こせて 侍リ ける  贈 太 政 大臣 

君が すむ { 伯の 梢 を ゆく くと かくる ， までに か へ り^し はや 

もろこし  め 

かさの 金！！ が廣 土に 渡リ て侍リ ける 時窭の 長歌よ みて 侍りけ る 返し 

金  岡 

浪の 上に 見えし 小島の しまが くれ 行く 空 もな し 君に わかれて 

もろこし にて  秭 本人 麿 

あま 飛ぶ やかり の 使に いつしか も奈 良の 都に ことづて やらむ 


^^卯^ ^ 卷第六 別 


四 二 五 


和 ほ^ 卷第七 物 名 


E  二 力 


G こうは 子 を は ミ いふ 意。 


C. 旅の いはやな き •、」 こに も 旅で 

錢 なの は屋 のない 牀 にも o 

C さる VJ りの はな さる VJ りい は 

らの花 o 柹に 似た 葉で 花 は 黄色 o 


〇 かに ひの はな 膘 皮の 花 o  丁子 

に 似た 花 o 


拾遺 和歌 集 卷第七 

物 名 

紅梅  讀人 しらず 

鶯の巢 つくる 枝 を 折り つれば こうばい かで か 生まむ とすら む 

o  o  o  0 

さ く ら 

花の 色を顯 はに めでば あだめきぬ いざくら 闇に なりて かざさむ ： 

o  o  o 

いはやな ぎ  藤 原輔相 

旅の いはやな きと こに も 寝られけ り 草の 枕に つゆ は 置け ども 

o  o  o  o  0 

さると リの はな 

あまた 

鳴く 聲は數 多 すれ ども 管に まさると りの はなく こそ 有り けれ 

o  o  o  o  o  o  0 

かに ひの はな  $:  勢 

わたつ 海の 沖な かに ひの はなれ 出で て 燃 ゆと 見 ゆる は 蟹の 漁 か 

o  o  o  o  o  o 

か い つばた  讀人 しらず 

f  J き 色が いつはた 薄く うつろ はむ はなに、 いもつ け. さらむ かも 


( 】 さくな むさ さくな： s> に; s じ 


〇 な 花攛ゑ そ 花を植 ゑるな 


〇 けに ごし 东牛 子。 あさが ほに 

同じ o 

〇 む ゆ にこ じ vj は 思 ふ ものから 

一概に、 むやみに 來 ないたら ラミ 

は 思 ふ ものの o 

〇 らに 蘭。 

〇 花て ふ 花 花 VJ いふ 花す ベて o 

O わ" ひしら に ゎ， ひしゅに o かな 

しさう に o な ゆか はし さう に o 


さくな むさ  如 

むらさきの 色に はさくな むさし 野の 草の ゆかり とん もこ そ 知れ 

o  o  o  0  0 

しもつ け  讀人 

桢 ゑて 見る 君 だに 知らぬ 花の 名 を 我し もっけむ， 〕 との あやし さ 

o  o  c  C 

りうた む 

川上に 今より うたむ 锏 代に は先づ もみ ぢばゃ よらむ とすら む 

o  o  o  0 

きちかう  . 

あだ 人の まがき ちかうな 花植 ゑそ勻 ひも あへ す 折りつ くしけ り 

o  o  o  o 

あさが ほ 

我が 宿の 花の はに のみぬ る 蝶の いかなる 朝 かほ かより は來る 

o  o  0 

けに ごし 

中 いれに し 人の さらに も戀 しき かむ ゆに ， J じと は 田 5 ふ ものから 

C  0  0  0 

ら . こ 

秋の 野に 花て ふ 花 を 折り つれば わびしら にこ そ蟲も 鳴き けれ 

c  o  , 

力る かや  忠 

白露の かかる が やがて 消え ざら ば 草葉 ぞ玉 のく しけなら まし 

1  0  0  0  0 
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法 師 


ら ず 


岑 
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四 二八 


o たまつ む 玉 を 積む。 

〇 ながる、 水 を にぞ 云々 流れ 

る 水 を 緒 VJ して 莨いた ものである 

〇 思 ひくら しの 毎 HL 々々& ひ 通 


o ひ V」 も^きく る 人が 非難す 一 


はぎの はな 

山河 はきの はな がれす あさき 瀨を せけば 淵と ぞ秋 はな るら む 

c  o  o  o  0 

ま つむし 

^つ 賴の 中に たまつ むしら 浪 はなが る ， 水 を 緖にぞ ぬきけ る 

o  o  o  o 

ひぐ らし 

今 こむ とい ひて わかれし^ より 思 ひくら しの 音 をの みぞ 鳴く 


杣人 は宮木 ひくら し 足 引の やまの やまびこ、 3 ゑと よむな り 

o  o  o  0 

^の 音 は 秋の しらべに 聞 ゆなり 高く せめ あゆて 風ぞ ひくら し 

o  o  o  0 

ひと もとぎ く  すけ 

あだなり とひと もどき くる 者し もぞ 花の あたり を 過き がて にす る 

o  o  o  o  o  o 

す は う ご け 

驁 のす はう ごけ どもぬ しもな し 風に まかせて いづち 往 ぬらむ 

o  o  o  o  o 

やまと 

古道に われ やま ど はむ いにしへ の 野中の 草 はしけり 合 ひに けり 

o  o  o 

いなみの 


み  之 


〇 松かさ さし つれ は 松かさ./」、 

かさ を さす ミ ケ通 はせ たもの o 


〇， us のラ ちかくる す .OS が 打 

ち 掛ける 洲。 


〇 なまめ かるらむ 生诲^ を 刈 

たらう VJ、 いろめいて ゐる たら- 

yj を 通 はせ たも^ « 


o 苞 +..m^o 


住お n の を かの 松かさ さし つれば 雨 は 降る ともい なみの は 著 じ 

0  0  0  0 

くる j の 

白浪のう ちかくる すの かわかぬ に 我が 袂， 〕 そ おとら ざり けれ 

o  o  o  0 

この 鳥に あまの 詣 でたり ける を 兄 て 

水 もな く 舟 も かよ はぬ この 島に いかで か 蟹の なまめ かるらむ 

o  o  0 

よどが は  在 原 元方 

植 ゑて いにし 人 も 見なく に 秋 萩の 誰み よと か は 花の 暌 くらむ 

o  o  o  0 

貫  之- 

あしび きの 山べ に をれば 白雪の いかにせ よと か はる  > 時 なき 

c  o  o  o 

をが はの はし  在 原 業 平 朝臣 

筑 紫より， )、 までく れど笾 もな したち の を か はの はしの みぞ ある 

o  o  o  o  o  0 

くまの くらと いふ 山寺に 賀緣 法師の 宿リ て侍リ ける に 住持し 侍リ ける 法 

師に 歌よ めと いひければ よめる  讀人 しらず 

身 をす てて 山に 入りに し 我 なれば くまの くら はむ こと も覺 えす 

o  o  o  o  o 

いぬか ひのみ ゆ 

鳥の 子 はま だ 雛ながら 立ちて いぬか ひのみ ゆる は 撒 守な りけ り 

o  o  o  o  o  o  o 

拾^ 和歌 集 卷第七 物 名  四 二 九 


〇 あ らふね のみや 洗 ふ^はん 


C さは このみ ゆる それ は そこに 

見える o 


〇 きさの き 象牙に 同じ o 


C はな かむ at: 汁 を ふき vj る 
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あら ふねの みやし ろ  すけみ 

莖も^ も 皆 み どり な る 深 芹 は あら ふ ねの みやし ろく： ^ゆらむ 

OO0OOOOOO 

たと リ のこ ほり  重  之 

お 

:S なりな とりの ， ) ほりに 下りる る は 下より 鮮 くる 事 は 知らぬ か 

o  o  o  o  o  o  o 

なとりの み ゆ  兼  盛 

お ぼっ^ 

覺 束な^ のかよ ひち 兒て しがな とりの み ゆけば 跡 はか もな し 

o  o  o  o  o  o 

さは このみ ゆ  讀人 しらず 

あかす して 別る ， 人の 住む 里 はさ はこの み ゆる 出の あな.；，： か 

o  o  o  o  o  0 

つ、 みのた け  紀輔時 

篝 火のと ころ 定めす 見えつ る は 流れつ  >  みのた けばな りけ り 

o  o  o  o  o  0 

むろの 木  高 向 草 春 

神な びの みむろの きしゃく づ ろら む 立 田の 河の 水の にごれる 

o  o  o  o 

き さの-き  すけみ 

a  く.. f, 

怒り 猪の 石を銜 みて 嚙 みこし はき さの きに こそ 劣ら ざり けれ 

o  o  o  o 

はな かむ じ  仙慶 法師 

五月雨に ならぬ かぎり は 郭公な にか はな かむ しのぶば かりに 


r. 時ぞ v.* もな き いつ ミ いふ 時.. 

ない o 常に « しいの so 


〇ゎ び ぬれ は 望み< 弒 えてし ま 

へ ゆ o 

〇VJ ねり， かきね 牛 飼 や 口 取な- 5J 

の 1*? る 衣 o 


〇く> たち 大根の 根な. jj のた ラ 

におな じ。 莖立。 


G こにやく こんにゃく o 

〇 こにやく ままし こは銪 o^s; 

3? う o 


も.^  すけみ 

心 ざし 深き 時 に は 底 の もも か づき 出で ぬる ものに ぞぁ りけ る 

0  0 

はしば み  .  讀人 しらず 

おも かけに しばし はみ ゆる 君な れど戀 しき， ) と ぞ峙ぞ ともなき 

o  o  o  o 

ねり か き  すけみ 

古 は おごれり しか ど わび ぬればと ねりが きぬ も 今 は 著つべし 

o  o  o  o 

をはリ ごめ 

池 を はりこめ たる 水の 多 かれば 井樋の 口より あまるな るべ し 

o 〇 〇 o  0 

まつだけ 

あしび き した 水に ぬれに けり その 火まづ たけ 衣 あぶらむ 

o  o  o  o 

獸 へ ども つらき 形：^ を兒る 時 はま づ たけから ぬ 音， 〕 そ 泣か るれ 

o  o  o  o 

く  たち 

やま 高み 花の 色 をも兒 るべ きに にくく たちぬる 春が すみかな 

o  o  o  0 

こにやく 

あ J- つ S ら 

野 を みれば^ めきに けり 靑^ 草 こにやく ままし 若菜つ むべ く 

o  o  o  o 

そやし まめ  高 岳 相 如 


iw^^^^ 卷第七 se- 


rais 1 
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.〇 を- 5」 りおるべき 所 飛び下りる 

所。 


〇 かやくき ^に 似に 爲 で、 羽に 

斑紋が なく 腹 白く 尾 短く 上の 嘴が 

長い o 


〇 くらめ にの みぞ 暗い 頃み-見 は 

からって o 

o はら か 腹 赤。 ますに 同じ。 

C} まき もく の ひ はら 卷向 S 檢原 


〇^ 粗末な 絲 で^った 絹。 それ 

で 裂け か ら んで ミ 云 つた もの o 

〇 ひろ やたらぬ VJ 長さが 足らな 


け み 


四 三 二 

いさり 

漁せ し 蟹の 敎 へし いづく ぞ やしまめ ぐると て 有りと いひし は 

o  o  o  o  o 

きじ の をと リ  す 

河ぎ しの を どり おるべき 所 あらば 憂き に 死にせ ぬ 身は投 ゆて まし 

やまがら め 

も みぢ^に 衣の 色 はしみ にけ り 秋の やまから めぐり こしまに 

o  o 〇 o  o 

力 やく き 

なにと かやくき の 姿 はお も ほえて あやしく 花の 名 こそ^ るれ 

〇 〇 o  o 

つぐみ  大伴黑 主 

わが 心 あやしく あだに 春 來れば 花に つくみ と いかでな りけ む 

ぁぢき  G  O 〇 

唉く 花に 思 ひつく みの 味氣 なさ 身に いた づきの 入る もしら すて 

〇 o  o 

つば くらめ  す 

難波づ はくら めに の みぞ 舟 はっく あしたの 風の 定めなければ 

o  o  o  o  0  . 

はら か  元 

み 吉野も 若菜つ むらむ まき もく の ひばら かすみて 日数へ ぬれば 

o  0  0 

さけ がらみ  す 

ぁレぎ 0 

拖 はさけ からみて ぞ人 はきる ひろ やたらぬ とお も ふなるべし 


け み 

け み 


つめ ゆ ど 勑ノ 


〇 をぎ 餌 K ケ 招きよ せる ために 

供へ ろ 餌 o 

〇 おしあ ゆがすな おし は 鼠落し 

の 類、 それな 動かすな。 

〇 つ、 みやき 或 もの を 中に 包ん 

で燒 いた もの o 


〇 うる かいりても 云々 資 るか.. < 

つ て 見よう o 

〇 主人ながら も 主人 ごみに そつ 

〇 した， * み 螺の 小さい もの o 

〇 したたみ てこ そ 添が 濯って。 

詞 が！ ^つて a 

0 さは やけ 大根な. 5」 の もやし 0 


C まがり まがり 姘 o 菓子の 名 o 


〇 住み^な む いつまでも はま- 


ひぼしの あゆ 

雪 迷 ひ ほしの あゆぐ と 見えつ る は瑩の そらに 飛ぶ にぞ ありけ る 

o  o  o  o  o  o 

おしあ ゆ 

はし II の をぎ 餌に せむ と 構へ たるお しあ ゆがすな 鼠 取る ぺ く 

o  o  o  o 

つ、 みやき 

わぎも 子が 身 を 捨てし より 猿澤の 池の つ  > みやき みは 戀 しき 

o  o  o  o  o 

うる かい リ  重  之 

此の 家 はうる かいりても 見て しがな 主人ながら も 買 はむ とぞ思 ふ 

o  o  o  o  o 

した どみ  讀 人 しらず 

あづまに て 養 はれた る 人の子 はした だみ てこ そ 物 はい ひけれ 

o  o  o  o 

さ はやけ 

舂 かぜのけ さは やければ うぐ ひすの 花の f  〕 ろ もも ほころびに けり 

〇 o  o  o 

ま が リ 

霞 わけい まかり かへ る 物なら ば秋來 るまで は戀 ひや わたらむ 

o  o  o 

とち ところ たちばな  すけ^ 

思 ふ どち ところ も か へ す 住み 經 なむた ち はなれな ば戀 しかるべ し 


拾 遣 和^ 集^ 第 七 物 名 


四 一 1】 一 一】 
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四 三 四 


3 をし き 片木 板み-折り ま て 造 

つた 盆。 土器な^ を Q せる もの 0 


〇 あしかな へ か V」 云々 蘧 である 

か稻の 苗で あるか 見分け 得ない o 

〇 むな. 5> る ま 人の 乘 つて ゐ ない 

mo から 率。 一説に si 形の ない 車 

ミも いふ o 


o ねす みつれ 寢 住み つれ。 

C 月の きぬ 月經 衣で あらう o 

C きさの きのは こ 象牙の 箱 o 


くちばいろの をし き 

あし 引の 山の 木の葉の おちく ちば いろの をし き、 ぞ 哀れな りけ る 

QOOOOOOOO 

あしが な へ 

津の國 の 難 波 わたりに 作る 田 は あしかな へ かとえ こそ 見 分かね 

むな ぐる ま 

鷹 飼の まだ も來 なくに 繋ぎ 犬の 離れて いかむな ぐる まつ ほど 

o  o  o  o  o 

いかる かにげ  ，  躬 

事ぞ とも 聞く だに 分かす 理な くも 人の いかる かに ゆやし なまし 

o  o 〇 o  o  0 

ねずみの 琴の はらに 子 を 生みた る を  す け 

年 を 經て君 をのみ こそね すみつれ こと 腹に や は 子 をば 生むべき 

o  o  o  ooo  o  o  o 

月の きぬ をき て 侍りけ るに 

久方の つきの きぬ をば 著 たれ ども 光 は 添 はぬ 我が身な りけ り 

o  o  o  o  0 

きさの きのは こ 

よと 共に 鹽燒く 蟹の 絕 えせねば なぎさの きのは こがれて ぞ 散る 

o  o  o  o  o  o 〇 

ながむ しろ 

鶯 のなかむ しろに はわれ ぞ なく 花のに ほひ やしば しと まると 


み  恆 


〇 か のか はの むか はぎ 鹿の 皮で 

つくった むか はき。 ® につけて 雨 

方の i 脚 I 垂れる もの。 

〇 むかば ぎ 向 むかう やね o 


〇 かのえ さる 舟 彼方の 江 を 去- 

舟。 


へう のか は 

底へ うの かは浪 分けて 人り ぬる か 待つ 程 過ぎて 見えす も あるかな 

o  o  o  o  o 

か のか はの むかば き 

かの か はの むか はぎ 過ぎて 深からば 渡らで た ゾ に歸 るば かり ぞ 

ooooooooo 

かのえ さる 

かのえ さる 舟 まてし ばし こと 問 はむ 沖の 白浪 まだ 立たぬ 閒に 

o  o  o  o  o 

かのとと いふ こと を  惠慶 法師 

さ をし かのと もま ど はせ る聲 すなり 妻 や こ ひしき 秋の 山べ に 

o  o  o 

ねう しとら うたつ み  讀人 しらず 

わび 

1 夜ね てうし とらこ そ は 思 ひけめ うきなた つ みぞ 侘し かりけ る 

ooooo  o  o  o  o 

むま ひつじ さる とリ いぬ ゐ 

むまれ より ひっし^れば 山に さる ひとりい ぬるに 人る てお はせ 

00  oo〇  o  o  o  o  0  0  0 

四十九日  すけみ 

秋風の よもの 山より おのが じ、 ふくに ちりぬ る もみ ぢ 悲しな 


拾遺 和 欲 ％卷 第 七 物 名 


四 三 五 


拾 JS ま 卟ぎも貧, 


S 一六 


〇 月に 幾； r ひ 云々 月に 封して 幾 

度欽 いた こ VJ たらう。 世に ふるに 

封 してな がめ VJ 云った もの o 


〇 うき 世の はか この タ  1 世の 外 

世ミ はちがつた 世界 o 


门 羨ましく も マめ る H; かな 羨ま 

しく も 住んで ゐる VJ いふの を、 澄 

んでゐ る 刀に かけた もの o 


拾遺 和歌 集 卷 

月 を 兌 侍リて  中 務卿具 平 親^ 

世に 經 るに 物 思 ふとし もな けれども 月に 幾た び ながめし つらむ 

潢愼 公の 家の 屏風に  貫  之 

思 ふこと ありと はなしに 久方の 月夜と なれば 寢られ ざり けり 

妻に おくれて 侍りけ る顷 HJ を 見 侍リて  大江爲 基 

ながむ るに 物 思 ふことの 慰む は 月 はう き 世の ほかより や 行く 

法師に ならむ と 思 ひ 立ち 侍りけ る ころ 月 を 見 侍リて  藤 原た か みつ 

かくば かり^が たく 見 ゆる 世の なかに 羨ましく もす める 月 かな 

冷泉 院の 來宮 にお はし ましけ る 時 月 を 待つ 心の 歌 をの こどもよ み 侍リけ 

るに  藤 原 仲 文 

有 明の 月の ひかり を 待つ 程に わが 世の いたく 更けに ける かな 

參議玄 上 が 妻の 月の あか き 夜 か ど の 前 を 渡る と てせ うそ こい ひ 入れて 侍 


〇 もち 月の^より 云々 筏 投^ 雜 

» の 二に 出て ゐる。 


c 常よりも 云々 紅紧ケ わ-けて 出 

る 月で あるから- 照り まさる"、 J 云 

つたので ある o 


〇 除 C" 公^の 名。 大臣 以外の 諸 

臣の ^位な 叙す る こ VJO 

C 身な しづ むらむ 官位の ^進せ 

わな & いた もの。 


リ ければ  伊 

雪 居に て あ ひかたら はぬ 月 だに も 我が 宿す ぎて 行く ときはなし 


移 


乙 


花 山に まかりて 侍りけ る に駒牽 の 御馬 を逍 はしたり ければ 

もち 月の 駒より おそく 出で つれば たどる/ \ぞ 山 は 越え 

屛 風の 耠に 

常よりも 照り まさる かな 山の はの もみ ぢを 分け て 出づ る 月影 


素性 法師 


貫 


弓 


之 


ひさかたの 天つ 空なる 月 なれ ど いづれ の 水に かけや どるら む 

廉義 ヘム 後-おに 住み 侍りけ る吟 歌よ み侍リ ける 人々 召し集めて 水上 秋 H: と 

いふ 題 をよ ませ 侍リ ける に  左 大將濟 時 

みなそこに^る 月 さ へ うかべる を 深き や 何のみ くづな るら む 


式部 大輔文 時 


水のお もに 月の 沉むを 見 ざり せば 我 ひとりと や 思 ひ はて まし 


ぢもく あした みや-? ぶ 

除 H の 朝に 命 好 左 近が 許に^ はしける 


元 


年 ごとに 絕 えぬ 淚 やつ もりつ 、いと V 深く は 身 を しづ むらむ 

阊融院 の 御 時の 御屛 風の 歌奉リ ける つ いでに 添へ て奉リ ける 

ね^ 和お 集 卷第八 雜上  四 三 七 


した， R 


拾遺 和歌 第卷第 八 雜. 


四 三 八 


〇 君が くる 君が 來 るに 君 V. お る 

を かけた もの o 


〇 ねけ.？. -  い 


絲を 通して 


〇 名 こそ 流れて 名た け はつ， >  い 


c: 野宮 皇女が 赉宮赉 院に立 たれ 

る 前に 晳く 居られて 潔赉 される 所 

で、 赉宮 の野宮 は嵯峨 の冇栖 川に 

あった a 

〇 いづれ の緖 より 锘は 琴の 玆を 

云った もの o 


程 もな く いづみば かりに^む 身 はいかなる 罪の^ きなるら む 

權屮納 霄敦忠 が 西 坂 本 の 山莊の 瀧の 岩に かきつけ 侍リ ける  伊 

音 羽 川せ き 入れて 落す 瀧つ 瀨に 人の こ、 ろの 見え もす るかな 

P, 

君が くる 槠に絕 えせぬ 瀧の 絲は へて 見 まほし きものに ぞ 有りけ る 


題 


貫 


0 


務 


之 


ながれく る 瀧 の白絲 たえす してい くらの 玉の緒と かな るら む 

延喜 十一 二 年 脔院の 御屛風 四帖が 歌お ほせに ょリて 

流れく るた きの 絲 こそよ わからし ぬけ どみ だれて 落つ る 白玉 

大覺 寺に 人々 あまた まか リたリ ける に 古き^ をよ み 侍リ. ける  右 衞門督 公住 

瀧の 音 は 絶えて 久しくな り ぬれ ど 名 こそ 流れて なほ 問え けれ 

題 しらず  躬  恆 

大^ をな がめ ぞくら す 吹く 風の 音 はすれ ども 目に し：：^ えねば 

のの みや さいつ、. つ 

野^に^ 宮の ^屮 し侍リ ける に 松風 入ユ夜 琴 一一と いふ 題 をよ み 侍りけ る 


^宮 女御 


琴の 音に 裟の 松風 通 ふらし いづれ の 絡より しらべ 初めけ む 


〇 ひけ は 子の B の 琴 を 理 く-、. -云 

ふ に 松 を 引く ミ云 ひかけ たもの。 


〇 まさら； t- りけ り 水 は せさない 


〇 かかる みゆき や ありし 昔 も 普 

もこの やう な 行幸が あつたか o 


〇 ひお たる ねれた o 水に ひ 
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五條の 內 侍の かみの 賀の屛 風に 松の 海に ひたりた る 所 を  伊 
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け ふまでと 見る に淚 のます 鏡 なれに しか ゆ を 人に かたるな 

橘た e もとが 人の 娘に 忍びて 物い ひ侍リ ける ころ 遠き 所に まかり 侍る と 

てこの 女の 許に いひ^ はしける 

忘るな よほど は 雪 居に なりぬ とも^ 行く 月の めぐり 逢 ふまで 
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ひさかたの 月の 桂 も 折る ばかり 家の かぜ を も 吹かせて しがな 

題 しらず  人 

月 草に f  ) ろ も はすら む 朝露に ぬれての のち はう つろ ひぬ とも 

ち 、 わくに 人 はいふと も 織りて 著む 我が はた ものにし ろき 麻衣 
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を ふの 海に 船の りすら む 吾妹 子が 赤 裳の 据に しほ 満 つらむ か 

夭 膝 十 1 年 九月 十五 日馉宫 くだり 侍りけ るに 內ょリ す^ リて うじて 賜 は 
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小 一 條 左大臣 まか リ かくれて 後 かの 家に 侍リ ける 鶴の なき 侍りけ る を 聞 

き 寺リて  小 野 宮太政 大臣 

あし たづ  ， 

おく れゐて 鳴くなる より は 蘆 鶴の など 力 齢み」 ゆ つら さりけ む 

左大臣の 土 御門の 左大臣の むこ にな リて 後した うづの かた をと リに おこ 

せて 侍リ ければ  愛  宫 

年を^て 立ちなら しつる 蘆 鶴の いかなる かたに 跡と ヾ むらむ 

大贰國 章 ごくの 帶を かり 侍リ ける を筑 紫よ リ上リ て 返し 遣 はした リ けれ 

ば  元輔 

ゆく すゑの しのぶ 草に も あり やとて 露の 形見 もお かむ と ぞ思ふ 

題 しらず  中  務 

植ゑ てみ る 草葉 ぞ世 をば 知らせけ る 置きて は 消 ゆるけ さの 朝露 

田舍 にて 煩 ひ 侍りけ る を 京よ リ 人のと ぶら ひに おこせて 侍リ ければ 

ゆげ のよ しとき 

露の命 惜しと に は あらす 君 を 又 見で やと 思ふぞ 悲し かりけ る 
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〇.*; が こ- A- は わが 言^ は。 


〇 のぶし 野 伏 o 山野に S 臥して 

佛^ を^ 行す る 人。 


拾 遣 和 欲集卷 第 九 雜下 


夜晝 のかす はみ そぢ にあ まらぬ をな ど 長月と いひ はじめけ む 

こ た ふ  躬恆 

秋 深み 戀 する 人の あかし かね 夜 を 長月と いふ にゃあ るら む 

歌合の あはせ ずな りに ける に  讀 人し、 りず 

水の 泡 やた ねとな るら む 浮 草の まく 人な みのうへ に 生 ふれば 

此の 歜茛 之が 集に ぁリ 

くさちよ せ 

草 合し 侍リ ける 所に  惠 115 法師 

種なくて なき 物 草 は 生 ひに けり^くて ふこと は あら じと ぞ思ふ 

なぞ/ \ 物語し ける 所に  ぜ 极好忠 

わがこと はえ もい はしろ の 結び 松 千年 を經 ともた れか觯 くべき 

題 しらず  讀人 しら ず 

足曳の 山の こでらに 住む 人 は 我がい ふこと も かな は ざり けり 

健 守 法師 佛 名のの ぶしに て 罷り出で て 侍リ ける 年い ひ 遣 はしける 源經^ 朝臣 

山なら ぬすみ か數 多に 聞く 人 は 野ぶ しにと くもなり にけ るかな 

かへ し  健 守 法師 

山ぶ しも 野ぶ しも かくて こ ， ろみつ 今 はとね りの ねゃぞ ゆかしき 

四 四 九 
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屛風 に 法師の 舟に 乘リて 漕ぎ出で たる 所 


四 五 0 


〇^G 舟 尼の 舟に かけた もの * 


〇 從佾 はら 從佾 逮。 


〇 いな 折ら じ ぉ斷 りします、 折 

ります まいの 窓。 


〇 梓弓 は" 


けた 枕詞 o 


〇 そら 目 空目。 見ち がへ る こ VJ 

〇 みたらし 見た るら し。 併せて 

みたらし 川の 水 VJ かけた もの o 

O 舉の かも 車の ^の n にある 蛾 

* いふ o 


右大將 逍辆^ 

わたつみ は 蟹 S 舟， 〕 そ ありと 聞け のり 違 へ て も 漕ぎ出で たる かな 

内よ リ人 の 家に 侍リ ける 紅梅 を 掘らせ 給 ひける に鷥 の巢 くひて 侍リ けれ 

ば 家の あるじの 女まづ かく 奏せ させ 伃リ ける 


ちょ 


な 


Jit 

壽 玄 


ばいと も かしこし 鶯の やど はと 問 は ぱい か  >  こたへ む 

かく^せ させければ ほらず なり にけ リ 

ある 所に 說經 し侍リ ける 法師の 從^ ばらの ゐ て侍リ ける に^の 屮 

を折リ てと いひ 侍リ ければ 

いな 折ら じ 露に 袂の ぬれたら ば 物お も ひけり と 人 もこ そ n んれ 

；: =: を：^ 侍リて 

梓弓 はるかに 見 ゆる やまのは をい かで か 月の さしてい るら む 

賀 茂に 詣 でて 侍りけ る 男の 兌 侍りて 今 はな 隱れそ いとよく 兑 てきと い ひ 

おこせて 侍リ ければ  伊 

そら 目をぞ 君 はみ たらし 川の 水 あさし や 深し それ はわれ か は 

能^に^ のか も を こ ひ に 遣 はして 侍リ ける に 侍らず と いひて 侍りければ 

0 原 


法 師 


宣 


勢 
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〇 鹿 なさし て 云 々 i!*  c  ケ云 

つた もの a 

〇 かもな も をし. A-  ffivr'^^.i 

5 つて、 車の かも を も 惜しい.、. -S 

ふ， 3た らう ミ かけた もの o 


〇 あしかる^ 惡 しかる^.、」、 遂 

刈る 業.、., を かけた もの o 


〇r みよし 住吉 。住みよ い- 


〇怪し き は 牋し いは C せし いは 


O うみ 車り たりけ るみ 

蔭い 根 伊^の *1 み 奉つ- 

皇 GC?.: 子 行 叫 親王 G 


0S 

宇多 天 


鹿 を さして 馬と いふ 人 ありければ かも を も をし と 思 ふなるべし 

かへ し  能宣 

なしと い へ ば 惜しむ かもと や 思 ふらむ 鹿 や 馬と ぞい ふべ かりけ る 

廉義 公の 家の 紙^に あ を 馬 ある 所に^ の 花 毛の 馬 ある 所  惠慶 法師 

難 波 江の 葦の はなけ のま じれる は 津の國 飼 ひの 駒 にゃあ るら む 

津の 守に 侍リ ける 人の 許に て  .  忠  見 

難 波お しゅり あへ る はおが 代に あしかる 業 をせ ねばなる ベ し 

津の！ i に まかれり ける に知リ たる 人の 逢 ひ 侍リて 

都に は 住み わび はてて 津の. 國 のす みよしと 聞く 里に こそ 行け 

難 波に 被し にある 女 まか リたリ ける にもと 親しく 侍リ ける 男の 蘆 を刈リ 

て 怪しき 様にな リて 道に 逄 ひて 侍 リけ るに さりげなくて 年顷ぇ あは ざリ 

つ る 事な ど い ひ 遣 はしければ 男の よみ 侍リ ける 

君なくて あしかり けりと 思 ふに もい と  > 難 波の 沛ぞ 住み S き 

か へ し 

あしから じょから むと て. ぞ 別れけ む ：！： か 難 波の g は 住みう き 


Ac すん：？ ころ 

伊勢の 御^所う み 奉 リたリ ける みこの なくな リ にけ るが 書き S きた リけ 
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四 五 


〇 ゑみ 一 


笑っても。 ^な 見て 


〇 みつせ 川 川。 三途の 

〇 後の 春 あの 明春。 


〇. 


-し こそ かラ して こそ 0 


〇 親の 親 親の また 親 o 祖母。 子 

のこ VJ は 孫ない つた もの o 


o しめ 結 はまし を 注逑を 引き延 

へ て 我が 傾した しるしに せよう。 
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る 粉 を 藤^よ リ麗景 殿の 女御の 方に 遣 はした リ ければ こ の 縛 を 返す とて 

^景 殿の みやの 君 

なき 人の 形見と 思 ふに 怪しき は ゑみても 袖の ぬる、 なりけ り 

地獄の かた かきたる を て  营原 道雅女 

みつせ 川 渡る みさを もなかり けりな にに 衣を脫 ぎて かくら む 

去年の 秋む すめ に 後れて 侍リ ける に 孫の 後の 春 兵衞 佐に なりて 侍リ ける 

よろこび を 人々 いひ 遣 はし 侍リ ければ  皇太后 宮權大 夫國章 

かくし こそ はるの 初めは 嬉しけ れつら き は 秋の を はりな りけ り 

源 重 之が 母の 近 江の 國府に 侍りけ るに 孫の あづまよ リ夜 上リて 急ぐ 事 侍 

リ てえ この度 は あはでの ぼリ ぬる ことと いひて 侍りければ おばの 女の よ 

み侍リ ける 

親の 親と 思 はまし かば 訪ひ てまし 我が 子の こに は あらぬ なるべし 

題 しらず  人  麿 

あさ ぢ はら 

山 高み ゆ ふ ひかくれ ぬ淺茅 原の ち 見む ためにし め 結 はまし を 


之 


名のみ して 山 は 三 笠 もなかり けり 朝日 夕日の さす をい ふか も 


o 水 はねる めり 水が ねる くな つ 

てゐる o 併せて 漆な 受けて 塗る ミ 

云った もの o 

o 大原 川の ひる 蛭な 川の 乾る に 

かけた もの o 

O かう な り 柳 かば やな？ 20 


〇坊 のな きかな 文字の « い 

い^な 云った もの。 


惠慶 法師 


文 


讀人 しらず 

なのみ して なれる も 見えす 櫞津が は 堰の水 ももれば なりけ り 

うる レ^ は 

名に はいへ ど黑 くも 見えす 漆 河 さすがに わたる 水 はぬ るめ り 

雨 降る 日 大原川 を まか リ渡リ ける に 蛭の つきた リ ければ 

よの 中に あやしき もの は 雨 降れ ど大原 川の ひるに ぞ ありけ る 

かう ぶ リ柳を 見て  仲 

か はやな ぎい とは綠 にある もの を いづれ か あけの 衣な るら む 

天 曆の御 時 1 條 攝政藏 人頭に て侍リ ける に帶を かけて 御棊 あそばし ける 

まけ 桊リ て御數 多くな リ 侍りければ おび を 返し 耠 ふとて  御 

白浪のう ちゃかへ すと 待つ ほどに 濱の眞 砂の かす ぞ つもれる 

內侍 rer か 家に 右大 將實資 がわら はに 侍リ ける 時^う ちに まか リ たり けれ 

ば 物 書かぬ さう し を 賭 物にして 侍リ ける を 兌 侍りて 

いつしかと あけて 見 たれば 濱 千鳥 あと ある ことに 跡の なき かな 

か へ し 

と めても 何に か はせ む濱 千鳥 ふりぬ る あと は浪に 消えつ > 

題 しらず  讀人 しらず 
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o こまの 渡のう りつく り IS 馬 樂 

に、 「山 城の こまの わたりの 瓜 作り 

瓜 作り 我み- ほ し ミ云 ふ 云 々o」 あ 


- なり 心が あ * なり 

-く にかば る 意。 阱 


〇ミ な. 


せて 瓜が な K- 

〇 瓜の つら 姬 瓜の 顔 o 

〇 こまの す * 物 に、 我 を 

ほし. /.- 云 ふ. /.- あるので、 此の 顔 を 

見ても 寄り 來 るたら う V」 云った も 

の o 


拾^ 和 欲 集卷^ 九 雜下  四 

みな そ、 ) の わくば かりに やか ， るら むよ る 人 もな き 蕭 の白絲 

洁 Si 元 辅肥後 守に 侍リ ける 時 か の國の 鼓の 瀧と いふ 所 を 見に まか リ たり 

ける にこと や うなる 法師の よみ 侍リ ける 

音に 聞く つ V みの 瀧 をう ち^れば 唯 山川の 鳴る にぞ ありけ る 

三位！： 章 小さき^ を^に 置きて 藤. g かねの リに 持たせて 大納 言 朝 光 が 兵 

衞 佐に^ リ ける 時 遣 はしたり ければ 

わたり  \ 1 

おとに きくこ まの 渡のう りつ くりとな りかくな りなる、 1 力な 

か へ し 

定めなくなる/ \ 瓜の つら みても 立ち やより 來む こまの すき 物 

みちの くに 名 琅の郡 Ml 塚と いふ 所に 重 之が 妹 あまた ありと 聞きて いひ 遣 

はしける  兼  盛 

陸 奥の あだちの 原の くろ づ かに 鬼 こもれり と 聞く はまこと か 

廉義 公の 家の 紙铕に 旅人の ぬす 人に 逢 ひたる かたかける 所  藤 原爲賴 

盜人 のた つたの 山に 入りに けり 同じ かざしの 名に やけ がれむ 

なき 名のみ たつ S の 山の 麓に は^に も あらしの 風 も 吹かな む 

高： SiP  二 まか リ JP- ふ 去^ こ 名た ち： &リ ける を少將 しげ もとが 聞きつ けて ま 


C- 召しかん が 

のお。 

c し *, ミ 兒る： 

つて、 ドを； i-- 


む 召し 力 、へむ 

-.r< 霜 さ 見 SVJS 

-に云 ひかけ たもの 


〇 しかな 刈り そ そんなに 刈- 


ことかと いひ 逍 はしたり ければ  八條 のお ほい 君 

無き 名のみ 高 尾の 山と いひ 立つ る 君 は 愛宕の 峯 にゃあ るら む 

みたけに 年老いて 詣で 侍リて  元  輔 

いにし へ もの ほり やしけ む 吉野山 やまより 高き よは ひなる 人 

大隅守 さくら じ まの 忠信が^ に侍リ ける 時 郡 のっか さ に 頭白 き 翁 の 侍リ 

ける を 召しかん がへ むとし 侍リ にけ る 時 翁の よみ 侍リ ける 

老い 茶て て 雪の 山 をば 戴け どし もと 旯 るに ぞ身は ひえに ける 

かの 歌に よりて ゆるされ 侍リ にけ る 

旋頭歌 

ます か 5T み そこなる 影に  むかひ 居て 

見る 時に こそ 知らぬ おきなに 逢 ふこ、 ちす る 


秭 本 


0 


增か V み  見し かと ぞ思ふ 妹に 逢 はむか も 

玉の緒の  たえた る戀の  しけき このごろ 

かの を かに 草 かる をの こ  しかな 刈り そ 
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o みまく さ み 馬に 與 へる まぐ さ 


りお 


〇 さもね たく さも Jg;  く。 

たく o 雨 方に かけた もの o 


〇 ちはやぶる 神に かけて 云 ふ 枕 

こ  >  では 現つ 神 V」 して 大君に 

かけた もの。 芘^ 集に はやす みし 


〇 きこしめす しろしめす o 

〇 うる ひに たり g み 潤うた vj い 

ふ 


o たきつ のみや こ 鹿の やうに 水 

の 沆れる 都 o 
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さに せむ 


有りつ/' も 君が 來 まさむ  みま 

A した 

女の 許に まかりた リ ける にと く入リ にければ 朝に 

あづさ ゆみ 思 はすに して  いりにし を 

さもね たく 引きと *4 めて ぞ  ふす ベ かりけ る 

長 歌 


源 かげ あ きら 


吉 野の 宮 にた てまつ る 歌 

ちはやぶる わがお ほきみ の 

くさの 葉 も うる ひに たりと 

みこ/ V ろ を よしのの くにの 

みやば しら  ふとし きまして 

ふねなら ベ あさか はわたり 

この か はの 絕 ゆる ことなく 

たまみ づの たきつ のみや こ 

反 歌 

見れ ど あかぬ 吉 野の 河の 流れて. 


きこ 乙め す 

やま か はの 

はな さ 力り 

も ， しきの 

ふな くら へ 

この やまの 


人 

あめのしたなる 

め ひ-める かう ちと 


お ほ みやびと は 

ゆ ふか はわたり 

いやた 力 力ら し 


見れ ど あかぬ 力 も 


>絕 ゆる 時な く 行き K1 り 見む 


C 勒解山 《E 'の 任. か^った 時に 

その^ 務ゃ玑 稅マ^ の 滞りない 事 

を 記し； J 文^ を径 任の ESH- から 受 

取る こ 

〇VJ しの はたちに 年の はじめ ミ 

年の- 一十 歳 VJ* かけた もの。 

〇 かぜ もさ はらぬ 藤 衣 は 間^で 

あるから、 風 も ふせがない 君 o 

o みなし ひぐ さ 草の 名。 併 せて 

孤 a の s^o 

0 夜 は S きて 以^'、  ^雪の 窗に 

祭ん たこ vj を 云 ふ o 


O かひ も なぎさに 甲斐 もな く vj 

^•/J なかけ たもの e 

O み $J りの ころも Sg は 六 位の 抱 

o しらなみの 知.， r や o 白波の o 

o ゆ も. 取り あへ や ゆ は 舟の 隙閒 

から 人った 水 o あか o 

o ふねの われ をし 波 舟.、. - 我が身 

€を かけて 云った もの。 


身の 沉 みぬ 

あらたまの 

やま さむみ 

あさぎりに 

なりし より 

夜 は 置きて 

ひろ ひつ ， 

逢り つもる 

みち はな ほ 

あし 根 はふ 

さ ば み づ に 

かくれな み 

ひとはな ほ 

すみの 江の 

脫ぎ すてむ 

ゆきかよ ひ 
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o 事 をな げきて 勘 解 由の 

としの はたちに 

かぜ もさ はらぬ 

， 〕  > ろ も そらに 

ものお も ふ 言の 

なつ はみ ぎ はに 

ふゆ ままな.^ と 

ゆきをた もとに 

身の うきにの み 

したに のみこ そ 

鳴く たづの 音 を 

たかくき こ ゆる 

かひ も なぎさに 

まつ はい たづら 

はる はいつ とも 

ゆ も 取り あへ す 


1SB にて 

たら ざり し 

ふぢ ごろ も 

まど ひそめ 

葉 をし けみ 

もえ わたる 

見え まが ひ 

あつめつ ， 

ありければ 

しづみ けれ 

ひさかたの 

かひ ありて 

みっし ほの 

老い ぬれ ど 

しらなみの 

なり-にけ る 


源 

とき はの やまの 

ふた ゝ びた ちし 

みな 乙 ごぐ さに 

消ぬべき つゆの 

ほたる を そでに 

この も かの もに 

ふみ 見て 出で し 

t  J ゝ も 力し， J も 

たれ こゝ のつ の 

くものう へ まで 

いひな がしけ む 

世に はからくて 

みどりの f  .5 ろ も 

なみ ぢ にいた く 

ふねの われ をし 
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つうち はへ て 延 はして" 


〇 わ-す るれ ゆ 云々 身の 述懐の 忘 

れ. しれね so 


〇 かくれね の 啄^に、 たのみ * 

かく./ J 云 ひかけ たもの o 

〇 あやなき 身 親み を かけても 盆 

のない 身 o 

〇& に ふるゆき 降る ^ミ 世に 經 

る VJ を かけた もの o 

〇 くさのば たる を 云々 雪 をミり 

校む-、 -- 併せて^^ の 功 をつ む葸 0 

〇 つきの かつら を 云々 勉强 して 

試^に 合格す るこミ を 云 ふ o 

O かっし；， I 葉より くれな ゐに 五 

位になる たらう の葸 o  位の 抱 は 

紅で ある。 


きる ゆ ゑ 云々 湯の た J2 る 

思 ひの^えるな 云 ひかけ たもの- 


雜下 

きみ 知らば 

うち ま 、 て 

か へ „ 

世の なか を 

たれ もみな 

すべ ら ぎの 

かくれぬ の 

ひとなみに 

きみ まし も 

あつめつ ゝ 

折る までに 

ふかみどり 

くれなる に 

ばな よりも 

しほが まの 

那須の 湯の 


あはれ いまだに 

引く としき かば 

おもへ， まくる し 

おなじみ やまの 

千 ぼ もやち よも 

したより 根ざす 

かかる こ、 ろ を 

ふゆ はとり 積み 

ひかり さやけ き 

しぐれに そ ほち 

いろあせが たに 

うつろ ひ はてむ 

こだかき かゆと 

うら さびしけ に 

たぎる ゆ ゑ を も 


しづめ じと 

もの はお もま じ 

わす るれば 

まつが 枝と 

つかへ むと 

あやめぐ さ 

おも ひつ ， 

なつ はまた 

ひさかたの 

つゆに ぬれ 

いま はなり 

秋に あはば 

あ ふ がれむ 

なぞ も 力く 

かまへ つ ， 


I 五八 

あまの つりな は 

え も わ すられす 

る 、 , 〕 となく 

たかき たのみ を 

あやなき 身に も 

世に ふるゆき を 

くさの ほたる を 

つきの かつら を 

經に けむ そでの 

かっした 葉より 

まづ ひらけな む 

ものと 一 ) そ^し 

世 をし もお も ひ 

わが 身 を ひとの 


ま 


〇 やな VJ め 彌 少女 o 多くの 少女 

〇 まっちゃ ま 待 乳 山 を 待つ の 意 

にかけ たもの a 


o かくても た ゆ， 

く 手 もた ゆく o 

O つて やる かぜ 


たま づさを 害 

VJ づ けて やる 


C うき ふね «- き vj 浮 舟.、」 を かけ 

たもの o 

O こがれて 舟の 綠で IB がれ"、. -云 

ひ、 ^せて 思 ひ^れて を 含め 

たもの 0 

o おも ひなる まで S ふやう にな 

るまで o 

〇 みづ ぐき のぁミ 文字の あ VJO 

滑^ 


身に なして 

とこなつの 

我 も あるら し 

ある 男の 物 

ける に 男の. 

いま はと も 

ふ る さとに 

かりがねの 

たま づさを 

たより だに 

み つし まに 

きみに より 

うき ふねの 

かやりび の 

お とづれ す 

あと^れば 

I お r 

れ^^^ m 卷第九 雜下 


おも ひくら ベ よ 

くもる よ るけ き 


も ゝ しき； 

みな ひと 


.V ひ 侍りけ る 女の 忍びて にげ 侍リて 年頃 あ 

よみ 侍リ ける 

いは ざり しか ど や をと めの 

かへ りゃ來 ると まっちゃ ま 

くもの よそに も きこえねば 

かくても た ゆく 結び 置きて 

なぎさに 來 居る ゆ ふちどり 

そでの みいと V  儒れ つ、 ぞ 

かひな きこ ひに なにし かも 

こがれて 世に は わたるら む 

く g る こ、 ろ も  つきぬべく 

お ほつ かなくて か へれ ども 

ちぎりし こと は きみ もまた 


あかしく らして 

おくれて なけく 

リ て して i オリ 

讀人 しらず 

たつ やかす がの 

待つ ほど 過ぎて 

われ はむな しき 

つて やる かぜの 

、フ ら^-は ^かく 

あと もお も はぬ 

われの み ひとり 

とさ/ ぞ はてば 

おも ひなる まで 

け ふみ づぐ きの 

わすれ ざり けり 

四艽九 


拾 遣 和^ 集 卷第九 雑 下 

しほ 

暫 しあら ば 


〇 いつ >の みや 阒 融^が 村 上天 

皇の 第五 皇子で おばす ポを云 ふ 0 


〇 かみつえ た を は 云々 阒融院 が 

御&宮 なさし 越えて 東宮に 立 たれ 

たこ.、 J を 云った もの o 

〇こ>  のか さね 云々 天子 VJ あが 

め 祭った の も、 それ を f "し 出した 

の は 自 分で ある VJ いふ 意 o 


たれもう き 世の 

おも はじい かで 

おなじ あたりに 

世々 を へつ ゝも 


身に しあれば 

あき もな く 

ね をむ すび 

中と なりな む 

圓融院 の 御 時大將 はなれ 侍りての ち 久しく 參らで 奏せ 


あさつゆに 

とこなつの 

すみの 江の 

しもゆき の 


あはれ われ 

身 をな して 

たのもしき 

吹く かぜの 

ふせぎつ ， 

」 こ 飞 ハ J 

さし 越えて 

レカは 力り 

おも ひつ 、 


いつ ， のみやの 

おも ひし f  j と は 

かゆに ふた、 び 

あらき かたに は 

ちり もす る | じと 

と E、」 ふこ  >  ろに 

はなさく はるの 

しゅき かゆと か 

こゝ のか さねの 


みやびとと 

^け まく も 

おくれた る 

あてじと て 

みがきて は 

おふけな く 

みやびとと 

たのまれし 

そのな かに 


四 六 〇 

ひかり 待つ 閒の 

はなのう つろ ふ 

きしの ひめ まつ 

降る にも ぬれぬ 

さ せ 侍リ ける 

柬  一二 條 太政大 e 

その かすなら ぬ. 

かしこ けれども 

ふたばの くさ を 

せば きた もと を 

たまの ひかり を 

かみつえ だ をば 

なりし とき はは 

すゑの 世までと 

い つきす るし も 


〇 ふ たはる みは. o  二 春 三春" = 

三年 G 


O みなし も 水 下。.：： W 分より 下で 

あ つ た？ so 


O しきた への 牀 にかけ て 云 ふ 枕 

！ r こ 、 では 牀の惹 o 


o まして かすが の 云々 卷 日ば 藤 

K." 氏神で あるから 云った もの。 

次の 大原^  vj ある は 春 日 神社 ケ 0 

16 し；， i も ので あるから これ も 藤 原 

氏兩 係の 神 瓧 である o 


ことで しも 

われ はた > 

すくし つ > 

と 思 ひし を 

見て しかば 

たのみし は 

やまが はの 

まもり あゆ 一，.. 

かみなづき 

なき わぶ る 

なりに けり 

明けく らし 

あだし 世の 

すぎ むらに 

つ ほす みれ 

いふ こと を 


たれなら なくに 

たもと そ ほづに 

その あき ふゆの 

みねの しらくも 

身 を かぎりと は 

ひとに おくる ， 

みなし もな りし 

しづむ みく づの 

うす，？  J ほりに 

なみだ しづみ て 

ながき 夜な く 

おも / どもな ま 

ためしな りと ぞ 

いまだ 枯れた る 

つみお かし ある 

としの を はりに 


を やま 田 を 

身 をな して 

あさぎりの 

よ f  〕 さまに 

おも ひに き 

名な りけ り 

もろびと も 

閉ぢ られて 

かぞ ふれば 

しきた へ の 

力なし 含； S 

さわぐな る 

枝 は あら じ 

ものなら ば 

きよめす ば 


拾 a 和^ 巢卷第 九 雜下 


ひとに まかせて 

ふた はるみ はる 

絕 えまに だに も 

立ち か はりぬ と 

いのち あらば と 

おも^もしる し 

うごかぬ きしに 

力き な. 力され し 

とまれる かた も 

ふゆ もみつ きに 

ふ さす やすます 

八十 うぢび とも 

まして かすが の 

お ほ はらの ベ の 

照る 日 も 見よ と 

我が身 ぞっ ひに 

四 六 一 


あ をく とも さて ややみ なむ 

こ、 ろ ぁらぱ そでの こほり を 


〇 いなおね の 古今^の 、「资 上 川 

上れ ゆ F る稻卅 の」 によった もの 

で、 承諾 はする がし はらく 待て G 


拾 笾和跃 集 卷第九 雜下  £ 六 二 

朽ちぬべき たにのう もれ 木 

としの 内に  よる 吹く かぜ も 

解けと 吹かな む 

これが 御 か へ リた ビ いなぶねのと 仰せられたり ければ また 御返し 

いかにせ む 我が身く だれる 稻舟 のしば しばかりの 命た えす ば 


O ゆ ふしで 木綿の しで o 

〇s: を か々. はしみ 番 がかん はし 

さに e 

OVJ めくれ は ^ねて 來て 見る VJ 

〇 なづさ はまし を 狎れ添 はう も 

〇 やま 人 仙人。 


o くみ s おしで て 組絲 のさ^ Si 

な粱 らして o 

C ねる 徐歩す る o 

〇 あさ * ひこ やま. ひこ。 物の^の 

？;. ： に ひ, くもの o 

〇 さい はり さき はり 。擦の 木な 

細かに さいた も S で、 染料に ffl ゐ 

, 〜なが 鳥 に はに 同じ o 

C& なの ふし 原 攝津！ S にある o 


拾遺 和歌 集 卷第十 

神樂歌 

さかき 葉に ゆ ふしで かけて 誰が 世に か 神の 御前に いは ひそめけ む 

腎木 葉の 香 を かぐ はしみ とめ くれば 八十 氏人 ぞ圑； © せりけ る 

御幣に なら まし もの を皇 神の 御手に 取られて なづ さは まし を 

みて ぐら は 我がに は あらす 天に ます 豐岡姬 のみやの 御て ぐら 

逢坂 を 今朝 こえ 來れば やま 人の 千歳つ けと てきれ るつ ゑな り 

四方 山の 人の たからと する 弓 を 神の 御前に 今日た てまつ る 

石の 上 ふるや 男の 太刀 もがな くみの 緖 しでて みや 路か よはむ 

しろ か" 

銀 S 目拔の 太刀 を さ ゆ はきて 奈 良の みやこ をね る や^が 子ぞ 

我が 駒 はは やく 行かな む あさび こが や へ さす 岡の たま 笹の 上に 

さ い はりに 衣 はすら む 雨 降れ ど 移ろ ひがたし ふかく 染めてば 

しなが 鳥るな の ふし 原 飛び わたるし ぎの はねお と 面白き かな 

すみよし のきし もせ ざら む もの 故にね たく や 人に まつと いはれ む 


抬遗 和^^ 卷第十 神樂歌 


四 六 三 


〇 ち はや ；； IE の 服 0 


〇 ゆた： s> に ゆるやかに。 


〇 あ ひお ひ 同時に 生じる こ VJ 


广- ねき 力く る 斜.1 

1W を かける ミ を 通 はせ たもの ** 

〇 こ VJ やめて  一一 一； な^めて o 

の * 云 ふ * やめて o 
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ある 入 の いはく 住吉明 神の たくせんと.； て 

左兵衞 ^一：.： 遠 賀茂 に 七日 まう でけ る はての 夢に 御社より とてち は や 著た 

るおう なの 文 を もてまで きたりけ る を あけて 見 侍りければ かく 書きて 侍 

りけ る その のち 大^にな りて 侍リ ける 

ゅふ撙 かかる 袂 はわ づら はしゅた ゆにと けて 有らむ と を 知れ 

住 吉に詣 でて  安 法 法師 

あま 降る あら ひと 神の あ ひお ひ をお もへば 久しす みよしの まつ 

惠慶 法師 

我と はば 神代の こと もこた へな むむ かし を 知れる 住吉 のまつ 

筘： t を 見 侍りて  .  重  之 

幾 世に かかたり つたへ むは こざきの 松の 千歳の ひとつ ならねば 

源 遠 十；： 朝臣 子う ませて 侍 "ける に  元  輔 

生 ひし けれ ひら 野の はらの あや 杉よ こき 紫に たち かさぬべく 

比 叙の 社に てよ み侍リ ける  僧都 實 因 

ねぎ かくる ひえの 社の ゅふ櫸 くさの かき 葉 もこと やめて 聞け 

忮德 公の 家の 障子に  源粲澄 


〇 神 さびに たる 年久しく なつ 

W 々しくな つた o 


〇^ のうけ ひく 神の 御 承諾に な 


〇 神の たもてる いのち 神の 命 

は 無 S である 故にい ふ o 


C さ， >彼 のながら の 山の 長ら へ 

ての. が ミ して 用ゐ たもの o 


大 淀の みそぎい くよ に 成り ぬらむ 祌 さびに たる 浦の ひめ まつ 

粟田 右大臣の 家の 障子に 唐 峰に 祓 したる 所に 網 ひく かたかける 所 平祐舉 

御祓す るけ ふ 唐 崎に おろす 網 は 神のう け ひく しるしな りけ り 

題 しらず  人  窘 

千 早 振 神の たもてる いのち をば たれが ために か 長く とお も はむ 

千 早 振 かみ もお も ひの あれば こそ 年へ て 富 士の山 も 燃 ゆらめ 

安和 元年 大嘗會 の 風俗な がらの 山  大中 臣能宣 

君が代の 長柄の 山の かひ ありとの どけき 雪の るるとき ぞ^る 

さ V 波の ながらの 山の 長ら へ てた のし かるべき 君が 御代 かな 

いはくら 山  讀人. し ら ず 

動きな きい はくら 山に 君が代 を 運びお きつ 、 千世 を f  J そつめ 

みかみ の 山  よしのぶ 

千 早ぶ るみかみ の 山の さかき 葉 はさ か えぞ まさる 末の世までに 

讀人 しらず 

よろ づ 世の 色 も 變らぬ さかき 槳は三 上の 山に 生 ふるな りけ り 

もとす け 


拾 a 和 1^ 卷第十 神樂歌 


四-; ハ五 
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四 六 六 


〇 お はくら 山 ^ 江 にある。 

〇 みつぎ 接む 調 * 接む の 意で 大 

食に かけて 云 ふ 枕^ G 

〇 みな 山 近 江 國ほ島 都に ある o 

〇 そま 山林 力ら 伐った 材木。 

幾つ も竝び 立って ゐる蔵 


O たづ 田 鶴。 0O 


〇 あまの B つ； 2 毎日 奉る 供御。 

〇 千世 能 山 千歲 3** 丹 波 S 桑田 

郡 にある o 


萬 代 をみ かみの 山の ひ >  くに はやす の 川 水澄 みぞ あ ひに ける 

お ほくら 山 

み つ ぎ 積む お ほくら. E は 常 磐 にて いろ も か はらす 萬 代ゃ經 む 

み を 山 

高 島 やみ をのな かや ま そ， ま 立てて つくり かさねよ 千世の 竝藏 

力^-み 山 

磨きけ る， ) ， ろ もしる し 鏡 山く もりな き 世に 逢 ふが たのし さ 

松 が 崎 

千歳 ふる 松が さきに は羣れ 居つ ， たづ さ へ あそぶ 心 あるら し 

おもの の濱 

と  >  こ ほる 時 も あら じな 近 江なる 御 膳の 濱の あまの 日 つぎは 

ちとせの や ま 

天祿 元年 人^ 會の 風俗 千世 能 山 

今年より 千歳の 山 はこ ゑた え すき みが 御代 を ぞ祈 る ベ らな る 

いやた かの 山 

あ ふみなる いやた か 山の 榊に て 君が 千代 をば いのり かざさむ 

みかみ の 山 


よしのぶ 

讀人 しらず 

よしのぶ 

原 元 輔 


涛 


かわも 


し の ぶ 


かね も 


よしのぶ 


〇 大 くにの 里 山城 ぼに ある o 

〇 年 もよ しこが ひも はたり S 年 

では あるし、 ^^は 上お 栗で あつ 

二  o 

〇 よした 山城 E 愛宕 邢 にあ 

50 吉 田紳 钍の ある 所 o 

〇 つく  VJ も 雄き じ 杖な つく ミ、 

盡 きる./ J み-通 はせ たもの。 

いづみ 川 山城 國木津 川の 古名 


0 きね 神に 泰仕 する 女。 女 巫 o 


祈りく る 三 上の 山の かひし あれば ちとせの 影に かくて 仕へ む 

いはくら 山 

^'日より はい はくら 山に よろ づ代を 動きな くの み 積まむ と ぞ思ふ 

力  >  み： £  M 

よろ づ世を あきらけ く 見む か V み 山 千年の 程 は 塵 もく もら じ 

大 くにの 里  かね も 

年 もよ しこが ひも 得たり お ほ 國の里 たのもしく 思 ほ ゆる かな 


名に たてる 吉田 のさとの 杖 なれば つくと も盡 きじき みが 萬 代 

いづみ 川 

いづみ 川の どけき 水の そこ 見れば 今年 はか ゅぞ 澄み まさりけ る 

松が 埯 

鶴の 住む 松が さきに はなら ベ たる 千代の 例 を 見す るな りけ り 

延長 四 年 八 ほ 二十四日 K 部卿涛 貫が 六十の 賀巾納 言 恆 佐が 妻し 侍リ ける 

時の 屏風に 神樂 する 所のう た  つ 

あしび きの 山の 資木葉 ときはなる^ にさ かゆる 祌 のきね かな 


ら ゆ 
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四 六 七 


拾遺 和 跃集卷 第 十 神樂缺  四 六 八 

旅に てよ み侍リ ける  人  耆 

お ほな むちす くな 御 神の 造れり し 妹 背の 山 を 見る ぞうれ しき 

延喜 二十 年 亭子院 の 春：：： に 御幸 侍りけ るに 國 のっか さ 二十 一首の 欲よ み 

て 奉りけ るに  藤 原忠房 

めづ らしき 今日の 舂 日の や をと め を 神 もうれ しと 忍ば ざらめ や 


〇 またき 立ちに け. 

立つ てし まった o 


C 柯か ば^にへ たてむ でう して 

おに へ たて を ほく こミ をしょう や 


〇 心 をつ く はねの みね^- 筑谀根 

の 35 を、 、もな つくす. ミ、 また 見な 

いが w にかけ たもの ** 


拾遺 和歌 集 卷第十 


天 曆の御 時の 歌合  壬 生 忠 見 

戀 すて ふ 我が 名 はま だき 立ちに けり 人知れ す こそお も ひ 初めし か 

平 兼， 盛 

忍 ぶれ ど 色に 出に けり 我が こ ひ はもの やお も ふと 人の 問 ふまで 

題 しらず  貫  之 

色なら ばう つるば かり も 染めて ましお も ふ 心 をし る 人の なき 

女の 許に はじめて 遣 はしける  平 公誠 

しのぶる も 誰 ゆ ゑなら ぬ もの なれば 今 は 何 か は 君に へだてむ 

題 しらず  讀 人 しらず 

欵き餘 り 遂に 色に ぞ出 でぬべき いはぬ を 人の 知らば こそ あらめ 

逢 ふ 事 を まつに て 年の 經ぬ るかな 身 は 住の 江に おひぬ もの ゆ ゑ 

お と に 聞く 人に 心 を つくば ねの み ねど戀 しき 君に も あ るかな 

拾遺 和^ 笾卷第 十一 戀 1  叫 六 九 


拾^ 和 欲 集^ 第 十 一 お 一 


四 七 〇 


eg より ぞ 夢 かにして 。夢に 見 

たのが はじめで o 

〇 あはす る 人 逢 はせ て くれる 人 

〇 よそに なきつ  >  逢 ふこ- VJ もせ 

すに おきつ >o 


人 


天 雪の 八重ぐ もが くれ ^〈やの：：； ：！ にの みや は 聞き わたるべき 

見ぬ 人の 戀 しき や なぞお ほつ かな 誰と か 知らむ 夢に 見 ゆと も 

夢より ぞこ ひしき 人 を 見 そめつ る 今 は あはす る ひと も あらな む 

かくての みあり その 浦の 濱 千鳥よ そに なきつい 戀 ひや^ らむ 

よそに のみ 見て ゃは戀 ひむ 紅 のす ゑ 摘む 花の いろに 出です ば 


讀 


しらず 


身 


まさた^が むすめ に い ひ 始め 侍リ ける 侍從 に侍リ ける 時 

しみて 思 ふ 心の 年^れば つ ひに 色に も 出で ぬべき かな 

侍從に 侍りけ る 時 女に はじめて 遣 はしける 

いかで か は 知らせ そむべき 人 しれす おも ふ 心の 色に いです ば 


權中納 言敦忠 


い 力で か はかく^ ふて ふこと を だに 人傳 ならで 君に 知らせむ 

つ >* みの 中鈉ー W のみやす 所 をみ て 遣 はしける 

あな 戀 しはつ かに 人 を 水の 泡の 消え 返る とも 知らせて しがな 

か へ し 


權中鈉 言 敦忠 


小 野 宮太政 大臣 


〇 くるし さもの ミ 丄の三 句ば 四 

句の くる を 云 ふための 序 o 

〇 みなれ； -. を ^に 馴れた 掉 。初 

：? からこの 句まで は、 四 句み なれ 

ねな 云 ふための 序 o 

c うちな， ひき 上の 二 句 はこの 詞 

の 序。 


〇 やました さよみ 山 ドをひ き 

，一 i*， ろかして a 

〇 時ぞ VJ もな く 何時 ミ時 の 分ち 


〇^ の 新 はかり 暫時。 し はしの 

閒0 


ながから じと 思 ふ 心 は 水の 泡に よそ ふる 人の たのまれ ぬかな 

題 しらず  讀人 しらず 

港 いづる あまの を 舟の 碇な はくる しきもの とこ ひ を 知りぬ る 

お ほる 河く だす 筏の みなれ ざ をみ なれぬ 人 もこ ひし かりけ り 

人  丸 

みなそこに 牛； ふる 玉藻 の う ちな びき 心 をよ せて 戀 ふるこ ろかな 

讀人 しらず 

音に のみ 聞きつ る戀を 人知れ す つれな き 人に なら ひぬ るかな 

いか V せむ 命 は かぎりある もの を， ) ひ は 忘れす 人 はつれな し 

女の もと に 男の ふ み 遺 はしける に 返事 もせず 侍りければ 

よぶこ どり 

山彥も こた へ ぬ やまの 呼子 鳥 われひとり のみ なきや わたらむ 

題 しらず 

やまびこ は 君に も 似た る 心 かなわれ 聲 せねば お とづれ もせす 

足び きの やました とよみ 行く 水の 時ぞ ともなく 戀 ひわた るかな 

いかにして 暫し 忘れむ 命 だに あらば 逢 ふ 夜の 有り もこ そ すれ 

ぬき 亂る淚 の 玉 もとまる やと 玉の 緖 ばかり 逢 はむ と いはな む 


拾遗 和歌 笫卷第 十 ： 戀 


西 七 I 


o 翁ね がた き は なほ 根の H いの 

は、 併せて 寝る こ -/J の出來 にくい 

の， ば" * 

〇 この わたり この 渡 。自分 

ころ e 


拾遺 和 欲 集卷第 十一 戀 一  四 七 一一 

岩の 上に おふる 小 松 も 引きつれ ど猶 ねがた き は 君に ぞ ありけ る 

棚 機 も あ ふ 夜 ありけ り 天の m この わたりに はわた る瀨 もな し 


〇 忍ぶ れ^ 忍んで は ゐ- 


〇 あはれ VJ も 云々 男から 女の 心 

* 云った もの" * 

〇 な はも ふる .BS がな ほ も 降る 

€、 なほ も 思 ひつ * 日 を 經るミ な 

かけた もの o 

〇身 をつ みて こそ が 粉る.、. -、 

併せて 身せ まるの 意。 


九條 右大臣 


澤に のみと しは^ ぬれ ど あし たづの 心 は 雪のう へ にの みこ そ 


讀 人し 、り ず 


ご ， ち は 我の みぞす る 

ふ ものの 身 をし 去らねば 


お ほ 空 はく も らざ りけ り 神 燕 nr し -. く . 

忍ぶ れど狨 しひて こそ 思 ほ ゆれ 戀と 

男の よみてお こせて 侍りけ る 

あはれ とも 思 はじ もの を 白雪の 下に 消えつ ， なほ も ふる かな 

かへ し  中 

程 もな く 消えぬ る 雪 はか ひもな し 身 をつ みて こそ 哀れと 思 はめ 


0 


題 しらず 


讀人 しらず 


よそ 


ながら 逢 ひ 見ぬ ほどに 戀ひ 死なば 何に か へ たる 命と かいはむ 

いっとて か 我が 戀 やまむ 千 は. やぶる あさまの 嶽 の煙絕 ゆと も 

大 原野 祭の 日树 にさして 女の もとに 遣 はすと て 

大 原の 神 もし るら む 我が こ ひ は 今日 氏び とのこ、 ろ やらな む 


條攝政 


o いはが き 招 岩 がお 一の やうに 繞 

つた 中に ある seo 

〇 みごもり 水の 中に 隨 れるこ vj 

で、 ，u 分の 身の 中に 隱す、 なに かけ 

たもの o 

〇ミ よの みそぎ 大 eass の 後に 行 

はれろ 御 l^o 


〇 すける こ . ろ 絲の弒 ^を 隙け 

-0ミ5 け、 ^ せて 好 ft 心の^に 云 

ゥ たもの o 

〇 やむ くすりな し 逢へ は锊 もよ 

くなる 0 逢 ふ B が卽ち 薬で ある。 

〇 さし はへ て 掉を さすの 葸で受 

けた もの o こ VJ さらに o 


かへ し  讀人 しらず 

榊 葉の 春 さす 枝の あまた あれば 咎 むる 神 も あら じと ぞ おも ふ 

題 しらず 

あめつちの 神ぞ知 るら むお がた め 思 ふこ ， ろの 限りなければ 

海 も あさし 山 も ほどな し 我が こ ひ を 何 によ そ へ て 君に いはまし 


人 


0, 


奥山の いはが き 沼の みごもりに 戀 ひや 渡らむ 逢 ふよし をな み 

だいじゃう _s  けい 

大嘗會 の 御败に 物見 侍リ ける 所に わら はの 侍リ ける をみ て 又の日つ か は 

しける  寬祐 法師 

あまた：^ しとよ のみ そぎの 諸人の 君し も 物 をお も はする かな 

題 しらず  讀人 しらず 

玉す だれ 絲の たえまに 人 を 見て すける こ A ろ は 思 ひかけ てき 

たまだれ 

玉垂 のす ける こ 、 ろと みて しょりつ らして ふこと かけぬ 曰 はなし 

我 こそ や^ぬ 人 こふる 病 すれ 逢 ふ 日なら では やむ くすりな し 

こ， 6 か. n- ぶね 

玉 江， ) ぐ菰刈 舟の さし は へ て 浪閒も あらば 寄らむ とぞ おも ふ 

みるめ かる 海人と はなしに 君 こふる 我が 衣手の かわく ときな き 


拾^ 和^ 集卷第 十 一 戀 一 


四 七三 


拾^ 和歌 集 卷第十 一 戀 


E 七 西 


〇 け づれは 櫛け づれ は。 髮をミ 

かせ は o 


〇* かき やにむ 狳 *1 き^らむ 0 

なほ 文 を 送らう o 併せて^ を搔 き 


O 身 を も かふ vj こそ ig け 身も換 

へ る -/J8B いて ゐる o 


、  秭 本人 麿 

み 熊 野の 浦の はま ゆ ふ kn 重なる 心 は 思へ どた ノ に 逢 はぬ かも 

貫  之 

朝な くけ づれば 積る おち 髮 のみ だれて 物 をお も ふころ かな 

，^し 侍リ ける 女の 史に 返事し 侍ら ざ りければ  藤 原 K 方 朝臣 

我が 爲は棚 井の 淸水 ぬる けれど 猶か きゃらむ さて はすむ やと 

かへ し  讀 人し、 りず 

かき やらば 濁り こそせ め 淺き瀕 の 水 屑 はたれ か 澄ませても 昆む 

題 しらず 

人知れぬ 心の うち を 見せた らば いままで つ らき人 は あ ら じな 

女の もとに 逍 はしける  小野宫 太 政 大臣 

ひとしれぬ 思 ひ は 年 も へ に けれど 我の み 知る はか ひなかり けり 

女の 許に つか はしける  讀 入 し 、り ず 

人 しれぬな みだに 袖 はくちに けり 逢 ふ 夜 も あらば なにに 包まむ 

かへ し 

君 は 只 袖ば かり をゃ朽 すらむ 逢 ふに は 身 を も かふと こそ 聞け 


C?y ふこ V」 のた えてし なく は 雜 

えて 迮ふ^ がないなら は o 


c 常 磐の 山の まづぞ 苦しう か 

いばむ g-VJ 受け、 山の 松 に^せて 

待つ の は 苦しい の 紫 o 

〇<? を は 逢 ふに かふ 云々 古今 集 

f】 の- - にある 友 則の 欹 「^や はな 

にぞは |»の あた 物な あ ふに しか へ 

は をし からな くに」 を 木 歌 VJ した 

もの o 

o 例に あばぬ 死にせ む 例に あば 

やに、 ^1 はないで 死んで しま ふた 


題し、 りず 

ひと 知れす 落つ る淚は 津の國 のな がすと みえ て 袖 ぞくち ぬる 

戀 とい I ば 同じ 名に こそ 思 ふらめ いかで 我が身 を 人に しらせむ 

天 曆の御 時の 歌合に  屮納言 朝 忠 

逢 ふことの たえて しなく ばな か/^ に 人 を も 身 を も 恨み ざら まし 

題し、 りず  盛 

み？. り-.. 一 

逢 ふ 事 はかた ゐざ りする 嬰兒の 立た む 月に も 逢 はじと やする 

讀人 しらず 

あ ふ 事 を 月日に そ へ て 待つ 時 は 今日 ゆく 末にな りね と ぞ思ふ 

逢 ふこと をい つと も 知らで 君が い はむ 常 磐 の 山の まづ r て 苦しき 

命 をば 逢 ふに かふと か 聞きし かど われ や 例に あはぬ 死にせ む 

貫  之 

行末 はつひに 過ぎつ 、あ ふ、 ) との 年月な きぞ わびし かりけ る 

諌人 しらず 

いき たれば 戀 する ことの 苦しき に猶 いのち をば 逢 ふに か へ てむ 

大伴ほ 世 

拾^ 和 欲 集卷第 トー 戀ー  四 七 五 


拾遺 和 敬 集卷第 十一 戀ー  四 七 六 

戀ひ 死なむ 後 はなに せむ 生ける 日の 爲 こそ 人 は 見 まく ほしけ， 


〇ミ しの ふるに も 年が 親る に SB 

るな かけ； J  <, の _* 


C 消えね はかりの 心垴 今にも 滑 

えさうな 心配 o 


〇 流れて さ 後に なつてから VJ* 

〇 お 1 ^めく はっきり しない。 

〇 昨 B はかり は 咋 B たけ は o 


源轾基 


哀れと も 君 だに いはば 戀 ひわび て 死なむ 命 も 惜しから なくに 

けさう し 侍りけ る 女の 家の 前 を わたると てい ひいれ 侍リ ける  讀人 しら ザ 

人 しれす 思 ふこ、 ろ をと  >  めつ.' いくたび 君が 宿 をす ぐらむ 

題 しらず 

レ ぐれ 

時雨に も 雨に も あらで 君戀ぷ ると しの ふるに も 袖 は ぬれけ り 

ちぎりけ る こと ありけ る 女に 遣 はしける  菅 原輔昭 

露ば かり 賴 めし 事の すぎ 行けば 消えぬ ばかりの 心地 こそ すれ 

かへ し  讀人 しらず 

露ば かりたの むる 事 もな きもの を あやし やなに に 思 ひ 置きけ む 

題 しらず 

流れて とたの むる より は 山川の 戀 しき 瀕々 にわたり や はせ ぬ . 

逢 ひ 見 て は 死 に せぬ 身と ぞ 成り ぬ ベ き賴む るに だ に延ぶ る 命 は 

いかで かと 思 ふ 心の あるとき はお ほめく さ へ ぞ嬉 しかりけ る 

わびつ  >  も咋 日ば かり は 過して き 今日 や 我が身の かぎりな るら む 


〇a たつ 明日の 春 n" 良い 春の 日 

ざい ふせ e 


c a ひかけ ごの 思 ひかけ る ミ、 

掛子. な 云 ひかけ たもの o 掛チは 

箱の 綠に 他の 箱 を かけ S ねる もの 

で、 この 詞 から 次に 玉栴笥 "/」 つ， * 

けたので あ る o 

〇 あけた つ ごさに 開けたり たて 

たりす る 毎に o 併せて 夜が 明ける 

、JVJ に-" 


戀 ひつ ， も 今日は 暮 しつ 霞た つ 明日の 春 日 をい かで くらさむ 

た i くしけ 

戀 ひつ ， も 今日は ありな む 玉； 11 あけむ あした をい かで 暮 さむ 

たまく し ゆ 

君 をのみ 思 ひかけ ごの 玉櫛笥 あけた つ ごとに 戀 ひぬ 日 はなし 


0 


讀人 しらず 


拾 遣 和^ 壤卷第 十 1 戀 一 


四 七 七 


拾遺 和 欲 集卷第 十二 戀ニ 


四 七 八 


〇 なきな 春の 野に 生える 菜 ミ、 

無き 名 VJ み I 通 はせ たもの。 無き 名 

は钫方 もない 評判。 

つ 身な つみて たに 菜 を 受けて 摘 

む VJ 云 ひ、 .H 分の 身に ひきあてて 

の 意に かけた もの o  - 

0 たつの 巿 辰 市 o 大和 Em 上 郡 

にあった 市で、 無き 名が 立つ- W か 


〇 なき 事 を 云々 磐氽 C 池な、 0 

き^な 云 はれる にかけ、 浮？ 5f な綠 

る を i!s しい VJ かけた もの o 

O ぬる さはな しに m れ る VJ 寢 る 


〇 身 にもなら さで 肌身に も觸れ 

なくて o 

C かたな 云々 刀ば 炻れ ない のに 

II' くも 衣 を 裁つ VJ 世人が いふ o 

卽ち 肌身 も |g れな いのに、 早く も 

人.、」 戀中 である やうに 虱 評に 上つ 


拾遺 和歌 集 卷第ナ 二 

戀 二 

題 しらず  讀人 しらず 

わび 

春の 野に 生 ふるな きな の 侘しき は 身 をつ みて だに 人の 知らぬ よ 

なき 名のみ たったの 山の あ をつ  >  らまた くる 人 もみえぬ 所に 

人  麿 

無き 名のみ たつの 市と は騷 けど もい さま-た 人 をうる. E もな し  . 

讀人 しら ず 

なき 事 を 磐 余の 池の 浮^く るし きもの は 世に こそ あり けれ 

人  麿 

竹の 粱 にお きゐる 露の 縛び あ ひて ぬると はなしに 立つ 我が 名 かな 

讀人 しら ず 

ぁぢ きな や 我が 名 は 立ちて 唐衣 身に もなら さで やみぬべき かな 

唐衣 我 はかた なの 觸れ なくに まづ 立つ もの はなき 名な りけ り 


C: おやば せし ばし ない o 

〇 夢よ ゆめ 萝ょ、 決して。 

〇 むかしば 逢 ひ 見ぬ 前 は * 


〇 逢 ひみで.，， ありに し 物 を 逢 は 

なけれ はよ かった のに ゥ 

o いやまさり マる たん./ \-ミ ま 

さって 來 る-" 熟烈 になる o 


源 重 之 


染； 5 'にや どかる I ^の はやければ なき 名た つと も 今 は うらみ じ 


讀人 しらず 


木 幡川こ は 誰が いひし ことの 葉ぞ なき 名す 、 がむ 瀧つ 瀨も なし 

女の もとに ® はしける 

君が 名の 立つ にと がな き 身なりせば 大凡 人に なして 见ま しゃ 

題 しらず 

ゆめ かと も 思 ふべ けれど 寢ゃ はせ し 何 ぞ心 にわ すれが たき は 

夢よ ゆめ 戀 しき 人に 逢 ひみすな 覺 めての 後 はわび しかりけ り 

逢 ひ 見ての 後の 心に くらぶれば むかし は 物 をお も は ざり けり 

逢 ひ 見て はなぐ さむ やと ぞ思 ひし を なごりし もこ そ 中 いれ 難け . 


藤 原 忠^ 朝臣 


讀人 しらず 


權中納 言 敦忠 


坂 上 これのり 


該人 しらず 


逢 ひみで も ありに し 物 をい つの まに 習 ひて 人の 戀し かるらむ 

我が こ ひ はな ほ あ ひ 見ても 慰ます いやまさりなる 心地の みして 

拾 S 和歌 第 十二 戀ニ  ra: 七 九 


拾遺 和^ 


〇 おきて. T しひし き 白露；： ~6 ^く ミ 

いふに、 & きて， P-* ひしい •/.- かけた 


O 執 ゆく 君 钥歸 つて ゆく 君 o 


〇 くめの 橘 大和の 葛 城 山から 金 

* 山に 架けた もので 役 行者が 造ら 

せた もの、、」 いふ 俥說の 撩。 

o ひるま はかり 衣手の 露の 干る 

閒 はかり VJ、 晝閒 はかり V」 を かけ 

たもの o 


〇 くもる さへ こそ くもれ.^ 簿暗. 

くなる から、 夕莛 になった か VJ 思 


戀ニ  四 八 〇 

初めて 女の 許に まかりて あしたに 遣 はしける  よしのぶ 

逢 ふ 事 を 待ちし 月日の 程よりも 今日の くれ こそ 久し かり けれ 

貫  之 

あかつき のなから まし かば 白露のお きて わびしき 別れせ まし や 

逢 ひ 見ても なほ なぐさまぬ 心 かな 幾千 代ね てか戀 のさむべき 

人  麿 

むば 玉の 今宵な あけ そ 明け ゆかば 朝 ゆく お を まつが くるしき 

• 讀人 しらず 

ひとりねし 時 は 待 たれし 鳥の 音 もまれに あ ふ 夜 は 侘し かりけ り 

かづら き やわれ やはくめ の 橋 造り 明け 行く ほど は 物 を こそ 思、 

本院の 五の 君の もとに 始めて まか リて おに  平 IT 寺 

朝 まだき 露わけ 來 つる 衣手の ひるまば かりに こ ひしき や なぞ 

本院の ひんが しの 對の 君に まかり 通 ひて 朝に  大納言き よかげ 

ふたつな き 心 は 君に おきつ る を また ほど もな く戀 しき や なぞ 

題 しらず  讀人 しらず 

いつしかと 暮を 待つ 閒の 大空 はく もる さ へ こそ 嬉し かり けれ 


〇 も * はがき R 羽 so  % が 羽な 

I も f  J ミ。 


O よるし 逢へ f* 夜に 逢 ふので" 


〇 こ  >  ろ 解け；，： る 淚 のこ ほる ミ 

云 ふに 封して 解けた る.、. - 受けた も 

の o 


拾遺 和歌 集卷第 十二 戀ニ 


女の もとに まかり そめて  大江爲 墓 

日のう ちに もの を 一 一度 思 ふかな 疾く あけぬ ると 遲く暮 る 、 と 

領 し、 りず  貫  之 

も ゝ はがき はね かくしぎ も 我が 如く あした わびしき 數は 勝ら じ 

讀人 しらず 

^にも 夢にも 人に よるし 逢へば 暮れ行く ばかり 嬉しき はなし 

曉の わかれの みちを 思 はすば 暮れ ゆく 空 は うれしから まし 

君 こふる 淚 のこ ほる 冬の^ はこ ， ろ觯 けたる いや は 寢らる ， 

女 に 物 いひ はじめて さはる こと 侍りて えまから でい ひっか はし 侍りけ る 


かからで も ありに しもの を 白雪の 一 日 も ふれば まさる 我が 戀 

女 に つか はしける 

朝 ご ほり 解く る 問 もな き 君に よりな どて そ ほつ る袂な るら む 

身 をつ めば 露 を あはれ と 思 ふかな 曉 ごとに いかで 置 くらむ 

うしと 甲 ：！ ふ ものから 人の 戀 しき は いづこ を 忍ぶ こ ， ろな るら む 

四^ 1 


しのぶ 


讀人 しらず 


拾 遣 和歌 集卷第 十二 戀 


〇 よそ にても 云々 逢 ひ 見やに あ 

S ぺ きであった のに ** 


〇sa たに 見え チ云々 おる 夜 もな 

いから 夢 さ へ も 見る こ V」 が 出来な 


〇 あけ ぐれ 夜 明 G また 薄暗い 中 o 


〇 玉鋅の みちに かけて 云 ふ 枕詞 


〇 君 く」 ね 5 夜 松の 根 w 云って、 

それな 受けて 寢 ぬ夜ミ 云ゥ たもの 


四 八 二 

よそに て も ありに しも の を 花 薄 ほのかに みて ぞ人 はこ ひしき 

夢よりも はかなき 物 はか ゆろ ふの ほのかに 見えし 影に ぞ ありけ る 

：  大曆の 御 時の^ 合に  たぐみ 

夢の 如な どか 丧 しも 君 を 見む 暮る ， 待つ 閒も さだめな き 世に 

した， R  j 

戀し きをな にに つけて か 慰めむ 夢 だに 見えす ぬる 夜なければ 

女の もとよ リ喑き にか ヘリて 遣 はしける 

あけ. ぐれの 空に ぞ われ は 迷 ひぬ るお も ふ 心の 行かぬ まに く 

源 公忠 朝臣 日々 に まか リぁ ひ侍リ ける を いかなる 日に か ありけ む あ ひ 侍 

らざリ ける：：： つか はしける  貫  之 

玉斜 のと ほみ ち もこ そ 人 は 行けな ど 時の まも 兒 ねば こ ひしき 

题 しらず  讀 人し 、り ず 

身に こ ひの あまりに しかば 忍 ぶれ ど 人の 知 るら むこと ぞ 侘しき 

忍びつ ， 思へば くるし 住の 江の 松の ねながら あら はれな ば や 

忠^が むすめ の 許に 久しう まからで つか はしける  大納言き よかげ 

住吉の 松なら ね ども ひさしく も 君と ねぬ 夜の なりに ける かな 


か へ し 

ひさしく も 思 ほえね ども 住 吉の松 や ふた  > び 生 ひか はるら む 

ある をと この 松 を 結びて つか はした リ ければ  讀人 しらず 

何せむ に 結び そめけ むい はしろ の 松 は 久しき ものと 知る く 

題 しらず 

c 松のう きね 松の 浮き 根.、」 g き 片 岸の 松の うきねと 忍びし はされば よつ ひに あら はれに けり 

«rt なかけ たもの 0- 

人  麿 

C いく ひさ さ 長く 久しい 事。  逢 ひ 見で はいく ひさ さに も あらね ども 年月の ごと 思 ほ ゆる かな 

としを^て 思 ひくて 逢 ひ ぬれば 月日の みこ そ 嬉し かり けれ 

c あは， さ c は ^は ざに は。 上の 杉 板 もて ふける 板 問- 3 あは ざら ばいかに せむ とか 我が 寢 そめけ む 

1 ；句 はこの 序 e 

^ 人 しらず 

こぬかな としば し は 人に 思 はせ む あはで 歸 りし 夜半の ねた さに 

秋お の はれぬ あしたの 大空 をみ るが ごとく も 見えぬ きみかな 

戀 ひわび ぬね を だに なかむ 聲 立てて 何處な るら む 音な しの 瀧 

忍びて けさう し侍リ ける 女の もとに 遣 はしける  も と す け 

おとなしの 河と ぞ 遂に 流れ出 づる いはで 物 思 ふ 人の なみだに 

拾^ 和歌 集卷第 十二  &^  il 八 三 


〇 しかの あまの 云々  一二 句まで は 

0 句の 


〇 つきな き^ 似合 はしくな. 

不相 應 な 柒。 


拾遺 和 欲 集卷第 十二 戀ニ  四.， へ 四 

題 しらず  讀人 しらず 

風 さむみ 聲 よわり 行く 蟲 よりもい はで 物お も ふ我ぞ まされる 

しかの あまの 鈞に ともせる 漁火の ほのかに 妹 をみ る 山 もがな 

f  J ひする は 苦しき ものと 知らす ベ く 人 を 我が身に 暫し なさば や 

知 る や 君し らすば いかに つらから む 我が かくば かり 思 ふ 心 を 

懸想し 侍りけ る 女の 五月 夏至の 口な リ ければ うたが ひなく 思 ひた ゆみて 

物い ひ侍リ ける にした しき さまになり にければ いみ じく 恨み わびて^ に 

更に あは じと いひ 侍りければ  よしのぶ 

あす 知らぬ 我が身な りと て 恨み 置かむ 此の世に ての み 止ま じと 思へば 

題 しらず  人  麿 

思 ふなと 君 はいへ ども 逢 ふ 事 をい つと 知りて かわが 戀 ひざらむ 

. 萬 葉 集 和し 侍リ ける に  源  順 

思 ふらむ 心の中 を しらぬ 身 は 死ぬ ばかりに も あら じと ぞ忍ふ 

侍從 に侍リ ける 時 村 上 の 先帝の 御め のとに しのびて 物の たうび ける につ 

きな き 事な リ とて 更に あはず 侍りければ  一條 攝政 

かくれぬ の 底の 心ぞ 恨めしき いかにせ よと てつれ な かるらむ 


〇 さも も- Jj かしき V 何./」 も SW; 

風 ふやう にならぬ 心 o 


〇 ね 


〇 波の みか かりけ る VJ も 淚 はか 

りが か、 つた VJO 該 はかり を 流し 

てこの やうで あ つた VJ を 云 ひ かけ 


〇 みなつ くしても 身を逮 しても 

*K 波の 綠の «5» にかけ たもの。 


. 題 しらず 

我ながら さも もどかしき 心 かなお も はぬ 人 はなに かこ ひしき 

ふるく 物い ひ侍リ ける 人に 

草が くれ かれに し 水 はぬ るく とも むすびし 袖 は 今 も かわかす 

題 しらず 

我がお も ふ 人 は 草葉の 露な れ やかく れば 袖の まづ し を るら む 

袂 より 落つ るな みだ はみ ちの くの 衣が はと ぞい ふべ かりけ る 

衣 を やぬ ぎて やら まし 淚 のみ かかりけ りと も 人の^る ベ く 

しのびて 物い ひ侍リ ける 人の ひとしげ き 所に 侍りければ 

人目 を もつ ， まぬ ものと 思 ひせば そでの 淚 のかから まし や は 

題 しらず 

おの 上 ふると も 雨に さはら め や 逢 はむ と 妹に いひて しもの^ 


讀人 しら 


す け 


讀人 しらず 


赏方 朝臣 


大伴方 見 


もとよしの み 


わび ぬれば 今 はたお なじ 難 波なる み をつ くしても 逢 はむ と ぞ思ふ 

五月 五日 ある 女の もとにつ か はしける  讀 

いっかと も 思 はぬ 澤の 菖ー沛 草た や つく^ \ とね こそ 泣か るれ 

拾 t:.3 和 缺集卷 第 十二 戀ニ  四 八 五 


人 しらず 


拾 造 和 歜集卷 第 十二 戀ニ 

題し、 りず 


〇 す さめね 赏 せぬ o 

〇 かりにも 人の 来む 莒蒲 i=l ケ刈 

りに も 人が 來 ねさ、 かりそめにも 

人が 來 ぬ- /J なかけ たもの o 


〇葰辟 あきの さかり 篠簿 の^に 

出 る や うに、 表面に あら はれ て 富 

ひ 寄る。 


〇 つね は ゆ. - しき 常 は 忌々 しく 

い や た。 棚 機 は 一年に 一 度し か 逢 

は i もの 故、 それ をい やに 思 ふの 

である o 

cm: させり てへ 門 を閉 して ある 

VJ いへ o 

〇 わが 心の g 我が 涙。 


ほ 


生 ふれ ども 駒 もす さめぬ 菖蒲 草 かりにも 人の 來 ぬが わびしき 

蚊 遣 火 を 見 侍りて 

蚁遣火 はものお も ふ 人の 心 かも 夏の 夜す がらした にも はらむ 

题しら ず  • 

しのぶれば 苦し かり けり 篠薄ぁ き S さかりに なり やしな まし 

思 ひき やわが 待つ 人 はよ そながら 棚 機つ めの あ ふ を 見む と は 

け ふさへ やよ そに：^ るべ き彥星 の 立ちなら すらむ 天の河な み 

侘び ぬればつ ね は ゆ 、 しき 棚 機 も 羨まれぬ る ものに ぞ 有りけ る 

露 だに もなから まし かば 秋の 夜 を 誰と お きゐて 人 を 待た まし 

今 さらに 問 ふべ き 人 もお も ほえす 八重 潷 して 門 させり て へ 

秋 はわが 心の 露に あらね ども 物な け かしき ころに も あるかな 


匕 じ 


勝 0 法 師 


人 しらず 


〇 さむけき に 寒い のに ( 


C 長々 し 夜な さい 夜な o 上の 三 

句 はこの 句 をい ふ.；， I めの 序 o 


-•-:?」 も ゐても 上の句 はこの 

句ケ云 ふための 序 o 


拾^ 和歌 集 卷第士 二 

題し、 しず  讀 

足 引 S 山した 風 もさむ けき にこよ ひも また や 我が ひとりねむ 

人 

あしび きの 山鳥の をのし だり 尾の 長々 し 夜 を ひとり かもね む 

讀 


足 引の 葛 城 やまに るる 雲の. N ちても るても きみ を こそお も へ 

あし 引の. E の やます ゆやます のみ 見ねば 戀 しき 君に も あるかな 

旅のお も ひを述 ぶと いふ こと を  石 

足 引の 山、 ) え 暮れて 宿からば いも 立ち 待ちて いね ざら むか も 

題し、 りず  人 

あしび きの 山より 出 づる月 まつと 人に はい ひて 君 を こそ まて 

三日月の さやかに 見えす 雲 隱れ見 まく ぞ ほしき うたて この頃 

拾遺 和^ 集 卷第 十三 戀 n!  ra 八 七 


〇J5S」 ふこ vj はかた われ 月の 逢 ふ 

* は 難いの W を かけた もの o 

〇 おゆ， つ 4> にや は ゆん やり vj し 

；.! こ vj でな く _* なみ J(» でな く ** 


こよ ひの 月 をき み 見！ h らめゃ 

g の 月な 君 は 見ない 率 は ある ま 


0 何に よそへ て 何に よせて 

に かこつけて a 


拾 造 和^ 集卷第 十三 戀 一一 |  四 八 八 

讀人 しらず 

逢 ふこと はかた われ 月の 雲が くれお ほろ ゆに や は 人の こ ひしき 

人  麿 

秋の 夜の 月 かも 君 は 雪が くれしば しも 見ねば こ、 らこ ひしき 

圓融院 の 御 の 御屛風 八月 十五夜 月の かげ 池に うつれる 家に をと こ女ゐ 

てけ さう したる 所  平蒹盛 

秋の 夜の 月見る とのみ お きゐつ ， 、 ) よ ひもね で や 我 はか へ らむ 

月の あか かリ ける 夜 女の もとに 遣 はしける  源 さね あきら 

戀し さはお なじ 心に あらす ともこよ ひの 月 をき み 見 ざらめ や 

かへ し  中務 

さやかに も；^ るべ き 月 を 我 はた ヾ 淚に くもる をり ぞぉ ほかる 

題 しらず  人 

ひさかたの あま 照る 月 も かくれ 行く 何に よそ へ て 君 をし のばむ 

京に 思 ふ 人 をお きて はるかなる 所に まかりけ るみち に 月の あかかり ける 

夜  讀人 しらず 

都に て 見し にか はらぬ 巧 影 をな-ぐ さめ にても あかす ころ かな 


〇 あ」 


はじめの 通りに。 


p  こミ なら は この やうな こ さな 

らは" \-ISi： じこ W なら は o 

o 入た のめ 賴 もしく S はせ て ！a 

い て その. せの な いこ VJG 


之 


宫內侍 


^みね 


た- R  t- 


題 しらず  賃 

照る 月 も 影み な そ f  :j にう つりけ り 似た る ものな き戀 もす るかな 

月 を^て ゐ なかなる 男 をお も ひ 出で てっか はしける  中 

こよ ひ 君い かなる さとの 月 を： ^て 都に われ をお も ひ 出 づらむ 

題 しらず  た 

月影 を 我が身に かふる ものなら ば 思 はぬ 人 も あはれ とやみ む 

萬 葉 集 和せ る 歌  し 

ひとりぬ る，： W に は 月の 見え ざら ば こ ひしき、 〕 との數 はま さら じ 

題 しらず  人 

長月の あり 明の 月の ありつ ゝも君 し來 まさば われ 戀 ひめ や も 

月の あかき 夜 人 を 待ち はべ リて 

ことならば 闇にぞ あらまし 秋の 夜の なぞ 月影の 人 だのめ なる 

題 しらず  春 宫左近 

降らぬ 丧 のこ、 ろ を 知らで 大空の 雨 をつ らしと 思 ひける かな 

讀人 しら や 

衣 だに 中に ありし はう とかりき 逢 はぬ 夜 を さへ 隔てつ るかな 

^^和^ 集卷第 十三 戀三  四 八 九 


〇れ なくに あ. 


拾 遣 和 # 集卷第 十三 戀 一二 

寢 ないで あけ 


o い たづら ぶし 理り 空^に 袞る 


C 夕 占 夕方に する うらな ひ o 


〇 貝て しがな 見たい もので あ 


四 九 〇 

長き 夜 も 人 をつ らしと 田 5 ふに ま rTS なく こ あくる 力 二 ぞ. jtac り ナ- る 

今 はとは じと いひ 侍" ける 女の もとにつ か はしける 

忘れな む 今 は 問 はじと 思 ひつ ， ぬる^し もこ そ 夢に； i 几え けれ 

題 しらず 

よるとても 寢られ ざり けり 人知れ す寢覺 のこ ひに 驚かれつ ， 

むば 玉の 妹が 黑髮 こよ ひも や 我がな き牀 になび き 出で ぬらむ 

我が せ ， 」 か 在所 も 知らで ねたる 夜 は曉が た. 力まく ら寂 しも 

いかな りしと き吳 竹の 一 よだに い たづら ぶし を 苦しと いふ， りむ 

いかなら む 折節に かはくれ 竹の よる は， ) ひしき 人に 逢 ひみむ 

ナ  人 

まさして ふや その 衢に夕 占と ふうら まさ にせよ 妹- -逢 ふヾ く 

夕 占と ふ 占に もよ く あり 今夜 だに 來 ざら む 君 をい つ か 待つ ベ き 

夢 を だに いかで 形見に 見て しがな 逢 はでぬ る 夜の 慰めに せむ 

うつ ， に は 逢 ふこと 難し 玉の緒の よる は絕 えせす 夢に 見えな む 

ひろ はたの み やす 所 久しう 内に も參ら ざり ける 夢に なむ 例の やうに て內 

にさ ぶら ひ 給 ひつる と 入の い ひ侍リ ける を 聞きて 


〇 はるに なさ はや 冬が 極まって 

春に な S やう！ 


〇 かへ す <\ ぞ 春の 田 を かへ す 

さ 云 ひかけ て、 かへ す 厶\ も VJ3W 


の あら 田 をう ちかへ し 表面 

の 字 併せて、 操り 返しく の 

眾 を 含む G 

〇 ねり そ 木の 枝な ねり 搓 つて 繩 

の 代りに 用ゐる もの o 上か^ この 

句まで は 五 句の 序で ある o 


〇 むす：^ はれた る 解けに けりに 

封して 桔 はれた る ミ弒 け たもので 

15 ひが 睹れ ゃ氣が 塞ぐ の 意 o 


〇 おはつ かな さ 不安心、 氣が 


〇 きませ の 山 來培 山。， 近 江國に 

ある W いふ o 山の 名を來 ませ ミか 

けた もの e 


古 をい かで かとの みおも ふ 身に こよ ひの 夢 を はるに なさば や 

延喜 十五 年御屛 風の 歌 

忘らる ， ときし なければ 春の 田 を か へ す <,\ ぞ人 は， しき 

題 しらず 

あづさ 弓 春の あら 田 をう ちか へ し 思 ひやみ にし 人ぞこ ひしき 

なの こ 

彼の 岡に はぎ かる 男な は をな みねる やねり その 碎け てぞ思 ふ 


貫  之 

讃人 しらず 

躬  伍 

讀 人し 、り ず 


春 くれば 柳の 絲も 解けに けりむ す ほほれ たる 我が， ) 、 ろかな 

いづかに よると か は 見 む靑 柳の いと さだめな き 人の 心 を 

まき もく の 檜 原の 霞た ちか へ りかく，  K て は 見め あかぬ 君 かな 

冬 ょリ ひえの 山に 登リて 春まで 音 せぬ 人の もとに  藤 原涛正 がむ す 力 

眺め やる 山邊 はいと 、=r 霞みつ 、 お ほつ かな さの まさる 春 かな 

題 しらず  入  0 

我が 背 子 をき ませの 山と 人 はい へ ど 君 もき まさぬ 山の 名なら し 

山 淥赤入 

拾 造 和歌 集卷第 十三 pi  lr 九- 


〇 こね 人な まつち の 山 來ぬ 人な 

待つ VJ いふ 名の^ ^山。 

〇 おなじ 心に 待つ VJ いふ 待 乳 山 

の ？； S< ム vjS じ やうに 自分 も 待つ 心 

で o 

〇 人 もこ やゑの 水觀 人も來 ない 

で、 柁の水 鶴が た、 くので あった 


0^ 野の 革の し^く ミも 夏の 野 

の 萆の繁 つて ゐる やうに うるさく 

て も o 

〇 たづ さはり な は 手な ひきつれ 


〇言 の 葉 もな し 野 山の^ 木の葉 

がし fl る- A- 云 ふに 對 した もので、 

何の 返 SS- もない vj かけ.；，： もの。 

o まろが まろね ま ろ ぱ. B 分の自 

稱 o まろね は 著 物 も脫が やに 寢る 

こ. 5、 樣 じて 


拾 遗和耿 集卷第 十三 戀  一二  四 九 二 

我が 背 子 をなら しの 岡の よぶこ 鳥 君よ びかへ せ 夜の ふけぬ とき 

請 人し 

こぬ 人 を まつち の 山の ほと ， ぎす おなじ 心に ねこ そな かるれ 

しの ， めに 鳴き， ) そわ たれ 郭公 ものお も ふ 宿 はしる くや あるら む 

た > くと て 宿の 妻戶を 明け ぬれば 人 もこす ゑの 水鷄 なりけ り 

夏衣う すきながら ぞ たのまる ， ひと へ なる しも 身に 近ければ 

刈りて ほす 淀の 眞菰の 雨 降れば つかね も あへ ぬ戀 もす るかな 

みな 月の 土 さ へ さけて 照る 日に も 我が 袖 ひめ や 妹に 逢 はすして 

人 

なる 神の しばし うごきて 空く もり 雨 も 降らな む 君と まるべ く 

人 ごと は哀 野の 草の しゅくと も 君と われと し たづ さはり なば 

讀 人し 

野 も 山 もしゅり あ ひぬ る 夏 なれ ど 人の つら さは 言の葉 もな し 

なつくさの 茂みに^ ふる 荆三稜 まろが まろね よいく 世經 ぬらむ 

やすど ころ 

天 曆の御 時 ひろ はた の 御 息 所 ひさしく 參ら ざり ければ 御 ふみつ か はしけ 

る  御 


G わ が *A~ こなつ にお きゐた るつ ゆ 

ces の 上に K いた 露 ミ いふに、 

n 分が 壯の 上に 起きて ゐ たの を-、 J 


山が つの IS ほに おふる 撫子に おも ひよ そ へ ぬと きの まぞ なき 

糜義 公の 家の 障子の 繪 になで しこ 生 ひたる 家の 心 ぼ そげなる を 涛 原元輔 

よもすがら 

おも ひ 知る 人に みせば や 終夜 わがと こなつ にお きゐた るつ ゆ 

題 しらず  ，人 しらず 

秋の 野の 草葉 も わけぬ 我が 袖の露け くの み もな り まさる かな 

三^ 六十 首 歌の なかに  曾 根好忠 

我が 背 子が きまさぬ よ ひの 秋風 は來ぬ 人よりも うらめし きかな 

題 しらず  讀人 しらず 

うらやまし 朝日に あたる 白露 を 我が身と 今 はなす よし もがな 

人  ip 

秋の 田の 漶の 上に おける しら 露の 消ぬべく 我 はお も ほ ゆる かな 

住 吉の岸 を 田に ほり 蒔きし 稻の 刈る ほどまで も 逢 はぬ 君 かな 


赤 


人 


戀 しくば 形見に せむ と 我が やどに 植 ゑし 秋 はぎ 今 さかりな り 

中將 のみやす 所の もとに 萩に つけて 遣 はしける  . 

秋 はぎの した 葉 を 見す ば わすら る  >  人の 心 をい かで 知ら まし 

拾 遗和缺 集卷第 十三 戀三  •  四 九 三 


廣平 親王 


拾^ 和歌 集卷^ 十三 戀三 


四 九 四 


〇VJ 伏し かく 伏し あちらに 伏し 

こちらに 伏し o 


〇？？ に は あへ や ^に はこら へお 

ほせ や o 

〇 こや^ 果っ ，0 しるしな るら む 

これ は狄が 終る、 飽 いてし まった 

VJ いふ しるしで あ ら う o 

〇 ラ つろ はむ VJ は 心が うつろ は 

ラミは o 心が 淺< ならう ミは o 

C 多くの ひ を も 多くの 冰魚も を 

多くの 口 を もに 通 ひかけ たもの。 

〇 した 紅^ 云々 心の中の うつろ 

ふこ VJO 


題 しらず  讀 人し 

しめ ゆ はぬ 野 逡の秋 萩 風 ふけば と 伏し かく 伏し 物 を こそお もへ 

中宫 € 

移ろ ふ は 下葉ば かりと 見し 程に やがて も 秋に なりに ける かな 

女の もとにつ か はしける  能 

ことの 葉 も 霜に は あ へ す； S れに けりこ や 秋 菜 つるしる しな るら む 


貫 


讀 人し 


色 もな き 心 を 人に そめし よりう つろ はむ と は 我が 忍 はなく に 

數 ならぬ 身 を うぢ 川の 網 代 木に 多くの ひ を もす ぐし つるかな 

した 紅葉す る をば しらで ^ の 木のう へ の綠 をた のみけ るかな 


我が 背 子 を わが 戀ひ をれば 我が 宿の 草 さ へ 思 ひ うらがれに けり 

贞文が 家の 歌合に  讀 人し 

霜のう へ に ふる 初雪の あさ 冰 とけす ももの をお も ふころ かな 

たえて 年顷 になり にけ る 女の もとに まか リて 雪の 降り 侍リ ければ 源 景 


み吉 野の 雪に， ) もれる 山人 も ふるみち とめて ね を や 泣 くらむ 

題 しらず  人 

賴 めつ A こぬ 衣數 多に なり ぬれば また じと 思ふぞ 待つ に 勝れる 


拾逍 和^ 蕖卷第 十三 戀ー 11 


四 九 五 


き 


拾逍 和歌 集卷笫 十四 戀四 


四 九 六 


〇侦 なし ついでが わるい o 都合 

がわる い o 


〇 小 餘錢の いそぎに 云 ひかけ た 

詞 o 


o さはり 多み 支 降が 多 さに o 

O むす， ひ 松 有 馬 王子の 故事 o 


, 歌集 卷第 十四 


戀 四 


人  麿 

朝寢 がみ われ はけ づら じうつ くしき 人の^ 枕 ふれて しもの を 

元 輔が壻 にな リ てあした に  藤 原實方 朝臣 

ときの まも 心 は 空になる もの をい かです ぐし しむ かしな るら む 

題 しらず  讀人 しらず 

白浪のう ちしきり つ /V 今宵 さ へ いかで かひと り寢 ると かや 君 

びん 

一 條 攝政內 にて は 便な し 里に 出で よと いひ 侍りければ 人 もな き 所に てま 

ち 侍りけ るに まう で こざり ければ  小 贰命婦 

いかにして 今日 を暮 さむ 小餘 綾の いそぎ 出 でても かひな かりけ り 

題 しらず  人  麿 

みなとい りの 蘆 わけ 小舟 さはり 多み 我が 思 ふ 人に 逢 はぬ 頃 かな 

岩し ろの 野な かに 立てる むすび 松 心 も 解けす むかしお もへば 


〇 あかし も 果てで 明お G 意に 明 

かし も 果てで vj かけた も so 夜の 

明ける の もまたないで o 

〇ffi ひさ JS 久しくの 枕 この 

句まで は 四 句な 云 ふための 序に 用 

ゐ；， ： もの o 


〇 手づ くり 調 布 。手お りの 白い 

o さら，/, \" に さらに >f^o かさ 

ねがさね G 

O 奈 良の 都 十3 い 都 o 轉 じて 古い 

w いふ 竑。 

〇 ね Ja* そかね つる 願 ひかね た 0 


〇 かづに きのく め ぢの檎 の 次の 

句の 序 o  くめ ぢの梳 のこ ミは前 出 


誼 人 しらず 

我が 宿 は播麿 潟に も あらな くに あかし も 果てで 人の 行 くらむ 

浪閒 より 見 ゆる 小島の 濱 ひさぎ ひさしく なりぬ 君に あはす て 

人  麿 

ます か V み 手に 取り もちて 朝な/ \ 見れ ども 君に あくとき ぞ なき 

皆 人の 笠に ぬ ふて ふ 有 閒すゅ ありての 後 も 逢 はむ とぞ おも ふ 

讀 人 し ら ず 

伊香保の やい かほの 沼の いかにして 戀 しき 人 をい ま 一 目み む 

玉 川に さらす 手づ くり さら/ \- にむ かしの 人の 戀 しき や なぞ 

身 はは やく 奈 良の 都に なりに しを戀 しき ことの ふりせ ざるら む 

藤 原忠厣 朝臣 

石の 上 ふりに しこ ひの 神 さびて たたる に 我 はねぎ ぞか ねつる 

讀人 しらず 

いかばかり 苦しき も のぞ かづら きのく めぢの 橋の 中の 絕 えま は 

かぎりなく 思 ふながら の 橋ば しら 思 ひながら に 中ゃ絕 えなむ 

女の もとにつ か はしける  源賴光 

拾^ 和 欲 集卷第 十四 戀四  四 九 七 


o 心の ま つ は 待つ ,~J お ，こ な かけ 


〇 かみて ふ 神 神 vj いふ 神。 あら 

ゆる： so 


〇 忘 らる 、身 を は 思 はや 忘 れ 

れ 捨てられる 自分の 身 は^うで 


〇 なにせむ に 何のた めに。 

o いか はや 往か はや VJ 生か はや 

ミ を かけた もの o 


〇 知ら * せ は 知ったなら は o 


拾遺 和歌 集卷第 十四 戀四  四 九 八 

なかく にい ひも はなた で 信 濃なる 木 曾 路の撟 のかけ たる や なぞ 

題 しらず  讀人 しらず 

杉 立てる やど を ぞ人は たづね ける 心の 4V6 つ はか ひなかり けり 

石の かみ ふるの 社の ゅふ櫸 かけての みや はこ ひむ と 思 ひし 

われ やうき 人 やつらき と 千 早 振 かみて ふ 神に 問 ひみて しがな 

住吉の あら 人 神に ちか ひても わする ， きみが こ、 ろと ぞ 聞く 

右  近 

忘らる ， 身 をば 思 はすち かひて し 人の 命の 惜しく も あるかな 

女を馄 みて 更に まう で こじと ちか ひて 後に つか はしける  貨方 朝臣 

なにせむ に 命 を かけて 誓 ひけむ いかば やと 思 ふ をり も ありけ り 

題 しらず  讀人 しらず 

廣ひ ぢの數 にも あらぬ われ ゆ ゑに 思 ひわ ぶら む 妹が かなし さ 

.  人  麿 

戀ひく ての ち も 逢 はむ と 慰む る 心しな くばい のち あらめ や 

い .v，  よそ 

かくば かり 戀 しき 物と 知ら. ませば 外に 見る ベ く ありけ る もの を 

諌人 しらず 


o かつみつ >  f 方に は 見ながら 


o つめたに ひお ね 爪 さへ も ，f| れ 

な い C 

o あさまし きまで 上の 三 句 を 序 

S して！ s ぃミ 受けた もの。 あきれ 

てし まふ 程。 與 さめる 程 o 

o いく その 人 いくらの 人 o 

〇：び の S の 堀江の 次の ふかくな 

云 ふための 序 次の 歌 も 上の 二 句 

は 三 句 S 序。 


淚川 のどかに だに もな がれな むこ ひしき 人の かゆ や 見 ゆると 

貫  之 

なみだ 河お つる 水上 はやければ せき ぞ かねつる 袖の しがら み 

萬 葉 集 和し 侍リ ける 歌  源.  順 

^川 そこの もく づ となり はてて 戀 しき 瀨々 にな がれ こそ すれ 

女の もとにつ か はしける  藤 原 惟 成 

人知れ す 落つ る淚 のつ もりつ ゝ 數 かくば かりなり にけ るかな 

天 麿の 御 時 承 香 殿の 前 を わたらせ 給 ひて こと 御 方に 渡らせた まひければ 

齋宫 女御 

かつみつ 、 かけ 離れ 行く 水の 而 にかく 數 ならぬ 身 をい かにせ む 

題 しらず  讀人 しらず 

さ を 鹿の つめ だに ひぢぬ 山川の あさましき まで 訪 はぬ 君 かな 

あさまし や 木の 下 陰の いは 淸 水い くその 人の かゆ を：^ つらむ 

行く 水の 泡なら ば こそ 消え か へ り 人の ふちせ をな がれても 見め 

津の國 の 堀江の ふかく 思 ふと も われ は 難 波の なにと だに 見す 

律の くにの 生 田の 川の いくたび かつらき 心 を われに 見 すらむ 

拾逍 和^ 蕖卷笫 十四 戀四  四 九九 


拾^ 和歌 集卷第 十四 戀 s: 


五 〇〇 


〇 こや w いはな む こや は 上の 三 

句な 受けて 檨け、 來ぃミ 云 

つて くれれ はよ いの 葸 o 

〇 まろ や は まろ は 上の 三 句な 受 

けて 假に 造った M ミ、 併せて 自分 

〇 ミこめ づら なれ いつまでも 珍 

らしい。 常に 珍ら しい o 

〇す>  たれ 5」 煤^ 垂れて あるが 


〇 や ばか 行く 八 百 日 行く。 多く 

の H! を かけて 行く  0 

o いづれ まされり 5.- ちらが まさ 

つて ゐ るか 0 


o 都の ふじ 常に 思 ひが もえて ゐ 

るミ云 ふ 意から 云った もの o 

〇 くるし かるらむ 根 Jnf の 總るミ 

苦し-/ J を かけた もの o 

〇 我ぞ ますた の 云々 自分の 方が 

培って ゐ るミ、 生きて ゐる 甲斐が 

ない ミミに、 ますた の 池"/」 かけた 


つのく にの 難 波 わたりに 作る なるこ やとい はなむ 行きて 見る ベ 

旅人の かや 刈りお ほひつく るて ふまろ や は 人 を 思 ひわす る A 

難 波 人 葦 火た くや はす、 たれ どお のが 妻 こそと こめ づら な， 


人 


、  讀 人 

住吉の 岸に 生 ひたる わすれ 草 見す や あらまし 戀ひは 死ぬ とも 

や ほか 行く 濱の眞 砂と 我が こ ひと いづれ まされり 沖つ 島 もり 

屛 風に みくま 野の かた かきたる 所  兼 

さしながら 人の 心 をみ くま 野の うらの はま ゆ ふ 幾重な るら む 

ふじの 山の かた をつ くらせ 給 ひて 藤 壺の御 方へ つか はすと て  天 薛 

世の 人の 及ばぬ もの は富士 のね の 雲居に たかき おも ひなり けり 

題 しらず  讀 人 

我が 戀の あら はに 見 ゆる ものなら ば 都の ふじと いはれ なまし を 

慮 根 はふう き はう へ 、 J そつれ なけれ 下 はえなら すお も ふ 心 を 

ねぬな は 

根蓴 のく るし かるらむ ス よりも 我ぞ ます だのい ける かひな き 


CMS のか- 


親の 伺 ふ ar 


〇 こ やそな るら む これが それで 

あらう o これが 想 V」 いふ ものたら 


糠-.,、 J し VJ いふ やうな 


〇内 外な. 

へ たてな， 


〇 うかりけ るふし 

i 白 絲に 封す る錄 語で ふし vj 云 

つた もの o 四 句の 今く る 人 も 同じ 

綠 語で 繰る の^な 含めた もの。 

CS の はたて 雲. 2 形が 旗の な， ひ 

くや- フに 見える もの。 心の 亂れる 

の を 形. おする 詞 o 

〇 なつけ わ-, ひねる 馴れさせ るの 


〇 か；.： かひ ^ひの 不足な こ VJO 

飼*! する のによ く 精な 出さぬ こ VJ 

O こま はしく 勒が ほしい VJ、 来 

て もら ひたい VJ を かけた もの <* 

つ こ、 ろ こはく 上の 三 句 はこの 

詞の序 o 心强 く、 氣が强 く。 


足 乳 根の 親の かふ このま ゆ 籠り いぶせく も 有る か 妹に あはす て 

讀 人 

いさやま だ 戀てふ 事 も 知らな くにこ やそな るら むい こそ 寢られ ね 

たらち ねの 親の 諫めし うた、 寢は物 思 ふ 時の 業に ぞ ありけ る 

年 を へ て さね あきらの 朝臣 まう で來 たりければ 簾 ごしに すゑて 物語し 侍 

リ ける にい かぐ ありけ む  中 


內外 なく 馴れ もしな まし 玉 だれの たれ 年月 をへ だて 初めけ む 

題 しらず  莨 

うかりけ るふし をば 捨てて 白絲の 今く る 人と おも ひな さなむ 

讀 人 

思 ふとて いとこ そ 人に なれ ざらめし か惯 ひて ぞ兒 ねば 戀 しき 

手枕の 隙 閒の風 もさむ かりき 身 はなら はしの ものに ぞ ありけ る 

吹く 風に 雲の はたて はと  >  む ともい か V 賴 まむ 人の こ、 ろ は 

若草に と  >  め も あ へ ぬ 駒よりも なつけ 侘びぬ る 人の 心 か 

&ち のく 

ぁぷ 事の かた かひした る陸奧 のこ まほし くの みおも ほ ゆる かな 

陸奧の あだちの 原の しらま 弓 こ、 ろ こはく も 見 ゆるき みかな 

拾遗 和^ 集卷第 十四 戀四  五 〇 一 


拾 遣 和歌 集 卷第十 S 戀 四 


五 C1- 


0 立ち わ づ.. T ひね 立って ゐ てな 

やん ね。 


〇 いかに 久しき もの- 

^ん なに 久し  いもの. 

御存じで すか o 


： はしる 

I い ふ 事 を 


〇 な： £s きこる 欽 きを 木に かけて 

それ *! 伐る ミ云ふ 意に、 欽 きのつ 

もる の ュぬ を かけ.； ，1 もの o 

〇 ぼ 5」/ヽ しく 程へ て 久しく o 


伊 


勢 


年月の 行 くらむ 方 もお も ほえす 秋の はっかに ひとの；^ ゆれば 

思 ひき ゃ逯ひ 見ぬ ほどの 年月 を かぞ ふば かりに ならむ ものと は 

はるかなる 程に も 通 ふこ 、 ろかな さりと て 人の 知らぬ もの ゆ ゑ 


源 


經 基 


人 


讀 人 


麿 


ら ず 


遠き 所 に 思 ふ 人 を お き 侍リ て 

雪 居なる 人 を はるかに^ ふに は 我が こ、 ろ さ へ 空に こそ なれ 

^を まか リて よみ 侍リ ける 

よそに ありて 雪 居に^ ゆる 妹が 家に 早くい たらむ あゆめ 黑駒 

題し、 りず 

我が か へ る 道の くろご ま 心 あらば 君 は來す ともおの れいな、 け 

入道 攝政 まかりた りけ るに 門 をお そく あけければ 立ち ゎづら ひぬ と い ひ 

いれて 侍リ ければ  右大將 道辆母 

歎きつ ， ひとりぬ る 夜の あくる ま はいかに 久しき ものと か はしる 

題 しらず  證人 しらず 

な ゆきこる 人 入る 山の 斧の 柄の ほど/ \ 'しく も 成りに ける かな 

お こな ひせむ とて 山に 籠 リ侍リ ける に 里の 人に つか はしける 


〇 うつれる か^ 接に 寫った 影ミ 

色のお. t ろ へ た 姿 ミ を かけた もの 


〇 あたらし 25 し！ 1/ 


拾 遣 和お ％ ^^十四 戀 叫 


人に だに 知らせで 入りし おく 山に 戀 しさい かで 尋ね 來 つらむ 

くに もちが むすめ をと もみつ まかり さリて 後錢を 返し 遣 はすと てかきつ 

けて つか は しけ る 

かゆた えてき 束な さの ます 鏡み すば わが 身のう さも 知られ じ 

題 しらず  讀 人 ， 

おも ひます 人し なければ ます 鏡う つれる かゆと ね をの みぞ 泣く 

我が 袖の ぬる ， を 人の 咎めす ばね を だに やすく 泣く ベ きもの を 

みやう ぶ 

儿茛 のみこ こまの 命婦に 物い ひ 侍りけ る 時 女の いひ 逍 はしける 

數 ならぬ 身 は 唯に だに 思 ほえで いかにせ よと か 眺めら るら む 

題 しらず  讀 人 ， 

夢に さへ 人の つれな くみえ つれば 寢て も覺 めても 物 を こそ 思へ 

みる 夢のう つ ゝ になる は 世の常 ぞ 現の ゆめになる ぞ かなしき 

逢 ふこと は 夢の 中に もうれ しくて 寢覺 のこ ひぞ わびし かりけ る 

忘れ じょ ゆめと 契りし ことの 葉 はう つ ， につら き 心なり けり 

あたらしと 何に 命 を 思 ひけむ わすれば ふるく 成りぬべき 身 を 

柹 本 

五 〇 三 


拾 造 和 欹築卷 第 十 n 戀 w 


五 o 四 


〇 神の いがき 神の 忌垣 0 蒙。 


千 早 振 神の いがき も 越えぬべし 今 はわが 身の 惜しけ くもなし 


〇 住吉の 云々 はじめの 三 句 は w 

句み-云 ふための 序** 


〇 今 は ベ r./J なって は。 


〇 期 ^0 


〇 いつば り VJ 思 ふ ものから ^り 

である ば 思 ふ ものの o 


拾遺 和歌 集 卷第 十五 

戀 五 

善祐 法師 流されて 侍りけ る 時 母の いひ 遣 はしける 

なく 淚世は 皆う みとな りなな む 同じ なぎさに ながれよ るべ く 

題 しらず  人 

住吉 のきし にむ か へ る 淡路島 あはれ ときみ をい はぬ 日ぞ なき 

讀人 しらず 

捨て 果てむ 命 を 今 はたの まれよ 逢 ふべき ことの この 世なら ねば 

ふたたび 

生き 死なむ ことの 心に かな ひせば 一 一度 もの は 思 は ざら まし 

燃え はてて 灰と なりな む 時に こそ 人 を 思 ひの やまむ 期に せめ 

いづ 方に 行き 隱れ なむ 世の中に 身の あれば こそ 人 も つら けれ 

あり へ むと 思 ひも かけぬ 世の なか は 中々 身 をぞ欵 かざ.^ ける 

いつはり と 思 ふ ものから 今 さらに 誰が まこと を か 我 はたの まむ 

ぼの 中のう きも つらき も 忍 ぶれば 思 ひ 知らす と 人 やみ るら む 


拾逍 和^ 集 5 ほ 第， に 五 戀五 


五 〇 五 


拾 遣 和 馱集卷 第 十五 戀だ  五 〇 六 

1 向に 死なば 何 か はさ も あらば あれ 生きて かひな き 物 思 ふ 身 は 

.  人 

， J ひする に 死にす る 物に あらませば 千度 ぞ我 はしに か へ らまし 

こ ひて 死ね 戀 ひて しねと や 吾妹 子が 我が家の 門 を 過ぎて 行 くらむ 

戀 ひしな ば こ ひも 死ねと や 玉鋅の 道行く 人に ことづて もな き 

重 


〇 伏 見に きても 伏 見に 伏す を か 


c^: にしむ 色 は 物にしむ ものな 

れ はいふ a 

〇s はれね ぺき戀 忍 £i. れるゃ -ブ 


〇 いか 


^う 力し 一 


之 


戀し きを 慰め かねてす が はら や 伏 見に き て も 寢られ さりけ り 

讀人 しらず 

戀 しき は 色に 出 でても み えなく にい かなる 時 か 胸に しむら む 

忍ばむ に 忍ばれぬ ベ き戀な らば 辛き につけて やみ もしな まし 

女に つか は. L ける  大屮 臣能宣 

いか 一 じく 戀 ふ る 心 を 慰めての ちの 世まで の もの を 思 はじ 

題 しらず  請 人 しらず 

かざりな く 思 ふ 心の 深ければ つらき も 知らぬ ものに ぞ ありけ る 

现な しゃし ひても たのむ 心 かなつ らしと かつ は 思 ふ ものから 

うしと mcl ふ ものから 人の 戀 しき は いづく を 忍ぶ こ ， ろな るら む 


〇 心なら まし 忘れね 我が 心で あ 


〇st り. おより ぞ S に 根の 意，. v か 

けて、 次に おひ はじめけ る け 

たもの o 


〇 かる や 鹿な &る矢 o また 韃矢 

かミ もい ふ o 


身のう きを 人の つらき と 思 ふ f 1 そ 我と もい はじ 瑰 なかり けれ 

つ らしと はお も ふ ものから 戀 しき は 我 にかな はぬ 心なり けり 

つらき を も 思 ひ 知る や は 我がた めにつら き 人し も 我 を うらむ る 

心 をば つらき も のぞと いひ 置きて か はら じと 思 ふ 顏ぞこ ひしき 

淺ま しゃ：^ しかと だに もお も はぬ にか はらぬ 顔ぞ 心なら まし 

物い ひ侍リ け， る 女の 後に つれな く 侍リて 更に あはず 侍りければ 一條 懾政 

哀れと もい ふべ き 人 は 思 ほえで 身の い たづら になり ぬべき かな 

題 しらず  勢 

さも こそ は 逢 ひ：：^ むことの 難から め 忘れす とだにい ふ 人の なき 

. 藤 原 有 時 

逢 ふ^のな ゆきの もと を尋 ぬれば 獨り 寝より ぞ おひ はじめけ る 


貫 


大方の 我が身 ひとつの うきから になべ ての 世 をも怅 みつる かな 


：: な- 广". あらち をの かる 矢の 先にた つ 鹿 もい とわれば かり 物 はお も はじ 

荒磯の ほか ゆく 浪 の ほか ご ， ろ 我 はお も はじ 戀ひは 死ぬ とも 

拾 逍和欲 集卷笫 十五 ^  五 〇 七 


之 


拾^ 和^^ 卷第 十五 戀五  五 〇 八 

かきくもり 雨 ふる 川の さ ノ ら波 まなく も 人の 戀 ひらる ， かな 

我が ごと や 雲の 中に もお も ふらむ あめ も淚も ふりに こそ 降れ 

^る 雨に 出 でても 濡れぬ 我が 袖の^に ゐ ながら ひぢ まさる かな 


O の ごふ ねクふ o 拭く o 

o ふりぬ ベら なり 降り ミ 古り * 

を かけた もの" * 


G もミ のめ はじめの 女 * 

〇 風ない たみ 風が 强 いので * 


貫 


讀 人 

, .) れを だに かき ぞ煩ふ あめと ふる 淚 をの ごふ いとまなければ 

君 こふる 我 も ひさしく なり ぬれば そでに 淚も ふりぬ ベ ら なり 

.  ひ 叉 i 

きみ 戀 ふる 淚 のか ， る 袖の うら は 厳な りと も 朽ち ぞ しぬべき 

まだ 知らぬ 思 ひに も ゆる 我が身 かな さる は淚の 川の 中に て 

女の 許に 罷りけ る を もとの めの 制し 侍リ ければ  源 

風 をいた み 思 はぬ 方に とまりす る 蟹の 小舟 も かく やわ ぶら む 

題 しらず  讀 人 

瀨を やみた えすな がる ， 水よりも 盡 きせぬ もの は淚 なりけ り . 

わが ごとく 勿お も ふ 人まい にし へ も 今 行く する S も あら じと ぞ m-ん ふ 

. 坂 ト 

黑髮に 白髪 まじり 生 ふるまで かかる 戀に はい まだ あは、 さるに 


C 見ら く すくなく 見ら く は 見る 

の延宫 o 見る こ VJ が 少なく o 

〇 しがの «a の 云々 三 句まで は 四 

句 を 云 ふための 序 o 


〇wl はや は 人 を^く S はない な 


〇 紅の やし はの 衣 幾度 も/ 

そめた 紅の 衣。 

O あくた 火 芥を 焚いた 火 o 


汐 みてば 入りぬ る 磯の 草 なれ や 見ら く すくなく 戀 ふらく の 多き 

しがの 蟹の 釣に ともせる 漁火の ほのかに 人を兒 るよ しもが な 

岩根 ふみ 重なる 山 はな けれども 逢 はぬ 日 數を戀 ひや わたらむ 

藤 原 有 時 

なけき こる 山路 は 人 も 知らな くに 我が 心の みつね に 行 くらむ 

圆融院 の 御時少 將の觅 衣の もとに 遣 はしける 

かぎりなき 思 ひの 空に 満ち ぬればい くその けぶり 雪と な るら む 

御 かへ し 

空に みつお も ひの 煙く もなら ばな がむ る 人の 目に ぞ見 えまし 

題 しらず  讀人 しらず 

思 はすば つれな き 事 も つらから じ賴 めば 人 を うらみ つるかな 

つら けれど 恨む る 限り ありければ 物 はい はれで ねこ そ 泣か るれ 

紅 の やし ほの 衣 かくし あらば おも ひそめす ぞ あるべ かりけ る 

ほのかに も 我 をみ しまの あくた 火の あくと や 人の 音信 もせぬ 

延 喜の 御 時 承 香 殿 女御の 方な リ ける 女に もとよしの みこま かリ通 ひ^ リ 

ける たえて 後い ひっか はしける  承 香 殿 屮納言 

拾遗 和歌 集 卷第十 W 戀 K  五 〇 九 


〇人 を VJ く あくた 川て ふ 人 をす 

ぐ に きて しま ふ芥 川ミ いふ o 

〇 なに は 達 はね 律の 國 の^ 波 ミ 

. つ， > けて、 飽くミ いふ 芥 川の 名に 

達 はぬ./」 かけた もの。 


〇 なごりた み ^波の 彼 。風が 止 

んた径 にも 波 G 站まら ないで ゐる 

その 併せて 名殘 もな さに。 


O: 近 江なる 打 出の 瑢の 次の 句の 


ひ 知ら チは 思 ひ を 知らない 

たらよ o 


O 藻に すむ aij~ の 名 われから。 g 

の 名に 自分からの 意な かけた もの 


ね 遣 和歌 集卷第 十五 戀五  丑 ー〇 

人 をと く あくた 川て ふ 津の國 のな に は 違 はぬ ものに ぞ ありけ る 

題 しらず  讀人 しらず 

限りなく 忍 ひそめて しくれ な ゐの人 を あくに ぞか へ ら ざり ける 

あり そ 海の 沛 とたの めし なごりな みうち 寄せて ける 忘れ @- かな 

つら けれど 人に はい はす 岩 見 潟 うら みぞ 深き こ、 ろ ひとつに 

怨みぬ もうた が はしく ぞ おも ほ ゆる 賴 むこ、 ろの なき かと 思 へ ば 

J^Ti なる 打 出の 濱 のうちい でつ 、うらみ やせ まし ひとの 心 を  . 

わたつ 海の 深き 心 はありながら うら みられぬ る 物に ぞ ありけ る 

かすなら ぬ 身 は 心 だに なから なむ 思 ひ 知らす ば 怨みざる ベ く 

恨みての 後 さへ 人の 辛からば いかにい ひて か 音 を も 泣か ま し 

小野宮 のお ほい まう ち 君に つか はしける  院 大君 

君 をな ほうらみ つるかな あまの 刈る 藻に すむ 蟲の名 を 忘れつ ， 

題 しらず  讀人 しらず 

蟹の かる 藻に 住む 蟲の名 はきけ どた  > われからの 辛き なりけ り 

戀 ひわび ぬかな しき 事 も 慰めむ いづれ ながす の^ 邊な るら む 

かくば かり 憂し と 思 ふに 戀 しき はわれ さ へ 心 ふたつ 有りけ り 


o^0 にくみう つす みな はの 

筋に かけた 字。 


O かけじ 思 ひかけ じ o 思 ふまい 

〇 さや は 契りし そんなに り は 

しなかった * 

O 忘れ はてね 忘れて しまへ o 


〇 我 はかり われ をお もばむ 云々 

自分 .vc 分， n 身な 思 ふ 程に、 自分 

を ES つて くれる 人が あれ はよ い 0 

o さても やうき V.- それでも 此の 

世が *- きもので あるか，〕. -ラ か-、」 o 

<)J  ^ ゆる 心 も ゆる 、や C 


〇 たかさ ごに K 砂ミ いふ 地，.；；； に 

高い © なかけ たもの o 


平 


とにかくに 物 は 思 はす 飛驊 たくみう つす みな はの た  >  一 筋に 

左大臣の 女御ら せ侍リ にければ 父お とぐ の もとにつ か はしける 

いにしへ を 更に かけじと 思へ ども あやしく 目に もみつ 淚 かな 

女の もとにつ か はしける 

あ ふ 事 は 心に も あらで 程 ふと もさ や は 契りし 忘れ はてね と 

題 しらず 

忘る 、 か いざさ は 我 も 忘れな む 人に したが ふこ、 ろと ならば 

わすれぬ る 君 はな か/^ つらからで <f 「まで 生ける 身 を ぞうら むる 

我ば かり われ をお も はむ 人 も-かな さても やうき と^を 試みむ 

怪し くもいと ふ に は ゆる 心かない かにして か はお もひ絕 ゆべ き 

思 ふこと なすこ そ 神の かたから めしば しわする ， 心つ けなむ 

遠き 所に 侍リ ける 人 京に 侍" ける 男 を 道の ま 、 に戀 ひま か リて高 砂と 

ふ^にて よみ 侍リ ける 

たかさ ごに 我がなく^ はなり にけ り 都の 人 は 聞き やつ くらむ 

題 しらず 

拾 造 和歌 集卷笫 十五 戀 K  :A 一一 


夭 曆 御製 


忠 依 


讀人 しらず 


十五 戀五  ¥  一  二 

鹿 島な ろつ くまの 神の つくぐ と 我が身 一 つに 戀を 積みつ る 


〇 あわ 泡-、 あの 結び 方の 名^ 锘 

VJ を かけた もの ** 


拾遺 和歌 集 卷第 十六 


拾逍和 欤壤卷 ^十六 雜ぉ 


雜 宥 

題 しらず  凡 河内 躬恆 

舂立 つと おも ふ 心 は うれしくて いま ひととせの 老ぞ添 ひける 

讀人 しら ず 

新しき 年 は來れ どもい たづら に 我が身の みこ そふり まさり けれ 

新しき としに は あれ ども 鶯の 鳴く 音 さへ に はか はら ざり けり 

北 宮の屛 風に  右  近 

としつきの ゆく へ も 知らぬ 山賤は 瀧のお とに や 春 をし るら む 

延喜十 五 年饋 院の屛 風の 歌  紀貫之 

春 くれば 瀧の 白絲 いか なれ やむ すべ どもな ほ あわに 見 ゆらむ 

正月 に 人々 まう できた リ ける に乂の 口の あした に 右 衞門督 公任 朝臣 の も 

とに 遣 はしける  中 務卿具 平 親王 

あかざり し 君が に ほひの 戀 しさに 梅の 花 を、 ぞ 今朝 は 折りつ る 

五 一 三 


〇 ねこ じて 植 ゑし 根ながら 据 


〇 手な な 觸れそ も 手な ふれ そ 

いふに にじ o 手 を ふれるな。 

〇 御 倚子 ^椅子 o 


〇 お！^ つかな きを 不分明で あ 


拾 遣 和歌 集卷第 十六 雜ぉ  五一 四 

流され 侍リ ける 時 家の 梅の 花を兑 侍りて  贈 太 政 大臣 

こち 吹かば に ほひお こせよ 梅の 花 あるじな しとて 春 を 忘るな 

も  > -ぞ のの 齋院 の屛 風に  讀 人し ら ず 

梅の 花 春より さきに 暌 きし かどみ る 人 まれに ゆきの 降りつ ， 

題 しらず  中納言 安倍 廣庭 

いにし 年ね こじて 桢ゑし 我が 宿の わか 木の 栴 は花暌 きに けり 

天 曆の御 時大盤 所の 前に 鶯の m を 紅梅の 枝に つけて 立てられた リ ける を 

見て  一條 攝政 

花の 色 は あかす 見る とも 鶯 のね ぐらの えだに 手な な 觸れそ も 

おなじ 御 時 梅花 の もと に 御 倚子 た て さ せ 給 ひて 花の 宴せ さ せ 給 ふ に 殿上 

の をの こども 歌つ かう まつ リけ るに  © 寬 IliR 朝臣 

折りて 見る かひ も あるかな 梅の 花 今日 九重に に ほひ まさりて 

內 裏の 御遊 侍リ ける 時  參 議伊衡 

かざして は 白髮に まが ふ 梅の 花 今 は いづれ をぬ かむ とすら む 

涛 和の 七の みこ 六十の 賀の杼 風に  貫  之 

數 ふれ どお ほつ かなき を 我が^の 栴 こそ 春の かす を 知 るら め 


〇 あはれ なる 呑 s^o 


o もし はの 煙 键 を^く 煙。 海藻 

に 幾度 も 海水 ケ注ぎ かけて 乾し そ 

の 蓰ケ燒 いて な *、」 る その 煙 0 

〇た ち もこ そ ES け 春 铵 が 立つ ミ 

立ち ra  く  *、」 を かけた もの。 


拾 遣 和^ 


題 しらず  讀 A 

年毎に 咬き は 代れ ど 梅の 花 あはれ なる 香 はう せす ぞ ありけ る 

阆融院 の 御 時の 三 尺の 御屛 風の 十二 帖の 歌の 中に  源 

梅が 枝 を かりに 来て 折る 人 や あると 野べ の 霞 は 立ち 隱す かも 

北. 21 山莊に 花の おもしろく 咲きて 侍リ ける を 見に 人々 ま 、りで 來リけ 


しらず 


れ *± 


右 衞門督 公任 


春 來てぞ ひと もと ひける 山里 は 花 こそ やどの あるじな り けれ 

鞍馬に まう で^りけ る 折に 逍を ふみた がへ てよ み侍リ ける  安 法 法 S 

お ほつ かなく らまの 山の みち 知らで 霞のう ちに 惑 ふ 今日 かな 

延喜 十五 年齋 院の屛 風に 餒を わけて 山寺に 入る 人 あり  紀ぉ之 

思 ふこと ありて こそ 行け はる 霞みち さまた ゆに 立ちな かくし そ 

小 一條のお ほい まう ちぎみ の 家のお 子に  よしの tj 

田 子の 沛に 霞の ふかく：^ ゆる かな もし ほの 煙たち や 添 ふらむ 

山里に 忍びて 女をゐ てまう で來て ある &R のよ み侍リ ける  よみ 人し 、りず 

思 ふこと いはで やみな む 春が すみ. E 路も 近した ち もこ そ 聞け 

人に 物い ふと 聞きて と はざリ ける 男の 許に  屮宮內 侍 

雑 春  五一 五 


拾 造 和歌 集卷第 十六 雜春 


五 1 六 


〇 あさる さがし 求める o 

〇 なきな 無き 名ミ 無き 菜 VJ を か 

け.； J もの _* 


〇 なづ さは ま， 

む o 


狎れ^ ふ o なじ 


o 手た ゆく 手の たるくなる 程 0 


〇 いっきの 宮 脔宮を 五つ 木に か 


春 日 野の 荻 s やけ^ あさると も 見えぬな きな をお ほすな るかな 

女の 許に なづ なの 花に つけて つか はしける  藤 原 一 

雪 をう すみ 垣根に 摘める から 薺な づさ はまく の ほしき 君 かな 

ね ひ 

東 三 倏院の 御 四十九日 のうちに 子の 日いで きたりけ るに 宮の 君と いひけ 

る 人の 許に 遣 はしける  右衞 門お 

たれに より 松 を も 引かむ 鶯の はつね かひな きけ ふに も あるかな 

子の 日  惠慶 

引きて みる 子の 日の 松 は 程な きをい かで 籠れる 千世に か あるら む 

題 しらず  讀 人し 

しめて こそ 千歳の 春 は來っ ， みめ 松 を 手た ゆく 何 かひくべき 

齋院の 子の 日  した 

ひと もとの 松の 千歳 も ひさしき にいつ きの 宮ぞ思 ひやら る ， 

右 大將實 資下臈 に侍リ ける 時 子の E しける に  淸 原 

老の よに かかる みゆき はありき やと 木 高き 峯の 松に 問 はば や 

« ゐ 

正月 敍 位の 顷 ある 所に. <  々まか リぁ ひて 子の 日の 歌よ まむ と いひて 侍り 

ける に 六 位に 侍リ ける 時  大中臣 


o そでの 綠 六 位な 云った もの * 

綠. は 松に 綠が あるから 封 照した 


〇 ひく ひ.、. - 梓弓の 綠語ミ して 用 

ゐ たもの。 併せて 助けて くれる 人 

の 弦 o 

O もろ や 諸 矢 o 梓弓の 緣 語で 二 

度の よろこび を 云った もの。 


〇 家： a 住 35。 家 G 

〇 外に兒 ゆ © の 外に 見える o 

o^i 巿女 笠み-被って 薄絹な 

著た 女の いでたち o 

リ. こころ &龙 。山の 芋に 似た も 

の o 

o 二人ね はかり 二人 寢る位 。野 

龙な 所に かけて 云った もの o 


〇 所せ き 人 世 をお 屈に 苺して ゐ 

る 人 o 


松なら ば ひく 人 今日は ありな まし そでの 綠ぞ かひな かりけ る 

ぢ もく  も ザち 

除 目の ころ 子の 曰に あた リて 侍リ ける に按察 0 更衣の 局よ" 松 を^に て 

たべもの を 出して 侍" ける に  元  輔 

引く 人 もなくて やみぬ るみ 吉 野の 松 は 子の 日 をよ そに， 】 そ 聞け 

康和ニ 年 春宮の 蔵人に なリて 月のう ちに 民部丞 にう つ リてニ 皮 よろこび 

をのべ て 右近 命婦が もとに 遣 はしける  したが ふ 

ひく ひ ともなし と 思 ひし 梓弓い ま ぞうれ しき もろ やし つれば 

題 しらず  讀人 しらず 

唉 きし 時な ほこ そ 見し かも >  の 花 散れば 惜しく ぞ思 ひなり ぬる 

そち 

帥の みこ 人々 に 歌よ ませ 侍リ ける に  弓 0 嘉 言 

山 ざとの 家居 はかす みこめ たれ どかき ねの 柳す ゑ は 外に 見 ゆ 

舂 もの へ まか リけ るに 壶裝朿 して 侍リ ける 女 どもの 野邊 に侍リ ける を 見 


て 何 わざす る ぞと問 ひければ ところ 掘るな リ といら へければ  贺朝 法師 

春の 野に ところ 求む とい ふなる は 一 一人ぬ ばかり 見出たり や 君 

かへ し  讀 人し、 りず 

春の 野に ほる くみれ どな かりけ り 世に 所せ き 人の ために は 

拾 遣 和歌 集卷第 十六 雜舂  五一 七 


拾 遗和耿 集卷第 十六 雜春 

題 しらず 


五 


〇 吹き 果てね 吹いて しまへ o 

〇s ひなくて みるべく  K るを惜 

しむた めの 物 思 ひもなくて 見る.；： 


o なき：^ ぐ さは ^-に 可 物 パ. 


〇 見 まう き 見る こ./ JQ つらい o 

o み づし所 御 {S 子 所 o 宮中で 樂 

器ゃ番 籍. な さ を鈉 めて IM かれる 所 

0 諸 ミ もに 皆 ミー 猪に o 


かきく らし 雪 も ふらな む樱花 まだ 暌か ぬま はよ そ へ て も 見む 

春風 ははな のな き閒に 吹き 果てね 哚き なば 思 ひなくて みるべ . 


，r フ 

身 


吹 かざらむ ものと はなしに 櫻 花お も かゆに のみ まだき 見 ゆらむ 

讀人 しらず 

いづこに かこの 頃 花の 唤 かざらむ 心から こそ たづ ねられ けれ 

延 喜の 御 時の： 次の 御屛 風のう た  躬  位 

徵花 わがや どに のみ ありと 見ば なき 物ぐ さはお も は ざら まし 

さくらの 花の^き て侍リ ける 所に もろともに 侍リ ける 人の 後の 春 ほか に 

侍りけ るに 卯の花 を折リ てっか はしける  讀人 しらず 

もろともに 折りし はるの み戀 しくて ひとり 見 まう き 花盛り かな 

みづし 所に 侍 ひける に 蔵人 所の をの こども 櫻の 花 を 遣 はした リ ければ . 

壬 生忠見 

諸と もに われし 折らねば 櫻ば なお も ひやり て や 春 を くらさむ 

ある 人の もとに 遣 はしける  御 導師 淨蔵 


〇 待て vj いは は 法. M 樣に お待ち 

下さい ミ 中して は 


〇 ふるさ.、 J に 云々 

吹く から^に 見て いた V けぬ 7J 侘 

びて ゐた樓 が。 


〇 しづめ る 人 ^淪 して &る人 o 

身分の^ しくな つた 人 3 


之 


拾^ 和 欲^ 卷ぉ 十六 雜 


霞 立つ 山の あなたの さくら 花お も ひやり て や はるを くらさむ 

題 しらず  貫 

をち かたの 花も^ るべ く 白浪のと もに や 我 も 立ち わたら まし 

はる 花 山に 亭子 法皇お はしまして か へらせ 給 ひければ  僧正 遍昭 

待てと いはば いと も かしこし 花 山に しばし とな かむ 鳥の 音 もがな 

京； i 御^所 春 日に まう で侍リ ける とき！； 司の 奉りけ る 歌 あまた 有りけ る 

巾に  藤 原 忠^ 朝臣 

鶯の なきつる なべ に舂日 野の 今日の みゆき を はなと こそ 見れ 

ふ る さとに 喚く と^びつ る さくらばな 今年 ぞ教に 見えぬ へ ら なる 

春が すみかす がの 野邊に 立ち わたり 満ちても ^ ゆる 都人 かな 

^融院 の 御 時の 三尺の 御屛 風に 花の木の もとに 人々 あつま リ居 たる 所 

=^レ り 中に 嬉しき もの はお も ふ どち 花見て すぐす、 ^  y ろな りけ り 

十： s 惯 公の 家に て 池の ほと リの 櫻の 花 をよ み侍リ ける  元 

樱花 そこなる かけ ぞを しまる 、 しづめ る 人の はると おも へ ば 

上 總ょリ 上リて 侍りけ る ころ 源賴 光が 家に て 人 々洒 たう ベけ るつ いでに 

五一 九 


盛 


0 


拾^ 和^^ 卷笫 十六 雜^ 


55 


o さ ぶら ひ 髙 ft の 人の 傍に 待 ふ 

者の 詰めて KS る 所 o 


〇 ひの も V」 火の も VJ を nr の 本に 

かけた もの o 

〇 人の 闼 他 so 外 ISO 


〇 金 鼓 佛 家の 樂 器の  一 o 今日の 

伏 鉦 ミ 云 ひ、 又 鰐口 ミ もい ふ。 


〇 うしろめ た 後 HI*B し 0  .レ. 


〇 かめに させれ. 〕.- 瓶に ^ す- S い 

ふのに 長^の 敏 なかけ たもの。 

O.0 紫宸殿な いふ。 

CSU もりの ミ ものみ やっこ 主^ 

察の 下司で 禁 庭の 掃除な^ をす る 

もの o 

o 心 あら は 風流 心が あるなら は 

〇 朝ぎ よめ 禁 庭の 朝の 掃除 をい 


藤 原 長 能 

あづま ぢの 野路の 雪閒を 分けて 來て あはれ 都の 花 をみ るかな 

淸愼 公の 家の さ ぶら ひに ともし 火の もとに 櫻の 花 を^ リ てさして 铮 りけ 

る をよ み侍リ ける  兼 盛 弟 

ひのもとに 唉 ける 櫻の 色 みれば 人の 國 にも あら じと ぞ おも ふ 

山 櫻 をみ 侍リて  平 公誠 

み 山 木の 一 一葉み つばに も ゆるまで 消えせ ぬ 雪 と 見え もす るかな 

こんぐ  I 

金 鼓う ち侍リ ける 時に 畑 やき 侍リ ける を兑 てよ み侍リ ける  藏原長 

かた 山に はたやく をの こかの 見 ゆるみ 巾樱 はよ きて はた 燒け 

石山-の 堂の まへ に 侍りけ る さくら 木に かきつけ 侍りけ る  壞人 しらず 

うしろめ たいかで 歸らむ 山 櫻 あかぬ に ほひ を かぜに まかせて 

あつよしの  か 

敦慶 式部 卿の みこの むすめ 伊勢が 腹に 侍りけ るが 近き 所に 侍リ ける に^ 

にさした る 花 を 贈る とて  貫  之 

久し かれ あだに 散るな と 櫻 花 かめに させれ どうつ ろ ひに けり 

延 喜の 御 咔南 殿に 散リ つみて 侍リ ける 花 を兑て  源 公忠 朝臣 

殿 もりのと ものみ やっこ 心 あらば この 春ば かり 朝ぎ よめすな 


O 存 ばくれ 5」 も 來 るに 耪る なか 

け、 ねな はは、 たえ や、 の綠 語.、. 

した もの ** 


つやな up 魚 を "、J るた めに 河の 

» に 木 や 竹 を 突の やうに 竝ぺて 水 

をせ くもの o 

〇 ひゆ こ を^んだ 竹の 端 を 線 

み殘 して 髹の やうに した もの。 

OVJ ぐら ft? のね や o ね o ら o  VJ 

や o 

O たき 物 焚いて その 番を かぐ も 

の o 主に^ 香な. V をい ふ。 


題 しらず  讃 入し 

櫻 花み 笠の 山の かゆし あれば 雪と 降れ ども 濡れ じと ぞ おも ふ 

年 ごとに 春の ながめ はせ しか ども 身 さ へ ふると も 思 は ざり し を 

し た 

年毎に 春 はくれ ども 池 水に 生 ふるぬな ははた えす ぞ 有りけ る 

三月 閏月 ぁリ ける 年 八重 山吹 をよ み 侍りけ る  菅 原 

春風 はの どけ かるべ し 八重よりも かさねてに ほへ 山吹の はな 

屛 風の 镥に 花の もとに 網 ひく 所 

沛人 はかす み を あみに むすべば や 浪の花 を もとめて 曳 くらむ 

延 喜の 御 時の 御屛 風に  貫 

やな 見れば か は 風いた く 吹く とき ぞ浪の 花 さ へ 落ち まさりけ る 

亭子院 京： i のみやす 所に 渡らせ 給うて 弓御覽 じて かけ 物いだ させ 給 ひけ 

るに ひげ こ に 花 を こき 入れて 櫻 をと ぐらに して 山^ を鶯に 結びす ゑ て か 

く かきてく はせ たリ ける  一條の 

木の間より 散り 來る花 を あづさ 弓え や はと V めぬ 春の 形見に 

比^の 山に 住み 侍リ ける 頃 人の たき 物 を こ ひて 侍リ ければ 侍りけ る ま、 

拾^お^ ft 卷第 十六 雜^:  五 ニー 


o た *.* か はかり * そ ^-,> 

り o  ^せて た， >  香 おけ o 


o まつに お V」 せで まつ 

訪ねて 來 ないで o 


拾 遣 和歌 集卷第 十六 雜春  五 ニニ 

にす こし を 梅の 花の 僅かに 散 リ殘リ て 侍る 枝に つけて 遣 はしける 如 覺法^ 

春 過ぎて 散り 巣て にけ る 梅の はなた ノ かば かり ぞ 枝に 殘れる 

右 衞門督 公任 こも リ侍リ ける ころ 四月 一日に いひつ か はしける 左大臣 

たにの 戶を とぢゃ 栗て つる 鶯 のまつ におと せで 春 も 過ぎぬ る 

かへ し  公任 朝臣 

行き か へ る 春 を もしら す花唉 かぬ み 山が くれのう ぐ ひすの 聲 

うづきつ いたち 

四月 朔 日よ み侍リ ける  元  輔 

春 は をし 郭公 はた 聞か まほし おも ひわ づ らふ しづ ご  >  ろかな 

延長 四 年 九 H:  二十 八日 法皇の 御 六十の 賀京 極の みやす 所の つかう まつ リ 

ける 屛 風の 歌 藤の 花  莨  之 

^風の 吹か む^り は 打ち は へ てた ゆべ くも あらす 唉 ける 藤な み 

延 喜の 御 時 藤^の 藤 花の 宴せ させ 給 ひける に 殿上の をの こども 歌つ かう 

まつ リけ るに  皇太后 宮權大 夫國章 

藤の 花^のう ちに は むらさきの 雪 かとの みぞ あやま たれけ る 

左大臣の むすめの 中宮の 料に てう じ 侍りけ る屛 風に  右衛門 督 公住 

むらさきの 雲とぞ 見 ゆる 藤の 花い かなる 宿の しるしなる らむ 


〇 紫 のい ろし こけれ は 紫の 色が 

ぬ いから o 


C 薬玉 S3 々の吞 を 包ん た 袋 を 玉 

の や う に 造 つ て 、 造花な^ で 飾り 

それに 五色の 絲な おく 垂らした も 

の、 ^又は 柱に 掛けて 邪氣 を拂っ 

たもの o 

o そらね 货 際なら ね 鳴き so 併 

せて うそ；^ き o 


〇 なのり ぬく こ-、/ 

名 か IS じで ある- 

名 A;: る" /.- 云つ たもの n 


くの を 


讀人 しらず 


入 


き 


之 


此 糸の いろし こければ ふぢの 花 まつの みどりもう つろ ひに けり 

題 しらず 

郭公 かよ ふかきね の 卯の花の うきこと あれ やきみ が來 まさぬ 

屏風の 繪に 

卯の花の 暌 ける 垣根に やどりせ じ寢 ぬに 明けぬ と 驚かれけ り 

みちの くにに まか リ下リ て 後 郭公 の聲を 聞きて 

としを へ てみ 山が くれの 杜宇き くひ ともなき 音 をの みぞ 鳴く 

さう ぶ  くすだま 

女の もとに 白き 絲を 菖蒲の 极 にして 藥玉 をお こせ 侍りて あはれ なる 事 ど 

も を ある 男の いひお こせて 侍リ ければ  讀 人し 

聲 立てて なくと いふと も 郭公た もと は 儒れ じ そらねな りけ り 

廉義 公の 家の 障子に  元  輔 

かくば. かり 待つ と 知らば や 郭公 木す ゑた かく も 鳴き わたる かな 

題 しらず  大中臣 躬 親 

たそがれ  ノ 

あしび きの 山 ほと 、 ぎす 里 なれて 黃昏 どきに なのり すら た も 

坂上郎 女に つか はしける  大伴像 見 

拾遗 和^^ 卷第 十六 雜春  五 二三 


.K 方 朝臣 


ず 


o うな たれぬべき うな たれる た 

らう o 


拾 遣 和歌 第 十六 雜春  五 二 四 

ふる 里の ならしの を かに 郭公 ことづて やりきい かに 告 けき や 

螢を よみ 侍りけ る  健 守 法師 

終夜 も ゆる ほたる を 八 「朝 みれば 草の葉 ごとに つゆ ぞ 置きけ る 

• 延^ 七 年 十月 十四日 もとよし のみ こ の 四十の 賀し 侍りけ る 時の 屛 風に 

貫  之 

常夏の 花 をし 見れば 打ち は へ て 過ぐ る 月日の かす も 知られす 

一條 攝 政の 北の方 ほかに 侍リ ける 頃 女御と. S. しける 時  贈 皇后 宫 

しばし だに かゆに 隱れ ぬと きは猶 うなだれぬべき 撫子の はな 

題 しらず  躬  恆 

おほめら き 

い たづら に 老いぬ ベら なり 大 荒木の 森の 下なる 草葉なら ね ど 


〇 さ.' がに の い- t の錄語 o 


〇 おり やた たまし おり 立た う VJ 

折りに  >  まう VJ*- かけた もの o 

〇ょ をう みて 世 を 港み て VJ、 接 

みて.、 J を かけた もの。 精む は 麻 や 

？を 細く 裂いて 長く 合 はせ て檨る 


拾遺 和歌 集 卷第 十七 

維 秋 


屛 風に 七 H 七 口  源 

棚 幾 は そらに 知 るら むさ ， がに の いと かくば かりまつ るノ" を 

^融院 の御屛 風に 七夕 まつ りした る 所に まがき の も-とに 男た てリ 平 

織女の あかぬ W れもゅ 、 しき を 今日し もな どかき みが 來 ませる 

七夕の 後 朝に 躬恆が もとにつ か はしける  賞 

朝戶 あけて ながめ やすらむ 棚 機の あかぬ 別れの そら を戀 ひつ 、 

しらず 

わたし 守 はや 舟よ せよ ひととせに 一 一た び來 ますきみ ならな く 

七夕 まつ リ かける 御 扇に 書かせ 蛤 ひける 

棚 I のうら やましき に 天の川 こよ ひば かり はおり やた たまし 

題 しらず 

よ をう みて 我が かすいと は 七夕の 淚の たまの 緖 とやな るら む 

拾 遣 和歌 集卷第 十七 雜秋  W 一一  五 


人 


0 


0 珐 


之 


麿. 


夭 曆 御製 


镇人 しらず. 


OS 遊戯の 名で、 石 はじきの 

赒で ある o 

〇 まけ わ. ざ 棊 な，)」 で 負けた 方 か 

ら HSJM  W して 饗^す る こ-、 ち 


〇 水の あや を 水の 波紋 V」 较ミみ 

かけた もの o 

〇 七夕つ め 櫚揆女 o 


五 二 

らん- *| 


^遗 和歌 集卷第 十七 雑 秋 

天， ま 四 年 五 二十 一 日 圓融院 のみ かど 一 品官に 渡らせ 給 ひて 亂， 荼 とらせ 

給 ひける に まけ わざ を 七月 七日に か の宫 ょリ內 の大盤 所に 奉られけ る 扇 

に はられて 侍りけ る うすもの におり つけて 侍リ ける  中  務 

天の河 か はべ す  >  しき たなばたに 扇の かぜ をな ほや かさまし 

元  輔 

あまの 川 あ ふぎの 風に きり 晴れて 空 澄み わたる かさ ， ぎの 橋 

同じ 御 時の^ 屛 風に 七ガ 七日の 夜 琴 ひく 女ぁリ  源  航 

たな はた 

琴の 昔 は なぞ やか ひなき 織女の あかぬ わかれ を ひきし とめねば 

仁 和の 御 の屛 風に 七 w 七 U 女の 河水 あみた る 所  平 定 文 

水の あや を おりたちて 著む ぬぎち らし 七夕つ めに 衣 かす 夜 は 

七： 七日よ み侍リ ける  藤 原義 孝 

秋風よ 棚 機つ めに こと 問 はむ いかなるよ にか 逢 はむ とすら む 

寂昭が もろこしに まか リ 渡る とて 七月 七 曰 舟に のリ 侍りけ るに い ひ 遣 は 

しける  右 衞門督 公任 

天の川 後の け ふだに はるけ きをい つと も 知らぬ 舟 出かな しも 

七夕の 後 朝に 躬恆が もとより 歌 よみてお こせて 侍りけ るか へり ごとに 


C 妹 の 山 妹 山 V」 お 山。 


C さがに くき よくない o 不 


〇 わたさね 人 濟度 しない 人。 あ 

まねく の 人に 及 ゆす^ o ふな 岡の 

船に 對 して 渡す VJ 云った もの。 


M  之 

あ ひ 見す て ひと 日 も 君に なら はねば 棚 機よりも われ ぞ まされる 

題 しらず  讀人 しらず 

むつまじき 妹 背の 山と 知らねば や はつ 秋 霧の 立ちへ だ つらむ 

天曆 の御屛 風に  . 

藻鹽 やく 煙になる ゝ須 磨の 蟹 は 秋た つ 霧 も わかす や あるら む 

三 條太政 大臣の 家に て 歌人め し橥 めて あまたの 題よ ませ 侍リ ける に 岸の 

ほと リの 花と いふ こと を  源 重 之 

行く みづの 岸に に ほ へ る t 郞花 しのびに 浪ゃ思 ひかくら む 

せんざい 

房の！ I！ 栽 見に 女 ども まう で 來たリ ければ  僧正 遍昭 

, J  > にし も 何に ほふらむ 女郞花 人の ものい ひさが にくき 世に 

題 しらず  讀人 しらず 

あきの 野の はなの いろくと りすべ て 我が 衣手に うつして しがな 

ふな ：！ の 野中に 立てる 女郎花 わたさぬ 人 は あら じと ぞ おも ふ 

M 融院の 御 屏風に 秋の 野に 色々 の 花咲きみ だれた る 所に^ すゑた る 人 あ 

V  平 兼 g 

れ^ 集卷笫 十七 雜秋  五二七 


〇 こてぶ にも 來ょ "/J いふに も- 


〇 おりに しかり 歸 つて 来た s?o 


〇 はしり 井の 程 はしり 井への 陌 

0O 走 井 は 近江國 にある 0 


五 二八 

鷹 をす ゑて ける かな 


拾遺 和歌 集卷第 十七 雜秋 

家苞 にあ またの 花 も 折るべき にね た- 

女郎花と いふ こと を 句の かみに 置きて 

を ぐら 山み ね 立ちなら しなく 鹿の へ に 

0  0  o  o  C 

題 しらず 

こて ふに も^たる もの かな 花璣こ ひしき 人に 見す ベ かりけ り 


る 秋 をし る 人の なき 


歸 りに しかり ぞな くなる むべ 人 はう き 世の中 を そむき か ぬらむ 

巾.. K の內 にお はし ましけ る 時 月の あかき 夜うた よみ 侍リ ける に 

九重の うちだに あかき 月影に 荒れた る やど をお も ひやる かな 

延喜 十九^ 九月 十三 日の 御屛 風に 月に の リて散 ニ疆湲 一 

も ゝ しきの 大 (呂 ながら 八十 島 を 兒るこ  >  ちす る あきの 夜の 月 

八月に 人の 家の 釣 殿 に まらう ど あまた あ リて月 をみ る 

水の面に 宿れる 月の のどけ き はなみ 居て 人の 寢ぬ夜 なれば か 

^慎 公の 五十の 賀の屛 風に 

はしり 井の 程 を 知らば や 逢坂の せき 引き越 ゆる ゆ ふか ゆの こま 

題 しらず  曾 


善 


0 


し 


元 


CJS ならぬ s より 外 o 


CW のす がき 蜘蛛の 


§» し し は强ぉ 。^風が まあ 


蟲 ならぬ 人 もお とせぬ 我が やどに 秋の 野邊 とて 君 はきに けり 


入 


庭 草に むらさめ 降りて ひ-ぐら しの 鳴く こ ゑき けば 秋は來 にけ り 

三 w 六十 首の 中に  よ 

秋風 は 吹きな やぶり そ 我が 宿の あばら かくせる 顿の すがき を 

右大將 定國の 家の 屏風に . .  み 

すみの 江の 松 を 秋 かぜ 吹く からに 聲 うち 添 ふるお きっしら なみ 

題 しらず  人 

あさ ぢ 

秋風の さむく 吹くなる 我が 宿の 淺茅が もとに ひぐ らし も 鳴く 

秋風し 日 ご と に ふけば 我が^の を かの 木の 槳 はい ろづ きに けり 

秋 霧の たなびく 小 野の 萩の 花 今や 散 るら むい まだ あかなく に 

近 どな リ なる 所に 方た が へ に 渡リて 宿れり と 聞きて ある 程に 亊に ふれて 

見き くに 欲よ むべ き 人な リと 聞きて これが^ よまむ さま いかでよ くみむ 

と へ ども いと も 心 にし あらねば 深く も S はずす X みても いはぬ 程に か 

れも又 試みむ と 思 ひければ 萩の 葉の もみ ぢ たるに つけて 歌 をな むお こせ 

たる  女 

^^和 欲 集卷第 十七 雜秋  五 二 九 


したに 


ね 


^遣 和^ 集卷第 十七 雜秋 


五 11IO 


c 人に こ、 ろ を そめし か は 人 を 

心 に^く  a ひ 込ん たので _* 


c 衣 かりがね 夜な « み VJ いふ を 

受けて 衣な 借る ミ 云 ひ、 併せて^ 

金ミ！ 8 けた もの o 

〇 そが 菊 黄菊。 仁 明 天皇が 黄菊 

を 好まれた ので その 年號 によって 

承 和^ ミ云 つた もの ミ いふ 說がぁ 

るが 詳 かで ない。 

〇 てこら さ 色 G 美しい V」 いふ 葸 


〇 ものね； i み 何- 

*- &むこ so 


〇 赤 裳 女が 鸱 から 下につ ける 衣 

で 色の 赤い もの o 

ぺ しの 菘 m 句まで はすべ て 

藏 いふた めの 序 o 


秋 萩の 下葉に つけて 目に ちかくよ そなる 人の こ 、 ろ を、 ぞ 見る 

力へ し  貫 

世の中の 人に こ、 ろ を そめし かば 草葉に いろ も 見え じと ぞ おも ふ 

題 しらず  人 

このごろの あかつき 露に 我が やどの 萩の 下葉 はいろ づきに けり 

夜 をさむみ 衣 かりがね なくなべ に 萩の 下葉 はいろ づきに けり 

讀 人し 

かの：^ ゆる 池邊に 立てる そが 菊の しけみ さ 枝の 色の てこら さ 

天 曆の御 時 菊の 宴 侍りけ る あしたに 奉リ ける  忠 

吹く 風に 散る ものなら ば 菊の はな 雪 居な りと も いろは 見て まし 

ものね たみし ける 男 はなれ 侍リて 後に 菊の 移ろ ひて 侍りけ る をつ か はす 

とて  讀 人し 

老が 世に 凝き こと 聞かぬ 菊 だに も 移ろ ふ 色 はありけ りと 見よ 

S3 しらず  人 

わぎもこが 赤 裳ぬ らして 楠 ゑし 田 を 刈りて をさむる 藏 なしの 濱 

風に おきなの 稻 運ばす るかた かきて 侍りけ る 所に  忠 


〇 立てに まし か は 立って ゐただ 

らうなら は o 

c 舟 木 舟に 造って ある 木。 


〇 故鄉に 一： ム々 旅人な 故 鄉に歸 つ 

て：；；： くの V」 考へ て か 0 


秋 ごとに かりつ る稻は 積み つれ ど 老いに ける 身ぞ おきどころ なき 

延 喜の 御 時の 月次の 御屛 風の 歌  躬  恆 

刈りて ほす 山 田の 稻を ほし わびて 守る 假 庵に いくよ 經 ぬらむ 

はらへ 

就し に 秋から さきに まかり 侍リて 舟の まか リ ける を 見 侍リて  惠慶 法師 

なぎさ こ ふなき 

おく 山に 立てら まし かば 汀曹ぐ 舟 木 もい ま はもみ ぢし てまし 


題 しらず  讀 人し、 り ず 

ひさかたの 月 を さやけ み もみ ぢば のこさ も 薄 さも わきつ ベ ら なり 

亭 子院大 井河に 御幸 ありて 行幸 もぁリ ぬべ き 所な りと お ほせ 洽ふ に亊の 

よし 奏せむ と 中して  小 一條 太 政 大臣 

小 倉 山み ねの もみ ぢ葉心 あらば 今 ひとたびの みゆき 待た なむ 

旅人の 紅葉の もと 行く かたかける 屛 風に  大中 E 能 宣 

故鄉 にか へ ると みて や 立田姬 もみ ぢ のにし きそら に 著 すらむ 

題 しらず  讀人 しらず 

しら 浪 はふる さと なれ や もみ ぢ ばの 錦 をき つ ゝ たち か へ るら む 

躬  恆 

もみ ぢ 葉の ながる ， 時 はたけ 河の 淵の みどり も 色 か はるら む 

拾遗 和^^ 卷第 十七 雜秋  五三 一 


C 月影の たな かみ 川に 云々 

かみ 川に 照る 月影が 淸 いから 


〇« 果てね は 飽き 果てね に 

はせ たもの o 


見 ゆる かな 紅葉の いろ や 淵頻な るら む 


拾 造 和歌 集卷第 十七 雜秋 

齊院 の御屛 風に 

水の面の ふかく あさ • 

內 裏の 御屛 風に  ^  0 

あ じろ 

月影の たな かみ 川に きょければ 綱 代に ひ をのよ る も 見えけ り 

蔵人 所に さ ぶら ひける 人の 冰 魚の 使に まか リに ける とて 京に：^ リ ながら 

音 もし 侍ら ざリ ければ  修 

いかでな ほ 網 代の ひ をに こと 問 はむ 何 によりて か 我 を 問 はぬ と 

題 しらず  讀 人 - 

祝 子が 齋ふ； S の もみぢ 葉 もしめ をば 越えて 散る とい ふ もの を 

ながつ 5 

九：；！； つ ごもり の 日 をと こ 女 野に 遊びて 紅葉 を^る  源 

いか なれば 紅葉に もま だ あかなく に 秋^て ぬと は 今日 をい ふらむ 

十月つ いたちの 口 殿上の をの こども 嵯峨 野に まかりて 侍る ともに よばれ 

て  涛原 

秋 もま だ 遠く も あらぬ に いかでな ほ 立ち 歸れ ともつ けに やら まし 

時雨 を  能 

そま 山に 立つ けぶり こそ 神無月し ぐれ をく だす 雪と なり けれ 


0 昔ながら の 山 音の ま * の 山- 

長^の 出。 


〇 ^ちつ もる てへ ^ちつ もる- 


O お 一ば 桓 a 


十月し がの 山 ごえし ける 入々  頃 

名 をき けばむ かしな がらの 山 なれ どし ぐる ， ， ) ろ は 色 か はりけ り 

冬お やの 喪に あ ひて 侍リ ける 法師の もとにつ か はしける  躬  恆 

もみ ぢばゃ 快な るら む 神無月し ぐる ， ごとに いろの まされば 

天 曆の御 時 伊勢が 家の 集 召したり ければ 參ら すと て  中  務 

しぐれつ ， ふりに し 宿の 言の葉 はかき 集 むれ どと まら ざり けり 

御 かへ し  天 暦 御製 

昔より 名 だかき やどの 言の葉 はこの 下に こそ^ち つもる て へ 

櫂屮納 言義懷 入道して 後む す め の 齋院に やしな ひた まひけ るが もとより 

ひんが し 

東 の院 に侍リ ける 姊の もとに 十月ば かリ にっか はしける 

やまがつ の 垣 ほ わたり をい かに ぞと霜 かれぐ に 訪ふ人 もな し 

三百 六十 首の 中に  曾 翻好忠 

み 山 木 を 朝な 夕な にこりつ めて さむさ を こふる 小 野の 炭 やき 

に ほ 鳥の 冰 のせき に閉ぢ られて 玉藻の やど を かれ やし ぬらむ 

高 岳 相 如が 家に 冬の 夜の 月お もしろう 侍リ ける 夜 まか リて  元  輔 

いざかく て 居り あ かしてむ 冬の 月 はるの 花に もお と ら ざり けり 

雑 秋  五 三 11 一 


0ミ く w はすれ 5」 疾く vj 解く.、」 

を かけ、 解く に 封し りな^れ 

る VJ 結ん たもの o 

o 小 忌 大 な】 化 や 新笞せ の 時に も 


〇 さ かづきに 酒杯 VJ 逆 月 VJ を 通 

はせ たもの。 逆 月 は 下弦の月 を 云 

つた もの e 

〇 山ゐ 山 藍の 田 各 o 


〇 空よりか 、る ゆ ふ ゆ ふ は 木綿 

楮の あま 皮で 截 つた 白い 布。 木綿 

しで を 云った もの 0 


〇 も VJ ゆ ひに ふり 添 ふ 雪 年々 頭 

髮の 白くな つて 行く 玖き o 


拾遺 和 欺 集卷第 十七 雜秋  玉ョ四 

祭の 使に まか リ いでけ る 人の 許より すり 袴す リに遣 はしける をお そしと 

責められければ  東宫女 蔵人 左 近 

かぎりなく とくと はすれ ど 足 引の 山 ゐの水 はな ほぞこ ほれる 

^ ふ 

バ^に あたりた る 人の 許に まかりた リ ければ 女 ども さか づきに 日陰 を そ 

へて 出したり ければ  よしのぶ 

有 明の 心地 こそ すれさ かづきに 日 かけ も 添 ひて 出で ぬと 思 へ ば 

右大臣 恆 佐の 家の 屛 風に 臨時 祭 かきたる 所に  つら ゆき 

足 引の 山る に摺れ る、 】 ろ も をば 神に つか ふるしる しと ぞ思ふ 

題 しらず  讀人 しらず 

千 早ぶ る 神の いがきに 雪 ふりて 空よりか ， る ゆ ふに ぞ ありけ る 

つら ゆき 

ひとり 寢 はくる しき 物と 徵 W りよと やた びなる 夜し も 雪の 降 るら む 

雪 を 島々 のかた に 作リて 見侍リ ける にやう^^き ぇ侍リ ければ 中務 のみこ 

わたつみ も ゆき ゆの 水 はま さりけ り をち の 島々 見えすな り 行く 

もと ゆ ひに ふり 添 ふ 雪の 零に は 枕の したに な みぞ 立ちけ る 

東宮の 御屛 風に 冬 野 やく 所  蘀 原道鎮 


o まつ 時 もな き 立身の S み 

いこ vj ない つた もの a 


さわらび やした にも ゆらむ 霜枯の 野原の けぶり 春めきに けり 

十 T 一  =： のつご もリ顷 に 身の上 をな げきて  赏 

霜枯 にみ えこし 梅は暌 きに けり 春に は 我が身 逄は むと はす や 

西なる 鄰に すみて かく 近 どな リ にあり ける ことな ど いひお こせ 侍りて 


梅の 花に ほひの 深く 見えつ る は 春のと なりの 近き なりけ り 

力 (し  貫 

梅 もみな 奍 ちかしと て 吹く もの を まつ 時 もな きわれ やなになる 

しはす のつご もり 方に 〔牛の 老いぬ る こと をな げきて 

むば 玉の 我が くろかみに 年 暮れて か V みの 影に ふれる しら 雪 


拾^ s^a^iw い 七 雜秋 


五三 五 


之 


三 統 元 夏 


之 


拾遺 和 歜集卷 第 十八 雜賀 

拾遺 和歌 集 卷第十 A 

雜 賀 


五三 六 


〇 昨 B より をち 昨日よりも 以前 


〇 いしな でり 石拉取 。子供の 遊 

s で、 石 を 空中に 投ゅ上 ゆて その 

落ちて 来ぬ ひまに 地上に ある 石な 

拾って 落ちて 來る 石に ねら ひ赏て 

る こ *yJO おて たまの 類 o 

〇 さ， >れ 石の かや 世に あり V. あ 

S さ， * れ 石の 5RO 


延喜ニ 年 五月の 中宮の 御 屛風元 口  ，ほ n 之 

咋 日より をち をば しらす の はるの 初め は 今 日に ぞ ありけ る 

屛 風に  伊勢 

は る と 雪 店 を さ し て 行く 舟の 行末と ほくお も ほ ゆる かな 

九條 右大臣の W 十の 賀の屛 風に 竹 ある 所に 花の木ち かく ぁリ  元  5i 

花の いろ も 常 磐なら なむな よ 竹の ながき よに 置く 露し か ゝ らば 

ためあきら の 朝臣 紀の 守に 侍りけ る 時ち ひさき 子 をいだ き いでて これ 祈 

れ 祈れと いひた る 歌よ めと いひ 侍リ ければ 

萬 代 をかぞ へむ もの は 紀の國 の 千 ひろの 濱の まさごな りけ り 

isK 呂の いしな どリの 石め しければ 三十 一 をつ、 みて ひとつに 一 文字 を か 

きて 參ら せけ る  讀人 しらず 

苔む さば 拾 ひも か へ むさ  >  れ石 のかす を みなとる 齢い くよ ぞ 


O まれら なる まれな o 


〇<w クら 鳥の Mo 

〇 わり.，. - 食物 ケ 入れて 携 へる 器 

はで、 辩常 ffi の やうな もの o 

caG かひ こ © の 卵 o 


〇 子 もた る 一 

る VJ 云 へ は n 


は 子み-持って ゐ 


o こむらさき 港 紫。 この 色 は 三 

位- U 上の 人 G 泡の 色に W るら れた 

ものであるから、 立身出世 する や 

ラ に さ 祝った ので ある ** 


大 


元 


ゆ 


拾^ 和^ 集卷第 十八 雜賀 


賀の昇 風 人の 家に 松の もとより 泉 出で たリ  貫  之 

松の 根に 出づる 泉の 水 なれば おなじき もの を絕ぇ じと ぞ おも ふ 

冷泉 院 五六の みこ 袴 著 侍りけ る 頃い ひお こせて 侍リ ける  左 

岩の 上に 松に たと へ む 君々 は 世に まれら なる 種ぞ とお も へ ば 

ある 人の 產 して 侍 リ ける 七夜  - 

松が 枝の かよへ る 枝 をと ぐらに て巢 t てらるべき 鷂の雛 かな 

大贰國 章う まご の 五十 日に わ リご調 じて 缺を翁 にか かせけ る 

松の 苔 千歳 を かねて 生 ひしゅれ 鶴の かひ この 巣と も^る ベ く 

題 しらず 

我の みや子 もた るて へばた かさごの 尾 上に 立てる まつ も 子 もたり 

延 喜の 御 時癉院 の屛風 四帖宣 旨に ょリて  貫 

幾 世 へ し 磯邊の 松ぞ むかしより 立ちよ る浪 やかす は 知 るら む 

入の かう ぶりし 侍リ ける に  元  輔 

こむらさき たなびく 雪 をし るべ にて 位の 山の みね を たづね む 

天 暦の 御時內 裏にて 爲平 のみこ 袴 著 侍りけ るに  參 議 好 古 

も ， しきに 千歳の こと はお ほかれ ど 今日の 君 はた 珍ら しき かな 

五三 七 


讀人 しらず 


之 


拾逍 和^^ 卷^」 - 八 ^贺 


o かざりち まき 美しく 钸 つた 棕 


OS? 


SB でつ 


o いっか わすれむ てひ 


〇 上 迗部 公卿。 


お 三 A 

五月^日ち ひさき かざ リ ちまき を 山菅の こ に 入れて 爲 まさの 朝臣 の むす 

めに 心 ざすと て  春 宮大夫 道^^ 

心 ざし ふかきみ ざ はに 刈る こも は 千歳の 五月い つかわ すれむ 

天 德四年 右大臣の 五十の 贺の屛 風に  ^ 原 元 0 

千歳へ む 君し いま さばす ベ らぎの 天の下 こそ うしろや すけれ 

東 三條 院の賀 左大臣の し侍リ ける に 上達部 か はらけ 取リ て^よみ^ リけ 

るに  右衛門 督 公任 

おが^に いま 幾た びか かくしつ ， 靖 しき ことに 逢 はむ とすら む 

右大 E 家つ くリ あらためて 渡リ はじめけ る顷 ふみつ くリ 歌な ど 人々 によ 

ませ 侍りけ るに 水樹多 一一 佳趣 一と い ふ 題 を 

澄み そむる 末の 心の 見 ゆる かなみ ぎ はの 松の かゆ をう つせば 

ある 人の^; し 侍りけ るに  權巾 納言敦 忠 

ちとせ 經ろ 爵の 鋭 をば 置き ながら 久しき もの は 君に ぞ ありけ る 

涛 和の 女 七の み この 八十の 贺重 明" のみ このし 侍りけ る^の 耔 風に 竹に 雪 

の 降リか V リた るかた ある 所に  貫  之 

白雪 はふり かくせ ど も 千世まで に け のみ どり は 變らざ り けり 


〇VJ みはたし てむ 名 を 詠み 込ん 

で、 な み 架す であらう の^に かけ 


づら 近 中 o 

C かま- V 山 斑の 綠に よって、 

え、 こがる、 ミ 云った もの。 


子 をと みはたと つけて 侍リ ける に 持 著す とて  ；兀  補 

世の中に ことなる 事 は あらす ともとみ はたしてむ 命な がくば 

屮將 に侍リ ける 時 右 大辨源 致 方 朝臣の もと へ 八重 紅^ を折リ て つか はす 

とて  右大 將實資 

流 俗の 色に は あらす うめの はな 

むね かたの 朝 E 

珍重す ベ きものと， ) そ 見れ 

筑紫 へま かリ ける 時に か まど 山 の もとに {们 リて 侍リ ける に 逍づ ら に侍リ 

ける 木に 古く かきつけて 侍リ ける 

舂 はもえ 秋 はこが る、 かまど 山 


霞 もき り もけ ぶりと ぞ見る 

^よしみね のよ しかたが むすめの 許に 逍 はすと て 

おも ひ 立ちぬ る 今日に も あるかな 

かからで も ありに しもの を舂震 

拾^ 和 欲 集卷第 十八 おお 


元  輔 

藤 原 忠君 朝臣 

むすめ 


五三九 


〇 お ほ vj の-、、 j もらで ssllg に 人 

御 あらせられ やに a 


〇-フ しみつ 丑 三つ V」 まし 見つ 

を かけた もの o 


〇 な はたつ 繩 雜 つ S 名 は 立つ 

を かけた もの o 


拾 遣 和歌 集卷第 十八 雜賀  五 四 〇 

\  みやす どころ 

脔幡の 御 息 所 內に參 リて遲 く 渡らせ 給 ひければ 

くらす ベ しゃ は 今までに 君 

と 奏し 侍リ ければ 

問 ふやと ぞ我も 待ちつ る 春の 日 を 

よ ひに 久しう お ほとの ごもら で 仰せられ ける 

さ 夜 ふけて 今 はねぶ たくな りに けり 

御前 にさ ぶら ひて 奏しけ る 

夢に あ ふべき 人 や 待 つらむ 

內 にさぶ らふ 人 を 契リて 侍りけ る夜遲 くまう できけ る 程に うしみ つと 時 

申しけ る を 間き て 女の いひつ か はしける 

人 ご  > ろうしみ つ 今 は糢 まじょ 

M 岑 宗 貞 

夢に 見 ゆやと ねぞ すぎに ける 

題 しらず  平定 文 

引きよ せば た V に は よらで 春 駒の 綱 引す るぞな はたつ と 聞く 


天曆 御製 


しげの の內侍 


讀 


しらず 


〇 うつろ ふ 色に 人なら ひけり 花 

の 色の あせて 行く のに 人が ならつ 

て かれぐ になった e 


c さき <\ も 語ら ひて 云々 以前 

から 交 はって 佾 息な 5」 もして ゐた 

ので o 


花の木 は籬 ちかく は 楠 ゑて 見 じうつ ろ ふ 色に 人なら ひけり 

夏 は 扇 ふゆ は 火 械に身 をな してつれ なき 人に 寄り もっかば や 

f  J ひする に佛 になる とい はませば われ ぞ淨 土の あるじな らまし 

灌怫の わら は を 兑侍リ て 

から 衣た つより 落つ る 水なら で 我が 袖 ぬらす もの やなになる 

修现大 夫 惟正が 家に 方た が へ に まかりた リけ るに 出して 侍リ ける 枕に か 

きつけ 侍リ ける  藤 原義 孝 

つらからば 人に かたらむ しきた へ の 枕 か はして 一 夜ね にきと 

同じ 少將 かよ ひ 侍りけ る 所に 兵 部 卿 致 平の みこま かりて 少將の 君お はし 

たリと いはせ 侍りけ る を 後に 聞きて か のみこの もとに 遣 はしける 

あやしく も 我濡衣 をき たる かな 三 笠の やま を ひとに かられて 

しのびた る 人の 許に つか はしける  平 公誠 

かくれ 蓑 かくれ 笠 を も 得て しがな きたりと 人に 知られ ざるべ く 

年月 を へ てけ さう し侍リ ける 人の つれな くの み 侍りければ 今 は 更によ に 

も あら じと い ひて 後久し くお とづれ ず侍リ ければ か の 男の 妹に さき-,^ 

も 語ら ひて ふみな ど 遣 はしければ いひ 遣 はしける  讀人 しらず 

拾^ 和 欲 集卷笫 十八 雜賀  五 四 一 


〇 たかうな so 


〇 したに 待ちつ 

つ ** けて a 


〇 すな はち すぐに o 

？ J はちの 里 十 市の 里な 遠方の 

里に かけた もの 


な ぼ ざり に n- 


O おろか 


〇 文の つ * 

〇 ひ きやりて 引き 破って。 

〇 ふみ みれ は 踏み 見れ は を 文 見 

れ はに 云 ひかけ たもの。 

〇 かたはし 片 HVJ 片橋 VJ を 通 は 


拾遺 和 锹集卷 第 十八 雜賀  五 四 二 

心 ありて 問 ふに は あらす 世の中に 有り やなし やの 聞か まほし きぞ 

かたら ひける 人の 久しう 音せ ず 侍りければ たかうな を 遣 はすと て 

君と はで 幾よ へ ぬらむ 色 かへ ぬ忭の ふる 根の 生 ひか はるまで 

延 喜の 十七 年 八月 宣 旨に ょリて よみ 侍リ ける  紀貫之 

につ リ. 一 こぬ 人 をした に 待ちつ、 ひさかたの 月 を あはれ とい はぬ 夜ぞ なき 

柹 本人 麿 

梓弓 ひきみ 引かす みこす ば來す f  〕 ば f  3 そ？ @ぞ よそに こそみ め 

春 日の 使に まかりて 還りて すな はち 女の もとにつ か はしける  一條 攝政 

暮れば とく 行きて 語らむ 逢 ふ 事のと ほち の 里の すみう かりし も 

あづま よりある 男の まかり 上リ てさき „^ もの いひ 侍リ ける 女の 許に ま 

か リたリ ける に いかで いそぎ 上リ つる ぞ などい ひ侍リ ければ  讀人 しらず 

おろかに もお も はまし かば 東路の ふせやと いひし 野 邊に寢 なまし 

女の もとに 遣 はしける 文の つま を ひき やりて 返事 を せざリ ければ 

跡 もな き 葛 城 山 を ふみ みれば 我が 渡し， ) しかた はしか もし 

人の さう しか か せ侍リ ける 奧 にかき つけ 侍リ ける 

かきつくる 心み えなる あと なれ ど みても 忍ばむ 人 や あると て 


〇 明くる ゎ， ひしき 云々 葛 城の 神 

は^ 貌の 見苦し いため に 塞ば B れ 

夜た け 出て 梳を 作つ た £ い ふ。 


c もる 入 守る ミ 漏る ミを かけ， 


大納言 朝 光 下ら ふに 侍リ ける 時 女の もとに 忍びて まか リて嘵 にか へ らじ 

とい ひければ  卷^ 女 葳人左 近 

岩 橋の よるの 契り も絕 えぬべし 明くる わびしき かづら きのかみ 

入道 攝政 まか リ迎 ひける 時 女の もとに 遣 はしける ふみを 兑侍リ て 春宮大 夫 逍綱母 

うたが はし 外に わたせる 文^れば われ やと だえ になら むと すらむ 

題 しらず  請 人し ら ず 

いかで か は 尋ね 來 つらむ 蓬生の 人 も 通 はぬ 我が やどの みち 

東 三條に まか リ 出で て 雨の 降リ ける 口 

あ ラ！1 ゥ 

雨なら でもる 人 もな きわが 猎を淺 茅が はらと 見る ぞか なしき 

まか リ通ふ 所の 雨の ふ リ ければ 

いにし へ はたが 故郷 ぞぉ ほつ かな 宿 もる 雨に 問 ひて 知らば や 

中 納言平 惟 仲 久し う ぁリて 消息して 侍りけ る 返事 にか かせ 侍りけ- 

ゆめとの み 思 ひなり にし 世の中 をな に 今 さらに おどろか すらむ 

題 しらず 

尺 もみぬ 所に むかし 君と 我がせ ぬわ ざ 


承 香 殿 女 御 


大 納 言 朝 光 


高 階 成忠女 


源 公 忠 朝 E 


拾 ^和欤 第卷第 十八 雜賀 


をせ しぞこ ひしき 

五 四 三 


0 我が身の- 

かけた もの c 


拾遺 和歌 集卷第 十八 雜賀  五 四 四 

左 大將濟 時が あ ひ 知りて 侍りけ る女筑 紫に まか リ下リ ける に實方 朝臣 宇 

佐の 使に て 下 リ侍リ ける に つけて とぶら ひに 遣 はした リ ければ 藤 原 後生 女 

今日まで はいきの 松原 生き たれ ど 我が身の うさに 歎きて ぞ ふる 

成 朝臣 法師に ならむ とて い ひむろに まかりて 京の 家に 枕ば こ をと リに 

遣 はした リけれ ばかき つけて 侍りけ る  則忠 朝臣 女 

いきた るか 死ぬ るかい かに 思 ほえす 身より ほかなる 玉 匣 かな 


憂さ VJ 宇佐 


〇 つれな き 人 をみ つ つれない 入 

ゃ兑た を、 三つに かけて 云った も 


〇 おのが V」 ぞ思ふ おのが もの ミ 

ぞ& ふの 


C 天の した 雨の 下に 通 はせ た 

の o 


拾遺 和歌 集 卷第 十九 

題 しらず  .  秭 本人 麿 

少女 子が 袖 ふる 山の みづ がきの ひさしき 世より おも ひそめて き 

稻 荷に まう であ ひて 侍りけ る 女の 物い ひかけ 侍リ けれど いら へ もし 侍ら 

ざリ ければ  平定 文 

稻荷山 やしろの かす を 人 問 はばつれ なき 人 をみ つと こたへ む 

題 しらず  秭 本人 魔 

三 島 江の 玉 江の 葦 をし めしより おのが と ぞ思ふ いまだ 刈らね ど 

大屮臣 能 宣 

あだなり と あだに はいか ヾ さ だ むらむ 人の 心 を 人 は 知る や は 

讀人 しらず 

雙 六の 市場に 立てる 人づ まの 逢 はで やみな む ものに や は あらぬ 

濡衣 をい か V きざらむ 世の 人 は 天の したに し 住まむ かぎり は 

五 四 五 


拾 S 和 欲^ 卷^ 十 力 雜戀 


c 白雲の かかる そら ご ミ 白雲の 

か *  -OVJ、 この やうな そら-、、 JVJ./J 

を 云 ひかけ たもの a 

〇筑 凝の まつり 云々 、近 江^ 坂 S 

郡に ある 筑 摩 神社の 祭で、 こ 0 祭 

に は 里の 女が、 男に 逢った 数た け 

痛 を かぶって 紳 輿に 從ふ 習惯ひ あ 

る。 それによ つて 詠ん たもの。 


〇 もりやし にけ む ！ g る 意 を 受け 

て、 降りに けり-、 j 結ん たもの。 


拾遺 和歌 集卷第 十九 雜戀  五 & 六 

流され 佧リ ける^  贈 太 政 大臣 

天の したの がる 、 人の なければ や 著て し濡衣 ひるよ しもな き 

題 しらず  讀人 しら ず 

いづく とも 所 さだめぬ しら 雲の か ， らぬ山 は あら じと ぞ おも ふ 

白雲の かかる そらごと する 人 を 山の ふもとに よせてけ るかな 

いっし かもつく まの まつりと くせな むつれ なき 人の 鍋の 數 みむ 

まだ 少將に 侍りけ る 時采女 町の 前 を まか リ わた リ ける にあす か の采 女な 

がめ 出して 侍りけ るに つか はしける  小野宮 太 政 大臣 

こ i ひ 

人知れぬ 人待ち顔 にみ ゆめる は 誰が たのめた る 今宵な るら む 

かへ し  明日 香采女 

池 水の^に あらで はねぬな はの くる 人 もな し 待つ 人 もな し 

屮 納言敦 忠兵衞 佐に 侍リ ける 時に 忍びて い ひ 契りて 侍りけ る ことの 世に 

きこえ 侍リ ければ  右  近 

人知れ すたの めし こと は 柏木の もりやし にけ む 世に ふりに けり 

やん ごとな き 所 にさ ぶら ひける 女の もとに 秋顷 しのびて まから むと 男の 

いひければ  読 人 しらず 


〇 しか 立ち よらむ その やう 

應 VJ を 通 はせ たもの o 


〇 人 のめし りけ る 男 人妻 * お 

かした 男 o 

〇 ひミゃ 兌む-、. -は 人が 見る たら 

-フ */j は V」、 磁な る ミ なかけ たも 

の o 


〇 ま^ひて 當 惑して o 

〇 ねり-、、 J め 家の 奥まった 所に あ 

る もので、 土で 逸りめ ぐらして あ 

るお 所.、 」し たもの- 

〇 は./ J^.- しかるめ 上の 三 句 は 

この 句の 序。 危ぃ GEO 今少しで 見 


C むすぶ 手の 云々 古今 集 離別の 

節 にも^て ゐる o 


秋 萩の 花 も植ゑ 置かぬ やど なれば しか 立ち よらむ 所 だに なし 

題 しらず 

小餘 綾の いそぎて 來 つるか ひもな くまた こそ 立てれ 沖つ しらなみ 

ひとや 

人 の めし 侍リ ける 男の 獄に 侍りて め のとの もとに 遣 はしける 

忍びつ ， よる こそき しか 唐衣 ひとや 見む と はお も は ざり し を 

さ だもリ がすみ 侍リ ける 女に くに もちが 忍びて かよ ひ侍リ ける 程に さ だ 

もリ まう で來 ければ まど ひて ぬり ごめ に隱 してう しろの 戶ょリ にがし 侍 

りけ るつ とめて いひつ か はしける  く に 

たくみて の 

みや 造る ひだ の 工匠の 手斧 音 ほと くし かる め を も 見 しかな 

男 もちた る 女 をせ ちに けさう し 侍リて ある をと この 遣 はしける 

あり とても 幾 世 かは經 るから 國の虎 ふす 野 邊に身 をも投 ゆて む 

しがの 山 ごえに て 女の 山の 井に 手 洗 ひ むすびて のむ を 見て  貫 

むすぶ 手の | 卞に にごる 山の 井の あかで も 人に わかれぬ るかな 

一一 一條の 尙侍 方た が へに 渡りて かへ る あしたに しづくに 濁る ばかりの 欲 今 

はえよ まじと 侍りければ 車に の ら むとしけ る ほどに 

家ながら わかる  >  時 は 山の 井の にごりし よりも わびし かりけ り 

拾 遣 和^ 集卷第 十九 雜戀  五 四 七 


之 


ち 


拾お お 欤集卷 第 十九 雜戀 

題 しらず 


C! 君 は かへ せじ 君 は輕る ま い - 


o 染川 筑前 にあり" /J。 


^四 八 

讀人 しらず 

はした かのと か へ る 山の 椎柴の はが へ はすと も 君 はか へ せじ 

久しう まう で來 ざリ ける 男の たまさか に來 りければ 女のと み にも 出 ござ 

りければ  • 

あやまちの あるかな きか を 知らぬ 身 は 厭 ふに 似た る こ 、 ち こそ すれ 

題 しらず  . 

行く 水の あわなら ば こそ 消え かへ り 人の 淵瀨を 流れても 見め 

ともかくも いひ はな たれよ 池 水の 深さ あ ささを たれ か 知る ベ き 

在 原 業 平 朝臣 

染川を わたらむ 人の いかで か は 色になる て ふことの なから む 

賀 茂の 臨時 祭の 使に 立ちて の あしたに かざしの 花に さして 左大 E の 北の 

方の もとにい ひ 遣 はしける  兵  衛 

千 早ぶ るか もの 河 邀 の 藤な みは かけて わする 、 時の なき かな 

題 しらず  讀人 しらず 

世の なか は.：， か  >  は せまし しゅ 山の 青葉の 杉の しるし だに なし 

埋木 はな か蟲 ばむ とい ふめれば くめ ぢの橋 は f  )  > ろして 行け 


〇 たかまの 山 萬粱柒 に は 高^の 


〇 たかしの SB 沖つ 沍 おし" 

たもの o 

〇 かみ ぬ 神 o 雷0 


世の中 はい さと もい さや 風の 音 は 秋に あき 添 ふ， )  >  ち、 J そ すれ 

いはみ に侍リ ける 女の まう で來リ ける に  人 

石 見なる たかまの 山の 木の間より 我が ふる 袖 を 妹 見け むか も 

和 泉の 國に 侍りけ るお に 忠^ 朝臣 やまとよ リ おくれる か へし  貫 

沖つ 浪 たかしの 濱の はま 松の 名に こそき み を 待ち わたり つれ 

かみ いたく 鳴リ 侍りけ る あしたに せんやう 殿の 女御の もとに^ はしけ ュ 


之 


天曆 御製 


之 


麿 


^遺 和 缺蕖卷 第 十九 雜戀 


君 をのみ 思 ひやり つ 、神よりも こ、 ろの 签 になり しょ ひかな 

越なる 人の 許に つか はしける  貫 

おも ひやる 越の しら 山 しらね ども ひと 夜 も 夢に 越えぬ 日ぞ なき 

題 しらず  人 

山 科の こはたの 里に 馬 は あれ どかち より ぞ來る 君 をお もへば 

春 日 やま 雪 居 かくれて とほ けれど 家 はお も はす 君 を、 J そお も へ 

物へ まかりけ る 道に 濱づら に 0; の侍リ ける を 見て  坂 上郞女 

我が 背 子を戀 ふる も くるしい とま あらば 拾 ひて 行かむ 戀 忘れ 貝 

人の 國へ まかりけ るに 海士 のし ほ たれ 侍りけ る を 見て  惠慶 法^ 

五 四 九 


〇連；.- る、 身ば ^じみて ぬれ 

& つ 豫か ら、 玖き に む 意に 鞟. 


CSR ならね 身 作者 自身 を さして 

1K つた もの o 

〇 ある は^る かば 無い ミ21： じで 

あるひ 

〇 あやかり やすき 他の ものに 艇 

れて 似より やすい。 


〇 たがす まゆか は 誰が 住む ミ、 

» ！むミ み-かけ たもの o か はは 反語 

〇 か 影 を 鹿毛ミ を かけた もの 


臣頼墓 


しらず 


拾 遣 和 欹集卷 第 十九 雜戀  五 五 〇 

ft ま 

ふるさと を， 〕 ふる 快 も かわかぬ に またし ほたる ， 诲土も ありけ り 

仁 和の 御屛 風に あま 汐 たる、 所に 鶴な く  大 屮 

鹽 たる 、 身 は 我の みと 思 へ ども 外なる たづ もね をぞ 鳴くなる 

まう で 來る事 かたく 侍リ ける 男の たのめ 渡リ ければ  讀 人 

つれ-^ と 思 へ ばう きに 生 ふる 蘆の はかな きよをば いか  >賴 まむ 

うきしま  順 

さだめな き 人の こ ， ろに 比 ぶれば た  >  浮 島 は 名のみ なりけ り 

なかく ひと リ あらば など 女の いひ 侍リ ければ  元 

ひとりの み 年へ ける にも 劣ら じを數 ならぬ 身の ある は 有る か は 

題 しらず  讀 人 

風 はやみみ ねの くす 葉のと も すれば あやかり やすき 人の 心 か 

杞郞 女に おくり 侍りけ る  屮 納 言 家 持 

久方の 雨の ふる 日 をた  >  ひとり 山邊に 居れば うもれたり けり 

ず さ か 

男の まか リ絕 えたり ける 女の もとに 雨 ふる =： 見馴れて 侍リ ける 從 者の 鹿 

f- の 馬 もとめに とてな むまう で來 つると いひ 侍リ ければ  讀人 

雨^. りて に はに たまれる にごり 水た がす まば か はか ゆの 見 ゆべき 


0 


しらず 


ら ず 


雨の sg つた 筏に 庭に たま 

つて ゐる水 o 


o やみの 夜 止む に 招の 夜な かけ 

ヒ もの e 


つい はしろ の 云々 芘 M 集に あ 

»T いはしろ の はま 松が 枝み-ひ 

むす * ひま さきく あら はまた か へ 

こむ」 によった もの o 


〇！5 の 枕 枕 呑で 作った 枕 o 


よと ともに 雨 ふるやどの 行潦 すまぬ にかけ は 見 ゆろ もの か は 

日蝕の 時 太 皇太后 宮ょリ 一品の みこの 許に つか はしける 

逢 ふことの かくて や 遂に やみの 夜のお も ひも 出で ぬ 人の ために は 

題 しらず  人  麿 

いはしろ の 野中に 立てる むすび 松 心 も 解けす むかしお もへば 

女の もとに 菊 を折リ てっか はしける  讀人 しらず 

今日 かと も 明 日と も 知らぬ 白菊の し らす 幾 世 を ふ ベ き 我が身 ぞ 

忠君 宰相 まさのぶが むすめ に まか リ通 ひて 程なく 調度 ども を逑 びか へ し 

e ん 

ければ 沉の枕 を 添へ て侍リ ける を 返しお こせた リ ければ 

淚が はみ づ まされば やしきた へ の 枕の 浮きて とまらざる らむ 

延 喜の 御時按 察の みやす 所 久しく 勘 事に て 御め のとに つけて 參ら せけ る 

世の中 を 常な きものと 聞きし かど つらき ことこ そ 久し かり けれ 

御 かへ し 

つらき をば つねな きものと 思 ひつ ゝ 久しき こと を賴 みや はせ ぬ 

題 しらず  伊  勢 

我 こそ は 憎く も あらめ 我が 宿の 花旯 にだに もき みが 來 まさぬ 

拾^ 和^ 集卷第 十九 雜戀  五 五一 


o ラら みが てら 浦 見が てらさ、 

怨みが てら -、 J を 通じ せた もの。 


〇 ほた し を き 止め. o に用ゐ 

る繩。 饼 せて 心 S ひかされる 意 を 

含めた もの o 


〇 あり"、. - しある は ある もの はす 

ベて o 


〇 ほくら 神のお 物 を を 

く 食 o 條 じて、 ほこら、 


拾^ 和^ 第卷第 十九 雜戀  五 五 二 

つ 、むこと 侍りけ る 女の 返事 をせ ずの み 侍りければ 一 條攝 政い はみ がた 

とい ひ 遣 はした リ ければ  讀人 しらず 

石 見 潟 何 か は つ らき 辛からば うらみが てらに 來 て も 見よ かし 

一 條攝政 下ら ふ に侍リ ける 時 承 香 殿の 女御に 侍リ ける 女に 忍びて 物い ひ 

伃リ ける に 更にな 問 ひそと いひて 侍りければ 契 リし事 有りし かばな ど い 

ひ^はした リ ければ  本院 侍從 

それならぬ 事 も 有りし を 忘れね とい ひしば かり を 耳に とめけ む 

題 しらず  讀人 しら ず 

みかりす る 駒の つま づく靑 つ  >ら 君 こそ われ は ほ だしな り けれ 

君 みれば 結ぶ の 神 ぞうら めしき つ れ なき 人 をな に つ くりけ む - 

延 喜の 御 時 S 中宮の 屛 風に  貫  之 

いづれ を か 標と思 はむ 三輪の 山 ありと しある は 杉に ぞ 有りけ る 

稻 荷に まう でて 懸想し はじめて 侍リ ける 女の こと 人に あ ひて 侍リ ければ 

藤 原 長 能 

我と い へ ば稻 荷の 神 も つらき かな 人の ためと は 祈ら ざり し を 

稻 荷の ほくら に 女の手に て 書きつ けて 侍りけ る  讀人 しらず 


て S 


〇 かへ りて すま は 返りて 住ま は 

VJ、 返りて^ ま は *、J なかけ たもの 


〇 あき 粜 つる 色の 限り 秋のお. り 

後の 色。 飽き はてた^ 後の 心 


〇 ゆ  >  し S 々し 0 いや a 


〇 ゆきか 

方面。 


出て 行つ. 


瀧の 水 か へ りて すま ぱ稻荷 山な. ぬかの ほれる しるしと 思 はむ 

元茛の み こ 久しく まから ざリ ける 女の 許に 紅葉 をお こせて 侍リ ければ 

思 ひ 出で て 問 ふ に は あらす あき 果っ る 色の 限り を^す るな りけ り 

女の もとに IS を逍 はした リ ければ い ひ 遣 はしける 

g  、 しとて 忌む とも 今 はか ひも あら じ薆 きをば 風に つけて やみな む 

題 しらず  貫 

ひとりして 世 をし つくさば 高 砂の 忪 のとき はも かひな かりけ り 

一二 條 右大臣の 屛 風に 

玉藻 かる あまの ゆきかた さす 掉の 長く や 人 を うらみ わたらむ 

年の 終リ に 人 待ち 侍りけ る 入 のよ み 侍りけ る 

たのめつ 、別れし 人 を 待つ ほどに とし さへ せめて 恨めしき かな 


拾 は 集卷第 十九 雑戀 


五 五 三 


之 


拾^ 和^ 集卷 第二 十 哀傷  五 五 四 

拾遺 和歌 集 卷第 二十 

哀 傷 

むすめに まか リ 後れて 又の 年の 春 さくらの 花 ざ かりに 家の 花 を 見て いさ 

さか に 思 ひを述 ぶと いふ 題 をよ み侍リ ける  小 野 宮太政 大臣 

さくら 花の どけ かりけ りなき 人 を戀 ふる 淚ぞ まづは 落ちけ る 

平 兼 盛 

おも かけに 色の みのこる さくら 花 いく 世の はるを 戀ひ むと すらむ 

淸 原元輔 

花の 色 もや ども 昔の それながら か はれる もの は 露に ぞ ありけ る 

大屮 臣能宣 

さくら 花に ほふ ものから 露け き はこの め も 物 を 田- 5 ふなる ベ し 

この^ を Ira き 侍リて 後に  大 納 言 延 光 

君 まさば まづぞ 折ら まし 樱花 かぜの たよりに 聞く ぞ かなしき 

屮納 言敦忠 まかり 隱れ ての ち 比 敷の 西 坂 本に 侍りけ る 山 鬼に 人々 まかり 


〇 ねこ そな かるれ 根 V.- 受けて、 

普 こそ：！ 3 かるれ の 承に かけた も G 


〇 おひ 出で て 莒？ S が 茅 を 出して 


o 子 檢の もり ^の 名 を， なく" 

つた子 を » ふる 所. t いふに かけ- 

もの  0 


て花见 侍りけ るに  一條 攝政 

いにし へ は 散る を や 人の をし みけむ 花 こそい ま はむかし 戀 ふらし 

天曆の 御門 かくれ 給 ひて 又の 年 五月 五日に 宫内卿 かねみ ちが 許に つか は 

しける  女 蔵人 兵 庫 

五月き てながめ まされば 莒蒲草 思ひ絕 えに しね こそな かるれ 

やりみ づ 

ふくた リと い ひ侍リ ける 子の 遣 水に さう ぶ をう ゑ おきてな くた リ侍 り に 

ける 後の 年お ひ 出で て侍リ ける を 見て  粟田 右大臣 

忍べ とや あやめ も 知らぬ 心に もな がからぬ 世のう きに 植ゑ けむ 

右兵衞 佐の ぶかた まかり かくれに ける に 親の もとにつ か はしける 右大臣 

此處 にだに つれぐ となく 郭公まして 子戀の もり はいかに ぞ 

朝 顏の花 を 人の 許に つか はすと て  * 藤 原 道 信 朝臣 

朝顏 をな に はかなし とお も ひけむ 人 を も 花 はさ こそ 見 るら め 


夏 拃の杠 葉の ちり 残 リたリ ける につけて 女 五の みこの もとに  天曆 御製 

ときなら ぬ^: の 紅葉 散りに けりい かに この もと 寂し かるらむ 

妻の なくな リ て侍リ ける 頃 秋風の 夜寒に 吹き 侍リ ければ  大甙國 章 

おも ひき や 秋の 夜風の さむけき に 妹な き牀に ひとり 寢 むと は. 

拾 遣 和お^ 卷ぉ 二十 哀傷  五 五 五 


ね 造 和お 集^ 笫 二十 哀傷 


r 池 さへ きる 池まで も 藤 衣み-著 

る./」、 池 さ へ も 霧が か 


〇 ねく たれがみ 寢て亂 した 髮。 

i きた ま、 の亂髮 o 


〇 服 喪服 a 

C きしに もま さる 岸 V」 著し ミを 

かけた もの o 

〇 はつる、 い VJ 綴ん た 絲が片 は 

しから VJ ける こ V. -、 ほ つれる 絲。 


五 五 六 

せん ざい 

中宮 か くれ 給 ひての 年の 秋 御前 の 前栽に 露 のおき たる を 風の 吹きた び か 

したる を御覽 じて  天曆 御製 

秋 かぜに なびく 草葉の 露よりも 消えに し 人 をな にに たと へ む 


妻に まかりお くれて 又の 年の 秋 月 を 見 侍りて 


人 


窘 


いも 


こぞ 見て し 秋の 月夜 は て らせ ども あ ひ 見 し 妹 は いやと ほざかる 

朱 雀 院の御 四十九日の 法事に かの 院の 池の 面に 霧の たち 渡リ て侍リ ける 

を 見て  權中納 言 敦忠 

君なくて 立つ あさ 霧 は ふぢ ごろ も 池 さ へ きる ぞ かなし かりけ る 

猿澤の 池に 采 女の 身な げたる を 見て  人 • 麿 

わぎも こがねく たれがみ を 猿澤の 池の 玉藻と ^ るぞ かなしき 

題 しらず  讀人 しらず 

心に も あらぬ うき 世に 墨 染 のころ もの そでの 濡れぬ 日ぞ なき 

服 ぬ ぎ 侍 ると て 

藤 衣 はら へ てす つるな みだ 川き しに もま さるみ づぞ ながる ， 

藤 ごろ も はつる、 いと は君戀 ふるな みだの たまの 緖 とやな るら む 

恆德 公の^ ぬぎ 侍る とて  藤 原 道 眞 朝臣 


O はてなき もの は 上の か 5a り *s 

れはに 封す る もの ** 

y§  ： ぶ 服 中に 更に 忌服 ケ-^ ね 


O ひ VJ なしし した a 

「やくす み染 燒 く 炭 ミ かけて 

1SS まけた もの 0 


O あらまし か は あったなら ゆ 


かぎり あれば 今日ぬ きすて つ ふぢ 衣 はてなき もの は淚 なりけ り 

としの ぶが 流されけ る 時な がさる 、人 は 重 服 をき てま かる と^きて 母が 

もとよ リ きぬに 結びつけて 侍りけ る 

ひとな しし^: のちぶ さ. を ほむら に C やくす み 染の衣 著よ きみ 

思ふ斐 にお くれて 歎く 顷 よみ 侍りけ る  人 江爲荼 

藤.^ あ ひ：^ るべ しと 思 ひせば まつに か、 りて なぐさ め て ま し 

年 ふれ どい かなる 人 かと こふり て 相思 ふ ひとに わかれ ざるら む 

題 しらず  讀 入し ら ず 

すみぞめのころもの 袖 は 雪 なれ ゃ淚の 雨の たえす ふるら む 

謙德 公の 北の方 一 一人の 子どもな くな リて後 

蟹と いへ どい かなる 蟹の 身 なれば か 世に 似ぬ 潮 を たれ 渡 るら む 

昔兑 侍リし 人々 多くな くな リ たる 事 を 歎く を兑 侍りて  藤 原^ 镇 

世の中に あらまし かばと 思 ふ 人な きが 多 くもなり にけ るかな 

かへ し  右衛門 督 公任 

常なら ぬ 世 は 憂き身 こそ 悲し けれ その 數に だに 入ら じと 思へば 

親に おくれて 侍りけ る顷 をと この 問 ひ 侍ら ざり ければ  5：  勢. 

拾^ 和^ 集^ 第二 十 哀傷  五 五 七 


拾遺 和 欲 集卷 第二 十 哀傷  五 五八 

力 は^つら き . 訪れぬ 男 I つ 一 なき 人 も あるが つらき をお も ふに も 色 わかれぬ はなみ だな りけ り 

題 しらず  讀人 しらず 

うつくしと 思 ひし 妹 を 夢に 見て 起きて さぐる になき ぞ 悲 し き 

順が 子な くな リて 侍リ ける 顷 とひに 造 はしける  涛 原元輔 

思 ひやる こ、 ひの 杜の しづくに はよ そなる 人の 袖 も ぬれけ り 

子に おくれて よみ 侍リ ける  平 兼 盛 

お ま 

なよ 竹の 我が 子の よ をば 知らす して 生し 立てつ と 忍 ひける かな 

大納言 朝 光が むすめ の 女御 まか リ かくれ にけ る 事 を 聞き 侍 リて筑 紫よ リ 

とひに おこせて 侍リ ける ころ 子馬 助ち かしげが なくな リて 侍りければ 

藤 原 共 政 朝臣 妻 

我の みやこ の^はう きと^ へ ども 君 も欵 くと 聞く ぞ かなしき 


しし PC 山 こえて 云々 郭公の こ 

ミ をし でのた を さ "、J 云 ふので、 そ 

れを綠 V」 して 詠ん たもの。 

C こ ひしき ひ さのう へ かたらな む 

なくな VT れた 皇子が- Jj  -V し て 

られ るか 話して 吳れ よ。 


うき 世に は ある 身もう しと 歎きつ ， 淚 のみこ そふる 

うみ 桊リ たりけ るみこの なくな リて 又の 年 郭公 を 聞きて 

しでの 出 こえて きつら む 時 烏， ) ひしき 人のう へ かたらな む 

伊勢が もとに こ の 事 をと ひに 遣 はすと て 


ち すれ 


伊 


勢 


平定 文 


O い^. はおろ かにたり ねれ は 4^ 

で 云 ふ 方が なほ ざり になる ので o 


〇 こたに ^な 摘む ど いふより 羝 

(こ) ど1: ム ひて 子に かけた。 


C この も ミ 木の：， To 子に かけた 


o つきながら 浮きながら ミ、 0 

きながら *、J なかけ たもの o 


おも ふより い ふ はおろ かにな り ぬれば 譬 へ てい はむ^ の^ぞな き 

め 

二  t> 


屮納 き^? f 姿な くな リ て侍リ ける 年の しはすに つら ゆき まかりて 物い ひ 

^リ ける ついでに  貫  之 

戀 ふるまに 年の おれな ばな き 人の わかれ やい と  >遠 くな りなむ 

め 

妻な くな リて 後に 子 もな くな リ にけ る 人 をと ひに 逍 はした リ ければ 

讀人 しらず 

いかにせ む 忍の 草 もつ み わびぬ かたみと 見えし こだになければ 

子 ふた リ侍リ ける 人 の ひと リは卷 まか リ かくれ 今 ひと リは 秋な くな リけ 

る を 人 のと ぶら ひて ゃリ ければ 

舂は花 秋 は 紅 薬と 散り 某て て 立ち かくる ベ きこの も ともなし 

娘に おくれ 侍リて  屮  0 

忘られて 暫し まどろむ ほど もがない つか は 君 を 夢なら で 見む 

むま ご にお くれ 侍リて 

うきながら 消えせ ぬ もの は 身なりけ り 羨ましき は 水の あわかな 

題し、 りず  讀人 しらず 

世の中 を かくい ひくて はてく は 如： I： にやぎ 何に ならむ とすら む 

ね^ 和淤 集卷 第二 十 哀傷  五 五 九 


o てこら てこな たち o 荬 

女達。 


o まくら" t まきて 枕 ミ して o 


r こまく.， T 木 枕 o 


拾 造 和 敬 集卷 第二 十 哀傷  五六 〇 

吉備津 9 采女 なくな リて 後よ み 侍りけ る  人 

さ  > 波 やしが のて こらが まかりに し 川 瀕の道 を みれば 悲し も 

讚岐の さみね の 島に して いはやの 中に てな くな リ たる 人 をみ て 

沖つ 浪 よる 荒磯 をし きた へ のま くらと まきて なれる きみか も 

紀友则 みまか リ にけ るに よめる  貫 

あす 知らぬ 我が身と 思 へ ど 暮れぬ まの 今日は 人- ^ そ 悲し かり けれ 

あ ひ 知れる 人のう せた る 所に てよ める 

夢と こそい ふべ かり けれ 世 S 中 はう つ ， ある 物と 思 ひける かな 

妻の 死に 侍りて 後 悲しび てよ める  人 

家に い き て 我が家 を^れば 玉笹の ほかに おきた る 妹が こまくら 

まき もく の 山べ 響きて 行く 水の みな わの 如くよ をば 我がみ る 

石兑 に侍リ てな くな リ侍リ ぬべ き 時に のぞみて 

いも 山の 岩根に おける 我 を かも 知らす て 妹が 待ちつ 、みら む 

^の屮 心細く おぼえて 常なら ぬ 心地し 侍リ ければ 公忠 朝臣 の もとによ み 

て 遣 はしける この あ ひだ^お もくな りに けり  紀 

手に 掬ぶ 水に やどれる 月影の あるかな きかの 世に こそ あり けれ 


之 


麿 


之 


〇ミ りべ 山 京都の 東、 清水 * の 

傍に ある。 死人 を^った： &o 


o あ.、. - のしら なみ 林に.：：： so 立 

つて あ ミ 方 もない やうな もので あ 


この 歌よ み 侍リて 程た くな くな リに ける となむ 家の 集に かきて 侍る 

朱 雀院ぅ せ させ 給 ひける^ ちかくな リて 太.^ 太后お の 幼く おはし ましけ 

る を：！^ f らせ給 ひて  御  製 

吳： b の 我がよ は 異にな りぬ ともね は絕 えせす もなかる ベ きかな 

題 しらず  讀人 しら ず 

とりべ 出 谷に 煙の もえ 立た ば はかなく 見えし われと しらな む 

や まひして 入 多くな くな リし： 牛な き 入 を 野ら やぶな どに おきて 侍る を 見 

て  すけき よ 

みな 人の 命 をつ ゆにた とふる は 草 むら ごとに おけば なりけ り 

^のけ かなき 事 をい ひて よみ 侍りけ る  し た が ふ 

草枕 ひとはたれ とかい ひお きしつ ゆの すみか は 野 山と ぞ；^ る 

題 しら ザ  沙彌滿 誓 

世の中 をな にに たと へ む 朝 ほらけ 漕 ざ ゆく 舟の あとの しらなみ 

忠 蓮^. H の 房の 翁 に^ん を 法師の 兑侍リ て 泣きた る か た を 書きた る をみ 

て  源 相 方 朝臣 

契り あれば 屍 なれ ども 逢 ひぬ る を われ をば 誰かと はむ とすら む 

拾^ 和^ 集卷 第二 十 哀傷  艽 六 一 


rgwl ふ-は 北；： か は 出家す る. な o 


o ラ しの 率 牛 卓-、 しの 來る 

VJ を 通 はせ た も の o 

つお も ひの 家 思 ふ 家 VJ 思 ひ .、J い 

ふ 火の 家ミ なかけ；.： もの o 火，； 5家 

は 火宅。 卽ら この 世ない ふ。 

o ふろ * そ はかなき 降る-、」 辦る VJ 

か 通は せた もの o 


^^和^ 集卷 第二 十 哀傷  艽六ニ 

題し、 りず  讀 人 し ら ず 

山寺の 入相の かねの 聲 ごとに 今 B も くれぬ と 聞く ぞ かなしき 

法師に ならむ とて 出で ける 時に^に かきつけて 侍りけ る  ^滋保 胤 

憂世 をば 背かば け ふ も そむきな む 明日 も ありと は 緩む ベ き 身 か 

題 しらず  讀人 しらず 

世の中に うしの^ のなかり せば おも ひの 家 をい かで 出で まし 

法師 になら むとし ける！^ 雪 の 降りければ た、 うがみに かき を さめて 侍り 

ける  藤 原 高 光 

世の中に ふる ぞ はかなき 白雪の かつ は 消えぬ る ものと しる /\ 

ぶく 

服に 侍リ ける.； ^あ ひし リて 侍りけ る 女の 尼に なリ ぬと ききて 遣 はしける 

よしのぶ 

墨染の いろは われの みと 甲 5 ひし を 憂世 を そむく 人 も ありと か 

かへ し  讀人 しらず 

場染の 衣と 見れば よそながら もろともに きる 色に. ぞ 有りけ る 

成 信 重 家ら 出家し 侍りけ る顷左 大辨行 ゆが 許に いひ 逍 はしける お 衞門督 公任 

思 ひ 知 る 人 も ありけ る 世の中 を いつを いっとて すぐすな るら む 


〇 ひふつ くす 菜逮す 。齊？ S は佛 

卞を； si れ るので、 この 御 八講に 

V 逢 はれなかった から、 その 心 持 

を： 詠まれた ので ある o 


C 若^な は 云々 法 举經の 提^ 女 

eg に、 法 t. 經を我 得し こ-、」" 薪 こ 

りお 摘み 水汲みつ かへ て ぞ えしに 

ぷ つてい ふ 0 


少納言 痰^ 統 斑に 年顷 ちぎる こと 侍りけ る を志賀 にて 出家し 侍 ると きき 

て い ひ 造 はしける 

さ  >  な みや 志 ia-_s うら 風 いかばかり 心のう ちの す .>  しかるら む 

女 院の御 八 講の捧 物に かねして 龜 のかた を 造りて よみ 侍りけ る 虑  院 

ごふつ くす 御手洗 川の 龜 なれば 法の 浮 木に あはぬな りけ り 

天 曆の御 時 故き さ い の宮の 御贺せ させ 給 はむ とて 侍リ ける を宫 うせ 給 ひ 

にければ やがて その まう けして 御 諷誦 行 はせ 耠 ひける 時  御  製 

いつしかと：^ にと 思 ひ し 若菜 をば 法の 道に ぞ 今日は 摘みつ る 

爲雅 朝臣 普 門 寺 に て 經 供養し 侍 りて 又の 口 これ かれ もろともに^ り 侍り 

にけ るつ いでに 小 野に まかりて 侍りけ るに 花の おもしろ かリ ければ 

春 宫大夫 道. 1 母 

薪 こる ， ) とは咋 日に つきに L をい ざ 斧の 柄 はこ ， に朽 たさむ 

左 大將濟 時 白 川に て說， 經せ させ 侍りけ るに  實方 朝臣 

今日より は 露の命 も 惜しから す はちす のう へ の 玉と ちぎれば 

お こな ひし 侍リ ける 人の 苦しく 覺 ぇ侍リ ければ えお き 侍ら ざリ ける 夜の 

夢に を かしげなる 法師の つき おどろかして よみ 侍りけ る 

拾^ 集卷 第二 十 哀^  五六 三 


っ锈 毎に^ら ふ たに 云々 座ば 

つ ても^ 盡き 《; 


抬遗 和歌 集卷 第二 十 

朝.^ 


S 云って， 悔怠 なく 佛 敎 をつ ミ 

め て も 翁 あ きたらね さ！ ぶ ふ惹に は 


r 三十お あまり ふたつの 姿 三 小 

二相、 佛 の 顔に そな はった 三十 一 

の 相 G 


〇 かぴら ゑ 伽昆羅 天竺の 國 

の 名。 


五六 四 

-世 とてた ゆむな るら む 


はら ふ 鹿 だに ある もの をい まい 

性^ 上人 の もとによ みて 造 はしける  雅致 女 式部 

くらき よ り 暗き^に ぞ 入りぬべき はるかに てらせ 山の 端 の 月 

^樂を 願 ひて よみ 侍りけ る  仙慶 法師 

極榮 ははる けき ほどと 閬き しか どっとめ て いたる と、 】 ろな りけ り 

市門に かきつけて 侍リ ける  空 也 上 人 

はちす 

ひとたび も 南無 阿 彌陀佛 とい ふ 人の 莲の 上に の ほらぬ はなし 

光叨皇 后 山陪寺 にある 佛跡 にかき つけ 耠 ひける 

三十 ぢぁ まり ふたつの 姿 そな へ たる 昔の 人の 蹈 める 跡ぞ これ 

大佾. 止 行 某よ み 給 ひける 

法 華經を 我が 得し こと は 薪， ) り 菜つ み 水く みっかへ て、 ぞ えし 

百 草に やそく さ 添 へ てた まひて し^^の むくい 今日 ぞ 我がす る 


南 天竺よ リ苽大 寺 供養に あ ひに 菩捉が 渚に つきたり ける 時よ める 

りゃう ぜん しゃか  しんにょ 

靈 山の 釋迦 のみ ま へ に 契りて し眞 如くち せす あひ^つ るかな 

かびら ゑに 共に 契りし かひ ありて 文殊の 御顔 ぁひ児 つるかな 


波羅 門^ 正 


C ぶち むち o« ひ 


〇 ラろ； 人 餓^ 人。 


、したてる や かたに かけて 云 ふ 

is。 

O いひに うる； て 鈑に餓 ゑて。 

〇 に汝 なれり けめ や 口 本 苏 紀^ 

一 一十 1 1、 廐戶^ 子の 欤 「しなて る や 

片岡 山に いひに ゑて こやせる その 

旅 入 あはれ 親な しに なれな りけ め 

やさす 竹の きみや はなき いひに^ 

r こやせる その 旅人 あ はれ o」 .、J あ 


犁德 太子 高！： の 山邊道 人の 家に おはしけ るに 餓ゑ たる 人道の ほとりに ふ 

せり 太子の 乘リ給 へ る 馬 と^ま リて 行かず ぶち を あげてう ち 給 へどし り 

へ 返き て と^まる 太子すな はち 馬より おりて 餓ゑ たる 人の もとに 步み進 

み 給 ひて 紫り 上の 御ぞ をぬ ぎて う ゑ 人の 上に お ほひ 給 ふ 歌 を よみての た 

ま はく 

しなて る ゃ片岡 山に いひに う ゑて ふせる 旅人 あはれ おやなし 

なれ 

に汝 なれり け め や さす 竹 の きね は やなき いひ に飢ゑ てこ や せる たび 人 

あはれ/ \ とい ふ^なり 

う ゑ 人 かしら を もたげて 御 か へ し を 奉る 

いかるが や 富の を 川の 絕 えば こそ 我が 大君の 御名 を わすれめ 


拾遺 和歌 集 終 

拾 造 和^ 集卷 第二 十 哀傷 


五六 五 


後 拾 遣 和歌 集 


c 我が君 白河 天 垒 を 中す 


〇 よろ づ のこ./」 わざ 莴 機の 政 を 

いふ o 


cn; にあ ざ けり にあ y ける 風 

月に 封して 吟 « する 载 o 


〇 こ、 のかへ りの 春秋 九 年 o 

〇ゃ< らの官 參議 G 異名 o 

、茏 せの^に 云々 *G 身 V」 いふ 

S に 云った もの。 


後 拾遺 和歌 集 序 


我が君 あめの 下しろ しめして よりこの 方、 四の 海 波の 聲聞 えす、 九の 國 みつ 

ぎ 物た ゆる 事な し。 お ほよ そ 日の 中に よろ づ のこと わざ 多 かる 中に、 花の 春 月 

の 秋、 折に つけ 事に のぞみて 空しく すぐし がた くな むお はします。 これにより 

て、 斤. | くさ ぶら ひ 遠く 聞く 人、 月に あざけり 虱に あざける こと 絶えす、 花 を も 

てあそび、 鳥 を あはれ ますと いふ ことなし。 つ ひに お ほん あそびの あまりに、 

敷 島の やまと 歆 集めさせ 給 ふ 事 あり。 拾遺 集に 入らざる 中頃の を かしき 首の 葉 

もし ほ 草 かき あつむべ きょしな む ありけ る" 仰せ をう けた ま はれる 我ら、 朝に 

みこと のりをう けた ま はり、 夕に のべ^ ふ 事 まことに しゅし。 この 仰せ 心に か 

かりて 思 ひながら 年 を 送る 事、 こ、 のかへ りの 春秋に なりに けり。 いぬる 應德 

の 初めの 年の、 夏み な 月の 二十日 餘 りの 頃 ほひ、 やくら のおに そな はり I し、 五 

日の 暇 もさ またけ なし。 その かみの 仰 ぜを老 曾の 森に 思 ひ 給へ て、 ちり，^ に 

なる 言の葉 かき 出づる 中に、 石の 上 ふりに たる 事 は、 古今 後 撰 拾遺 集に のせて 

後 拾遺 和歌 集 序  五六 九 


「世 tS 十つ Jm あまり ひ VJ つ S2 付 

上、 冷泉、 阒融、 花 山、 1 條、 径 

朱崔、 径^ c 水、 径 ：；ぉ、 の 十 

I 代 をい ふ。 

〇 事み- 孭ぶ^ こ G 蕖を 撰ぶ につ 

いての 態度 を 云った もの、 卽ち貴 

SS に闞 係せ や、 歌 G 姿 詞 のよ いも 

の を 採った 云 ふので ある。 


C 梨； お 2 いつ * の 人 梨壺 5^ 人 

で、 径撰粲 の 撰者。 


CIS く^を かしこし ミし 云々 耳 

に 閔 くた けのお な t いもの VJ 考 へ 

現に 目に 昆る 今み-卑し いもの ミ す 

る 事 を 云 . -o 


五 七 〇 

ひとつ も殘ら す、 その外の 歌、 秋の 蟲 のさせる ふしな く、 蘆 聞の 舟の 障り 多 か 

れど、 中頃より このかた 今に 至る まで 歌の 中に、 とりもて あそぶべき も あり。 

も , ふせ 

天曆の 末より 今日に 至る まで、 世 は 十つ ぎ あまり ひとつぎ、 年 は 百年 あまりる 

そぢ になむ 過ぎに ける。 住吉 S 松 久しく、 あらたまの 年 も 過ぎて、 濱の眞 砂の 

數 知らぬ まで 家々 の 言の 椠 多くつ もりに けり。 事を稷 ぶ 道、 すべらぎ のかし 二 

きし わざとても さらす。 ほまれ をと る 時、 山が つの 賤 しき 事 とてもす つる 事な 

し。 すがた 秋の 月の ほがらかに、 ことば 春の 花のに ほひ ある をば、 千 歌 二百. T 

あまり 八 を 撰びて 二十 卷 とせり" 名 づけて 後 拾遺 和歌 集と いふ： お ほよ そ 古今 

後^ ふたつの 集に 入りた る ともがらの 家の 集 を ば^も あ-かり 人 も かしこくて、 

難 波 S よしあし 定めむ 事 も は > かり あれば、 これに 除きたり つ 昔梨壺 のい つ、 

の 人と いひて、 歌に たくみなる もの あり、 いは ゆる 大中臣 能宣、 淸原 元輔、 源 

順、 紀 時文、 坂ヒ望 城 等 これな り。 さきに 歌の心 を 得て、 吳竹 のよ ゝに、 池 水 

のい ひふる された る 人な り。 これらの 人の 歌 を さきと して、 今の 世の こと を 好 

む 0 に 至る まで、 目につき 心に かな ふ をば 入れたり。 世に ある 人 聞く 事 を か 


〇 此の^ 攬集を 云 ふ * 


, 山 ひじり の 帝 天皇 0 


つか〕 glc^ 萬 葉 集、 古今 枭。 

〇 みそお あまり 六の 云々 三十 六 

人晻 

c 十 あまり 五つが ひの 云々 十五 

S5?-K ふ。 

やま VJ もろこし 云々 和 茂 朗：； .1 

しなの やま •/.- 歌 和歌 九 品。 


しこし とし、 ^る 事 をい やしと する ことわざ によりて、 近き 世の 歌に 心 をと > 

めむ こと 難くな む あるべき。 しか は あれ ど、 後み む爲 に吉野 川よ しとい ひなが 

さむ 人に、 あ ふみの いさら 川の いさ、 かに この 集 を 撰べり。 此の 事 今 H に はじ 

まれる にあら す。 ならの 帝 は 萬 葉 集 二 4. 卷を 撰びて、 つねの もて あそび も のと 

し 給へ り。 かの 集の 心 は、 やすき こと を かくして、 かたき 事 を あら はせ り。 そ 

のかみ のこと 今の 世に かな はすして、 まどへ る 者 多し。 延 喜の ひじり の 帝 は、 

^-お 集の 外の 歌 一 一十 卷を 撰び て^に 傳 I 給 へ り。 い は § る 今の 古今 和歌 集， J れ 

なり。 村 上の かしこき 御代に は、 又 古今 和歌 柒に 入らざる 歌 二十 卷を 撰び 出で 

て、 後撰蕖 とな づけ、 又 花 山の 法皇 はさきの 一 一の 集に 人らざる 歌 をと りひろ ひ 

て、 拾 遣 集と 名 づけ 給へ り。 かの 四の^ は、 こと はえぬ 物の 如くに して、 心 は 

海よりも 深し。 この 外 火納言 公任 卿み そぢ あまり 六の 歌人ん-ぬき 出で て、 これ 

かれた へなる 歌、 百 あまりお トを 書き出し. 又 十餘り 五つが ひの 歌 を 合 はせ て 

世に 傳 へたり。 しかるの みに あらす、 やまと もろこしの を かしき こと ニ卷を 撰 

びて、 物に つけ 事に よそへ て、 人の 心 を ゆか さしむ。 乂九 しなの やまと 欲 を 撰 

集 序  五 七 一 


後 拾遺 和 欲 集 序 


五 七 二 


〇ffl- き窗 にかくす 集 

o こがねの 玉の 集 金玉 集。 


o この 六く さの 集 三十 六 人集以 

下、 公任の 撰した 六 《32^0 


C 玄々 集 永延 から 寛德 まで G 歌 

を 集めた もの o 


〇 うる はし *, 花の 集 魔花抄 。撰 

Coi! 引の 山伏が しわざ 山伏 集 0 

これ も 撰者 未詳 o 

〇 う ゑ 木の も vj の 集 樹下 集。 潔 

〇 たみた る 清お で な い こミ。 田 

舍 * ひ  一 J ゐ 50 


O さも あり. s べき » 然るべ， 歌 

^so 立 汲な j§o 


びて 人に さとし、 我が 心に かなへ る 歌 一 卷を 集めて、 深き 窗 にかくす 集と いへ 

り。 今 もい にしへ も、 すぐれたる 中に すぐれたる 耿を かき 出して、 こがねの 玉 

の 集と なむ 名 づけた る。 その 言葉 名に あら はれて、 その 歌な さけ 多し。 お ほよ 

そこの 六く さの % は、 かしこき もい やしき も 知れる も 知らざる も、 玉く しゅ あ 

け くれの 心 を やる なかだちと せす とい ふこと なし。 又 近く 能 因 法師と いふ 者 あ 

り。 心 花の 山の 跡 を 願 ひて、 言葉 人に 知られたり。 わが 世に 逢 ひとし あ ひたる 

人の 歌 を えらびて、 玄々 集と 名 づけたり。 これらの 集に 入りた る 歌 は、 海士の 

たく 繩く りかへ し、 同じ こと をぬ き出づ べきに も あら ざれば、 この 蕖 にの する 

事な し。 又うる はしき 花の 集と いひ、 足 引の 山伏が しわざな ど 名 づけ、 う ゑ 木 

の 下の 集と いひ 集めて、 言の葉い やしく 姿 だみ たる 物 あり。 これらの 類 は 誰が 

しわざと も 知らす、 又 歌の いで 所も詳 かなら す。 たと へば 山 河 の 流れ を：^ て 水 

上 ゆかしく、 霧の 中の 梢 を 望みて、 いづれ のう ゑ 木と 知らざる が 如し。 しかれ 

ば、 これらの 集に のせた る 歌 は、 かなら すし もさら す、 土の 中に 黃金 をと り、 

石の 中に 玉の まじ はれる 事 も あれば、 さも ありぬ、、/ き 歌 は 所 々のせたり。 この 


〇 はノ かり SB 奥州に ある。 次 

に IS りミ いふた めの 序。 

0も て やつす やつし そこな ふ 0 


U おなじき みつの 年 應^ 三年 を 

S ふ。 


內 に、 みづ からの 拙き In の 葉 も、 たびく の 仰せ 背きが たくして， は  >  かりの 

關のは ゾ かりながら 所々 のせた る 事 あり。 - 〕 の 集 もて やつす なかだち となむ あ 

るべき。 お ほよ そこの 外の 歌、 み 熊 野の 浦の はま ゆ ふ 世 を 重ねて、 白浪のう ち 

きく 亊、 嗨の はねが きかき つめたる 色 ごのみ の 家々 あれ ど、 埋 木の かくれて 見 

る 事 かたし。 今の 撰べる 心 は、 それ かしに は あらす。 身 はかくれ ぬれ ど、 名 は 

朽ちせ ぬ 物 なれば、 いにしへ も 今 も 情 ある 心ば せ を、 行末に も傳 へむ 事 を 思 ひ 

て 撰べるな らし。 しか あらす ば、 たへ なる 言の 槳も、 風の 前にち り はて、 光 あ 

る 玉の 言葉 も、 露と ともに 消えう せな むこと によりて、 すがの 根の 長き 秋の 夜 

筑波 ねの つく. <\ と、 白絲の 思ひ亂 れつ  >、 三年に なり ぬれば、 おなじき みつ 

の 年の くれの 秋い さよ ひの , 〕ろ ほひ、 撰び 終りぬ る ことにな む ありけ ると い へ 

フ 0 


後 拾^ 和お 態 序 


艽七 ー11 


〇 春 はこれ よりす ぐ 都の 春 は 東 

から 來 る.、」 いふの で 、 ^^で 詠む 

からす クミ 云つ た- 


-,  ノな こその^  ^の 名に 来るな. 3 

菜ケ かけた もの e 


〇 年，、、； もり 冬 ごもり n 


後 拾遺 和歌 集 第 1 


春 


上 


正；：；： 一 曰に よみ 侍リ ける  ト大^ 

いかにね て 起く る 朝に いふ こと ぞ 昨日 を 去年と 今 H を 今年と 

みちの くに に 侍りけ る 時 春 立 つ： n よみ 侍リ ける  光朝 法師 ゆ 

出で て：^ よ 今 はかす み もた ちぬらむ 春 はこれ よりす-ぐと こそき け 

^は 柬ょリ きたる と いふ 心 をよ み侍リ ける  源師賢 朝臣 

東路 はな， 】 その 11 も ある もの をい かで か 春の こえて 來 つらむ 

春 立つ 日よ み侍リ ける  橘俊辆 朝臣 

あ ふ 坂の 關をゃ 春 も、 ？ん つ らむ音 羽の 山 S 今朝 はかす める 

寬和ニ 年 花 山院の 歌合に よみ 侍リ ける  大屮 

春の くる 道の しるべ はみ 吉 野の 山に たなびく かすみな りけ り 

年 ごも リ に 山寺に 侍リ ける に 今日は いか V と 人のと ひて 侍りければ よめ 

る 


後 拾 S 和^ 集 第 一 春 上 


： れ七艽 


後 拾 造 和^ 集 第 一 春 上 


〇 太 ft 大臣 锤原忠 平。 


〇 むす ゆ はれた る 結 はれた やう 

になって  < つ る o まに^ つ て 芽 の 出 


え あへ ねに 滑え てし ま はな 

i のに 0 


ゥ臨^ 容 春のば じめ に、 搽關の 

家に 大臣 以下の 官人を 招いて 遊ぶ 

こざ をい ふ o 


^七 六 

人知れ す 入りぬ と 思 ひし かひ もな く 年 も 山路 を 越 ゆるな りけ り 

山寺に て 正月に 雪の 降れる をよ める  平 兼 盛 

雪 ふりて みち 踏み まよ ふ 山里に いかにして か は 春の 來 つらむ 

題 しらず  加 賀左衞 門 

新しき 春 はくれ ども 身に とまる 年 はか へ らぬ もの にぞ ありけ る 

天曆 一一 一年 太 政 大臣の 七十の 贺 し侍リ ける 屛 風に よめる  大屮臣 能お 朝臣 

たづ の すむ 澤べ の 蓆の 下 根と け 汀 も え 出づ る はる は來 に けり 

一條 院の御 時 殿上人 # の 歌と てこ ひ 侍りければ よめる  紫 式 部 

み吉 野は舂 のけし きに かすめ どもむ す ほほれ たる ゆきのした 草 

花 山院の 歌合に 餒 をよ み侍リ ける  ，原 長 

谷川の 冰は いまだ 消 え あへ ぬ に峯 のかす みはたな びき に けり 

題 しらず  藤^ 隆鸫 朝臣 

春 ごとに 野べ 3 けしきの か はらぬ はおな じ 霞 や 立ち か へ るら む 

和 泉 式部 

春が すみ 立つ やお そき と. E 川の 岩閒 をく  > るお ときこ ゆなり 

鹰司 殿の 七十の 賀の W: 次の 屛 風に 臨時 客の きたる 所 をよ める  赤 染 啬 門 


c むらさきの 袖な つ. りね て 紫の 

袖 A 三位 以上 c 入 ej« る も Go 高 

位】 ：1 なの 人が 渾山來 る 菊 o 


〇 入 3 前 太 枚 大^ 蒔 原^ 長。 


C 紫 も あけ もみ， ソりも 紫 は 三位 

以上の 人、 緋は S 位の 人、 綠ば六 

位の 人 G 抱 G 色 o 


大 Is の^のせ 者の 君。 


O 花 » りぬ S や 花が 欲った ミ思 

つてで あらう か o 


〇 ゆき ふるす 雪の 降る ミ、 古巢 

S を かけた もの o 


〇 ふるさ ./J へ 云々 任^に 赴く；； f-! 

中の » であらう o 

o いっき io 


むらさきの 袖 を つらねて きたる かな 春 立つ ， 〕 と は ， 〕 れぞ 嬉しき 

^臨時 客 をよ める  小  辨 

羣れ てく る 大宮人 は 春 を へ て か はらすな がらめ づ らしき かな 

入道 前 太 政 大臣 大 饗し 侍 リ ける 屏風に 臨時 客の かた かきたる 所 をよ める 

藤 原輔尹 朝臣 

紫 も あけ もみ どり も 嬉しき は 春の はじめに きたるな りけ り 

同じ 屛風 に大饗 のかた かきたる 所 をよ み 侍りけ る  入道 前 太政大 E 

君 ませと やりつ る使來 にけ らし 野邊の 雉子 はとり やし つらむ 

民 部 卿 泰憲近 江 守に 侍リ ける 時 三 井寺に て 歌合し 侍リ ける によめ る 

讀 人し ，り ず 

舂 立ちて ふるしら 雪のう ぐ ひすの 花 散りぬ とやい そぎ 出 づらむ 

鶯 をよ み侍リ ける  大中 臣能宜 朝臣 

山た かみ ゆき ふるすより 鶯の 出づる はつ 音 は 今日 ぞ 聞きつ る 

正月 二日 逢坂に て鶯 の？ t を 聞きて よみ 侍リ ける  源 兼 澄 

ふるさと へ 行く 人 あらば ことづて むけ ふ鶯の はつ 音 聞きつ と 

かんだちめ 

選子內 親王 い つ きとき こえけ る 正月 三日 上達部 あまた 參リて 梅が 枝と い 


後ね^ 和^ 集 第 一 春 上 


五 七 七 


o 加 階 中し ける に 位階の 界迤 を 

1S つたのに。 

C 春の いたらね 加 階 をた ま はら 

なかつ た^-を い ふ o 


〇 ひ VJ こ-;, i ぞ する を 人^に 


C 今十歲 をぞ のべに 纾邊 にの ぺ 

る 意な かけた もの o 


後 拾 遣 和歌 集 第一 春 上  五 七 八 

ふ 歌 をうた ひて 遊びけ るに 內ょリ か はらけ 出す とてよ み侍リ ける 誠 人し 

降りつ もる 雪き えがたき やまざとに はるを 知らす る^の ， J ゑ 

加 階. e. しける に 賜 はらで 鶯の なく を 聞きて よみ 侍リ ける  淸 0 

うぐ ひすの なく 音ば かり ぞ きこえけ る 春の いたらぬ 人の やどに も 

俊 綱 朝臣の 家に て 春 山里に 人を尋 ぬと いふ 心 をよ める  藤 原筘、 

たづね つる やど は 霞に うづ もれて 谷のう ぐ ひす ひとこ ゑぞ する 

小 野- K 太 政 大臣の 家に 子の 日し 侍リ ける によみ 侍リ ける  涛 原 

ため レ 

千年へ む やどの 子の 日の 松 を， ：- そよ その 例に 引かむ とすら め 

題 しらず  和 泉 

ち とせ 

ひきつれ てけ ふ は 子の 日の 松に また 今 千 鼗をぞ の ベ に 出で つ る 

：汜 月 子の 日 庭 に おりて 松な ど 手ず さび に ひき 侍リ ける を： ^てよ める 

讀 人し 

もろびと 

春の 野に 出で ぬ 子の 日 は 諸人の 心ば かり を やる にぞ ありけ る 

正月 子の 日に あたりて 侍リ ける に茛暹 法師の もとより 子の H しにた む 出 

づる いざな ど いひに おこせ 侍 ひける に义も 音せ で 日 くれに ければ よみて 

遣 はしける  贺 茂 


o 人の まつ を ゆ 松 * 待つ に 云 ひ 

かけた もの o 

0 今上 白 河院を 申す o 


C S 茂 神社 のい つきの- 

ぱぉ に準じて、 未婚の 女王 

乂は 内^王な^ 仕せ しめられ たも 

の o 


〇 たなびく に 苣が たな * ひ. 

手な 引く ミに かけた もの。 


〇 ひ きくら ぶれ は 小 松 引きみ-ひ 

きくら ぶれ は かけた もの o 


r 卯 杖 正月の 初 卯の 日に 邪^な 

避ける ために 兵^ i 府 から 奉った も 

ので、 五色 C 絲で卷 いて あ， 0O 


け ふ は 君い かなる 野べ に 子の H して 人の まつ をば 知らぬな るら む 

かんだちめ 

今上 六條 にお はしまして 上達部う へ の をの こどもな ど屮 島に 渡リて 子の 

日し 侍りけ るに よみ 侍りけ る  右大臣 北の方 

袖 かけて 引き ぞ やられぬ 小 松原 いづれ ともなき 千代の 景色に 

三 條院の 御 時 に 上 達 部 殿 上人な ど 子の 日せ むとし 侍リ ける に ^院 の 女^ 

船 岡 に 物見む としけ る をと ^まリ にければ その つとめて 齋院に 奉 リ侍リ 

ける  堀 河 右大臣 

ためし 

とまりに し 子の 日の 松 を 今日より は ひかぬ 例に 引かる ベ きかな 

題 しらず  民 部 卿經信 

淺 みどり 野邊の 霞の たなびく に 今日の 小 松 を まかせつ るかな 

承 1?  二 年の 內裏 歌合に よみ 侍リ ける  左 近屮 將公黉 

君が代に ひき くらぶれば 子の 日す る 松の 千年 も かすなら ぬかな 

H=- 月 七 日子の 日に 當リて 雪の ふリ侍 リけ るに よめる  ^勢 大輔 

人 はみ な 野 邊の小 松 を 引きに 行く け ふの 若菜 は 尊 やつ むらむ 

正月 七日 卯の 日に あたりて 侍リ ける に 今日は 卯 杖つ きて やな ど Si 一宗 朝臣 

の 許よ リ いひお こせて 侍リ ければ よめる 


後 拾 遣 和缺％ 第 一 春 上 


五 七 九 


「，.HS のまた ふるさ >、J 白雪の 

た^ろ.、」、 古里 -/J を かけた もの 


〇 しめ， 野 山城に あり VJO 

ゅひ領 する^ VJ かく。 


後ね^ 和 欲 集笫ー 春 上  五八 C 

卯 杖つ き 摘まま ほしき はた. まさかに 君が とふ ひの 若菜な りけ り 

題 しらず  大屮 臣能宣 朝臣 

雪の まだ ふるさとの 舂日 野に いざ うちはら ひ若荧 摘みて む 

.  和 泉 式部 

春 日 野 は^のみ つむと 見し かど も 生 ひ 出づる もの は 若菜な りけ り 

後^泉 院の御 昨 后の 宮の 歌合に よみ 伃リ ける  屮原賴 成 妻 

摘みに くる 人 は 誰 ともな かりけ り 我 かしめ し 野の 若菜 なれ ども 

H^HJ 七日 周 防の 内侍の もとに 遣 はしける  藤 三 位 

かす 知らす かさなる としを 驚の こ ゑす るかた の 若菜と もがな 

長樂 寺に て 故鄕の 霞の 心 をよ み侍リ ける  大江正 言 

.E たかみ 都の はるを 見 わたせば た  >  一 むらの かすみな りけ り 

能囚 法師 

よそに てぞ かすみた なびく ふるさとの 都の はる は^るべ かりけ る 

題 しらず  選 子 内親王 

春 はま づ 霞に まが ふや まざと を 立ちより て 問 ふ 人の なき かな 

春 難 波と いふ 所に て 網 ひく を 見て よみ 侍リ ける  藤 原 節 II！ 


〇 たなびく もの は 網な 手で 引く 

ミ いふ を S のた な * ひくに かけた も 

の o 

011  一 a 江 6S 港 B5 にざる" 

C つのぐ み 渡る 一面に 芽な 出す 

〇 I よ 一夜.、. -ー ふし.、. -ケ かけた 

もの o 

o 心 あらむ.^  a 碓を 解す る 心の 

あ .0 人 o 


O 見えみ y-, えす み 見えたり 見え 

なかった りする o 


G すぐろ のす、 き 燒草 のために 

末の 黑< なって ゐる薄 o 


筏^^ 和^ 


はるぐ と 八重の潮路 におく 網 をた なびく もの は 霞な りけ り 

題 しらず  曾 禰好忠 

三 島 江に つのぐ み 渡る 慮の 根の 一 よの ほどに 春めきに けり 

正月ば かりに 津の國 に侍リ ける 顷 人の もとにい ひ 造 はしける  能 囚 法師 

心 あらむ 人に 見せば や 津の國 の 難 波 わたりの はるの けしき を 

題 しらず  讀人 しらず 

難 波が た沛 ふく 風に なみ 立てば つのぐ む 蘆の 見えみ 見えす み 

卷の駒 をよ める  權 僧正^ 閬 

あ は づ 野 の す ぐ ろ の す 、きつの ぐめば 冬 立ちな づ む i! ぞいば ゆる 

長久 二 年弘徽 殿の 女御 馱 合し 侍りけ るに 春 駒 をよ める  源 兼 長 

立ち はなれ 澤べ に 荒る 、 春 駒 はおの がかけ を や 友と 兒 るら む 

屛 風の 紛 にき じの 多くむ れゐて 旅人の 眺望す る 所 をよ める  藤 原 長 能 

狩に， ) ば 行きても 見 まし かた 岡の あしたの 原に 雉子 鳴くな り 

題し、 りず  和 泉 式部 

秋までの 命 も 知らす はるの 野に 萩の ふる え を やくと 聞く かな 

後冷泉 院 の 御 時 后 の 宮 の 歌合 に 残雪 をよ める  藤 原 ^ 永 朝 Hi 

集 第一 春 上  五八 一 


c 春の 夜の やみ は 云々 古 今^の 

春の 上に あろ 躬恆の 歌 、「春の 夜の 

sgtf あやなし おの 花色 こそ 見えね 

界 a- ばかくる-」 を さした もの C 

〇 梅よりば かの 花な かりけ り 梅 

は 香で 知れる"、 他の 花ば^ がな 

いので 闇に 色が^ されて しまって 

花 はな いやう に れる o 

r.^ まため て 吹きた まらせ て o 


後拾遗 和^ 雄お 一 お 上  .  五八 二 

花なら で 折ら まほし き は 難 波 江 の 蘆の わか 葉に 降れる しらゆき 

屛 風の 綏に 梅の 花 ある 家に 男き たる 所 をよ める  平缺盛 

稅が香 をた よりの 風 や 吹き つらむ 春め づ らしく 君が 來 ませろ 

ある 所の f に 梅 を よめる  大屮臣 能宣 朝臣 

栴の 花に ほふ あたりの 夕 ぐれ は あやなく ひとに あやまた れつ ， 

卷の 夜の やみ は あやなし と いふ 事 をよ み 侍りけ る  前 大納言 ヘム 任 

春の 夜の やみに しなれば 勻ひ來 る 梅より ほかの 花な かりけ り 

しらず  大江嘉 言 

梅の 香 を 夜 はの あらしの 吹きた めて まきの 板戸の あくる 待ちけ り 

村 上の 御 時 御前 の 紅梅 を 女 蔵人 どもに よませ させ 給 ひける に 代りて よめ 

る  淸 原元輔 

り 花香ば， ) と <\ に勻 はね どうす く 濃く こそ 色 は 喚き けれ 

山里に 住み 侍リ ける^^ 花 をよ める  讀人 しら ず 

我が やどの 垣根のう めのうつ り 香に 獨寢 もせぬ 心地， ) そ すれ 

題 しらず  前 大納言 公任 

我が やどの^ のさ かりに 來 るん はお どろく ばかり 袖ぞに ほへ る 


S? が魃れ 


〇• 


c 行き かふ 人の こ * ろ 云々 往き 

来す る 人の 態度に よって その 人の 

心. かわかる ミ いふ 葸。 


0 つ , れ る 衣手 つ 、、>  り 合ば せ， 

袖。 法師" 衣ない ふ。 


和 泉 式部 

春 はた  > 我が 宿に のみ 梅唉 かば かれに し 人も^ にと 來 なまし 

山家の 梅の 花 をよ める  賀茂成 助 

うめ S はな ^根に に ほふ 山 ざと は 行き かふ 人の こ ， ろ を ぞ^る 

春風 夜芳 とい ふ 心 をよ める  膣 原顯祸 朝臣 

梅の 花 かば かりに ほふ 春の 夜の やみ は 風， ) そうれ しかり けれ 

梅の 花 を 折りて よみ 侍 リ ける  素 意 法 帥 

梅が 枝 を 折れば つ  >  れる 衣手に おも ひも かけぬ うつり 香ぞ する 

太 皇太后 宮 東三條 にて 后に 立た せ 給 ひける に 家の 紅梅 を 移し 植 ゑら れて 

花の 盛りに しのびに まかりて いと 面. m く 咲きた る 伎に 結びつけ 侍リ ける 

辨 乳母 

かば かりのに ほひな りと も 梅の 花 しづが 垣根 を 忍 ひわす るな 

題 しらず  大江嘉 言 

我が 宿に 植 ゑぬ ばかり ぞ 梅の 花や： 人な りと も かば かり ぞ^む 

沾 せ i 法 師 

a 吹けば をち の 垣根の 嗨の はな 香 は 我が やどの ものに ぞ ありけ る 


後ね^^ 欲％第  一 ^上 


五八 三 


o ながれ ざら なむ ながれない 

あつ て ほしい G 


〇 すゑむ すぶ 流れの 下々 ふ 


C 花 ft つ は、 V 花の 吹く の を 待つ 

閒" 


後お 造 和お 集 第一 ^上  五八 四 

道雅 三位の 八條の 家の 障子に 人の 家に 梅の 木 ある 所に 水流れ て 客人 來れ 

る 所 をよ める  藤 原經衡 

たづね 來る 人に も 見せむ 梅の 花ち ると も 水に ながれ ざら なむ 

水邊の 梅花と いふ 心 を  平經章 朝臣 

すゑむ すぶ 人の 手 さ へ ゃ勻 ふらむ 梅の 下行く みづ のな がれ は 

長樂 寺に 住み 侍リ ける 頃 二月ば かリに 人の もとに いひつ か はしける 

上 東門 院中將 

思 ひやれ かすみ こめた る 山 ざと に 花 待つ ほどの 春の つれぐ 

題 しらず  小  辨 

ほに 出で し 秋と：^ しまに 小山 田 を 又う ちか へ す 春は來 にけ り 

歸臈 をよ める  赤 染衞門 

か へ る 臈雪居 はるかにな りぬな り また 來む秋 もと ほしと 思 ふに 

藤 原 道 信 朝臣 

行き か へ る 旅に 年 ふる かりがね はいく その 春 をよ そに 見 るら む 

馬 内侍 

と  > まらぬ 心ぞ 見えむ か へ るかり 花の さかり を 人に かたるな 


C^T しも あれ 時 も あらう に 


津守 國^ 


うす 墨に かく 玉づ さと 見 ゆ， 0 かな かすめる 空に 歸る 力り がね 


辨 乳母 


-む 


坂 


^ 城 


折し も あれい かに 契りて かりがねの 花の 盛りに かへ り そめ： 

屛 風に 二  H: 山 田う つ 所に か へる 臈 など ある 所 をよ み 侍りけ る  大中臣 能 宜朝ぼ 

かりがね ぞ 今日 か へ るなる 小山 田の 苗代 水の ひき も 留めな む 

天 德四年 の 內裏 歌合 に 柳 をよ める 

あらたまの 年 をへ つ ， も靑 柳の 絲は いづれ の 舂か絕 ゆべき 

柳 池の 水を拂 ふと いふ 心 をよ める 

池 水 のみく さも 取らで 靑 柳の はら ふ しづえに まかせて ぞ見 る 

題 しらず 

あさみどり みだれて なびく 靑 柳の いろに ぞ 春の かぜ も 見えけ る 

二月ば かリ茛 ^法師の 許に ぁリ やと 音づれ て侍リ ければ 人々 伋 して 花 兌 

になむ 出で ぬと 聞きて 常 は 誘 ふ もの をと 思 ひて 尋ねて 遺 はしける 藤 原 孝 善 

舂 がすみ へ だつ る 山の 麓. までお も ひも 知らす 行く こ  >  ろかな 

人 々花 U- に まか リ ける を かくと， bAr け 侍ら ざリ ければ 造 はしける 藤 原隆經 朝臣 

役 拾^ 和^ 集 第一 养上  五八 五 


藤 原經衡 


藤 原元眞 


後抬 逍^^ 集 第 一 春 上 


五八 


o へた つれ は 閒を 隔てる.、」、 心 

に へ た て を aa  く -/J を かけた もの .9 


ついる 身 花の ま ゐに 人る 身 VJ 

^弓. "緣で 射る 身.、 j を かけた もの 


〇 秋まで あら は 秋まで 生きて ゐ 

たなら：^ o 


c かねても 前 かたから o 


rATH をす <z さや 今 H" の JH の- 

ちに o  花の 盛りのお ！53 ねうちに < 


山 ざ くら：^ に 行く みちを へ だ つれば 人の 心ぞ かすみな りけ る 

二お のころ ほ ひ 花見に 俊铜 朝臣の 伏 見の 家に 人々 まかれ リ ける に 誰と も 

知らせで さし 置かせて^ リ ける  ，M 后宮 美 作 

うらやま しいる 身と も. かな 梓 T ふしみ のさとの 花の， まと ゐに 

花 兌に まか リ ける に嵯峨 野を燒 きけ る を 兄て よみ 侍りけ る ， 賀茂成 助 

小 萩 さく 秋まで あらば 思 ひ E.Z で む 嵯 峨 野 を燒き し 春 は その 日と 

題 しらず  永 源 法師 

さ くら 花 さかば 散りな むと 思 ふ より かねても^ のい と はしき かな 


うめが 香 を 櫻の はなに に ほ はせ て 柳^え だに. 突かせて し^な 


原 致 時 

元 任 


明けば ま-つ 尋ねに ゆかむ 山 櫻 こればかり •；，： に ひとに おくれ じ 

了 條院の 御 時 殿上の 人々 花見に まかりて 女の もとに 逍 はしける 源雅 通^  E 

折らば 惜し 折らで はいか V 山 今日 をす-ぐ さす 君に 見す ベ き 

かへ し  盛少將 

折らで た ノ かたりに かたれ 山 櫻 かぜに 散る だに 惜しき に ほひ を 


oa ひやる 心 身 こそ 行かぬ が 花 

を 思 ひや る 心 ** 


o あくが る 、心 山 ^くら を 見た 

い •/」 胸 を こがす この 思 ひたけ は o 

〇 たぐへ て 添へ て。 


〇 すぐ- 


ら  なむ  過さないで 來 


〇か< さぞ^の 云々 山 櫻 を たづ 

ねる 屮 になって ゐ るので で 

の 位 近み- 來た のか ^ がっかぬ。 歸 

り 道に なって はじめて それが わか 


後 1= 泉-おの 御 時う への をの こども 花見に まか リて 歌な ど よみてた かくら 

の 一宮の 御 方に もて 參リ て侍リ ける に  一 官 駿河 

思 ひ To- る 心ば かり はさ くら 花 たづぬ る ひとに おくれ や はする 

今上 の 御 殿上 の 人々 花兑に まかり 出で ける 道に 巾 宮の御 方より とて 入 

に 代リ て^: 一はし ける  も 火 臣 北の 力 

あくが る 、 心ば かり は 山 ざ くら たづぬ る 人に たぐ へ てぞ やる 

障子の 耠に花 多 かる 山里に 女 ある 所 をよ み侍リ ける  源兼隆 

今來 むと ちぎりし ひとの おなじくば 花の 盛り をす ぐ さ ざら なむ 

題 しらず  祭主 輔親 

いづれ を かわきて 折ら まし 山樱こ 、 ろ 移らぬ えだし なけ わば 

菅 原 爲  一一：  一！： 

行きと まると， ) ろぞ春 はな かりけ る 花に こ ， ろの 飽かぬ かぎり は 

遠き 花を尋 ぬと いふ 心 をよ める  バ  ^ 

山 樱こゝ ろの ま、 に たづね 來てか へ さぞ 道の ほど は 知らる 、 

長閑 寺に 侍りけ る頃ル S 院ょリ 山里の 櫻 は いか ぐと ありければ よみ 侍リけ 

る  上 東門 院屮將 


後洽^ 和 欤集第 一 春 上 


艽八七 


c をる にもの _* き «s るに 折る 

かけた もの o 


〇 名た て ク，. ふ- れ Q 不面目 


後 拾 fa 和歌 集 第一 ^上  五八 八 

に ほふらむ 花の 都の、 ) ひしくて をる にもの 憂き 山 ざ くら かな 

白 河院 にて 花 をお てよ み侍リ にる  民 部 卿 長^- 

あづま ぢの 人に 問 はば や 白 川の せきに も かく や 花 はに ほ^と 

南 殿 の 櫻を兑 ると いふ こと を  高岳賴 言. 

見る からに 花の 名 だての 身 なれ ども, 〕  >  ろ は 雪のう へ まで、 ぞ 行く 

上の をの こども 歌よ み 侍りけ る に 春 心 を 花に 寄す と いふ 事 をよ み 侍りけ 

る  大贰赏 政. 

春 ごとに 見る と はすれ ど さくら 花 あかで も 年の つもりぬ るかな 

花 を^し む 心 をよ める  大屮臣 能^:^ 臣 

さくら 花に ほふ なごりに 大方の 春 さ へ 惜しく おも ほ ゆる かな 

河原 院 にて 遙 かに 山樱を 見て よめる  平 兼 盛 

道と ほみ 行きて は 見ね ど さくら 花 心 を やりて 今日は か へりぬ 

夜 思レ 櫻と いふ 心 をよ める  能 因 法師 

櫻 唉く春 はよ る だに なかり せば 夢にも もの は 思 は ざら まし 

樱を植 ゑお きて 主な くたり 侍リ にければ よめる  讀人 しらず 

植ゑ おきし 人 なきや どの 櫻 花に ほひば かり.  ぞか はら ざり ける 


-/ の 山^, 

. の 山 ざく 


に 見え- 


〇 花兒る はでの こ. -ろ 花 を 見 

&の徐 念な きぼ- 5j の 心 0 


0#ば か^りの なから まし か は 

春 w いふ ものに 限りが なく、 いつ 

までも^" であ つたら よいに o 


遠き 所に まう でて 歸る 道に 山の 櫻 を 見や リて よめる  和 泉 式部 

都人い かにと 問 はば 見せ もせむ かの 山 ざ くら ひとえ だ もがな 

題 しらず 

人 も 見ぬ やどに 櫻 を植ゑ たれば 花 もて やつす 身と ぞ なりぬ る 

我が やどの 櫻 はか ひもな かりけ り あるじから- • 」 そ人も 見に 來れ 

道 命 法師 

花見に と 人 は 山邊に 入り 果てて 春 はみ や- ) ぞ さびし かりけ る 

紫 式部 

世の なか をな に 歎 かまし 山 ざ くら 花見る ほどの こ ， ろな りせば 

なげかし き 事侍リ ける 頃 花 を 見て よめる  藤 原 公 經朝 K 

花：：^ てぞ 身のう き f  〕 とも 忘らる ， 春 はかぎ りの なから まし かば 

堀 河 右大臣の 九條の 家に て 毎 レ山春 ありと いふ 心 をよ み 侍りけ る 前 中納言 顯甚 

我が やどの 梢ば かりと 見し ほどに よもの 山邊に 舂は來 にけ り 

題 しらず  藤 原元眞 

おも ひつ ， 夢に ぞ見 つる 櫻ば な 春 はね ざめ のなから まし かば 

承曆ニ 年の 內裏 歌合に よめる  右 大辨通 俊. 

後 拾遺 和歌 集 第一 春 上  五八 九 


〇 い ミな， 

閒 もな い < 


〇 おのが もの さや 

るから 春 を.！ H 分の. 


〇 さされ； りけ り 閉 されない * 


後拾逍 和歌 集 第一 お 上  五 九 〇 

| 春の.^ は 散らぬ 櫻と 見て しがな う て もや 風のう しろめた きと 

屏風に 旅人の 花見る 所 をよ める  平 • 兼 盛 

花：^ ると 家路に おそく 歸る 力な 待つ とき 過ぐ と 妹 やい ふらむ 

籽 虱の 粉に 三 H: 花 の 宴す る 所に 客人 きた る 所 をよ める 

ひととせに ふた、 び もこぬ^ なれば いとなく 今日は 花 を こそ^れ 

うり ん. 0 ん 

後^泉 院^ 宫と S 'しける 時 殿上 の をの こども 花 兌む と て 雲林院 に まかれ 

リけ るに よみて 逍 はしける  茛遏 法師 

うらやまし 春の 宫人 うち 羣れ ておのが ものと や 花 を 見 るら む 

迎宗 朝臣 能^ 守に 侍りけ る 時 國 にて 歌合し 侍リ ける によめ る  源緣 法師 

山 ざ くら 白雪に のみ まが へ ば や 春の こ ， ろの そらにな るら む 

宇治 前 太 政大ほ 花見に なむと 聞きて 造 はしける  民 部 卿濟信 

いにしへ の 花見し ひとは たづね し を老は 春に も 知られ ざり けり 

つ 、しむべ き 年 なれば ありく まじき 由 い ひ侍リ けれど 三月ば か リに白 川 

に まか りけ る を 聞きて 相換が 許よりか くも ありけ る はとい ひお こせて 侍 

リけ るに よめる  中納 言定艇 

櫻 花 さかりに なれば ふる 里の む-ぐらの かど もさされ ざり けり 


少しの 


春の 宮人で あ 


〇 たれ 我が 宿の 花-/ J 云々 あれな 

a 分の.：^ の 花 vj して a る.； *  .3 主人 

は 誰たら う o 

〇VJ しに や 花の 云々 年 一年な 花 

^々きま さ つ て來 るの たら. つか o 


〇 花に W えね る 花から 見られた 


〇 こけの たも vj 修» おや 仙人な 

さの^る 衣 0 出家の 袖。 

C 故り て か、 りし かづけ 物な^ 

はった VJ いふ 铳。 


^ 花 誰^ ぞと いふ 心 をよ める  坂 上定成 

よそながら 惜しき さくらの 勻 ひかな たれ 我が^の 花と：^ るら む 

^链に 花 を：^ ると いふ 心 をよ める  源緣 法師 

春^に：^ れ ども あかす 山 ざ くらと しに や 花の 吹き まさるら む 

. 高^ 院の 花盛りに 忍びて 朿 西の 山の 花^に^ リ てければ 宇治 前 太 政 大臣 

聞きつ けて 此の^い かなる 歌 かよみ たるな ど 問 はせ 侍リ ければ 久しく E 

舍に 侍りて さるべき 欲な どもよ み 侍らず 今 U かくな む^ ほ ゆると てよ み 

伶り ける  ^^去 師 

世の中 をお も ひすて てし 身 なれ ども 心よ わしと 花に；^ えぬ る 


これ を^き て 太 政大ほ いと あはれ なりと いひて かづけ 物な どして 侍り 

ける となむ い ひ 傅 へたる 

美 作に まか リ下リ ける にお ほ いまう ち！^ のか づけ 物の 事 を 思 ひ 出で て^ 

永 朝 ほの 許に 迠 はしける 

よ  >  ふと も 我 わすれめ や！^ 花 こけの たもと に 散りて か 、りし 

.VI 介 の 一宮の 女^花.^ に .H 川に まかれり ける によめ る  賀 

なにごと を莽 S かたみに 思 はまし 今： n しら 川の はな；：^ さりせば 

後 拾^ 卯^ 巢 第一 春 上  艽九ー 


少 將 


後 拾 遣 和歌 集 第 一 春 上 


五 九 二 


0 たかさ-, j 單に 山の 事 を 云った 

も. の o 播州の 名所で はない 0 

〇 外 山 端の 山" 里に^い 山。 


〇 おも ひ I ヴ 


心歿 り。. 


〇 ぬの 衣 布で 作った 衣ハ 


0 名 立て 不面目。 


C 忘 れ ねべき 忘れられる ゃラ 


家 


內 のお ほ いまう ち 君の 家に て 人々 洒 たうべ て 歌よ み 侍りけ るに 遙- 

櫻 を^むと いふ 心 をよ める 

たかさ ごの をの へ の 櫻^き にけ り 外 山の かすみ 立た す も あらな む 

遠山 櫻と いふ 心 をよ める  藤原涛 

吉野 m 八重た つみね のしら 雪に かさねて^ ゆる 花 ざ くら かな 

周 防に^ り 下らむ としけ るに 家の 花 惜しむ 心 人々 よみ 侍りけ るに よめる 

藤 原通宗 朝臣 

おも ひ 置く) "となから まし 庭 ざく らちり ての 後の ふな 出な りせば 

花の 下に 歸らむ 事 を 忘る とい ふ 心 をよ める  茛暹 法師 

訪ふ人 も 宿に は あら じ 山 ざ くら 散らで か へ りし 春し なければ 

某： 長屮納 苜朿 山に 花兑 侍りけ るに ぬの 衣き たる 小 法師して 誰と も 知らせ 

で とらせ 侍リ ける  加 賀左衞 門 

散る まで は旅寢 をせ なむ 木の もとに 歸 らば 花の 名 立てなる ベ し 

m 三條， 院 の御屛 風に 旅人 山の 櫻 を^る 所 をよ める  源道濟 

散り 果てて 後 やか へ らむ ふる 里 も 忘られぬべき 山 ざ くら かな 

おな.. ， 御時屛 風の 输に櫻 花 多，、 咲け る听に 人々 ある をよ める 


G なにに つけて 何に よって o 


我が やどに 唉 きみち にけ り 櫻 花 ほかに は 春 も あら じと ぞ思ふ 

大納言 公任 花 の 盛りに 來 むと いひて 音 づ れ 侍ら ざ リ ければ 

花 もみな 散りな む 後 は 我が 宿 になに につけて か 人 を 待つべき 


後 拾^ 集 第 一 春 上 


五 九 一 II 


後 拾 遣 和歌 集 第二 春 下 


五 九 四 


〇 三 千代へ て 云々 西 王 母が 漢の 

武ー 帝に 三千 年に 一度 食の なる VJ 云 

ふ 桃な 奉った ミ云ふ 故事に よった 

もの o 

〇 桃 百に 通 はせ たもの。 


〇 故鄉の 花の ものい ふ 云々 祧を 

ものみ-云 はぬ 花 */」 云った の は、 史 

記 の、 「桃李 不レ 言下 自成レ に よ 

つ.；.！ ので ある G 


後 拾遺 和歌 集 第二 

春 下 

三月 三日 桃の 花 を 御覽 じて  花山院 御製 

&ちょ  ，  il た 

三千 代 へ てな りけ る もの をな どて か は 桃と しも 將名 づけ 初めけ む 

天 曆の御 時の 屛 風に 桃の 花ぁリ ける 所 をよ める  淸 原元輔 

あかざら ば 千代まで かざせ 桃の 花 はな も 變らじ 春も絕 えねば 

世 尊 寺の 桃の 花 をよ める  出羽辨 

故郷の 花の ものい ふ^なりせ ばいかに 昔の こと を 問 はまし 

永 承 五 年 六月 祐子內 親王の 歌合し 侍りけ るに このな かの 題 を 入々 よみ 侍 

リけ るに よめる  ® 河 右大臣 

櫻 花 あかぬ あまりに おも ふかな 散らす ば 人 や をし まざら まし 

題 しらず  内大臣 

惜しめ ども 散り もとまらぬ 花 ゆ ゑに 春 は 山べ をす みかに ぞ する 

天德四 年の 歌合に  平 兼 盛 


〇 またき な敉り そ 早 

な o  いで 改 るな o 


ら散， 


〇 そ のかみ その 當時 0 以前 


〇 さくら 牧 る ミ なりに 云々 風が 

あるた めに 花の ない 我が 宿に も 花 

が牧 つて 來 るので、 鄰では 跃ふ風 

も 自分の 方で は 嫁し い VJ い ふ 意 0 

c たたまく 惜しき こよ ひ 立ち去 

る VJ^ ち 切る"、」 を 通 はせ たもの。 


世と ともに 散らす も あらな むさくら 花 あかぬ 心 はいつ かた ゆべき 

大中 臣能宣 朝臣 

さくら 花 まだき な 散り そ 何に より 舂 をば 人の をし むと か 知る 

屛 風の 檢に樱 の 花の 散る を 惜しみ 額なる 所 をよ み 侍りけ る  源道濟 

山里に 散り 果てぬべき 花 ゆ ゑに たれと はなくて 人ぞ 待た る ， 

大神宮の 燒 けて 侍りけ る 事 しるしに^ 勢の 國に 下リ て侍リ ける に いっき 

上り 侍リて 彼の 宮人 もなくて 櫻い と 面白く 散リ ければ 立ちと まリ てよ み 

侍りけ る  右 大辩通 俊 

しめ 結 ひし その かみなら ば 櫻 花 惜しまれつ ゝ や 今日は 散ら まし 

山路 落花 をよ める  橘 成 元 

櫻 花み ち 見えぬ まで 散りに けりい か  >  はすべ き 志 賀の山 ごえ 

鄰の花 をよ める  坂 上定成 

さくら 散る となりに いと ふ 春 かぜ は 花な き 宿 ぞうれ しかりけ る 

花の 庭に ちり 侍りけ る 所に てよ める  淸 原 元 輔 

花の かゆた たまく 惜しき こよ ひかな 錦 を さらす 庭と 見えつ ， 

ご はん 

承曆ニ 年の 內裏 後番の 歌合に 櫻 をよ み 侍りけ る  藤 原 通宗 朝臣 

後 拾遺 和^ 集 第二 春 卜  X 九 五 


〇 心 か- 

から  _* 


自分の 心から 0 心 接け 


〇 こ ろ VJ 歆れる 自分の 心で^ 

つた _* 


後 拾遺 和^ 集 第二 卷下  五 九. K 

惜しむ に は 散り もとまら でさ くら 花 あかぬ ， 〕 、 ろぞ 常籍 なりけ る 

題 しらず  永 源 法師 

心から 物 を， 一 そお も へ .E ざ くら 尋ね ざり せば 散る を 見 まし や 

三月ば かリに 花の ちる を^て よみ 侍リ ける  土 御門 御 匣 殿 

うらやま しいかなる 花 か 散りに けむ 物 思 ふ 身し も 世に は殘 りて 

永 承 五 年 六月 五日 祐子 内親王の 家に 歌合し 侍る によめ る  大贰 三位 

吹く 風ぞ思 へ ばつら きさくら 花 こ 、 ろと 散れる 春し なければ 

題 しらず  中 納 言 定 賴 

年 をへ て 花に こ、 ろ をく-たく かな 惜しむ にと まる 春 はな けれど 

家の 櫻の 散りて 水に 流る」 をよ める  大江嘉 言 

こ ， に 來ぬ人 も 見よ とて さくら 花み づの 心に まかせて ぞ やる 

白 河に て 花の ちリて 流れけ る をよ み侍リ ける  土 御門 右大臣 

行末 もせき と ヾ めばや しら 川の 水と ともに ぞ春も 行きけ る 

粟田の 右大臣の 家に 人々 のこ リの花 を 惜しみ 侍りけ るに よめる 藤 原爲時 

おくれても 晚 くべ き 花は晚 きに けり 身 を 限りと も 思 ひける かな 

庭に 櫻の 多く 散りて 侍リ ければ よめる  和 泉 式部 


〇 はるの は 5」 は 春 の^は 。春の 

ラ ちょ o 


〇 さい たづ ま いた^り" 又 春の 

若草の 捋稱ミ もい ふ 0 


〇 せこ 女から 夫 又は 戀 しく 思 ふ 

なさして 呼ぶ 稱 o 


〇 なづ さはれ ぬる 狎れ したしま 


〇 おも ひも かけね 痕 藤 S を 云つ 


O いけにば ひさす 池に 灰 さす o 

紫色に 染める 時に 椿の 灰な 差す. E 

ら、 それによ つて 云った もの o 


〇 岩根に か、 る 藤な み なみの 綠 

でか 、 る V」 云った もの。 岩根に 吹 

きか  >  つて ゐる 藤の 花 o 


風 だに も 吹き はら はすば 庭樓 ちる とも はるの ほど は 見て まし 

三 H- ばかりに 野の 草 をよ み侍リ ける  藤 原義 孝 

野邊^ れば彌 生の 月の はつる まで まだ うら 若き さい たづ まかな 

躑躅 をよ める  和 泉 式部 

岩つ 、 じ 折り もて ぞ 見る せこが 著しくれ なゐぞ めの 色に 似 たれば 

藤 原義 孝 

わぎもこが 紅ぞ めの 色と 見て なづ さはれ ぬるい はつ 、 じかな 

月輪と いふ 所に まか りて： 兀 輔惠慶 などと 共に 庭の 藤の 花 を もて あそびて 

よみ 侍リ ける  大中 臣能宣 朝臣 

藤の 花 さかりと なれば 庭の 面に おも ひも かけぬ 浪ぞ 立ちけ る 

題 しらず  齋宫 女御 

紫に やし ほ 染めた る ふぢの 花い けに は ひさす ものに ぞ ありけ る 

源爲窑 朝臣 

もと ひ 

藤の 花 をり て かざせば こむらさき 我が 元；, i のい ろ やそ ふらむ 

承曆ニ 年の 內裏 歌合 に 藤 花 を よめる  大納 ： 百 寅 季 

水 そこ も むらさき ふかく 兒ゅ るかな 岸の 岩根に か A る 藤な み 

後 拾^ 和缺集 第二 春 下  五 九 七 


後 拾遺 和耿集 第二 春 下 


〇 井手 山吹の 名所。 


〇 みが くれて 水に 隙れ て o 

o すたく 集まる 。集まって 鳴く 

r〕 もろ 整 もろ- yj もに 鳴き かばす 

辱。 


o ふた S まで は 云々 自分 一 人で 

SW くの なら 二 4® を 呼 はせ やに、 す 

々 、に 返事な v るの たが、 閔 く 人が 

多い ので 誰 を 呼ぶ のか わからぬ の 

で 自分 ！ 人で 答へ る こ ミ も 出來な 


五 九 八 

民 部 卿 泰憲近 江 守に 侍リ ける 時 三 井寺に て 敬 合し 侍りけ るに 藤の 花 をよ 

み 侍りけ る  讀人 しらず 

すみの 江の 松の みどり も むらさきの 色に ぞ かくる きしの 藤な み 

題 しらず  藤 原 伊 家 

道と ほし 井手へ も 行か じこの 里 も 八重 ゃは唉 かぬ 山吹の はな 

大甙 高遠 

沼 水に 蛙 なくなり むべ しこ そ 岸の やまぶき さかりな り けれ 

長久 二 年の 弘徽 殿の 女御の 家の 歌合に 蛙 をよ める  茛暹 法師 

みが くれてす だく 蛙の もろ 聲に さわぎ ぞ わたる 井手のう き 草 

題 しらず  藤 原 長 能 

聲絕 えす さ へ づれ 野邊の 百千鳥の こり すくなき 春に や は あらぬ 

法 輪に 道 命 法師の 侍リ ける とぶら ひに まかり わたる 夜に 呼子 鳥の なき 侍 

りければ よめる  法圓 法師 

我 ひとり 聞く ものなら ば 呼子 鳥 ふた 聲ま では 鳴かせ ざら まし 

三 H: つ ごも リに 郭公の なく を 聞きて よみ 侍りけ る  屮 納 言 定 賴 

ほと、 ぎす 思 ひも かけぬ 春な けば 今年 ぞ 待た ではつ 音閭 きつる 


〇 ^公な かずはな かや 郭公 鳴か 

やに W もれるなら 鳴かないで くれ 

よ、 しから ゆ a が來 ぬか も 知れぬ 

の ® か。 


一二  HJ つ ごも リの日 春 を 惜しむ 心 を 人々 よみ 侍リ ける によめ る  大中 臣能宣 朝臣 

郭公な かすば なかすい かにして 暮れ ゆく 春 を またもく はへ む 

！ 1 一月つ ごもり の 日 親の 墓に まか リて よめる  永 胤 法師 

思 ひ 出づる ことのみ 繁き野 邊に來 てまた 春に さ へ 別れぬ るかな 


後 拾遺 和 欲 集 第二 春 下 


^ 九九 


〇 いこまの 山 河内 國 にある 。古 

啯 部 VJ さしむ かひに ある 山 G 


〇挹 の はがし は 掐の樹 の 葉 o 

〇 も ミっ葉 も ミの葉 o 末葉に 封 

する もの o 


後 拾 遣 和 歌集 第三 夏  六 〇〇 

後 拾遺 和歌 集 第三  - 

夏 


四月つ いたちの 日よ める  和 泉 式部 

さくらいろに そめし 衣 をぬ ぎ か I て 山 ほと ， ぎす 今日より ぞ 待つ 

四月 一日 郭公 待つ 心 をよ める  藤 原明銜 朝臣 

きの ふまで をし みし 花 はわ すられて 今日は 待た る 、郭公 かな 

津の國 の 古 曾 部と いふ 所に てよ める  能 ^法師 

我が やどの 梢の なつに なるとき はい こまの 山ぞ 見えすな りけ る 

冷泉 院の 柬宫と 申しけ る 時 百 首 歌奉リ ける 中に  源 重 之 

夏草 は 結ぶ ばかりに なりに けり 野 飼 ひし 駒 や あく がれ ぬらむ 

題 しらず  曾 根好忠 

さかきと る 卯月に なれば 神 山の 楷の はがし はもと つ 葉 もな し 

山里の 水 鵜 をよ み侍リ ける  大中 臣輔弘 

八重し ける 犛の 門の いぶせき にさ さす やなに をた ， くく ひ なぞ 


〇 月影み-色 にて 呋 ける 月影の 色 

な 花の 色 ミ して 咬いて ゐる o 

o あけ は 夜が 明けたなら は。 


〇 し.， TS のた つたの 川 白 一浪の 立 

つ VJ、 立 田の 川 "/J を かけた もの o 


山里の 卯 の 花 をよ み侍リ ける  藤 原通宗 朝臣 

あとた えて 來る人 もな き 山里に われの み 見よ と唉 ける 卯の はな 

民 部 卿 泰憲近 江 守に 侍リ ける 時 三 井寺に て 歌合し 侍りけ るに 卯の花 をよ 

める  讀人 しらず 

しらなみの 音せ で 立つ とみえつ る は 卯の花 さける かきねな りけ り 

題 しらず 

月影 を 色に て^ける 卯の花 は あけば ありあけの 心地 こそせ め 

ある 所に 歌合し 侍リ ける に 卯の花 をよ み 侍りけ る  大屮臣 能^ おは 

卯の花の 唤 ける あたり は 時なら ぬ 雪 ふる 里の かきねと ぞ 見る 

正子 內 親王の 繪 合し 侍りけ るに かねの さう じに かき 侍リ ける  相  摸 

見 わたせば 浪の しがら みかけて けり 卯の はな 唉 ける 玉 川の さと 

伊勢大輔 

卯の花の 唉 ける 垣根 はしら 浪の たったの 川の ゐぜ きと ぞ^る 

卯の花 をよ み侍リ ける  源道濟 

雪との みあやま たれつ 、卯の花に ふゆ ごもれ りと 見 ゆる 山里 

筑 紫の 大. W 寺と いふ 所に て 歌合し 侍リ ける によめ る  元慶 法師 

後 拾 遣 和^ 集 第三 夏  六 〇一 


〇 待た で ぞこ > ろみる 待って ゐ 

て も 鳴かない から、 待たないで ゐ 

て^く か 鳴かね か をた めして みる 


C その かみ 山の ほ- txyl す その 

かみ、/./、 其 G 神. H ミな かけた もの 


後 拾 遣 和歌 集 第三 夏  六 〇 二 

わがや どの かきねな 過ぎ そ 郭公 いづれ のさ ともおな じ 卯の花 

題 しらず  慶範 法師 

ほと 、 ぎす われ は 待た でぞ ， 一  >  ろみる 忍 ふことの みたが ふ 身 なれば 

四：：；： つ ごも リの日 右近の 馬場に 郭公き かむ とて まか リ侍リ ける に 夜 ふく 

るまで 鳴き 侍ら ざリ ければ  堀 河 右大臣 

郭公 たづぬ ばかりの 名のみ して 聞かす ば さて や 宿に か へ らむ 

道 命 法師 山寺に 侍リ ける に 造 はしける  藤 原尙忠 

こ、 に 我がき か. まほし きを あしび きの 山 郭公い かに 鳴 くらむ 

かへ し  道 命 法師 

あしび きの 山 ほと 、 ぎす のみなら すお ほかた 鳥の こ ゑ も 聞え す 

^子 内 親玉 賀 茂の い つきと 聞え ける 時 女^に て侍リ ける をギ へ て 後三條 

院の御 時瘵院 に侍リ ける 人の もとに 昔 を 思 ひ 出で て 祭の か へ さの 日 刹 館 

に 遣 はしける  皇后 宮美作 

聞かば やな その かみ 山の ほと ， ぎす ありし 昔のお なじ 聲 かと 

祭の 使して 祌 館に 侍リけ るに 人々 多くと ぶら ひに 音な ひ侍リ ける を 大藏卿 

長 あみえ 侍ら. ざリ ければ 遣 はしける  備前 典侍 


〇 よ ひの ま は 云々 終夜 待ち あか 

して、 夜が 明けた 後に はじめて g 

を きいて 詠ん たもの o 

GK きつ ミ も 閔 かや vj もな く 閔 


o しのた の杜 和. ぉ國 にある。 


筏， お^ 和 欲 集 第三 夏 


郭公な のりして こそ 知らる なれ たづね ぬ 人に 告け ややら まし 

四月ば か り 有 馬の 湯よ リ^リ 侍リて 郭公 をな む 聞きつ ると 人の いひお こ 

せて 侍りければ  大中臣 能宣朝 E 

聞きす てて きみが 來に けむ ほと ， ぎす たづね にわれ は 山路 こえ 見む 

いにしへ を戀 ふる 事侍リ ける 頃 E 舍 にて 郭公 を 聞きて よめる  增墓 法師 

この頃 は寢 ての みぞ 待つ 郭公し ばし みやこの ものがたり せよ 

題 しらず  橘贅成 

よ ひの ま はま どろみ なまし 郭公 あけて 來鳴 くと かねて 知りせば 

永 承 五 年 六月 五日 祐子內 親王の 家の 歌合に よめる  伊勢大輔 

聞きつ とも 聞かす ともなく 郭公- ) ゝ ろ まど はす さ 夜の ひと 聲 

能 因 法師 

夜 だに あけば たづね て 聞かむ 郭公し の だの 杜の かたに 鳴くな り 

藤 原 兼 房 朝臣 

夏の 夜 はさても ゃ寢 ぬと 郭公 ふた こ ゑ 聞け る 人に 問 はば や 

パ  辨 

寢ぬ夜 f  .> そかす つもり ぬれ 郭公き く ほど もな き  一 f  J ゑに より 

六. 011】 
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六 0 四 


o 月た にあれ や 月た にあれ. 


ふ 意 o 


〇 おい その 杜 近 江 にある 0 


〇sg きつろ や 初音なる らし 今 閱 

いたのが 初音で あ S らしい。 


C まつ は^ vj こそお も ひつれ 待 

つ て ゐる閒 たけ 寐 ないで ゐ よう VJ 

思った のに o 

〇VJ り^-ころ VJ り- K5 よい VJ こ 


祐子內 親王の 家に 歌合な ど 果てて 後人々 おなじ 題 をよ み侍リ ける 宇治 前 太 政 大臣 

ありあけの 月 だに あれ や 郭公た  >  ひと f  〕 ゑの 行く かた も 見む 

宇治 前 太 政 大臣 =ー 十^ の 後 歌合し 侍リ ける に 郭公 をよ める  赤 染衞門 

鳴かぬ 夜 もな く 夜 もさ ら に 郭公 待 つと て やすきい や は 寢らろ 、 

夜 もす が ら 待ち つる もの を 郭公 又 だに 鳴かで 過ぎ ぬなる かな 

もり 

相换 IP にて 上 リ侍リ ける 夜お いその 杜の もとに て 郭公 を 聞き てよ める 

大江 公資 朝臣 

あづま ぢの おも ひ 出に せむ 郭公お いその もりの. ^はの ひとこ ゑ 

郭公 を 聞きて よめる  法 お 命 

聞きつ る や 初音なる らし 郭公お いは 寐ざめ ぞうれ しかりけ る 

長 保 五 年お 月 十五 日 入 迸 前 太 政 大臣の 家の 歌合に 遙聞 一一 郭公 一とい ふ 心 を 

よめる  大江 嘉言 

いづかた と 聞き-たに わかす 郭公た  >  ひと 聲 のこ 、 ろ まど ひに 

五月ば か リ赤染 が もとにつ か はしける  道 命 法師 

郭公 ま つ ほどと こそお も ひ つ れ 聞き ての 後 も 寐られ ざり けり 

ほと 、 ぎす 夜 深き をき くの みぞ 物お も ふ 人の とりどころなる 


o 御 かしこまり 御 さめ C おぬ^ 


〇•/.- もに なく 身 わが 身 も 郭公 • 

共 に^く  if;o 


〇 しるから は はっきり VJ わか 一 

なら. *o 


C 寢て のみや 云々 郭公の 鳴く S 

を！ 9 かれね ミ いふ 人 は、 寢て 待つ 

から 眠つ てし まって BB かれない の 

であらう. o 

〇 みた や 守 御田 舍守 。田 を 守つ 

てゐる もの •> 


〇 みづ のみ 牧 美 豆 G 御牧。 山城 


お ほやけ の 御 かしこまりに て 山寺に 侍リ ける に 郭公 を 聞きて よめる 

.  律師 長濟 

一 f  J ゑ も 聞きが たかりし 郭公と もに なく 身と なりに ける かな 

郭公 をよ める  能 因 法師 

郭公き なかぬ よ ひのしる からばぬ る 夜 も ひと 夜 あらまし もの を 

大 贰 

恃 たぬ 夜 も 待つ 夜 も 聞きつ 郭公 花 たちばなのに ほふ あたり は 


三 位 

寢て のみや 人 は 待 つらむ ほと ， ぎす 物 思 ふや ど は 聞かぬ 夜ぞ なき 

早苗 をよ める  曾 根好忠 

みた や 守け ふ は 五月に なりに けりい そ ゆや 早苗 老い もこ そ すれ 

永 承 六 年 五月 殿上の 根 合に 早苗 をよ める  藤原隆 養 

さみだれに 日 も 暮れぬ めり 道 遠み 山 田の 早苗 とりも 果てぬ に 

宇治 前 太 政 大臣の 家に 三十 講の後 歌合し 侍りけ るに 五月雨 をよ める 


相 


五月雨 はみ づ のみ 牧 の眞菰 草刈り ほす ひま も あら じと ぞ^ふ 

後ね^ 和歌^ 第三 夏  六 OS 


摸 


〇 に は たづみ 雨が 地上に たまつ 

て 流れる もの o 


O 筑摩江 近 江國 にある o 


〇 よ^の 菖蒲 草の 名所 淀 野 

ね やの 夜 殿.、」 を かけた もの。 


後 拾 遣 和歜集 第三 夏  六 0H ハ 

宫 內卿餒 長が 桂の 山莊 にて 五月雨 をよ み 侍りけ る  藤 原範永 朝臣 

五月雨 は 見えし 小笹 のはら もな しあ さかの 沼の， 心地の みして 

橘 俊 網 朝臣 

つれぐ と 音た えせぬ は 五月雨の 軒の 菖蒲の しづくな りけ り 

題 しらず  叙鱟 法師 

五月雨の を やむ 景色の 見えぬ かなに は たづみの み數 まさりつ ， 

五月 五日 はじめた る 所に まかりて よみ 侍リ ける  惠慶 法師 

香 をと めて 訪ふ人 ある を 菖蒲 草 あやしく 駒の す さめ ざり けり 

永 承 六 年 五月 W 日 殿上の 根 合に よめる  良暹 法師 

筑摩 江の 底の 深さ をよ そながら 引ける あやめの 根に て 知る かな 

右大臣 巾將 に侍リ ける 時 歌合し 侍リ ける によめ る  大中 臣輔弘 

ね やの 上に 根ざしと  >  めよ 菖蒲 草 たづね て 引く も 同じよ どの を 

年顷 すみ 侍リ ける 所 はなれて 外に わたりて 又の 年^ 艽月 五日よ める 

伊勢大輔 

け ふ もけ ふ 菖蒲 も 菖蒲 か はらぬ に 宿 こそ ありし 宿と おほえね 

花 橘 をよ める  相  摸 


c 一^も せつ、 ^も 立て やに 


〇 うすし ミ いへ ^云々 

あつく を 封 照した もの o 蟬の 羽衣 

はう すいが、 X の 事故 暑い。 

〇K がりの 云々 葦 は S に 刈りお 

る ものである o 


五月雨の 空な つかしく に ほふ かな 花 たちばなに 風 や 吹 くらむ 

大贰高 遠 

むかし をば 花 たちばな のなかり せば 何に つけて かお も ひ 出で. まし 

蝥 をよ み侍リ ける  源 重 之 

音 もせで おも ひに も ゆる 螢， ) ぞ なく 蟲 よりも あはれ なり けれ 

宇治 前 太 政 大臣 三十 講の後 歌合し 侍リ ける に^ をよ める  藤 原 良餒朝 E 

澤 水に 空なる 星のう つるかと 見 ゆる は 夜半の ほたるな りけ り 

題 しらず  能 因 法師 

ひと へ なる 蟬の 羽衣 夏 はな ほうす しとい へ ど あつく ぞ ありけ る 

源 重 之 

夏が りの 玉 江の 蘆 を ふみしだき 羣 れゐる 鳥 力 立つ そら ぞ なき 

曾 极好忠 

なつごろも たった 河原の 柳 か：^ す  >  みに 來っ 、 ならす ころ かな 

ひむろ 

冰室 をよ める  源 0  .K 

夏の 日になる まで 消えぬ 冬 ご ほり 春 立つ 風 やよ きて 吹 くらむ 

夏の 夜の 月と いふ 心 をよ み侍リ ける  土 御門 右大臣 

後 拾遺 和歌 集 第三 莨  六 〇 七 


〇 からく にに 錢れる 錦 唐藹 


〇 われ ひ- /J り寢る ミこな つの 花 

ひ vj り、 寢る牀 ぐ」 常： & の 花 V」 を か 

けた もの。 


O くれの 夏 晚 夏。 


後 拾 遣 和歌 集 第三 夏  六〇 八 

夏の 夜の 月 は ほどなく 入りぬ とも やどれる 水に かゆ はとめな む 

大贰資 通 

何 を か は 明くる しるしと おも ふべ き晝 にか はらぬ 夏の 夜の 月 

宇治 前 太 政 大臣の 家に 一一 一十 講の後 欲 合し 侍リ ける によみ 侍リ ける 民 部 卿 長家 

夏の 夜 もす  > しかりけ り 月影 はに はしろ た へ の 霜と 兌え つ ， 

巾 納 言 定 賴 

とこなつの に ほ へ る 庭 はからく にに 織れ る 錦 もし かじと ぞ見 る 

道濟が 家に て 雨の 夜と こなつ を 思 ふとい ふ 心 をよ める  能 因 法師 

いかなら む 今宵の 雨に とこなつの 今朝 だに つゆの おもゆな りつる 

題 しらず  曾 极好忠 

來て a よと 妹が 家路に 告 ゆやら む われひとり^ る とこなつの 花 

平 兼 盛. 

夏 ふかくな りぞ しにけ る大 あらきの もりの 下草な ベ て 人 刈る 

夏の 夜谅 しき 心 をよ み侍リ ける  堀 河 右大臣 

ほど もな く 夏の す  >  しくな りぬ る は 人に 知られで 秋ゃ來 ぬらむ 

くれの 夏 有 明の 月 をよ める  內 大 臣. 


〇 小 山 山の 名に 小暗 を かけた 

もの o 

〇 秋 まつ 程 我になる の を まつ 閒 


0 水上 も 水上に、 §i 神 を 遜 はせ 

たもの o 

〇 な /,J しのみ そ J2  ！浪も 和し V. -、 

X 越の^ ミを かけた もの。 夏 越の 

輳は 六月^: H の大跋 をい ふ <* 


夏の 夜の ありあけの 月 を 見る ほどに 秋 を も 待た でか ぜぞす  >  しき 

佼辆 朝臣の 許に て晚 谅如レ 秋と いふ 心 をよ み侍リ ける  源賴綱 朝臣 

夏山の ならの 葉 そよ ぐ 夕-ぐれ はこと しも 秋の こ ゝ ち、 〕 そ すれ 

屛 風の 繪に 夏の 末に 小 倉の 山の かた かきたる ところ をよ める  大屮 臣能宣 朝臣 

紅葉せば あかくな りなむ 小 倉 山 秋 まつ ほどの 名に こそ あり けれ 

泉の？ 聲 夜に 入りて 涼しと いふ 心 をよ み 侍りけ る  頃 師^ 朝臣 

さ 夜 ふかき 岩 井の 水の 音 聞けば むすばぬ 袖 もす ゾ しかりけ り 

みなづき 

六 月 ばらへ をよ める  伊勢大輔 

水 上 も あらぶ る 心 あら じかし なみ もな ごしの みそぎし つれば 


後 拾 遣 和歌壤 第三 夏 


六 〇 九 


後 拾遺 和歌 集 第 £ 秋 上 


1 ハ 一 0 


〇 うちつけに 俄に。 ふ.、 JO さし 


o ころもに 秋 はきた るな りけ り 

衣に 秋ケ 著る"/ J, 秋は來 た-、 」 を. 

けた もの e 

〇-- 


〇 寢ね 夜に あ へ ス 

る vj 三 尸 ミ 云って 惡ぃ SS が 身中に 

人る vj 云 ふので， 寢 ないで 明す か 

ら かく 云った ので あ so 

〇VJ く  VJ や 絲の 亂れを 解く  V. -、 

疾 く./ J を かけた もの o 


後 拾遺 和歌 集 第 g 

秋 上 

秋 立つ n よめる  讀 人し. ず 

うちつけに 块す ->  しくお ほ ゆる は- .5 ろ もに 秋 はきた るな りけ り 

惠慶 法師 

あさ ぢ原玉 まく 葛の うら 風の うら. かなし かる あきは 來に けり 

^の 歌よ み 侍りけ るに  藤 原爲賴 朝臣 

大 かたの 秋く るから に 身に ちかくなら す あ ふぎの 風ぞか はれる 

七月 六 日 によめ る  小  辨 

一 とせの 過ぎつ るよりも 棚 機の 今宵 をい かに あかし か ぬらむ 

七 七日^ 申に あた リて 侍りけ るに よめる  大 江佐經 

いと ダ しく つゆけ か るら む たなばたの 寢ぬ丧 にあ へ る 天の羽衣 

七： H? 七 日 よめる  小 左 近 

棚 機 は あさひく 絲の亂 れつ 、とくと や 今日の くれ を 待 つらむ 


C 牛 女 * 牛 ミ^ 女 o 


〇 なね かなりせ は 下に、 でんな 

に JS しからう vj 云 ふ 栽の 詞 な省畧 

した もの o 


广今 U3 の i>VJ かけても いは じ 棚 

极は ー华に 一 度^ ふ もので あるか 

ら、 口に & して 雷 ふまい VJ 云った 

ので ある o 


七月 七 口 宇治 前 太 政 大臣 賀陽院 の 家に て 人々 酒な どた うべ て 遊びけ るに 

憶 一】 牛 女 1 言 レ志 こんろ をよ み侍リ ける  堀 河 右大臣 

たなばた は 雪の 衣 を 引き かさね か へ さで 寢るゃ 今宵な るら む 

七 七日 かぢの 葉に かきつけ 侍りけ る  上總 乳母 

天の河と わたる 船の かぢの 葉に おも ふこと を も かきつく るかな 

長 能が 家に て 七夕 をよ める  能 因 法師 

ほし あ ひ 

秋の 夜 をな がき ものと は 星 合の かゆ^ぬ 人の いふに ぞ ありけ る 

七月 七日よ める  橘 元 任 

棚 機の 逢 ふ 夜の 數の わびつ 、も來 る月每 のなぬ かなりせば 

右大將 通お 

待ちえ たる 一 夜ば かり を 棚 機の 逢 ひ 見ぬ 程と おも はまし かば 

七月 七日 男の 今日の ことか けても いは じな ど いみ 侍リ ける に 忘られに け 

れば ゆき あ ひの 空 を 見て よみ 侍りけ る  新 左衞門 

忘れに し 人に 見せば や 天の河い まれし ほしの こ ， ろな がさ を 

七月 七日 風な ど いたく 吹きて 齋院に 七夕 祭な どと まりて 八 曰まで あるべ 

きに あらず i て祭リ 侍りけ るに よめる  小  辨 


後 拾 遣 和 缺集第 四 秋 上 


六 一 1 


OSS 易 唐の 詩人 白 ほ 易 o 


〇 月で は VJ こそ 月が 出たなら は 


〇 かたわき て わけて 


〇 すたき けむ 集まった たら ラ _* 


後 拾 遣 和歌 集 第 四 秋 上  六  一二 

たまさかに 逢 ふこと よりも 棚璣 はけ ふ 祭る を やめ づ らしと 兒る 

居 易 初 到 一 I 香 山 1 心 をよ み侍リ ける  蔭 原家經 朝臣 

急ぎつ 、 われ こそ 來 つれ 山里に いつより すめる 秋の 月ぞも 

容依レ H 來と いふ 心 を 上の をの こどもよ み侍リ ける によめ る  左 近中將 公 K 

わすれに し 人も訪 ひけり 秋の 夜 は 月でば とこ そ 待つ ベ かり けれ 

花 山 院來宮 と 申しけ る 時閑院 にお はしまして 秋 H: を もて あそび 給 ひける 

によみ 侍りけ る  大 甙 高 遠 

秋の 夜の 月見に 出で て 夜 はふけ ぬ 我 も 有 明の いらで あかさむ 

三 條太政 大臣 左右に かたわき て 前栽う ゑ 侍りて 歌に 心え たる もの 十六 人 

を 選びて 歜 よみ 侍りけ るに 水上の 秋 月と いふ 心 をよ み侍リ ける 平 兼 盛 

にごりな く 千世 をかぞ へ てす む 水に 光 を 添 ふる 秋の 夜の つき 

土 御門 右大臣の 家に 歌合し 侍りけ るに 秋 月 をよ める 

大空の 月の ひかりし あかければ 横の いた 戶も あきは さされす 

河原 院 にて よみ 侍リ ける 

すだき けむむ かしの 人 もな き 宿に た 乂 かゆす る は 秋の 夜の 月 

題 しらず 


源爲蓥 朝臣 


惠慶 法師 


永 源 法師 


〇 すむ ミ て も 住む VJ 澄む VJ み-通 

はせ たもの o 


G よる もち 52 らざ らまし 夜 を 

焚る こ vj もなかつ たらう。 葛 城の 

神 は ilK 主" 神で、 容貌が 醜く か 

つた ミ いふ 0 


身 をつ めば いる も 惜しま じ 秋の 月 山の あなたの 人 も 待 つらむ 

蔵人に なリ ての 秋 南 殿の 月 を もて あそびて よめる  源道濟 

よそな りし 雪の 上に て 見る とき も 秋の 月に は 飽かす ぞ ありけ る 

寬和 元年 八月 十日 內袅歌 4" によみ 侍りけ る  藤 原 長 能 

いつも 見る 月ぞと 思 へ ど 秋の 夜 はいかなる 影 を 添 ふるな るら む 

八： Ir- ばかり H: 雲が くれけ る をよ める  前大納 首 公 任 

すむ とても いくよも あら じ 世の中に 曇りがちなる 秋の 夜の 月 

廣澤の 月 を 見て よめる  藤原钝 永 朝臣. 

住む ひ ともなき 山里の あきの 夜 は 月の 光 もさび しかりけ り 

山里に 侍リ ける に 人々 まう で來 て歸リ 侍リ ける によめ る  素 意 法師 

訪ふ 人も暮 るれば かへ る 山里に もろともに すむ 秋の 夜の 月 

題 しらず  藤 原國行 

白妙の ころもの そで を 霜 かとて はらへば 月の ひかりな りけ り 

八月 十五 口 夜に よめる  惟 宗爲經 

かづら き 

いにしへ の 月 かかりせば 葛 城 yl! はよ ると もちきら さら まし 

堀 河 右大臣 


後 拾 遣 和^ 集 第 四 秋 上 


六 1 三 


〇 うき ま > に 云々 薆 くつら いの 

で 身 を い.；.！ づらに 思った が o 

〇 あれ はぞ 見け る 命が あるから 

こ. V 見た o 


〇 花の ひも ミく 花の 開 


〇VJ やかへ り 臈が 羽の ねけ か は 

る X の 末から 冬の 初めに かけて 鳥 

屋に 25 る こ VJO 

O ふり 行く 古り ゆく o 


後ね 造 和歌^ 第 四 秋 上  六 一 四 

^もす がら 空す む 月を眺 むれば 秋 はあくる も 知られ ざり けり 

藤 原隆成 

うき ま ， に 厭 ひし 身 f  .} そ 惜しま るれ あれば ぞ見 ける 秋の 夜の 月 

赤 染衞門 

今宵 こそ 世に ある 人 は ゆかし けれ いづこ も かく や 月 を 見 るら む 

題し、 りず  讀 人 しらず 

秋 も あき 今宵 も、 .1 よ ひ；； r も 月と， .J ろ もと、 )ろ見 るき み もき み 

或 人 云 く 賀陽院 にて， 八月 十五夜 月 おもしろく 侍りけ るに 宇治 前 太政大 

臣歌 よめと 侍リ ければ 光源 法師よ み侍リ ける と い へ リ 

涛 原元輔 

いろくの 花の ひもとく 夕 ぐれに 千世 まつ 蟲 のこ ゑぞき f  〕 ゆる 

鈴 蟲の聲 を M きて よめる  大江 公資 朝臣 

とや かへ り 我が 手なら しし はし 鷹の くると きこ ゆる 鈴 蟲の聲 

前大納 言 公任 

年 經 ぬる 秋に も あかす 鈴蟲の ふり 行く ま > にこ ゑの まされば 

かへ し  四倏 中宮 


〇 したに もの やかな しき 、もの 中 

に 悲しい 卞 でも あるの か o 


C 蓬が 杣 塞のお ひしゅって ゐ 

所。 


「、我が ミこよ わが 牀 s わが 常世 

VJ を かけた もの 常世 は 常に か は 

ら ねこ.、 J0 常に 28 たま - で ゐるこ 


たづね 來る人 も あらな むとし を經て 我が ふるさとの 鈴蟲 のこ ゑ 

長 恨 歌 3 繪に 玄 宗 もとの 所に. か へ リて蟲 ども 鳴き 草 も 枯れ わた リて帝 歎 

き 給へ るかた ある 所 をよ める  道 命 法師 

故里 は淺 茅が はらと あれはてて 夜す がら 蟲 のね をの みぞ 鳴く 

題 しらず  平  盛 

淺茅 生の あきの 夕 ぐれな く蟲は 我が ごとした にもの やかな しき 

大 江匡銜 朝臣 

秋風に こ ゑよ わり ゆく 鈴蟲の つ ひに はいか V ならむ とすら む 

曾 根好忠 

鳴け や 鳴け 蓬が 杣 のきり^ \ す 過ぎ ゆく 秋 は ゆに ぞ かなしき 

宽和元 年 八月 十日 內裘 歌合に よめる  藤 原 長 能 

わぎもこが かけて 待 つらむ 玉 づさを かきつらね たる 初臈 のこ ゑ 

久しく ゎづら ひける 頃臈の 鳴きけ る を 聞きて よめる  赤 染衞門 

起き もゐぬ 我がと f  ^ よこ そ 悲し けれ 春 か へ りに し臈も 鳴くな り 

後冷泉 院の. 御 時 后の 宫の 歌合に よめる  伊勢大輔 

小夜 ふかく 旅の そに にて 鳴く 鳴 はおの が 羽風 や 夜寒な るら む 

後 拾 遗和欤 集 第 四 秋 上  六 一 五 


後 拾 逍 和歌 集 第 四 


〇 さして ゆく 逍 自分の IH 的 地 0 


〇 をぶ ちに 見 ゆ- 

意。 杉 むら を もれる 望月の 影が う 

つるので、 またら に 見える。 併せ 

て陡^ G 尾お の 牧の名 を 含めた も 

の o 

〇 なづめ 5i 


〇 かひ もな き 心地 甲斐な しに、 

鹿の 鳴聲 かひよ を かけた もので、 

もせ. ぬから かひ もな き V」 云った 


o さ を 鹿の たつ S もせぬ 鹿の 出 

て 鳴く g もせ iso 萩のに しきの 緣 

語 VJ してた つ VJ 云った もの。 


秋 上 

八月ば かりに 殿上の をの 


六 一 六 

： 共 を 召して 欲よ ませ させ 給 ひける に 旅 中 聞,^ 


と い 三、 七 を 

さして ゆく 道 も わすれて 臈が ねの 聞 ゆる かたに 心をぞ やる 

八月^ むか へ をよ める 

あ ふさ かの 闢 の 杉 むら ひく ほど は をぶ ちに 見 ゆる 望月の こま 


御 


1PV 


茛暹 法師 


源緣 法師 


みちの くの あだちの 駒 はな づめ どもけ ふ 逢坂の せきまで は來ぬ 

屛 風の 繪 に駒迎 へした る 所 をよ み侍リ ける  惠慶 法師 

望月の 駒 ひくと き は あ ふ 坂の 木の 下 やみ も兒 えす ぞ ありけ る 

禪林 寺に 人々 まか リて 山家 秋晚 とい ふ 心 をよ み侍リ ける  源 賴 家 朝 臣 

暮れ行けば あさ ぢが 原の 蟲の音 も 尾 上の 鹿 もこ ゑ 立てつな り 

公基 朝臣 丹 後 守 にて 侍リ ける 時國 にて 歌合し 侍リけ るに よめる 涼 

鹿の 音に あき を 知る かなた かさごの をの へ の 松 はみ どり なれ ども 

萩 盛待レ 鹿と いふ 心 を  御  製 

かひ もな き 心地 こそ すれさ を 鹿の たつ 聲 もせぬ 萩のに しき は 

山里に 鹿 を 聞きて よめる 


.C し 力ら み ふす る し 力ら み "、J し 

て ふせる。 しがら みは 水み-防ぐ た 

めに 代な 打って 横に 竹 や 木 を み 

> の。 


C 秋ば なほ 秋 はや. はり 


。やがて す. 5> その ま 


C 本 あらの 菽 も ミ の 方が ま はら 

になって ゐる获 o 


〇 小 野の 萆 ぶし 野の^に. ¥0 


秋 萩の 唤 くにし もな ど 鹿の 鳴く うつろ ふ 花 はおの がつ まか も 

土 御 il 右大 E の 家の 歌合に よみ 侍リ ける  源爲善 朝臣 

秋教 をし がらみ ふす る 鹿の 音 をね たきものから まづ ぞ 聞 き つ る 

題 しらず  安 法 法師 

まがき なる 获の 下葉の いろ を 見て 思 ひやり つる 鹿ぞ なくなる 

能 因 法師 

秋 はな ほ 我が身 ならね どた かさごの をの へ の 鹿 も 妻ぞ戀 ふらし 

夜 宿 ニ野亭 1 とい ふ 心 をよ める  齦覺 法師 

今宵 こそ 鹿の 音 近くき こ ゆなれ やがて かきね は 秋の 野 なれば 

題 しらず  藤 原 長 能 

もと 

宮城 野に 妻と ふ鹿ぞ さけぶな る 本 あらの 萩に 露 やさむ けき 

祐子內 親王の 家の 歌合に よみ 侍りけ る  大贰 三位 

あきぎ りの 晴れせ ぬ峯に 立つ 鹿 はこ ゑば かりこ そ 人に 知ら るれ 

藤， 原家經 朝臣 

鹿の 音ぞ ねざめの 牀に きこ ゆなる 小 野の 草ぶ し 露 や 置 くらむ 

江侍從 

後 拾^ 和 欲 集 第 四 秋 上  六 一七 


後 拾 遣 和歌 

〇 たち で 立つ 處。 ゐる 場所 ゥ 

C 喑れチ のみ 氣が ばれないで" 


〇 のこりな き 命 今にも 死な- 

して  るるへ 叩  o 


〇 ねたる 萩 倒れた 菽ミ、 寢た 萩 


CIS きぬる K く V」 、起きる V」 を 

かけた もの。 


^第 四 秋 上  六 一八 

を ぐら 山た ち ども 見えぬ 夕ぎ りに 妻 まど はせ るし かぞ 鳴くなる 

題 しらず  和 泉 式部 

晴れす のみ 物ぞ かなしき 秋 霧 は 心のう ちに 立つ にゃあ るら む 

夭 ム 口座 主 源 心 

のこりな き 命 を 惜しと 思 ふかな やどの 秋 はぎ 散り はつる まで 

物 思 ふ 事ぁリ ける！^ 萩を兑 てよ める  伊勢大輔 

起き あかし： a つ ， ながむ る 萩の 上の 露 ふきみ だる 秋の 夜の 風 

みなとと いふ 所 を 過ぐ とてよ める  能囚 法師 

思 ふ， ) とな けれど 濡れぬ 我が 袖 はうた ， ある 野べ の 萩の 露 かな 

萩の ねたる に 露の 置きた る を 人々 よみ 侍リ ける によめ る  新 左衞門 

まだ 宵に ねたる 萩 かな 同じ 枝に やがて 置きぬ る 露 もこ そ あれ 

おなじ 心 をよ み侍リ ける  中 納 言 女 王 

人知れ す もの を やお も ふ 秋 はぎの ねたる が ほに て 露ぞこ ほる ， 

八：； T! つ ごも リに 萩の 抆 につけて 人の 許に 遣 はしける  和 泉 式部 

限り あらむ 中 はは かなくな りぬ とも 露け き 萩のう へ を だに と へ 

はらからなる 人の 家に 住み 侍りけ る^ 萩の を かしう^き て 侍" ける を 家 


〇 うつり やしね る が 花やり 萩 

の 花を摺 つた 衣の 色が さめたら う 

か。 

〇 世な そむきて 世 をの がれて。 


〇 ^がく  S. 姝が^ を かける 0 


ちる じ は 外に 侍リて 一昔せ ざり ければ いひ 遣 はしける  筑前 乳母 

しら 露 もこ ， ろお きて や 思 ふらむ ぬし も たづね ぬ 宿の 秋 はぎ 

家の 萩 を 人の こ ひ侍リ ければ よめる  橘則畏 

おく 露に た わむ 枝 だに ある もの をい かで か 折らむ やどの あき 萩 

題 しらず  源 時 釉 

君なくて 荒れた る やどの あさ ぢ ふに うづら 鳴くな り 秋の ゅふ暮 

藤 原通宗 朝臣 

秋風に した 葉 やさむ くな り ぬらむ 小 萩が 原に うづら 鳴くな り 

草 むらの 露 をよ み侍リ ける  藤原範 -1R 朝 ぼ 

けさ 來 つる 野原の 露に われ 濡れぬ うつり やしぬ る 萩が 花す り 

世 を そむきて 後い はれ 野と いふ 所 を 過ぎ 侍リ てよ める  素 意 法師 

いはれ 野の 萩の あさ 露わけ 行けば こ ひせし 袖の - 】 、 ち こそ すれ 

題 しらず  藤 原 長 能 

さ、 がに の^がく あさ ぢの末 ごとに み だれて ぬける 白露の 玉 

寬和 元年 八月 七日 内裏の 歌合に よみ 侍リ ける  橘爲義 朝臣 

いかにして 玉に もぬ かむ 夕され ば 萩の 葉 分に むすぶ しらつゆ 

後 拾^ 和歌 集 第 四 秋 上  六 一 九 


後拾遗 和歌 集 第 四 秋 上 

題 しらず 


六 二 〇 


〇 まくり 手 袖 を まくる こ VJO 


ess こ ミ ならね asw 少しも 異な 


〇 前栽 はりに 庭園の 植木 を 掘り 

一 JO 

〇 うしろめ たく も 不安心に o 氣 

が - りに o  - 


〇 すま ふ 負けまい vj して 爭 ふ- 

をれ じ./.; すま ふ VJ 云 ふのば、 ま 


〇 かり ぞ暮 れぬ 

蒽れ た。 


狩 をして 日が 


莨暹 法師 

袖 ふれば 露 こ ほれけ り 秋の 野 はまく り 手に てぞ 行く ベ かりけ る 

土 御門 右大臣の 家の 歌合に よめる  源 親 範 

秋の 野 は 折る ベ き 花 もなかり けりこ ほれて 消えむ 露の 惜し さに 

秋 前栽の なかに おり ゐて 酒た うべ て 世の中の 常な き 事な ど い ひて よめる 

大中 臣能宣 朝臣 

草の 上に おきて ぞ あかす 秋の 夜の 露 ことならぬ 我が身と 思へば 

人の 家の 水の ほとりに 女郎花の 侍リ ける をよ み侍リ ける  堀 河 右大臣 

をみ な へ し 影 をう つせば こ ， ろな き 水 も 色なる ものに ぞ ありけ る 

上の をの こども 前栽 ほりに 野邊に 罷り出で たリ ける に逍 はしける 嗝則 長. 

女郎花 多 かる 野邊に 今日し も あれう しろめた くも 思 ひやる かな 

題 しらず  前 律師 慶 暹. 

秋風に をれ じと すま ふ 女郎花 いくたび 野べ におき ふし ぬらむ 

天 暦の 御 時の 御屛 風に 小 驚 狩す る 野に 旅人の やどれる 所 をよ める 淸 原元輔 

秋の 野に かり ぞ 暮れぬ る 女郎花 こよ ひば かりの 宿 も かさなむ 

每レ 家有レ 秋と い ふ 心 を  陶  製 


O あり vj て も 

て J© る w い 


世に 生きながら 


つか は來る 

〇 お. ず. せ-ご 


いって 

ウ >/JO 

訪れ もせ や 


0 濟 


宿 ごとに おなじ 野べ を やうつ すらむ おもが はりせ ぬ 女郎花 かな 

題 しらず  源 

よそに のみ 見つ ， は 行か じ 女郎花 をら む袂 はつゆに 濡る とも 

朝 額 をよ める  和 泉 式部 

あり とてもた のむ ベ きか は 世の中 を 知らす る もの は あさが ほの 花 

題 しらず  源道濟 

いと V しく なぐさめが たき 夕暮に 秋と お ほ ゆる 風ぞ 吹くなる 

村 上の 御 時 八月ば かりう へ 久しう 渡らせ 給 はでし のびて 渡らせ 給 ひける 

を 知らず 顏 にて 琴 ひき 侍りけ る  齋宫女 辯. 

さらで だに あやしき ほどの 夕 暮に荻 ふく 風のお とぞ きこ ゆる 

土 御門 右大臣の 家に 歌合し 侍りけ るに 秋風 をよ める  讀人 しらず 

荻の 葉に 吹きす ぎて 行く 秋風の また 誰が さとに おどろか すらむ 

贅茛 朝臣 音し 侍ら ざリ ければ 遣 はしける  三 條小右 近. 

さりと もとお も ひし 人 はおと もせで 荻の 上 葉に 風ぞ 吹くなる 

こむ と賴 めて 侍りけ る 友 だち の 待て ど 來ざリ ければ 秋風 涼し かリ ける 夜 

ひとりう ちゐて 侍りけ る  僧都 赏誓 

後 拾 遣 和歌 集 第 四 秋 上  六 ニー 


後 拾 遣 和^ 蕖第四 秋 上 


C 人. Ci のめ たのみに 思 はせ るた 

けで、 その 寶 のない こ VJO 


〇 たえ， 


i. 


C こ , ろ"/ j な * ひく 自分の 心 V」 し 

てな， びく 0 心からな， ひく o 


六 ニニ 

荻の 葉に 人 だのめ なる 風の 音 を 我が身に しめて あかしつ るかな 

花山院 の^ 合せ させ 給 はむ としけ るに 留ま リ侍リ に けれど 歌 をば 奉りけ 

るに， 秋風 をよ める  藤 原 長 能 

获風 もや ， 吹き そむる 聲 すなり あはれ 秋 こそ ふかくなる らし 

山里の 霧 を よめる  大納 言 信 母 

あけぬ るか 川瀬の 霧の たえぐ に をち かた 人の そでの 見 ゆる は 

土 御門 右大臣の 家の 歌合に よめる  藤 原經衡 

さだめな き 風の 吹かす ば 花す 、きこ、 ろと なびく かたは E 儿 てまし 

0 の 花 を もて あ そ ぶ とい ふ 心 をよ み 侍リ ける  源師賢 朝臣 

さらで だに 心のと まる 秋の 野に いと .>  もまね く 花す ゝ きかな 

天 曆の御 時の 御屛 風に 八月 十五夜 前 哉う ゑた る 所 をよ める  ^原 元輔 

今年より 桢ゑ はじめた る 我が やどの 花 は いづれ の 秋 か 見 ざら む 

桂に まかりて ^逡秋 花 を よめる  大中 臣能宣 朝臣 

水の いろに 花のに ほひ を 今日 そ へ て 千歳の 秋の ためしと ぞ^る 

庭 移 二 秋 花 1 と いふ 心 を  關白前 左大臣 

我が 宿に 秋の 野べ をば うつせり と 花^に 行かむ 人に 告 ゆば や 


o か * らね 花の 云々 ^んな 花に 

も 思 ふ 心 を かける から、 その、. ^を 

«s ミ見 たてた ものである。 


cer ベ ミ なしつ る わが 宿 を 野、 一 

いふ 意。 


o あか f, さまに かりそめにば 

お. I- く  o 


思 こ 野 花 1 とい ふ 心 をよ める  茛暹 法師 

あさ 夕に 思 ふこ ， ろ は 露 なれ やか ， らぬ 花のう へ しなければ 

橘 義淸が 家に 歌合し 侍りけ るに 庭に 秋の 花 をつ くす と いふ 心 をよ める 

源 賴家朝 E 

我が 宿に 千草の 花を植 ゑつれば 鹿の 音の みや 野べ にの こらむ 

原 ， 赏 

我が 宿に 花を殘 さすう つし 植 ゑて 鹿の 音き かぬ 野べ となし つる 

題し、 りず  茛暹 法師 

さびし さに 宿 を 立ち 出で て眺 むれば いづく もお なじ 秋の 夕 ぐれ 

山埋 にあから さまに まかりて 侍りけ るに 物 思 ふころ にて 侍リ ければ 

和^ 式部 

何し か は 人 も來て 見む いと 5, しく ものお も ひま さる 秋の 山 ざと 


後^ 遗和欲 a 第 四 秋 上 


六 ニー 一! 


後 拾 遣 和缺集 第五 秋 下 

一 後 拾遺 和歌 集 第五 


六 二 四 


〇 衣しで 打つ 衣 をし £t 


〇 菅の 根の ながしに かけて 云 ふ 

枕詞。 


■o きしかた 行末 今までに もこれ 

からさき にも o 


秋 


永 承 四年內 裏の 歌合に 禱衣 をよ み侍リ ける •  中 納 言 0 0 

から 衣な がき 夜す がら- フ っ聲 にわれ さへ 寐 でも 明し つるかな 

伊勢大輔 

さ 夜 ふけて 衣しで 打つ こ ゑ 聞けば いそがぬ 人 も 寐られ ざり けり 


うた ， ねに 夜 や ふけ ぬらむ から 衣う っ聲 たかくな り まさるな り 

花山院 歌よ ませ 耠 ひける によみ 侍りけ る  藤 原 長 能 

菅の 根の 長々 して ふ あきの 夜 は 月見ぬ 人の いふに ぞ ありけ る 

選子內 親王 いっきと 聞え ける 時 九月の 十日 あまりに 曉 近うな るまで 人々 

眺む るに きしかた 行末 も かかる 夜 は あら じな ど いひて よみ 侍" ける 

齊 院中務 

月 はよ し はけし き 風の 音 さ へ ぞ身 にしむ ばかり 秋 はかなし き 


〇 しづの 松が き 娃 の 松お 一 0 珐 の 

住む 家の 松の 垣 o 

〇 ひま * あらみ 間が すいて ゐる 


〇 は >  その 杜 のうす くこから む 

柞の杜 の 紅葉に 薄い の./」 S いの VJ 

が あるの たらう o 

(.ぉ の は， V 秋の «く なった 事。 


山家 秋 厥と いふ 心 をよ める  大宮越 前 

山里の しづの 松が きひ ま を あらみ いたくな 吹き そ 木枯の かぜ 

題 しらず  源道濟 

見 わたせば 紅葉し にけ り やま 里に ねたく ぞ 今日は 一 人き にけ る 

永 承 四年內 裏の 歌合に  堀 河 右大臣 

いか なれば 同じ 時雨に 紅葉す る は ， その 杜 のうす くこから む 

宇治に て 人々 紅葉 を もて あそぶ 心 をよ み 侍りけ るに よめる  藤 原綞衡 

日 を經っ 、 深くな り 行く もみ ぢ 葉の 色に ぞ 秋の ほど は 知らる ， 

長樂 寺に 住み 侍リ ける 頃 人の もとよ リ 此の頃 は 何事 かとと ぶら ひ 侍リけ 

れば よめる  上 東門 院中將 

この頃 は 木々 のこす ゑに もみ ぢ して 鹿 こそ は 鳴け 秋の 山 ざと 

屛 風の 繪に 車お さ へ て 紅葉 見る 所 をよ める  藤 原 兼！ is 朝臣 

ふるさと はま だ 遠 けれどもみ ぢ 葉の いろに 心のと まりぬ るかな 

杠葉猶 色 あさし とい ふ 心 を 今上よ ませ 耠ふ つい e に 奉り 侍りけ る 右 大辨通 俊 

如何 なれば 船 木の 山の もみ ぢ 葉の 秋 は 過 ぐれ どこ がれ ざるら む 

西の 京に 住み 侍りけ る 人の 身 まかりて 後 まがき の 菊 を 見て よめる 惠慶 法師 

後 拾遺 和^ 集 第五 秋 下  六 二 五 


〇 左の 頒 菊 合の 時 左右に 分れ. U 

左 座の 方の 上席 0 

ひ 目 も かれ チ 目 も 離さ チ0 


〇 や しほ 染めた る 八- < 染めた * 


〇 きくに たに 菊に 聞 く を かけた 

もの o 


o かりに こむ 人 狩りに 来む 人 V」 

橛に來 む 人 S を かけた もの o 

〇 折らるな 手 折られるな。 いひ 

よられるな 0 


後 拾 遣 和歌 集 第五 秋 下  六 二 六 

楠 ゑ 置きし あるじはなくて 菊の花お のれ ひとり ぞ 露け かりけ る 

屮納 言定賴 かれ，.^ になり 侍りけ るに 菊の花に さして 遣 はしける 大贰！ 一 一位 

つらから む 方、 ) そ あらめ 君なら で たれに か 見せむ 白菊の はな 

上 ^門院 菊 合せ させ 給 ひける に 左の 頭つ かう まつる とてよ める 伊勢大輔 

目 も かれす 見つ ， くらさむ しら 菊の花より のちの 花し なければ 

藤 原義 忠 朝臣 

紫に やし ほ 染め たるきく の 花う つろ ふ 色と たれ かいひけ む 

後冷泉 院の御 時 后宮に て 人々 翫ニ. M 菊 一 題に てよ み侍リ ける  大蔵 卿 長 is 

朝 まだき 八重 さく 菊の 九重に 見 ゆる はし もの 置け るな りけ り 

菊の花 おもしろき 所 ありと 閡 きて 貝に まか りけ る 人の おそく 歸 りければ 

遣 はしける  赤 染衞門 

きくに だに 心 はう つる 花の いろ を 見に ゆく 人は歸 りし もせ じ 

天 曆の御 時の 御屛 風に 菊 を もて あそぶ 家 ある 所 をよ める  淸 原元輔 

うすく こく 色ぞ 見えけ る 菊の花 露 や こ ， ろの わきて 置 くらむ 

屛 風の 繪に 菊の花 さきた る 家に 鹰 すゑた る 人 宿 かる 所 をよ める 

かりに こむ 人に 折らるな 菊の花う つろ ひ 果てむ すゑまで も 見む 


〇 人 も かれし か 枯れる.、」 離れ 


〇 植 ゑお きし 人の 心 人 は <ム3 を 

さした もの o 


〇 紅^ 見に さや 思 ふらむ 紅槃 を 

見に 來.； ，1 ミ思 ふで あら う。 

o たちう かりけ り 立ち去り にく 

い。 ^錦の 綠で 裁つ ミ いふ 意 を 含 

めた も 


いもうとに 侍りけ る 人の 許に 男 こずな リ にければ 九月ば かりに 菊のう つ 

ろ ひて 侍りけ る を 見て よめる  良暹 法師 

白菊のう つろ ひ 行く ぞ あはれ なる かくしつ ， こそ 人 も かれし か 

相模 公資に 忘られて 後 かれが 家に まかれり ける にう つろ ひたる 菊の 侍リ 

ければ よめる  藤 原經衡 

植ゑ おきし 人の 心 はしら 菊の はなより さきにう つろ ひに けり 

五條なる 所に 渡りて 住み 侍りけ るに を さなき 子どもの 菊 を翫び 侍り けれ 

ばよ める  屮納 言 定 鎮 

我の みや かかる と 思 へ ば ふるさとの まがき の 菊もう つろ ひに けり 

永 承 四 年內裏 歌合に 殘菊 をよ める  屮 納 言 資 綱 

むらさきに 移ろ ひに し を 置く 霜の なほ 白菊と 見す るな りけ り 

寛仁 二 年 正； 《 入道 前 太 政 大臣 大 饗し 侍りけ る屛 風に 山里の 紅葉み る 人き 

たる 所 をよ める  前大納 言 公任 

山里の 紅葉 見に とや 思 ふらむ 散り はてて こそ 問 ふべ かり けれ 

屛 風の 綺に 山里に 男女 木の下に 紅葉 もて あそぶ 所 をよ める  平 兼 盛 

唐に しき 色み えまが ふ もみ ぢ 葉の 散る 木の もとはた ちう かりけ り 

後拾逍 和歌 集 第五 秋 下  六 二 七 


O こ vj ぞ vj もな. 

もな く o 


何 VJ い ふ 


〇 あやなく 道理な くも o 


〇 むら ご 斑に 濃く 染めて ある 色 

種に 紅葉の 流れる さま を 云った も 

の 0 


〇 もり あかし けれ is り 明か 

守り 明かす VJ を かけた もの o 


後 拾 遣 和歜集 第五 秋 下  1 ハ 二八 

山里に まかりて よみ 侍りけ る  涛 原元輔 

紅葉ち る ころな りけ りな 山里の こと ぞ ともなく 袖の 儒る 、 は 

»« 前 落葉と いふ 心 を  御  製 

もみ ぢ 葉の 雨と 降るな る 木の 閒 よりあ やなく 月の かゆ ぞ 洩れく る 

落葉 道を隱 すと いふ 心 をよ める  法 印涛成 

紅葉ち る 秋の やまべ はしら かしの 下ば かりこ そ 道 は 見え けれ 

故 式部 卿の みこ 大 井河に まかれ リけ るに 紅葉 をよ める  堀 河 右大臣 

みなかみ にもみ-ち 流れて 大 井が は むら ごに 見 ゆる 瀧の しらいと 

大 井河に てよ み 侍りけ る  . 中 納 言 定 賴 

水 もな く 見え こそ わたれ 大 井が はきし の もみ ぢは 雨と 降れ ども 

永 承 四 年內裏 歌合に よめる  能 因 法師 

あらし 吹く みむろの 山の もみ ぢ葉 はたつ 田の 川の 錦な りけ り 

題 しらず  藤 原範永 朝臣 

見し よりも 荒れ ぞ しにけ る 石の 上 秋 は 時雨の 降り まさりつ 、 

後冷泉 院の御 時 后の 宮の 歌合に よめる  伊勢大輔 

秋の 夜 は 山 田の いほに いなづまの 光の みこ そ もり あかし けれ 


〇 山 田の ひたに 手 も かけで ひた 

は 引 板 o 引 扳に手 * かけて 引き I！ 

らすこ V」 もな く  o 


〇 明け はて は 夜が すっかり 明け 


？ 5r 日 はかり 今日 跟り 


師賢 朝臣 梅津 の山莊 にて 田家 秋風と いふ 心 をよ める  源賴家 朝臣 

宿ち かき 山 田の ひたに 手 も かけで 吹く あき 風に まかせて ぞ見 <? 

土 御門 右大臣の 家の 歌合に 秋の 田 をよ める  相  摸 

あきの 田に なみよ るいね は 山川の 水 ひき かけし 早苗な りけ り 

題 しらず  源賴綱 朝臣 

夕日 さすす そ 野の す/' きかたよりに 招く や 秋 をお くるな るら む 

九月 盡日惜 レ秋心 をよ み 侍りけ る  藤 原範永 朝臣 

あすより はいと V 時雨 や 降り そ はむ 暮れ ゆく 秋 を をし む袂に 

九 H: 盡日 終夜 惜レ秋 心 をよ める 

明け まてば 野邊 をまづ 見む 花す ， きまね くけ しき は 秋に か はら じ 

九月 盡日 よみ 侍りけ る  法眼 源 賢 

秋 はた  >  今日ば かり ぞと眺 むれば 夕暮 にさ へな りに ける かな 

九 K 盡日 伊勢大輔が もとに 遣 はしける 

年つ もる 人 こそい と  > 惜しま るれ 今日ば かりなる 秋の 夕 ぐれ 

九月 晦 夜よ み侍リ ける 

夜もすがら 眺めて だに も 慰まむ 明けて 見る ベ き 秋の そら か は 

筏 拾遺 和歌 集 第五 秋 下  六 二 九 


大贰資 通 


源 兼 


お 


〇ゐ せき 井堰。 水が^れ る 時に 

は 閉ぢ、 溢れる 時には 閱 くもの 0 


〇 神^月に は 云々 神が E られね 

月の 惹を 含めた もの。 


後 拾遺 和歌 集 第 六 冬  六 三 〇 

後 拾遺 和歌 集 第 六 

冬 


十月の ついたちに 上の をの こども 大 井河に まかりて 歌よ み 侍リけ 

める 

落ちつ もる 紅葉 を 見れば 大 井河 ゐ せきに 秋 もとまる なりけ り 

十 H: 朔ロ ごろ 紅葉の 散る をよ める 

手 向に もすべき 紅葉のに しき こそ 神無月に はか ひなかり けれ 

承 保 三年 十月 今上み かりの つ いでに 大 井河に みゆきせ させ 給 ふに 

給へ る 

大 井河 ふるきな がれ を たづね 來 てあらし の 山の 紅葉 をぞ 見る 

桂の 山莊 にて 時雨の いたう ふリ 侍りければ よめる 


◦ たえ やお さする 親えず 音が す 

るに お •// づれる 菜み-含め たもの。 


によ 

前 大納言^ 任 


大僧正 深甍 


： ませ 

御 


ま 


藤 原 兼 房 朝臣 


哀れに もた えす おとす る^-雨 かな 問 ふべき 人 もとはぬ すみか を 

山里の 時雨 をよ み 侍りけ る  永 胤 法師 

神無月 ふかくな り 行く こす ゑより し-ぐれて 渡る み 山べ のさと 


Cig5.s- く  ra きわけ る o 


〇 紅 菜 こき まぜよ る冰魚 紅葉 V」 

まじって 寄り 來る冰 魚 o 

〇 こ. fi たれた る を こ はされ たの 

を o 

o ひ を はくら さむ B を 慕 さう、/ J 

云 ふのに、 f$ 魚 を かけた もの、 冰 

魚 は卞治 川の 名物で ある o 


"とい ふ 事 をよ める  源賴實 

木の葉ち る 宿 は 聞き わく 事ぞ なき 時雨す る 夜 も 時雨せ ぬ 夜 も 

藤 原家綞 朝臣 

紅葉ち るお と は 時雨の f  J  > ちして こす ゑの 空 はく もら ざり けり 

上る 

十 ばかり 山里に 夜と まりて よめる  能 因 法師 

神無月 ねざめに 聞けば 山里の あらしの こ ゑ は 木の葉な りけ り 

宇治に て 網 代 をよ み侍リ ける  橘義通 朝臣 

あ じろ ぎ  ひ を 

綱 代 木に 紅葉 こき まぜよ る 冰魚は 錦 を あら ふこ、 ち こそ すれ 

宇治に まか リて網 代の こぼ たれた る を 見て よめる  中 宫內侍 

うぢ 河の 早く 綱 代 はな かりけ り 何に よりて かひ をば くらさむ 

俊 綱 朝臣の 讚岐 にて あや 川の 千鳥 をよ み 侍りけ るに よめる  藤 原 孝 善 

霧 はれぬ あやの 河べ になく 千鳥 こ ゑに や 友の 行く かた をし る 

永 承 四年內 裏の 歌合に 千鳥 をよ み侍リ ける  堀 河 右大臣 

川の 霧の あなたに 鳴く 千鳥 聲は へだてぬ ものに ぞ ありけ る 


相 


0 


なに はがた 朝み つし ほに 立つ 千鳥 浦づた ひする 聲ぞ きこ ゆる 

後 拾 遣 和^ 集 第 六 冬  六 三】 


後抬遺 和歌 集 第 六 冬 

題 しらず 


六 三 二 


〇 たた じミゃ 弒 やすまい ミ して 


〇 山の S? は 云々 山の 51 に 入る VJ 

いふの は 名 ゆかりで ある o 

〇 こ-ろに ぞいる 心に しみ 人る 

O ひま 白む 夜が あけて 隙が あか 


〇.、.- やかへ る 魔が 羽の ねけ か は 


〇 白 ふの K 白い 斑の ある ISO 

〇 こゐ 木に ミ まって ゐる 婼 をい 

ふ o 


〇 き， >  す 雉子 0 


和 泉 式部 

さびし さに 煙 を だに もた たじと て柴 折りく ぶる 冬の 山 ざと 

冬の 夜の H をよ める  大贰 三位 

山の端 は 名のみ なりけ り 見ろ 人の こ 、 ろに ぞいる 冬の 夜の 月 

題 しらず  ^基 法師 

冬の 夜に 幾度ば かり 寐ざ めしても のお も ふ 宿の ひま 白 むらむ 

障子に 雪の あした 隳 狩した る 所 をよ み侍リ ける  民 部 卿 長家 

とや かへ るし らふの 鷹の こゐ をな み 雪 ゆの 空に 合 はせ つるかな 

鷹 狩 をよ める  能 因 法師 

うち 拂ふ雪 もや まなむ み 狩 野の す 、 きの 跡 も たづぬ ばかりに 

律師 長濟 

萩原 も 霜 がれに けりみ 狩 野 は あさるき V すの かくれな きまで 

屛 風の 繪に十 一 月に 女の もとに 人の 音した る 所 をよ める  大中 臣能宣 朝 臣 

霜枯の 草の 戶 ざし は あだなれ どなべ ての 人に あくる もの か は 

霜 がれの 草 をよ める  少  輔 

霜 咕 は ひとつ 色に ぞ なりに ける 千 種に 見えし 野 邊には あらす や 


〇i» く はかり 目の さめる 程 o 


の 白 根 雪の つもって ゐ 

甲斐 S 山" 


霜^ 葉 を埋 むと いふ 心 をよ める  譲 人 しらず 

落ちつ もる 庭の 木の葉の 夜の ほどに はら ひて けりと 見す る 朝 霜 

霰 をよ める  大江 公資 朝臣 

杉の いた を まばらに ふける 閨 のうへ に 驚く ばかり あられ 降る らし 

山里の 霰 をよ める  橘佼辆 朝臣 

とふ 人 もな き 蘆ぶ きの 我が やど はふる 霰 さ へ おとせ ざり けり 

永 承 四 年内 裏の 歌合に 初雪 をよ める  相  摸： 

都に も はつゆき 降れば 小 野 山の まきの 炭が またき まさるら む 

埋火 をよ める  素 意 法師 

埋 火の あたり ははる の 心地して 散りく る 雪 を はなと こそ 見れ 

染殿 式部 卿の みこの 家に て 松の 上の 雪と いふ 心 を 人々 よみ 侍" ける によ 

める  藤原國 行. 

あわ 雪の 松の 上に し 降り ぬれば 久しく 消えぬ ものに ぞ ありけ る 

哓貍 朝臣 甲斐 守に て侍リ ける 時た よりにつ けて 遣 はしける  紀 式部 

いづ 方と S. 斐の白 根 はしらね ども 雪 ふる ごとに 思 ひ ， 〕 そやれ 

山の 雪 をよ み^ ；リ にけ る  能 因 法師 

後 拾遺 和^ 集 第 六 冬  六 三 三 


後^ 造^お 第 第 六 冬 


〇 こし 迠 通って 來た 道0 

c 今や ミ くる ミ 解ける に、 來- 

を かけた もの e 

〇 しなが ft? に ほ 鳥。 


〇 しるき 著しい o はっきり VJ わ 


六 三 四 

紅 椠ゅゑ こ、 ろの うちにし め ゆ ひし 山の 高 峯は雪 ふりに けり 

題 しらず  源道濟 

あさ ほらけ 雪 ふる そら を 見 わたせば 山の は ごとに 月ぞ のこれる 

慶尋 法師 

， J し^もみ えす 雪 こそつ もり けれ 今やと くると 人 は 寺 つらむ 

藤 原國爵 

いかばかり 降る 雪 なれば しなが 鳥るな のしば 山道 まど ふらむ 

旅 宿の 雪と いふ 心 をよ める  津守國 基 

ひとりぬ る 草の 枕 はさ ゆれ ども 降りつ む 雲 を拂 はで ぞ：^ る 

屛 風の 粉に 雪降りた る 所に 女の ながめし たる 所 をよ める  赤 染衞門 

春 やくる 人 や 問 ふと も 待 たれけ りけ さ 山里の ゆきを ながめて 

道雅 一二 位の 八條の 家の 障子に 山里の 雪の あした まらう ど 門に ある 所 をよ 

める  魃 原綞衡 

雪 ふかき 道に ぞ しるき 山 ざと はわれより さきに 人來 ざり けり 

源鎮家 朝臣 

山里 は 雪 こそ ふかくな りに けれと はで も 年の暮れ にけ るかな 


OS も 山路 も ふかくして 雪も^ 

く つもり 山路 も *s く 人り こんで 


〇こ り 一 

〇 けな. 


伐り んで o 

い き ゆ りが 投ぃ の 


2" に また 年 こえぬ 閒 春 は 立つ 

て 居ても また 年內 である こ VJ を 云 

つ.；.： もので あらう o 

〇 君 ふる 里 君の 住む ふる は 

0 る § る VJ を 通 はせ たもの o 


〇 さむし ろ 狭 席。 は.. >  のせまい 

むしろ。 併せて 寒い^ を 含めた も 

の 3 


一. 夜 かれに けらし 夜の かよ ひが 

おえたら しい o 

o«5 名 野 «»诈 ^にある。 


法師に なリて 飯^に 侍りけ るに^の あした 人の もとに^ はしける 信 寂 法師 

おも ひやれ 雪 も 山路 も ふかくして あと 絕 えに ける 人の すみか を 

題 しらず  和 泉 式部 

こりつみ てまきの 炭燒 くけ をぬ るみ 大原 やまの 雪の むらぎえ 

天 曆の 御時妤 a の 翁に 十二月 雪 ふれる 所 をよ める  洁原元 糠 

我が やどに 降りし く ゆきを 春に まだ 年 こえぬ 閒の 花と こそ：^ れ 

雪 降れる あした 大納言 公任の もとに 造 はしける  入道 前 太 政 人臣 

おなじく. ぞ雰積 るら むと 思へ ども 君 ふるさと はま づぞ訪 はる ゝ 

雪ふリ て侍リ ける あした 娘の 許に おくりけ る  前大納 言 公任 

ふる 雪 は 年と ともに ぞ 積り ける いづれ か 高くな り まさるら む 

薄冰 をよ める  賴慶法 

さむし ろ はむ ベ 冱ぇ けらし かくれぬ の 蘆 閒の冰 ひと へ しにけ り 

題 しらず  快覺法 

さ 夜 ふくる ま ， に. 汀 や こ ほ るら むと ほざかり 行く しがの M なみ 

入道 前 太 政 大臣の 修行のと もに て 冬の 夜冰 をよ み 侍りけ る  僧都 長^ 

鵾 こそ 夜 かれに けらし 猎名 野なる こやの 池 水う は ご ほりせ り 


ポ 


^§s$^ 冬 


六 三 五 


o くさび 物 を はめ 合 はせ た 所に 

打ち こんで、 拔 けね や 

め o 


冬  六 三 六 

題 しらず  曾 根 好^ 

岩閒 には冰 のく さび 打ちて けり 玉 ゐ しみ づも いま はもり こす 

冰遂レ 夜 結  藤 原 孝 善 

むば たまの 夜 を へ て 凍る 原の 池 は 春と ともに や 波 も 立つべき 

後 三條院 柬宮と 申しけ る 時 殿上に て 人々 年の 碁れ ぬる 由 をよ み^りけ る 


白た へ にか しらの かみ はなり にけ り 我が身に 年の 雪つ もりつ ゝ 

しはす 

十二月の つ ごもり 頃備 前の 國ょリ 出 羽辦が もとに 遣 はしける  源爲善 朝臣 

都へ は 年と ともに ぞか へ るべき やがて 春 を もむ か へが てらに 


C 行 はき 心地 艮 渡しの は 

かなこ ミ をい ふ o  g の 歌で ある 

t- 芽出度い 詞 を用ゐ たので ある 


後 拾遺 和歌 集 第 七 


賀 


天曆の 御時賀 の御屛 風の 歌 立春  源  順 

今日と くる 冰 にか へ てむ すぶ らし 千年の 春に あはむ ち ざり を 

入道 攝 政の 賀し 侍りけ る 屛 風にながら の 橋の かた かきたる 所 をよ める 

平 兼 盛 

朽ち もせぬな がらの 橋の はし 柱 ひさしき ことの 見え もす るかな 

おなじ 屛 風に 武藏 野の かた かきて 侍りけ る をよ める 

むさし 野 をき りの 晴閒に 見 わたせば 行末と ほき 心地 こそ すれ 

東 三條院 四十の 賀し 侍りけ る屛 風に 子の 日して 男女 車より おりて 小 松 引 

く 所 をよ める  源兼隆 

霞 さ へ たなびく 野べ の 松 なれば そらに ぞ 君が 千代 は 知らる ， 

前 大僧正 明 尊 九十の 賀し 侍りけ るに 宇治の 前 太 政 大臣 竹の杖 遣 はしける 

返事に よみ 侍りけ る  前 律師 慶暹 

後 拾遗和 欲 集 第 七 賀  六 三 七 


後 拾^ 和歌 集 第 七 贺 


六 三 八 


〇君 をい のる 年の 云々 君 を^る 

年が 久しくた つた VJ、 自分の 年が 

稼った W を かけた もの o 


C さか づき はもちながら こそ 杯 

をぶ に 云 ひかけ て、 望みながら VJ 

持ちながら VJ を 通 はせ たもの o 

〇 こふの 上 劫の 上 o 一本 劫の 石 

VJ ある。 四 十 里 四 方 ある 石 を、 天 

人が 羽衣で 三千 年に 一度 づ 、撫で 

る- w いふ その 石。 この 石な 撫でつ 

くした 時 一 劫で ある 0 

〇 はま 海^に 生じて、 山^花 

に 似た 葉が あり、 黄色な 花が 吹く 

もの o 

o 產茭 皇子の 御 出生に よって 御 

祝宴 を 開かれる こ 


君 をい のる 年の ひさしく なり ぬれば 老 のさ かゆく 杖 ぞうれ しき 

内裏？ 御屛 風に 命 長き 人の 家に 松 鶴 ある 所 を  平 兼 盛 

はる 秋 もしら で 年 ふる 我が身 かな 松と つるとの 年 をかぞ へ て 

屛 風の 辯に 海の ほとりに 松の 一本 ある 所 を  源蒹隆 

ひと もと 

1 本の まつの しるし ぞ たのもしき ふたご/' ろな き 千代と 兒 つれば 

題 しらず  讀人 しら ず 

君が 世 を 何に たと へむ 常 磐なる 松の みどり も 千代 を こそ ふれ 

後 一 條院 生 まれ させ 洽 ひて 七夜に 人々 參りぁ ひて 女^ 杯いだ せと 侍リけ 

れば  紫 式 部 

珍ら しき 光 さし 添 ふさみ づき はもち な 一から、 J そ 千； 3U.1 もめ-ぐらめ 

後朱雀 院 うまれさせ 給 ひて 七夜に よみ 侍りけ る  前 大納言 公任 

いとけ なき 衣の 袖 はせば くと もこ ふの 上 をば 撫でつ くして む 

題 しらず  讀人 しらず 

君が 世 はかぎ り も あら じ はま 桥 ふた 、 び 色 は あらたまる とも 

或 人い はく この 歌 七夜に 中納 言お 賴 がよ める 

故 第 一 親王う まれ 給 ひて うち 綾き 前铙宮 うまれさせ 給 ひて. S 裏よ リ產 養 


〇 二葉 〃がらに 第 ；親 王ミ M 好 

ミな いふ •* 


〇 おは はら 山の S 大原 は^ n 神 

社な Jesw した もので、 藤 "原 氏の 氏 

神で ある o  K の 句 まかせて は、 種 


C ^えせぬ 家の a 世々 檑家 であ 

るから 云った もの o 


of 愛子の 窓。 


など^ はして 人々 缺 よみ^ リけ るに よめる  右大臣 顯 H5S 

これ もまた 千代の けしきの しるき かな 生 ひそ ふ 松の-一 ： 葉ながら に 

少 將敦敏 子う ませて 侍リ ける 七. おによ める  涛 原元輔 

ひめ 小 松お ほ はら 山の 種 なれば 千年 はた V に まかせて を^む 

匡 房 朝臣う まれて 侍りけ るに うぶぎぬ 鏠は せて つか はすと てよ める 

. 赤 染衞門 

雪の 上に の ほらむ まで も 見て しがな 鶴の 毛 衣と し經 とならば 

おなじ 七夜に よみ 侍リ ける 

千代 を 祈る 心のう ちの す  >  しき は絕 えせぬ 家の 虱に ぞ 有りけ る 

故 第 一 親王の 五. r 日 まゐら せけ るに 關. 2! 前の お ほ いまう ち 君 さはる 事 あ 

リて內 にも 參リ 侍ら ざリ ければ 內 大臣 下碳に 侍りけ る 時 抱き 尜リて 侍り 

ける を兑 てよ める  右大臣 

千年 ふる 一 一葉の 松に かけて こそ 藤の わか 枝 も はる 日 さかえめ 

みこ だち を 冷泉 院の 親王に なして 後よ ませ 給 ひける  花山院 御製 

おも， V  〕 と 今 はなき かな 撫子の 花 唆く ばかりな りぬ とお も へ ば 

こ の宮と 申 しける とき 今上 幼く おはしけ るに ゆかり ある 事 あ 


後^^ 和 欲 第 第 七 賀 


六 n 一九 


〇 影 にかくれ ざらめ や 影に 

れる "A-は、 御蔭 を 被る こ VJO 


〇 そでの せ はさ 自分の 势 ひが あ 

まりょくない 意 を 云った もの 0 


o 裳 著 女が 成長して はじめて 裳 

を 著る 镤 式。 裳 は 女の 胰 から 下に 

著る もの。 

〇 はら. <\ の 子 5j も 母の 異なつ 

た？ 供 ち o 


後 拾遺 和歌 集 第 七 賀  六 四 〇 

りて 見 まゐら せければ 鏡 を^よ とて 賜 はせ たリ ける によみ はべ リ ける 

伊勢大輔 

君 見れば ちり もく もらで 萬 代の よは ひ をのみ もます か  > みかな 

か へ し  閑 院贈太 政 大臣 

くもりな き 鏡の ひかります W も 照らさむ 影に かくれ ざらめ や 

むま ご の 幼き を 周 防 内侍 見 侍りて 後 鶴の 子の 千代の 氣色を 思 ひ 出 づる由 い 

ひに おこせて 侍りけ る 返しに つか はしける  藤 三 

おひさき 

思 ひやれ まだ 鶴の 子の 生 先 を 千世 もと 撫づる そでの せば さ を 

紀伊 守爲光 幼き 子 を 出して これ 祝 ひて 歌よ めと い ひ 侍りければ よめる 

淸 原元輔 

萬 代 を か、 ぞ へ む もの は紀 のく にの 千尋の 濱の まさごな りけ り 

人の 裳 著 侍りけ るに よめる 

すみ 吉 のうら の 玉藻 をむ すび あゆて 渚の 松の かゆ を こそ 見め 

人 の 幼き はら，^ \ の 子ども 裳 著せ かう ぶリせ させ 袴 著せな どし 侍りけ る 

にか はらけ とりて  源 重 ネ 

いろ/ \ に あまた 千年の 見 ゆる かなこ 松が はらに たづ ゃ羣 れゐる 


〇 子の 子 珏 をい ふ。 

〇lw 刀 OKKJ» 街の 武士。 

〇 千代に ひ ミ た， ひ ゐる塵 珙稳り 

て 山 w なる でさへ 久しい のに、 千 

世に ！ 度お る 


後 拾遺 和歌 集 第 七 賀 


大屮 臣輔長 袴^ はべ りけ るに 内，^ 戚の ぉほぢ にて 輔 親公资 侍リ ける を 見 

てよ める  藤 原 保 31 朝 R 

かた <\ -の 親の 親 どち 祝 ふめり 子の 子の 千代 をお も ひこ そやれ 

三條院 みこの せ；： と 申しけ る時帶 刀の 陣の 歌合に よめる  大江 嘉言 

君が代 は 千代に ひとたび ゐる 塵の しら 雪 か 、 る 山と なる まで 

承曆ニ 年內裏 歌合に よみ 侍リ ける  K 部卿經 It- 

君が代 は盡 きじと ぞ思ふ 神風 やみ もすそ 河の 澄まむ かざり は 

宇治 前 太 政 大臣の 家に 三十 講の後 歌合し 侍" ける によめ る  藤 原 爲盛女 

おも ひやれ 八十 うぢ 人の 君が ため ひとっこ、 ろに 祈る いのり を 

永 承 四 年内 裏 歌合に 松 をよ める  能 ral 法師 

かすが 山い は 根の 松 はきみ がた め 千と せの みか はよ ろ づ代ぞ へ む 

おなじ 歌合に よめる  .  式部 大輔資 業 

君が代 は 白た ま棬 八千代 ともなに にか ぞ へ むかぎ りなければ 

冷泉 院 はじめて 造らせ 給 ひて 水な どせき 入れた る を御覽 じて よませ 給 ひ 

ける  御  黎 

岩く  > る 瀧の 白絲 たえせ でぞ ひさしく 代々 に へ つ 、見るべき 

六 四 一 


後 拾 遣 和^ 集 第 七 賀 


四 二 


〇 まつに か、 れる 藤 G 花 を 祝 ふ 

さ- 共に、 花 を かざして ゐる 俊^^ 

臣の 上ケも 併せ 祝つ.；.： もの o 

C 趄のを かなる 松の み ，〕J り &に 

萬 代 を 祝 ひ、 松に 千 代 を 祝った も 


〇 たつ、/ 」fs くこ そ 雲の 綠 につい 

て 云った もの o 立 后の 御 事な 閔 く 

さ いふ 意 Q 


大 君 


澄め 

0 


m 一一 一條 院 に 柬{ おわ たり 給 ひて 池 の 浮 草な ど は ら はせ 給 ひける に 

君す めば 濁れる 水 もなかり けりみ ぎ はの 鶴 もこ ゝ ろして ゐょ 

關白 前のお ほ いまう ち 君 六倏の 家に 渡リ はじめ 侍リ ける 時 池 水 長 

リと いふ 心 を 人 々 よみ 侍リけ る に 

ことし だに か  >  みと 見 ゆる 池 水の 千代へ てす まむ かけ ぞ ゆかしき 

俊 綱 朝臣 丹 波 守に て侍リ ける 時 か の國の 臨時の 祭の 使に て 藤の 花 を かざ 

して 侍りけ る を 見て  良逼 法師 

千世 を へ む 君が かざせる 藤の 花. まつに か ， れる 心地 こそ すれ 

後冷泉 院 の 御 時 大嘗會 の 御 屛風近 江國龜 岳松樹 多生  式部 大輔資 業 

萬 代に 千代の かさねて 見 ゆる かな 龜のを かなる 松の みどりに 

おなじ 御屛風 に 大 倉 山 をよ める 

うごきな き 大食 山 を 立て たれば 治まれる 世ぞ ひさし かるべ き 

陽叨 門院 はじめて 后に 立た せ 給 ひける を 聞きて  江侍從 

むらさきの 雪の よそなる 身 なれ どもた つと 聞く こそうれ しかり けれ 


〇 君な が ゐせは 君が 田 舍に長 

la たなら は o 


〇 四 年の はる の^ 期 は 四 年 

であるから 云った もの o 


後 拾遺 和歌 集 第 八 


祭主 輔親ゐ なか へ まかり 下らむ としけ るに 野の花 山の^ 葉な ど は 誰と か 

見む とすると いひて 遣 はしける  惠慶 法師 

紅葉 見む の f  J りの 秋 も すくなき に 君な がるせば 誰と をら まし 

かへ し  祭主 輔親 

をし むべ き 都の もみ ぢまだ 散らぬ 秋のう ちに はか へ ら ざらめ や 

田舍 へ 下リ ける 人の 許に まか リたリ ける に 侍ら ざり ければ 家の 柱に かき 

つけけ る  源道濟 

つねなら ば あはで 歸る もな ゆか じ を みやこ 出づ とか 人の つけけ る 

ぁづ 4* 

束へ まかる とて 京 を 出づる 日よ み侍リ ける  增基 法師 

都 いづるけ さばかり だに はっかに も 逢 ひ 見て 人 を 別れ まし かば 

遠 江 守爲憲 まか リ下リ ける に 或 所よ リ^つ か はしける によめ る 藤 原 道 信 朝臣 

わかれての 四 年の はるの 春 ごとに 花の みやこ を 思 ひお こせよ 

I 

後 拾遺 和 缺集第 八 別  六 四 三 


後 拾 遣 和 欲 集 第 八 別 

父の もとに 越後に まかりけ るに 逢坂の ほどより 


〇 心 見え なさけの 見える o 


〇 いきの 松 生の 松原。 筑前國 に 


六 四 四 

と に 遣 は 

しける  藤 原惟規 

逢坂の せき 打ち こ ゆる 程 もな く 今朝 は みやこの 人ぞこ ひしき 

田舍 へま かリ ける 人に 狩 衣 扇つ か はすと て  藤 原 長 能 

世の つねにお も ふ 別れの たびなら ば 心 見えなる たむ けせ まし や 

三月ば か リに筑 後 守 藤 原 爲正國 に 下 リ侍リ ける に 扇 賜 はすと て 藤の 枝つ 

くリ たるに 結びつけて 侍りけ る  選子內 親王 

ゆく 春と ともに 立ちぬ るふな 道 をい のりかけ たる 藤な みの 花 

かへ し  藤 原爲正 

祈りつ 、千代 を かけた る ふぢ 波に いきの 松 こそお も ひやら るれ 

人の 遠き 所に まかりけ るに  藏原道 信 朝臣 

たれが 世 も 我が 世 もしらぬ 世の中に まつ ほど 如 II： あらむ とすら む 

入道 攝政 わかう 侍リ ける © 大納言 道 綱が 母に 通 ひ 侍りけ るに みちの くに 

へ まかり 下らむ とて 見よ とお ぼしくて 女の 硯に 入れて 侍りけ る 藤 原 倫 寧 朝臣 

君 をのみ 賴む たびなる 心に は 行く すゑと ほくお も ほ ゆる かな 

かへ し  入道 攝政 


〇 たび/ ヽの 度々 の を、 旅々 の 

に 云 ひかけ たもの _« 

c 末の 松より いきの 松まで 末の 

松 山ば^. 笑に あって、 生の 松原 は 

筑 前に ある。 賴淸 -SJii 地の 名所 を 

詠み 込んで その 國を さした もの o 

〇 いさ はしき 我が 命 生き甲斐 も 

ない o いやな. P- が 命 o 


〇 せき./ 」*> めね ，：： 川の 關ミ せき 

S めね VJ* かけた もの e 

〇 宇佐の 使 御卽 位の はじめに 暨 

0 の 卞佐 神宮 に S3 はされ る 勅使 o 

〇 かう ぶり a? はらむ 事な，〕. - 位階 

を 好龙 さ せて 下さ るたら うな^ JO 

從 五位 下な K はる こ V」 を 云った も 

の 0 


我 をのみ たのむ とい はば ゆく 末の 松の 千代 を もき みこ そ は兒め 

筑紫 に 下 りて 侍リ ける に 上らむ とて 家 あ る じなる 人の もとに 遣 はしける 

堪圆 法師 

山の はに 月影み えば 思 ひ 出で よ 秋 かぜ 吹かば われ も わすれ じ 

源賴洁 朝臣み ちの くにの 守 はてて 又 肥 後 守に なリて 下り 侍リ ける をいで 

たちの 所に 誰と もなくて さし 置かせ 侍リ ける  相  摸 

たびく の 千代 を はるかに 君 や へ む 末の 松より いきの 松まで 

嘉言 對馬 守に なりて 下り 侍りけ る に 人 に ほ りて 遣 はしける 

いと はしき 我が 命 さ へ 行く 人の 歸ら むまで ぞ 惜しくな りぬ る 

對馬 守に なりて まかり 下リ ける に 津の國 の 程より 能 因 法師が もとに 造 は 

しける  大江嘉 き 《■ 

いのち あらば 今 か へ り 來む津 のく にの 難 波 ほり 江の 蘆の うら はに 

橘 則 光み ちの くにに 下 リ侍リ ける にい ひ 造 はしける  屮衲 言 定 0 

かりそめの 別れと おも へ ど しら 川の せきと  >  めぬ は淚 なりけ り 

よしみちの 朝臣 十二月の ころ ほ ひ 宇佐の 使に 罷りけ るに 年 あけば かう ぶ 

リ賜 はらむ ことな ど 思 ひて 餞 賜 ひける にか はらけ 取りて よみ 侍リ ける 

後 拾^ 和歌 集 第 八 別  六 四 五 


後 拾 遣 和^ 集笫八 別 


六 四 六 


〇 めぐり こむ は^ 年が 一 度 i~ つ 

て來る go  I 年 o 


〇 むつまじく 習 ひに け > 

しんだ o 


馴れ 親 


〇ミ もづ なの くるの 綠語 o 

〇 また まし もの を 待た う もの を 


〇镇 めて いにし 約束して 往 つ；， I 

の惹 o これみ-、 |3 めで-こ 濁るべき 

である-、. - いふ 說も ある。 


棂則長 

わかれ 路 はたつ 今日よりも 歸るさ を あはれ 雲居に きかむ とすら む 

筑紫 へ 下リ ける 人に うまの はなむけし 侍る とて 人々 酒た うべ て ひね もす 

に 遊びて 友 やう^. \ ふけ ゆく ま 、に 老いぬ る ことな どい ひ 出して よみ 侍 

りけ る  慶範 法師 

たれ よりも 我ぞ かな しきめ ぐり こむ ほど を 待つ ベ き 命なら ねば 

筑 紫よ リ 上りて 後 良 勢 法 師 の もとに 逍 はしける  讀人 しらず 

別る ベ き 中と 知る くむつ まじく 習 ひに ける ぞ 今日は 悔しき 

かへ し  良 勢 法師 

な ごり あ る 命と 思 はば とも づ なの 又もやく ると 待た まし もの を 

能闪 法師^ 豫の阈 に まか リ下リ ける にわかれ 惜しみて  藤 原家經 朝臣 

春 は 花 秋 は 月に とちぎ りつ 、今日 を わかれと おも は ざり けり 

能 因 法師 伊豫の 國ょリ 上りて また 歸り 下リ ける に 人々 馬の はたむ けして 

叨 けむ 卷の ぼらむ とい ひ 侍りければ よめる  源 兼 長 

おもへ た V 賴 めて いにし はる だに も 花の 盛り はいか  > 待 たれし 

語ら ふ 人の みちの 國に 侍りけ るに  源道濟 


c 中々 に 逢ば でぞ 云々 迮 つたの 

で 旅^ちが つらくな つた。 卻 つて 

逢 はないで； IS るべ き あった。 


〇 またき なかけ そ - 

くれるな ( 


ノ 今から 早 


〇 われ を 送らむ： *  S 分が 旅に 出 

るの は o 


〇 ^にや 春 は 云々 春 は 迸 中で あ 

ふたら う。 道中で 春 を迎へ る こミ 

ね らう o 

〇 あからさまに かりに。 しはら 


思 ひ 出で よ 道 ははる かにな りぬ とも 心のう ち は 山 も へだて じ 

S へ まか リ下リ ける に 人々 まで 來て 歌よ み 侍りければ 

とまるべ き 道に は あらす 中々 に 逢 はで ぞ 今日は あるべ かりけ る 

纖岐 へま かりけ る 人に 遣 はしける  屮 納言定 頼 

松 山の まつの うら 風 吹きよ せば ひろ ひて 忍べ たび わすれが ひ 

かへ し  源 光成" 

たたぬ よりし ほり も あ へ ぬ ， 〕 ろ も 手に まだき なかけ そ 松が 沛 なみ 

爲善 伊賀に まかり 侍りけ るに 人々 餞 賜 ひける にか はらけ とリて 源 兼 澄 

かくしつ ， お ほくの 人 は 惜しみ 來 ぬわれ を 送らむ 事 はいつ ぞも 

大 H 公資 朝臣 遠 江 守に て 下 リ侍リ ける にし はすの 二十日 頃に 馬の はなむ 

けす とて か はらけ とりてよ み；^ りけ る  源爲善 朝臣 

暮れて 行く 年と ともに ぞ 別れぬ る 道に や 春 は あはむ とすら む 

あからさまに 田舍 へま かると 女の 許に い ひっか はした リ ける 返^に しば 

しとき けど 關こ ゆるな ど あれば 遠き 心地 こそ すれと いひて 侍りければ 遣 

はしける  祭主 輔親 

あ ふ 反の 關铬こ ゆと も みやこなる 尺に こ、 ろの 通 は ざらめ や 

後 拾 a 和歌 集 第 八 別  六 四 七 


後 拾遺 和 缺集第 八 別 

橘道貞 式部 を 忘れて みちの 


六 四 八 


〇 わかれて のちの またの 別れ 道 

貞が 式部 を 忘れた 事が はじめの 別 

れで、 陸 奥に F るの が 又の 別れ。 


OR い 

た る 節 HIS 自身 を い ふ 一 


〇 さし いづる 涙の 出る VJ いふの 

に、 掉 さして 出る VJ かけた もの o 


に に 下り 侍りければ 式部が もとに 遣 はしける 

赤 染衞門 

行く 人 もとまる もい かに 思 ふらむ 別れての ちの またの 別れ を 

物い ひける 女の いづち ともなく 遠き 所 へな むいく とい ひ侍リ ければ 

中原 賴成 

いづち とも 知らぬ わかれの 旅 なれ どい かで 淚 のさき に 立 つらむ 

女に 睦まじくな リて 程なく 遠き 所に まかりければ 女の もとより 雲居 はる 

かにい くこ そ あるかな きかの 心地 せら るれ と い ひ侍リ ける 返事に つか は 

しける  祭主 輔親 

逢 ふこと は 雪 居 はるかに へ だっと も 心 かよ はぬ 程 は あら じ を 

筑 紫に まかりけ るむ すめに  藤 原 節 信 

か へ りて は 誰 を 見む とか 思 ふらむ 老いて ひさしき 人 はあり や は 

筑 紫に 罷りて 上り 侍リ ける に 人々 別れ 惜しみ 侍リ ける によめ る 連敏 法師 

筑紫舟 まだと も づなも 解かな くにさし いづる 物は淚 なりけ り 

出 雲へ 下る とて 能 因 法師の 許に つか はしける  大江正 言 

ふるさとの 花の 都に 住み わびて 八 雪 立つ とい ふ 出 雪へ ぞ 行く 


〇 のちの 今日 来年の 七月 七 Bo 

この 次に たな はたの 逢 ふ 日。 


〇 そのほ^ いつ 頃 VJBel を 定め 


寂昭 法師 入唐せ むと て筑 紫へ まかり 下る とて 七月 七日 舟に 乘り 侍リ ける 

に 遣 はしける  前 大納言 公任 

天の河の ちの 今日 だに はるけ きをい つと は 知らぬ 舟 出かな しな 

入 蓆し 侍りけ る 道よ リ源 心が 許に 送り 侍りけ る  寂昭 法師 

その ほどと ちぎれる 旅の 別れ だに 逢 ふ 事 まれに ありと こそ 聞け 

成尋 法師 もろこしに 渡り 侍りて 後 かの 母の もとに 遣 はしける  讀人 しらず 

いかばかり 空 を 仰き て欵 くらむ いく 雪 居と も 知らぬ わかれ を 


後 拾遗和 耿染第 八 別 


六 四 九 


後 ^遺 和 欤集第 九 覉旅 

後 拾遺 和歌 集 第 九 

覉 旅 


六 五 〇 


C 走 井 逢お の 西 にあ- 


O 行く^の 行く ^屮の o 


C 夜 はのお ミ の ほりな は 死んで 

火葬に する こ-、. -な 云った もの o 


石山よ リか へり 侍りけ る 道に 走 井に て洁水 をよ み侍リ ける  堀 河 太 政 大臣 

あ ふ 坂の せきと は 聞け ど 走 井の 水 をば えこ そと  > めざり けれ 

十 H ばか リに初 瀨に參 りて 侍りけ る に隨に 霧の たちけ る をよ み 侍リ ける 

前大納 言 公任 

行く 道の 紅葉の いろ も 見るべき を とともに やい そぎ 立つ ベ き 

かへ し  中 納言定 親 

霧 分けて 急き たちな む もみ ぢ 葉の 色し 見えな ば 道 も ゆかれ じ 

熊 野 の 道に て 御 心地 例なら ず お ぼされ ける に海士 の^やき ける を 御^じ 

て  花山院 御製 

旅の そら 夜 はの 煙との ほりな ば あまの 藻し ほ 火た く かと や 見む 

熊 野へ 參リ 侍リ ける 道に て 吹 上の 濱 を^て  懐 W 法師 

都に て 吹 上の はま を 人 問 はばけ ふ^る ばかりい か V かたらむ 


し W り； i あ 


cra?Ja がて にお！^ ゆる もの 急い 

で 通り. 過 ぎ に く  く  25 は れ る も G  o 

〇k 江の はで ^江 ハ 通る raQ 

o つなで ゆるべ よ $ に 整いで 挽 

く^を ゆろ めよ o 


〇 ありの まに./^ ありの ま 


お 一 野へ 參る逬 にて H を 兌て よめる  少  輔 

山の はに さはる かと、 〕 そ 思 ひし か峯 にても なほ 月 ぞ待 たる 、 

舟に のリて 堀江と いふ 所 をす ぎ 侍る とて.  鹅原國 行 

過ぎが てに お ほ ゆお もの は蔗閒 かな 堀 hd の ほど はつな で ゆるべ よ 

^の Ei へま かる 逍 にて  能 因 法師 

あしの 屋の こやの， 渡に 口 は 暮れぬ いづち 行 くらむ 齣に まかせて 

6 づ i 

^へま かりけ る 道に て  基 法 帥 

都の みかへ り^られ て 束路を こまの こ、 ろに まかせて ぞ 行く 

和 泉 へ 下リ 侍リ ける による 都鳥の ほ の か に 鳴きければ よみ 侍リ ける 

和 泉 式部 

、 J と i! はば ありの まに^ (\ みやこ 鳥 都の， ) と を 我に 聞かせよ 

正 =： ばか リに近 江 へま かリ ける に 鏡 山に て 雨に あ ひて よみ 侍りけ る 

惠慶 法師 

鏡 山 こ ゆる 今日し も舂 さめの かきく もりや は 降る ベ かりけ る 

七：！：； つ いたち 顷 に 尾 張 に下リ ける に 夕 す^み に 闘 山 を 越 ゆと て暫し .Isf を 

とぐ めて 休み 侍リ てよ み 侍" ける  赤 染衞門 

後拾遗 和^ 集 第 九 覉旅  六 五一 


後 拾遺 和 欲 集 第 九 截旅 


六 五 二 


〇 こえ はて は 越えて しまったな 


〇 わたの ぺ、 大江 共に 《» 津^に 

ある 0 

〇 おり ゐて 馬から 下りて。 


C こ、 をうる ま VJ いふ 事 は うる 

ま を 袞馬の S に 見た もの o 宇留馬 

は 美 濃國の 名所 o 


〇 しかす がに こそ 渡の 名に、 さ 

すがに のまな かけた もの。 しかす 

がの 渡 は 三河國 にある o 


こえ はてば 都 もと ほくな りぬ ベ し 閼のゅ ふ 風し ばし す  >  まむ 

題 しらず  增基法 

今日ば かり 霞ま ざら なむ 飽かで 行く みやこの 山 は それと だに 見む 

津の國 に下リ て侍リ ける に 旅 宿 遠望の 心 をよ み侍リ ける  茛暹法 

わたの ベ ゃ大 江の きしに やどりして 雲居に 見 ゆる 伊 駒 山 かな 

爲善 朝臣 三 河 守に て 下り 侍リ ける にす のまた とい ふ渡リ におり ゐて信 濃 

のみ 坂 を 見やりて 詠み 侍リ ける  能 因 法 

白雲のう へ より 見 ゆる 足び きの 山の たか 嶺ゃ みさかな るら む 

ぁづ k 

東の 方へ まかりけ るに うるまと いふ 所に て  源 

東路 にこ、 をうる まとい ふこと は 行き かふ 人の あれば なりけ り 

父のと もに 遠 江の 國に下 リて年 經て後 下野 守に てくだ リ侍リ ける に濱名 

の 橋の もとにて よみ 侍りけ る  大 

あづま ぢの濱 名の 橋 を來て 見れば むかし 戀し きわたり なりけ り 

しかす がの 渡に てよ み 侍りけ る  能 因 法師 

思 ふ 人 ありと なけれ ど故鄉 はしかす がに こそ こ ひし かり けれ 

みちの くにに まかり 下りけ るに 白 川の 關 にて よみ 侍りけ る 


4R 


師 


Is- 


0 


之 


〇 かすみ ミミ もに 立ちし かで 着 

の はじめに 立ち 出た が。 


o け ふ^ぎ 行け^  I 木に， 過ぎ行 


C 今 W あかしの 月 を 見る にも 今 

晚 で 明るい 月 を 見る につけて 

も o 


都 をば かすみと ともに 立ちし かど あきかぜ ぞ 吹く 白 川の せき 

出 羽^に まか リて象 潟と いふ 所に てよ める 

世 S 中 はかくても 經 けりき さ 潟の 蟹のと まや を 我が 宿に して 

筑紫 へ 下リ ける 道に て須 磨の 浦に てよ み侍リ ける  大屮ほ 能宣 朝臣 

すまの 沛 をけ ふ 過ぎ行け どきし 方 へ 歸る 波に や こと をつ てまし 

统 紫に まか リ下リ ける に鹽 やく を 見て よめる  大贰 高遠 

風 吹けば もし ほの 煙う ちな びき われ も 思 はぬ かたに こそ 行け 

書寫の ひじ リ にあ ひに 播 磨の 國 にお はしまして 明 石と いふ 所の 月 を御覽 

じて  花山院 御製 

月 かけ はたびの そらとて か はらね どな ほ 都の みこ ひしき や なぞ 

播 磨の 明 石と いふ 所に 汐湯 あみ に まか リて 月の あか かリ ける 夜 中宮の 

だいほん どころ 

塞 盤 所に 奉り 侍リ ける  屮 納 言 赘 祸 

お ほつ かな 都の そら やい かなら む 今宵 あかしの 月 を 見る にも 

かへ し  繪 式部 

なが むらむ あかしの 浦の けしきに て 都の 月 を そらに 知らな む 

常 陸に 下リ ける 道に て 月の あかく 侍リ ける をよ める  康资王 母 

後拾遗 和^ 集 第 九 覉旅  六. 五一 一一 


J みやこに て 山の はに 云々 土 佐 

日記の、 「都に て 山の はに 見し 月な 

れ^^ょり 出で て S にこ そ 人れ」 

によった もの a 


〇 物お も ふ 心の やみ 榮華 物語に 

は、 心のう ち VJ ある o 

〇 あかしの 浦 も 明 石の 流 に^し 

を かけ.；， I もの a 


〇 さやかた 山 ft 夜 形 山 ，筑 前國 

宗像 部に ある o 


後 拾 遣 和歌 集 第 九 覉旅  六 五 四 

月 はかく 雪 居 なれ ども 見る もの を あはれ 都の かから ま しかば 

宇佐の 使に て筑 紫へ まか リ ける 道に 海の 上に 月 を 待つ とい ふ 心 をよ rt:!^ 

リ ける  橘爲義 朝臣 

みやこに て 山の はに 見し 月 かゆ を こよ ひは浪 のうへ にこ そ 待て 

筑 紫に まか リて 月の あか かリ ける 夜よ める  藤 原國行 

都いで て 雪 居 はるかに 來 たれ どもな ほ 西に こそ 月 は 人り けれ 

つくしへ まか リ ける 笾 にて よみ 侍リ ける  西宫前 左大臣 

七日に も あまりにけ りなた よりあら ば數へ きかせよ 沖の 島守 

筑 紫に 下リ 侍りけ るに 明 石と いふ 所に てよ み侍リ ける  師前內 大臣 

ものお も ふ 心の やみし くらければ あかしの 浦 も かひな かりけ り 

出 雲の 國に 流され 侍リ ける 道に てよ み 侍りけ る  中 納 言 隆 家 

さも こそ は 都の 外に やどりせ めうた てつ ゆけ き 草 まくら かな 

伊豫の 闕ょリ 十二月の 十日 頃に 舟に のりて 急ぎ 罷り 上リ ける に 式部 大輔資 秦 

いそぎつ ゝ 舟出ぞ しつる 年のう ちに 花の みやこの 春に 逢 ふべ く 

筑 紫より 上リ ける 道に さやかた 山と いふ 所 をす ぐと てよ み侍リ ける 

右 大辨通 俊 


〇 あなし W: 北から 吹， 


あなし 吹く せとの 汐 合に 舟 出して 早く ぞ 過ぐ ク 0 さやかた 山 を 

をは すて や * 

越後よ リ上リ ける に ^捨 山の 麓に 月 あかかりければ  橘爲 

これ や この 月見る たびにお も ひやる をば 捨 山の ふもとな るら む 

^の 0- 田舍ょ リ上リ 侍リ ける 道に てよ める  ® 

見 わたせば 都 は 近くな り ぬらむ 過ぎぬ る 山 はかす み へ だてつ 

同じ に て 

さよ ふけて 峯の嵐 やい かなら むみき はの 波の 聲ま さるな り 


朝 E 


^ 濟 


^^^和^ 壤^ 九 覉旅 


六艽五 


後 拾 遣 和歌 第 第 十 哀傷 


六 五六 


C 夜もすがら 悅目抄 に は、 夜- 

ざ もに VJ ある o 


〇 ありし こそ 以前に 逢 ひ 見た 時 

がの 

ク.； 人をミ かくする 人 を VJ やかく 

さする o 死人 を 火葬す る こミを 云 

つた もので あらう o 

〇 いつまた 我 を 人の かく 艮む い 

つまた 他の 人が 自分の 上な この や 

-フ liM る ハー ら -フ。 


後 拾遺 和歌 集. 第 十 

哀 傷 

1 條院 の 御時皇 后宮 かくれ 給 ひ て 後 御 帳 のかた びら 9 紐に 結びつけられ 

たる ふみ を见 つけたれば 內 にも 御 覽ぜさ せよ とお ぼし 鉍 に 歌み つ 書き つ 

けられた リ けるな か に 

夜 もす から 契りし こと を わすれす ば戀 ひむ 淚の いろ ぞ ゆかしき 

知る 人 もな きわ かわ. ちに 今 はとて 心 ほそく もい そぎ 立つ かな 

物い ふ 女の 侍る 所に まかれり ける によべ なくな リ にきと いひければ よめ 

る  源 兼 長 

ありし こそ 限りなり けれ 逢 ふ、 〕 と をな ど 後の世と ちぎら ざり けむ 

山里に 籠り ゐて 侍りけ るに 人 をと かくする が 見え 侍リ ければ よめる 

和 泉 式部 

立ちの ほる 煙に つけて おも ふかない つまた 我 を 人の かく 見む 

三條院 の， M 太 后宮 かくれ 拾 ひて 葬送の 夜： あかく 侍りけ るに よめる 


C$K^ るら む 皇 太 一 H の 崩御な 

して 云った もの o 

〇 I 年 以前に 。かって o 


のか けても おも ひき や 

か  >  るミ、 かけても 思 はな かつ 

ミ なかけ たもの o 


c たき *- つき 饯綠 のっきる S.O 

死 S る こ VJO  $00 に は、 煙；. I 

え VJ ある o 

〇《の 林 沙錢林 5 異名 迦の 

死去した VJ ころ e 

ca" れゃ こそ Is^s- れ ね.、」、 ^ 

が a? れね *A- を かけた もの ** 


命婦 乳母 

などて かく 雪 隱 るら むかく ばかりの どかに 澄める 月 も あるよ に 

圓融院 の 法皇う せ 給 ひて 紫 野に 御 葬送 侍りけ るに 一 年 こ？ 所に て 子の 日 

せ させ 給 ひし 事な ど 思 ひ 出で てよ み 侍りけ る  左 大將朝 光 

むらさきの 雲の かけても おも ひき や 春の 霞に なして 見む と は 

大 納 言 行 成 

おくれ じと 常の 行幸 はいそぎ し を 煙に 添 はぬ たびの かなし さ 

長 保 二 年 十二月に 京 后宮 うせさせ 給 ひて 葬送の 夜 雪の 降りて 侍リ ければ 

よませ 給う ける  一 條院 御製 

野邊 までに 心 ひとつ は 通へ ども 我がみ ゆきと は， 知らす や ありけ む 

入道 前 太 政 大臣の 葬送の あしたに 人々 まかり 歸る に 雪の 降りて 侍リ けれ 

ばよ み侍リ ける  法搐忠 命 

たき ヾ つき 雪 ふりしけ ると りべ 野 は 鶴の 林の こ ゝ ち こそ すれ 

入道 一 品宮 かくれ 給 ひて 葬送のと もに まか リて 又の日 相投が もとに^ は 

しける  小 侍 從命婦 

暗れ す， 〕 そ 悲し かり けれと りべ 山 立ち か へ りつる 今朝の 霞 は 

後 拾^ 和歌 集 第 十 哀傷  六 五 七 


〇 時し も あれ 時 も ある もの を 0 


〇 そな はれし 足らない VJ ころ 

なかった 


0 


後^ 造 和歌 集 第 十 哀傷  ケな. > 

J  ノ ョ / 

二：^ f 五日の 事 にゃあり けむ かの 宮の 葬送の 後 相 摸が もとこ a はしす る 

い にしへ 

古 のた き V もけ ふの 君が代 もつ き 某て ぬる を兒 るぞ かなしき 

力 《し  5" 

時し も あれ 春の なかばに あやまたぬ よはの 煙 はうた が ひもな し 

三條院 の 御 時 皇后 宮 のき さい に 立 ち 給 ひける 時藏 人つ かま っリ ける 人の 

うせ 給 ひて 葬送の 夜した しき 事つ かう まつ りけ る を 聞きて 遣 はしける 

山 E 中務 

そな はれし 玉の 小 櫛 を さしながら あはれ 悲しき 秋に あ ひぬ る 

同じ その 宫に 侍りけ る 人の もとに 遣 はしける  蜊 

問 はば やと 思 ひやる だに 露け きをい かに ぞ 君が 袖 は 朽ちぬ や 

かへ し  大和 

なみだ 川な がる ゝ 水脈と 知らねば やそでば かり をば 人のと ふらむ 

後一 條院の 御 時 中宮 九月 にう せ 給 ひて 後朱雀 院 の 御 時 又 弘徽殿 の 中宮 八 

おに かくれ 給 ひに ければ かの 宫に 侍りけ る 伊賀 少將が もとに 迠 はしける 

前 中宮 出 雲 

いかばかり 君な ゆ くらむ かすなら ぬ 身 だに しぐれし 秋の 哀れ を 


摸 


宣 3 曰 


o こがらし 木沾の s に子枯 しの 

意 を 逝 はせ たもの o 


〇柞 の もみお 故り にけ 

なくなった^ をい ふ o 


〇s ふらむ 自分が 親に 別れた 時 

は 非 S に 悲しかった が、 出 羽お も 

さう S ふ.^ に う。 


左 兵^ 督. g 成み まか リに ける その 忌に いもうとの あっか ひな どせ むと て 

師^; 朝臣 籠リて 侍りけ るに つか はしける  小 左 近 

よそに きく 袖 も 露け きかし はぎの もとの 零 をお も ひこ そやれ 

椠 山に 籠 リ たる 人 に 逢 はむ とて 罷リ たりけ るに みまかりて 後 十三 口に あ 

た リて物 忌す と 聞きて  能 因 法師 

主な しと 答 ふる 人 はな けれども 宿の けしき ぞい ふに まされる 

右兵衞 督俊實 子に おくれて 歎き 侍リ ける 頃と ぶら ひに 造 はしける 右大臣 北 の 方 

いかばかり 寂し かるらむ こがらしの 吹きに し 宿の 秋の ゆ ふぐれ 

親な くな リて 山寺に 侍リ ける 人の 許に 遺 はしける  讀 人し、 り ず 

ひお。 一 山 M の柞の もみ ぢ 散りに けりこの もとい かに さびし かるらむ 

いで はの べん 

出^ 辦が 親に おくれて 侍りけ る を 聞きて 身 をつ めば いと 哀れなる ことな 

ど 云 ひ 遣 はすと てよ み 侍りけ る  前 大納言 隆國 

思 ふらむ わかれし 人の かなし さは 今日まで ふべ き 心地 や はせ し 

かへ し  出羽辨 

悲し さの たぐ ひに なに を 思 はまし わかれ を 知れる 君な かりせば 

髙階成 楝ハ乂 にお くれに ける と 聞きて 遣 はしける  中宮 內侍 

後^^ 和^ 集 第 十 哀傷  ^五 九 


〇な くな 5」 てな りに けむ な^-て 

なくなりに けむ o 

c 捨てた る 身た に 世に 捨てられ 

た 身で さ へ o 


後 拾 遣 和 鴃集第 十 哀傷  六 六 〇 

惜しまる ， 人な くな どてな りに けむ 捨てた る 身 だに あれば ある 世に 


〇 別れな がらの わかれ 別れた ま 

まの 別れ。 はじめ 別れた ま  >  で遂 

に 逢 ふ 時な く 死別した こ VJO 

c 代 も か はりぬ 陛下の 御代が か 


〇五 月 雨に あらぬ 今日 六月 一日 

の 事で あるから 云った. * の o 


〇 ながき 形見 將來 永久の 形見 V」 

いふに、 髮の 長い V」 いふ 意 を 含め 


涛原 元輔が 弟元定 みまかりに ける を 運く 閎 きたる よし 元輔が 許に いひ 遣 

はすと てよ める  屌  0 

宵の まの 空の 煙と なりに きと あまのはら からな どか 告 けこぬ 

橘 則 長 こしに て かくれ 侍りに ける 頃 相 摸が もとにつ か はしける 橘季通 

思 ひ いづ や 思 ひ出づ るに 悲しき は 別れな がらの わかれな りけ り 

後冷泉 院の御 時 いとまな ど 申して 筑 紫に 下 リ 侍りけ る ほどに 代 も か はり 

ぬと 聞きて 上苽 門院のと はせ 給 ひたる 御 返事に 奉り 侍りけ る  式部 命婦 

おも ひやれ かねて 別れし くやしさに 添へ て 悲しき 心づ くし を 

後 三倏院 位に つかせ 給 ひての IS 五月雨 ひまな く 曇り 暮 して 六：：：： 一 日 また 

かきく らし 雨の ふり 侍りければ 先帝の 御 事な ど 思 ひ いづる 事 や 侍りけ む 

よめる  周 防內侍 

五月雨に あらぬ 今日 さ へ 晴れせ ねば 空 も 悲しき こと やし るら む 

二 條前太 政 大臣の めな くな リて 後お ちた る髮を 見て よみ 侍りけ る 中納言 定賴母 

あだに かく 落つ と 思 ひしう ば 玉の 髮 こそな がき 形見な り けれ 

子に おくれて 侍リ ける 頃 夢に 見て よみ 侍りけ る 


〇！» めぬ やがての 命 あめない ま 

まの 命。 《« めやに その ま » 死んで 

しま ひたいの so 


0 むま ひ 0a 

O 子 はま さるら む 云々 小 も 

親の 自分よりも 子 を 哀れ V」 思った 

であらう、 自分 も 孫より 子の 小 式 

16 をい w しく 思 ふか .ら0 


轉寢 のこ G よの ゆめの はかなき に覺 めぬ やがての 命と もがな 

父の みまか リに ける 忌に よみ 侍リ ける  藤 原 相 如 女 

夢見す とな ゆきし 人 を ほど もな くまた 我が 夢に 見ぬ ぞ かなしき . 

この 缺は 粟田 右大臣み まか リて後 かの 家に 父の 相 如との ゐ して 侍リけ 

るに 夢なら で 乂も逢 ふべ き 君なら ば 寢られ ぬ い を も 歎 かざら ましとよ 

みて 程 もな くみ まか リ にければ かくよ める となむ い ひ傳 へたる 

物い ひ 侍りけ る 女の 程 もな くみ まかりに ければ 女の 親の 許に つか はしけ 

る  藤 原赏方 朝臣 

契り ありて この 世に またも 生まる とも 面が はりして 見 もや 忘れむ 

1 倐攝 政み まかりて のち わざの 事な ど はてて 人々 ちり）^.' にな リ侍リ け 

れば  少將藤 原義 孝 

今 はとて 飛び 別る める むら 鳥の 古巢に ひとりな がむべき かな 

小 式部 內侍 なくな リ てむ まご どもの 侍リ ける を 見て よみ 侍りけ る 和 泉 式部 

と  >  めお きて 誰 を 哀れと 思 ふらむ 子 はま さるら む 子は增 りけ り 

1 條院 うせ 給 ひての ち 撫子の 花の 侍リ ける を 後 一 條院 幼く おはしまして 

何 心 もしら で とらせ 給 ひければ おぼし 出 づる事 や ありけ む  上 東 門院 

後 拾 遗和歜 集 第 十 哀傷 .  六 六 一 


〇 掬 子の 花 径 一條 院 なさして 申 

し 上 £s たもの o 


〇 なにし か は 何のた めに o 一本 

なにし にか V」 ある o 


〇 そ よその •¥ 何 か 事に れて S 

ひ 出して、 それよ、 そのこ VJ か VJ 

輕く思 ふ ®o 

〇 捨て はてむ 尼に ならう さする 

事 を 云った もの o 


〇 なき 人の くる 夜 古く は 十二月 

の 晦日に も 魂 祭 をした。 


後 拾遺 和 欲 集 第 十 哀慯  六 六 二 

見る ま  >  に 露ぞこ ほる 、 おくれに しこ ， ろ も 知らぬ 撫子の 花 

道 信の 朝臣 もろともに 紅葉 見むな ど 契りて 侍りけ るに かの 人み まかりて 

の 秋よ み 侍りけ る  藤 原實方 朝臣 

見む とい ひし 人 はは かなく 消えに し を ひとり 露け き 秋の 花 かな 

五月の ころ ほひ 女に おくれ 侍りけ る 年 冬 雪の 降りけ る 日よ み侍リ ける 

大江匡 房 朝臣 

別れに しその 五月雨の そらよりも 雪 降れば こそ 戀 しかり けれ 

田舍 に侍リ ける 程に 京に 侍りけ る 親 なくなり にければ 急ぎ 上りて 山里に 

て 故 鄕を思 ひお こせて よみ 侍リ ける  大江 嘉言 

なにし か は 今 はいそが む 都に は 待つ ベ き 人 も なくなりに けり 

敦道 親王に 後れて よみ 侍りけ る  和 泉 式部 

今 はた  >  そよ その 事と 思 ひ 出で て 忘る ばかりのう きこと もがな 

おなじ 顷尼 になら むと 思 ひて よみ 侍りけ る 

捨て はてむ と 思 ふさへ こそ 悲し けれ 君に なれに し 我が身と 思へば 

十二月の つ ごもり の 夜よ み 侍りけ る 

なき 人の くる 夜と 聞け ど 君 もな し 我がす む 宿 やた まなき の 里 


o さ  >  がに w^o 


〇 ゆ 、しさに 忌々 しさに。 

〇fn 和番 ^^に： s じ OS 々の 香 

jg ハ钿 末にして 甲番を 和し、 蜜で 

煉り合 はせ た^ 物 o 

〇 せう VJ 兄。 


のた も V」 藤 衣の たも so 喪 


後 拾遺 和歌^ 第 十 哀傷 


右大 將通漦 みまか リて後 ふるくす み侍リ ける 帳の 中に 蜘蛛の いかきけ る 

を 見て よみ 侍りけ る  土 御門 右大臣 女 

別れに し 人は來 ベく も あらな くにい かに 振舞 ふさ  > がに ぞこは 

筑 紫よ リ まかり 上りけ るに なくな リに ける 人 を 思 ひ 出で てよ み侍リ ける 

大甙高 遠 

戀 しさに ぬる 夜な けれど 世の中の はかなき 時 は 夢と こそ 見れ 

兼 綱の 朝臣^な くな りて 後 越 前 守に なリ てま かり 下リ ける に 装朿^ はす 

とてよ み 侍りけ る  源遨成 朝臣 

ゆ ， しさに つ  >  めど あまる 淚 かな かけじと 思 ふたび のころ もに 

少納言 なくなりて 哀れなる 事な ど 歎きつ 、 おきたり ける 百 和 香 をち ひさ 

き 籠に 入れて せう と楝政 朝臣に つか はしける  選子內 親王 

のりの ためつ みける 花 を かすく に 今 はこの 世の 形見と、 ぞ思ふ 

思 ふ 人 二人 ありけ る 男な くな リて 侍リ ける に 末に 物い はれけ る 人に 代リ 

てもとの 女の もとに 遣 はしける  伊勢大輔 

深さ， ) そ^の たもと はま さるら め淚 はおな じ 色に こそしめ 

服に て 侍りけ る顷 十月 一 日お なじ さまなる 人 われの み なむ 同广姿 にて と 

六 六 三 


〇 こひぢ 戀路 V」 泥 VJ なかけ たも 

の o 

〇 又の 年の 御 はての わざ 铒 I 年 

祭 o 御 I 周忌 Q 


〇 しひ 柴の袖 つ- 

喪服に 用ゐ たもの ハ 


〇 い きも か へらね 生き か へらぬ 


康資王 母 


位 


後 拾 遣 和 馱集第 十 哀傷  六 六 四 

いひに おこせて 侍りければ よめる 

君の みや 花の いろに もた ちかへ で 袂の露 はおな じ 秋なる 

赤 染匡衡 にお くれて 後 五月 五日よ みて 遣 はしける  美 作 一一 一 

墨染 のた もとはい と V  ， 】 ひぢ にて あやめの 草の ね やしゅ るら む 

阒融院 の 法. g うせさせ 給 ひて 又の 年の 御 はての わざな どの 顷 にゃあ リけ 

おん めのと  つ * ね 

む內 に侍リ ける 御 乳母の 藤 三 位の 局に くるみ 色の 紙に 老 法師の 手の まね 

をして 書きて さし 入れさせ 給 ひける  一條 院 御製 

これ を だに 形見と おも ふ を 都に は 葉が へやし つるし ひ 柴の袖 

後冷泉 院位 にっかせ 給 ひければ 里に まかり 出で 侍りて 又の 年の 秋柬 一一 一條 

の 局の 前に 植 ゑて 侍 リ ける 萩 を 人の 折りても て來リ ければ  麗景殿 前 女御 

こぞよりも いろ こそ こけれ 萩の はな 淚の あめの か  >  る 秋に は 

成 順にお くれ 侍りて 又の 年 はての わざし 侍りけ るに  伊勢大輔 

わかれに しその 日ば かり はめぐ り來 ていき も か へ らぬ 人ぞ戀 しき 

年頃す み 侍りけ る 女に おくれて 又の 年 はての わざつ かう ま っリ ける によ 

める  紀 時文 

年 をへ て なれたる 人 も 別れに し 去年 は 今年の 今日に ぞ ありけ る 


o かたみに 染めし 父の かたみ" 

して 染めた o 


〇 火 たき 屋 街士 な^が^ 夜 か *> 

り 火な たいて 守って ゐる 小さい 屋 


かへ し  ^原 元 

別れけ む 心 をく みて 淚川 おも ひやる かな こぞの 今日 を も 

後 一 條院の 御 時 皇太后 宫 うせ 耠 ひて はての わざに さはる こと ぁリ て參ら 

ざリ ければ か の 宮ょリ きの ふ はな ど參 らざリ しな ど いひに おこせて^ リ 

ける によめ る  江 

我が身に は 悲しき ことのつ きせねば 咋日を はてと 思 は ざり けり 

父の ぶく ぬぎ 侍りけ る 日よ める  平 

思 ひかね かたみに 染めし 墨ぞ めの 衣に さへ も わかれぬ るかな 


0 


侍 從 


平 敎 


うすく 濃く ころもの 色 はか はれ ども 同じ 淚 のか 、 る 袖 かな 

ぶく ぬぎ 侍リ ける によめ る  藤 原定輔 朝臣 女 

うきながら かたみに 見つ る ふぢ 衣 はて は淚 になが しつる かな 

十月 f か リに物 へま かりけ る 道に 一 條院 をす ぐと て 車 を 引き入れて はは 

リ ければ 火た き屋 などの 侍リ ける を兑 てよ める.  赤 染衞門 

^えに ける 衞士 のた く 火の あと を 見て 煙と なりし 君ぞ かなしき 

菩提樹 院に後 一 條院の 御影 を 書きた る を 見て 見なれ 申しけ る 事な ど 思 ひ 

後 拾遺 和歌 集 第 十 哀傷  六 六 五 


o なに はの 事 なにの ^。何 堪。 

地名の なに は を かけた もの。 

〇 淚 のか かる 旅 淚を 流す この や 

うな 旅の 意 を 含めた もの。 


後 拾 遣 和歌 集 第 十 哀傷  ブ六六 

出で てよ み 侍りけ る  出 羽き 

いかにして 寫 しとめけ む 雪： i5 にて 飽かす かくれし 月の 光 を 

匡 衡に おくれて 後 石山に 參 り侍リ ける 道に 新しき 家の いたう 荒れて 侍リ 

ける を 問 はせ ければ 親に おくれて 二 年に かくな リて 侍るな リ とい ひけれ 

ば  赤 染衞門 

ひとり こそ 荒れ ゆく 牀 は^き つれぬ しなき 宿 はまた も ありけ り 

熊 野へ まう で侍リ ける に 小 一 倏院の 通 ひ 給 ひける 難 波と いふ 所に とま リ 

て 昔 を 思 ひ 出で てよ める  源信宗 朝臣 

いにし へ になに はの 事 はか はらね ど淚 のか かる 旅 はな かりき 

かくよ み て 侍りけ る をって に 聞きて かの 信宗 朝臣の もとに つか はしける 


〇s のうきね は 云々 蓆の 浮き 根 

は さぞ 枯れた こ ミ であらう. /J、 供 

せて 憂き 音 をた てて さ * そ 泣かれた 

こ V」 であらう の 意。 


O しか はかり それ は 5JO 


伊勢大輔 


思 ひやる あはれ 難 波の 沛 さびて 蘆のう きね は さぞな かれけ む 

秋 身 まかりけ る 入 を 思 ひ 出で てよ める  源 重 

年毎にむ かし は 遠くな り ゆけ ど 憂 かりし 秋 はまた も來 にけ り 

しかば かり 契りし もの を わたり 川 か へ る ほどに は 忘る ベ しゃ は 

此の 歌 よしたかの 少將 ゎづら ひ侍リ ける になくな リ たりと も暂 しまて 


之 


綞 よみ はてむ と 妹の 女御に いひ 侍 リて程 もな く 身 まか リて後 忘れて と 

かくして ければ そ の 夜の 母の 夢に 見え 侍りけ る 歌な リ 

時雨と は 千草の はな ぞ 散り まが ふなに ふる 里に 袖 ぬらす らむ 

此の 缺義孝 かくれ 侍リ ての ち 十 H ばか リ に贺緣 法師の 夢に 心地 よげ に 

て签を ふくと 見る ほどに 口 をた e ならす になむ 侍リ ける 母の かくば か 

リ戀 ふる を 心地 よげ にて いかにと い ひ侍リ ければ 立つ を ひきと V めて 

よめる となむ い ひ傳 へ たる 

きて なれし ころもの 袖 も 乾かぬ にわかれ し；^ になり にけ るかな 

此の 歌 身 まか リて後 あくる 年の あき 妹の 夢に 少將 よしたかが^ とてみ 

え i &り ける 

逢 ふこと を 皆く れ ごと に 出で 立 て ど 夢路な らで はか ひなかり けり 

或 人の いはく 此の 缺思ふ 女 をお きて 身 まかりに ける 男の むすめの 夢に 

かの 女に 取らせよ とてよ み侍リ ける 

むすめ 彼の 女の もとに やる とてよ み侍リ ける  讃人 しらず 

なく/ \ 'も 君に は告 ゆつな き 人の 又 か へ りこと お 何い はまし 

女い み じう 泣きて か へ リ ごとに よみ 侍りけ る 

後 拾 遣 和歌 集 第 十 哀傷  六 六 七 


後 拾 遣 和歌 集 第 十 哀傷  六 六 八 

さきにた っ淚を 道の しるべに て 我 こそ 行きて いはま ほし けれ 


C 故 内侍の かみ 藤 原 道 長の 女、 

嬉子 。 


〇 流れ もやらぬ 忘れられね 意 n 


o うきぬな は 苦しの、 くるに. 

けた 序 o 


〇螢 の 漁火 ほのめかせの 錄で云 

つた もの e 


〇 うち 出で むこ-/ J うちあけて 云 

〇 つ 、 ましき つ 》 しみたい o 


後 拾遺 和歌 集 第 十 


東宮と 申しけ る 時 故 内侍の かみの 許に はじめて つか はしける  後朱雀 院 御製 

ほのかに も 知らせて しがな はる 霞 かすみのう ちに 思 ふ 心 を 

はじめた る 人に 遣 はしける  歙覺 法：！ 

木の葉ち る 山の 下水 うづ もれて 流れ もやらぬ 物 を こそお もへ 

題 しらず  馬內侍 

いか なれば しらぬ に 生 ふるう きぬな は 苦 しゃこ、 ろ 人 しれす のみ 

めのと 

女 を かたら はむ とて 乳母の もとに 遣 はしける  源賴 光朝 E 

かくな むと 蟹の 漁火 ほのめかせ 磯邊の なみの をり もよ からば 

かへ し 

おきつ 波う ち 出で むこと ぞっ 、 ましき 思 ひよ るべ き 汀なら ねば 

ある 人の いはく こ の 歌 中 納言惟 仲に おくれて 侍りけ る 折 かく い へ りけ 

れ ばめ のとに 代りて よめる 


後 拾 遣 和歌 集 第 十一 戀 一 


J  ノ  一  \ ブ 


後 拾 遣 和 欲 集 第 十 一 戀 


〇 霜 がれの 以下 むら 薄まで は、 

はの 緣 から 四の 句に かける 序 o 

〇 ほのめかさ はや 仄かに あら は 

した い ** に ははせ た い。 

〇 忍， ひつ  >云々 心の中に S ひこ 

がれる たけで、 相手に 知らせ やに 

しま ふよりも o 

〇 ぉ& めく はっきり しない 。分 

明で ない o 


C え やは^ 吹の 伊吹み-いふ にか 

けた もの 0 いひ やらね はの 意 o 

G さし も 知ら じな さぅミ も 知る 

まい o これ 程 思 ふ.、 J いふ こ VJ は 知 


六 七 〇 

はじめた る 女に 遣 はしける  平經章 朝臣 

霜 がれの 冬 野に 立てる むら 薄 ほのめかさば やお も ふこ 、 ろ を 

大江嘉 言 

忍びつ 、やみな むより は 思^  、 〕 と ありけ ると だに 人に 知らせむ 

男の はじめて 人の もとに 遣 はしける に 代りて よめる  和 泉 式部 

おほめくな 誰と もなくて よ ひくに 夢に 見えけ む我ぞ その 人 

女に 始めて つか はしける  藤 原實方 朝臣 

かく とだにえ や は 伊吹の さし も 草 さし も 知ら じな も ゆる 思 ひ を 

はじめた る戀 をよ める  實源 法師 

無き 名た つ 人 だに 世に は ある もの を君戀 ふる 身と 知られぬ ぞうき 

月 あかき 夜 ながめし ける 女に 年へ ての ち 遣 はしける  源 則 成 

年 も へ ぬな が 月の 夜の 月 かゆの 有 明が たの 空を戀 ひつ > 

心 かけた る 人に つか はしける  藤 原 長 能 

くみて 知る 人 も あらな む 夏山の 木の したみ づは 草が くれつ ， 

はらから 侍リ ける 女の 許に 妹 を 思 ひかけ て姊 なる 女の 許に 遣 はしける 

讀人 しらず 


〇 わたの はらから わたの 原に は 

たもの o 


〇s ぶ.、. -た にも 忍 革 S 忍ぶ VJ を 

かけた もの o 


〇 ほに いづる 忍， ひかね てう はべ 

にあら はす o 


〇 我が S ふべき 入 はわれ ミ も 我 

.メ£ や： は 兼 房、 下の われ は 女 自身 

を さす o  お 朝臣が 戀 する 女 は 私 

である VJO 


G かいつ くろ ひ かきつくろ ひ 

身なり を s  * のへ る こ，、 JO 

〇 君が 冰柱 君の 冷やかな 心。 


〇 山： 卜み づ のうす^ 許さな かつ 

た 冷やかな 女の 心 o 


後 拾^ 和 欲 


小舟 さし わたの はらから しるべ せよ いづれ か 蟹の 玉藻 かる 沛 

題 しらず  藤 原通賴 

ひとりして 眺 むる 宿の つまに 生 ふる 忍ぶ とだに も 知らせて しがな 

道 命 法師 

思ひ餘 りい ひ 出づる 程に 數 ならぬ 身 を さ へ 人に 知られぬ るかな 

八 ばか リ 女の もとに 薄の 穗に さしてつ か はしける  祭 主 輔 親 

しの 遝 しのび も あ へ ぬ 心に て 今日は ほに いづる 秋と しらな む 

題 しらず  藤 原 兼 © 朝臣 

いはぬ ま はま だ 知ら じかし 限りなく 我が 思 ふべき 人 はわれと も 

女 を ひかへ て侍リ ける にな さけなくて 入リ にければ つとめて 遣 はしける 

源 兼 澄 

わぎもこ 

吾妹 +が 袖^りか けしう つり 香の 今朝 は 身に しむ 物 を、 」 そ^ へ 

五節に 出で て か いっくろ ひな どし 侍リ ける 女に つか はしける  巾 納 言 公 成 

雪の 上に さばかり さしし 日影に も 君が 冰柱は 解けすな りに き 

初めて 女の 許に 春 立つ： 《 遣 はしける  藤 原 能 ^朝臣 

とし 經っ る 山 下み づの うす 冰けふ 春風に うち も 解けな む  . 

集 第 十一 戀 一  六 七 一 


〇 こ VJ 人に はやる 他の 男に は 返 

事み-やる o 

◦ し はたる- 玖き に しづんで ゐ 

る。 涙で 袖が ねれ ミ ほって ゐ る。 


〇 ふみみ ぬ 道 通った こミ もない 

道。 併せて 女の 返事の ない こ ミ* 

云った もの o 


o 後钥 男女が 共に 寢た 翌朝。 


こはる 閒 冰に云 ひかけ た 

もの。 つかへ てば か 5.- らぬ閒 o  S 

ひ 通りに 事が す 、 まぬ こ VJO 

OS" の a す 云々 三 句まで は 四 句 

のい なを 云 ふための 序。 


戀 一  六 七 二 

題 しらず  能 H 法師 

冰 とも 人の 心 をお も はば や 今朝た つ 春の 虱ぞ とく やと 

ふみ 遣 はしける 女の 返事せ ざリ ければ よめる  祭主 輔親 

みつ 汐の ひるま だに なき 浦 なれ やかよ ふ 千鳥の あと も 見えぬ は 

返事せ ぬ 女の こと 人に はやると 聞きて  道 命 法師 

しほた る、 わが 身の 方 はつれなくて こと 浦に こそ 煙 立つ なれ 

返事せ ぬ 人に 山寺に まか リて遣 はしける 

思 ひ 侘び 咋日 山べ に 入りし かど ふみみ ぬ 道 は 行かれ ざり けり 

女の 家ち かき 所に 渡リて 七月 七日に 遣 はしける  前大納 言 公任 

雪 居に て 契りし 中 はたな ばた を うらやむ ばかりな りに ける かな 

七夕の 後 朝に 女の 許に 遣 はしける  藤 原隆贅 

たな. ^た 

逢 ふ 事の いっとな きに は 織女の 別る 、 さへ ぞうら やまれけ る 

人の 冰を 包みて 身にしみて などい ひて 侍リ ければ  馬內侍 

逢 ふ 事のと V こ ほる 閒は いかばかり 身に さ へ しみて 歎く とか 知る 

題 しらず  藤 原顯季 朝臣 

鸭の 臥す 刈 田に たてる 稻莖 のい なと は 人の いはす も あらな む 


〇g のしみ づ 關 にせく を かけた 

もの。 n を へた てられる 


山の 云々 上の 三 句 は、 いつ 

w く ぺしミ 云 ふための 序。 


o つらき -ソれ しきの、 七 を 云った 


う へ の をの こども 所の 名 を 採りて 歌奉リ 侍りけ るに 逄 坂の 關の戀 をよ ま 

せ 給へ る.  御製 

あ ふさ かの 名 を もた のま じ戀 すれば 關 のしみ づに袖 も 濡れけ り 

題 しらず  道 命 法師 

逢 ふ f  j と はさ もこ そ 人目 かたから め 心ば かり はとけ て 見えな む 

かへ し  讀人 しらず 

思 ふらむ しるし だに なき 下紐に こ  >  ろば かりの 何かとく ベ き 

和 泉 式部 

下 消 ゆる 雪 まの 草の めづ らしく わが 思 ふ 人に 逢 ひ 見て しがな 

入道 1 品の 宫に 侍リ ける みちの くにが 許に つか はしける  源賴辆 朝臣 

奧 山の 眞 木の葉し ろく 降る 雪の いっとく べしと 見えぬ きみかな 

うれしき とい ふわら はに ふみ 通 はし 侍りけ るに こと 人に 物い はれて 程な 

く 忘られに けりと 聞きて つか はしける  源 政 成 朝臣 

うれしき を^る ， 人 も ある もの を つらき を戀 ふる 我 やなになる 

題 しらず  平 兼 盛 

戀ひ そめし 心 をの みぞ 恨みつ る 人の つら さ を われに なしつ ， 

後 拾遺 和歌 集 第 十一 戀ー  六 七 一一 一 


o さも あらまし に か.！！ て o 


〇 露 はいかに ぞ 露 はかり 物い 

む VJ 云 ふ * 受けて 云った もの o 


o な - くりの 出湯 七久 里の 湯 

信濃國 にある 溫泉。 


藤 原爲時 


摸 


後 拾遺 和 馱集第 十一 戀 一  六 七 四 

文通 はす 女 ことかた ざまに なリ ぬと 聞きて つか はしける 

いかにせ むか けても 今は賴 まじと おも ふに いと  >濡 る  > 块を 

公資 朝臣 にあ ひ 具して 侍リ ける に 屮納言 定額 忍びて 音 づれ ける を ひまな 

き樣 にや 見えけ む絕閒 がちに おとな ひ侍リ ければ  相 

逢 ふ 事の なきより かねて 辛ければ さも あらまし に濡る  > 袖 かな 

春よ リ 物い ひける 女の 秋に なリて 露ば かリ 物い はむ と いひて 侍リ ければ 

八月ば か リに遣 はしける  大屮 臣能宣 朝臣 

まてと いひし 秋 も 半ばに なりぬ る を賴 めかお きし 露 はいかに ぞ 

宇治 前 太 政 大臣の 家の 三十 講の 後の 歌合に  堀 何 右大臣 

逢 ふまでと せめて 命の をし ければ 戀 こそ 人の いのちな り けれ 

やん ごとな き 人 を 思 ひかけ たる 男に か はりて  相  摸 

つき もせす 戀に淚 をな がす かなこ やな 、くりの 出湯な るら む 

女の 許に つか はしける  藤 原 道 信 朝臣 

近 江に か ありと いふなる 三 稜草生 ふる 人 くるしめの 筑摩 江の 沼 

題 しらず  永 源 法師 

戀 して ふこと を 知らで ややみ なまし つれな き 人の なき 世な りせば 


〇 いひて まし 云 ふたら ラ o 

c» する は -5J 自分が， V の 位 思つ 

てゐ るか •/.- いふ こ VJO 

〇 そこの 心 底の 心 V. -、 其 許の 心 

V」 を 通 せた も の o 


〇 いづら つけし^ ば つけし. 紐 は 

いづら の 慈 o つけた 紝 は^こに あ 


〇 錦 木 古、 奥州 地方で 男が 女に 

逢 はう ./Jf る 時、 一 尺 はかりの 木 

に 彩色な 施して、 女の 家の 門に 立 

てて 西く もの o 女が 逢ば ぅミ思 へ 

は それな 取り入れて 承諾の 葸を表 

す 0 


赤染衞 門 

つれ もな き 人 も 哀れと いひて まし 戀 する ほど を 知らせ だに せば 

女の ふちに 身 を なげよ とい ひ侍リ ければ  源道濟 

身 をす てて 深き 湖に も 入りぬ ベ しそ この 心の 知ら まほし さに 

題 しらず  大屮 臣能宜 朝臣 

戀 ひ/^ て 逢 ふと も 夢に I つ る 夜 はいと 二 妹覺ぞ 侘し かりけ る 

賀茂 祭の か へ さに 前驅 つかう まつれり ける に靑 色の 紐の 铬 ちて 侍 リ ける を 

からぎ ね  ， ， 

女の 审ょリ 唐衣の 統を 解きて とぢ つけ 侍リ ける を 尋ねさせ けれど 誰と も 知 

まんが 

らで やみに けリ 又の 年の 祭の 斑 下 に て 虛.？ 院 に 參リて 侍りけ るに 女の いづら 

つけし 紐 はと 音 づれ て侍リ ければ 遣 はしける 

から 衣 むすびし ひも はさしながら： g はは やく 朽ちに しもの を 

かへ し  讀人 しらず 

朽ちに ける 袖の しるし は 下紐の 解く るに など か 知らせ ざり けむ 

題 しらず  能 因 法師 

錦 木 は 立てながら こそ 朽ちに けれけ ふの 細 布む ね あは じと や 

西宮前 左大臣 

後拾遗 和歌 m 、第 十一 戀ー  六 七 五 


後 拾遺 和歌 集 第 十一 戀 一 


六 七 六 


G さり V」 も v J つれな く はする 力 

今に 心 を 許す こ ミ も あらう か VJO 


〇 世に も ふる 我が身 世に g る VJ 

43  くな ゥた わ 力 身 *A- を かけた もの 


〇 つれな き 人のば てぞ ゆかしき 

つれない 人の 身の はてが 知りたい 

〇 ふみに かむ に ふみ は飽 番 を 

云った もので あらう o 


すまの 蟹の 浦 ， デぐ 舟の あ ともなく 見ぬ 人戀ふ る われ やなになる 

女の もとにつ か はしける 

さりと もと 思 ふ 心に ひかされて  <1 「まで 世に も ふる 我が身 かな 


小 野 宮太政 大臣 女 


たのむ るに 命の 延 ぶる ものなら ば 千歳 も かくて あらむ とや 思 ふ 

題 しらず 

思 ひしる 人 もこ そ あれ 味氣 なく つれな き.！ に 身 を やか へ てむ 


平  兼 


辨 


盛 


人知れ す 逢 ふ を 待つ まに 戀ひ 死なば 何に か へ たる 命と かいはむ 

長久 二 年弘徽 殿の 女御の 家に 歌合し 侍リ ける によめ る  永 成 法師 

戀 ひしな む 命 はことの 數 ならで つれな き 人の はて ぞ ゆかしき 

俊 綱 朝臣の 家に 題 を 探りて 歌よ み 侍りて ける に戀 をよ める  中原 政義 

つれなくて やみぬ る 人に 今 はた V 戀ひ 死ぬ とだに 聞かせて しがな 

ふみに 書かむ によ かるべ き耿 とて 俊 綱 朝臣 人々 によ ませ 侍りけ るに よめ 

る  良暹 法師 

も is ひ 

朝寢髮 みだれて 戀ぞ しどろ なる 逢 ふよし もがな 元 結に せむ 


〇 そでし の 浦 袖師 浦、 出 雲 ほに 

ある o 

o うつせ 貝 初 句から 此の 句まで 

は 下の句に か、 る 序。 

〇VJ かへ る «  « の 羽が 鳥屋で は 

え か はる こ VJO 


〇思 ふべ かりし 思 ふべき 喾 であ 

つ；^ 


藤 原國^ 

から 衣 そでし の 浦のう つせ 貝むな しき こ ひに 年の 經 ぬらむ 

關白前 左大臣の 家に 人々 經 レ年戀 とい ふ 心 をよ み 侍りけ るに  左大臣 

われが 身 はと か へ る 鷹と なりに けり 年 はふれ ども 戀は わすれす 

右大臣 

年 を へ て 葉 か へ ぬ 山の 椎 しば や つ れ なき 人の ， 」  > ろな るら む 

日ごろ^-日と 賴 めた リ ける 人の さも ある まじげ に 見え 侍リ ければ よめる 

道 命 法師 

うれしと も 田 S ふ、 7 かりし 今日し も ぞいと 、"欵 きの そふ 心地す る 


後 拾^ 和^^^ 十 一 戀 


六 七 七 


後 拾遺 和 歜集第 十二 戀ニ 

後 拾遺 和歌 集 第士】 


六 七 八 


〇 程 もな く 閒も なく o  ^筏に 逢 

つて S3 るのに、 もう 戀 しく 思 ふの 

は o 


〇 いにしへの 人 云々 古人 も 逢う 

て歸る こ"/」 はつ ら かったら うに、 

なぜ 此の^な 歸る V」 いふ 例 なつく 

つた か G 


〇 ミくぉ 竹の 吳竹 に、 早く 募れ 

ての 意 を かけた もの o 

〇ょは111ズ かれ ふしの 綠で い 

ひ、 併せて 夜 VJ かけた もの o 

〇 ながく もが 逢 ふやう になって 

から は、 長， 


女に あ ひて 又の日 遺 はしける  祭主 輔親 

程 もな くこ ふる 心 はなに なれ や 知らで だに こそ 年 は へ にし か 

實範 朝臣の むすめの 許に 通 ひそめて あしたに つか はしける  源鎮綱 朝臣 

いにし へ の 人 さ へ 今朝 はつらき かな 明 くれば など か歸り 初めけ む 

惟任 朝臣に 代リ てよ める  永 源 法師 

夜 を こめて 歸る筌 こそな かり けれ うらやましき はあり あけの 月 

平行 親 朝臣の むすめの 許に まか リ そめて 又の あしたに よめる  藤 原隆方 朝臣 

暮る ， ま は 千歳 をす ぐす 心地して まつ はまこと に 久し かりけ り 

題 しらず  源定季 

今日より はとく 吳竹の ふし ごとに よは 長 かれと 思 ほ ゆる かな 

女の 許よ リ歸リ て 遣 はしける  少將藤 原義 孝 

君が ため 惜しから ざり し 命 さ へ 長く もがな と 思 ひける かな 


〇 ひるま 干る 閒 VJfKSVJ*- かけ 

たもの o 


o ゆき あ ふ 坂の 閱守 行き 逢 ふ 

Jste: の MIS を かけた もの ** 


人の 許に 通 ふ 人に かはリ てよ める  伊勢大輔 

<f 「日く る ， 程 待つ だに も 久しき にい かで 心 を かけて 過ぎけ む 

女の 許よ リ雪ふ リ侍リ ける 日 か ヘリて 遣 はしける  藤 原逍信 朝臣 

か へ る さの 道 ゃは變 るか はらね ど 解く るに まど ふ 今朝の あわ 雪 

明け ぬればく る ， ものと は 知りながら 猶 うらめしき 朝 ほらけ かな 

ある 人の 許に まか リて 侍りけ るに 晝 はさら に兑 ぐるし とて 出で 侍ら ざり 

ければ よめる 

千賀の 沛に浪 寄せ か へ る 心地して ひるまなくても 暮 しつる かな 

題 しらず  永 源 法師 

逢 ひ 見ての 後 こそ 戀は まさりけ れつれ なき 人 を 今 は うらみ じ 

女に つか はしける  西宮前 左大臣 

現にて ゆめば かりなる 逢 ふこと をう つ 、 ばかりの 夢に なさば や 

題 しらず  藤 原 道 信 朝臣 

たまさかに ゆき あ ふ 坂の 關守は 夜 を 通さぬ ぞ わびし かりけ る 

淸 原元輔 

知る 人 もなくて やみぬ る 逢 ふ 事 を いかでな みだの 袖に も るら む 

後^ 遣 和 歜集第 十二 戀ニ  六 七 九 


後 拾 遣 和缺集 第 十二 戀ニ 

男の 待て 


六 八 〇 


O 接む る を 男の 方の 心 o 


〇見 え はこ そ あらめ 見え- 

ら は、  それでもよ い が o 


〇 やすら はで 寢 なまし 物 を 

ら はやに 寢て しま へ はよ か 一 


o あさおが う 


^茅の 上に sa. 


〇 さも あら は あれ さう であらう 

V」 も o それ は VJ も かく  VJ して o 


ひお こせて 侍りけ る 返事に よみ 侍りけ る  相  摸 

賴 むる を 賴 むべ きに は あらね ども 待つ とはなくて 待 たれ もやせむ 

時々 物い ふ 男 くれゆく ばか リと いひて 侍リ ければ よめる 

眺めつ ， 事 ありが ほに くらしても かなら す 夢に 見えば こそ あらめ 

屮の關 白 少將に 侍りけ る 時 はらからなる 人に 物い ひわたり 侍リ けり 賴め 

て來 ざり ける つとめて 女に か はりて よめる  赤 染衞門 

やすら はで 寢 なまし もの を さ 夜 ふけて 傾く までの 月 を 見し かな 

人の たのめて こず 侍りければ つとめて 遣 はしける  和 泉 式部 

起きながら 明し つるかな ともねせ ぬ 鴨の 上 毛の 霜なら なくに 

越 前 守 景理夕 さリ來 むと いひて 音せ ざリ ければ よめる  大 輔命婦 

夕 露 を あさ ぢが うへ と 見し もの を 袖に おきても 明し つるかな 

女の 許に つか はしける  藤 原隆經 朝臣 

あやにく 

如何にせ む あな 牛； 憎の 春の 日 や 夜半の 景色の かから まし かば 

かへ し  童  木 

むば 玉の 夜半の 景色 はさ も あらば あれ 人の 、 」 ， ろ を 春 日と もがな 

題 しらず  源 重 之 


〇 みま .も を 飼 ふための ま. 5；/ 


C なやまし 苦しい o うれ はしい 


〇ぉ 5 れは出 づる影 夜^  VJ まら 

ャ に 歸るこ VJ を 云 つた もの。 


〇 心 のまつ 待つ W 松 VJ を かけた 

もの o 


よど 野へ とみ ま 草刈りに 行く 人 も暮に はた V に 力 へ る もの 力 は 

女の 許に まか リけ るに 隱れて 逢 は ざり ければ か へりて つか はしける 

源師贤 朝臣 

歸 りし は 我が身 ひとつと 思 ひし を淚さ へ こそと まら ざり けれ 

左 大將朝 光女の 許に まかれ リけ るに なやまし 歸リ ねとい ひ侍リ ければ 歸 

リ ての あした 女の 許より 遣 はしける  讀人 しら づ 

天 雪の か へ るば かりの むら 雨に ところせ きまで 濡れし 袖 かな 

物い ひ侍リ ける 男の晝 はかよ ひつ、 夜と まら ざり ければ よめる 一宮 紀伊 

我が 戀は あまの 原なる 月な れゃ暮 るれば 出 づる影 をのみ^ る 

大貳 高遠 物い ひ侍リ ける 女の 家の 傍に 又 忍びて 物い ふ 女の 家 侍 リけリ 門 

の 前よ リ 忍びて 渡り 侍リ ける をい かで か 聞きけ む 女の 許より 造 はしける 

讀人 しらず 

過ぎて ゆく 月 を も 何に うらむべき 待つ 我が身 こそ 哀れな り けれ 

かへ し  大甙 高遠 

杉 立てる 門なら ませば 問 ひて まし 心の まつ はいか V 知る ベ き 

題 しらず  和 泉 1h 部 

後拾遗 和歌 集^ 十二 戀ニ  六 八 一 


o 津の S のこ や こやば 地名。 

れを來 やに かけた もの。 

〇 蘆の 八重ぶ き 隙の ない 

こも 


〇靑 つ •> ら くる の 序。 くる は 

錄る V」 苦し V」 を かけ +i もの 0 


〇 かたむす， ひなる か.；. I  く 結ぶ 

いふの な、 逢 ふこ ミ の雜 いに か 


男の 、もの 淺 いの 


G 淺 きを ふか， 

な^く o 


後 拾 遣 和 敬 集 第 十二 戀ニ  六 八 二 

津の國 のこ やと も 人 をい ふべ きに 隙 こそな けれ 蘆の 八重ぶ き 

蒹仲 朝臣の すみ 侍リ ける 時 忍びた る 人 かたぐ にあ ふ 事 かたく 侍リ けれ 

ばよ める  高^ 章 行 朝 E 女 

人目の みしけ きみ 山の 靑っ  > らくる しき 世 を もお も ひわび ぬる 

題 しらず  讀人 しらず 

こぬ もうく くる も 苦しき 靑っ 5, らいかなる かたに 思 ひ 絶えな む 

人の 娘の 親に も 知られで 物い ふ 人 侍りけ る を 親 聞きつ けて いひ 侍り けれ 

ば 男 まう で來リ けれど 歸リ にけ りと 聞きて 女に か はりて 遣 はしける 

讀人 しらず 

知 るら め や 身 こそ 人目 を は かりの 關に淚 はと まら ざり けり 

忍びて 物 思 ひ 侍りけ る 頃 色に やしる かリ けむう ちとけ たる 人な どか 物む 

づ かしげに とい ひ佇リ ければ 心の中に なむ 思 ひける  相  摸 

もろともに いっか 解く ベ き 逢 ふ 事の かたむす びなる 夜半の 下紐 

物い ひわた る 男の 淵は瀨 にな どい へりけ る 返事に よめる  赤 染衞門 

淵 やさ は瀨に はなり ける 飛鳥 川淺 きを ふかくな す 世な りせば 

道濟 が田舍 へま か リ下リ ける に 女の もとよ リ つか はしける  讀人 しらず 


C 夜 だれむ 牀 夜 G 通 ひの 弒ぇた 

牀 o 

O 夕お を w はせ ける に 夕 占をト 

はせ た VJ ころが o 

〇 よに 來じ 抉して 來 ないたら う 

〇 來 ねまで も 來 ない にしても o 


〇 あすに 我が身 や 云々 mrf まで 

生きて おる こミ も出來 まい o 


大 臣 


相 見で はありぬ ベ しゃと 心み る 程 は 苦しき ものに ぞ ありけ る 

心ならぬ 事 や 侍りけ む 語ら ひける 女の 許に 罷りて 枕に 書きつ け侍リ ける 

右 

我が 心 こ  >  ろに も あらで つらからば 夜 がれむ 牀の 形：^ ともせよ 

ゆ ふけ 

男の 來 むと い ひ侍リ ける を 待ち ゎづら ひて 夕 占 をと はせ ける によに 來じ 

と^げ 侍りければ 心細く 思 ひて よみ 侍りけ る  讀人 しらず 

來 ぬまで も 待た まし もの をな かくに 賴む 方な きこの 夕け かな 

入道 攝政九 w ばかりの 事に や 夜 がれして 侍りけ るつ とめて ふみお こせて 

侍りけ る 返事に つか はしける  大納言 道辆母 

消え 返り 露 もま だ ひぬ 袖の 上に 今朝 はしぐ る ， 穴 h- も わりな し 

なか の關 白の 女の 許よ リ曉 に歸 リて內 にも 入らで 外に 居ながら 歸り 侍り 

ければ よめる  馬 

あかつきの 露 はま くらにお きけ る を 草葉の 上と なに 思 ひけむ 

あすの 程にまで 來む とい ひたる 男に  相 

咋 日け ふ 歎く ばかりの 心地せば あすに 我が身 や あは じと すらむ 

雨の いたう 降る 日淚の 雨の 袖に などい ひたる 人に  和 泉 式部 

後 拾逍和 馱集笫 十二 戀ニ  六へ 三 


內 侍 


後拾逍 和歌 集 第 十二 戀 


八 四 


Oi ふられて ふ- 

« る 3 


忘れられて： 


〇g えに ける^ 末の 松 山 を 越え 

♦ISO 女の 心が はりした こ"、 Jo 


O いで そよ ^-ラ して o なに さし 

て 。上の 三 句、 そよ を 云 ふための 

序。 


^し 人に 忘られて ふる 袖に こそ 身 をし る 雨 はいつ も を やまね 

輔親 物い ひ侍リ ける 女の 許に よべ は 雨の 降りし かば はぐ かりてな ど い へ 

リ ける 返事に とく 止みに しもの をと て 女の つか はしける  讀人 しらず 

わすら る ， 身 を 知る 雨 は 降らね ども 袖ば かり， ) そ 乾 かざりけれ 

忍びて 通 ふ 女の 又 こと 人に 物い ふと 聞きて つか はしける  藤 原 能 通 朝臣 

越えに ける 浪 をば 知らで 末の 松 千代まで とのみ 賴 みける かな 

かたら ひ 侍りけ る 女の こと 人に 物い ふと 聞きて つか はしける  藤 原 赏 方 朝臣 

浦風に なびきに けりな 里の あまの たく 藻の 煙 こ、 ろよ わさ は 

淸少納 言 人に 知らせで 絕 えぬ 中に て侍リ ける に 久しう 音づれ 侍ら ざり け 

れぱ よそ^^に て 物な ど い ひ 侍りけ リ女 さし 寄リて 忘れに けリ など い ひ 

侍リ ければ よめる 

忘れす よまた 忘れす よか はら やの したたく 煙した むせび つ ， 

男 かれ，^ になり 侍リ ける 頃よ める  .  讀人 しらず 

風の 音の 身に しむば かり 聞 ゆる は 我が身に 秋 やち かくな るら む 

かれ なる 男のお ぼっかな くな どい ひたりけ るに よめる  大贰 三位 

ありま 山るな のさ、 ^かぜ 吹けば いで そよ 人 を 忘れ や はする 


〇 今 is" さへ あら は 今窗 もまた 來 


〇今：》 をす ぐさぬ 命.、」 もがな 今 

« "たけの 命であって ほしい o 


右大 將道辆 ひさしう 音せ でな ど 恨みぬ ぞ とい ひて 侍りければ むすめに か 

はリて  赤 染衞門 

恨む とも 今 はみ え じと 思 ふこ そせ めて 辛 さの あまりな り けれ 

夜毎に 來 むと いひて 夜 がれし 侍リ ける 男の もとにつ か はしける 和 泉 式部 

今宵 さ へ あらば かく こそ 思 ほえめ け ふ 暮れぬ 閒の 命と もがな 

をと こ 恨む る こと ゃぁリ けむ 今！：；！ を かぎ リ にて 又は 更に 音せ じと いひて 

出で 侍りに ければ いかに かお も ひけむ 晝っ 方お とづれ て侍リ ける によめ 

る  赤染衞 s: 

あすならば 忘らる 、 身 になり ぬべ し 今日 をす ぐさぬ 命と もがな 

題 しらず  藤 原 長 能 

厭 ふと は 知らぬ にあら す 知りながら 心に も あらぬ 心なり けり 

七月 七日 二 條院の 御 方に 奉らせた まひけ る  後冷泉 院 御製 

逢 ふ 事 は 棚ば たつめ にかし つれ ど 渡ら まほし きかさ、 ぎの 橋 


後拾逍 和^ 集 第 十二  S 二 


六 八 五 


O こ ひお S5 路ゼ泥 vj を かけた 

の o 


〇 はつ る、 ばつ れる。 

〇弒 えて あ ひ 見ぬ 絲が 弱さに VJ 

いふな-受けて、 絡え て.、」 云 ひ、 更 

に 少しも 逢 は s 意に 耪 けた もの。 

〇 みるめ こそ 云々 海松 を 折 一江の 

湖に 求める こ、/」. ば雖 からう ミ、 逢 

うて 相 見る.、」 いふ こ VJ は雜 からう 

- V. ^逝：： S した もの o 


〇 うらめしく 葛の 葉の 裏- 

たも 00 


後 拾遺 和 敬 集 第 十三 戀 一一；  六 八 六 

後 拾遺 和歌 集 第 ±11 

戀 三 


陽叨 門院 皇后 宮と 申しけ る 時 久しく 內に參 らせ給 はざリ ければ 五月 五日 

うちよ リ 奉らせ 給 ひける  後朱雀 院， 御製 

萬^ 草 かけした もとの ねを絕 えて さらに こひぢ に 迷 ふころ かな 

ぶく に侍リ ける © 忍びた る 人に つか はしける  淸 原元輔 

藤 衣 はつる 、袖の いとよ わみ 絕 えて あ ひ 見ぬ ほど ぞ わりな き 

高 階 成 順 石山に こも リて 久しう 音し 侍ら ざリ ければ よめる  伊勢大輔 

みるめ こそ あ ふみの 海に かたから め 吹き だに 通へ 志賀 のうら 虱 

逢 ひそめて 又も 逢 ひ 侍ら ざリ ける 女に 遣 はしける  歙覺 法師 

秋風に 靡きながら も 葛の 葉の うらめしく のみな どか 見 ゆらむ 

津の國 にあから さまに まか リて 京なる 女に つか はしける  大江 匡衡 朝臣 

こ ひしき になに はの 事 もお も ほえす たれ 住吉の 松と いひけ む 

源 遠 古が 娘に 物い ひわたり 侍りけ るに 彼が 許に ありけ る 女 を 又つ か へ 人 


〇.t ふさ 木の 末。 (欲 林^ 材) 


0 心に ぉミる 身 心 は 遠くに 行 く 

が 身ば 心の やうに 适 る こ vj が出來 

ね^。 


O たまさかに 時 々に- * 

c ゆき あ ふ 坂の 云々 逢 ふこ さが 

なかったなら **o 


c これより こ ゆる 云々 今度 はこ 

れ から 行きます./ J、 これ 以上の 物 

aS ひ はない w にかけ たもの o 


あ ひすみ 侍リ けり 伊勢の 國 に下リ て都戀 しう おぼえけ るに つか へ 人 もお 

なじ 心に や 思 ふらむ とおし はか リて よめる  祭 、王 0 轵 

我が 思 ふみや この 花のと ふさ ゆ ゑ 君 も しづえの しづこ、 ろ あら じ 

橘 則 光朝 臣^ 奧 守に て侍リ ける におく の 郡に まか リ 入る とて 春な む る 

ベ きとい ひお こせて 侍リ ければ 女の よめる  光朝 法師 母 

片 しきの 衣の すそ はこ ほりつ ， いかです ぐ さむ 解く る 春まで 

遠き 所なる 女に 遣 はしける  藤原國 ！33 

戀し さは 忍 ひやる だに なぐさむ を 心に おとる 身 f  〕 そつら けれ 

人の 語ら ふ 女 を 忍びて 物い ひ侍リ ける に 物に まか リて リけ る迠. にこ の 

女 を 男 m 舍 へ ゐて下 リ侍リ け リ^ 坂の 關に 行き 逢 ひて せむ かたなく 思 ひ 

わびて 人 を か へ して いひ 遣 はしける  大屮 E 能宜 朝臣 

いづ 方 を 我 ながめました まさかに ゆき あ ふ 坂の 關 なかり せば 

かへ し  讀人 しらず 

注き 返り 後に 逢 ふと もこの 度 はこれ よりこ ゆる 物お もひぞ なき 

あづまに 侍リ ける 人に 遣 はしける  民 部 卿鸫信 

あづま！ S 

朿路 の^び の 空 をぞ おも ひやる そなたに 出 づる月 を ながめて 

で .i た パ果第 十三 戀三  六 八 七 


〇 人り がた G 月 云々 東路 から 都 

み-思 ふので あるか じ 

•w 云った ので ある o 


〇 みた るれ は かやに 應じ たもの 

で、 思 ひ 亂れる 意， * 


c^l かなる みのうら み 鳴 海の 浦 

見に、 遙 かな 身の 怨み を かけた も 


後 拾遺 和歌 集 第 十三 戀三  六 八へ 

か. へし  康資王 母 

思 ひやれ 知らぬ 雪路も 入りが たの 月より 外の ながめ や は ある 

同じ 人に 遣 はしける  左 近 中 將哓網 

かへ るべき 程 を かぞへ て 待つ 人 はすぐ る 月日 ぞうれ しかりけ る 

かへ し  康資王 母 

あづま や 

束 星の かやが 下ぶ しみ だるれば いまや 月日の 行く も 知られす 

題 しらず  藤 原惟規 

霜 がれの かやが 下 をれ とにかくに 思 ひみ だれて すぐす ころ かな 

わたり 

物 へ まかりけ るに 鳴 海の 渡と いふ 所に て 人 を 思 ひ 出で てよ み侍リ ける 

^基 法師 

かひな き はな ほ 人 しれす 逢 ふことの 遙 かなる みのうら みなりけ り 

遠き 所に 侍リ ける 女に 遣 はしける  右 大辨通 俊 

思 ひやる 心の そらに ゆき 歸 りお ほつ かな さ を 語ら. まし かば 

淸 家が 父の^に あは の^に 下リて 侍りけ る 時 彼の 國の 女に 物い ひ 渡リ侍 

リけリ 父 津の國 になり 移リて 罷り 上りければ 女 便" につけて 遣 はしける 

讀人 しらず 


〇 お ろかす に- 

i ひか. A- 思 ふ- 

めた  ミ いふ 赛<? 


m のさめ る こ 

-に その 萝 もさ 


厂 i ふれ 水 初 句から この 句まで は 

次の 5S えに かける 序 0 


〇 軒の しのぶに こミ よせて 忍箪 

に 忍ぶ を かけ；，/、  Co 


C み わの 山 三輪 山に 見る を かけ 

たもの o 


心 をば いくたの 杜 にかくれ ども 戀 しきに こそ 死ぬ ベ かり けれ 

. 賴め たる わら はの 久しう^ え 侍ら ざリ ければ よみ 侍リ ける  律師 慶意 

賴 めし を 待つ に 日数の 過ぎ ぬれば 玉の緒よ わみ 絶えぬべき かな 

源賴辆 朝臣 父の もとに 美 濃の 阈に下 リ侍リ ける 時 彼の 國の 女に あ ひて 

乂音 もし 侍ら ざリ ければ 女の よめる  讀人 しらず 

あさまし や：：^ し は 夢 かとと ふ 程に おどろかす にもな りぬ ベ きかな 

巾納言 定賴が 許に 遣 はしける  大和 宣旨 

はるぐ と 野中に 見 ゆる 忘れ 水た ぇ閒く を欵 くころ かな 

題 しらず  火 納 首 忠 家 

いかばかり 嬉しから ましお も 影に 見 ゆるば かりの 逢 ふ 夜な りせば 

男ぁリ ける 女 を 忍びて 物い ふ 人 侍 リけリ ひまな きさま を 見て かれ^ \- に 

なり a: りければ 女の いひ 造 はしける  讀人 しらず 

我が 宿の 軒の しのぶに ことよせて やがて も 茂る わすれ 草 かな 

成资 朝臣 大和の 守に て侍リ ける 時 物い ひ渡リ 侍りけ リ絕 えて 年 へ にけ る 

後宮に 參リ て侍リ ける 車に 入れさせて 侍リ ける  皇 太后 宫陸奧 

逢 ふ 事 を 今 はかぎ りと み わの 山 杉の すぎに しかた ぞこ ひしき 

後 拾遺 和^ 集 第 十 nl 戀！ 二  ^^九 


〇 まつ ぞ わびしき 待つ に 松な 


〇又 も 逢 ふべき つま つま は ゆ 

り so 


〇 恨む るから に 云々 恨む の は 思 

ふからの 事で ある。 たから 忘れた 

ので はない- W いふ 意。 

〇 はてなき 心 末遂 ゆぬ 心。 


後拾遗 和欲蕖 第 十三 戀三  六 九 〇 

五節に 出で て侍リ ける 人 を かならず 尋ねむ と いふ 男 侍り けれど 音せ ざリ 

ければ 女に 代リ てっか はしける  讀人 しらず 

杉 村と いひて しるし もなかり けり 人の たづね ぬみ わの. E もと 

題 しらず  相  摸 

住士 C のきし ならね ども 人知れぬ こ、 ろの 中の まつ ぞ わびしき 

思 ひける わら は の  一 |ー 井寺に まか リて 久しう 音 もし 侍ら ざリ ければ よみ 侍 

リ ける  僧都 遍救 

あ ふ 坂の 關の淸 水 やに ご るら む 入りに し 人の かゆの^ えぬ は 

題 しらず  左 京大 夫道雅 

淚ゃ はまた も 逢 ふべき つまなら む 泣く より 外の なぐさめ ぞ なき 

かたら ひ侍リ ける わら はの こと 人に 思 ひ つきければ 久しう 音 もせで 侍り 

ける にさす がに 覺 えければ よみ て つか はしける  前 律師 慶暹 

よそ 人に なり^てぬ とや 思 ふらむ 恨む るから に 忘れ や はする 

忘れ じと ちぎ リ たる 女の 久しう あ ひ 侍ら ざり ければ 遣 はしける 大中 E 輔弘 

つらし とも 思 ひ 知らで ぞ やみな まし 我 も はてなき 心なり せば 

久しう と はぬ 人の 音 づれて 又 音 もせず なリ 侍り にければ い ひ 遣 はしける 


G ラ かりし ま * 

かった ま 》 に _> 


〇 心づ くしの^ 心 を 瘙 す 閥 

筑 紫の 閗 V」 を かけた もの o 


o 思 ひ えなむ 思 ひきって しま 

はう o 忘れて しま はう o 


oieMS 梳 g: 奧の躭 枕 o 

O ふみみ 咪ま f- み 掭 の^で 踏み 

见 vj 云 ひ、 これに 文見ミ かけた も 

め o 


和 泉 式部 

なか/ \ に うかりし ま  >  にやみ にせば 忘る ， 程に なり もしな まし 

題 しらず 

うき 世 を もまた 誰に か はな-ぐ さめむ 思 ひ 知らす もとはぬ 君 かな 

物 いひ わた リ侍リ ける 女お やな どに つ 乂む事 ぁリて 心に も 叶 はざリ けれ 

ばよ める  源 政 成 

逢 ふまで や 限りな るら むと 思 ひし を戀 はっきせ ぬ 物に ぞ ありけ る 

伊勢の 齋宫 わた リょリ まか リ 上りて 侍リ ける 人に 忍びて 通 ひける 亊 をお 

ほ やけ もき こし 召して まもりめ など つけさせ 給 ひて 忍びに も 通 はずな り 

にければ よみ 侍りけ る  左 京大 夫道雅 

あ ふさ か は あづま 路と こそ 聞きし かど 心づ くしの 闢にぞ ありけ る 

榊 椠のゅ ふしで かけし その かみに おしかへ しても 渡る ころ かな 

今 は 唯 思ひ絕 えなむ とば かり を人づ てなら でい ふよし もがな 

又お なじ 所に 結びつけさせ 侍りけ る 

みちの くの 緖絕の 橋 や これなら む ふみみ 踏ます み 心 まど はす 

心 ざし 侍りけ る 女の こと ざまに なりて 後 石山に 籠り あ ひて 侍りければ よみ 

後 拾 遣 和歌 集 第 十三 戀三  六 九 一 


後 拾 遣 和 敬 集 第 十三 戀三 


丄ハ九 二 


〇 ラ かりけ る 人の 誠 更に 來じ ミ 

云って おいて 來 ないから、 それ を 

誠 W 云った ので ある o 


c 涙に^ へで たえ ぬれ は 涙に 堪 

へ かねて 別れて しま へ は 0 

〇 はなた の帶の 心地 催馬樂 に、 

「石 河の こまう.〕 J に帶を VJ られて 

辛き くいす るいかな る 帶ぞ花 田 の 

© の 巾., i 弒 えたる o」 .、 j あるに よつ 

て 詠ん たもの。 

〇 かづら. 3 の 山の 岩綠 役 行者が 

桀 けさせ；. 一 もの ミ いふ o 葛 城 山 VJ 

金 峯山ミ の閒を わたす。 


侍リ ける  前人 钠言 經輔 

こ ひし さも わすれ や はするな か/ \- に 心さ わがす 志賀 のうら 波 

中納 言定賴 いま は 更に 來じ など いひて 歸 りて _ 音 もし 侍ら ざり ければ 遣 は 

しける  相  摸 

來 じと-たに いはで 絕 えなば うかりけ る 人の 誠 をい かで 知ら まし 

しらず 

誰が 袖に 君 かさ ぬらむ から 衣 夜な くわれに かたし かせつ ， 

私.！ ^式？ IE- 

くろ 髪の 亂れて 知らす うち 臥せば ま づか令 やりし 人ぞこ ひしき 

ある 女に  涛 原 元 輔 

たきもの 

うつり 香の 蒲くな り ゆく 燒物 のく ゆる 思 ひに 消えぬべき かな 

男に 忘られて 裝束 など つ  >- みて おく リ侍リ ける にか はの 帶に 結びつけ 侍 

リ ける  和 泉 式部 

泣きな がす 淚に堪 へで たえ ぬれば はな だの 帶の 心地 こそ すれ 

題 しらず  相  摸 

中た ゆる かづ らき 山の 岩 橋 はふ み み る 事 も かた く ぞ ありけ る 


〇ゎ すれな む VJ 云々 思 ふ * 叶 は 

ね 身に は 忘れな む V」 思 ふさ へ こそ 

叶 はぎり けれの so 


〇 あら ざら むこの 世の ぼかのお も 

ひで に いよ. （- 死なう VJ する に 

ほして 來 世での 思出ミ して。 


ニ倐院 に侍リ ける 人の 許に つか はしける  大甙茛 基 

わすれな むと 思 ふさ へ こそ 思 ふ 事 かな はぬ 身に は 叶 は ざり けれ 

題 しらず  高 階茛成 

忘れな むと おも ふに 濡る 、袂 かな 心なが き はなみ だな りけ り 

大 納 言 忠 家 母 

いかばかりお ほつ かな さ を駄. かまし この 世の つねと 思 ひな さすば 

權 僧正 静圓 

逢 ふ 事の た V ひたぶ るの 夢なら ばお なじ 枕に またも 寢 なまし 

心地 例なら ず侍リ ける 頃 人の もとに 遣 はしける  和 泉 式部 

あら ざら むこの 世の ほかのお も ひで に 今 一 度の 逢 ふこと もがな 

父の 許に 越の 國に 侍リ ける 時 重く ゎづ、 りひて 京に 侍りけ る 齋院の 中將が 

許に 遣 はしける  藤 原惟规 

都に も戀 しき、 ) とのお ほかれば 猶 このたび はいかむ とぞ思 ふ 

心變リ たる 人の 許に 遣 はしける  周 防內侍 

契りし にあらぬ 辛 さも 逢 ふ 事の なきに は 得 こそ 恨み ざり けれ 

題 しらず 

後 拾^ 和 欲 集 第 十三 戀 一一 一  六 九！ 一一 


〇 年のう ちに あは も 例 I 年の 

ちに 一度 も逄 ばぬ さ いふ 例 o 


後 拾 遣 和歌 集 第 十一 二 戀三  六 九 四 

忘れな む それ も 恨みす 思 ふらむ 戀 ふらむ とだに 思 ひお こせよ 

七月 七日 女の 許に 遣 はしける  藤^ 道 信 朝臣 

ため レ 

年のう ちに あはぬ 例の 名 を 立てて われ 棚 機に いまるべ きかな 

增基 法師 

棚 機 を もどかし とのみ 我が 見し も はて は 逢 ひ 見ぬ ためしと ぞ なる 

題 しらず  馬 内侍 

くもで さ へ かき 铯 えに ける さ  > 蟹の 命 をい ま は 何に かけ まし 


o すゑの 松 山な みこさ じ 心玆. 

する こ VJ は あるまい ** 


O うらみね 袖 怨 まない ミ 浦 を 見 

ね- W を かけた もの 3 


〇aj 代の 社の 岩 代の^ 吕 からい 

はじ./. -55 け、 もりに 封して しづく 

-w 云った もの o 

〇 も^きし もの を 非難した のに 


後 拾遺 和歌 集 第 十四 

戀 四 

心變 リ侍リ ける 女に 人に か はリて  原 元铺 

契りき なかた みに 袖 をし ほりつ 、すゑの 松 山な みこさ じと は 

屮納言 定賴が もとに 遣 はしける  公圓 法師 母 

蘆の ねのう き 身の ほどと 知り ぬれば うらみぬ 袖 も浪は 立ちけ り 

年頃 あはぬ 人に あ ひて 後に つか はしける  道 命 法師 

あ ひ 見し を 嬉しき ことと 思 ひし も か へ りて 後の な ゆきな りけ り 

題 しらず  藤 原 元 眞 

み 山 木の こり やし ぬらむ と 思 ふまに いと V 思 ひの 燃え まさる かな 

惠慶 法師 

岩 弋の杜 のい はじと 思へ ども しづくに 儒る  > 身 をい かにせ む 

曾 极好忠 

ちぢき 

味氣 なし 我が身に まさる 物 や あると 戀 せし 人 を もどき しもの を 


後 拾 遣 和歌 集お 十四 戀四 


六 九 五 


後 拾 遣 和歌 集 第 十 s: 戀四 


,> 力 ゾ 


C- われ ミ いかに 云々 一本に、 わ 

れ VJ いかでつ れ なき 人 を -/J ある o 


〇 かへ す 衣 夢に 見よう ミ f 

めで ある o 


和 泉 式部 

われと いかに つれ なくなりて 試みむ つらき 人 こそ 忘れが たけれ 

忍びて 物 思 ひける 頃に よめる  相  摸 

怪しく も あら はれぬべき 袂 かな 忍び音に のみ ぬらす と 思 へ ど 

西宮 前左大 E 

うち 忍びな くと せし かどき み戀 ふる 淚は 色に いでに ける かな * 

承 唇 二 年內裏 歌合に よめる  辨 乳母 

戀 すと も淚の いろの なかり せば しばし は 人に 知られ ざら まし 

題 しらず  源笾濟 

ひと 知れぬ 戀 にし 死なば お ほかた の 世の はかなき と 人 やお も はむ 

忍びた る 女に  堀 河 右大臣 

人 し れす 顔に は 袖 を 覆 ひつ、 泣く ばかり をぞな ぐ さめに する 

冬の 夜の 戀を よめる  藤原國 漦 

おも ひわび か へ す 衣の たもと より 散る やなみ だの 冰な るら む 

題し^ ず  涛 原元辅 

な-ぐ さ 4P^ 心はなくて 夜もすがら か へ す 衣のう らぞ 濡れけ る 


D 心 や 行きて 云々 S つて ゐる自 

分の 心が 行つ て戀 人の 目 を さます 

さら ラ o 


〇 まろ 自分 o 


〇 さ * がに の い-? 

た 序。 


讀人 しらず 

世の中に あらば ぞ 人の つらから むと 思 ふに しもぞ 物 は 悲しき 

道 命 法師 

夜な くは^の みさめ つ ， 思 ひやる 心 や 行きて おどろか すらむ 

平 兼 盛 

おも ふて ふ 事 はい はで も 思 ひけり つらき も 今 はつらし と £- いま じ 

男の 絕 えて 侍リ ける に 程へ て 遣 はしける  屮原賴 成 妻 

思 ひやる 方な きま  > に 忘れ 行く 人の， 3  ， ろ ぞうら やまれけ る 

題 しらず  能 因 法師 

閨 ちかき 梅のに ほひに 朝な/^ あやしく こ ひの まさる 頃 かな 

相  摸 

あや ふしと 見 ゆると だえ のまろ 橋の まろな どか かる もの 思 ふらむ 

和 泉 式部 

世の中に 戀て ふ 色 はな けれども 深く 身に しむ 物に ぞ ありけ る 

ぁリ所 知らぬ 女に  淸 原元輔 

さ、 がに の いづく に 人 はありと だに 心細く も 知らで ふる かな 

後 拾遺 和歌 集 第 十四 戀四  六 九 七 


o こ ひし さのうき に 云々 つら 

に まぎれて ほし さが 忘れられる 

のなら は o 


〇 命 もがな 命が 惜し 


〇 空なる 星 もしる もの を 空の 星 

でも 敉 へれ は軚 へられて その 钕^ 

わかる" 


後 拾 遣 和 欲 集 第 十四 戀四  六 九 八 

堀 河の 右大臣の 許に 遣 はしける  大贰 一一 一位 

こ ひし さのうき に まぎる 、 物なら ば また ふた ， びと 君 を 見 まし や 

題 しらず  藤 原 有 親 

あれば こそ 人 も つら けれ あやしき は 命 もがな と賴 むな りけ り 

露お きたる 萩に さして 女の 許に つか はしける  源道濟 

庭の 面の 萩のう へに て 知り ぬらむ ものお も ふ 人の 夜半の 袂は 

題 しらず  相  摸 

我が 袖 を 秋の 草葉に くらべば や いづれ か 露のお き はま さると 

あり そ 海の 濱の まさご を みなもが な ひとりぬ る 夜の 數 にと るべ く 

籐原長 能 

數 ふれば {<H なる 星 もしる もの をな に を つら さの 數に とら まし 

二月ば かリに 女の 許に 遣 はしける  藤 原 道 信 朝臣 

つれぐ と 思へ おながき 春の 日に たのむ 事と はなが めをぞ する 

.  和 泉 式部 

と 思へば ねの みか、 る 袖 かな 

題 しらず 


いぐと 思へ！^ 

一 五：^ 艽日 


, 許に 遣 はしけ 

ひたすらに 軒れ. 菖蒲の つ. 


〇 戀を はけた ね 懋の思 ひみ-滑 1 


〇 くるに 

I& ねな はは 拔 るの 緣 から 次の 語に 

かけた 序 o 


G よそに ふる 降る ミ 經る VJ を か 

けた もの _> 


〇 忘られぬ ぺき もの 忘れられ 

もの o 


たぐ ひなき うき 身なりけ り 思 ひしる 人 だに あらば II ひこ そ はせ め 

君 こふる 心 はち 5, に碎 くれ どひと つもう せぬ ものに. ぞ ありけ る 

淚^ おなじ 身より は 流る れど戀 をば けたぬ ものに ぞ ありけ る 


0 


わが 戀 はます 田の 池のう きぬな はくる しくての み 年を^る かな 

源道濟 

大方に ふると ぞ 見えし 五月雨 は 物 思 ふ 袖の 名に こそ あり けれ 

西宫前 左大臣 

よそに ふる 人 は あめと や 思 ふらむ 我が 目に ちかき そでの I 卞を 

日に そ へ て 憂き 事の みも增 るかな 暮れて はやが て 明けす も あらな む 

天德四 年內裏 歌合に よめる  藤 原元眞 

君戀 ふと かつ は 消えつ 、程 ふる を かくても いける 身と や 見 るら む 

題 しらず 

こ ひし さの 忘られぬ ベ きものな らば 何に か 生ける 身 を も 恨みむ 

屮納言 定賴が 許に 遣 はしける  大和 宣旨 

戀 しさ を 忍び も あ / すうつ せみのう つし 心 も なくなりに けり 

後拾遗 和歌 集 第 十四 戀四  六 九九 


〇 おつる 涙の 玉なら は 流れ 落 

る "若しも 玉であるなら は。 


CS ふに たに も 思 ふた， >  それた 

けの こ ミ さ へ も o 


o こ ミ の 葉に たに 言 築た けで も 

さいふのに、 露の命の 綠で^ ミ云 

つた もの „* 


後抬遣 和歌 集 第 十四 戀四  七 〇0 

小辨が 許に つか はしける  民 部 卿經信 

君が ためおつ る淚の 玉なら ばつらぬ きかけ て 見せ まし もの を 

題 しらず  西宫前 左大臣 

むく 

ちぎり あらば 思 ふが ごと ぞ おも はまし 怪し や 何の 報いな ろら む 

へ 「日 死なば あすまで 物 は 思 はじと 思 ふに だに も 叶 はぬ ぞうき 

女に つか はしける  入道 攝政 

おも ひに は 露の命 ぞ きえぬ ベ きことの 葉に-たに かけよ かしお 

題 しらず  相  摸 

やくとの み 枕の したに 潮 たれて けぶり 絕 えせぬ とこの 沛 かな 

永 承 六 年內裏 歌合に 

恨み わび ほさぬ 袖-たに ある もの を戀 にくちな む 名 こそ 惜し けれ 

題 しらず へ 

神 無 丹 よはの 時雨に こと 寄せて かたしく 袖 を ほしぞ ゎづ らふ 

. .  和 

さま <\ に s ふこ 、 ろ は ある もの をお しひた すらに 儒る ， 袖 かな 


.0 


泉 式部 

原 長 能 


C 世に すみがまの 世に 住む ミ炭 

？'^ かけた もの o 


O かる も かき 猪が 眠らう ミ する 

時に 行 ふ もので、 枯萆を S き 集め 

て ^ す^ o 


我-力 心 か はらむ 物 かか はら やの 下た くけ ぶり わき か へりつ、 

かれぐ にな リ侍リ ける 男に よめる  藤 原筘永 朝臣 女 

うち は へ てく ゆる も 苦し いかでな ほ 世に すみがまの 煙絕 えなむ 

題 しらず  和 泉 式部 

人の 身 も戀に はか へ つ S 蟲の あら はに 燃 § と 見えぬ ばかり ぞ 

ふす ゐ とこ  やす 

かる も かき 臥 猪の 牀 のい を { かみ さ こそ 寢ざら めか か らす もが な 

女の 許に つか はしける  人道 攝政 

我が 戀は 春の 山べ につけて し を 燃えても 君が 目に も^えな む 

か へ し  大納言 道 綱 母 

春の 野に つくる 思 ひの 數多 あれば いづれ を 君が 燃 ゆると か 見む 

おなじ 女に  入道 攝政 

春 日 野 は 名のみ なりけ り 我が身 こそ 飛火なら ね どもえ 渡り けれ 

永^ 四 年內褢 歌合に よめる  相  摸 

いっとな く 心 空なる わが 戀ゃ 富士 のた かねに か ， る しらくも 

堀 河 右大臣 

うし とても 更に 思 ひぞか へ されぬ 戀は うらなき 物に ぞ ありけ る 

後拾遗 和歌 集 第 十四 戀四  七 〇 一 


後 拾遺 和歌 集 第 十四 戀四 


七 〇 二 


〇 見る めな し 見る目な し V. -、 海 

JR なし vj を かけた もめ •> 


つ らかリ ける 女に 

難 波が た 汀の あしのお ひの よに うらみて ぞ ふる 人の こ、 ろ を 


平彔盛 


重 之 


題 しらず  膝 

松 島 や をし まの 磯に あさりせ しあ まの 袖 こそ かくは ぬれし か 

盛少將 

かぎり ぞと思 ふに つきぬ 淚 かなお さ ふる 袖 もく ちぬば かりに 

雨 0 ふ リ侍リ ける 夜 女に  藤 原 長 能 

かきく らし 雪 まも 見えぬ 五月雨 はたえす 物 思 ふ 我が身な りけ り 

題 しらず  相  摸 

淚 こそ 近 江の 海と なりに けれ 見る めな して ふなが めせし まに 

露ば かリ逄 ひそめた る 男の 許に つか はしける  和 泉 式部 

白露 も ゆめ もこの 世 もま ほろ しもた と へ てい はば 久し かりけ り 


〇 西に は 山の 云々 月 は 山の！.？ に 

人る もの vj いふ 考 へ から 云った. * 

の o 


〇 さすに まかせて 月の 光の さす 

w、  £*• な 5 すミ を， 通 はせ たもの 0 


後 拾遺 和歌 集 第 十五 


題 しらず  善 滋爲政 朝臣 

年 ふれば 荒れの みま さる 宿のう ちに 心なが くもす める 月 力な 

宇治 忠信 女 

月 かゆの 人る を 惜しむ も くるしき に 西に は 山の なから まし 力 は 

藤 原 爲呤 

われひと りなが むと 思 ひし 山里に おも ふこと なき 月 もす みけり 


舟 中 HJ とい ふ 心 をよ み侍リ ける 

水馴掉 とらで ぞく だすた かせ 舟 月の ひかりの さすに まかせて 


源 師^ 朝臣 


池 上 月 をよ める  茛暹 法師 

月影の かたぶく ま  >  に 池み づを にしへ ながる と 思 ひける かな 

後冷泉 院の御 時 后の 宮 にて 月 をよ み 侍りけ る  大蔵 卿 長 房 

月影 は 山の は出づ るよ ひよりも ふけ ゆく 空 ぞ 照り まさりけ る 

後 拾^ 和^ 集 谘十艽 雜ー  七 〇 一一 一 


〇 家の つま 家 GS?o 緣のゃ 

VJ ころ o 


〇 いれで も 月 は 云々 一本に 

る ,/} も 月 は 隙れ y らまし ，/J あ 


後 拾 遣 和 缺集第 十五 雜 一  七 

一  連夜に： を 見る とい ふ 心 をよ み侍リ ける  源 頼 家 朝 e 

一 しきた へ 

敷 妙の まくらの 麇ゃ つも るら む 月の さかり はい こそ 寢られ ぬ 

月の いと 一.M 白う 侍りけ る 夜き し 方 ゆく 末 も ありがたき 事な ど 思う 拾 へ て 

内より 輔 親が 六條の 家に 韻お りけ るに 夜更けに ければ 人 も あら じと 思 ひ 

給 ひける にす みあら したる 家の つまに 出で ゐて 前なる 池に 月のう っリて 

侍りけ る を 眺めて なむ 侍リ ける おなじ 心に もな ど いひて よみ 侍リ ける 

懷圓 法師 

池 水 は あまの 川に やかよ ふらむ そらなる 月の そこに 見 ゆる は 

中 納言泰 憲近江 守に て侍リ ける 時 111 井寺に て 歌合し 侍リ ける に片- をよ み 

侍リ ける  永 胤 法師 

いづかた へ 行く とも 月の 見えぬ かなたな びく 雲の 空に なければ 

永 承 四 年內裏 歌合に 月 をよ める  江 侍 從 

いつよりも くもりな き 夜の 月 なれば 見る 人 さ へ に 入りが たき かな 

麗景 殿の 女御の 家の 歌合に  掘 河 右大臣 

山の はの かから まし かば 池 水に いれ ども 月 はかくれ ざり けり 

題 しらず  加 賀左衞 門 


〇 板 g あらみ ^いて ある 板の 閒 

がすいて ゐ るので o 

〇 心に も あらぬ 月 扳の閒 から も 

れる c; であるから、 心に も あらぬ 

ミ 云った もの o 


〇 御 かしこまり ® 勘 常 。御 咎め 


〇 心の 唷れて 御 咎め も 許され 

心 も はれ.， 5>«v.-o 


宿 ごとに か はらぬ もの は 山の はの 月 待つ ほどの ， 〕 ， ろな りけ り 

依レお 客來 とい ふ 心 をよ める  永 源 法師 

われひとり 眺めての みや 明 さまし 今宵の 月のお ほろ なりせば 

賀陽院 にお はし ましけ る 時 石 立て 瀧 落しな どして 御覽 じけ る顷 九月 十三 

おにな リ ければ  後冷泉 院 御製 

岩閒 より 流る ， 水 はは やけれ どう つれる 月の かゆ ぞ のどけ き 

月 の 夜中 納言定 親が 許に 遣 はしける  彈疋 尹涛仁 親王 

板閒 あらみ 荒れた る 宿の さびしき は 心に も あらぬ 月 を 見る かな 

その 夜 か へ しはなくて 二三 日ば かり ぁリて 雨の 降りけ る 日み この 許に つ 

か はしける  屮 納 言 定 賴 

雨 ふれば 閨の 板閒も ふきつら む 漏りく る 月 は うれし かりし を 

人の 許より 今， W の 月 は いか  >  と いひた るかへ リ ごとに 遣 はしける 趨原範 永 朝臣 

月見 て はたれ も心ぞ なぐ さまぬ をば す て 山の ふもと ならね ど 

お ほやけ の 御 かしこまり にて 侍リけ る頃賀 茂の 社に よる/ \參 りて 祈リ 

申しけ るに 月の おもしろく 侍 リ ければ  賀茂成 助 

かくば かり 限な き 月 をお なじく は 心の 晴れて 見る よし もがな 

後 拾 遣 和歌 集 第 十五 雜 一  七 〇^ 


〇 くらまの 山 鞍馬の 山に 閽 いの 

© を かけた もの。 


〇 都ながら も 今 は 都に はゐ るが 


o ひ VJ り 月 やすむらむ 月た けが 

澄む.、. -、 月が ひ VJ りで 住む VJ を か 

けた もの e 


後 拾 遣 和 欲 集 第 十五 雜ー  七 〇 六 

鞍馬よ リ 出で 侍リ ける 人の 月の いと を かし かリ ければ くらまの 山 も かく 

こそ はな ど 思 ひ 出で ける を is きて  齋 院中務 

住みなる、 みや ， 〕 の 月の さやけ きになに かくら まの 山の こ ひしき 

かへ し  齋 院屮將 

もろともに やまのは 出で し 月 なれば 都ながら も 忘れ や はする 

月の あかく 侍りけ る 夜 小 一條のお ほ いまう ち 君 昔 を こふる 心よ み 侍リけ 

るに よめる  淸 原元輔 

天の原 月 はか はらぬ 空ながら ありし むかしの よ をゃ戀 ふらむ 

月の 前にお も ひを述 ぶと いふ 心 をよ み 侍りけ る  藤 原赏綱 朝臣 

いっとても か はらぬ 秋の 月見れば た ゾ いにしへの 空 ぞ戀 しき 

さ き の 藏人 に て侍リ ける 時對レ 懐 レ舊と いふ 心 を 人々 よみ 侍りけ るに 

源師光 

つねより もさ やけき 秋の 月 を 見て あはれ こ ひしき 雪のう へ かな 

齊信民 部 卿の むすめに すみ 渡り 侍りけ るに かの 女 身 まかりに ければ 法 住 

寺と いふ 所に 籠 リゐて 侍りけ るに 月 を 見て  民 部 卿 長家 

もろともに 眺めし ひと も 我 もな き 宿に は ひとり □： やすむらむ 


に钹 めて 弒 みに 思 はれて _* 

にさせて o 


〇 出で ゆ VJ いひし 人 月いで は迎 

へ に來 む. /.- 云った 兼^ 朝臣 をい ふ 


〇 みし 世の すみか 以前 住んで ゐ 

た 家。 


GW でての 後 君が わが 家 を 立ち 

A でた 径。 人り ぬに 對 した 詞 o 


兼 ds 朝臣 月 いでば むか へ に來 むと 賴 めて 一昔 もせ ざリ ければ よみ 侍リ ける 

江 侍從 

月見れば 山の は 高くな りに けり 出でば とい ひし 人に 見せば や 

思 ふ 事ぁリ ける^ 山寺に 月 を 見て よみ 侍リ ける  源爲善 朝臣 

山の端に 入りぬ る 月の われなら ぱ うき 世の中に またはいで じ を 

山に 住み ゎづら ひて 奈 良に まか リて 住み 侍リ ける に 知りた る 人 もな く乂 

み し 世 のす みかに も 似 ざり ければ 月の 面. E  く侍リ ける を 眺めて よめる 

聖^ 法師 

むかし 見し 月の かけに も 似た るかな われと ともに や 山 を 出で けむ 

中關 白少將 に侍リ ける 時內の 御物 忌に こもる とて 月の 入らぬ さきにと い 

そぎ 出で 侍リ ければ つとめて 女に 代りて つか はしける  赤染衞 門 

いりぬ とて 人の いそぎし 月影 は 出で ての 後 も ひさしく ぞ見し 

例なら ずお はしまして 位な ど 去らむ とお ぼしめ しける 顷 H: の あかかりけ 

る を御覽 じて  三條院 御製 

心に も あらで うき 世にながら へ ば戀 しかるべ き 夜半の 月 かな 

後朱雀 院の御 時 月の あか かリ ける 夜う へに のぼらせ 給 ひて いかなる 事 か 

後 拾 遣 和歌 集 第 十五 雜 一  七 〇 七 


後 拾遺 和歌 集 第 十 W 雜ー 


〇 空た のめ あてに ならね 賴 み- 

た  のみに した 事が 詮ない  こ"/. -o 


〇 はじ ミみ 半 薪 。^のた けの ひ 


〇 誰 W て. 

誰で あつ 一 


E- より 外にば、 人 は 

リ 人れ ない VJ 云 ふ 意 o 


C おろし こめて 戶 をお ろして- 

戶を しめて o 

〇 おきながら 起きながら。 


七 0 八 

屮 させ 給 ひけむ  陽 叨 

今 はた  >  雪 居の 月 を 眺めつ ， めぐり 逢 ふべき ほど も 知られす 

來 むと いひつ X 來 ざり ける 人の 許に 月の あか かリ ければ つか はしける 


院 


辨 


なほ ざり の 空 だのめ せで 哀れに も 待つ にかなら す 出 づる月 かな 

力へ し  小 式部 

たのめす ば 待た でぬ る夜ぞ 重ね まし 誰 ゆ ゑ か 見る ありあけの 月 

n あかく 侍りけ る 夜 はじと みに 女 どもの 立ちて 侍りけ る を 男 まゐ、 りむな 

どい ひ 入れよ とて^ リ ければ よめる  讀人 しらず 

誰と て か 荒れた る^とい ひながら 月より ほかの 人 をい るべ き 

こよ ひ 必ずと た のめた る 女の 許に 月 あかかり ける 夜 まかりて 侍リ ける に 

おろし こめて 女の あ ひ 侍ら ざリ ければ 歸リて 又の日つ か はしける ^原 隆方 朝臣 

よし さらば 待 たれぬ 身 をば おきながら 月み ぬ 君 は 名 こそ 惜し けれ 

月の 山の はに 入らむ とする を^て よみ 侍リ ける  佾 正深覺 

眺 むれば 月倾 きぬ あはれ 我が この 世の ほど も かば かり ぞ かし 

侍從の 尼廣澤 にこ もる と 聞きて つか はしける  藤 原範永 朝臣 


〇 西へ 行く か f  @ 樂淨土 は 西に 

あるので、 その 心 を 詠ん たもの。 

ca«i£ の 月 十九 日の 月 o 


〇 いづれ まされり いづれ まされ 

り やの 窓 o さちら がま さって ゐる 

か o 

〇 お ほ w の ごもり に けれ は 御 £g 

になった ので G 

O うきね g き 寝 V」 浮 根 V」 を かけ 


〇 くる 人 もな し うきねな ばの 綠 

で綠 る、、」 云 ひ、 それ を來 るに かけ 

たもの o 

〇 心 よせ 心な かたむける こ VJO 

ひいきす る こ VJO 


山の はにか くれな 果て そ 秋の 月 この 夜 を だに も 闇に まど はじ 

；;: ： を 兌て よみ 侍リ ける  中原 長國妻 

もろともに おなじ 憂世に すむ 月の うらやまし くも 西 へ 行く かな 

入^ 攝政物 詰な どして 寢 待の 月の出 づる 程に とま リ ぬべ き 事な どい ひた 

らばと まらむ と いひ 侍リ ければ よみ 侍リ ける  大納言 道 綱 母 

いかにせ む 山の端に だに と  > まら で 心の そらに 出で む 月 をば 

月の 朧なリ ける 夜 入道 攝政 まう で來て 物語し 侍りけ るに 賴 もしげ なき 事 

などい ひ 侍りければ よめる 

くもる 夜の 月と 我が身の 行末と お ほつ かな さは いづれ まされり 

村 上の 御 時う へ に 上リて 侍りけ るに う へ お ほとの ごもり にければ 歸リぉ 

リ てよ み侍リ ける  餾宮 女御 

かくれぬ に 生 ふる 菖蒲の うきねして 果て はつれなくなる 心 かな 

題 しらず  曾 根好忠 

川上 や あら ふの 池のう きぬな は 憂き こと あれ やくる 人 もな し 

六條前 齋院に 歌合 あらむ としけ る に 右に 心よ せ ありと 聞きて 小辨が 許に 

遣 はしける  .  小 式部 

後 拾遺 和歌 集 第 十五 雜 一  七 〇 九 


後拾遗 和馱集 第 十五 雜 


〇 みぎ はに 芬 せし 汀に 寄せる- 

右に 心 ケ芬 せる VJ み-かけ たもの < 


〇 帚 木の 伯耆を かけた もの * 


七 1 〇 

あら はれて 恨み やせ まし 隱沼 のみぎ はに 寄せし 浪の f ) ， ろ を 

かへ し  小辨 

岸と ほみ た  >  よふ 浪は なか 空に よる かた もな きな ゆきを ぞ せし 

もの \パ たりめ はせ 

^月 五日 六 條前饋 院に物 語 合 し侍リ ける に小辨 おそく 出す とて かた の 

人々 とめて つぎの 物語 をいだ し侍リ ければ 宇治の 前 太 政 大臣 かの 小辨が 

物語 は 見どころな どや あらむ とて こと 物語 をと t めて 待ち 侍リ ければ 岩 

がきぬ まと い ふ 物語 を いだす とてよ み 侍りけ る 

め や めぐ さ 

ひきす つる おが き 沼の 菖^ 草 おも ひしら す もけ ふに 逢 ふかな 

は  >- きの 國に 侍りけ る はらからの 音し 侍ら ざり ければ たよりに つけて 遣 

はしける  馬內侍 

は * きぎ 

行かば こそ 逢 はす も あらめ 帚 木の ありとば かり は 音づれ よかし 

煩 ふ 人の 道 命 をよ び侍リ ける に まからで 又の日い か^ と訪ら ひに 造 はし 

たリ ける 返事に  讀人 しらず 

思 ひ 出で てと ふ 言の葉 を 誰 見 まし つらき にた へ ぬ 命な りせば 

ゎづら ひて 山里に 侍りけ る 頃 人のと ひて 侍り けれど 乂音 もせず なリ にけ 

れば  中務 典侍 


C おゆめ かれ 行く ゆん やりして 

ゆく o これに B 離れ ゆく を かけた 

もの o 


〇 ふみ 見て. <  文 見 て も €0 み 見 

て も VJ なかけ たもの o 

S 沈 K にある。 


O^TJI: はねで 云々 我 年老い たれ 

は、 わが 方に なつかね の も よん，〕」 

こ ろ な い T 大 荒木 の杜の 下苴^ い 

ねれ はお； もす さめ や 刈 る 人 もな 

し」 によった ものである o 


o あるが 上に 又ぬ ぎかくる 所謂 

つまが さねの 1^0 


山里 を I まねて とふと 思 ひし はつらき、 W  > ろ を 見す るな りけ り 

馬の 内侍が 許に 遣 はしける  饋宫 女御 

夢の ごとお ほめ かれ 行く 世の中に いつ 問 はむ とか 音づれ もせぬ 

ある 人の むすめ を 語ら ひっきて 久しく 音し 侍ら ざリ ければ  相  捣 

ふみ 見ても 物 思 ふ 身と ぞ なりに ける 眞 野の！ S 橋と だえ のみして 

男の 許よ リけは ひの か はりた る は いかに 今 はま かる まじき かとい ひお こ 

4J て ij* リけれ *.H 

ちり 

野 飼 はね ど 荒れ ゆく 駒 をい か .y せむ 社の 下草 さかりなら ねば 

忍ぶ る 事 ある 女 に屮納 言兼賴 忍び て 通 ふと 聞きて をと こ 絶え 侍り にけ リ 

中納言 さへ 又 かれ， ^にな リ侍リ にければ 女の よめる  讀人 しらず 

い たづら に 身 はなり ぬと も つらから ぬ 人 故と-たに 思 はまし かば 


赤染右 大將道 綱に 名た ち侍リ ける 顷造 はしける  大 江 医衔 朝臣 

あるが 上に 又ぬ ぎかくる 唐衣 みさを もい か 乂 つくり あ ふべき 

定輔朝 E かれ-.^ になり て ほか 心な どぁリ ければ 時々 引き と^めよ と い 

ふ 人侍リ ければ  源雅通 朝臣 女 

わりな しゃ 心に かな ふ淚 だに 身のう きとき はと まりや はする 

は：「 ユ^:々^^ 十五 雜 一  七 二 


〇 み 熊 野の うらの はま ゆ ふ 

ねる，、 J い ふための 字。 


C ものいば で 人の 心み-見る こち 

ら から 物 をい ひかけ てから 人の IS 

はれる の は、 萬. la の 心の ほ 5」 が 分 

もぬ から VJ 思って 先方の 心 を 試み 

て £1 る 0 


C いもな き牀 妻の るない 牀 n 


後 拾 遣 和歌 集 第 十五 雜ー  七  一二 

熊 野へ 參る とて 人の 許に いひつ か はしける  逍命 法師 

忘るな よわす ると 聞かば み 熊 野の うらの はま ゆ ふ 恨み かさねむ 

思 はむ と賴 めた リ ける 人の さも あらぬ けしきな リ ければ よみ 侍りけ る 

忘れ じと いひつ る 中 は 忘れけ り 忘れむ とこ そい ふべ かり けれ 

久しくお とづれ ぬ 人の もとに 

ものい はで 人の 心 を兒る ほどに やがて 問 はれで やみぬべき かな 

後^泉 院ぅ せ させ 耠 ひて 世の 憂き こ とな ど 思 ひ 亂れて 籠 リゐて 侍りけ る 

に 後 三條院 位に つかせ 給 ひて 後 七月 七日 參 るべ き 由 仰せ ごと 侍りければ 

よめる  周 防內侍 

天の河お なじな がれと 聞きながら 渡らむ ことのな ほぞ かなしき 

源賴 光朝 E 女に おくれ 侍リ ける 頃 霜の おきた る あした にっか はしける 

小 大君 

この頃の 夜半の ねざめ は 思 ひやる いかなる をし か-霜 はふ るら む 

大贰國 章 妻 なくなりて 秋風の 夜寒なる 由た ょリ につけて いひお こせて 侍 

リ ける 返事に 遣 はしける  洁 原 元 輔 

おも ひき や 秋の 夜風の 寒け きに いもな き牀に ひとり 寢 むと は 


0堪> めにあけ の 衣な 墨 ぞめは 

00O あけの 衣 は 五位 G 服。 喪中 

に 加 階 を^うた こ VJ をい ふ o 


0  0 


荞 顷 ほ弒畏 任な ど 相 北ハに 歌よ み侍リ ける にけ ふの 事 をば 忘るな と いひ わ 

た リ て 後爲賴 朝臣 みまか リて 又の 年の ^畏 任が 許に 逍 はしける 屮铙卿 具 平 親王 

いか なれば 花の 勻 ひも か はらぬ を 過ぎに し 春 s こ ひし かるらむ 

能せ 一み まか リて後 四十九日の 內 にかう ぶリ 給はリ て侍リ ける に大江 匡 銜 

が 許より 其の 由い ひお こせて 侍リ ける 返事に いひ 遣 はしける  祭 主 

墨ぞ めにあけ の 衣 を かさね 著て なみだの 色の ふたへ なる かな 

^奥に まか リ下リ ける にしの ぶの 郡と いふ 所に はやう 見し 人 を 尋ね けれ 

ば その 入な くな リ にけ リと 聞きて  能 因 法 

淺茅原 あれた る やど はむかし^ し 人 を 忍ぶ の わたりな りけ り 

母に おくれ 侍りて 又の 年の わざな ど 過ぎて つれ，^ に はべ リ ける 夕 碁に 

塵镜 りたる 琴な どお しの ご ひて ひくと はな けれど 今 は 程な ど 過ぎに けれ 

ば 折々 ならしけ る を をば なりけ る 人 の あ ひすみ ける 方よ リ ことの 音き け 

ば物ぞ 悲しき など いひお こせて 侍リ ける 返事に よめる  大納言 道 綱 朝臣 

亡き人 は 昔づれ もせで 琴の 緖を たちし 月 H ぞか へ り來 にけ る 

母に t れ て侍リ ける 頃 兄弟の かた/ \ に はと ぶら ひの 人々 まで 來 けれど 

わが 方 こ. H 音 づる乂 人 も 侍ら、 ざり ければ  源經 晓ぉ臣 

後拾遗 和 欲 集 第 十お 雜ー  七 ニニ 


後 拾 遣 和 欲 集 第 十五 雜 


七 1 四 


o 埋木 作者が 自身の こ V」 を 云つ 

たもの o 

o いろづく 方 兄弟 G 方 を さした 

もの。 世 のお ！fs え はなやかな こ， A- 

をい ふ o 


o 折 しらぬ 世の はかない 顷 であ 

a から、 花の 吹いた のな 吹くべき 

折で ない vj 見た ので ある。 


〇 世の中に なき 中 死ねる 入の 中 


しぐ るれ どか ひなかり けり 埋木は いろづく 方ぞ人 もと ひける  . 

物 思 ぴ ける 頃 時雨いた く 降り 侍りけ る あした 今. gE^ 時雨 はな ど 人の 音づ 

れて 伃リ ければ よめる  少將井 尼 

人 しれす 落つ るな みだ S 音 をせば 夜半の 時雨に おとら ざら ま し 

故屮 おう せ 給 ひての 又の 年の 七 七 日 宇治 前 太 政 大臣 の 許に つか はしけ 

る  後朱雀 院 御製 

去年 の け ふ 別れし 星も逯 ひ ぬめりな どた ぐ ひなき 我が身な るら む 

後朱雀 院 うせ 給 ひて うちつ ^き t の はかなき 事 ども 侍りけ る 頃 花の 面白 

く侍リ ければ  小 左 近 

はかな さに よそ へ て 見れば 櫻 花 折 しらぬ にやなら むと すらむ 

故 皇太后 う せ 給 ひて あくる 年 そのな ：！ の 櫻の 花 面白く^ きたりけ るに 人 

人い と 口^しく などい ひければ  辨 乳母 

形見 ぞと おも はで 花 を 見し だに も 風 をい と はぬ 春 はな かりき 

世の 屮 はかなくて 右 大將近 房 かくれ 恃リ ぬと 聞きて  小  辨 

數 ならぬ 身のう き 事 は 世の中に なきう ちに だに 入らぬな りけ り 

た ^にも あらで M に まかり 出で て^りけ るに 十月ば かリ 程近うな リ てう 


c けね べき 程 滑え るたら ラ時" 

る^- o 


ちょ リ御 とぶら ひ ありけ る 返事 にたて まつ り 侍 リ ける 


箫宫 女御 


かれはつ る^ 茅が 上の 霜よりも けぬべき 程 をい まかと ぞ 待つ 

後朱^ 院 うせさせ 給 ひて 上 東 門院 白 河に わたり 給 ひて 嵐の いたく 吹きけ 

るつ とめて かの 院に 侍リ ける 侍從內 侍の 許に つか はしける  藤 原範永 朝臣 

いにしへ を こふる 寐 ざめ やま さるら む 聞き もなら はぬ 峯の あらしに 


後 拾 遼^^ 第 十五 雜ー 


七 1 W 


後 拾 遣 和歌 集 第 十六 雜ニ 

後 拾遺 和歌 集 第 十六 


七 1 六 


〇 夜， かれが ち 夜 G 通 ひが 絕， 

が 多くな 50 


〇 たのむ る くれ くれは 材木 VJ; お 

w の S を かけた もの。 三の 句の 大 

井川 はくれ み-云 ふための 序 o 


〇^ この くれ も 前の くれ ミ 同じ 


入道 攝政夜 がれが ちに なり 侍りけ る顷 くれに はな どい ひお こせて 侍りけ 

れば い ひお はしける  大 納 言 道 綱 ゆ 

かし は 木の 杜の 下草 くれ ごとに 猶 たのめと や もる を 見る，/ \ 

來 むと いひて 來 ざり ける 人の 慕に かならずと いひて 侍りけ る 返事に 

馬內侍 

待つ ほどの すぎの み ゆけば 大 井川た のむ る くれ も 如何と ぞ思ふ 

女の 許に くれに はと 男い ひ 遺 はした るか ヘリ 事に よみ 侍リ ける 讀 人し、 り ず 

淺き瀕 を， J す筏士 のつな よわみ 猶 この くれ も あや ふかり けり 

屮關 白： 迪 ひ 始めけ る顷 よがれして 侍リ ける つとめて 今. W は叨 しがたくて 

こそな どい ひて 侍りければ よめる  馬內侍 

ひとりぬ る 人 や 知 るら む 秋の 夜 をな がしと 誰か 君に 告 けつる 

忍びた る 男の 外に 出で 逢へ などい ひ侍リ ければ  新. ！ii 衞門 


〇 みあれ S 茂 紳瓧で sn- の屮の 

爾の tu に 行 ふ SIO 


〇 その 色の や-、」 も 見え や 葵 を 逢 

ふ B にかけ て、 逢 ふ VJ いふ 心 も 見 

えない VJ 云った もの。 


〇 あらが ひける * 爭 つて ゐ たの 


後 拾 遣 和^ 第 笫 十六 雜ニ 


春霞た ち 出で む 事 もお も ほえす 淺 みどりなる そらの けしきに 

爲家 朝臣 物い ひける 女に かれ，^ \ 'になり て 後み あれの 日 くれに はとい ひ 

て 葵 をお こせて 侍りければ むすめに 代リ てよ み侍リ ける  小馬 命 嫁 

その 色の 草と も 見えす 枯れに し をい かにい ひて か 今日は かくべ き 

男の 夜更けて まう で來て 侍りけ るに 寢たリ と 聞きて 歸り にければ つとめ 

て かくな むぁリ しと 男の いひお こせて 侍リ ける 返事に  和 泉 式部 

ふしに けり さし も 思 はば 笛 竹の 音 をぞ せまし 夜更けたり とも 

よ ひの 程 まう で來リ ける 男のと く歸 りに ければ 

やすら はでた つに たてう き 横の 戶を さし も 思 はぬ 人 も ありけ り 

小 式部 内侍の 許に 二 條前太 政 大臣 はじめて まかりぬ と 聞^て 遣 はしける 

堀 河 右大臣 

人知れ すねた さもね たし むらさきの 根摺の 衣う はぎに もせむ 

かへ し  和 泉 式 都 

ぬれぎぬと 人に はい はむ むらさきの 根摺の 衣う はぎな りと も 

平行 親 蔵人に て 侍りけ るに 忍びて 人の 許に 通 ひながら あらが ひける を 見 

あら はして  兵 衞內侍 

七 一 七 


〇 し かふし けり-/. 

た さいふに、 その ゃラ にして 臥し 

て ゐたミ 云 ひかけ たもの o 


〇 ねぬ 名 寢 もせね 名 a 

〇大 さはの いけら じ や 大澤の 池 

に、 生きて ゐ まい VJ 云 ひかけ たも 

の o 

〇 まゆみの もみお 擅 の 若^の 萌 

ん出 たもの o 


後 拾 遣 和歌 集 第 十六 雜ニ  七 一 < 

秋 霧 はたち かくせ ども 萩原に しか ふしけ りと 今朝 児つ るかな 

實方 朝臣の 娘に 文通 はしける を 蔵人 行資 にあ ひぬ と 聞きて この 女の 局に 

うか^ ひて 見 あら はして よみ 侍リ ける  左 兵衞督 公信 

朝な く 起きつ 、. 見れば しら 菊の 霜に ぞいた くう つろ ひに ける 

大江公 相 摸 守に 侍リ ける 時 諸共に 彼の^に 下 リて遠 江 守に て侍リ ける 

！ ^忘られに ければ こと 女 をゐて 下る と 聞きて つか はしける  相  摸 

逢坂の せきに こ、 ろ は 通 はね ど 見し あづま ぢ はな ほぞ戀 しき 

左 大將朝 光 通 ひ侍リ ける 女に あだなる こと 人に いはるな リ とい ひ 侍リけ 

れば 女の よめる  讀 人し 、り ず 

蓴 のね ぬ 名のいた く 立ち ぬればな ほ大 さはの いけら じ や 世に 

太 政 大臣 かれ^. \- にな リて 四月ば かリに まゆみの もみ ぢを 見て よみ 侍リ 

ける  藤 原 兼 平 朝臣 母 

住む 人の かれ 行く やど は 時 わかす 草木 も 秋の色に ぞ ありけ る 

女の 許に てあかつ き 鐘 を 聞きて  小一 條院 

曉の鏠 のこ ゑ こそき こ ゆなれ これ をい り あ ひとお も はまし かば 

男の 隔 つる 事 もな く 語ら はむな ど い ひ 契リて いか V 思 ほえけ むひる まに 


;)> 隔て？ 0 心の^の 云々 隔てた 

心の^の！ I い ミころ があるなら は 

そこ に隨れ るたら うが。 

O いかに 明けぬ る 戶を 開ける ミ 

夜が E- ける e を 云 ひかけ たもの。 

C 坊 にお はしける 時 東宮 坊 にい 

らっしゃった 時。 皇太子で 3S られ 

- -5-0 


of る 人 夜 忍 ん で 通つ て來る 

人。 


〇 うつろ ひ ぬらむ 色のう つろ ふ 

さ、 cs におる *A- なかけ たもの o 


〇 ふたり 玉く しゅの 綠で、 はじ 

め に irt 云 つたの に 封して 莪ミ云 

ひ、 併せて 二人の^ にかけ たもの 

〇ぉ ゆて まし 告 & よ-つ。 . 


はかくれ もしつべく などい ひて 侍リ ければ  和朵 式部 

いづく にか 來ても 隱れむ 隔てつ る 心の 隈の あらば こそ あらめ 

來 むと いひて たヾ にあ かしてけ る 男の 許に 遣 はしける 

ネら ひに 横の 戶 こそ はさ さ ざらめい かに 明けぬ る 冬の 夜なら む 

後 三 條院坊 にお はしける 時 女&の 局の 前に 柳の 枝を植 ゑて 侍りけ る をよ 

ひに 物語な どして 歸リ たる あした その 柳な かリ ければ よべの 人のと リた 

るかと てこ ひに おこせた リ ければ  藤原顯 綱 朝臣 

靑 柳の いとに なき 名ぞ立 ちに ける 夜く る 人 はわれ ならね ども 

皇后 宮み この 宫の 女御と 聞え ける 時 里 へ まか リ 出で 給 ひに ければ そ の つ 

とめて 咲かぬ 菊に さして 御 消息 ぁリ ける に  後 三條院 御製 

まだ 吹かぬ 籬の菊 も ある もの をい かなる 宿に うつろ ひ ぬらむ 

忘れ じと い ひ侍リ ける 人の かれ^-にな リて柁 筘とリ にお こ せて 侍リけ 

るに  馬內侍 

玉く しゅ 身 はよ そ/ \- になり ぬと も ふたり 契りし 事な 忘れ そ 

物へ まかる とて 人の もとにい ひお き 侍りけ る  和 泉 式部 

何方 に 行く とば か りば 告 ゆて ま し SH- ふ V き 人 の ある 身と 思 はば 


後 拾^ S 欲 集 第 十六 雜ニ 


七 一 九 


o さ-がに の い を 云 ふための 序 


〇 終に すま じき 別れ か は 

は 別れる 別れで ある 0 


c そのもの こしの 物 越の 

■e® のミ なかけ.；，！ もの。 


後 拾遺 和歌 集 第 十六 雜ニ  七 二 〇 

忍びた る 男 雨の 降る 夜まで 來て 濡れた るよ し歸 りて いひお こせて 侍リけ 

れば 

かくば かりし のぶる 雨 を 人と はばな にに 濡れた る 袖と いふら む 

人の 許に ふみやる 男 を 恨み やりて 侍リ ける 返事に あらが ひ 侍りければ 

空になる 人の 心 はさ  >  がに のい かに 今日 また かくて くらさむ 

男の 物い ひ 侍りけ る 女 を 今 は 更に いかじと い ひて 後 雨の いたく 降りけ る 

に まかりけ リと 聞きて つか はしける 

み 笠 山 さし はなれぬ と 聞きし かど 雨 もよ にと は 思 ひし もの を 

年頃 住み 侍りけ る 女 を 男 思 ひ はなれて 物の 具な ど はこ ひ 侍りければ 女の 

よめる  讀人 しらず 

欸 かじな 終に すま じき 別れ か はこれ は ある 世に と 思 ふば かり を 

兼漦 朝臣 女の 許に まう で來て 物語し 侍りけ る を かくと 聞きて うたて と い 

もの ごし 

ひ逍 はしたり ける 返事に 物 越に なむと 女の いひお こせて 侍りければ よめ 

る  屮納 言 .冗 賴 

いにし へ のきなら し 衣い まさらに そのもの こしのと けす しも あらむ 

大贰資 通 むつまじき 樣 になむ いふと 聞きて つか はしける  相  摸 


c 柏木 &s の 異名 


o わたの はら 立つ. n 波 腹 立つ の 

意 を 含めた もの o 


まことに ゃ筌 になき 名の ふり ぬらむ あま 照る 神の くもりな きょに 

元輔文 かよ はしける 女に 諸共に ふみな ど 遣 はしける に元辅 にあ ひて 忘ら 

れ にけ" と 聞きて 女の 許に つか はしける  藤 原 長 能 

懲り ぬらむ あだなる 人に 忘られて 我なら はさむ 思 ふためし に 

入道 前 太 政 大臣 兵衞 佐に て侍リ ける 時 一 條 左大臣の 家に まか リ そめて か 

くな む あると は 知りた リ やとい ひお こせて 侍りけ る 返事に よめる 馬 内 

春雨の ふるめかし くも 告ぐ るかな はや 柏木の もりに しもの を 

if う 住み 侍リ ける 女の 許に 罷りて 端の 方に ゐて 侍りけ るに ぬる 所の 见ぇ 

侍リ ければ  ^  0 元 

いにし へ の 常世の 國 やか はりに しもろ こしば かり 遠く 見 ゆる は 

赤染衞 門う、 りむる 事 侍りけ る 頃つ か はしける  右 兵衞骨 朝 任 

わ だの はら 立つ 白波の いか なれば 名殘 久しく^ ゆるな るら む 

かへ し  赤 染衞門 

風 はた V 思 はぬ かたに 吹きし かど わ だの はらた っ浪 はな かりき 

屮納言 定賴家 を はなれて ひとり 侍りけ る 頃 住み 侍りけ る 所の こしば 垣の 

巾に おかせ 侍リ ける  相  摸 

後 拾 遣 和歌 集 第 十六 雜ニ  七 ニー 


後 拾 遣 和 欲^ 笫 十六 雜ニ 


〇 あづま 琴 やま， t 琴。 わが 國の 

古代から ある もので、 神樂 や^ 樂 

に用ゐ so 六^ f 


谷阅云 々 ^嘗君 の 故^ に よ 

つた もので、 早く 歸る 計畧 の葸 を 

含めた もの o 

C 鳥の そら 音 鳥の^ 巧 。鶴のう 

そ HI き o 

■o はかる V」 も たは かっても o い 


广： その はらから はきたり VJ も は 

らから を、 の 首の 原から は 

來；， I  VJ て も VJ 云 ふに かけた もの 0 

C 逢坂まで は 逄 ふの 、なを 含めた 

もの o 


人 しれす 心なが くや 時雨 るら む ふけ ゆく 秋の 夜半の 寐ざ めに 

女の 許に まか リたリ ける に あづま 琴 を さし 出して 侍リ ければ  大 江匡銜 朝臣 

逢坂の 11 の あなた も. まだ 見ねば あづまの 琴 も 知られ ざり けり 

十月ば かりまで 來リ ける 人の 時雨し 侍リ ければ た  >- ずみ 侍リ ける に 

馬 内侍 

かき 曇れし ぐると ならば 神無月， ^  y ろ そらなる 人 やと まると 

人納 言行 成 物語な どし 侍リ ける に^: の 物 忌に こもれば とて 急ぎ 歸リて つ 

とめて 鳥の^ にもよ ほされて と いひお こせて 侍リ けれ ば 友 深 か リ ける^ 

の It は 函 ハ 八：： 關の ことに やと いひ 遣 はした リ ける を 立ち 歸リ これ は 逢坂の 

關に 侍リと あれば よみ 侍りけ る  涛少, 言 

夜 を こめて 鳥の そら 音 はは か ると も 世に 逢坂 の關は ゆるさ じ 

み わの 社 わたりに 侍リ ける 人を尋 ぬる 人に か はリて  素 意 法師. 

ふるさと のみ わの 山邊を たづ ぬれ どす ぎ まの 月の 影 だに もな し 

はらから などい はむ とい ふ 人の 忍びて 來 むと いひた るか ヘリ 事に 相  摸 

みづ ts 

柬路の その はらから はきたり とも^ 坂まで は 越さ じと ぞ思ふ 

悛辆 朝臣た び-/^ 文逍 はしけれ ど 返事 もせ ざり ける を猶 など い ひ^ リけ 


〇 こ VJ の 葉 を さへ 篱の 葉.、. -梗の 

葉- /X- かけた もの。 


C 冰ミ けな は 自分の 冷やかな 心 

が 解けたなら は _* 


0 ねたく •、」 思 ふ 妒 く 思 ふ 

；,!  く  55 ふ-、. -を かけた もの o 


れば 櫻の 花に 書きて 遣 はしける  兵 衞姬君 

ちらさ じと 思 ふ あまりに さくら 花， ^ との 楚をさ へ をし みつる かな 

睦まじ くもなき 男に 名 立ちけ る顷 其の 男の 許よ リ春 もた ちぬ 今 はう ち 解 

けね かしな どい ひ侍リ ければ  下  野 

さらで だに 岩間の 水 はもる もの を冰 とけな ば 名 ， ^ そな が れ め 

能 通 朝臣 女 を 思 ひかけ て 石山に 籠りて あはむ 事 を 祈 リ侍リ けり あ ふ 由の 

夢を見て 女の め のとに かくな む 見た ると い ひ 遣 はして 侍リ ければ かくよ 

みて 造 はしける  四條 宰相 

祈りけ む， ) と は 夢に て 限りて よさても 逢 ふて ふ 名， 〕 そ |E しけれ 

そ 刀ァら かみ 

資 一！^ 朝臣 藏人 にて 侍りけ る 時園韓 神の まつ リ の內 侍に もよ ほす とてみ そ 

ぎ すれ ど 此の世の 神 はしる しなければ 園韓 神に 祈らむ とい ひて. 侍リ ける 

返事に よめる  少將 内侍 

近き だに きかぬ みそぎ を 何 かそのから 神まで はと ほく 祈らむ 

家 綱 朝臣 ふみ 通 はし 侍りけ るに 逯 はぬ さきにた え.，^ にな リ ければ 遣 は 

しける  伊 贺少將 

ね CM.*** 

S る ， も くるしく も あらす 蓴 のね たくと^ ふ， 〕 としな け わ は 

後ね S 和^ 集 第 十六 雜ニ  七 二三 


ヽ 0 


o ならされぬ 馴らされね.、」、 生 

けた もの o 


〇sg すべし 末の 松 山 を 返が 越 

すの 意 o 心が はり f るたら う VJ い 

ふこ VJO 


はっかに ぞ見る 僅かに 見る VJ 

1 1 十日に 見る. /J を かけた もの。 


後 拾 遣 和歌 集 第 十六 雜ニ  七 二 四 

左 衞門藏 人に ふみ 遣 はしける に 疎く のみ 侍りければ ち ひさき 瓜に 書きて 

遣 はしける  少將藤 原義 孝 

ならされぬ みそのの うりと 知りな がらよ ひ曉と 立つ ぞ露 けき 

入の 娘の 幼く 侍りけ る をお となび てな ど契リ ける を こと ざまに 思 ひなる 

ベ しと 聞きて その わたりの 人の 扇に 書きつ け 侍りけ る  左 大將朝 光 

生 ひたつ を 待つ と賴 めし かひ もな く浪 越す ベ しと 聞く はまこと か 

秋 を 待てと いひた る 女に 遣 はしける  源道濟 

いつしかと 待ちし かひな く 秋風に そよ とば かり も 荻の 音せ ぬ 

男の ふみ 通 はしける にこの 二十日の 程に と 頼めけ る を 待ち遠しと い ひ 侍 

リ ければ  和 泉 式部 

君 はま だ 知ら ざり けりな 秋の 夜の 木 閒の月 ははつ かに ぞ 見る 

屮钠 一一 一一 n 定賴 馬に 乘リ てまで 來り ける を 門 あけよ と い ひ侍リ ける にと 

かくい ひて あけ 侍ら ざり ければ 歸り ける 又の日つ か はしける  相  摸 

さも こそ は 心 くらべ に 負け ざらめ 早く も， 見えし 駒の あし 力な 

物い ひか はしける 人の 音せ ずと 恨みければ  中原 長國 

おの づ から わが 忘る ， になり にけ り 人の 心 を こ  >  ろみし まに 


〇八重 葺の ひま を 云 ふための 序 

〇 ひまた にあら は い VJ まさへ あ 

れ は./」、 すき 閒さ へ あれ は-、. -をか 

け；.！ もの- « 

〇 あら じ vj を しれ を は戚 動の 助 

a -。 


C 今 わすれな む すぐに 忘れる た 

らう o 


つら かりけ る 童 を 恨む とて 一音し 侍ら ざリ ければ わら は の 許よ リ我さ へ 人 

をと いひお こせて 侍リ ければ  体 師朝範 

恨みす ばいかで か 人に と はれまし 憂き も 嬉しき ものに ぞ ありけ る 

橘 則 長 父の 陛奧 守に て 侍りけ る 頃 馬に 乘リ てま かリ 過ぎけ る を 見 侍りて 

男 はさ も 知ら. ざリ ければ 又の日つ か はしける  相  摸 

綱た えて 離れ 果てに しみち のく の をぶ ちの 駒 を 昨 U みし かな 

木の葉の いたく 散リ ける 日 人の 許に さしおかせ ける 

ことの 葉に つけても など か 問 は ざら む 蓬の 宿 も わかぬ あらし を 

かへ し  屮納 言 定 賴 

八重 葺の ひま だに あらば 蘆の 屋に 音せ ぬ 風 は あら じと を しれ 

三 條太政 大臣の 家に 侍リ ける 女 承 香 殿に 參リ 侍りて 見し 人と だに 一史に 思 

はずと うらみ 侍リ ければ  藤 原 實方朝 KH 

わりな しゃ 身 は 九重のう ちながら 問 へ と は 人の 恨む ベ しゃ は 

高 階 成楝小 一 條院の 御と もに 難 波に 參る とて いかに 戀 しからむ ずらむ と 

いひお こせ 侍リ ければ  屮宮內 侍 

しばし こそ 思 ひも 出で め 津の國 のながら へ 行かば 今 わすれな む 

後 拾遺 和歌 集 第 十六 雜ニ  七 二 五 


〇 こや 事つ.^ る 津の國 の昆陽 i 

受けて、 併せて これが 事 をつ ゆる 

、，c かけた もの o 


C 機なる/' 人 © 

〇 誰 がな のり そ VJ 云々 海^ の な 

のり そ を 名 ijl! りに かけた もの o 誰 

の 名前 を そつ ミ 借りて 答へ ようか 


後 拾遺 和歌 集 第 十六 雜ニ  •  七 二 六 

人に はかなき たは ぶれ 事い ふとて 恨みけ る 人に  上 總大輔 

一 J れも さは あしかり けりな 津の國 のこ や 事つ ぐる 始めな るら む 

小 一 條院 かれ，^ にな リ給 ひける 頃よ める  土 御門 御 匣 殿 

、いえ つ 蟹の たくな はう ち は へ てく る を 苦しと おも ふなる ベ し 

日頃 牛 をう しな ひて 求め ゎづら ひける ほどに たえ，.^ にな リ ける 女の 家 

にこ の 牛人リ て侍リ ければ 女の 許よ リ ひかせて うしと 見し 心に まさりけ 

リと いひお こせて 侍リ ける か ヘリ 事に  祭主 輔親 

數 ならぬ 人 を 野が ひのこ ， ろに はう しと ももの を 思 は ざら なむ 

人の 局 を 忍びて た  >- きけ るに 誰 そとと ひ侍リ ければ よみ 侍りけ る 大贰成 章 

磯なる、 人は數 多に 聞 ゆる を 誰が なのり そと かりて こた へ む 

久しう 音せ ぬ 人の 山吹に さして 日 の つみ は ゆるせと いひて 侍リ ければ 

和 i 式部 

と へ とし も 思 はぬ 八重の 山吹 を ゆるす とい はば 折りに 來む とや 

おなじ 人の 物よ リ きたりと 聞きて おなじ 花に つけて つか はしける 

ぁぢ きな く 思 ひこ そやれ つれ <\ と 一 人ゃゐ での 山ぶ きの 花 

ゎづ らふと いひて 久しう 音せ ぬ 男の 外に はありく と 聞きて つか はしける 


〇 ねぬな はの 苦しき のく るに. 

けた 序 _> 

〇 苦しき 程 病な の閒。 


〇 ま たしら 雪の .a 雲に、 また 知 

ら ねの 荒な かけた もの o 

〇 かかる やつらき 白雪が 山の端 

にか かる */.-、 かう いふの かつらい 

心 •、.- 云 ふの たらう.、. - かけた もの o 

C 人の こ  >  ろの あき 心の 秋.、」 心 


少將內 侍 

ねぬな はの 苦しき 程の 絕閒 かとた ゆる を 知らで おも ひける かな 

師资 朝臣の 物い ひ渡リ ける をた え じな ど 契 リて後 又た えて 年^にな リ に 

ければ； 迎 はしける ふみを 返す とて その 端に 書きつ けて 遣 はしける 式部 命婦 

行く すゑ を 流れて なにに たのみけ む 絶えけ る もの を 中 河の 水 

門お そく あくとて 歸リ ける 人の 許に つか はしける  和 泉 式部 

長し とて 明けす や は あらむ 秋の 夜 は 待て かし 横のと ばかり を だに 

内よ" 出 でば かならず 告げむな ど 契りけ る 人 の 音 も せで 里に 出で に けれ 

ば^はし ける  藤 原 道 信 朝臣 

天の原 はるかに わたる 月 だに も 出 づるは 人に 知られ こそす わ 

题 しらず  藤 原 元 眞 

薆き 、 j と もま だ し ら 雪の 山の端に かかる やつ らき 心な るら む 

齋宫 女御 

吹く かぜに なびく 淺茅 はわれ なれ や 人の こ、 ろの あき を 知らす る 


後 拾遺 印^ 第^ 十六 雜ニ 


七 二 七 


o つかさめ し 都に ある 宫人の 除 


〇 春 ク e に 地方 ゥ，： の 除 目 は 春 正 

月 十 一 日から 十三 日までに 行 はれ 

る o その 除 H に 官位の 陞敍 されな 

い こ.、 J を 云った もの o 


C しづめ る 身 船い 緣で 云った. 

の o 位階の 5SH 敍 もない 身 Q 


〇 申 文 

書 o 


後 袷 遣 和歌 集 第 十七 雜三  七 二八 

後 拾遺 和歌 集 第 十七 

維 三 


^屮守 棟 利み まかりに ける か はり を 人 々望み 侍る と 聞きて 內なリ ける 入 

の 許に 造 はしける  淸 原元輔 

たれ かまた 年へ ぬる 身 を ふりすてて きびの 中 山越えむ とすら む 

田 合に 侍リ ける 顷 つかさめ し を 思 ひや リて  源 重 之 

春 ごとに わ すられに ける 埋木は 花の みやこ をお も ひこ そやれ 

つかさめ しに もれての 年の 秋 上の をの こども 大 井に まかりて 舟に 乘リ侍 

リけ るに よめる  大 江匡衡 朝臣 

河 舟に 乘 りて 心の 行く とき は しづめ る 身と もお も ほえぬ かな 

大納言 公任 宰相に なリ 侍ら ざリ ける 顷 よみてつ か はしける  大江爲 基 

世の中 を 聞く にた もとの 儒る ， かな 淚 はよ その物に ぞ ありけ る 

つかさめ し 侍りけ るに 申 文に そへ て 侍りけ る  藤 原國行 

い たづら になり ぬる 人の またも あらば いひ 合 はせ てぞね をば 泣か まし 


-れ へぶ み o 訴へ 申す 文 


〇 ょゐ 夜；； so 夜 g 宸 ないで ゐ 

こ VJO 


o おり ぞゎづ らふ 殿上から 下る 

こ VJ をい ふ 0 


〇 衣の いろはみ で りに て 綠の袍 

は 六 位 0 三代まで VJ いふの は 後 冷 

泉 K 以来の 三代で、 官位の 昇進し 

ない の を 欲いた 敏 である 0 


小 一條 右 大將に 名簿た まふと てよ みて そへ て侍リ ける  源 重 之 

陸 奥の あだちの 眞弓 引く やとて 君に 我が身 を まかせつ るかな 

後朱雀 院の御 時と し 顷ょゐ つかう まつ リけ るに 後冷泉 院位 にっかせ 給 ひ 

て 又よ ゐに參 りての ち 上 東 門院に たてまつり 侍リ ける  天台 座主 明快 

雲の上に ひかり かくれし 夕より いく 夜と いふに 月 をみ つらむ 

藏人 にて 冠た まはリ ける 日よ める  源經任 

限り あれば 天の羽衣 ぬぎ かへ ており ぞゎづ らふ 雲の かけはし 

右大辨 通俊藏 人頭に なリ て侍リ ける を 程 へて よろこび いひに つか はすと 

てよ める  周防內 侍. 

嬉して ふ 事 はなべ てに なり ぬればい はで 思 ふに 程ぞへ にけ る 

後冷泉 院の御 時 蔵人に て侍リ ける を 冠た ま はりて 又の. 日大贰 三位の 局に 

つか はしける  橘爲仲 朝臣 

澤 水に おりる る たづ は 年 ふ ともなれ し 雪 居ぞこ ひし かるべき 

同じ 御 時 蔵人に て侍リ ける に 世の中 か はりて 前 蔵人に て 侍りけ る を當時 

に 臨時 祭の 舞 人に まか リ入リ て 試樂の 日よ める  橘俊宗 

思 ひき や 衣の いろは みどりに て 三代まで 竹 を かざす ベ しと は 

きお：.？ 一、^ 巢第 十七 雜 三  七 二 九 


〇 君 こ ひしく や 云々 道 世の 心が 

起る たらう VJ いふ 意 0 


後 拾 遣 和 敬 集 第 十七 雜ー I 一  七三 〇 

世の中 を うらみて 籠り ゐて 侍リ ける 頃 八重 菊 を 見て よみ 侍リ ける 前 大 納 言 公任. 

おしなべ て唤く 白菊 は 八重々々 の 花の しもと ぞ 見え わたりけ る 

年顷 しづみ ゐて よろ づを思 ひなげ き侍リ ける 顷  藤 原 兼 綱 朝臣 

待つ 事の あると や 人の 思 ふらむ 心に も あらで な-から ふる 身 を 

はらからなる 人 の 沉 みたる よし い ひお こせて 侍リ ける 返事に つか はしけ 

る  藤 原 元 眞 

君 を だに 浮べ てし がな なみだ 川 しづむ 中に も ふち 瀨 あり やと 

身の い たづら にな リ はてぬ る 事 を 思 ひ 歎きつ 》播 磨に たび-/ \ ；迎 ひ侍リ 

ける に髙 砂の 松 を 見て  藤 原義 定 

われの みと 思 ひし かど も 高 砂の をの へ の 松 もま だ 立てり けり 

世の 屮を うらみけ る © 惠慶 法師が 許に つか はしける  平 兼 盛 

pi の 中 を 今 はかぎ りと 忍 ふに は 君 f  〕 ひしく やなら むと すらむ 

賀茂祌 主 W 助が 許に まか リて洒 などた うべ て 今まで 冠 賜 はら ざり ける 事 

を 歎きて よみ 侍リ ける  津守國 基 

もみ ぢ する かつらの 中に 住吉の 松の み ひとり みどりな るかな 

つかさめ しに もれて 歎き 侍リ ける 顷 女の もとにつ か はしける  屮 衲 言 ^ 長 


〜われ 舟 ^担. L た 船。 

〇 しづみ ねる 身 舟の！ S むミ、 沉 

みはてた 身。 


〇 思ば やに 心からで なく。 思 ひ 

も かけぬ に o 


われ 舟の しづみ ぬる 身の かなしき は 渚に 寄す る浪さ へ ぞ なき 

^頃し リ侍リ ける 牧 のうれ へ ある 事 ありて 宇治 前 太 政 大臣に い ひ^ リけ 

る顷雪 ふりた る あした 爲仲 朝臣の 許に いひつ か はしける  源 兼 俊 母 

尋ねつ る 雪の あしたの はなれ 駒 君ば かりこ そ あと を 知 るら め 

小 一 條 院春宮 とき こ えけ る 時 思 はずに 位お リ^ ひける に 火煶屋 な ど こ ぼ 

ち さわぐ を 見て よみ 侍りけ る.  堀 河 女御 

雪 居まで 立ちの ほるべき 煙 かと 見えし おも ひの 外に も あるかな 

同院高 松の 女御に すみう つり 給 ひて たえ，^ にな リ給 ひて の顷松 St 心す 

ごく 吹きけ る を 聞きて 

松風 は 色 や みどりに 吹き つらむ ものお も ふ 人の 身に ぞ しみぬ る 

題 しらず  源道濟 

世の中 を 思 ひみ だれて つくぐ となが むる 宿に 松 かぜ ぞ 吹く 

世の中 心に かな はで うらみ 侍リ ける 頃 月 を ながめて よみ 侍りけ る 藤 原爲任 朝臣 

、 J  > ろに は 月見む とし も 思 はね どうきに は 空ぞ 眺められ ける 

こと あ リて播 磨 へ まか リ下リ ける 道より 五月 五日に 京へ つか はしける 

屮 納 ^一一 e 隆 家 


浚拾逍 和歌 集 第 十七 雜三 


七三 


後 拾遺 和歌 集 第 十七 雜三 


七三 二 


〇 うきに 生 ひたる 浮きに さ、 £ 

きに かけた. * の- * 浮きば、 水 

の ある 所 を い ふ。 

〇 菖蒲 しられね 菖蒲に、 物の 善 

袋 もおから ぬ 意 を かけた もの o 


〇 こ ，>  ひの 杜 伊豆 國 にある。 こ 

れに 子を戀 ふる 意 をよ そへ たもの 


〇 あら ひ ミ 神 現 人紳ひ 

O なごむ 和む o 心が や はら. 5^ 


〇 こ VJ わり や 昨 B は 狩で 命 を VJ 

られ るから 今宵 鳴く の も道埋 であ 

るの 葸 o 


世の中の うきに 生 ひたる 菖蒲ぐ さけ ふは袂 にね ぞか ， りけ る 

五月 五日 服な りけ る 人の 許に つか はしける  小  辨 

今日 とても 菖蒲 しられぬ 袂には 引きた が へ たるね を やか くらむ 

靜範 法師 や はたの 宮の 事に か 、リて ^豆の 國に 流されて 又のと しの 五 g 

に內 の大甙 三位の もとに 遣 はしける  藤 原兼爵 朝臣 

さ つき み  もり 

五月闇 こ ゾ ひの 杜の ほと、 ぎす 人知れ すの み 鳴き わたる かな 

かへ し  大贰 三位 

ほと 、 ぎす こ V ひの 杜に啼 く聲は 聞く よそ 人の 袖 も ぬれけ り 

これ を 聞 召して めし か へす ベ き 由お ほ せく だされけ る を 聞きて よめる 

素 意 法師 

すべ らぎも あら ひと 神 もな ごむまで 鳴きけ る もりの 子規 かな 

丹 後の 國 にて 保昌 朝臣 あす 狩せ むと い ひける 夜 鹿の 鳴く を 聞きて よめる 

和 泉 式部 

ことわり やい かで か 鹿の 鳴 かざらむ 今宵ば かりのいのちと 思へば 

西宫 のお ほ いまう ち君筑 紫に まかりて 後 住み 侍りけ る 西の 宮の家 を 見 あ 

りきて よみ 侍りけ る  惠 Iks 法 5S 


病 &の よくなる こ v.- を 


C* 待つ ほさの くもの い 風の 吹 

いて 來 るの を 待つ 閒の g 株の 拔 o 

上の 三 句 は、 心^-て さ を 云 ふため 

の 序。 


〇 また 有 明の 月 まつ もの を まね 

ft の 世に あって 恃 つて ゐ るのに。 


松風 もき し 打つ 波 ももろ ともに むかしに あらぬ 聲 のす るかな 

二 條前大 いまう ち 君 日頃 ゎづら ひて 怠りて 後な ど訪は ざり つる ぞと い ひ 

侍リ ければ よめる  小 式部. S 侍 

死ぬ ばかり 欵 きに， 〕 そ は 歎きし か 生きて とふべ き 身に しあらぬ ば 

題 しらず  ^宮 女御 

大 そらに 風 待つ ほどの くもの いの 心 ほそ さ をお も ひやら なむ 

かへ し  朿 三條^ 


おも ひやる 我が 衣手 はさ ， がに のく もらぬ 空に 雨の みぞ 降る 

世の中 さわがしき 頃 久しう 音せ ぬ 人の 許に 遣 はしける  伊勢大輔 

亡き かすに 思 ひなして や 問 は ざら むま だ 有 明の 月 まつ もの を 

世の中 はかな かリ ける ころ 梅の 花 を 見て よめる  小 大君 

散る を こそ 哀れと 見し かう めの 花 花や ことし は 人 をし のばむ 

京より 具して 侍りけ る 女を筑 紫に まか リ下リ て 後 こと 女に 思 ひっきて 思 

ひ い でず なリ にけ り 女た ょリ なくて 京に 上る ベ きすべ もな く侍リ ける 程 

に 煩 ふ 事 ありて 死なむ としけ る 折 男の 許に いひ 遣 はしける  諳 人 しらず 

問へ かしな いくよも あら じ 露の 身 をし ばし も 言の葉に やか 、 ると 

後 拾 遣 和歌 集 第 十七 雜三 


〇 淺ぢが 末に 淺 茅の 葉末にば 露 

が 匿く ものである から、 露の 世に 

なった ミ いふ 意で ある。 


〇 同じ 色に て 紅葉 も 紅涙 も H じ 


OS. 


後 拾遺 和歌 集 第 十七 雜三  七三 W 

或 人 いはく こ の 女： i 衡筑前 守に て侍リ ける ときと もに まかり 下れ リけ 

る 人 のめに なむ ありけ るかくて 女 なくなり にければ 經衡 のちに 聞き つ 

けて 心う かリ ける もの  ふの 心 かなと て 男お ひ 上せられ にけ リ 

世の中つ ねな く 侍りけ る顷 よめる  和 泉 式部 

もの をのみ 思 ひし ほどに はかなくて 淺ぢが 末に 世 はなり にけ り 

忍ぶ ベ き 人 もな き 身 は あ る 折に あはれ /\ とい ひや 置か まし 

思 ふ 事侍リ ける 頃 紅葉 を てま さぐりに してよ み 侍りけ る 

いか なれば 同じ 色に て 落 つれ どもな みだ は 目に もとま らざ るら む 

世 の 中 さわがしく 侍りけ る こ ろ 夕 幕に 屮鈉言 定鎮が 許に つか はしける 

堀 河 右大臣 

常よりも はかなき， .1 ろの 夕暮 はなくなる 人 ぞかぞ へ られ ける 

かへ し  屮納 言 定 賴 

くさの 葉に 置かぬ ばかりの 露の 身 はいつ その 數に 入らむ とすら む 

世の中つ ねな く侍リ ける^ 久しう 音せ ぬ 人の 許に つか はしける 赤 染衞門 

消え も あへ す はかなき 程の 露ば かり あり や 無し やと 人のと へ かし 

か& 

世の 屮を 何に た とへ むと いふなる 事 を 上に おきて あまたよ み i& リけ るに 


〇 かから^り せ はかから まし や は 

かうな かったなら ゆ、 かう 欺き 

はしない のた が o 


原 


世の中 を 何に たと へ む 秋の 田 を ほのかに 照らす よ ひの いなづま 

屮關 白の 忌に 法 興院に 籠りて あかつき 方に 千鳥の 鳴き 侍リ ければ 圓松 法師 

明けぬな， り賀 茂の 河瀨に 千鳥な く 今日 も はかなく 暮れむ とすら む 

文集の 蕭々 時雨 打レ窗 靡と いふ 心 をよ める  大贰 高遠 

， J ひしく ば 夢にも 人 を 見るべき に窗 うつ 雨に 目 を さましつ ， 

王昭君 をよ める  赤 染衞門 

な ゆき 來 しみち の 露に もま さりけ りなれ にし 里 を こふる 淚は 

僧都 懐 0 

おも ひき や ふるき 都 を 立ち はなれ この 國び とに ならむ ものと は 

懷阖 法師 


見る たびに 鏡の 影の つらき かな かから ざり せば かから まし や は 

入道 前の 大 いまう ち 君 法. 成 寺 に て 念佛行 ひ 侍りけ る ^ 後 夜 の 時に 逢 はむ 

とて 近き 所に 宿リて 侍りけ る に 鳥の 鳴きければ 昔 を 思 ひ 出で て よみ 侍リ 

ける  井手の あ-ま 

いにしへ はつらく 聞え し 鳥の 音の 嬉しき さ へ ぞ物 はかなし き 

後拾逍 和 欲^ 第 十七 雑 三  七三： 人 


後 拾 遣 和 欲 集 第 十七 雜三 


七三 六 


〇 心に 身 を もま かせつる かな 心 

に 身 を まかせて、 心の 思 ふやう に 

旅な する o 


〇 うきたつ _« きを SS つ n 


〇 にしへ 行か じ 西 は 極 樂淨 土の 

あ る VJ ころ o 


〇 I 人 やなが き閽に 

選 子 内親王 壽 自身。 


人 は 作者 


修行に 出で たつ 日よ みて 右近 馬場の 柱に 書きつ け 侍りけ る  增基 法師 

とも すれば 四方の 山邊 にあく がれし 心に 身 を もま かせつ るかな 

語ら ひ侍リ ける 人の 許よ リ世を 背きな むと あ リしは いか^と いひお こせ 

て侍リ ければ  馬內侍 

しかす がに かなしき 物 は 世の中 をう きたつ ほどの 心なり けり 

山に のぼりて 法師に な リ侍リ ける 人に つか はしける  藤 原 長 能 

なに かその 身の い るに しもた けから む 心 を ふかき 山に すませよ 

賴家 朝臣 世 を そむきぬ と 聞きて つか はしける  律師 長濟 

ま f  J とに や 同じ 道に は 入りに ける ひとり はに し へ 行か じと 思 ふに 

中宮の 內侍 あまにな リ ぬと 聞きて 遣 はしける  加 賀左衞 門 

いかで かく 花の 袂 をた ちかへ てうら なる 玉 を わすれ ざり けむ 

かへ し  中宮 內侍 

かけて だに 衣の うらに 玉 ありと 知らで 過 ざけ む 方 ぞく やしき 

上 東 門院 あまに ならせ 給 ひける 頃 よみてき こえ 侍リ ける  選子內 親王 

君す らも まことの 道に 入りぬな り 一 人 やなが き 闇に まど はむ 

高 階 成 順 K を そむき 侍リ ける に 麻の 衣 を 人の 許より おこせ it ると て 


O かかる ベ し v.- は 

る VJ、 この や- フ 

て 云った もの。 


讀人 しらず 

• ： 一  今日と しも 思 ひや はせ し 麻 ごろ も淚 のた まの かかる べしと は 

かへ し  .  伊勢大輔 

思 ふに もい ふに も あまる ことなれ や 衣の たまの あら はる ， 日 は 

後 一 倏院 うせさせ 給 ひて 世の はかなく 思 ほえければ 法師に な リて橫 川に 

籠り ゐて 侍リ ける 顷上東 門院よ リ問 はせ 給 ひた リ ければ  前屮納 言 顯基 

世 をす てて 宿 を 出で にし 身 なれ どもな ほ戀 しき はむかし なりけ り 

御 かへ し  上 東 門院 

ときの まも しき f  〕 との なぐさまば 世 は 一 一度 も そむか ざら まし 

世 を 背く 人 々多く 侍リ ければ  前大納 言 公任 

思 ひしる 人 も ありけ る 世の中 を いつをい つと て 過すな るら む 

n 一條 院柬宮 と. S. しける 時 法師に な リて宮 のうちに たてまつ リ ける 藤 原椀现 

君に 人 なれな 習 ひそお く 山に 入りての のち はわび しかりけ り 

御 かへ し  一一 一條 院 御製 

忘られす おも ひ 出で つ  > 山人 をし かぞこ ひしく われ もな がむ る 

法師に なリて 住み 侍リ ける 所に 櫻の 疾 きて 侍リ ける を 見て  前 中 納言義 懐 

後 拾 遣 和歌 集 第 十七 雜 三  七三 七 


〇 おも It やに わが 心.、 J もな く。 

〇 か へら はか へれ 山 ごもり から 


後 拾 遣 和歌 集 第 十七 雜三  七； 二八 

見し 人 も わすれの み 行く ふるさとに 心なが くもき たる 春 かな 

世 を 背きて 長 谷に 侍リ ける^ 入道 中將の 許より まだ 住みな わじ かしな ど 

申し たリ ければ  前大納 言 公任 

谷風に なれす とい か  >  思 ふらむ， 〕  > ろ は 早くす みに しもの を 

^退 法師 大 原に 籠リ居 ぬと 聞きて 遣 はしける  素 意 法師 

水草る しお ほろ の淸水 そ， ) すみて こ、 ろに 月の かゆ はう かぶや 

かへ し  茛暹 法師 

ほど へ て や 月もう かばむ 大原 やお ほろ の淸 水す む 名ば かりに 

茛暹 法師の 許に つか はしける  藤原國 as 

思 ひやる こ ， ろ さ へ こそ さびしけ れ大原 やま s 秋の ゆ ふぐれ 

おとうとな HN ける 法師 の 山 ごも リ して 侍りけ るが 許よ リ かくてな む あり 

遂ぐ まじき とい ひて 侍りけ る 返事に つか はしける  律師 朝^ 

おも はすに 入る と は 見えき あづさ 弓 か へ らば か へ れ人 のた めか は 

長樂 寺に 住み 侍リ ける ころ 人の 何事 かとい ひて 侍りければ つか はしける 

.  上 東門 院中將 

思 ひやれ とふ 人 もな き 山里の かけ ひのみ づ のこ 、 ろ ほそ さ を 


1：： みき ふた 木の^で 三 木 V」 云つ 

て、 きの 哲. を 含めた もの。 


後 拾遺 和歌 集 第 十八 


雜 四 

則 光 朝臣の 許に みちの くにに 下 リて武 隈の松 をよ み侍リ ける  橘季通 

たけく まの 松 はふた 木 を 都人い か V と 問 はばみき とこた へ む 

陸奧 n に ふた  >- び 下リて 後の たびた けく まの 松 も 侍ら ざリ ければ よみ 侍 

リ ける  能 因 法師 

たけく まの 松 はこの たび 跡 もな し 千と せ を 經てゃ 我は來 つらむ 

河原 院 にて よみ 侍リ ける  大江嘉 言 

里人の くむ だに いま はな かるべ し 岩 井の 淸 水み くさ ゐに けり 

同じ 所に て 松 をよ み侍リ ける  江 侍 從 

年へ たる！^ だに なくば 淺茅 原な にか 昔の しるしな らまし 

もと 住み 侍りけ る 家 を 物 へ まか リけ るに 過ぐ とて 松の 捎の 見え 侍り けれ 

ばよ める  左 衞門督 北の方 

年 を へ て 見る 人 もな きふる 里に か はらぬ 松、 ぞ あるじなら まし 

後 拾 遗和欲 集 第 十八 雜四  七 一一 一九 


後 拾 遣 和 缺集第 十八 雜四 


〇 子の B なりけ む 子の B に 引い 

た 松で あら ラか o 


〇 よの ながき を や 吳 竹の 綠で節 

の 長き VJ 云 ひ、 夜の 長き に 通 はせ 

たもの 0 

〇 ねり そ もて ゆ ふ ねり そば、 木 

の 枝な ねぢ搓 つ て繩の 代りに 用ゐ 

る もの、 それで 結ぶ。 

O こり タま こりない こ VJO 

〇 くる 人 もな し 繰る に 來るを か 

けた もの。 來る人 もない。 


七 四 〇 

六 條中務 親王の 家に 子の 日の 松を植 ゑて 侍リ ける を 彼のみ こ 身 まか リて 

後 その 松 を 見て よみ 侍りけ る  源爲善 朝臣 

君が 植 ゑし 松ば かりこ そ殘り けれ いづれ の 春の 子の 日な りけ む 

け ふ は 中の 子の： ：！ と は 知らず やとて 友達の 許な リ ける 人の 松 を 結びて お 

こせ 侍りければ よめる  馬 内侍 

誰 をけ ふまつ とはい はむかく ばかり 忘る 、中の 妒 ゆなる 世に 

綠竹不 レ辨レ 秋と いふ 心 を  大藏 卿師經 

みどりに て 色 も か はらぬ くれ 竹 はよ のな がき を や 秋と いふら む 

永 承 四 年内 裏 歌合 に 松 をよ める  前 太 宰帥資 仲 

をのへ 

岩し ろの 尾 上の かぜに 年 ふれ ど 松の みどり はか はら ざり けり 

かんてい 

上の をの こども 松澗 底に^ ひた リと いふ 心 をつ かう まつ リけ るに 御  製 

よろ づ よの 秋 を も 知らで 過ぎき たる 葉 か へ ぬ 谷の 岩ね 松 かな 

題 しらず  藤 原義 孝 

み 山 木 をね り そ もて ゆ ふ 賤の男 はな ほこりす まの 心と ぞ みる 

宇治に て 人々 歌よ み 侍りけ るに 山家 旅 宿と いふ 心 を  K 部 卿經信 

旅寢 する 宿 はみ 山に 閉ぢ られ てま さきの かづら くる 人 もな し 


〇 いひ m《 


〇 空に もしる き 烀が 常に 弒 えな 

いから 云った もの o 


o 水の わくに ぞ 水が 涌く./」、 絲 

の綠で 絲を卷 くわく.、」 を かけた も 

の o 


〇 あせに ける 今た に 今で さ 


關白 前の お ほ いまう ち 君の 家に て か つまた の 池 をよ み侍リ ける 

鳥 もる で いく 世へ ぬらむ かつまたの 池に はい ひの 跡 だに もな し 

須 磨の 浦 をよ み侍リ ける  藤 原經衡 

立ちの ほる もし ほの 煙たえ せぬ は 空に もしる き須 磨の 沛 かな 

龍 門の 瀧に て  屮 納 言 お 輯 

來る人 もな きおく 山の 瀧の いと は 水の わくに ぞ まかせたり ける 

やよひの 月 龍 門に 參 りて 瀧の もとにて 彼の 國 のかみ 義忠 朝臣が 桃の 花の 

侍りけ る をい か e 見る とい ひ 侍りければ  辨 のめのと 

もの いはば とふべき 物 を も > の 花い く 世 か へ たる 瀧の 白い と 

美 作 守に て 侍る 時 瀧の まへ に 石た て 水せ き 入れて よみ 侍リ ける 藤 原 兼 dS 朝臣 

堰き 人る ， 名 こそ 流れて とまると も絕 えす 見る ベ き 瀧の 絲かは 

大甍 寺の 瀧 殿 を 見て よみ 侍リ ける  赤 染衞門 

あせに ける 今 だに かかる 瀧つ 瀨の はやく ぞ人は 見る ベ かりけ る 

法 輪に 參リ てよ み侍リ ける  源道濟 

年 ごとに せく と はすれ ど大 井川む かしの 名 こそ 猶 ながれ けれ 

桂なる 所に 人々 まかりて 歌よ みて 又來 むと いひて 後に 彼の 桂に はまから 

後 拾遺 和^ 集 第 十八 雜四  七 W 一 


〇 つかまお 1^0  ；:: ：: ほ國 にあ 


〇 わ- 


>れ る 湯の 涵 

の卷 くわく  VJ を かけた もの o 

〇 くる 人 来る 人ミ、 絲の綠 で 操 

るミを かけた もの 

〇 かへ さ 歸 り路。 


後拾遗 和歌^お 十八 雜 s  七 四 二 

で 月の 輸と いふ 所に 人々 まかり あ ひて 桂 を あらためて 來る 由よ み 侍りけ 

るに か はらけ とリて  祭主 輔親 

さきの 日に 桂の 宿 を 見し ゆ ゑ はけ ふ 月の輪に くべ きなりけ り 

修^ 大夫 惟正 信 濃 守 に侍リ ける 時と もに まか リ下リ てっか まの 湯 を 見て 

^重 之 

出づる 湯の わくに か 、 れ る白絲 はくる 人た えぬ 物に ぞ ありけ る 


〇 松の しづえ 松の 下 枝 o 


〇 きし 方の 世 住吉の 岸ミ 云つ 一 

來し 方の 世ミ かけた もの。 過去" 


延久五 年 三 H; 住吉 にまゐ らせ耠 ひて か へ さに よませた まひけ る 

住 吉の神 は あはれ と-思 ふらむ むなしき 舟 を さしてき たれば 


後 三條院 御製 


民 部 卿經信 


おきつ 風 吹き に けらし な住吉 s 松の し づ え を あら ふし らな み 

花 山院の 御供に 熊 野へ まゐ リ侍リ ける 道に 住 41 口にて よみ 侍リ ける 惠慶 法師 

すみよし の沛 かぜいた く 吹きぬ らし 岸う つなみの 聲 しきるな り 

右 大將濟 時 住吉に まう で 侍りけ る 供に てよ み侍リ ける  藤 原爲長 

松 見れば たちう き 物 をす みの 江の いかなるな みか しづ 心なき 

住吉 に參リ てよ み侍リ ける  平 棟 仲 

わすれ 草つ みて か へ ら む住吉 のきし 方の 世 はお も ひで もな し 


〇i» 世 をす める かめ 井 住め 

澄める./」 なかけ たもの。 

〇 さば それ は o 


〇 名 を こそ IS か 

たらう が o 


藏 人に て 侍りけ る 時 御 まつ リの 使に て 難 波に まか" てよ み 侍りけ る 

源 親， 

思 ふ f  J と 神 はし るら む 住吉の 岸の しらなみ 誰が 世な りと も 

熊 野へ まう で 侍りけ るに 住 士：： にて 經供 養す とてよ み 侍リ ける  ^^法師 

解き かけつ.^ のた ま はすみ よしの 神 さびに ける 松の こや ゑに 

舉周和 泉の tti はてて まか リ 上る ま K に いと 重く 煩 ひ 侍りけ る を 住吉の た 

たリ などい ふ 人侍リ ければ みて ぐら 奉 リ侍リ ける に 書きつ けけ る 赤 染衞門 

たのみて は 久しくな りぬ 住吉 のまつ このたびの しるし 見せな む 

上柬 門院 住 吉にま ゐらせ 給 ひて 秋の 末よ リ 冬に なりて 歸らせ 給 ひける に 

よみ 侍りけ る  上 鬼 門院 新宰ぉ 

みやこ 出で て 秋より 冬に なり ぬれば ひさしき 旅の 心地 こ を すれ 

天 王 寺に 參リて かめ 井に てよ み侍リ ける  辨 乳母 

萬 世 をす める かめ 井の 水 やさ はとみ の 小川の ながれな るら む 

長柄の 滑に てよ み 侍リ ける  前 大納言 公 仔 

橋 柱な からまし かば 流れ て の 名 を ， ^ そ 聞かめ あと を 見 まし や 

天 王 寺に 參る とてな がらの 橋 を 見て よみ 侍リ ける  赤 染 衞 門 

後拾遗 和歌 集 第 十八 雜四  七 三 


名た け はき _ 


C なに は の^も 何事 

波な 云 ひかけ たもの 


0鎵 の 浦 伊努國 にある o 

O かづ かね S 被く V」 いふに 纏頭 

物の. お を かけ、 波 をく *> る さいふ 

に 云 ひかけ たもの。 


o 山 がらす 云々 燕の 太子 丹の 故 

^。 丹が 秦に質 V」 なって ゐた 時、 

棄王 が 無禮 であ つたから 丹 は 燕に 

歸 らう、、 j したの を、 烏の 頭が 白く 

なり 馬に 角が 生えたなら は 歸國さ 

せよ ラ V」 奏王 が 云った ミ いふ。 


後 拾遺 和 歜集第 十八 雜 四  七 四 四 

われば かり 長柄の 橋 は 朽ちに けりな に はの 事 も ふる 、 悲しき 

上^ 門院 住 吉にま ゐらせ 給 ひて 歸る さに 人々 歌よ み 侍りけ るに 伊勢大輔 

いにし へ に ふり 行く 身 こそ 哀れ なれ 昔ながら の はし を 見る にも 

錦の 浦と いふ 所に て  道 命 法師 

名に たかき 錦の 浦 をき て^れば かづかぬ 蟹 はすくな かりけ り 

熊 野に 參リて あす 出で なむと し 侍りけ るに 人々 しばし はさ ぶら ひなむ や 

神 も 許し 給 はじな ど い ひ 侍りけ る^に おとなしの 川の ほと リに頭 白き 烏 

の 侍りければ よめる  ^基 法師 

山 がらす かしら も 白くな りに けり 我が 歸 るべ きとき ゃ來 ぬらむ 

住 吉に參 リて歸 りに ける に隆經 朝臣 難 波と い ふ 所に 侍る と 聞きて まか リ 

よりて ロ顷 遊びて まかりと リけ るに 名殘戀 しき 由い ひお こせて 侍リ けれ 

ば 道より 遣 はしける  藤 原 孝 春 

わかれ 行く 舟 はつな でに まか すれ どこ A ろ は 君が かたに こそ ひけ 

. 賀 茂に 參リ ける 男の 狞 衣の 袂の 落ちぬ ばか リ ほころびて 侍りけ る を 見て 

乂參リ ける 女の いひ 造 はしける  謓 人し 、し ず 

道す がら 落ちぬ ばかりに ふる 袖の 袂 になに をつ  >  むなる らむ 


C 醉 ひさ またれ たる ひ 5.- く 酒に 

醉 うて 心の Si れてゐ る。 

o かへ る あした ゆ ふ. Ci すきの 夕 

に 封して 朗 つた もの o 

〇 心 5. に i 人 倚 合 を 知らぬ 人 0 

O あらく まし f> あら；^ しく ** 


C 剁 45 神桀 歌の、 「朝お や 木の 丸 

W にわれ なれ は 名のり をし つ 、行 

く は 誰 カ子 ぞ」 によった もので、 

名のりせ よ VJ いふ 葸味 o 

C ひミり G み 云々 君 ひ VJ りたけ 

でない ミ きいた ので、 閣に 迷うて 


0 人 こそな けれ 人 は I：； 之 を 


か へ し 

ゆ ふだす き袂 にかけ て 祈り こし 神の しるし をけ ふ 見つ るかな 

祭の かへ さに 醉ひ さま たれた るかた 書きた る 所 を  安 法 法師 

と  >  のへ し賀 茂の 社の ゆ ふだす きか へ る あした ぞ亂れ たりけ る 

實方 朝臣 女の 許に まう で來て 格子 をなら し 侍りけ るに 女の 心 知らぬ 人し 

てあらく ましげ に 問 はせ て侍リ ければ 歸 リ侍リ にけ リ つとめて 女 の^は 

しける  讀人 しらず 

明けぬ 夜の 心地ながら にやみ にし を 朝 倉と いひし 聲は 聞きき や 

かへ し  .Is: 方 朝臣 

ひとりの み 木の 丸 どのに あらませば 名のらで 閬に まよ はまし や は 

初 瀨に參 リ侍リ ける にきのと のと いふ 所に 宿らむ とし 侍りけ るに 誰と 知 

リて かな どい ひければ こたへ ずと て  赤 染^ 門 

な のり  こ  まろ どの 

名告 せば 人し りぬべし 名のらす ば 木の 丸 殿 をい かで 過ぎ まし 

貫 之が^ を かリて 返す とてよ み侍リ ける  惠慶 法師 

ひと 卷に 千々 のこが ね を こめ たれば 人 こそな けれ 聲は のこれり 

かへ し  紀 時文 

後 拾 遣 和歌 集 第 十八 雜四  七 四 五 


〇 かきつ めて かき 集めて o 


o いにしへの 家の 風 先祖の 追風 

な 云った もの o 


C 秋風に 云々 秋風で 木 G 葉が 散 

つ.；，： のたら ラ その g から 月が もれ 

た € 一 3 ふ 0 で、 語り 合 ふ 墓 が も 

れ閱 えたの た ら う 忍ん た 求が 閔 え 

もの o 


後拾遗 和歌 集 第 十八 雜四  七 四 六 

いにし へ のち  >  の 黃金は 限り ある を あ ふば かりなき 君が たま づさ 

紀 時文が 許に つか はしける  沾 原元輔 

か へ しけむ むかしの 人の： 土^ をき きて ぞそ ， ぐ老 のな みだ は 

家集の 初めに 書きつ けけ る  祭 主輔親 

花の しべ 紅葉の 下葉 かきつ めて 木の 本より や 散らむ とすら む 

^勢 大輔が 集 を 人の こ ひに おこせて 侍リ ける に 遣 はすと て  康資王 母 

さ ぐさ 

尋ねす ばかき やる かた やなから まし 昔の ながれ 水草つ もりて 

後 三條院 の 御 時 月 あか かリ ける-お 侍る 人な ど 庭 におろ し て御覽 じけ る に 

人々 多 かる 巾に わきて 欲よ めと お ほせ ごと 侍リ ければ よめる  後 -ー 一條 院越』 E 

いにし へ の 家の 風 こそうれ しけれ かかる 言の^ち りくと 忍へ ぱ 

七月ば かリに 若き 女 段 お 見に 遊び 步き ける 夜藏人 公俊 新少 納 一一 ーほ が 局に 入 

リに けりと 人々 いひ あ ひつ 、わら ひけ る を 九月 つ ごも リ 方に 上き こしめ 

して 御た  う 紙に せ；！ きつけさせ 給 ひける  後 ！ーー  條-院 御製 

秋風に あ ふ 言の葉 や 散り ぬらむ その 夜の 月の もりに ける かな 

^忠朝 E 物い ひける 女の 姪なる 女に 义 すみう つ リ侍リ ける を^き て つか 

はしける  赤染衞 門 


o よも さらしな まさか さう では 

あ 3 まい G なケ、 ^：に にかけ；， I も 

の 0 


〇 花 心 うはき 心 0 あたな 心。 


era さ こそ わたれ 常に 閔 


まことに や をば すて 山の 月 は 見る よも さらしな と 思 ふわたり を 

語ら はむ とい ひて 道 命 法師の 許に まう で來 たる 人の よみ 侍リ ける 讀 人し 、り ず 

絕ぇ やせむ いのち も 知らぬ 水無瀨 川よ しな がれても 心み よ 君 

近き 所に 侍リ ける に 音し 侍ら、 ざリ ければ 村 上 の 女 三宫の 許よ リ思ひ へ だ 

てけ るに や 花 心に こそな ど いひお こせた る 返事に  規子內 親王 

いはぬ ま をつ ， みし 程に くちなしの いろに や 見えし 山ぶ きの 花 

茛遏 法師の い ひ 渡る 人 にあ ひ 難き 由 をな げき わた リ侍リ ける に 今日な む 

かの 人に あ ひたる とい ひお こせ 侍リ ければ 逍 はしける  藤 原 孝 善 

うれし さ をけ ふ は 可に か 包 むらむ 朽ち果て にきと 見えし 快 を 

語ら ひたる 男の 女の 許に 遣 はさむ とて 歌 こ ひ 侍りければ まづ 我が 思 ふ 事 

をよ み侍リ ける  和 泉 式部 

^ら へ ば なぐさむ こと も ある もの を 忘れ やしなむ 戀の まぎれに 

五節の 命婦の もとに 高定 忍びに かよ ふと 聞きて 誰と も 知らで かの 命婦の 

許に さしおかせ 侍リ ける  六條 齋院宜 旨 

忍び音 を 聞き- ^ そわ たれ 時鳥 かよ ふ 垣根の かくれなければ 

そらごとな げき 侍りけ る顷 語ら ふ 人の たえて おとし 侍らぬ に つか はしけ 

後 拾^ 和歌 集 第 十八 雜四  ヒ四七 


〇 蓑 字の 浦 石 見國 にある。 

〇 御 あが 物 跋 なする 時に 罪の あ 

がな ひミ して 53 す もの。 


〇 筑麽 0 神の 云々 近 江闭 S 筑摩 

神社の 祭に は、 S1 の 女が 逢った 男 

の敉 たけの ^を か^って 神 舆の御 

供 をす るので、 ，ての 意味から 詠ん 

Ij も の 0 


後 拾 遣 和歌 集 第 十八 雜四  七 四 八 

る  馬內侍 

憂 かりけ る 蓑 宇の 浦のう つせ 貝むな しき 名のみ 立つ は 聞きき や 

御 あが 物の 鍋 を もちて 侍リ ける を大盤 所よ リ 人の こ ひ 侍りければ 遣 はす 

とて 鍋に 書きつ け侍リ ける  藤 原顯辋 朝臣 

お ほつ かな 筑 摩の 神の 爲 ならば いくつか 鍋の かす はいるべき 


〇 二葉の 松 

もの" 


一條 院を 申し 上 ゆた 


c 御 はかし 御 woo 


後 拾遺 和歌 集 第 十九 

： 維 五 

後冷泉 院の み この 宮と 申しけ る 時 ニ條院 はじめて 參り給 ひける を 見 奉る 

事 ゃぁリ けむよ み侍リ ける  出羽辨 

春 ごとの 子の 日 は 多く 過ぎ つれ どか かる 一 一葉の 松は兒 ざり き 

二 條院ま 宮にま ゐリ給 ひて 藤壺 にお はし ましけ る に 前 屮.^ の この ふぢつ 

ぼに おはせ し 事な ど 思 ひ 出づる 人の 侍リ ければ  大贰 三位 

しのびねの 淚 なかけ そかくば かりせば しと 思 ふころ のた もとに 

かへ し  出羽辨 

春の 日に 歸ら ざり せば いにし へ の袂 ながら や 朽ち^て なまし 

後^泉 院 のみ この 宮と 申しけ る 時 上の をの こども 1 品の 宫の 女房と 諸共 

に 花 を もて あそびけ るに 故 中宮の 出 羽 も 侍る と 聞きて 逍 はしける 源爲善 朝臣 

はなざかり 春の 山邊の あけ ほのに 思 ひわす るな あきの ゆ ふぐれ 

三條院 春宫と 申しけ る 時 式部 卿敦義 親王う まれて 侍りけ るに 御 はかし 奉 


後 拾 遣 和 耿集第 十九 雜五 


七 B 'ゴ 


〇 たち 造りえ 太刀 造 江 o  SW 津國 

にある。 これに 太刀 を 造り 得た- yj 

いふ 意 をよ そへ たもの。 

O 近き 守 、近 窬大將 をい ふ。 

O ち， >  につけ あれこれ につけて 


後 拾 遣 和 歜集第 十九 雜五  七 五 〇 

ると て 結びつけて 侍リ ける  入道 前 太 政 大臣 

よろ づ世を 君が まもりと いのりつ  >  たち 造りえ のしる しと を 見よ 

御 かへ し  三倐院 御製 

いにしへ の 近き 守を戀 ふる 閒 にこれ や 忍ぶ る しるしな りけ り 

或 人 云 ふ 此の 歌 は 故 左 大將濟 時み こたち のお ほぢ にて 侍リ ければ け ふ 

の 事 を か の 大將 や 取扱 は ましな どお ぼし 出で てよ ませ 給 ひけるな リ 

一 條攝政 かくれ 侍 リて後 少將義 孝子う ませて 侍りけ る 七夜に 昔 を 思 ひ 出 

でて よみ 侍リ ける  法 住 寺 太 政 大臣 

ち  >  につけ 思 ひ ぞ出づ る 昔 をば のどけ かれと も 君 ぞい はまし 

六條 左大臣 身 まか リて 後播 磨の 國に 下リ 侍りけ る に 高 砂の 程に てこ K は 

高 砂と なむい ふと 或 人 い ひ 侍りければ 昔 を 思 ひ 出 づる事 ゃぁリ けむよ み 

侍リ ける  源 相 方 朝臣 

高 砂と たかくない ひそむ かし 聞きし 尾 上の しらべ まづぞ こ ひしき 

後 1 條院を さなく おはし ましけ る 時 祭御覽 じけ るに い つ きの 渡 W 侍リけ 

る をり 入道 前 太 政 大臣 いだき 奉リ 侍りけ る を 見た てまつ りての ち に 太 政 

大臣の 許に つか はしける  選子內 親王 


〇 あふひ や 茭 に 逢 ふ を かけた 

の * 


〇 たち やよ る VJ て «1这 に 立ち寄 

る VJ、 川痕が 寄る ミを かけた もの 


〇 みゆき •/.- か 世にば ふらせて み 

alvj 行幸、 降らせ */」 云 ひふれ させ 

る *、J を かけた もの o 


C8W ゆなら で 上の 三 句 はこの 句 

の 序 o 


c 心づ かひ 春 日の 使に かけた 

の。 心； ぉ逍 ひ。 


光 出づる あふひの 影 を 見て しかば 年へ にけ る も 嬉し かりけ り 

か へ し  入道 前 太 政 大臣 

もろ かづら 一 一葉ながら も^に かく あふひ や 神の しるしな るら む 

後 ； 倐院 9 御時贺 茂 行幸 侍リ ける に 上 東 門院 御 こしに 乘らせ 給 ひて 紫 野 

ょリか へらせ 給 ひける 义の あした 聞え させ 給 ひける  選子內 親王 

行幸せ し賀 茂の 川 浪歸る さに たち や よるとて 待ち あかしつ る 

後冷泉 院の御 時 上お 門院に みゆき あらむ としけ る をと ビ まりて 後う ちょ 

リ硯 の筘の 蓋に 櫻の 枝 を 入れて 奉らせ 給 ひた リ ける 御返しに お ほせ ごと 

にて よみ 侍リ ける  上來 門院 屮將 

みゆきと か 世に はふら せて いま はた V 梢の さくら 散らすな りけ り 

小 辨齋院 に まゐリ 侍リて ほのか に 見奉リ たるよ し いひお こせて 侍 "ける 

返事に  六條^ 院宣 旨 

ゆ ふしで やしゅき 木の ま を 漏る 月の 朧 ゆなら で 見えし 影 か は 

宇治 前 太 政 大臣 少將に 侍りけ る 時 春 U の 使に いでたち 侍る に 又の = 雪の 

降り 侍リ ける に 大納言 公任が 許に つか はしける  入道 前 太政大 E 

わか 菜つ む 春 日の はらに 雪 ふれば 心づ かひ を 今日 さ へ ぞ やる 

後 拾遺 £ 馱集第 十九 雜五  七^ 一 


「ま ケ かへ しにす 家 を 返す ミ、 

家 を 返歌に する" /J を 通 はせ たもの 


〇 年 をへ てす める 年な 經て 住む 

VJ、  S むミ み-かけ.^ もの o 

〇 み づはク む 水 は 汲む に、 瑞酋 

クむ なかけ たもの o 瑞齒 ぐむ は、 

年寄って 齒が ぬけた 筏、 更に 小さ 

ぃ齒が 出來る 意で、 非常に 年寄る 

こ VJ* いふ o 


後 拾 遣 和歌 集 第 十九 雜五  七^ 二 

か へ し  前 大納言 公任 

身 をつ みて お ほつ かなき は 雪 やまぬ 春 日の 野邊の 若菜な りけ り 

二 條前太 政 大臣 少將 に侍リ ける 時 春 日の 使に まか リて 又の H 霧の いみ じ 

う 立ち 侍リ ければ 入道 前 太 政 大臣の 許に つか はしける 

みかさ 山 かすが の 原の 朝霧に か へ り 立 つらむ けさ を こそ 待て 

上 ま 門院 長家の 民 部 卿の 三條の 家に 渡らせ 給 ひた リ ける 頃に はかに 行幸 

ありて 近き 人 々 の 家め されければ まかる ベ き 所な き 由 奏せ させ 侍りけ リ 

その 返事に 歌 をよ みて 參ら せよ と 仰せられければ 雪 ふる 日よ みて まゐら 

せけ る  伊勢 大轄 

かしら 

年つ もる 頭の 雪 はお ほ ぞらの ひかりに あたる 今日 ぞうれ しき 

家 を か へ しにす と 仰せられて ゆるされ にけ リ 

冷泉 院 東宮と 申しけ る 時 女の 石 井に 水く みたる 形繪 にかき たる をよ めと 

仰せ ごと 侍りければ  源 重 之 

年 をへ てす める 清水に 影 見れば みづ はぐむまで 老い ぞ しにけ る 

春 頭 白き 人の ゐ たる 所 辯に 書け る を  花山院 御製 

春 來れど 消えせ ぬ 物 は 年 をへ て かしらに 積る 雪に ぞ ありけ る 


o 世に vj よむ 世に なり ひ"..' く 

〇 小 a の 山 山城 國乙 訓邶 にあ 

〇 みゆき 降りつ みしみ 雪ミ、 

ぺら？ 2 の ；. 仃幸 VJ を か けた もの 0 


〇 山 井の 水 Kis の 小 忌 衣の 山 藍 

色に かけて いふ o 


三條院 の 御^ 大 I 會 の御澳 など 過ぎて の 頃 雪の 降リ 侍" ける に大 原に 住 

みける 少將 井の 尼の 許に つか はしける  ^勢 大輔 

とよ ふ. ^ぎ  を しほ 

世に とよむ 豐 の御變 をよ そに して 小鹽の 山の みゆき を や 見し 

かへ し  少將井 尼 

4- しほ やま 

小歸山 ， 〕す ^も 見えす 降りつ みし そやす ベ ら ぎの みゆきな るら む 

ごせち 

一 倏院 うせさせ 給 ひて 上柬 門院 里に まかり 出で 給 ひに ける 又の 年 五節の 

頃 昔 を 思 ひ 出で て 上の をの こども 引きつれて 參リ て侍リ ける 屮 によみ て 

いだし ける  ^勢 大輔 

はやくみ し 山 井の 水のう す冰、 フ ちとけ ざま はか はら ざり けり 

屮 納言贲 成 宰相に て 五節 奉りけ るに 妹の 弘徽 殿の 女御の 御 許に^ リ ける 

人 かし づきに 出で たリ ける を 中宮の 御 方の 人々 ほ のか に 聞きて 見なら し 

i , レ？  1 

けむ Is 敷 を かし づきに て 見 るら む 程 も 哀れと 思 ふらむ と いひて 箱の 蓋に 

しろがね  •  かづら 

白銀の あ ふぎに 蓬萊の 山つ くリ などして さしぐ しに 日影の 蔓を 結びつけ 

てた きもの をた てぶ みに こめて かの 女御の 御 方に 侍リ ける 入の 許よ リと 

おぼしくて 左 京の きみの 許に とい はせ て 果ての 日 さしおかせ ける 讀人 しらず 

多 かりし 鬱の宫 、さし 分けてし るき 日 かゆ を あはれ と ぞ^し 


後拾遗 和歌 集 第 十 力 雑 五 


五三 


CSJ 手 文字 をく づ して 葦な 5」 の 

生え；..！ さまに 帝：； a いた もの 0 


〇 かざみ 宮女ゃ 子供 厂 Sj が 初夏 

の 上 著に した 服 0 


〇 か いっくろ ひっかう まつりけ る 

人 五節の 舞の 時の 衣紋な^ を か 

いっくら ふこ VJ を 掌る 人。 


o かくれな きょ •、.- よの あかり 

封して 云った 詞。 


後 拾 遣 和 馱集第 十九 雜艽  • 七 五 四 

かくて 臨時 祭に なリ てニ條 前 太 政 大臣 中將に 侍リて 祭の 使し 侍リ ける に 

あ リし筘 の 蓋に ぢんの 櫛 白 かねの かう が い 金の 莒に 鏡な ど 入れて つか ひ 

は屮宫 のはらから なれば にや 口 かげと 覺 しくてか^ み の 上に 葦 手に て 書 

きて 侍 リけリ  .  藤 原 長 能 

ひか ゆ 草 か  >  やく かゆ やまが ひけむ ますみの^ くもらぬ もの を 

同じ 人の 五節の わら はの かざみ かし づきの^ 衣に 靑ずリ をして 赤 紐な ど 

つけた リけリ 人々 見 侍りけ る に 靑き紙 の はしに 書きつ けて 結びつ け さ せ 

侍リ ける  選子內 親王 

神代より すれる 衣と いひながら 又 かさねて もめ づ らしき かな 

一 ^院 の. 御 時 皇后 宮 五節 奉らせ 給 ひける にかいつ くろ ひっかう まつ リけ 

る 人 の つけて 侍りけ る 赤 紐のと けて いかにせ むと いひけ る を 聞きて 結び 

つくと てよ み侍リ ける  藤 原 貸方 朝臣 

足 引の 山 井の 水 はこ ほれる をい かなる ひもの 鮮 くるな るら む 

物い ひ侍リ ける 女の^ 節に 出で てこと 人に と 聞き 侍リ ければ つか はしけ 

る  源賴家 朝臣 

を みごろ も 

まこと にゃあ また かさねし 小 忌 衣と よの あかりの かくれな きょに 


o その 原に こそ あらね， 〕.- も 信 港 

の 地名せ， w^i にかけ たもので、 そ 

なた の 腹に^ まれた ので はない が 


〇 おなじ 所に かへ る 波が 返る の 

S,H 分が 歸 るの ミを かけて 云った 

もの <* 


人 のこ をつ けむと 契りて 侍り けれど 籠り ゐ ぬと 聞きて こと 人に つけ 侍リ 

ければ よめる  ^浪 原腎 

おも ひき や 我がし め ゆ ひし なでしこ を 人の 籁 s 花と 見む と は 

父の しなの なる 女 を 住み 侍りけ る 許に つか はしける  . 平 正 家 

信 濃なる その 原に こそ あらね ども 我が は ， き 木と 今 はたの まむ 

一 條院の 御 時大貳 佐现筑 紫に 侍りけ るに 御手 本書き に 下し 遣 はした リけ 

れば思 ふ 心 かきて 奉らむ とて 害き つくべ き 歌と てよ ませ 侍リ ける によめ 

る  源 重 之： 

みやこへ といきの まつ 原い きか へ り 君が ちとせに あはむ とすら む 

父の 許に をさなくて 筑 前の 國に 侍りて 年 へ て 後 成 順が 其の 國 になり て 侍 

リ ければ 下りて よめる  屮 將 尼 一 

その かみの 人 はの こら じ 箱 崎の 松ば かりこ そわれ を 知 るら め 

阿波 守に な リて又 同じ 國 にか へ リ なりて 下リけ るに こづかみ の 浦と いふ 

所に 浪の たつを 見て よみ 侍リ ける  藤 原基& 朝臣， 

こづかみ の沛 にと し へ てよ る浪 もお なじ 所に か へ るな りけ り 

賴 ^朝臣 紀伊 守に て侍リ ける 時い ふべ き 事ぁリ てま かりてけ る を殊. &に 

後^ 遺 和歌 集 第 十九 雜五  七 五 五 


後 拾 遣 和歌 集 第 十九 雜五  七^-; ハ 

物い はざリ ければ よみ 侍リ ける  連敏 法師 

老の 波よ せじと 人 はいと ふと も 待 つらむ もの を わかの うらに は 

肥 後守義 淸下リ 侍りての 年の 秋 さが 野の花 は 見き やとい ひお こせて^ リ 

ける 返事に 逍 はしける  源 兼 長 

うち むれし 駒 もお とせぬ 秋の 野 は 草 かれ ゆけ ど 見る 人 もな し 

あづまに 侍りけ る はらからの 許に たよりに つけて つか はしける 源 兼佼母 

に ほひき や 都の 花 は あづま ぢの 東風の か へ しの 風に つけし は 


〇 は- 


博 多。 今の 一福 岡 市の 中 


〇 は， -' かり £關 憚の 關。 ^奧に 

あった 閼所 o 

c 思 ひため たる 事 多く 溜めて^ 

い， '思 ひ。 弓 の綠で ためる ミ云 つ 

たもの o 


へ 


康資王 母 


吹き か へ す こちの か へ し は 身にしみき 都の 花の しるべ と 思 ふに 

筑 紫より 上らむ とて はかた に 侍りけ るに 館の 菊の 面白く 侍りけ る を！^ て 

大甙 高遠 

とり わきて 我が身に 露 やおき つらむ 花より さきに まづぞ 移ろ ふ 

みちの くに に 侍りけ る に 屮將宣 方 朝 E の 許に つか はしける  藤 原實方 朝臣 

あづま * ち 

やすら はで 思 ひたちに し東路 にあり ける もの を は ，>, かりの 闢 

語ら ひ侍リ ける 人 の 許に みちの くによ リ弓 をつ か はすと てよ み 侍りけ る 

* ゆみ 

みちの くの あだちの 眞弓 君に こそ 思 ひため たる こと はかたら め 


〇今 ぞいく 田の 杜 せ 出 G 杜に、 

今 行く"、. - いふ を かけた もの。 


〇 法に あふひ 法に^ ふ B を、 葵 

にかけ たもの _* 


o た *> にて はやまし なの 里 山 科 

の g を 詠み 込んで、 その ま.' では 

やまね VJ 云 ふ S を あら はした もの 


赏方 朝臣み ち のく にに 侍リ ける 時 いひつ か はしける  大江 ！1£1 銜朝 E 

都に はたれ をか^ はお も ひ 出づる みやこの 人 はきみ を戀 ふめり 

か へ し  藤 原 寅 方 朝 は 

忘られぬ 人の 中には わすれぬ を 待 つらむ 人の なかに 待つ や は 

攝津國 に； 迎ふ 人の 今な む 下る と いひて 後に も 又 京に ぁリ ける を きて 人 

に 代りて よめる  赤 染衞門 

ありて や は 音せ ざるべ き津の 國の今 ぞいく 田の 杜と いひし は 

六 波^と いふ 寺に かう に參 リ侍リ ける にきの ふの 祭の か へ さ に 見け る 車 

の 傍に ー乂 ちて 侍りければ いひつ か はしける  相  摸 

のり 

きの^まで 神に 心 を かけし かどけ ふこ そ 法に あふひな り けれ 

やました 

石山に 參リ ける 道に 山 科と いふ 所に て 休み 侍リ ける に 家 あ る じの 心 ある 

さま に 見え 侍りければ 今歸る さに など い ひ 侍りけ る をよ にさし もと い ひ 

侍リ ければ  和 泉 式部 

歸るさ を 待ち， 3  > ろみよ かくながら よもた  >  にて はやまし なの 里 

山 階 寺 供養の 後 宇治 前 太 政 大臣の 許に つか はしける  堀 河 右大に 

ふかきう みのち かひ は 知らす みかさ 山 心た かく も 見えし 君 かな 

後^ 遣 和歌 集 第 十九 雜五  七 五 七 


〇 人 江の あしの ひ •/」 よ 葦の 一節 

を 一 夜に 云 ひかけ たもの。 


〇 伏 見の 里の. s; を も 伏 見の 里 を 

K して 見る に 通 はせ たもの。 


後 拾遺 和歌 集 第 十九 雜五  七 五八 

山 に まかりて 歸る逍 に 家 經が西 八 條の家 近し と 聞きて 車 を 引き入れて 

見ぁリ きけ る に 難 波 わた リの 心地 せられて いと を かしう 侍リ ければ 硯の 

筘の 上に 書きつ け侍リ ける  伢 勢 

こも 枕 かりの 旅寢 にあ かさば や 入江の あしの ひとよば かり を 

山里に まか リて 口 慕れ にければ  源 賴 

日 も くれぬ 人 も か へ りぬ 山 ざと はみ ねの 嵐のお とば かりして 

伏 見と いふ 所に 四 條宮の 女房 あまた 遊びて 日暮れぬ さきに か へ ら むとし 

ければ  橘 俊 綱 

みやこ 人暮 るれば かへ るい まより は 伏 見の 里の 名 を もた のま じ 

語ら ふ 人の 許 に 年^ ぁリ てま かりたり ける にお ぼめ くさ ま にゃあり けむ 

よみ 侍リ ける  讀 人し 

杉 もす ぎ 宿 もむ かしの 宿ながら か はる は 人の こ 、 ろな りけ り 

ひえの 山に 二月 五番と て 花な ど 作る 事 侍 リけリ その 花つ くらせむ とて 人 

の 山に よび 登せ て 侍りければ 昔 こ の 山に て 物な ど學 びけ る 事 思 ひ 出で て 

蓮 仲 

思 ひき や ふるさと 人に 身 をな して 花の たよりに 山 を 見む と は 


〇 人し もこ そ あれ 人 も あるに o 

人 も 多く あるな かで そなたが o 

O こちく  竹の 笛 o 此方 来 


〇ぅ にさ，；.〕 し 6 ぉ"葉3綠で 


C 常なら ぬ 無常の。 


〇 もちながら 杯 を 持ちながら 

さか づきの つきの 綠で 望ながら 

を かけた もの G 

〇 さしもう けなむ 杯 を さ 

の 光が さす VJ を かけた もの o 

〇 心 もえで ^の 心 も わから や 


ある 所に ^申しけ るに 御簾のう ちの 琴の あかぬ 心 をよ み侍リ ける 大屮 臣能宜 朝臣 

絕 えに ける はっかな るね を 繰り か へ し 葛の を こそ 聞か まほし けれ 

入道 一 品宮に 人々 參リて 逸び 侍リ ける に 式部 卿 敦^の みこ 笛な ど を かし 

く 吹き 侍リ ければ かの みこ の 許に 侍リ ける 人の 許に 又の日よ ベ の 笛の を 

かし かリ しょし いひに 逍 はした リ ける をみ こ傳 へ閗 きて 思 ふ 事の 通 ふ に 

や 人し もこ そ あれ 聞き とがめけ る 事な ど侍リ ける 返事に  相  摸 

いっか 又、 ) ちくなる べき 驚の さ へ づり そめし 夜半の ふえた け 

人の あ ふぎに 山里の 人 も 住まぬ わた リ かきたる を 見て よめる  大中 臣能宜 朝 E 

牡鹿 ふす しゅみに はへ る 葛の 葉の うら さびし ゆに 見 ゆる 山 M 

法師の 色 このめる を 見て よめる  源 重 之 

常なら ぬ 山の 櫻に こ、 ろい りて 池の はちす をい ひな はなち そ 

人の かめに 洒 入れて 杯に そ へ て 歌よ みて 出し 侍リ ける に  藤 原爲賴 朝臣 

もちながら 千世 もめ ぐらむ さか づきの 淸き光 はさし もうけな む 

小 倉の 家に 住み 侍リ ける 顷 雨の 降リ ける 日 蓑 かる 人 の侍リ ければ 山吹の 

枝 を 折リて とらせて 侍リ けり 心 もえで まか リ 過ぎて 又の日 山吹の 心 もえ 

ざリ し. W いひに おこせて 侍りけ る 返事に いひ 遣 はしける  屮務卿 兼 明 親王 

お C な リス 集 第 十九 雜五  七 五 九 


o いもせ 妹ミ 兄。 


O め をつ  >  みて めは^:^ o 


〇 め をく はせ けむ お^にかけて 

云った もので、 めく はせ をした の 

であらう の 意 o めく はせ は、 目で 

その 心な あ に はすこ VJO 


〇 は. 

もの n 


• て 


後拾遗 和歌 集 第 十九 雜五  七 六 〇 

七重 八重 はな は 吹け ども 山吹の みの 一 つ だに なき ぞ かなしき 

陸與守 則光藏 人に て侍リ ける^い もせな ど いひつ けて 語ら ひ侍リ ける に 

M へ 出で たらむ 程に 人々 尋ねむ にあ リ かな 告げ そと いひて 里に まか リ出 

でて 侍リ ける を 人々 せめてせ うと なれば 知 るら むと ある は いか^すべき 

と い ひお こせて 侍リ ける 返事に め をつ 、みて 遣 はした リ ければ 則 光 心 も 

えで いかにせ よと ある ぞ とまう で 來て問 ひ侍リ ければ よめる  沾少納 言 

かづき 

潛 する 蟹の ありか を そ f  〕 なりと ゆめい ふなと やめ をく はせ けむ 

駿河 守闽& とポ に乘リ て 物に まか リ ける 道に 父の ^季が 莴 ありと て 俄に 

^よ リぉリ 侍リ ければ よめる  源賴俊 

足^ 根 ははかなくて， ) そやみ にし かこ は何處 とて 立ち どま るら む 

山に すみう かれて 越の 國に まか リ下リ ける に 思 ひかけ ず良暹 法師な ど あ 

そび て 昔の事 思 ひ 出で て 侍りければ よめる  慶範 法師 

f へ どもい かに 習 ひし 道 なれば 知らぬ 境と まど ふな るら む 

筑 紫よ リ上リ て道雅 三位の 宽 にて 松^と いはれ 侍りけ る を 膝に すゑて 久 

しう 見た リ つるな どい ひて よみ 侍りけ る  帥 前內大 Jd 

淺茅 生に あれに けれども 古里の 松 はこ だかくな りに ける かな 


〇 まゆ- /J しめ 美女 をい ふ o 催お 

^に 「みまく さ VJ りかへ まゆ VJ し 

め 0」.、., あるに よつ て 云った もの o 

o かひ こそな けれ 甲斐がない VJ 

いふに、 飼 ひ を かけた もの 0 


前 伊 ^ 守義孝 宇治 太 政 前 大臣のう まやに 下リ たりと 聞きて 遣 はしける 

天台 座主 敎阊 

古の まゆと しめに も あらね ども 君 はみ まく さ 取りて かふと か 

使 こざ リ ける さきに 許された リ ければ 返事  藤 原義 孝 

はなれても かひ こそな けれ 青馬の 取り 繫 がれし 我が身と 思へば 


後 拾遺 和歌 集 第 十九 雜五 


七 六 一 


後 拾 遣 和 欲 集 第二 十 雜六 


七 六 二 


<? 俘 いっき 伊勢の いっきの 

みこ。 齊王 をい ふ。 


〇gi のお そり 少しの 恐れ n 


〇 お ほおち i つま；，. J すけち か 祖 

父 VJ 父./」、 


〇 あく がれ W づる玉 うかれて 出 

る 魂 o 


後 拾遺 和歌 集 第二 十 

申  氏 

ポ  1 瓜 

長 元 四 年 六月 十七 日伢 勢の いっき 內宫に 參リて 侍りけ るに 俄に 雨ふり 風 

吹きて い つきみ づ から 託宣して 祭主 輔親を 召して お ほ やけ の 御 事な ど 仰 

せられけ る ついでに たび./ \ 御み きめして かは、 りけ 賜 はすと てよ ませ 給 

ひけ る 

杯に さやけ きか ゆの 見え ぬれば 塵のお そり は あら じと を 知れ 

御 和 を 奉りけ る  祭主 輔親 


お ほぢち ， うま ごすけち か 三代までに 戴き まつる すべ ら御神 

男に 忘られて 侍リ ける 頃 貴 船に まゐ りて みたらし 川に 螢の 飛び 侍リ ける 

を 見て よめる  和 泉 式部 

もの 思 へ ば さはの 螢も わが 身より あく がれ 出 づる玉 かとぞ 見る 


o-rf- 故る はかり 速つ 瀬の 玉 VJ か 

けて、 魂の 佾 える 程 V」 受けた もの 


〇 さ ミ の-、. -ね S の 刀 躍。 村の 長 


後 拾^ 卯^ 集 第二 十 雜六 


御 かへ し 

おく 山に たぎり て 落つ る 瀧つ 瀨の玉 散る ばかり ものな 思 ひそ 

此の^ はきぶ ねの 明 神の 御返しな リ 男の 聲 にて 和 泉 式部が 耳に 聞え け 

ると なむい ひった へたる 

世 の 中 さわがしく 侍リ ける 時 さとのと ねせ 一 旨に てまつ リ つかう まつる ベ 

きを 歌 二つな むいるべき とい ひければ よみ 侍リ ける  魃原長 能 

しろた へ のとよ 御幣 を とりもちて いは ひぞ そむる むらさきの 野に 

今より は あらぶ る 心 まします な 花の みやこに やしろ さだめて 

此の 歌 或 人の いはく 世の 屮騷 がしう 侍リ ければ 船 岡の 北に 今^と いふ 

神 をい は ひて お ほやけ も 神馬た てまつ り 給 ふとな む いひ 傳へ たる 

稻苛 によみ て奉リ 侍リ ける  惠慶 法師 

いなり 山み づの 玉垣う ちた ， き 我がね ぎ 言を祌 も， 〕 た へ よ 

すみよし の宮 うつ リの日 かきつけ 侍リ ける  山. 口重 如 

K 吉の松 さ へ か はる ものなら ば 何 かむ かしの しるしなら まし 

一 條院の 御 時 はじめて 松 尾の 行幸 侍リ ける にうた ふべき 歜 つかう まつり 

ける に  源 兼 澄 

七 六 三 


0 山の かひ ある 山の 峡 V. -、 甲斐 

あ る */」 を かけた もの o 


〇 う？」 濱 ^度^。 餒河 にある 

三 保の 松原の 附近 o 

〇 ば ふりこ 祝 子 o 祌に窣 仕す 

もの。 羽振りに かけて 云 ふ。 


〇 みぞ 御衣。 御 装束 o 

〇 ゆた ゆ ゆたかに 。十分 


後拾遗 和歌 集 第二 十 雜 六  七 六 四 

千 早ぶ る 松の 尾 山の かゆ 見れば けふぞ 千年の はじめな りけ る 

後 三 條院の 御 時 始めて 日吉 社に 行幸 侍リ ける に 東 遊に うた ふべ き 歌 仰せ 

ごとに てよ み侍リ ける  大貳實 政 

あきらけ き 日 吉の御 神き みがた め 山の かひ あるよ ろ づ代ゃ へ む 

同じ 御^ 祇園に 行幸 侍リ ける に柬 遊に うた ふべ き 歌め し 侍 W ければ よめ 

る  藤 原經衡 

ち はやぶ る 神の 園なる ひめ 小 松よ ろ づょ經 ベ き はじめな りけ り 

大^ 野 祭の 上 卿に てま ゐリ て侍リ ける に 雪の 所々 消えけ る を 見て よみ 侍 

りけ る  お^ 卿 伊^ 

さかき^に ふるしら 雪 は 消えぬ めり 神の こ ， ろ もい まや 解 くらむ 

式部 大輔赘 業 伊豫 守に 侍リ ける 時 彼の 國の三 島 明 神に あづま 遊して 奉リ 

ける をよ める  能 因 法師 

うど 濱に あまの 羽衣む かしきて ふりけ む 袖 やけ ふの はふり こ 

大贰成 章 肥^ 守に て侍リ ける 時 阿蘇 社に 御 装束 奉り 侍りけ るに 彼の 國の 

女の よみ 侍リ ける  讀人 しらず 

あめ  ひろ 》* へ 

天の した はぐ ， む 神の みぞ なれば ゆた ゆに ぞ たつみ づの脔 前 


n.orM  ？ おの I! から 出る^ 水に 

.C  ■  >^ 八幡 .5« の^を かけた もの 0 


〇 いがき 忌埕。 ：レ^ーに2:じ0 

〇 きぶね は 人 を 贵 船 .3 神 を、 船 

に 云 ひかけ たもの o 


〇 いにしへの わかれの 庭 釋迦入 

16 の <M 時 o 


八幡に まう でて よみ 侍リ ける  ^基 法師 

こ/' にし も わきて 出で けむ 石淸水 かみの 心 をく み も 知らば や 

住吉に まゐリ てよ み 侍リ ける  蓮 仲 法師 

住 吉の忪 の しづえに 神 さ ひて みどりに 見 ゆる あけのた まがき 

石^水に 參リ て侍リ ける 女の 杉の 木の本に 住 吉の社 をい は ひて 侍リ けれ 

ば 社の はしらに 書きつ けて 侍リ ける  讀人 しらず 

さも f  〕 そ は (伯 はか はらめす みよしの 松 さ へ 杉に なりに ける かな 

貴 船に まゐリ ていが きに 書きつ け侍リ ける  藤 原 時 Has 

思 ふこと なる 河 かみに あと 垂れて きぶね は 人 を わたすな りけ り 

後冷泉 院の御 時き さ い の宮の 歌合に 春 日の 祭 をよ み侍リ ける  藤 原 範永 朝臣 

け ふ 祭る み • かさの 山の 钟 ませば あめが 下に はき みぞ さかえむ 


山 階 寺の 涅. 架講に まう でて よみ 侍リ ける  光源 法； 1 

し へ の わかれの 庭に 逢へ りと もけ ふの 淚ぞ なみだなら まし 

前 忭 師^ 返 

^^^和歌 集 第二 十 雜六  七 六^ 


後 拾 遣 和 欲 集 第二 十 雜六 


七， 


〇 薪つ きにし 機 緣の盡 きる 事 „ 

人滅 する こ.、 J0 

〇 二  BJ 十五 日 稃迦人 滅の日 0 


o 法に あ ふぎの 風 法に 逢 ふ を、 

扇の 風に 云 ひかけ たもの o 

〇 懺^ 疆 侮して 修行す る こ v」o 

法^ 燧 法、 K-fJ 曰懺法 等が ある o 

o 九し な 凡 品 o 


常よりも 今日の 霞ぞ あはれ なる 薪つ きにしけ ぶりと おも へ ば 

二月 十五：； 1 の衩屮 ばか リに 伊勢大輔が 許に 造 はしける  慶範 法師 

いか なれば 今宵の 月の さ 夜中に 照らし も 某て で 人り しな るら む 

かへ し  伊勢大輔 

世 を てらす 月 かくれに しさ 夜中 は あはれ 閻 にやみ なま どひけ む 

二  H: 十五 日夜 月の あかく 侍リ ける に 大江佐 国が 許に つか はしける 讀人 しらず 

山の はに 入りに し 夜半の 月 なれ どな ごり は 又も さやけ かりけ り 

太 皇太后 宮東 三倏 にわた リ給 ひた リ ける 頃 その 御堂に 宇治 前 太 政 大臣の 

扇の 侍リ ける に 書きつ け侍リ ける  伊勢大輔 

積 るら む 塵 を もい かで はら はまし 法に あ ふぎの 風の うれし さ 

懺法 おこな ひ侍リ ける に佛に 奉らむ とて 周 防 内侍の 許に 菊 を こ ひ 侍りけ 

るに おこせて 侍リ ける 返事に  辨 乳母 

八重 菊に はちす の 露 を 置き そ へ て 九し なまで うつろ はしつ る 

太 皇太后 宫 五部 大乘經 供養せ させ 給 ひける に 法華經 にあたり たる 日よ み 

侍りけ る  康資王 母 

唤 きがたき 御 法の はなに おく 露 ややが て 衣の たまと な るら む 


〇 みつの $ 三 SP 佛の敎 を 三つ 

の享に ttl へて いふ。 酷 n 乘な羊 車 

ざし， 辟 支 佛乘な 鹿 車 VJL、 大乘 

を $VJ する o 

〇 いちみの 雨 一味の 雨 o 平等な 

佛の 慈悲な、 くうる ほひ わたる 

Jp こ  一^ T  、 たも- リ o 

0 月の輪 月^^に 同じ。 十六 S 

相の 一 で、 月の 姿が 水に 浮ぶ を 魂 

* 法。 


c 常なら ぬ 我が身 無常の わが 身 

c 世に すみ ミ ゆむ 亊 S む を 住む 

にかけ たもので、 この 世に いつま 

でも^んで ゐる 事。 


故 土 御門 右大 E の 家の 女 麼車三 つ にあ ひ 乘リて ぼ だ い^に 參リて ^ りけ 

るに 雨の 降リ ければ 二 つの 車 はかへ リ侍リ にけ リ 今一 つ の审 に乘リ たる 

人 かう にあ ひて 後に 歸リ にけ る 人の 許に 遣 はしける  讀 人し 

もろともに みつの 車に のりし かど われ はいちみ の 雨に 漏れに き 


ず 


都 0 超 


前 大納言 公任 


へ 


辨 


月輪 觀を よめる 

月の輪に こ 、 ろ を かけし 夕より よろ づ のこと を f& と 見る かな 

Q ゐ ♦* き や- r- 

維摩 餒 の十喩 のなかに こ の 身 芭蕉の 如しと いふ、. 3 を 

風 ふけば まづ 破れぬ る 草の 紫に よそ ふるから に袖ぞ 露け き 

同喩 の 中に この 身 水 月 の 如しと いふ 心 をよ める 

常なら ぬ 我が身 は 水の 月 なれば 世に すみと けむ 事 もお ほえす 

三界 唯 一 心 

散る 花 も をし まばと まれ 世の中 は 心の ほかの ものと や は 聞く 

化 狨喩品 

こしら へ て假の やどりに やすめす ば まことの 道 をい かで 知ら まし 

康資王 母 

道と ほみ 中空に て やか へ らまし おもへ ばかりの 挤. ぞうれ しき 

後 拾 遣 和歌 集 第二 十 雜六  七 六 七 


伊勢大輔 


赤 染衞門 


後 拾 遣 和缺集 第二 十 雜六 


C 衣なる 玉 衣 G 中に かくれた 洙 

ない ふ。 法華^ G 中に ある 語 o 或 

人が 醉 うて 寐た閒 に、 他の 人が そ 

の 人の 衣の 裏に 资の珠 を 掛けて 去 

つたが、 その 人 は 之れ を 知ら. IV に 

他 國に行 き、 その I！ 人に 衣の 珠を 

みさめ られて 立身して 長者 VJ な つ 

た vj 云 ふ、 その S- へに よって 云 ふ 

C わしの 山 ^の 山。 比敎山 をい 

ふ 0 

〇 つねに 澄むな る 常住の。 


〇 花改リ にり 笛の 曲、 落 梅 o ち 

りたり は 笛の 薛 o 

o 二 木の 松 を 云々 雜の 四の 最初 

にある 歌 を さして 云 ふ。 


^百 弟子 品  赤 染衞門 

衣な る 玉と も かけ て 知ら ざり き ゑ ひさめて こ そ 嬉し かり けれ 

壽 S 品  康資王 母 

わしの m 隔 つる 雪 や ふかから むつね に 澄むな る 月 を 見ぬ かな 

苦 門 品  前 大 納 言 公任 

世 をす くふうち に はたれ か 人ら ざら む 普き 門 を 人し ささねば 

けちえん 

書お の ひじ リ； ii 緣經 供養し 侍りけ る に ひと.，^、 あまた 布施 をお くリ ける 

なかに S ふ 心 ゃぁリ けむしば しとら ざリ ければ よめる  遊女 宮卞 

津の國 のな に はの ことか 法なら ぬ あそびた はぶれ までと こそ 聞け 

觀詣歌 

題 しらず  讀人 しらず 

笛の 音の 卷 おもしろく 聞 ゆ る は 花 散りたり と 吹けば なりけ り 

橘季迎 みちの くにに 下りて 武隈の 松 を 歌に よみ 侍リ ける に 二 本の 松 を 人 

問 はばみき と 答 へ むな どよ み て侍リ ける をって に 聞きて よみ 侍りけ る 

僧正 深覺 


〇 よく 詠める 一： 木、 みき、 に對 

してよ く  VJ 云った もの o 


cs< の あだ はさ くら 呋, 

らミケ 通ば せた もの o 


o あ なかま あ、 やかましい 


〇 つみけ る つめった o 

〇は>  こつむ a 子 革な 摘む。 そ 

れに毋 が 子 をつ める の S み 一通^せ 

たもの o 母子 萆は三 n: 三 B 姘の中 

に まぜて ^くもので あるから、 上 

の 句に 三 Q の 夜の 阱 はく はじ V」 云 

つたので ある e 

〇 みなつきね 皆盡^ てし まへ。 

g なくなって しまへ。 水無月 を か 

r ひる *T ねぎに 似た 葉で 平た 

く * 奥氣 が ある o 

o ひる < さし s て 蒜く さい VJ, 

畫 くさい vj なかけ たもの。 棚 はた 

は 夜^ ふので 塞く さい ミ 云つ て 返 

したら ラ S 云 ふ 1W0 


武^の 松 は 一 一木 をみ きとい ふ はよ く 詠める に は あらぬな るべ し 

題し、 りず  源道濟 

喚か ざら ぱ櫻を ひとの 折ら まし や 櫻の あだ はさ くらなり けり 

藤 原赏方 朝臣 

まビ 散らぬ 花 もや ありと たづね 見む あな かま 暂し 風に 知らすな 

鄰 より 入の 三月 三日に 桃の 花 を こ ひたる に  大江嘉 言 

桃の 花や どに 立てれば あるじ さ へ すける ものと や 人の 見 るら む 

三 哓太政 太^ の 許に 侍りけ る 人 の 娘 を 忍びて 語ら ひ 侍りけ リ 女の 親胶だ 

ちて 娘 を いと 淺 ましう つ みけるな ど い ひ侍リ ける に 三月 三日 かの 北の方 

三 g の 餅^ へと て 出しけ るに よめる  藤 原^; 力 P 臣 

MS か  も *9 ひ 

三日の 夜の 姘 はく はじ ゎづら はし 聞けば よど 野に は、 こつむな り 

水無月 は、 りへ をよ み 侍リけ る  和 泉ず 部 

はら 

思 ふ 事み なつきね とて 麻 S 葉 をき りに きりても 祓へ つるかな 

ひるく ひて 侍リ ける 人 今 は 香もう せ ぬらむ と 思 ひて 人 の 許に まかりた リ 

ナるこ V よご リ の：^ リ ける にや 七月 七 口につ か はしける  皇太 后 宫陸臭 

君が かすよ るの 衣 を 棚ば たは か へ しゃしつ る ひるく さしと て 

後 拾 遣 和歌 あ 第二 十 雜」 ハ  七 六 九 


c 目 も あや レー 

V」 云った もの ハ 


〇 心 ざしお ほ は - 

V」、 大原山 ミ な. 


-山 心 ざし 多 

けた もの。 


C 落ちたり け. 

含めた もの。 


〇 人な すかせ そ 

fc~3 すな 0 


後 拾遺 和歌 集 第二 十 雜六  七 七 〇 

小 一 條院 入道 前 太 政 大臣の 桂なる 所に て 歌よ ませ 給 ひける に 紅葉 をよ み 

侍リ ける  堀 河 右大臣 

, 紅葉ば は 錦に 見 ゆと 聞きし かど 目 も あやに こそ 今日はな り ぬれ 

• 紅葉の 散リ 果てた るに 風の いたく 吹き 侍りければ  增基 法師 

落ちつ もる 庭 を だに とて 見る もの をうた て 嵐の はきに 掃く かな 

人の 炭 奉らむ いか^と いひた リ ければ よめる  讀人 しらず 

心 ざしお ほ はら 山の 炭なら ば 思 ひ を そ へ てお こすば かり ぞ 

題 しらず  夭 合 座主 源 心 

雪 居に ていかで あ ふぎと 思 ひしに 手 かくば かりにな りに ける かな 

法師の 扇 を 落して 侍リ ける を かへ すと て  和 泉 式部 

はかなく も 忘られに ける 扇 かな 落ちたり けりと 人 もこ そ 見れ 

題 しらず 

さなくても 寐られ ぬ もの をい と  >  しくつき 驚かす 鐘のお とかな 

七月ば かり 月の あかかり ける 夜 女 の 許に つか はしける 

忘れても あるべ きもの を このごろの 月夜よ いたく 人な すかせ そ 

三 搽院の 卸 時う へ のとの ゐす とて 近く 侍りけ る 人々 枕 をお として まか- 


o、 さまく ら ^枕 VJOf! 枕ミを 通 

はせ たもの o 


が は ケ^^に も 云々 朝 G 顏 

を钕に a せた の ®o 


C ゃミ いふに こそ 矢に、 や V」 呼 

びかけ- 0 詞 なかけ たもの。 


CJ.t よられよ かし 立ち寄られよ 

の 衆で あらう。 


0 ち もなくて 乳がない ぐ. がな 

いぐ J を かけた もの e 


C 細 V  a の釐の 少ない の •/.-、 早 

く へい SS す る vj なかけ たもの o 


出で ければ 書きつ けて 殿上に つか はしける  小 大君 

道 芝 やお どろの 髪に ならされて 移れる 香 こそく さま くら なれ 

人 の 草 合しけ るに 朝が ほかぐ み 草な ど 合 はせ ける にか V み 草 かちければ 

•  讀人 しらず 

まけが たの はづ かしゅなる 朝が ほ を 鏡 草に も 見せて ける かな 

入逍攝 政 かれ.，^ にて さすがに 迎 ひ侍リ ける ころ 帳の 柱に 小 「りの 矢 を 結 

びつ けたり ける を ほかにて とリ にお こせて 侍りければ 造 はすと てよ める 

大 納 言 道 網せ 

思 ひ 出 づる事 も あら じと 見え つれ どやと いふに こそ 驚かれ ぬれ 

人の 長 門へ 今な む 下る とい ひければ よめる  能 因 法師 

白波の 立ちながら だに ながと なる 豐沛の 里のと よられよ かし 

め のとせ むと てまう で來 たりけ る 女の 乳の ほそく 侍りければ よみ 侍りけ 


はかなく も 思 ひける かなち もなくて 博士の 家の 乳母せ むと は 

かへ し  赤 染衛門 

さも あらば あれ 大和心し かしこく ば細ぢ につけて あらす ばかり ぞ 
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